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生協の原点を見直して
創造的復興を

組合長理事

木村 正人

1995年 1月17日の大磁災では多くの組合員が被災され、雑らしに深刻なダメージを受け

ました。 コープこうべも11人の仲間が犠牲になり、本部をはじめとする11の事業所が全半

壊し、総額 500億円の被害を受けました。

私たちは多くのものを失いましたが、半面震災による貴重な体験、い．教訓を得ました。そ

れはポランティアの活動であり、助け合いや、協働の思想が瓦礫の街のいたるところで見

受けられたことです。特に組合員や職員の間で、自然にボランティア活動が生まれ、大混

乱の中でただちに救援や支援にあたったことは、私たちの大きな誇りとするところです。

同時に全国の生協の仲間も続々と被災地に入り、コープこうべの復旧支援のみならず、

広く被災者の救援にあたっていただいたことは「被災地に生協あり」と、社会的にも評価

され、生協への強い信頻を得たものと忠います。

また、行政と協力し、被災された方々に緊急物資の提供をいち早く実施しましたが“緊

急時における生活物汽の確保”については、全国から注目される行動となりました。

コープこうべが創立以来掲げてきた 「愛と協同」の理念“人と人とがいたわり合い、助

け合う”とい う、いわば生協の原点を再認識させられました。私たちはこの人間のもつす

ばらしさ、そして平和、環境、地域をしつかり根底に据え、今後の“創造的復興”を図っ

ていきたいと思います。

この間の事業の復卯が千想よりl頓調に推移していることは組合員をはじめ、お取引先等

の力強い応援と共に、全職員の復典にかけた熱い忠いと努力に起因していることは言うま

でもありません。 また、復興の推進力となっているのは、情報システムの早期復旧や大型

店の出店政策、そして経営体質の改善をはかってきたことがあげられます。徐々ではあり

ますが、効率の良いボ業運営が実現されつつあります。

いずれにしましても 、創造的役腔の「新しいまちづくり」 「新しいくらしづくり 」 「新

しい生協運動づくり」をめざし、 21世紀に飛躍でき、また地域組合員の期待に応じられる

「生協づくり 」に、あの瓦礫の中で確認した生協人としての使命感と情熱を持って、邁進

していく党悟であります。

1995年12月30H
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20秒闇でこの破壊I
日本がかつて経験したことのない災害となった阪神・淡路大震災は、地震には強いと言われていた高速道路

をはじめ、ビル、地下鉄なとも崩壊。多くの市民が被災した。コープこうべも本部ビルや店舗がその犠牲となっ
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情報システム部で微夜をしていた5人はカーテンを

つなぎ合わせて脱出

倒壊した本部から取り出された
役員の愛用カパン

'95 I月18日に漏電でポヤを出したが周囲に延焼せず

コープ浜甲子園の店内

危 険
（応亀亀嶋・鴫宣嶋●

この建物に立ち入らないでください。
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本部ピルの解体作業

火の手があがる神戸市内（北区ひよどり台から）

町
／

コープ）ピングセンター甲南（東灘区）―

1階駐車場部分と2階の売り場がつぷれた 全壊した協同購入センター西宮

｀ ▲ 
倒壌した阪神高速神戸線（東灘区）

，， 

変わりはてた神戸市内の様子（上2枚も）

全壊したコープ六甲（灘区）。

近くの」R六甲道駅の建物も崩れ落ちた



緊急対策会議をI
そしで組合員のくらしを守れI

コープこうべは生活文化センターに緊急対策本部をただちに設置。水道、ガス、電気、そして交通網も電話も

寸断された中で＼緊急対策本部は「緊急物資を可能な限り供給せよ」と発令。

しかし、伝令もままならす、所属長の判断で、組合員のために何をすべきか、自己完結を余儀なくされた。

'95年 1月l7日の緊急対策会譲償”tはとまったまま）

避難所で大臣に対して市民の実情を話す竹本理事長
('95年 1月22日、テレビ朝日「サンデーフロジェクト」）

、し辺が，

‘̀― ク

一 ----、、必竺、
,-1日に向けて連日、朝夕 2回の会請が持たれた

'95年 1月31日生活文化センターでの緊急対策会議

マ'-
来訪者のための、コーフこうぺ対策本部受付

（生活文化センター、J&P前）
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商品本部は生活文化センターに設置

組合員へのお知らせ（コープ浜芦屋）

倒壊した家屋の撤去の申し込みに、市民の長蛇の列ができた

（生活文化センター）



コープこうペグルーフ合同慰霊祭、'95年3月4日（生活文化センター）
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長―

'95年2月17日正午、黙とうをささげる組合員と職員（シーア）

兵庫県の災害対策本部入口

rきょうどう｛にじの友」
の臨時号など

` - -• T l 1 ,．U -．_ 
生活文化センターでは、避難所（約60世帯）や遺体安置所として
行政に協力した（写真は柩の組みたて作業）

コープこうべ震災当初の動き
・95年1月17日

5 :46 
7 :30 
9 :OD 
9 :25 

地震発生。M7・？推定

役員がシーア？階非常階段踊り場に集合、緊急会議を開催。

緊急物資協定に基づき担当者を神戸市に派遺。

9人を人選、各地区本部へ伝令（バイク、自動車）。

地区内状況の把握 ・可能な限り開店せよという指示など。

10:00 （第 l回緊急対策会議］

緊急対策本部設置（生活文化センター）。役員・各部の役割

決定。

1月1B日
11:59 ［第2回緊急対策会譲l

日生協・小野口C（配送センター）から協同学苑・コープ

ホームセンター北六甲への商品配送を決定。（コープ姫路

白浜コープ姫路田寺も物流拠点にすることを決定）

神戸市へのパンの配送を決定（ヘリコブター使用）

緊急対策会譲を8時 ・ 1 7時に開催することを決定。~t21回開
催。

17:00 ［第3回緊急対策会諸l
協同学苑を対策本部の第二基地とすることを決定。

他生協からの支援受入れ方針を決定。

組合員関連諸会議の当面の中止を決定。

19:30 神戸市より生活文化センターの遺体安醤所としての使用申

し出。

1月19日
6 :50 
8:00 

本部4階より出火

［第4回緊急対策会議l
本部と第一線の連絡機能は未だ不全。（電話、FAXが必

要）

商品配達の目途つくも、配送は困難。

「きょうどう盟時号vol.I」発行（店舗掲示など）。

「運宮通信盟時号vol.I」発行。
「にじの友臨時号1'01．1」発行。

13:00 ［拡大緊急対策会議l
食品工場、再開の目途立たす。委託生産。

通帳紛失組合員の減貸、ID万円を上限に認める。

18:00 ［第5回緊急対策会議］

鳴尾浜口C・日生協小野DCが満杯。玉津て受ける。

取引先への支払 ・集金は1ヵ月延期。

緊急対策本部の電話は？本のみ。20:00 
1月20日

8 :OD ［第6回緊急対策会語l
各生協からの支援人員・物資が続々到着。

マスコミ取材の広報部への一元化を再徹底。

17:00 ［第7回緊急対策会議］

食品工場、設備の点検開始。予想より軽症。

日生協を通じた他生協からの支援を受け入れ。

1月21日

8 :OD ［第8回緊急対策会話l
本部の協同学苑・体育館への移転構想固まる。

17:00 ［第9回緊急対策会話］

職員1月分給与、11月分と同額を1月25日に支給することを

決定。

メール便の復活（ただし、地区本部、嗚尾浜DC、大阪北の

み）

被災地の協同購入センター訪問組合員を全戸訪問。(~23)
1月22日

全常任理事所属巡回。

［第11回緊急対策会譲l
第5地区・第8地区で募金カンバ活動スタート。

［拡大緊急対策会頃l
酔部異動は5月末に延期。1月業務会頃は2月に延期。諸会

滋は原則中止。2/1より、業務機構を改網。

協同購入センター、受注開始。(50アイテム）

クレリの相談コーナースタート。（生活文化センター1階）

メー以更、全店でOK。(16:00より）
コーブ共済センターに、全国の生協からの支援はじまる。

1月26日
［第14回緊急対策会議l
ポランティア支援の窓口を生活文化センター・組合貝活動

部に設置。

「きょうどう臨時号」新聞折り込み。

？月 1日
本部機能を協同学苑に移転。（商品関係は生活文化セン

ター）

「コープこうべ災宮復興会議」設図。（「緊急対策本部」解

消）

業務機構改虞、「本部」体制へ再編。

「コープペル」再開。

2月3日
「コーブポランティア本部」設四。



被災者のために、すぐに供給開始I
緊急物資の配送と、すぐに開店したことが、パニックを防ぐ要因となった。また、被災者が整然と列をつくり、な

かには暗い店内から商品を搬出するのを手伝ってくれた組合員もあった。地震当日、155店舗中何らかの形で

開店したのは97店舗であった。

◆コープ浜芦屋

・・95年 1月22日より店頭供給開始

●'95年 2月17日より組合員集会室に仮設店オー
プン

●'95年10月12日に移設改築オープン

●旧店跡地は芦屋市に仮設住宅用地として貸

与

◆コープ渦森台

●'95年 1月22日より店頭供給開始

●'95年 4月7日より仮設店オープン（渦森公園）

’ '95年 1月18日の店頭供給の様子（コープデイズ西宮）

全壊したコープ浜芦屋では組合員集会室を利用して供給

'95年 4月7日、オープンしたコープ渦森台

店頭供給（コーブ渦森台）

シーアは 2月26日
2,昔がオーブンした
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全壌したコープ御影北では駐車場で供給した

♦コープ御影北
●'95年 1月20日より店頭供給開
始

●'95年 6月9日に現地に仮設
店オープン

♦コーフ六甲

●'95年 1月21日より店頭供給開
始

●'95年 3月31日より別に将軍通
に仮設店をコーブ六甲の分店
として開店

●'95年 4月II日、コープ六甲駐
軍場に仮設店オーフン

それ以後の主な動き
→ ・95年2月10日 六甲アイランド食品工場、生産再開。

3月4日 コーブこうペグループ合同慰霊祭（約300人参列）〈生活文

化センター〉

「私たちの街・私たちの力」復興へのポランティア偕し（コン

サート、演劇など計27回、約2.850人参加）〈生活文化セン

ター他〉

3月25日 復興イベント・ふれあい市民の集いに約3万人が参加。（須

磨海岸）
4月1日 生活協同組合コーブこうべと播磨生活協同組合が合併。

「Kネット協同連帯機構」発足。

コーブ甲南フルオーブン。

復興イペント・ふれあい春市に約10万5千人が参加。（西宮

スタジアム）

コーブ六甲台退店。

全国の生協からの阪神・淡路大震災の義援金9億円、兵臆

県災害対策本部に贈呈（大阪府1億円、全国社会福祉協穎

会l壌円）〈兵庫県庁）

6月1日 買い物袋持参運動の拡大（ポリ買い物袋のレジでのお渡し

を中止、1枚につき5円をコーブこうぺ環境至金」として協

力いただく万法）スタート。

製造物賣任(PL)法施行。

コーブ舞子をコープミる東舞子としてオーブン。
羞"

社会福祉法人協同の苑r特別養護老人ホーム協同の苑六

甲アイランド」開設（神戸市束灘区向洋町中3-1-2)
8月14日 コーブこうべ本部住吉事務所開設（神戸市榮灘区住吉本町

1-3-19) 
コーブ共済10万人達成記念請演会に約200人参加。（生活

文化センター）

コーブミニ川面（宝塚市）オーブン。

コープ須磨本仮設店オープン。

アワーズを全面改装してコーブデイズ相生としてスタート。

コーブ三田西オーブン。（三田市冨士が丘2-7)
コープミニポートアイランドオーブン。（神戸市中央区港島

南町1-1)

3月7日
~31日

4月7日
4月15日
~16日

4月30日
5月12日

7月1日
7月5日
8月1日

9月4日
~5日

9月7日
9月8日
9月23日
9月29日
9月30日

コープ六甲では 1月21日より供給を開始

コープミニ桜口の店頭供給風景

--コープ六 甲---

胚府店
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コープ須磨では仮設テントで供給活動
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,. ｀̀’,"’ '95年 4月9日、稲葉町に仮設店オープン（コープ須店）



取材インタピューに応えるコープ甲南高木店長
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六甲アイランドCITY自治会から感謝状が
コープ六甲アイランドに贈られた

LJ 

コーフ甲南の店頭供給風景

コーフ舞子の仮設店'95年 3月21日、星陵台にオープンした

本格的復旧・復興ヘ

次々 とフルオープンI
本部移転をはじめ、施設の復旧が進み、9月には、新規にコープ三田西なとが開店した。

召
♦シーア

●'95年 1月18日より 1月20日まで店頭供給

●'95年 1月21日、セミオーフン(I階のみ）

●'95年 2月26日、 2,昔オーブン

●'95年 4月 1日、フルオーフン



◆コープ甲南

●'95年 1月22日、店頭供給開始

●'95年 4月7日、フルオープン

◆コープ巽子

●'95年 1月17日より'95年 1月20
日まで店頭供給

●'95年 1月21日より解体工事の
ため供給休止

●'95年 3月21日より星陵台に仮
設店オープン

●'95年 7月5日に現地にて業態
転換し、コープミニ東舞子として
オープン

'95年 3月31日コープ将軍通店がコープ六甲の分店としてオープン

コープミニ東巽子オープン '95年 7月5日

／ 
'95年 8月14日コープこうぺ本部住吉事務所を開設（東灘区住吉本町1-3::19)
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'95年 4月26日コーフりピングセンター甲南は本山寮跡に仮設店をオーフン
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◆コープリピングセンター

甲南
●'95年 1月17日より
供給休止

●'95年 4月26日より
本山寮跡に仮殺店
オープン

● 1996年秋を目指し、
現地に本設店オー
プン予定
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アワーズを全面改装してコープデイズ相生としてスタート('95年 9月23日）
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ガンバレIコープこうべI
全国の生協の仲閻が集結。

「生協の灯を消すな」と全国の生協から、のべl万人近い人々の支援をいただいた。

そしで自然発生的に生まれた組合員や職員のボランティアと、活動を共にし、“被災地に生協あり’'と評された。

岐阜地区市民生協力‘ら届いた救援物資

R
 



復興イペント「ふれあい春市」'95年 4月15日・16日（西宮スタジアム）

店内案内の応援をするちばコープの職=

農協からも支援

(JA出雲市）

全国12の生協の仲間がふるさと味自慢コーナーに出典

コープかがわからの緊急物資が深夜「緊急対策

本部」に到滸

ならコーブからの炊きだしの支援活動（シーア）



第 5地区組合員による救援活動（シーアにて）

天井川でのクリーンキャンヘーン('95年 2月24日）

▲ 板宿小学校での炊きだしのポラZ ィア活動
'95年 2月16日（第 5、6、8地区）

► 

地域総訪店

私たちの街私たちの力、3
これは、コーブこうべ

ポランティアセンタ―
からの支援物資です。

（＊んこ口 9..n.,..,に彎．ヽ●しょう）



すべての事業所か救援活動I
店舗の供給活動だけではなく、コープミニや協同購入センターもその他あらゆる業態で救援、支援活動が行

われた。

また、3月に入所したフレッシュマンも地域訪問、クリーン活動などを体験し、被災地や組合員のくらしを目の

当りにした。

協同購入センターでは手作業で注文を聞いてまわった（協同購入センター甲南）東灘区田中町2丁目付近で

協同膝入センターの配送風景

生活文化センターでの託児ポランティア
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仮設住宅での協同購入

（協同購入センター神戸東）

り，



新入職員・ボランティア活動

協同購入センター西宮の先輩職員と研修'95年4月5日・6日 [ヽ

コープデイズ西宮ー先輩職員とともに訪問活動'95年4月5日・6日

救援物資の搬送支援活動
（西宮厚生年金スポーツセンタ一体育館'95年4月5日・6日）

新入職員の辞令交付式 ('95年4月8日 ・協同学苑）



イベントに“笑顔と愛と安らぎと'’I
少しでも街に笑顔をI 少しでも街をきれいにと、ポランティアのミニコンサートや復興イペント「ふれあい

春市」などが多彩に開催され、子供達の笑顔も戻ってきた。

ー···書嗜1•一ふれあい春市
•ー・—

老 ●霞きステージ
'＂ぃl"⇔99,. •'! ' 、 ,

ポランティアで参加したアグネス・チャス”ミニコンサート9---
宏忠響霞きステージ
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復興イベント「ふれあい市民の集い」
（須磨海岸）に約3万人が参加
(＇95年3月？5日）

震災300日目の11月12日(B)
各ボランティアセンターで
それそれ趣向をこらした
ボランティア大会が開かれた
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マント刀ン ・ソロコンサートには80人が参加
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パレンタインデー（コープ園田）

パイオリンとピアノによるポランティアコンサートには150人が参加 '95年 5月4日

第 2地区（塚口）



コ
ー
プ
こ
う
べ
の
被
災
状
況
の
概
要

今回の大地震がこの地域やコープこうべに及ぽした被害は、極めて多大なものであった。

多くの市民・組合員やその家族が命を奪われ、また負傷し、そして家を破壊され、多くの

ものを失った。総代・地域コープ委員も 5人が亡くなられた。職員についても、正職員・

定時職員・学生アルバイトなど11人が死亡し、職員の家族も 104人が亡くなられた。また、

コープこうべの施設についても、本部ビルの倒壊をはじめ、コープ六甲・コープリビング

センター甲南、協同購入センター西宮など全壊した施設は12ヵ所、半壊施設は 6ヵ所、そ

の他軽微な損傷も含めれば、ほとんどすべての事業所が何らかの被害を受けた。食品工場

も操業休止に追い込まれた。

被害は施設のみならず、多額の商品損失にもおよび、さらに本部ビルの倒壊とともに、

事業システムを支える情報システムソフトの多くを失った。

地震によるコープこうべの関連会社への被害も大きく、事務所の移転を余儀なくされた

会社が出たほか、操業にも多大な影響が生じた。

今回の地震によるコープこうべにおける被害の状況・損害額は次のとおりである。

1．事業関連被災内容
(l)施設被害

く全壊＞ コープ浜芦屋、コープ御影北、コープ渦森台、コープ六甲、コープ須磨、

コープ舞子、 CLC甲南、 KC西宮、本部ビル、本山寮、石橋ビル（協

同信用、労働組合）、コープフーズ加工場

コープ仁川 (2F)、KC西宮北、装いのコープ垂水、住吉ビル（組織企

画室など）、青木寮、山ロビル（コープムービング）

＜損傷（重度） ＞ 

コープ甲南、コープ塚口、コープ甲子園口北、コープ苦楽園、コープ北口、

コープ夙川、コープ摩耶、デイズ西宮、デイズ芦屋、シーア、生活文化セ

ンター、商品検査センター、コープミニデポ深江、芦屋シーサイドテニス

※本部ビルにはコープ観光（株）本社、 CLC甲南には住まいのコープ中部・クレリ案内セン

ター・第4地区本部・コープ住宅（株）本社、本山寮には中部サービスセンターが各々含ま

く半壊＞

れる。

※CLC＝コープリビングセンター、 KC＝協同購入センター、 D＝デイズ

●被害施設一覧

全 壊 半 壊 損傷（重度） 計

店舗 7 l 10 18 

KC l l ビ

その他 4 4 4 12 

計 12 6 14 32 

(2)施設損害額 34,000百万円 （内訳） ①損壊額

⑮撤去・修繕

30,000百万円

4,000百万円

lコープこうべの被災状況の概要



(3)商品損失 3,500百万円

(4)営業機会ロス 7,000百万円

(5)その他諸費 5,500百万円 ※（ビ）～（5）合計 50,000百万円］

t．組合員関係の被災状況
(l)総代・地域コープ委員被災状況 (2月15日現在）

本人死亡

5人

家族死亡 I本人ケガ・入院 I 家屋全壊

人数 18人 15人 135人

3．職員の被災状況
(l)コープこうべ職員の被災状況 (3月15日現在）

正 職 巨Cニコヽ 定 時職員 その他アルバイトなど

本人 家族 本人 家族 本人 家族

死亡 巳 33 6 60 3 l l 

負傷 8 21 35 23 l l 

家 全壊 ビ33 300 44 

屋 半壊 ビ5巳 36ビ 55 

家屋半壊

199人

計

本人 家族

l l 104 

44 45 

577 

668 

※その他、正職員 OB2名死亡。 ※家族は、 3親等以内の親族。

※負傷は申告のあったもののみの数

く参考＞●ファミリー倶楽部の災害見舞金（死亡・負傷・家屋損傷）

支給状況

支給件数： 690件． 70,835千円 (3月22日現在）

（申し込み軒数： 1,625件）

(2)被災職員への対応

●住居被災職員の寮・社宅などへの移転の斡旋。

(3月10日現在） 寮 ……60人（男10人、女50人）入寮中。

社宅等……45世帯入居 (11世帯が入居待ち）

※神吉荘改修中。 3月末に27室入居可。

(3)関連会社他職員

●死亡：本人 l人、家族l3人

●また、本部ビル倒壊により、警備中の西宮警備社員 l人死亡。

コープこうぺの被災状況の概要I



第 1章被災地の真只中に

対策本部を設置

有馬道をふさぐ形で
倒壊した本部ピル

1．全施設の約70％に被害

1月17日（火）、突然に阪神、淡路地域を製

った大地震。この地震でコープこうべの施設

などは大きな被害を受けた。本部所在地の東

灘区は震度7の激祖地にあり、本部ピルもま

た例外ではなかった。

JR住吉駅を北側に降りると、ひときわ目

についたのが本部の屋上にあるコープこうべ

のマークだった。そのサインが西側の有馬道

をふさぐ形で崩れたガレキの上にあった。本

部ビルが北側を少し残してほぼ全壊してしま

ったのである。

目撃者の話では、本部ビルは一瞬にして崩

れ落ちたという。

もともと、戦後間もなく灘購買組合（コー

プこうべの前身）が焼け残ったピルを買い取

り本部を移して以来、約50年問、この地でコ

ープこうべの歴史を刻み込んできた。それだ

けに生協関係者にとってショッキングな光尿

だった。現在の建物は、昭和37年、住吉店を

スーパーマーケットとしたときに建てられた

ものであり、築後30年を超えていた。

地震が起きたとき本部ビルにいたのは仮眠

していた情報システムの職員など 5人。無事

ク ー
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だった北側に事務所があったため、カーテン

をつなぎ、窓から脱出して無事だった。しか

し、宿直していた警備員 2人のうち 1人が帰

らぬ人となった。

明るくなるにしたがって、崩れ落ちた本部

の前に役員、職員が集まりはじめた。だれも

が、変わり果てた本部の姿にしばし呆然とし

ていた。

しかし、うちひしがれている場合ではなか

った。 「これからどうしてスタートするか」

を早急に考えなければならなかった。

駆けつけた役員たちを中心に、シーアの非

常階段の踊り場に集まって緊急会議を開催。

“緊急対策本部”の設岡を決定した。

震災の中心部である東灘区は、水道・ガス・

電気はもちろん、交通網も軍話も寸断された。

各所屈の状況や組合員、職員の安全もなかな

かつかめない。そこで、パイクや自転車で駆

けつけた職員が各地区本部、所属への伝令と

なった。

地区本部長への緊急指示事項は、 「生活文

化センターに緊急対策本部を設僻」 「可能な

限り開店を」 「店内が無理なら店頭や近隣で、

緊急物質中心に供給を」 「当面営業休日は開

店」など。これを伝えながら、各店舗の状況

他社の店舗の状況、道路状況など、事態の把

握に努めた。

しかし、ところどころで道路が寸断されて

いて、なかなか進まない。そのうえ、所属も

混乱のために梢報がつかみにくいのが実情。

最後の一人が地区の情報をもって対策本部に

戻ったのは、夜の10時を過ぎていた。

t．鳴り続けるサイレンのなかで議論が続く

混乱と不安のなか、被災された組合員の救

援を最侵先に考えて、いま何をすべきなのか、

組合員のくらしと生協の事業の立て直しに向

けた対応が始ま った。また、 「緊念時におけ

る物資確保のための協定」に基づき、神戸市

への緊念物資の捉供のために職員 1人を神戸

市役所に派造した。協定を結んでいたのは神



戸市と尼崎市。しかし、緊急対応のため、そ

れ以外の阪神間各市、淡路島各町に対しても

物資の提供を申し入れた。

緊急対策本部は、 17日午後、生活文化セン

ターに移された。建物が無事だといっても、

スプリンクラーが作動して事務所は水びたし、

屯気はとまり 、本部のビル遁話を引いていた

軍話は同復不能という状態だった。

役員は 1階のレストラン「J&P」に陣取

った。木村正人組合長を緊急対策本部長とし

て、すぐさま緊急対策会蔽を開催、各部の当

面の課題を確認した。人事は職員の安否確認、

経理、経営企画、広報などそれぞれを確認し

た。緊急対策本部となった J&Pには、館内

で無事だったワープロ、 FAX、テレビ、箪

記用具などが持ち込まれ、事務所としての機

能整備がすすめられた。そして、廊下に掲示

板をつくり、各部の使用する部屋割りがつく

られた。4時を過ぎると暗くなり 、ほとんど

作業ができなくなる。それまでが勝負だった。

報道のヘリコプターのプロペラ音、救急車、

消防車などの緊急車両のサイレンが、 24時間

途絶えることなく鳴り続けた。窓から見える

国道2号線は大渋滞で、車はま ったく動かな

い。生活文化センターのすぐ西では、 4階部

分がつぶれた住吉川住宅（神戸市営）から住

民を救出する作業が続いていた。余虚の規模

によっては上陪部が倒壊し、生活文化センタ

ーも被害を受ける危険性があった。そんな状

態の中で、対策会議は続けられた。

電話回線が寸断された状態では、対策会議

での決定事項を短時間で伝える方法もない。

155店舗、 19協同購入センターなど、 200を

超える事業所への指示、 1行報の共有化の確認

ができないまま、磁災当日は麻れていった。

夕方、取引先から自家発電機が届けられた。

J&Pだけだったが、工事用の菊暗い照明 5

~6個が室内を照ら した。 この時点で、テレ

ビも見ることができるようになった（アンテ

ナなしで、非常に見づらい状態だったが・・・）。

夜になり、地下の体育館を開放。20数人が

避難した。翌Hからは、逍体の安四所となり、

通路部分に移ってもらった。生活文化センタ

ー前が東灘区内の辿体安岡所への棺桶配送の

某地となり、簡易棺桶の組み立てが続いた。

18日の朝は、 「御影浜町のガスタ ンクが爆

発の恐れ」という緊急のニュースから始ま っ

た。生活文化センターも避難勧告エリア内に

あり、当面どうしのぐのか、また、集まって

くる職員への告知をどうするか、検討しなが

ら、事態の好転を待った。また、対岸の六甲

アイランドでは、食品工場に残ったパンを車

で配送することができなくなった。そこで、

神戸市の依頼で出動したヘリコプターがパン

を運び出すという一硲もあった。

相変わらず梢報は寸断されたままで、まと

まった梢報は集まってこない。各職員が持ち

寄った断片的な情報から、次第に被害状況が

あきらかになるという状態だった。そんなな

かで、各部署が、供給やシステムの同復のた

めに奔走した。

全国の生協は、神戸との連絡がとれずに、

やきもきしていた。LI本生協連には、 「神戸

に行きたいがどうしたらいいか」 という問い

合わせが殺到した。

1月18日には、日本生協連政策討論集会の

中で、内舘専務から各生協に対して「人的、

物的支援」 「救援蒻金」などの取り組みが正

式に呼びかけられ、日本生協連がその窓「lと

なることが確認された。

2月15日までに協力をいただいたのは約80

緊急対策会譲(I月19日）
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生協、のべ8千人を超えた。他生協からの応

援のみなさんは、連H神戸で寂泊まりをしな

コープこうべの復旧のために力を注い

でくれた。震災を機に、生協間の絆が一陪強

がら、

まった。

3．情報の受発信

本部倒壊のため、センター内の屯話回線の

回復は不可能だった。そのなかで生命線とな

ったのは、

回線 1本。

もちろん、 17日は、ほとんど不通の

状態であることに変わりなく、被害の全容に

なった。

J&Pの厨房にあった単独の屯話

これが緊急対策本部の代表屯話と

ついての情報はなかなかつかめなかった。

這話回線が増設されたのは18日。

公衆同線を引き込んでの 2同線だけだった。

このうち 1本を、マスコミやH本生協連など、

しかし、

外部との情報受発信諄用の回線とした。回線

の状況が同復しはじめると、 今度は、夜中ま

でひっきりなしに屯話が入ってくるようにな

り、その対応に追われるようになった。

梢報の早期伝達のため、協同学苑を第二本

部とすることが決まり、 二輪車で出勤した職

員で各地区へのバイク便が組織された。

コープムーピングによるメール便が復活し

たのは地区本部までが23日、全巾業所が28日

となった。

19Hの午前中、

『にじの友』の臨時号ができあがった。

し、それを配送するすべがない。FAX・ 屯

話回線も相変わらず不通だった。バイク便で

地区まで届け、地区から各所屈へ届けるとい

うかたちをとったが、すべて完全な伝逹がで

きたわけではなく多くの課題もあった。

『にじの友』は1月一杯、

毎日11号まで掲示用として発行。18号 ・19号

また、組合員向け梢報は、は全員配布とした。

開店告知を兼ねた『きょうどう』臨時号を 1

月26日、 311::lの2同、新聞折り込みした。継

2月からは店舗チラシの一部を 「広

として組合貝への栢報提供を強化して

続して、

報欄」

いる。

で復活。

『き ょうどう』 『運営通信』

しか

日曜を除くほぼ

『きょうどう』は2月 1週号からタプ

ロイド 4ページ、毎月第 1.第3火曜日発行

しかし、不十分さは残り、 2月1日

からは、組合旦からの梢報収集を強めるため、

「コープベル」を総合案内 ・相談窓口として

再開し機能を高めた。

読売新聞（大阪）
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4．組合員のためにできることを早急に

「緊急対策本部」では、木村正人組合長を

本部長とし、いま私たち職員ができることに

全力で取り組むことが確認された。

1日2回の緊急対策会議では、復旧の進捗

状況の報告と、本部の決定事項の共有化がは

かられた。 1月19日には、 地区の本部長も参

加しての拡大緊急対策会議が開かれ、地区ご

との事業所の状況を報告し、今後の対策につ

いて話し合った。

組合員に商品を安定的に供給することを目

標に、できる限り早急に通常どおりの営業を

再開させることが緊急課題。そのために何を

すべきか、 何ができるのか、激しい議論が繰

り返された。

5.“ズレ’'を克服し、求められる商品を

すばやい商品の対応ができるように、商品

部を物流の拠点である鳴尾浜配送センター、

協同食品センター、低温物流センターに分散

して配四した。

地震当初は “調理せずにそのまま食べられ

るもの”や非常用の商品に福要が集中。商品

部では、あらかじめ組合員の霊要を予測し、

可能な限りの数祉の緊急物資をメーカーなど

から仕入れ、それを各店舗に割り当てて配送

した。また、取引先の協力を得て、各店舗が

酉接発注したものを、取引先から直接店舗に

配送する方式も取り入れた。

地俎から 1週間がたち、緊急物費がある程

度行き渡ってくると、紺合員の商品のニーズ

は野菜や鮮魚といった“ふだん食べているも

の”に変わってきた。これまで十分機能して

いなかった低湿物流センターや協同食品セン

ターの稼働も徐々にすすみ、少しずつではあ

るが、そうした商品も店頭に並ぶようになっ

てきた。

六甲アイランド食品工場は、水とガスの供

給が止まり、生産がまったくできなかった。

なんとか組合貝の要望にこたえようと、委託

による食品の生産がスタート。被災 1週間後

には、とうふやめん類などが70~100％確保

できたが、パンは不十分な状態だった。

商品供給については、この間いくつかの間

題があった。緊急物資は確かに行き渡るよう

になったが、組合員が望む商品と実際に届く

商品の “ズレ”がたびたび指摘された。交通

渋滞によって商品が届くまでに時間がかかっ

たことに加え、被災地域とそうでない地域に

画ー的に商品が割り当てられていたことが大

きな原因だった。

組合員の本当に求めている商品を的確につ

かみ、効率的に届けられる仕組みづくりのた

めに、店舗の定番商品発注に 「オーダープッ

ク（発注台帳） 」方式を群入した。

6．物資が届き、動くまでの遠い道のり

嗚尾浜配送センターには、交通渋滞などの

理由で配送のトラックがなかなか到沼せず、

物資が思うように入って米なかった。そこで

1月171::fの夜、小野市にある日本生協連関西

配送センターをコープこうべへの支援物資を

集める基地として稼働させ、西側からの物資

調達ルートを設けた。また、コープ姫路白浜

やコープホームセンター北六甲、協同学苑を

物流基地とし、物資の確保は次第にすすんで

いった。

1月20日、鳴尾浜配送センターに集荷され

1月19日に開かれた
拡大緊急対策会譲
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る物植はピークを迎えた。 しかし、道路廿梢

は依然悪く、店舗、協詞購人センターヘの配

送が滞り、物狩はあるのにそれを届けられな

い状態が続いた。他生協や関連会社などの1、も

援を得て通常以 上の I|i．両を出した結果、被災

1週間後には、嗚）已浜配送センターではよう

やく通常の 6割から 7割の稼働率で出荷が11I

能にな った。

1月24日からは吊朝配送を実施し、午後は

近隣の'li業所への配送を行うなど、物費を少

しでも り 1•< ／FI1けるための試みが続けられた。

7.「緊急対策本部」から

「コープこうべ災害復興会議」へ

緊急対策会議は第 1iulから第201111(1月17

11~ 1月311|）まで開かれ、①梢報収集、②

緊悠指ポやその対応、③似111に1及lする’li項を、

中心に、粕）j的に討議されてきた。 2月 111 

から、緊急対策本部を解ii'iし、木村糸ll合長を

議長に「コープこうべ災‘，界復邦会議」を設ii1。

本格的な復Ill．復興に向けた取り糾みを開始

した。 これは単なるIllに1天す復111にとどまら

ず、それを超えた新しいモノを削造していく

という意図からである。

これまでの部 ・室制は廃ll-．し、 11本部制に

した柔軟で機動）jのある本部体制がつくられ

た。

2月1711、神戸 I|i北区の闘度な耐虚性をも

つ施設に新しいホストコンヒューターを設iiり、

順次、店舗や協,,ij購人センターの受注システ

ムの1り開に向けて準備を1}｝l始。食湿，工場も 2

月llHか ら商品生産を再I}｝lした。

1 階だけ、あるいは店頭や駐 ~I場での供給

を余儀なくされていた店舗も、 IIを追うごと

に全館営業が11J能になった。 倒壊した店舗も

仮設ながら順次オープンした。

協同購人センターも、 『め一 む』 ダイジェ

スト版によって、取り扱い品11こそ少なかっ

たが通常の配達サイクルを111|1及した。

2月以降、 「削造的復射！」 を掲げて、本格

的な'li業似郎がすすめられている。

1第1章被災地の真只中に対策本部を設置

緊忍対策会議の j：：な決定'n項

緊急対策本部設置。
第 1回緊急対策会議 役員、各部の役割決定
(I / 17 I 0:00) 全理事、生活文化センターに宿泊。

ハンを東灘区役所、避難所に配送

日生協・小野 DCから協同学苑、

第 2回緊急対策会議
コープホームセンター北六甲への

(1/18 1159) 
商品の配送を決定。
神戸市へのハンの配送を決定。
（ヘリコプターイ吏用）

協同学苑を対策本部の第二基地

第3回緊急対策会議 に決定。

(I / 18 17:00) 他生協からの支援受入れを決定
組合員関連諸会議の中止を決定

施設復1日対策本部事務所3ヶ所に
設置（第1または第2地区、生活文

第 4回緊急対策会議 化センター、協同学苑）

(I /19 8・00) 「きょうどう臨時号Vol.I」発行。
「運営通信臨時号Vol.I」発行。
「にじの友臨時号Vol.I」発行。

第 1回
被害状況確認。

拡(1/大19緊1急3:対策会議
00~ 14:53) 減資、 10万円を上限に認める。

第5回緊急対策会議 取引先への支払・集金は1ヶ月延
(I /19 18・00) 期。

取材の広報部への一元化を再徹
第6回緊急対策会議 底。
(I /20 18:00) 常任理事による第一線訪問を実

施。 (I /22（日））

第8回緊急対策会議 本部の協同学苑・体育館への移転
(I /21 8:00) 構想固まる。

KC西宮・西宮北の移転決定。
(2/1より鳴尾浜）

メール便の復活（ただし、地区本

第9回緊急対策会議 部 DC、大阪北のみ）を決定。

(I /21 17:00) (1/23より）
被災地を全戸訪問。(1/21~23)

（ KC西宮、西宮北、甲南、 〕
六甲、鈴閣台、須磨

第10回緊急対策会議
協同学苑の風呂を24時間化。

(I /23 8:00) 

第11回緊急対策会議 第5•第8地区で森金カンハ活動ス
(I /23 17:00) タート。

諸会議は原則中止。

第2回
2/1より、業務機構を改編。
2/1より、本部を協同学苑に移転。

拡(I大/緊2急対策会議 商品部は生活文化センター体育館
5 103-00) 

KC、本日より受注開始
(50アイテム）

クレリの相談コーナースタート

メール便、全店でOK。(16.00より）

第14回緊急対策会議 ポランティア支援の窓口を生活文
(I /26 17.00) 化センター・組合員活動部に設定

第15回緊急対策会議
「きょうどう」新聞折り込み。

(I /26 17:00) 

第17回緊急対策会議
シーア駐車場を神戸市に提供。

(I /27 17-00) 
〔使仮設住宅の申し込み受付けに 〕

用。2/2まで。

第18回緊急対策会議 高村経済企画庁長官・田中科学
(I /28 9:00) 技術庁長官、視察対応。（シーア）

第20回緊急対策会議 職員被災状況確認。

(I /31 9:00) 
め一むダイジェスト(SOアイテム）発
1‘ T。



第2章事 業所の活動開始

はじめに組合員、被災者ありき
・--・ "V 

｀ ＞、レ

.

A

 、ヽ
T今 ， 

本部ビル倒壊を聞いて集まってきた職員の中から 8人を選び、

各地区本部に伝令を出した。その指示は、 l．被害状況を把握せよ、

E．可能な限り開店し生活物資を供給せよ、 3．二次災害に注意せよ、

4出勤状況を把握せよ、 5．出勤可能な職員は近くの店舗を応援せ

よ ・・なとであった。

「可能な限り」とは決して“はじめに商売ありぎ’ではなく、

被災し、避難した、市民への緊急な生活物資の提供を行えという

ことである。

大きな打撃を受けた店舗や協同購入センターなとの各事業所も、

地震の当日から総力をあげ復旧に向けて動き出した。

食料品を袋詰めにして
I,000円均ーで供給

1．地震当日、97店舗が営業を続行

大きく施設の相‘1片を受けたのは店舗業態。

155の店舗のうちコーフリピングセンター'I'

南、コーフ浜芦尻、コープ御彩北、コーフ渦

森台、コープ八甲、コープ頒胴、コーフ舞 f

の7店舗は令壊し、復II団能。コーフ1：川、

コーフ塚11、コープ甲了・園11北、コーフ苦楽

園、コーフ北II、コーフ夙川、コーフ甲lヤi、

コーフ1限耶、コーフデイズ西宮、コーフデイ

ズ芦／哨、シーアなどの11店舗は、）く）肘各卜や

咽Ihi亀裂など、 ‘ |a·壊 • IE)文iii傷の被，杯を受け

た。建物は人・丈火でも、ゴンドラが横転する

など床に胤＇＂＼が散乱、 足の踏み場もなし ほヽど

で、 1,ii内で供給できる状態ではない1，杯舗が多

かった。また、被災地の中心部の店舗では職

員の出勤もむずかしく、 R祐'II＼の片づけが進ま

ないところもあった。 しかし、多くの1,iit11iで

は「なんとか店を1}｝lけて糸ll合員に1侑品を提供

しよう 」と、交通網が、I断される中を必夕じで

l‘1転,p:やオー トパイ、 中には 3~4時間も歩

いて出勤した職員によ って店を開けることが

できた。

被災エリアでも、店頭供給など11J能な限り

の供給祈動が続けられた。屯 Iれを使ったレジ

作業や店内整理など、糾合員に手伝ってもら

いながら供給活動を続けた1，片舗もあ った。令

壊した店舗も、臨時で駐I|i場にテントを張っ

たり、店頭でII用品や食料品を中心に袋詰め

して、 500l'J均一、 1,000円均ーなどの商品

を供給した。17日に党業した店舗は 155店舗

中97店舗。地点から 31111の2011には、装い

のコーフやイペン ト部などの応援を受けなが

ら、なんらかの形でほとんどの店舗がオーフ

ンすることができた。また、白治会と協力し

て、公I|-：な物狩配分をすすめた店舗もあ った。

被災したエリアの店舗には、多くの組合員が

米｝，片したが、大きな混乱もなく供給話動を続

けることができた。

しかし、オープンしても 1科i,',,＼の発注ができ

ない状態で、本部から胄llり‘’1てられる 1桁品を

供給するしかなかった。 1•分な ，'rr',ぞろえがで

きないうえ、 Ilriけられたものが店舗が必要と

している1l'釦＇1111と迩っているなど、 il文初は混乱

もあ った。

本部ピルの倒壊で、ホストコンヒューター

が人きなダメージを受け、店舗や協1消購人の

受注システムがダウンし、糾合員に大きな迷

惑をかけた。1紆品の受発注データなどすべて

手作業、手計岱I：での処理を余儀なくされた。
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ー

駐車場の仮設テントで
供給（コープ御影北）

商品納入や供給裔計籾など、 20数年前に戻っ

た人悔戦術で乗り切ってきた。

コンピューターのデータ管理と同様に、物

流システムにおいても限界性があるといえる。

嗚尾浜にある物流センターは、迎転手やトラ

ックの不足のため緊急物貧であふれ、本来の

物流機能が麻痺寸前であった。

さらに道路の寸断が一段と拍車をかけた。

店舗における発注システムも本部ビル倒壊と

ともに破壊され、商品補充に多大の影牌を与

えた。当初各店へ割り当て配送をしていたが、

2月上旬からは、 1週間分をまとめて発注す

るオーダープック方式を採用した。リードタ

イムが長いため、発注と霊要のずれに悩まさ

れた。 3月7Liからは従来のオンラインに近

い形での発注システムが復旧した。

被災施設の復旧状況

(1)店舗

〈全壊》

◆コープ浜芦屋

● 1月22日より店頭供給開始

● 2月17日より組合は集会宰に仮設店オー

プン。

●10月12日に移設改築オープン。

●|「l店跡地は芦屋市に仮設住宅）ll地として

貸与。

◆コープ御影北

● 1月20日より店頭供給開始。

● 6月9日に現地に仮設店オープン。

◆コープ渦森台

● 1月22日より店頭供給開始。

● 4月7日より仮設店オープン（渦森公園）。

◆コープ六甲

● 1月21日より店頭供給開始。

● 3月31Hより別に将軍通に仮設店をコー

プ六甲の分店として開店。

● 4月11日、コープ六甲駐車場に仮設店オ

ープン。

◆コープ須磨

● l月21日より店頭供給開始。

● 4月9日より別に稲葉町に仮設店オープン。

● 9月8Hに現地に仮設店オープン。

◆コープ舞子

● 1月17日より 1月20日まで店頭供給。

1月21日より解体工事のため供給休止。

● 3月21Flより星陵台に仮設店オープン。

● 7月 5Hに現地にて業態転換し、コープ

ミニ束舞子としてオープン。

◆コープリピングセンター甲南

〔住まいのコープ中部、クレリ案内セン

ター、第4地区本部、（株）コープ住宅本社〕

● 1月17日より供給休止。

● 4月26日より本山寮跡に仮設店オープン。

●1996年秋を目指し、現地に本設店オープ

ン予定。

●住まいのコープ中部は 5月に御影浜町に

移転。

●クレリ案内センターは10月20日にシーア

立体駐車場西隣に 2階建てで移転。

●第4地区本部は生活文化センター内に移転。

〈半壊 ・重度肌傷〉

◆コープ仁川

● 1月22日より店頭供給開始。

● 4月28日に 1階のみ本設店オープン。

◆コープ塚「l

● 1月21日より店頭供給開始。

● 1月26日よりフルオープン。

◆コープ甲子園LJ北

● 1月17Hより店頭供給開始。
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● 1月27日よりセミオープン。

● 2月27Hよりフルオープン。

◆コープ苦楽園

● 1月18日・19日セミオープン。

● 1月20日より店頭供給に移行。

● 3月 3日よりフルオープン。

◆コープ北口

● 1月18日より 1月20日までセミオープン。

● 1月21日より被災調査のため店頭供給に

移行。

● 3月10日よりフルオープン。

◆コープ夙川

● 1月181::1、店頭供給開始。

● 3月3R、フルオープン。

◆ コープ甲南

● 1月22日、店頭供給開始。

● 4月7日、フルオープン。

◆コープ摩耶

● 1 J-J18日、セミオープン(1階のみ）。

◆ コープデイズ西宮

● l J J 18日、店頭供給開始。

● 1月27日、セミオープン。

● 3月 1日、フルオープン。

◆コープデイズ芦屋

● 1月18Uより 1月201::1まで店頭供給。

● 1月21日、セミオープン。

● 3月17日、フルオープン。

◆シーア

● 1月18日より 1月20日まで店頭供給。

● l月211」、セミオープン(1階のみ）。

● 2月261::1、 2階オープン。

● 4月 1H、フルオープン。

※フルオープン：全フロアで供給している状態。

セミオープン：1階または食品フロアのみで供給している状態。

店頭供給：店頭または駐車場などで供給している状態。

？．救援物資を積み組合員宅を訪問

協同購入センターでは、西宮北、西宮が全

壊したのをはじめ、いくつかの建物が被害を

受けた。そのうえ、最初は屯話などの通信網

が使えないことで運営部との梢報のやり取り

は困難をきわめた。そのため、 1ff報ルー トの

確立を急いだ。それはバイク便によるルート

屯話 ・ファックスの緊急通信網だった。そし

てまず、安否確認、施設の被害状況、道路状

況などの把握から活動が始まった。

ヽ

当Hはほとんどの協同購入センターが、交

通渋滞の中をぬって当R配達予定だったもの

を可能な限り配達した。しかし、路地などは

倒壊した家も多く、迂同を繰り返さなくては

ならず、配逹は容易ではなかった。181::Iから

は組織拡大部の応援を受けてウェットティッ

シュや紙皿、ミネラルウォーター、屯池など

の救援物資を栢み込んで組合員宅を訪問した。

1月22日と231=1、組合員の被害の激しかった

西宮、西宮北、甲南、六甲、鈴蘭台、須磨の

協同購入センターでは、他の協同！構入センタ

ーの応援を得て、被災地域を全戸訪問。組合

員へのお見舞いと激励を行うと同時に、今何

が必要かを調査した。24日からは50~70品目

を掲載した『め一む』ダイジェストを手板に

はさみ組合員宅を訪問。手作業で注文を集計

することになったため、職員の戸惑いも多か

った。

協同購入センター訪問組合員の在宅状況 （被災地域）

協同購人 訪問軒数 1月木訪問軒 2月未訪l/il軒
センター (12月未） 数 (12月比） 数 (12月比）

西
.占.9 •• 9 • 18,782 10,800(57.5) 12, 0166 (66. 4) 

西宮北 11,760 5,600(47.6) 7,494 (63. 7) 

甲 南 18,817 7,520(40.0) 7,873(41.8) 

I＇ ヽ 甲 23,318 11,500(49.3) 12, 772(54.8) 

鈴 1品i台 20,642 17, 100(82.8) 17,754(86.0) 

須 磨 16.518 11,500 (69. 6) 12,413(75.1) 

計 109,837 64,020(58.3) 70,772(64.4) 

被災地の協同賊入センター
利用組合員宅を訪問する
職員（須翡）

第2章事業所の活動開始131



（左）
救援物貨を配る協同
購入センター六甲の

問
1月20日コーフミニ
高羽の店頭風景

3月7日から従来のOCR注文用紙での受

注が可能となった。 3月7日の復Inにいたる

までの 2ヵ月弱、約20年前のシステムに逆戻

りした。膨大な事務作業が発生、地域コープ

委員会の協力もいただいた。

また、商品配送については、道路渋滞など

物流での大きなl爵害が発生した。これに対し

て、 1月中は被災エリアの周辺部（協同学苑

コープホームセンタ ー北六甲、コープ姫路白

浜）に臨時の物流拠点を設け、店舗物流の拠

点である西宮喝尾浜配送センターの機能を補

完したほか、小野市にある H本生協連の物流

センターからの支援も受けた。さらに、 2月

211--1には西部エリアの物流拠点として姫路デ

ポを急速開設した。物流拠点から店舗への配

送に関しては、協同購入のトラックや装いの

コープ、さらには他生協からの応援により、

臨機応変な商品補充につとめた。

その他協同購入センターの活動

a)兵府県から救援物打を引き取り、各避難

所周辺宅に配送。

b)店舗の商品納人に協力した。

C)避難所への炊き出し。

d)兵l市県からの要請に基づき、グリーンピ

ア三木、県立梢防学校から各避難所へ救援

物賢を、 トラック 100台、職旦 250人で配

送した。

e)全協同購入センターから、サーピスセン

ターの商品配送に協力など。

休Hを利用して “災害救援米のお届け”に

協力した。職員のポランティア活動として県

内各市の被災家族（仮設住宅）へ米10kgをお

1第2章事業所の活動開始

届けした。

また、仮設住宅に対し、家屯品などを組合

且から集め「ゆずります運動」を実施した。

そのほか、 '-;l越しや家の中の整理、こわれた

家具の搬出なども引き受け、人変感謝され

た。

3．各業態とも必死の努力で業務再開

今回の地因でもっとも不r|［llを強いられて

いるのは一人雑らしのお年寄り 。その人たち

の雑らしを支える コープふれあい便は、 181」

から屯話などで組合員の無事を1姐き、その翌

Hからは簡単に食べられる食料などを持って

訪問。30日には商品が若干少ないもののほぼ

平常通りの体制で配達を行うようになった。

住まいのコープには組合員からの修理の依

頼が殺到。また、遁話が不通だった共済セン

ターも、問い合わせ先の新聞告知とともに給

付の問い合わせが殺到した。

装いのコープは、緊急物資の配達にあたっ

た。イベント部も協同購入センター、店舗の

応援に入り、組織拡大部は本部解体作業を行

うなど、通常業務を離れた応援体制がとられ

た。

4．コープミニの奮闘

各業態ともに、生活物狩の提供に必死に取

り組んだが、コープミニではパートさんと店

長の 2人きりで苦心算段して店頭供給をした

店も多かった。次の文は、被災者 ・組合具の

ために、店長がとった行動の 1つである。



「組合員の声に応える実践報告」より

コープミニ本山南 難波弘幸

とにかく俎災直後は

光場が空っぽになると

いう状況だった。私は

「来店していただいた

組合員に要望通りの商

品を提供する市が、私

のポランティア活動だ」つまり 「どんな事

をしても商品を手配しよう 」 「この店はコ

ープミニだなんていうこだわりを持っては

いけない」 「ここは磁災地の真ん中だ。私

には被災者を助ける義務がある。その為に

この店は地域の拠 り所にならなければいけ

ない」これが私の俎災後の思いであり、決

邸であった。

商品が思ったように入荷しない状況で、

私が被災者 ・来店者の要望に応えた内容を

少し述べてみると、初期の段階では、 「ト

イレを使わせて欲しい」 「靴」 「靴下」

「スリッパ」 「サンダル」 「水」 「パン」

「惣菜」 「弁当」 「懐中屯灯」を要望する

戸が多いので、取引先に直談判して商品を

手配したり、通勤途中に大型店に立ち寄っ

て、私のrl1に栢めるだけ栢んできたりした。

また、 ポランティア・自衛隊員 • 他県か

らの救援隊の人達が、夜7時半頃より多く

来店され、「何時まで開いてるのですか？ 」

と夜遅くまでの淵店を要望された。その当

時はまだアルバイトが一人しか出勤できて

いなかったので、夜8時までしか開けるこ

とが出米なかったが、 1月29日よりなんと

か二人で夜10時まで開けようという ’liにな

り、夜10時閉店を実現させた。

また、その人達の要望する商品もなんと

か手配した。罐切り 、耳掻き、石鹸箱、洗

面器、バンドエイド、剣先するめ、毛抜き、

ソックス、タオル、紙コップ、紙ポール、

紙皿、ウェットティッシュ、マスク、食パ

ン、惣菜、弁喝、外装衣料、軍手、軍足、

鍋、ガスポンペ、ガスコンロ、カップコー

ヒー、さしみ盛り合わせ、水、カップ麺、

レトルトご飯、テレフォンカード、ポリタ

ンク、歯プラシ、罐コーヒー、罐のお茶等。

まだ人荷が不安定な状況だったので、これ

らの商品は全て私が商品部、問届、他店の

友人、以前の私の同僚 ・部下 ・上司と、あ

りとあらゆる手段で手に入れて店に並べた

（半ば喧嘩腰という場面も少なくなかった）。

2月に入り、次第に復郎の兆しが見えてき

た。地域住民が家を見に来たりしている。

要望商品も上記の他に窃、塵取り、自転車、

水を迎ぶキャリー、洗濯ひも、スリッパ、

衣装ケース、オープントースター、屯球、

テープルタップ、ティッシュペーパー、そ

して半ばくらいより防塵マスク、段ポール、

布テープ、コピー、宅急便等まだまだ多く

の要望を受けた。

私は、とにかく 出勤するとすぐに屯話 ・

ファックスなどで商品手配をした。毎「Iが

商品手配の為の仕’liで終わった。

・場所をよく I.l.flかれるので、教えやすいよ

うに店内に地図を貼った。

・「夜遅くにお弁当がありませんか」とこ

られ、弁‘りが品切れしていたので、メイ

トさんが持ってこられた配給の弁‘りをあ

げたりした。

・衣装ケースが家まで持って帰れないとい

うので、マイカーで迎んであげた。

・キャリーが欲しいというので、シーアま

で祁品をもらいに行った。

・カップ麺が品切れしたので、 三木方面の

お店に行って 1II一杯積んで述んだ。

・スリッパの要望が強いので、fHJ}希に宅念

便で送ってもらった。

• I‘1転巾が欲しいというので、ウェルピー

に頼んで配送していただいた。

・閉店後に男の人がなんとか食べ物を売っ

てくれというので、店を開けて商品を渡

し、翌日レジに打ち込んだ。

など。とにかく私の出来る限りのことをし

た。
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一生忘れることのできない光尿のことを

少し述べると、私はこの様に組合員の要望

を可能な限り受け入れているので、組合員

も私に直接言えばどうにかしてくれると思

ったのか、三月に入ったある日のこと、避

難所からこられた50歳位の女性が 「洗涸物

を干す腰位の高さの物干し台が欲しい」

りながら、

れたのです。

と

言ってこられた。店に四いてないことを知

「ありませんか」

そして小さな声で 「なんとか

取り寄せてもらえないか」

と言ってこら

と言う。私は少

し待って下さいといって、すぐ電話で商品

手配をしようと思い事務所に走った。商品

手配するまで15分位かかった。

ない出来事だが、今は違う。

その女性は

あまり私が遅いので「できないのだ」と思

い仕方なくとぽとぽ避難所へ帰っていく途

中だった。私は後を追いかけて、いついつ

入荷しますので待っててくださいと言うと、

本当に喜んで何度も頭を下げられた。

この様に、通常であれば何ということの

「すみません

です」 という言葉は今の私たちにとっては

禁句なのだ。

合員は、

セメント、

今、

そのように言ってこられる組

どうしようも無くて直接私を頼っ

て来ているのです。自転車の空気入れ、引

き出しの衣装ケース、屯動吸水ポンプ、

mの延長コード、

まな板、

どなど。私が 「ありません」

の方達は本当に困ったでしょう。

コープミニ本山南の店内で聞かれる

組合員の会話は、

てくれて助かったわ」

んでも揃うからよかったわ」です。私は今、

店内に色々な商品を万屋的に四いています

が、

コーキング剤、ペンチ、

どの商品も組合員から要望されたもの

ばかり。今はこれでいいのだ！と自分で納

得している。実紹を見ても被災地の真ん中

で、住民もまだ50％位だが、

は前年比 125％位。

なっている証拠だと私は自負している。

（文買

5
 

デッキプラシ、茶碗な

と答えたらそ

「この店が早くから開け

「この店に来たらな

3月の供給高

それは地域の拠り所と

編集担当）

がその商品はミニでは取り扱っていないの

掲示板引吏って地域の情報やコープからのお知らせなどを象且合員に情報提供（シーア）
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朝日新聞（大阪）
夕刊

'95.4.6 

昨
年
四
月
に
開
店
し
た
J
R

西
ノ
宮
駅
前
の
コ
ー
プ
デ
イ
ズ

西
宮
店
は
、
一
日
の
来
客
数
が

丘
千
人
に
も
な
る
大
型
店
だ
。

阪
神
大
震
災
で
四
階
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
の
パ
イ
プ
が
破
れ
た
ほ

か、

三
階
の
天
井
に
穴
が
開

き
、
フ
ロ
ア
が
水
ぴ
た
し
に
な

っ
た
。
祝
気
、
ガ
ス
、
水
が
す

べ
て
止
ま
っ
た
。

■店
長
到
羞
で
き
ず

十
七
日
午
前
七
時
、
西
宮
市

内
に
住
む
食
品
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

原
田
修
さ
ん
は
、
家
具
や
割
れ

た
裔
が
散
乱
し
た
自
宅
を
飛

び
出
し
、
自
転
車
で
店
に
着
い

た
。
店
内
は
真
っ
暗
。
競
中
電

灯
を
招
え
て
入
ろ
う
と
し
た

が
、
商
品
が
散
乱
し
て
い
て
入

躙
“

靡i--＂ 

れ
な
い
。
三
階
は
水
び
た
し
で
一
―
-
鉗

傘
を
さ
さ
な
い
と
歩
け
な
い
°

糾

神
戸
市
須
磨
区
に
住
む
浅
田

克
己
店
長
は
こ
の
日
、
店
に
た

と
り
つ
け
な
か
っ
た
。
全
只
招

集
の
電
話
を
幹
部
に
か
け
、
午

前
十
時
す
ぎ
に
車
で
家
を
出
た

が
、
国
道
ね
号
で
渋
滞
に
窃
き

込
ま
れ
、
途
中
で
車
を
乗
り
捨

て
た
。
歩
い
て
店
に
苦
い
た
の

は
翌
日
の
正
午
す
ぎ
。

十
七
日
午
後
、
水
Q
m光
副

店
長
ら
幹
部
四
人
は
、
水
や
缶

詰
な
と
を
と
の
よ
う
に
供
給
す

る
か
話
し
あ
っ
た
。
「
と
う
や

店内はメチャメチャになったが、地震の翌
日から、緊念物資の店頭販売を開始した＝
コープデイズ西宮店で（コープころべ提供）

何
時
に
開
け
ら
れ
る
か
明
言
で
単
位
の
特
売
価
格
。
カ
ッ
プ
め

き

な

い

。

ん

は

一

人

五

個

ま

で

、

水

は

一

正
午
す
ぎ
、
五
十
歳
く
ら
い
人
三
本
ま
で
。
「
手
の
内
を
見

の
紳
土
が
事
務
室
に
や
っ
て
き
せ
て
ま
す
か
ら
、
個
数
制
限
に

た
。
「
状
況
を
教
え
て
い
た
だ
文
句
を
い
う
人
は
な
か
っ
た
」

け
ま
す
か
J

O
 

a;iい
た
ば
か
り
と
浅
田
店
艮
。
逆
に
客
か
ら

の
浅
田
店
長
が

「あ
と
一
時
間
｛
開
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と

待
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
店
頭
販
う
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。

宛
の
方
法
を
説
明
。
紳
士
は
午
後
三
時
ま
で
に
訪
れ
た
客

「わ
か
り
ま
し
た
、
み
ん
な
に
は
八
百
人
以
上
。
寒
い
日
だ
っ

伝
え
ま
す
」
と
三
列
に
並
ん
だ
た
。
吹
き
さ
ら
し
の
店
頭
に
立

列
に
戻
っ
て
い
っ
た

。

つ

職

只

の

麿

が

内

か

っ
た
。

二
十
一
日
に
は
、
滋
賀
県
と

奈
良
虹
の
生
協
か
ら
、
応
援
の

■価
格
は
百
円
単
位

午
後
一
時
か
ら
店
頭
販
売
。
職
只
酎
十
五
人
が
、
差
し
入
れ

約
一二
十
人
の
職
只
が
無
線
機
や
を
か
つ
い
で
現
れ
た
。
以
後
、

競
中
匹
灯
を
頼
り
に
水
や
缶
詰
京
都
、
名
古
屎
、
磁
品
、
古

な
と
を
、
地
下
の
食
品
売
り
鳩
森
、
宮
城
の
生
協
か
ら
約
五
十

か
ら
探
し
出
し
、
に
わ
か
づ
く
人
が
、
援
助
物
賓
や
商
品
を
担

手
探
り
で
。
ハ

っ
て
パ
ニ
ッ
ク
を
防
ぐ
か
」
が

ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。
十
八
日
午

前
十
時
、
店
の
前
に
は
す
で
に

二
百
人
以
上
の
客
が
並
ん
で
い

た
。
で
も
、

H
っ
暗
な
店
内
か

ら
の
商
品
搬
出
に
手
問
取
り
、

曇
配
鼻

大
震
災
と
「
コ
ー
プ
さ
ん
」

t>2<l 

一
一ッ
ク
防
ぐ

り
の
宵
空
売
り
褐
に
並
べ
る
。

値
段
は
、
計
箕
が
し
や
す
い
よ

ろ
、
お
釣
り
の
い
ら
な
い
百
円

い
で
続
々
と
応
援
に
き
た
。

一
気
に
百
人
以
上
の
大
所
帯

と
な
っ
た
職
員
の
食
事
を
確
保

し
よ
う
と
、
水
晶
副
店
長
は
西

区
市
内
の
自
宅
に
四
つ
の
炊
飯

器
を
持
ち
込
み
、
家
族
総
出
で

お
に
き
り
や
み
そ
汁
な
ど
の
炊

き
出
し
を
一
週
問
続
け
た
。

■励
ま
さ
れ
て
涙
も

店
内
の
軍
気
は
午
後
五
時
に

な
る
と
消
え
た
。
ト
イ
レ
は
全

館
使
用
禁
止
。
裏
の
公
共
駐
車

出
の
ト
イ
レ
を
借
り
た
。
店
長

は
二
十
三
日
、
全
職
只
に

「ネ

ク
タ
イ
、
制
服
、
名
札
の
ロ

用
」
を
指
ホ
し
た
。
プ
ル
ゾ
ン

や
ジ
ー
パ
ン
は
禁
止
し
て
気
持

ち
を
引
き
締
め
た
。

二
士
ハ
日
、
地
下
に
発
電
摂

を
持
ち
込
ん
で
、
食
品
売
り
出

を
開
い
た
。
西
宮
店
の
職
只
が

接
客
に
当
た

り
、
他
生
協
の

職
只
が
、
披
中

這
灯
を
も
っ
て

客
の
誘
導
に
あ

た
っ
た
。

宛
り
わ
で
は
、
組
合
員
同
士

が
安
否
を
確
か
め
合
ろ
褐
面
が

繰
り
返
さ
れ
た
。
家
が
全
塩
し

た
組
合
貝
か
ら
逆
に
「
が
ん
ば

っ
て
ね
」
と
励
ま
さ
れ
、
沢
ぐ

む
職
只
も
い
た
。

新
鮮
な
野
菜
や
刺
し
身
な
と

が
よ
く
克
れ
た
。

「み
ん
な
早

く
ま
と
も
な
食
事
が
し
た
か
っ

た
ん
だ
」
と
浅
田
店
長
。
お
年

寄
り
の
姿
も
目
立
っ
た。

「西

宮
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
独
り

若
ら
し
の
人
が
多
い
J

と
判
断

し
た
原
田
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
野

菜
や
果
物
の
ば
ら
売
り
を
増
や

し
た
。

二
月
末
に
水
辺
と
ガ
ス
、
氾

気
が
複
旧
し
、
店
は
三
月
一
日

に
全
面
再
閲
し
た
。
初
日
、
約

五
千
六
百
人
の
客
が
訪
れ
た
。

子
と
も
た
ち
が
、
お
も
ち
ゃ
宛

り
褐
に
戻
っ
て
き
た
。
売
り
鳩

を
走
り
回
り
、
大
き
な
槌
い
ぐ

る
み
や
ロ
ポ
ッ
ト
人
形
な
ど
を

親
に
ね
だ
る
。
お
も
ち
ゃ
売
り

褐
は
縮
小
か
と
心
配
し
て
い
た

浅
田
さ
ん
は

「ま
だ
こ
ん
な
に

子
と
も
が
い
る
ん
だ
J

と
思
わ

ず
声
を
上
げ
た
。
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地域のために
行政と協力して活動した生協

l．神戸市なととの「緊急物資協定」を発動

コープこうべは、 1980年に神戸市と 「緊急

時における生活物資確保に関する協定」を締

結していた。この協定は、 1973年の石油ショ

ックの折、本当に品物がな くなったわけでも

阪神・淡路大震災は、地域の人々のくらしに大きな困難をもた

コープこうべも本部ビルの倒壊をはじめ多くの事業所や

機能に甚大な被害を受けた。しかし、生協は地域の人々のくらし

を守るためにこそ存在する。こういった時こそ、生協は被災者の

ために精一杯の役割をはたさなければならない。

らした。

1月17日、緊急対策本部を生活文化センターに設置して、ます

最初に話し合ったことは、 「これから我々は、誰のために動くの

か」ということだった。組合員にとどまらす、この地に住むすべ

ての人々のため、我々にできることは可能な限りやろうというこ

との確認から、救援活動をスタートさせた。

うわさに踊らされた消費者の買い

急ぎ、買いだめが起こり、 一時的なモノ不足

の状態になった経験から結ばれた。長らく発

ないのに、

動されることはなかったが、今同この協定が

被災者の救援活動に大きな役割を果たすこと

朝日新聞（大阪）
夕刊
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大
震
災
と
「
コ
ー
プ
さ
ん
」

になった。

コープこうべは被災直後ただちに商品政策

企画室室長の岡本俊一 （現 ・一般食品部統括

部長）を神戸市の対策本部に派述し常駐させ、

被災者の救援活動に取り組んだ。

様の協定を締結していた尼崎市、そして被災

地である宝塚市 ・西宮市 ・芦屋市 ・明石市 ・

淡路島の各市町の対策本部と連絡をとり、救

援物賀を送るなどの活動を開始した。緊念対

策本部は兵／車県 ・神戸市から続々と人ってく

る要訥に応えるため、常任理事の布藤明良

（現 • H本生協連常務理事）を専任で配府し、

11J能な限りその要請に応えていくことにした。

171」から、神戸市などの各自治体対策本部

に送られた救援物狩は、水、お茶などの飲料

さらに、同

水、 おにぎり ・いなりずし ・パン ・ごはん ・

くだもの ・ビスケットなどの菓子などすぐ食

べれる食品、毛布 ・布団 ・タオル ・肌杵類、

さらにカイロ ・ローソク ・カセットコンロ ・

ガスポンベ ・懐中軍灯 ・紙コップ ・紙llll・乾

屯池・雨よけのための股業｝l］ピニールシート ・

白転T/i • ヘルメットなど、金額では 2 億円近

くにのぼる。時111]の経過とともに被災者の二

ーズは刻々と変わり、物質の要望も多種にな

った。1711の深夜には 「柏に打つ釘をすぐに

という依頼もあった。

釘の要訥に対しても、住居関連部統括部長の

瀬戸民雄が関係取引先に連絡、翌朝までに全

手配してほしい」 この

鼠を届けた。

1第3章緊急物責の提供



2．ドキュメント生産工場・

被災者の命を救った13万食分のパン

地虚のあった朝、六甲アイランドの食品工

場では各店へ配送されるはずだったパン約13

万食分の生産が完了していた。昼前になって、

神戸市の民生局の片隅に机と屯話器 1台を借

りて、物資の手配にあたっていた岡本俊ーか

ら生産工場に電話が入った。 「各区役所へす

ぐ食べれる物資を提供してほしい」緊急物資

協定にもとづいた神戸市からの要請であった。

運転手18人を確保し、 9台の 4トントラック

に2人ずつ乗り込み、午後2時に神戸市内の

各区役所に向けて出発した。重元勝工場長は

2つのことを伝えた。 「命だけは大切に」、

時間はいくらかかっても必ず緊急物資を届け

てほしい」。 届けられたパンは17日だけでも

約10万食にのぼった。

建物の倒壊や陥没により道路は寸断され、

加えて流入する車両による渋滞のため、車は

ほとんど前に進まない。六甲アイランドか ら

国道43号線にでるだけでもいつもの何倍もの

時間がかかる。おまけに、あちらこちらから

火の手があがり、う回の繰り返しを余儀なく

された。そのため、最終のトラックがパンを

届けて戻ってきたのは、出発してから30時間

も経った翌Hの夜8時だった。

18日早朝、神戸市の災宮対策本部から、同

［場を含む周辺地域 2万 8千世帯、 7万 2千

人に避難勧告が発令された。地震の影孵で、

対岸の御影浜町のLPGタンクにガス漏れが

発生し、爆発の危険が迫っていたからだ。も

ちろん食品工場の職員も避難した。

そこへ再び岡本俊ーからの連絡が入った。

「残っている食物を提供してくれないか」。

災害対策本部の避難勧告に反して、神戸市民

生局は食料の搬送継続を要請してきたのであ

った。すでに避難所にいた被災者に加えて、

勧告によ って避難した住民の避難食が必要に

なったからである。食料が絶対的に不足し、

パニックが発生する一歩手前のところまで、

事態は逼迫していた。

生活文化センターの緊急対策本部に行った

重元勝工場長のもとへ、部下から指示を請う

連絡がはいる。 「勧告が避難命令に変わりま

した。咎察官が出ていけと言ってます」。 勧

告の時に、あらかじめ符察に許可を得て、搬

送の継続を計画していた重元は、避難命令と

食料支給の続行要諮の矛盾する 2つの指令に

怒った。しかし、この相反する指令に対し、

「飢えからくる食料パニックを何としても避

けなければいけない。コープこうべのやるペ

きことは、食料供給の続行だ」と、冷静に判

断し、 一且は避難した職且を呼び戻し、食料

の搬送を再開した。

2 H目になって残っていたパンは約3万食。

「早く届けたい」と気はあせるが、六甲アイ

ランドにかかる六甲大橋は完全通行止で、車

での配送は不可能だった。船を使おうにも岸

壁が壊滅しており、海路も断たれている。急

きょ輸送手段として神戸市消防局にヘリコプ

（上・下とも）
すぐに食ぺられるものを
店内から持ち出して供給
（コープ香炉園）
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救援物資を積んで
東奔西走する装い
のコープのライト
/＜ン
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ターの出動を要諮したが、 なかなか到許しな

い。その間笞察からは 「危ないですから、早

くしてください」 と何度でも催促が入る。よ

うやく最初のヘリコ プターが到昨し、その後

他府県からの応援ヘリも含めて延べ16台で、

同日の夕方までに配送を完了した。タンク爆

発の危険と背中合わせの作業であった。

17日、 18日に食品工場から配送したパンは

合わせて13万食。 2日間の神戸市の供給蚊の

7割近くの屈になる。神戸市内では磁災直後

に約22万人が避難しており、被害の激しかっ

た地域のスーパーなどの大半が営業不能に陥

っていた中で、余震の恐怖と食料不足による

パニックのおそれが指摘されていた。神戸市

のある担当者は、 「まとま った食料としては

初めてで、保存のきく パンの到行がも う少し

遅ければ、飢えを訴える住民が殺到していた

1第3章緊急物貸の提供

かもしれない」 と語っている。生産工場から

被災地に届けられた食料は、救援体制が整う

までの間、 まさに 「命の粗」であった。

3緊急物資の配達にも

大きな働きをした生協

緊急物汽の調達だけでなく、これらの物資

の配送についても生協は大きな役割を果たし

た。協同購入センターの職員は、避難所への

配達はもちろんのこと、在宅の被災者のとこ

ろにも緊急物資を届けて喜ばれた。 トラック

のべ 600台、のべ1000人の職員が被災地を縦

横に駆け巡った。生協のトラックはもともと

宅配用なので、瓦礫でふさがれた狭い道を通

るにはうってつけであった。しかも職員は道

路を熟知している。また、装いのコープの職

員が運転するライ トバンなども活躍した。

「市民緊急物資輸送専用車」と書いた紙を貼

った生協の車が各地で見られた。ある時は、

パ トカーや消防自動車の先群で走ることもあ

った。地域に密抒した活動を続けてきた生協

だからこそ発揮できる機動力であった。

「兵庫県民のための生活物資が円滑に供給

できるようにすることを第一優先とする。そ

のために生協の施設がどんな困難な状況にあ

ろうとも供給体制を整える」。 これが、阪神

大震災にあたってコープこうべがと った基本

姿勢であ った。

これらの救援活動に携わった生協職旦もま

た被災者であった。程度の差こそあれ、少な

からず地震による生活上の困難を抱えていた。

しかし、彼らの胸の中にあった使命感が彼ら

の献身的な活動を支えた。

4．生協の施設を提供して協力

緊急対策本部がおかれた生活文化センター

の体育館は付近住民の避難所になった。そし

て18日には、神戸市の要請で体育館は震災で

亡くなられた人たちの臨時辿体安四所になっ

た。続々と運びこまれる追体を納める棺が足



らず、生活文化センターの中庭で組み立てら

れ、釘は生協が手配した。床には青いシート

が敷きつめられ線香が煙る体育館に数え切れ

ない追体が仮安四されていた。追体の搬入と

搬出、身元確認をするひとの案内などにも多

くの生協職員が加わった。さいたまコープ

（埼玉県）から駆け付けた 7台のトラックと

10人の職員は、東灘区役所の要請を受けて、

生活文化センターに追体を搬送する仕事を担

当した。 「別々の場所で亡くなった家族の追

体をこの体育館で一緒にしてあげることがで

きた。いつも食品を迎んでいる車だから、正

直なところ抵抗はありましたが、少しでも役

立ててよかった」とさいたまコープのある職

員は後に語っている。

芦屋市の芦屋女子寮は近隣の住民 250人の

緊急避難所として使われた。さらに区役所の

業務や仮設住宅の申込所などに生協の施設や

川地を提供した。後においては、仮設住宅や

仮設の学生寮、地元商店街の仮設店舗のため

に用地を提供、紬石の応急復旧、避難所への

食べ物の配達など、行政の要請に応じて様々

な協力が行われた。今回の地震を機に、生協

と行政のつながりが従来にも増して大きくな

ったといえる。

5．避難所にいる被災者に栄養ある食品を

「ピタミンやたんぱく質が不足しているの

で、定期的に避難所へ果物や缶詰などの栄蓑

のある食品を配達してもらえないか」。 3月

初め、こんな要請が神戸市からあった。しか

も、急を要するので一週間後にはスタートさ

せたいということだった。

これを受けて、商品政策企画の橋本隆一

（現 ・コープ大庄店長）はすぐさま準備にと

りかかった。しかし、 16万人分 (3月当時）

という膨大な物凪を考えると、配送方法など

は従来のやり方では無理だった。しかも短期

間でその仕組みをつくることも不可能に思え

た。だが、新聞で報じられる避難所の食料事

情を知っていた橋本はできるだけのことはや

りたかった。

早速、神戸市から指定された 「しあわせの

村（北区） 」と「摩耶埠頭」に物流施設を岡

くことにした。いかにすれば効率良く配送で

きるかを物流部の担当者と必死になって考え、

施設に合ったベルトコンベヤーを甜入して何

とか機能できるよう、かたちを整えた。スタ

ートしてからも配達する食品の仕分け作業は

困難を極めた。交通渋滞のため、荷物は時間

生活文化センターの中庭では柩が組み立てられた
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どおり入ってこない。パソコンもなかなかう

まく動かず、すべて手作業で避難所ごとの人

数を合計しなければならなかった。橋本たち

のこんな毎日が7月まで続いた。

6．さらに強まる行政との協力関係

9月に神戸市との間に結ばれている 「緊急

時における生活物交の確保に即する協定」の

内容の一部改定がおこなわれた。今回の阪神

大震災の教訓を踏まえ、実態に即して見直し、

変更したものである。生活物資の指定品目を

従来の26品目から30品目に改正された。パン、

ハム、インスタント麺、魚肉缶詰、容器入飲

料水、洗剤及びせっけん、ポリバケツ、飲料

用ポリタンク、乾軍池、懐中電灯、カセット

ガスポンベ及びカセット式ガスコンロ、ゴミ

袋、ラップ、ローソク、軍手、運動靴、タオ

ル、紙おむつ、紙コップ及び紙皿、生理用品、

毛布、肌粋などである。もちろん以 Lの品目

のほか、必要に応じ双方協議の上、その都度

指定できる様になっている。

1第3章緊急物資の提供

今回のコープこうべの活動に全国の自治体

から注目が集まり、神奈川県とコープかなが

わ、岐阜県と岐阜生協連、京都府と京都生協

など、同様の協定締結に向けての動きが活発

になっている。コープこうべも Kネット協同

連帯機構との連携を強化し、災専時における

広域的な支援休制の整備をすすめている。

今回の地震に際して、全国から被災地に結

集した生協の仲間の数はコープこうべに駆け

付けてくれた数だけでも 1万人に及ぶ。

コープかがわ（香川県）とアイコープ（愛

媛県）はトラック 140台と 170人の職員で支

援部隊を編成して1撃耶埠頭に上陸、神戸市市

民局の要請に応えて救援物賀を各被災地に迎

んだ。知らない街の住宅地の狭い道を走り、

できるだけ多くの被災者に援助物資が届くよ

う努力し、埠頭にとめた車の中で夜を明かし

た。

被災匝後、コープこうべが被災者に提供し

た緊急物資の多くは、全国から駆け付けた生

協の仲間が持ってきてくれたものだった。コ

ープこうべの事業所がいち早く立上がり、店



の前に戸板をひいてでも供給活動を再開でき

たのも彼らの支援のおかげだ。行政と協力し

て被災地を支え、被災者の命を支えたのは全

国の生協の仲間たちの胸の中に燃える、熱い

協同連帯の1行熱と献身的な行動であった。

新聞は私たちの仲間の行動を評して、見出

しに「被災地に生協あり」 と苫いた。

評価を大いに高め、行政および地域社会から

の期待も翡まっている。

の貢献」は、 21世紀に向けての協同組合の大

きな責任である。今こそ、

「コミュニティーへ

そのことを深く自

今回の

党し、生協運動の発展とみんなが幸せにくら

せる社会の実現に向けて、休むことなく歩を

すすめていかなければならない。

私たちと私たちの仲間の働きは、生協の社会

緊急物資、行政区別表

行 政 金額（千円） 商 品 名

神戸市 169,898 ホカホカカイロ、寿司、パン、毛布、屯池、飲料水等

兵即県 5 3 2 豚肉、イカ、牛肉、紙ポウル、うどん等

宝塚市 1, 9 3 7 紙コップ、ラーメン、おにぎり、チーズ等

尼崎市 8 1 6 ウーロン茶、菜子パン等

西宮市 5, 7 1 1 毛布、飲料水、ラーメン、おにぎり、菜子、ゴミ袋等

明石市 1, 3 5 1 羊毛肌布団、ピニールシート、 Uパック、スタッフパッグ

合 計 180,245 

東京新閏 '95.2月6日
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第4章 情報システム

物流システムの崩壊

． 

事業のライフラインとも言える情報システムと物流システムの

崩壊は、コープこうべの諸活動に甚大な影響を与えた。日常業務

コンピューターの偉大な作業は、 20数年前の手作業を強いられ、

力を思い知らされた。

1．情報システム

本部ビルの倒壊により、

タが大きなダメージを受けた。商品の受発注

そのデータ、財務デー

ホストコンピュー

システムがダウンし、

タなどすべて手作業での処理となった。

テム及びデータの一部は金庫に保管されてい

たが、 火災の発生に ともなって全滅した。

かし、 1987年4月から、鳴尾浜配送センター

に商品 ・組合員の情報をデイリーで保管して

シス

し

いたため主要なシステムの復旧をはかること

が出来た。

情報システムの被害状況は、

① ソフ ト （プログラム本数

② ハー ド（ホストー式、端末 117、

通信回線、 POS端末など多数）

12,215本）

その他

被害額と復旧費用は2,242百万円にのぼる。

主な復旧の足どりは次の通りである。

1月18日（水）

1月19日（木）

1月20日（金）

1月23日（月）

1月24日（火）

1月26日（木）

？月 1日（月）

？月 7日（火）

2月16日（木）

8月21日（火）

（地震発生の翌日）

ホストコンビュータの手配開

始（日本生協連より）

第 1機械室より再度出火、

ータ消失

情報システム関係の被害状況

調査を開始

人事システムのマスター12月

18日現在のものなどを確認

復旧チームの編成と俊先課題

を決定

NEC府中工場で組合員デー

タペースを復元

社員、職員の全員無事を確認

取引先一翌表出力

オーダプック発注開始

協同購入センター受注開始

(50アイテム）

梢報関係事務所を住吉南ビル

から伊藤忠神戸センターに移

転

ホス トコンピュータ、

ーからの引き渡し

デ

メーカ

産経新聞（大阪）
'95.4.25 
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3月に入ってから様々なオンラインシステ

ムを日を追うごとに復II]させることができた。

いずれにしても、コープこうべが震災以前

に実施していた危機管理の対策は、①システ

ムの分散化（生産工場、物流、協同購入、店

舗など）、②毎日の偵権、偵務に関するデー

タセープ（嗚尾浜配送センターヘ）、③ホス

トコンピュータのプログラムセープ（同上）

などであり、被害を最少限にくい止める要因

であった。

2．物流システム

緊念物資の配送は言うまでもなく、被災地

への生活必孟品のお届けも一刻を争う。嗚尾

浜配送センターの被害は比較的少なかったと

は言え、周辺の道路は液状化 ・陥没 ・亀裂の

ため、あるいは倒壊家屋のため、交通機能は

麻痺状態であった。

低温物流センター、製産センター、ミニデ

ポ深江 ・明石、深江 ・玉津集配センターでは

震災の時、 100人余りがすでに出荷作業中で

あったが全員無事だったのは幸いであった。

しかしながら、周辺道路事情から、低温物流

センターは配送停止、ミニデポ深江は床面傾

斜で稼働不可であった。

神戸市より救援物資の出荷要諮を受けて、

｀ 
菓子 600ケースをトラック 4台で神戸市の 7

区役所へ。出発時間171」のPM2 : 30。束灘区

役所へは夜中の 2: 30着。須磨区役所へは48

時間かかって19Fl午後の到柑となった。

以後、協同購入センター用の緊急物資基地

として、協同学苑、コープホームセンター北

六甲、コープ姫路白浜を定め、物資の確保に

つとめたが、依然として交通事情は大変であ

った。それに店舗の商品発注システムが不能

のため、人悔戦術による作業や他生協からの

支援受入れ、商品本部の設置、交通規制の強

化― など、どれをみても容易なものではな

かったが、他生協や関連会社の応援を得なが

ら徐々に稼働率を上げていった。

特に各I|-jへの緊念物資の配送や被災地店舗

への配送には、協同購入センターなどの軽ト

ラック 600台、延べ 1,000人の職員、全国の

生協の仲間 (85単協、延べ 1万人）、それに

取引先の配送車で対応した。これらの軽トラ

ックは狭い脇道を通るには都合が良かった。

教訓と対策としては、

① 一極集中の物流システムを二極分散を図

ること。

② 全国の生協、製協、産地、生産者、取引

先などの支援は大きな力となることから協

)J体制のネットワークを進めること。

などが考えられる。

（左）「オーダープック」と震災
後最初の「め一む」

（中）店誦ではオーダープック
方式で週1回、納品指定
曜日ごとに発注した

（右）「め一む」の受注集計も手
作業になったが、 3月7日
配布分から復旧

第4章情報システム・物流システムの崩壊143



第 5章全国生協からの
支援活動

1．被害状況、瞬時に全国の生協へ伝わる

-
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日本生協連では17日午前10時、内舘専務理

事を本部長に支援対策本部が設置された。森

定副会長は出張中の名古屋から現地へ向かっ

た。日本生協連広報部から全国の県連事務局

と生協広報担当宛第 1報 「コープこうべ本部

建物倒壊」がFAXされたのは 1月17日地紺

当日であった。 （コープこうべに届いたのは

1月19日のことである。）続報は第5号まで

17日のうちに発行され、その後続々と全国へ

発信されていった。

さらに、時あたかも日生協政策討論集会が

東京で18日から開催されることになっていた。

竹本日生協会長は在神中で地震直後から崩れ

落ちたコープこうべの本部を目の前に対策の

先頭に立っておられたが、同時に通信手段皆

無状態のなかで日本生協連と連絡をとられて

いた。そして、政策討論集会の場で内舘専務

理事から「阪神大震災被災地支援」が提案さ

れた。

地震の発生当時、コープこうべでは全国各

生協から派造された職員が神戸に居住して長

期の研修生活を送っていた。コモテック生(78

人）をはじめ、その他にも多くの人々が研修

のため神戸周辺に居住していた。その家族を

含めると数百人にのぽる。これらの全国生協

職員の方々は、自分とその家族の無事を故郷

の人々に何とか知らせようと通信困難の中で

連絡を取る手段を請じた。一方、故郷にいる

肉親は生協に問い合わせ、生協は日生協・コ

モジャパン（東京）などあらゆる手段を使っ

て、在神者の安否確認に全力を挙げていた。

〈コモテック非常事態宣言〉

① 日本の生協運動を後退させない決意

で臨む。

② 全国生協の真の連帯の中で事態をの

りきる。

③ 『市民生活を守る』ことが現下の最

侵先課題
已

I店舗機能の復活 I
※神戸市などへの物賀提供はコープこ

うべが協定に碁づいて実行。

④ 各研修店舗 ・近くの店舗で全力を尽

くす。

⑤ ムダな体力消耗を避ける。

1月18日夜、協同学苑に避難 ・集合した

約30名の研修生の間で意思統一された。

「家族を含めた全員の無事」 「連絡室を

学苑内に設四」の知らせとともに全ての

研修生に伝えられた。

阪神大震災救援物資

”"々子nI`-~— 
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“こと”は安否確認だけで終わろうはずが

ない。結果的に全ての在神者に身体的被害は

なかったが、話の中で大震災の実相が伝達さ

れていった。

？．全国各生協の素早い組織的な動き

コープおきなわの 8人は 「人の手で持てる

だけでも」 と乾屯池や私袋を携えて、 17日に

は大阪へ入っていた。コープさっぽろ、ちば

コープなどでは視察団が18日神戸に人り支援

体制が組まれていった。宮崎からは支援物賀

満載の トラックが36時間トイレ休憩以外走り

続けて神戸に許いた。四国からは 112トンの

飲料水が 140台のトラックで運び込まれた。

京都からは一人の職員が毎日二つの弁当を持

参して神戸へ向かった。一つはコープこうべ

の職員用であった。各生協ともに 1週間前後

の部隊編成を行い、交替しながらの支援とな

った。

交通網が遮断された全国生協支援の窓nは、

束部方面は日生協関西支所（大阪）に、西部

方面は協同学苑（兵廂 ・三木市）に開設され、

日生協職員が張り付いて支援受け付けと現地

への配府を執り 行った。大阪の支援宿泊所は

あらゆる床が使用されたが、すぐに満杯とな

った。 近隣の大阪いずみ市民生協、大阪パル

コープの施設も宿泊所に捉供された。

各生協内部では 「阪神淡路大虞災支援委員

会」が組織され、支援から帰った人々のレポ

ートが即時に伝逹される仕組みができていた。

支援者の現地レポートを片手に続々と新しい

人々が虞災支援のために神戸へ人ったが、束

西の支援受付窓11を経由した人達だけで85生

協、 1万人を超えた。

中でも、コモテック OB（修謡生）の活趾

は目此ましかった。神戸の地理、道路状況を

知り尽くしている条件を最大限に生かして、

（＝研修店舗）に駆け付

けたり、各生協支援部隊の先頭に立って適切

な状況判断をした。 第一次 • 第二次と続く支

お世話になった人々

援部隊に必ずOBを入れている生協もあった。
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（上）ならコーブからの寄せ書き

（下）七厖生協力‘らの寄せ書き

また、気心の知れたネットワークで情報が全

国を駆け巡った。神戸からも神戸へも通信が

断絶した状態の中で、確かな情報が神戸を取

り巻くように全国を駆け巡った。

3．かんばれ．Iがんばれ．Iコープこうべ

支援の心意気は並のものではなかった。各

生協専務理事自らドロだらけになって店舗復

旧作業に取り組まれた。みやぎ生協の方は、

「地震は自分達が先鉗だ。任せてくれ ．I」

一刻を争って、売り場の片付けを行っていた。

スコップを担いで学苑に駆け付けた方もあ っ

と

た。コープおかやまの理事長は明石から徒歩

で住村まで来られた。 トラックの荷台で私泊

まりが続いた方も多い。支援店舗へたどり洒

くのに片道2~3時間の歩行を続けた方々も

多かった。
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コープこうべの職員と被災地の市民はどれ

ほど勇気づけられたことであろう。 「物・人・

心慈気」を満載して市内 ・路地を動き回る全

国から駆け付けた00コープのトラックを目

にした市民は 『孤立していない』 と感じたこ

とであろう。 『立ち上がる勇気』を与えられ

たと言って過言でなかろう 。 “あかりの消え

た神戸の街”でコープミニの店舗の灯がどれ

だけ多くの人々の心を明る＜照らしてくれた

ことであろう 。少ない人数で支えるコープミ

二の店舗復典に全国からの支援は 『地獄に仏』

のようであった。

〈コープさっぽろ内報“生協人”の記事。 『生協運動』 4月号掲載〉

“愛と協同の本当の姿”

コープさっぽろ理事長 河村征治

去る 1月17日、阪神大震災（兵廂県南部地震）が発生した。5,000人を超える死者

を出し、都市が半崩壊する大災害であった。私達は亡くなられた方々に心からの哀悼

の意を表すと共に、被災地の一Rも早い復典を願ってやまないものである。

このような中で、コープこうべでは職員11人が死亡、本部は倒壊。 22店の倒壊 • 生

産工場大被害という損害を被るに至っている。

営業再開は 1月18日に140店強が、 1階のみあるいは店頭販売、そして商品がある

限り営業時問は白在延長で対応し、協同購入は、同収が出来るか否かを問わず 1月18

日から供給活動を開始している。

職員の多くの人々に、自分の家族や知人などで心配がないはずがない。にもかかわ

らず、地域の組合員のために関う、コープこうべは必ずよみがえるに違いない。

そしてこんなに侵しく、雄々しく素睛らしい人々を、天は見放すはずがない。ただ

ただ頭が下がり、感動を‘虹えるだけである。

いま日本生協連も、ニチリウも全国の生協も続々と神戸の支援に人っている。先陣

を切ったのは全国医旅生協で、 1月19日には12名の医師と、 300名の行設婦が神戸に

人った。

同じくコープかながわから15名の作業部隊が神戸に人った。この 『生協人』が発行

されているころには、コープさっぽろからの応援もかけつけていることだろう 。やが

て困難な時に連荀し、結集する生協の姿が歴史の大きな教訓になると思われる。

思うに一昨年の北悔逍南西沖地震には、全国最高の 4,000万円を超えるカンパと共

に、奥尻島に現地入りして下さったのもコープこうべであった。

コープさ っぽろも、会員 ・職員ー同が出来ることを栢極的にしようではないか。そ

して最も困難な中で、英雄的に闘う、日本のリーディングコープに対し、声をかぎり

に声援を送ろうではないか。

災害は対岸の火災ではない。コープさ っぽろも安全安心に心掛け、非常時にそなえ

るプランづくりに早急に入ろう 。

そして全国の生協が、元気はつ らつよい生協連動のために闘うことがコープこうべ

の方々への恩返しでもある。コープさっぽろもその先陣に立つ決慈をしよう。コープ

こうベガンバレ ！ガンバレ ．Iガンバレ．Iガンバレ ．／………ガンバレ ．I
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4．多方面にわたる支援内容

全国各生協からの支援は実に幅広い内容で

行われ、被災地を励まし続けた。

(1) 瓦礫の中からの人命救助

地磁直後、長田区・兵庫区・東灘区・宝

塚市など被害の大きい地域に居住していた

各生協の職具は近隣住民と共に、手当たり

次第の救出作業に全力をあげていた。

(2) 支援物資と商品手配

食料・水 ・衣類 ・防寒用品を中心に膨大

な救援物汽が、直接被災者にあるいは被災

地生協を介して多くの市民に届けられた。

これらの商品手配にも絶大な力を発揮いた

だいた。ポランティア活動を支えるプロパ

ンガス用の炊飯釜も重宝された。緊急車両

は大型車が多い中で、生協トラックは小回

りが効き活躍した。自転車、バイクの提供

は機動性を発揮した。

(3) 人的支援

延べ 1万人を俊に超える人々が持ち前の

生協魂で窟闘した。店舗復IE!作業、物流基

地での仕分けと配送、倒壊した本部からの

重要由類発掘、壊れたまま供給活動を始め

た事業所支援、疲れ切ったコープこうべ職

員の交代要員などを中心に建築関係部署の

職員、医掠生協の医師、看護婦、介談者

（益齢者、障害者、手話、 ……）に至るま

で実に幅広い人材派述であった。

(4) 救援募金

全国生協の店舗や協同購入を舞台にあり

とあ らゆるところで被災地支援の義援金活

動が続けられた。全国の都市の街角で多く

の国民に被災地支援が訴え続け られた。こ

れらは被災地（行政、生協、日本赤十字な

ど）へ届けられたが、コープこうべに届け

られた義援金は 「ポランティア基金」創設

のもととな った。

(5) 人々の心を和らげ、勇気と連帯をすすめ

る行動

被災地に向け られた支援の全てが喜びと

感動を持って受け止められた。メッセージ

救援物資の搬送

協同学苑に届いた救援物資

売り場での支援活動（シーア）

ならコープ組合員による炊き出し（シーア）
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復興イペント「ふれあい春市」の＂ふるさと味自慢コーナー＂ （上記3枚同じ）

や手紙はもとよりサイン ・メッセージ入り

の旗、春を告げる花も届けられた。

(6) 受験生ホームステイの受け入れ

受験準備が整わずに不安な状態のところ、

関束を中心に多くの生協から巾し出があっ

た。

(7)炊き出し

近畿 ・中国地方などのH焔り部隊が中心

になって活躍した。温かい食べ物が届き始

めた。

(8)共済

日本生協連を中心に被災地組合旦に「一

刻も早く見舞金を」と全力があげられた。

(9) その後の息の長い取り組み

須磨海岸、西宮球場などで開催された復

典イベントヘの激励参加、8月4H平和の

集いに駆け付けた「ぞうれっしゃ」の 800

人の合唱隊の皆さん。須磨から西宮までの

被災地を歩き、自分の目で生活と出発の原

点を確かめていく全国からの組合員 ・職員

の方々が途切れることなく続いていた。

00) 行政支援・ボランティア参加

前述の内容で被災地生協への支援のみな

らず、被災地の市民や行政に加わった支援

活動も全国から注目された。

5. 支援の中に貴重な学習体験

(l) 全国生協の「支援対策委員会」には神戸

に駆け付けた多くの人々の現地情報ととも

に、苛酷な状況の中で支援活動を展開して

いたにもかかわらす、多くの貴重な体験が

報告されている。

(2) r生協運動」 3月号（日生協発行）には

支援者インタビューが特集されている。

1じ生協に働く者としての「連

何かしてあげたい」との思い

来ました。支援活動は、コー

商品陳列や、第6地区本部の

、コープデイズ神戸北町店で

部門の品出し作業などを行っ
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す。

コープこうべの職員や定職さんの元気

さが印象的です。身内で被災された方や

家をなくされた方も出勤されていまし

た。

コープこうべは私たち地方の生協で働

く者のシンポル的存在。私たちの目標を

2倍にも 3倍にも大きくして下さい。生

協の仲間だけでなく、全国の人々が注目

しています。頑張れ．I

(3) 連日のマスコミ報道

新聞、ラジオ、テレビ放送をはじめあら

ゆるマスコミ媒体を通じて、被災地の状況

が全国に通信され、国民の目を釘付けにし

た。地方新聞にもその地域の生協の被災地

支援の取り組みが報道された。直後の混乱

状態から一段落した 4月までの間に生協の

活躍が登場しない日は一日もなかった。正

しい表現は 「一日に何紙もの新聞が生協の

活躍を報じた。あるいは 1紙の何ヵ所にも

報道されてきた」であろう。

特に、竹本1::I生協会長（コープこうべ理

事長）は多忙な緊急対策本部の合間にテレ

ビ出演の中で、国と担当大臣に被災地の実

情と必要な支援を訴えられた。NHK報道

から民放まで多くの番組が取り上げた。中

にはコープこうべの対策本部に常駐する記

者やキャスターもいた。

被災地の真只中で自ら被災者として発言

される竹本会長の姿に市民、全国の生協組

合員、全国生協役職員のJ]々 は 「牛協が重

要な役割を果たす」ことを力強く受け止め

たことであろう 。

6. 大震災の中から得たもの

(l) 生協のパワーとエネルギーが国民の前に

明らかになった。

続々と被災地に入る全国生協の人と物。

途方に葬れる被災者に大きな安心感を持っ

ていただけた。マスコミ各社は競って生協

全国12生協の仲間が
＂ふるさと味自慢コーナー＂

に出店。
復興イペントrふれあい春市」
にて(4月15日・16日）
西宮スタジアム
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に注目した。生協パワーの正しい姿と生協

組合員と役職員のエネルギーが全国一つの

形に結集されて国民の前に示されたと言え

るのではないだろうか。

(2) 生協の連帯活動が深く、力強く本物であ

ることが証明された

虚災の直撃を受けたコープこうべでは播

磨生協との合併が予定通り行われ、西日本

のリージョナル連帯「Kネット」が4月1

日に発足した。日本生協連、コモジャパン

をはじめ全国の生協は「被災地支援。被災

地生協を守れ」の目標に全力で取り組み、

一体感を新たにしたと言えるのではないだ

ろうか。

(3) ボランティア活動が生協の中にも生まれ

てきた

従来、生協活動の枠の中に様々な形でボ

ランティア活動は存在していた。今回の震

災を通して 日本の社会にボランティア活動

が生まれ、根付いていこうとしていると考

えられる。コープこうべにおいて既に 3,

100人のポランティアが活動を行っている

し、全国の生協にもポランティア組織化の

流れが生まれている。これは日本社会にお

ける新しい活力として期待されていくもの

になるであろう 。

(4) 各地の行政（県や市）の目を生協に集め

た

コープこうべは 「緊急時における物資確

保に関する協定」を神戸市、尼崎市との間

に締結していたが、この梢神に基づいて、

両市に限らず宝塚市、西宮市、芦屋市、明

石市、淡路島の各市町の対策本部と連絡を

取って救援物貧を送るなどの活動を展開し

「ふれあい春市」のふるさと味自慢コーナー

●---―--= 宮 域生協
（宮塙県）
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た。全国の自治体の注目するところとなり、

新しく生協と協定を結ぶ自治体（神奈川、

東京、福井など）の動きが生まれている。

また、 Kネット加盟生協とその地域におい

ても広がりを見せているだけでなく 「A市

とa生協の協定」をKネッ トがサポートす

る新しい要素を加えて、近隣で広域の緊急

時対策が生まれようとしている。

(5) 「被災地に生協あり」と世論は称えた

大都市（メガロポリス）の中枢を直腺し

た直下型地震は、人類が未だ経験したこ と

のない天災ではなかったか。少なくとも近

代においては例を見ない。その中でコープ

こうべは大きな役割を果たすことができた

と言えよう 。ただし「被災地に生協ぁり」

の生協の 2文字はコープこうべのことでは

なくて、生活協同組合もしくは全国で活動

している既存の生協を示していると考える

のが正しいのではないか。つまり、日本の

全国生協の力に世論の期待があることを如

実に示したものであると言えよう。

お礼の言葉

震災直後の大混乱の中で、職員の一人ひ

とりは「組合員が困っている。市民が泣い

ている。組合員のためにできることは何か」

と、無我夢中で事態収拾に全力をあげてい

ました。家を失った職員も多〈、アパー ト

の下敦きになりながら、職場に駆け付けた

女性職員も多数います。ある職員は「自分

は家族のためには何もしなかった」と、あ

の数ヵ月を振り返って しみじみと話してお

ります。

このような状況下でしたが、大きな困難

を乗り越えて支援に駆け付けていただき、

言葉にはできない感謝の思いを抱きながら、

全国の皆様に何のお礼も申し上げられなか

ったことが、その時の事を思い出すにつけ、

わが胸を締め付けます。こうして筆を取っ

ている今も目頭が熱くなってまいります。

“ありがとうございました＂

コモテック事務局 ・井上淳信



すべての正規 ・パート職員のみなさんへ

1995年1月20日

京都生活協同組合

理事長横関武

兵庫県南部地震緊急支援活動のよびかけ

兵庫県南部地震は時間を経るごとに想像をこえる被害の惨状が明らかになってきました。神戸

方面に家族や親類のある組合員 ・職員も多くおられますが、その方々の中にも身内に深刻な被害

を受けている実態が段々とわかってきました。また神戸から通勤の職員やコモテックの研修生と

して兵府県に居住している職員については全員無事が確認されていますが、住宅は大きな被害を

受けた人もいます。被害を受けられた職員はじめ家族や親類が被害を受けられた職員のみなさま

に心からお見舞い申し上げますとともに、家族 ・親類の方々への心のこもった温かい援助をお願

いします。

また、既報の通り私たちの連帯生協であるコープこうべでは本部棟の全壊をはじめ甚大な人

的 ・物的被害が発生しています。コープこうべの組合員 ・役職員はもちろん被災地住民全体が水

や食柑不足に寒さも加え深刻な状態になっています。コープこうべは京都生協創立以来友誼生協

として様々な協力を得交流を深めて来た生協であり、今回の震災は全く他人事ではなく同体のも

のとして受け止める必要があります。また兵庫県 ・神戸市から俎災緊急時の物資供給者として指

定を受けているコープこうべへの支援活動は同時に被害県民への救援活動になるものです。

京都生協としては昨日地震対策本部を設附し全面的な支援を開始しました。昨日は 4ルトラッ

クで4台、本Hは3台に被害住民の生活物質を栢み込み緊念配送を開始しています。また本Hは

人的支援として10人がコープ立花に応援にはいり殺到する組合且の期待に応え店内作業を手伝っ

ています。第 1次は22日まで応援しますが、緊急の要諮にもかかわらず多くの職員の参加が予定

されています。第 2次は状況を判断し追って要詰することにしています。救援カンパも店舗 ・共

同購入とも本日より緊急にとりくむことになりました。

職此のみなさん ．／ 被害住民の深刻な生活状況に思いを馳せ、今こそ頼もしき隣人として協同

の精神をいかんなく発揮し、地大限の支援活動をしていきましょう 。一人ひとりが条件を活かし

力を合わせれば大きな力の支援活動ができます。気持ちをひとつにし、みんなで附闘致しましょ

‘ つ。
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兵庫県南部地震についての海外協同組合からのお見舞い電報

1月20日16時現在以下の方々からお見舞いのファックスが寄せられています。

ICA本部 マルカス会長 ・メルモス副会長 ・ソーダソン専務

ICA地域事務局 シャルマ事務局長・マチマ生協担当 ・ヘラート人材開発担当

ICA保険委員会 ダールペルイ射務

ICA女性委旦会 アペルクビスト委員長

アメリカツインパインズ協同組合財団 トンプソン会長

イギリス生協連 トドナー会長 ・ウイルキンソン専務

イギリスコープカレッジ クイニー氏他職旦ー同

イタリア生協連 バルペリーニ会長 ・ファプレッティ副会長

韓国信用協同組合中央会 李淡雄会長 ・金栄中氏

韓国梢費協同組合研究会 李瀕玉会長

スウェーデン生協連 スベンソン専務 ・ヒルボム氏 ・ベーク氏

ストックホルム生協 アグ専務

スウェーデン協同組合研究所 ジェンソン諄務他

チェコ協同組合連合会 カレン会長

中国全国供錯合作総社 楊徳寿秘苔長

中国勤労者対外交流中心 玉家篭会長

ドイツ生協連 ダプルンツ再務

ドルトムント生協 フレイ理•JT長 ・ タンツェン専務

フィンランド生協中央会 理事会 ・イトコネン国際部長

フィリピン ・パャニハン協同組合 サントス会長

フェアプライス生協 リム ・ホー ・セン専務

フランス生協連

ロシア生協連

ェシェルマン会長 ・ジョリペ事務局長

エルマコフ会長 ・マトゥゾフ国際部長

以上のお見舞い屯報に対して 1月18日に日本生協連国際部からの緊急情報として、会

長は無事で現地で陣頭指揮をと っているとお知らせしました。また、 19日には見舞い屯

報に対する礼状と追加の梢報を送りました。

ICAマルカス会長およひソーダソン専務より

竹本会長宛のお見舞い電報 1月17日
「本H早朝、 日本の関西地区が大地因に見まわれたとの梢報を知り、非常なショックを受

けています。被内の充分な実態を我々はまだ知りませんが、協同組合迎動が人命や財産の

iii失を被らなかったことを祈るばかりです。

我々の連帯と協力の気持ちを足非とも被害を受けた地域の組合員にお伝え下さい。

我々は神戸と大阪に多くの協同組合の友人を持っています。そしてそれらの方々が無'li

であることを願うものです。

買方とともに我々は心配し、悲しみを共にするものです。」

その他、組合日、取引先、全国生協、全国の各協同組合、行政、大学など、あらゆる方

面の方々から数百通にのぼる激励やお見舞いの手紙・屯報をいただきました。
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第6章 自然発生した

組合員の諸活動

ー ．ボランティア活動
1995年 1月17日におきた阪神・淡路大震災では、総代・地域コ

ープ委員が 5人亡くなられ、こ家族の犠牲者も18人を数えた。

また、当生協の職員も11人が死亡。 5,500人の犠牲者を出した

大震災であったが、組合員で亡くなられた方も多かった。

コープこうべも本部ビルの倒壊や7店舗が全壊するなと、被害

総額は 500憶円となった。 しかし、そのような状況のなかで、

震災直後から各地域で組合員や職員の自発的な支援活動が始まっ

たのである。

震災直後からのボランティア活動を、正確に、しかも網羅的に

報告することは、とても困難なことであるが、震災後のボランテ

ィア活動がとのようなものであったかを理解していただく一助と

なり、また、これから広がっていくボランティア活動のために少

しでも役立つことを願って、当生協を中心としたボランティア活

動を報告したい。

1．コープこうべのボランティア史

ごく簡単にコープこうべのポランティア活

動の歴史をふりかえっておく 。

第 1次世界大戦後の物価高に多くの人が苦

しんでいた1921年（大正10年）、コープこう

ベは誕生した。創立の指母者である賀川豊彦

は、お互いが心から信頼しあい、助け合う

「愛と協同」の社会づくりを生協に託した。

その精神は多くの人に受け継がれ、年々、自

発的な活動が盛んになってきている。

1966年には、ポランティアグループの活動

を支える資金として 「ともしび拠金」が生ま

れ、さまざまな人たちから善意が寄せられて

いる。1994年9月現在、福祉サークルの一つ

であるポランティアサークルでは 171グルー

プ、約 2,800人が活動している。

1982年には、生協内に 「ユニセフ募金兵庫

事務局」が設囮され、世界の子どもたちを救

うための活動が始められた。

1983年には、高齢組合員などが地域で自立

して生活できるように、協同互助の心と活動

で支えていこうと、 「くら しの助け合いの会」

が発足。

1988年には、食事作りを通じて高齢者の食

生活に少しでも役立てても らうと同時に、会

員同士の交流を深めようと 「ふれあい食事の

会」が始ま っている。

t． コープボランティア本部とその役割

「何かをしたい、私のできることで役にた

と、地震直後から、目前の被災地の

状況につき動かされ、炊き出しや救援物資配

布など、熱心なポランティア活動が、 自然発

ちたい」

炊き出しのポランティア
活動（第5• 6 • 8地区）

＊ ... - -
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生的にたくさん生まれた。

その動きを受けて、コープこうべでは、 1 

月26日に、生活文化センターにポランティア

窓「lを設け、ボランティアを希望する人々の

登録を開始したところ、 1週間で 1,200人の

申し込みがあり、ポランティア活動への意欲

の裔まりが示された。

このエネルギーを一過性のものとしないで、

息の長い取り組みとして日常の組合員活動の

なかに根づかせるために、当生協は 2月3H 

にコープポランティア本部を設樅し、 8つの

地区にそれぞれコープボランティアセンター

をつくる準備がすすめられた。

宝塚、塚口、西宮、住吉、 神戸北、兵庫、

明石、姫路の 8つのコープポランティアセン

ターが順次、活動を開始。

震災から 1ヵ月以上が経過しているにもか

かわらず、多数の参加が見込まれ、救援活動

から長期的な活動をすすめていく重要な役割

を、これらのセンターが担うことになった。

3．震災後のポランティア活動の経過

震災直後の人命救出活動の後は、避難所や

公園 ・空き地での生活支援が課題となり、多

くの人々の自発的な救援 ・支援の活動が被災

地、近畿地域、全国で始ま った。さらに長期

化する避難所生活などへの対応など、広い分

野でポランティア活動が行われた。コープこ

うべの組合員組織でも、地域コ ープ委員やサ

ークルなどで、自発的な活動が設災直後から

始まった。支援内容は、物賓の配布、炊き出

しといった緊急支援的な内容か ら、仮設住宅

への入居がはじまったころから、仮設住宅の

居住者支援、闊齢者の定期訪間、俎災でそれ

まで活動していたポランティアが減少した福

祉施設での活動など、息の長い地道な活動に

変わ ってきている。

4．震災後の具体的なボランティア内容

直後は、炊き出し、物資の整理や配布、受

験生の受け入れ、家具移動など依頼事項への

対応、被災証明占の整理、水汲み、片付けの

手伝い、話し相手や問い合わせへの対応など。

多くのコープポランティアセンターでは1紺

き取り調森を行い、活動内容を決めていった。

3ヵ月目ごろを中心に、ポランティアが1,

000人くらい活躍する大規模な復興イベント

が行われ、数万人規模の参加があった。

被災者による復典イベント 「県民のつどい」

などが行われた 100日目くらいを境にポラン

ティア活動の内容も変化。仮設住宅の設営、

入居に伴い、居住者支援、高齢者の生活支援

福祉施設の訪問など、自立 ・復典に向けて、

地域の人たちの地道なポランティア活動の直

要性が増した。

5．震災後のボランティア活動の特質

自然発生的に、たくさんの人々がポランテ

（上・下）
出雲市農協職員による
豚汁の炊き出し

（シーア）
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ィア活動を始めたことで、ポランティア元年

という言葉がさんかに使われた。

福祉関係者でも、 「日本にポランティアが

なかなか育たないのは、文化の違いであるな

どということは、これから、もはや、言えな

いことになってしまった」といわれている＜

らいである。コープこうべでも、ボランティ

アの長年の歴史があるとはいえ、これだけの

短期間に数千人の人がポランティア活動を申

し込んできたということはなかった。

設立当初のポランティア受付窓口はたちま

ちポランティア希望者への応対で大混乱 し、

ただちにコープポランティア本部が設立され

た。それでも、ボランティア希望者とボラン

ティア活動場所の交通整理を行うことは大変

な作業であった。

各地区でコープポランティアセンターが順

次たちあがり、よりきめの細かい対応を試み

救援物資の配布をする
姫路ポランティアセンターのグループ

（兵庫区大開通にて 2月19日）

.,.二 I
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ることとなった。

各センターが無我夢中で対応しているうち

に、徐々に緊急支援的活動は減り、変わって、

日常生活のなかでのさまざまなポランティア

活動が中心になってきたことは繰り返し述べ

た通りである。

各センターはそれぞれ地域の独自性を生か

しながら、ボランティア本部の援助や他セン

ターの活動を参考にして、ポランティア活動

の場を定許させてきた。

それは、仮設住宅での活動であり、福祉施

設での活動などである。

各センターはポランティアの学習会を開き、

ポランティアの集いをもち、ポランティアを

グループにしていくことをすすめ、一人ひと

りを孤立させないように努力した。

4月現在 2,500人くらいだったポランティ

アは震災半年後には 3,500人になった。

6．コープボランティアセンター

ネットワーク事務局の設立

6月9日に行われた総代会以後、業務機構

図が変わり、コープポランティア本部の役割

はくらし創造本部のコ ープポランティアセン

ターネットワーク事務局に引き継がれた。

同事務局では、コープポランティアセンタ

ーの活動の活性化に役立っための活動や、ボ

ランティア活動を行う財団の法人格をえて、

さらに活動しやすい状況を整えようと、財団

法人「ともしび」 （仮称）の設立準備や、コ

ープこうべではじめての福祉型給食施設をつ

くる準備をすすめている。

これらの芽は、いずれ大きく育ち、地域で

ポランティア活動をすすめる重要な拠点 ・先

進的な事例になっていくのではないだろうか。

7．コープボランティア募金

コープポランティアは無伯の活動であるが、

実際の活動ではお金が必要になることが多い。

そういう資金的なバックア ップ体制をつくり、



活動が大きく広がっていくことを願って財団

法人「ともしび」 （仮称）を設立させようと

しているわけである。

その財団の基金をコープポランティア蒻金

という名称で集めている。

寄せられた蒻金は 「コープともしびポラン

ティア基金」 （仮称）に入れ、コープこうべ

のポランティア活動に必要な活動の助成に活

用していく。

これからの活用方法としては、福祉活動

（仮設住宅の訪問、施設訪問、手話、点訳な

ど）や、青少年活動（子供文匝、キャンプ活

動など）、スポーツ活動（スポーツ指苗者な

ど）などの分野で活動しているグループなど

に助成していく予定である。

8月末累計で、 32,836,527円の善意が寄せ

られている。

8．ボランティア活動と広報

一人ひとりが自由に自分の意思にもとづい

て行動することがポランティア活動の基本で

あるから、これらの人々が組織的に活動して

いくことは、必ずしも簡単なことではない。

また、ボランティアをしたいと思っている人

たちを探し出すことも、活動が長期的になっ

てきたいま、それほど容易なことではない。

そこで、ポランティアの学習や講演、交流を

盛んに行い、また、各コープポランティアセ

ンターでは地域の実梢に応じ、ポランティア

の声を聞きながら、活動の核や指針を示すこ

とが必要になってくる。

そういう応味でも、活動を広げ、活動の参

考として役立てるために、広報活動は重要で

ある。

コープポランティア本部（後にはコープポ

ランティアネットワーク事務局）では、週刊

を基本に、活動報告や参加の呼びかけを中心

に 「コープポランティアニュース」を発行し

ている。壁新聞形式のものだが、速報性もあ

り、特に設災直後には力を発揮した。

また、機関紙 『きょうどう』では和極的に

ポランティア活動をとりあげ、 6月号からは

3週号で 『コープポランティアだより』を折

り込むようにした。

その主な項目を拾ってみると、 「仮設住宅

1千軒を総訪問（加古川） 」、 「仮設住宅に

配布する情報マップを作成（明石）」ー以上

6月号、 「元気な声にホッとひと安心、友愛

訪問活動（兵庫）」、 「生活安定に向けて仮

設住宅を定期訪問（住吉）」 ー以上 7月号、

「老人給食サービスをお手伝い（長田）」

「福祉施設でお年寄りの介助を手伝い」 ー以

上 8月号、 「協同購入のポランティア（長

田）」、 「チャリティーバザーとキャラバン

で仮設住宅の居住者支援（西宮） 」ー以上9

月号、 「みんなでクリーン作戦（住吉）」、

「ポランティアフェスティバル開催（宝塚）」

ー以上10月号、 「ふれあいセンターで敬老お

楽しみ会（加古川）」、 「ふれあいセンター
（上）第5地区組合員有志に

よる救援活動（シーア）

（下）生活情報マップづくりに
ついて話しあうポランテ
ィア（第7地区）
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（上）
生活文化センターに
設けられた
ポランティア支援窓口

（下）
西宮でのポランティア
300日大会
('95年 II月12日）

でイモ煮会（鹿の子台）」ー以上11月号など、

月の動きを追っていくとポランティア活動の

大きな動きが見えてくるようになっている。

また、 「コープステーション」誌でもポラ

ンティア活動の動きを追っている。

さらに社内報「にじの友」、 「写其ニュー

ス」などや、各コープポランティアセンター

が発行する梢報紙などでも、広く 関心を集め

たり、必要な人に必要な梢報が届くようにエ

夫がされつづけてきている。

9．ボランティア300日大会

震災 300日目は11月12日で日曜H。この日、

全コープポランティアセンターで、ポランテ

ィアの交流と活動の広がりを求めてコープポ

ランティア大会が開催された。内容は各コー

プボランティアセンターが工夫をこらし、講

1第6章自然発生した組合員の諸活動

演や演奏、体験発表、活動紹介、バザーなど

が行われ、各会場合計で 4,500人の参加があ

った。

各会場のテーマは次のとおり。

●宝塚「やさしさに思いをひろげて」

●塚口「つなげよう、街 ・人 ・心、広げよう

ポランティアの輪」

●西宮「みんなにありがとう いっしょにポ

ランティア」

●住吉「心かよいあうボランティアの継続と

広がりをめざして」

●神戸北「コープポランテ ィアふれあい交流

会」

●兵応「いきいきポランティア 広げよう助

け合いの輪」

●明石 「これまでも、これからも」

●姫路「やさしさ ・ひろがり ・私の街 あっ

たかい思い 20 0 0集めて」

ボランティア同士が交流し、さらに参加者

を増やし、これからもボランティア精神を大

事にしながら活動を続けていきたいというみ

なさんの声が聞こえてきそうである。

以上、ボランティア活動の概要を駆け足で

みてきたが、実際には、ポランティア活動に

参加してみることこそが、その喜びや悩みを

知るうえでも、最良の道である。

ボランティア元年といわれて、はなばなし

く報道されたが、いま、懸命の活動をつづけ

ているのは、コープをはじめとする地域の団

体、人々である。

これからの活動を支えていくのは、 1人で

も多くの人が、直接的 ・間接的にポランティ

ア活動にかかわっていけるような諸システム

づくりである。

II福祉活動

l.「くらしの助け合いの会」も活動再開

コープこうべでは、 「くらしの助け合いの

会（有伯の家事援助活動） 」や 「ふれあい食

事の会J 、施設訪問、点訳、人形削などのポ



ランティアグループなど、約 3,000人の組合

員が福祉 ・ポランティア活動に参加している。

震災後、いちはやく活動を開始したのは、

「くらしの助け合いの会」。震災当日から、

コーディネーターや会員相互の電話による安

否確認が始まった。翌日からは、交通機関が

寸断されているなかで、一部の地域のコーデ

ィネーターや奉仕会員による徒歩での安否確

認の訪問活動が始まった。避難所から安否確

認の訪問を続けた奉仕会員もあった。焼け跡、

ガレキの山、町並みが一変したなかでの会員

宅の確認は大変だった という。

1階がつぶれ2階だけになった家の中で、

夫が半身不随のため避難できずにいた妻は、

地域コーディネーターと手を取り合って言薬

もなかったという。半壊した家の中でうずく

まり、余設があってもこの家にいたい、この

家で死にたいという会員もあった。

奉仕会員の家に身を寄せた援助会員、不安

でおびえる援助会員宅に数日間泊まり込み寄

り添って支えた奉仕会員もあった。逆に援助

会員のご主人に「妻が安心するから」と連れ

られ、援助会員宅に避難した奉仕会員。娘が

竹折し介助できず入院した援助会員は、緊急

対応が求められたため奉仕会員が病室に付き

添い、結果として数日後、息を引き取るまで

看取ることになった。

双方の会員やコーディネーターが自発的に、

お互いに助け合うかたちで活動が再開された。

奉仕する会員（奉仕会員）の死亡1人、家屋

の損壊 320人、援助を受ける会員（援助会員

の死亡 5人、家屋の損壊 205人など、 「くら

しの助け合いの会」の会員の被害も大きかっ

た。

95年3月の活動状況を震災前の94年12月と

比較すると、奉仕会員の登録94%、実際に活

動した会員数71%、総活動回数78%、総活動

時間数79%、援助会員の登録84%、実際に援

助を受けた会員66%。被災した会員の転居な

ど在宅率が低下する中で、一時的に活動が低

下しましたが、徐々に回復傾向にある。

各地区の震災後 (1~2月）の活動状況は、

以下のとおりである。

●第一地区

コープセンターの福祉活動担任の自宅が半

壊。19日から安否確認を開始。不明者をたず

ねて自転車で地域、避難所をまわる。その後、

徐々に活動再開。

●第二地区

双方の会員に比較的被街が少なく、祖災直

後よりほぽ平常通りの活動を再開。

●第三地区

双方の会員の被害が大きく、死者も出た。

福祉活動担任の自宅は半壊し避難したが、安

否確認を開始。地域コーディネーターは18日

から徒歩での地域訪問を開始。

●第四地区

双方の会員に死者、住宅の全半壊など大き

な被害を受けた。双方の会員の在宅率が低下

（上・下とも）
新入職員による救援ポラン
ティア活動
95年4月5日・6日（西宮厚生
年金スポーツセンター）
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するなか、安否確認を開始。奉仕会員が自主

的に訪問活動をはじめ、家財の整とんなどの

かたちで活動を再開。

●第五地区

双方の会員に被害は少なかったが、奉仕会

員が被災家族の避難受け入れで活動が困難に

なるケースもあった。早い時期に安否確認を

終え、活動を復興させた。

●第六地区

双方の会員に被害が大きく 、死者も出た。

福祉活動担任は大阪に避難し、避難先から安

否確認を行った。地域コーディネーターも家

屋の全半壊など大きな被害を受けたが、 18日

から徒歩で安否確認を行い、 ボランティアの

応援を得て、救援活動を行った。

●第七地区

福祉活動担任は17日からコープセンターに

入り安否確認、再コーディネートを始めた。

双方の会員に被害があり、事務局にポランテ

ィアの応援を得て活動を再開させた。

日に 「奉仕会員のつどい」を開催、涙で報告

2月10

しあい、活動の続行を誓いあった。

●第八地区

被害を受けず、活動を継続させた。被災し

た他地域の会員や被災者への支援を呼び掛け、

訪問活動を続けた。

e.「食事の会」とボランティアサークル

「ふれあい食事の会」は、水道 ・ガスのス

トップにより活動休止を余儀なくされたが、

2月に入ると第 1• 5 • 7 • 8地区など、被

災の比較的少なかった地域から順次活動を再

開した。第4地区を中心に店舗・集会室が全

半壊の状態で再開不能。第6地区でもコープ

須磨が店舗全壊により、再開まで時間を要す

ることとなった。ボランティアサークルも第

1 • 2 • 8地区以外はほとんどが休止状態と

なった。被災地の中心ほど、活動再開に時間

を要する状態だった。

このようななかでも、条件の整っ

たサークルから被災地での炊き出しに取り組

むなど活躍。人形劇サークルは避難所で公演

しかし、

するなど、 それぞれのサークルが、 それぞれ

のサークルの特性を生かした活動をすすめた，

また、サークル単位での活動がむずかしいと

た

ころも、個々人がポランティア活動を開始し

（「食事の会」は秋まで全会場で再開。ポ

ランティアサークルは 4月時点で約 1割が休

止） 。

毎日新聞
（首都圏版）
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3．一刻も早く共済金や見舞金をI

（コープ共済）

被災して困っている組合員のため、一刻も

早く対応すべくコープ共済センターニ宮義夫

統括部長は、震災当日、早速に共済対策本部

を設岡した。支援のためにかけつけた日生協

の共済担当者も加わり支払等について確認。

もともと共済は保険ではなく、掛け金を出

しあい病気や不幸があった時に見舞金などを

出す助け合いの制度である。

対策会議終了後、直ちに各地区本部に 2人

伝令（棉本邦子さん ・吉本暁弘さん）を出し、

決定事項を伝えた。しかし道路は歩いた方が

早い状態だったので、伝令がセンターに帰っ

たのは午前0時になっていた。

共済金や見舞金を支払うには契約者の被害

の実態調査が必要だった。そこで、まず新聞

に掲載された死亡者欄で契約者と照合し、本

人かどうかを確認するために組合員宅の訪問

を行った。

この時、活躍したのは全国から駆けつけて

くれた他生協の共済担当者たち。震災直後か

ら、日生協が中心となり、絶えず10人～20人

が1週問位の交替で支援。延べ人数にして、

1,200人であった。

生存者確認とは別に避難所なども積極的に

訪問し、見舞金支払いの手続きなどを行った。

俎災後 1週間たってもコープこうべの共済

センターの屯話同線が復,nしないため 1」生協

のフリ ーダイヤルを借りて、問い合わせなど

に対応した。 6阿線6人で、給付金中し込み

や問い合わせに対応したが1I」に300~400件

の屯話でパンク寸前であった。これを集約し

てコープこうべ共済センターに送ってもらい、

すぐに 「特別見舞金請求用紙」を組合員に郵

送したが、そのとき、少しでも契約者の痛ん

だ心がなごめばと、お見舞いの手紙と折り飢

を同封した。

「折り餡を見てホッとした気持になった」

という組合員からの何通ものお礼状が、今度

は職員の心をなごませた。

｀``・

この助け合いの共済の輪をさらに広げるた

め、組織拡大の共済担当者が31人増員された

04月末の給付

日本生協連およびコープこうべによる見舞

金 ・共済金の給付額は次のとおり 。

（金額単位 ：千円）

お見舞金 共済金
合計

全壊 半壊 一郎壊 死亡 入院 家麒t

件数 3,123 3.632 5.768 45 43 73 12,684 

金額 62,460 36,320 57,680 126ぶ沿 4,0ll 4,200 291,521 

4．事務所が倒壊したなか

柩の配送やグループ社の応援に

（クレリ案内センター）

クレリ案内センターの事務所は倒壊したコ

ープリビングセンターの 4階にあったため、

拠点を失うことになってしまった。そんな状

況の中でグループ社の応援を行うなどさまざ

まな動きを見せた。

「今日、葬式なのに業者が来ない」

急きょ、店舗の車を霊柩車代わりに

地震発生から約3時間後の午前8時50分、

今西求センター長はクレリ案内センターの事

務所があるコープリピングセンター甲南の前

でしばらくぽう然と立ちつ くした。

10時30分、センター長が今後の対策を考え

ていると 2人のクレリの職員が到粋。取りあ

えず3人で「対策チーム」を発足し、状況把

握に努めることにした。

‘‘‘̀  
緊急対策本部に設けられた
共済金給付の窓ロ
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生活文化センター内に設置さ
れたクレリ案内センター

午後になって、運営部から「できるかぎり

店舗に応援にいってほしい」と要請があり、

2人の職員はコープミニ本山南へ。ふたたび

今西センター長 1人となり状況把握に努める

ことになる。

まずは21人いるクレリの職員の安否確認。

もちろん電話は不通。メイトさんの家を一軒

一軒訪ねてまわった。

そのころ、第5地区本部に 1本の電話が入

っていた。地震当日に葬式を予定 していた組

合員からである。 「時間になっても葬祭業者

が来ない」という問い合わせだ。組合員の自

宅は地震の影孵が少なかった北区。もちろん

悲しみにくれ、情報源であるテレビなどを見

なかったため阪神間が大惨事になっているこ

とは知らなかった。電話を受けた第5地区本

部の宮内明禰本部長（現・常任理事）は今西

センター長宅に連絡したがすでに出たあと。

葬祭業者に も連絡したが通じない。仕方なく

組合員宅におわびの電話をし、実梢を説明。

もちろん葬儀はできないため中止した。 とは

いっても辿体を斎場へ運ばなければならない。

急きょ霊柩車の代わりに店の車で火葬場へ搬

送した。

遺体が腐らないように

ドライアイスを柩の中へ

事務所が倒壊したが、もちろん業務提携先

のグループ社の多くも被害を受けた。しかし、

業務を休むわけにはいかない。とくにたくさ

1第6章自然発生した組合員の諸活動

んの犠牲者がでている今こそ、組合員の役に

たたなければならない。職員はグループ社へ

応援に入った。

松岡潔さんは自宅から自転車で 1時間、ガ

レキの中を縫うようにして甲子園にあるグル

ープ社へ向かった。

早速、近くのお寺に運ばれてくる追体が1g

まないようにドライアイスを柩につめる作業

を行った。

葬儀などはできないため、家族が見守るな

か一体ずつ順番に祭壇に飾り、お経だけをあ

げ、火葬場へと運ばれる。 しかし、甲子園と

いえば被害が大きかったところ。柩に入った

辿体が運び込まれても、火葬場がいっぱいの

ため、待たなければならない。いくら冬とい

っても追体が傷んでくる。松岡さんは必死で

追体が1楊まないようにドライアイスでくいと

める。

「何かやるせない思いでしたね。子どもさ

んが運ばれてきたときにはすでにドライアイ

スが反対に多すぎたのか体が凍ってしまって。

お母さんが寒くてかわいそうだと、すがって

おられたのは悲惨で見てられないくらい辛か

ったですね」

20日になって布藤明良常任理事（現 ・日本

生協連常務理事）を通じて東灘区役所から依

頼がきた。 「東灘区の各追体安岡所へ柩を運

んでほしい」というものだ。しかし、クレリ

案内センターの車はみんな倒壊したコープリ

ビングセンター甲南の屋上に止めていたため

使えない。急きょ協同購入センター甲南（現・

神戸東）から 3台を借り 、搬送を行った。

24日には事務所を生活文化センターの展示

場だった場所に移し、拠点を構えることにな

ったが、混乱は 2月まで続いた。

0クレリ拌の状況

・クレリ炸受付件数 (1/17~ 2 /28) 151件
I /17~ I /31 23件
2 / I ~ 2 /28 128件

・クレリ拌仕様外でのグループ各社対応件数 384件

阪神地If. 239件
神戸地区 137('1こ

姫路地区 8件
0 コープこうペグループ合同慰盆祭

・ 3 /J 4日(j:) 14: 00~16: 00 
• 生活文化センター 2 Fホール



神戸新聞
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第7章創造的復興に向けて

予想もしなかった大地震で、コープこうべは史上最大の難局に

立たされた。過去にも我々は阪神大水害、第2次世界大戦と大き

な打撃を受けてきたが、そのつと先人たちの知恵と努力によって

蘇り、生協運動の灯を消すこともなく発展してきた。今回の震災

にしても、確かに多くのものを失ったが得るものも決して少なく

ない。それはこの震災体験を教訓化し、単に復旧レベルでない新

たな生協運動を創造しようとすることである。すなわち、創造的

復興である。

1995年度事業計画会議

第 1平から第6章まで震災当時の状況や取

り組みを述べてきたが、その時の行動そのも

のが、復旧のみならず創造的復典へのスター

トとなっている。

コープこうべの立ち直りが予想外に早かっ

たのは、組合員の理解と支持、全国生協の支

援、取引先等関連の各位の絶大な支持や協力

があったからである。それに加えて役職員の

不眠不休の努力を忘れてはならない。特に対

策本部、復興会議から次々と出される緊急の

対策と、これまでの伯習を捨てた新しいコー

プこうべづくりの復典の対策がスピーディー

に、かつ適時に発せられたからである。

l．コーブこうべの復興構想

コープこうべは震災後、復In・ 復典に向け

641第7章創造的復興に向けて

復興に向けての中期目標

第1期 (1995~1996年度）

テーマ：復元 ・再生

経営指標：単年度赤字

第2期 (1997年度～1998年度）
テーマ：復興

経営指標：単年度黒字

第3期 (1999年度）
テーマ ：創造的復興

経営指標 ：累積黒字化

1995年度到達目標

テーマ：復元

第1ステップ (4~5月）

• 出資金、未収、発注、協同購入セン

ターの各システム復元

• その他「暫定業務システム」の立ち

上げ

• 稼働可能施設の応急復元

• 被災地エリアにおける組合員活動の
再開と組合員組織体制の確立

第2ステップ (6~8月）
• 「暫定業務システム」の稼働

• 「新業務システム」構想の推進

• 新事業 ・ 新業態構想の推進

• 稼働可能施設の応急復元

• 新業務執行体制
・組合員 ・組織活動の推進

第3ステップ (1D月～3月）
• 「暫定業務システム」の安定稼働

• 「新業務システム」構想の確立

• 新事業 ・ 新業態構想の推進
・施設の安定稼働に向けた復旧

・エリアドミナント戦略、業態戦略の

確立

• 組合員・組織戦略の確立

てガムシャラに走ってきたが、ただ単に元に

戻すだけの復元ではなく、あらゆるモノの価

値を見而し、従来の考え方や活動のあり方に

メスを入れ、新しい業務システムの構築にカ

を注いでいる。

復典構想の目的と目標は次の通りである。

「目的」

1. 震災の被害が及ぽした生協の事業を早期

に再生し、 地域社会における組合員 ・兵即

県民の梢骰生活の安定に貢献する。

2. 震災被害の復111に向けた組合員 ・職員の

自発的な支援活動などの広がりを受け、新

た組合員活動を再構築し、 「愛と協同」に

根ざした社会づくりをすすめる。



3. 全国の生協から受けた支援活動を新たな

連帯活動の出発点とし、生協運動のさらな

る発展に貢献する。

4. あらゆる価値尺度を見直し、 「創造的復

興」を達成し、新時代の生協運動への道筋

を明らかにする。

『1995年度事業計画書』より

(2)取り組む課題

ー 市民・ボランティア・行政とともに、新しい
たす

「扶け合い」「協同」のまちづくりを進めます。

1．人々が安心して暮らせる都市基盤と、

住むになごやかな町並のあるまちづ

くりに貢献します。

2．人々の心が通い合える近隣関係の

あるまちづくりに貢献します。

3.自然や動植物とのふれあいができる

まちづくり、環境への負担の少ないま

ちづくりを進めます。

5．高齢者や体の不自由な人だちなどと

共に生き、助け合っていけるまちづく

りを進めます。

6．男女が共に社会に参画し、支えあっ

ていける社会づくりに貢献します。

7．人々が互いに知り合え、情報を交換

しあえる、活力のあるまちづくりを進め

ます。

4．人々が集まる場と学習やスポーツな

どお互いを高めあえるまちづくりを進

めます。

おもな取り組み内容------------------------

●環境マネジメント・環境監査制度を推進します。

●安全性・環境•福祉などを配慮した生協としての新しい施設基準をつくり、進めます。

●店舗のレストスペースを組合員のコミュニケーションの場として拡充します。

●社会福祉法人協同の苑をはじめ、行政・諸団体との連携を強め、扶け合い・協同の活

動を地域で広めます。

●「グリーンネットワーク活動（仮称）」＝緑を植え、育てるサークル＝の結成や市民まつりを

はじめ、さまざまな地域イベント・行事への参画を進めます。

●ボランティア甚金を設置し、市民のボランティア活動の輪を広げていきます。

●新たな協同の広がりを目指してグループを抜本的に見直し、拡大します。

●生協の活動により多くの男性組合員の参加を進めます。
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『1995年度事業計画書』より

2瓢言は累覧誓［緊孟喜
る新しいくらしづくりを進めます。

1．戦後50年の私たちのくらしのあり方を

見つめ直して21世紀への新しいくら

しの価値づくりを進めます。

2．霙災による市民・組合員のくらしの復

興にむけた支援活動を進めます。

3．震災後の新たな価値観に基づく、選

択幅の広い供給活動を進め、―人

一人の確かなくらしづくりに貢献しま

す。

4．住まいの復旧など生活基盤の回復

に貢献し、一人一人の人間らしい自

立した生活づくりを進めます。

5.「協同互助」の理念を普及し、共済

事業の強化を進め、安心なくらしづく

りを進めます。

6.自然環境と資源を大切にする活動

の輪を広げ、くらしの見直しを進めま

す。

7．文化・芸術分野での新展開を進め、

一人一人の個性ある、心豊かな生き

方づくりに貢献します。

8．生活者問題や社会問題への発信カ

を強め、生活者が安心できるくらしの

あり方を追求します。

おもな取り組み内容
-----------------------------------------" -------------------------------------------------------“" ---------------

: •＜らしの見直し活動を一層進め、買物袋持参運動やリサイクルなど、環境保全運動に取 ： 

： り組みます。

●コープセンターなどを中心に、余暇・カルチャー分野の事業的活動を強めるとともに、組合

員の自主的サークル活動を広げます。

●福祉サークル等と新たなボランティア活動の連携を強めます。

●震災後の価値観の変化に対応して、新たな視点でコープ商品を見直し、素直によさが ： 

実惑できるコープ商品づくりを進めます。

i ●「協同互助」の理念を普及し、共済加入者132,000件を目標に、取り組みを強めます。 ； 

： ●自然環境との調和を重視した、健康的で省エネルギーのくらしを目指して、事業所の生 ： 

： ゴミ→堆肥→農産物→供給を一貫した資源環境事業の研究を進めます。 ： 

------------------------------------------ー→→―-← → →―←-------------------------------------------------------------
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r1995年度事業計画書J より

3:：ご：9再建と新しい生協運動づくり

1. 21世紀の生協運動の基盤づくりにむ

けて、 「愛と協同」の理念への確信を

強めるとともに、新・協同組合原則の

生協事業運営への反映を進めます。

2．地区の機能強化を進め、組合員活

動の自主・自立性と地域ニーズに対

応した事業活動を強めます。

3．供給事業所の再編と、供給事業シス

テムの新たな構築やすぺての業務

の見直しなどを進め、再建に向け事

業の早期黒字化を図ります。

4．環境変化に対応し、組合員の要望に

応えるために、的確・迅速な商品調

達と商品開発を進めます。

5．合併による兵庫県全域での活動展

開を進めるとともに、競合や人口移

動などに対応した地域ごとの事業活

動を推進します。

6.「Kネット協同連帯機構」など、近隣

生協の連帯を強めるとともに、

「COMO・Japan」への商品結集を

高め、全国レベルでの生協の力量

向上に貢献します。

7.災害に強い、安全な事業所づくりを

進めるとともに、危機管理対策を強

めます。

8.自らの生き方やくらしのあり方を見直

し、新しい生協運動づくりに邁進する

人づくりを進めます。

9．経営再建と新しい生協運動づくりに

向け、新たなパートナーシップに基づ

＜労使の信頼関係を強めます。

・商品見直し活動、商品専門会謙など、組合員の声を聞く
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r1995年度事業計画書』より
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組合貝とともに再建を進めます

： ●利11-l結鮨運動に取り組みます。

; •訊臼金の協力をお厠いしていきます。 ： 
: • 1,1'1白金増加 ・復典伯の募集

●地域コープ委員会は、地域に広がるボランティア活動と融合して、自主・自立の活動を ： 

広めます。地区においては組合偵活動の完結を目指します。 ； 

●コープくらしの情報センターの設置などを図り、より多くの組合員の参加と声を基本にした

市業運営や組合員が参画する商品づくりなどを進めます。

●合併による新コープこうべとして、県下全域への活動をスムーズに進めます。

● 1り業所の統合や移転など再配囲を進めます。

●凋要の変化に的Ii在に対応した傾品の調逹 • 開発 ・ 品揃えを強めます。

●第-線における1.［務作業などの大輻削減や本部サービス業務の集中化・効率化を進

め、新しい巾業システムを構築します。

’• ●いつでも「組合員のために」の判断基準で行動できる実践教育を強めます。

●「災害」に対する緊急対策マニュアルの整備や重要物の分散など危機管理の仕組み

づくりを進めます，

..．.．．...．．．．．．.．．．．．.．．．．．．．.．．．．．．．．．．.．．．．．．.．．.．．.．．．．．．．．．.．．.．．.．．．．．．．．．.．．．.．．．．．．．．．．．．．.．.．．..．.．.．.．.．．： 

こ年，，-．→．m-●’

•笑顔が戻ってきたさまざまの復興への催し（「ふれあい春市」より）
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t．マネジメント改革のスタート

1995年度の事業計画と、復典に向けての中期目標を、以上のように述べてきたが、それを前期

2年 (1995~1996)、後期 3年 (1997~1999)に分けて遂行する計画である。この復興5ヵ年計

画はそのための構想委員会を設附し、指針をつくり計画化される。これは、中 ・長期構想で2005

年まで (10年問）を見据えたもので、すなわち21世紀はどんな世紀なのか、その時生協の役割は

何か、などの検討が必要と考えられる。2000年という節目、コープこうべの創立80周年 (2001年）

という直要な期間に当たる。この委貝会は95年10月に開始され、約 1年がかりで構想される予定。

復旧・ 復典に向けて、さまざまな策が講ぜられたが、緊急対策本部や 2月 1日からの 「コープ

こうべ復典会議」などの決定事項が緊迫した中にあっても功を奏し、立ち直りを一陪早めること

ができたのは、 一つには組合員をはじめ、行政、取引先などと

綿密な信頼関係にあったことは言うまでもない。二つには理事

会や役員の強力なリ ーダーシップが発揮されたからにほかなら

ない。

その中で我々職員の意識改革こそが創造的復典をなし遂げる

最大要因であることが強調された。

重要会議の都度発行された 『トップコミュニケーション』か

ら、主としてマネジメントに関するものを抽出した。ここに多

くの教訓が含まれているからである。

【rトップコミュニケーション」は、コープこうぺの職員向けに、増田大成専務

理事 （現副組合長）名で発行されたものである。要約、文責は編集担当l

(1)復興とは、まった＜祈しいものを削造すること

復興は、同じ姿に戻すことではない。

副組合長理事 増田大成

TOP COMMUNICATION 

Vol.2 '95年 1月30日発行

今回震災では、全国の生協の仲間から物心両面にわたる多くの支援をいただいた。こ

れらの応援に我々がどれほど支えられ、勇気づけられたことか。心の底から感謝したい。

これまで我々は、どちらかというと支援する側だった。しかし今同、支援を受ける側の

立場に立って、人の情けの温かさを心に染みて感じた。

我々は確かに施設や装備など多くのものを失った。しかし、本当に大切なも のは失っ

ていない。 1万 3,000人の職員は、コ ープこうべの最大の財産である。この職以がこれ

まで祖えてきたノウハウとスキルはしっかり と残っている。これらのパワーと生協運動

に携わる者としてスピリッツを燃え立たせれば、早期に復興できるのは間迎いない。ま

た、その決慈を今こそ固めなければならない。

この出而しに際して我々が肝に命じなければいけないことは、これまでの旧態依然た

るものの一切を壊さなければ、新しいものは築けないということだ。全職員が白分の中

に残っている古いやり方を全て捨て去らない限り、新たな発展はないということをし つ

かり認識すべきである。復典というのは同じ姿に戻すことではない。山に登る追はひと

つだけではないように、いろいろなアプローチの仕方があるはずだ。新しい発想と新し

い行動こそが未来につながる追である。復典とはまったく新しいものを創造することだ。

職員一人ひとりがこのことをし つかりと 白貸して、それぞれの立場で、組合且のために

何ができるか、あるいは何をしなければいけないかを考えなければならない。すなわち、

今我々がやろ うとしていることは、 「創造的復典」である。
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(2)人材育成が復腕の鍵

“復典は人づくりから”を合い言菓に様々なマネジメント改哨をはじめ、震災を契機に組織の

一新を図り、新しい生協づくりをめざしている。

なせ協同学苑に仮本部を設置したのか TOP COMMUNICATION 
Vol.3 '95年 2月6日発行

コープこうべの74年間の歴史の中で、何度か大きな被害を受けたが、本部が住吉の地

を離れたことは一度もなかった。 2月 1H、協同学苑に本部を移し、本格的な復典に向

けての取り組みを開始した。

なぜ住吉から離れて本部を三木へ移したのか。それは協同学苑に適当な体育館があっ

たからというような単純な理由からではない。これは、コープこうべの再典のエネルギ

ーの根源は職員の力にかかっているからだ。知識、技術だけでなく協同の精神を身につ

けた全人格としての生協人がそれを成し遂げられるのである。人材の育成こそが再輿の

鍵を握っている。だからこそ、人材育成の場である協同学苑に本部を設附した。この協

同学苑で我々に残された最大の財産である「人材」と 「理念」にいちだんと磨きをかけ

て、さらに精錬された人間集団となって住吉に帰る。捲土重来、数年後には必ず、コー

プこうべ発祥の地、神戸住吉に本部を再建する。そして、その日のコープこうべはこれ

までの延長線上に復元された古いコープこうべではない。まったく新しく生まれ変わっ

たコープこうべである。我々はその大変革への道程の第 1歩を今踏み出したのである。

新入職員入所式

'95年 4月3日（協同学苑）

(3)21 llt紀に向けた新しい生協述動づくり

この焼け跡か我々の新たな出発点 TOP COMMUNICATION 
Vol.4 '95年 2月21日発行

悲惨きわまりない震災の状況の中でも、人々は助け合い、いたわり合ってi知らしの立

て直しをはかっている。全国からの熱い支援に支えられ、神戸は今、白分の力で廃墟の

上に立ち上がろうとしている。っち音を評かせながら、復典への道のりを確実に歩みは

じめている。

職員に激震地の跡を歩いて見てもらっている。須磨から西宮まで、焼け落ちた木材の
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匂いが立て込める中を、実際に歩いて、

自分の目でしつかりと見てほしい。その

時はまだ息があったかも知れない人を閉

じこめたまま炎に包まれた家屋の跡や瓦

礫の山と化したピルディングなど、様々

な光景を瞼の裏に焼き付けて、そして、

そこで何かを感じとってほしい。何を見

るか、何を感じるか、その人の眼力によ

るが、最低限、被災者と共感できる気持

ちだけは持ってもらいたい。この焼け跡

が我々職員の生協迎動者としての原体験

になるはずだ。今我々が何をしなければ

ならないのか、何ができるのか、確信が持てるまで、焼け跡に立ち続け、歩き続けてほ
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しい。

これだけ多くのものを失うと、本当に大切なものは何かが見えてくる。今年はちょう

ど戦後50年。戦後の総決鍔の年ともいうべき大きな節目の年だった。これまでの繁栄が

いかに脆いものであったか、また、助け合う心がいかに人間にとって大切なことである

のか、今同の地虚の中で身に染みて感じさせられた。新しい荘らし、新しい生き方、そ

して明日の1::1本の社会のあり方が、この廃墟の中から生まれてくるだろう 。そういった

動きの真ん中に我々コープこうべが立たなければならない。

コープこうべにとっても、職員一人ひとりにとっても、今は生まれ変わりの絶好のチ

ャンス。我々のからだに染みついた旧態依然たるものの一切を払拭しない限り、新しい

生協はつくれない。断食したあとに、以前と同じものを食べていたのでは、もとの病気

に戻るだけ。それまでの食生活の誤りを自党して、これからは何を食べればよいのか、

よく考えて健康体に戻していくことが大切。 「創造的復興」とはそういうことである。

コープ商品はゼロから作り直す。組合貝活動のあり方も根本的に見直す。建物もただ建

て直すだけでなく、生協の建物はどうあるべきか、しっかりとした考えを持ってすべき

だ。21世紀に向けて、この神戸の地から新しい生協運動をつくりあげることが、全国の

仲間からの支援に対する恩返しになる。我々が生まれ変わらなければ、その責任は果た

せない。生協がやらなければどこがするのか、自分がやらなければ誰がするのか。復興

の足どりではなく、みずからの足跡を刻んでほしい。

復興イペント「ふれあい春市」
'95年4月15日・16日
（西宮スタジアム）

(4)新しい価値創造で

TOP COMMUNICATION 
Vol.6 '95年 3月24日発行

生協と屈販店との違いは何か、 このことを生協の事業と活動の内容を通して、明確に

感動を呼び起こす事業と活動を

社会へ示さなければいけない。すなわち 「生協的価値」を創造することである。

そのキーワードは 2つ。 1つは「福祉」だ。今被災地を毅っている圧倒的な芥囲気は

「思いやり 」と 「助け合い」。 今こそコープこうべが本気になって福祉のまちづくり、

福祉的なくらしづくり、福祉的な生き方を作りだしていくべき時。たとえば地震で家や

財産を失った高齢者にとって、再建は並大抵のことではない。戦後の焼け跡から出発し
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て、 30年40年苦労して築きあげてきたものを一瞬のうちに失った絶望感は計り知れない

ものがある。同じエリアで共に生きる者として、この人たちの問涵を避けて通れば、コ

ープこうべの存在意義はない。福祉的な小業をどこまで典していけるか、福祉的な活動

や商品をどれだけ作って広げていけるか。これからのコープこうべの存在価値がここに

かかっていると言っても過言ではない。

さらに大切なことは、職員自身がどこまで福祉的な人間になれるかだ。組合員との対

応の中に、どれだけやさしさや思いやりがこもっているかが重要。事業内容を福祉の視

点から組み立て直すのと同時に、職員の意識の変革も不可欠だ。ここに 2つ目のキーワ

ードの 「人づくり」がある。職員の質そのもので他の批販店とは根本的に迫うことを明

確にしなければならない。人づくりの目標は創造的復興を梢熱をもって推進する職員を

いかに育てるかだ。求められるのは 3つ。①生協人としての判断基準を持っていて、自

分で考えて動ける人。②共感性の邸い人。話し相手の中に入って、 一体となってコミュ

ニケーションできること。③新しい価値を創造できる人。既成観念に囚われず、柔軟な

発想で新しいものを創造していくことができる人間がこれからの時代においては特に重

要だ。

生協の店舗の隅々に生協らしい特色が充満し、建物や施設も弱者への配慮があり、デ

ザインの文化性も油い。商品も他の批販店にはない新しい価値を実現したものがならん

でいる。提供の仕方も迎う。職員の対応も他とは全く違うと言うように、要するに店全

体がことごとく他とは違っていなければならない。そのためには生協全体が大きく変わ

ることが必要だ。

生協がつくりだす新しい価値、すなわち思いやり、やさしさが込められた商品やサー

ピスや対応、店づくりが具体的に組合員の目に見え、耳に届き、そこで感動や喜びを呼

び起こすような事業をつくらない限り、砒販店との差別化はできない。新しい価値創造

こそがコープこうべの創造的復典を支え、 21世紀に継続して発展する生協をつくりだす

のである。

(5)まずは仕'liのスヒードアッフ

コープこうべのマネジメント改革が始まった
TOP COMMUNICATION 

Vol. 7 '95年 4月15日発行

これまでのコープこうべのマネジメントスタイルは、問題の発見がまずあって、その

問題を月単位で処理するというやり方を基本としてきた。しかし、今Rの状況を考える

と、問題発見ではなく、むしろ問題を創造していくことが必要なのであり、この間題を

粕極的、計画的かつスピーディーに解決していくことが求められている。そのためには、

マネジメントのサイクルも月哨位から週単位に転換していかなければならない。

震災から 3ヵ月間、我々は目の前に山栢する課題、次々と起こってくる問題の処理に

追われてきた。だが、これまでのような問題処理型の方法を続けている段階はすでに終

わっている。

ここで今一度、自分たちの仕事の仕方を反省する必要がある。我々のこの間の対応は

どちらかといえば、粗雑に流れていなかったか。撓倖を実力と勘違いしたり、打った手

の成果だと廿い自己評価をしていないか。ここを間違ったまますすむと危険なことにな
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ってしまう。これから始まる本格的な「創造的復典」は、このような姿勢では成し遂げ

れない。新年度に入った今、大きな反省の上に立って、再度みずからの姿勢をただして

いきたし ~o

問題処理型から問題創造型マネジメントヘの転換というのは、日々発生する問題への

対応にただ追われるのではなく、現在直面している状況や取りまく環境をしっかり見つ

め、その中から我々の取り組むべき新たな課題を設定し、それに対して創造的に取り組

んでいくことである。能動的かつ攻繋的に課題に挑戦していく気風だ。指示や命令を待

つまでもなく、自発的、主導的に動く仕事集団に変わらなければいけない。

「PLAN• DO • SEE」のサイクルをマンス リーからウィークリーに変え、スピード

を上げていくことが大切である。

澤

□[
「ふれあい春市」にて

(6)削造的復典完遂のために

95年度機構改革のめざすものは何か
TOP COMMUNICATION 

Vol. 9 '95年 6月3日発行

今同の機構改茅の意義を理解するうえで大切なことは、あくまでも1995年度の機構で

あって、 1994年度でも1996年度でもないということ。すなわち1995年度にコープこうべ

は何をするのかという目的意識をしっかりと反映させた機構であることをまず理解すべ

きである。 言うまでもなく、コープこうべの創造的復興をやり遂げるために組織された

業務機構である。

機構改革の大きなボイントの 1つ目は、理事長 ・組合長 ・副組合長の経営トップ体制、

2専務制、役具を本部長とする本部制の継承など、理事会体制の変更。常任理事会一丸

となってコープこうべの業務執行に大きな力を発揮できるようにしたいという意志の表

明である。

2つ目は教育学習本部の設笛。職日 ・組合員の教育に関しての貢任と体制を具体的に

つくったということ。 創造的復興は人づくりから始めると言ってきた。職員全員が徹底

した学習をもう一度やり匝すべきだと痛感している。現在 ICAにおいて協同組合原則

も改訂がすすめられているが、 21世紀に向けてもう一度 “協同組合とは何なのか” “我
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々は何のために生協運動をやっているのか”と問い直す必要がある。組織全体と個人が

自らのアイデンティティを深く問い直し、運動者としての信念に磨きをかけ直さなけれ

ばいけない。技術についても同様である。そうでなければ、創造的復典は人づくりから

始めるという決意は絵空事になってしまう 。

3つ目のポイントは、商品部 ・事業部 ・地区本部の関係を思い切って改革をして整理

をしたこと 。 簡単に言えば、商品本部は、商品を調達する•新しい商品を開発するとい

う 「商品力」を徹底して強化しようということだ。商品力こそ組合員満足にとって最大

の武器である。事業本部は供給とオペレーション、すなわち供給ということについて最

大の責任を持つ。事業本部に全買任を集中させた。これまで地区に配罹していた事業統

括部長も事業本部に移管した。

地区本部、店舗など第一線は何をするところか。こここそが組合員満足を実現させる

ところだ。いい商品を並べ、買いやすい売場をつくらなければ、組合員満足は実現でき

ない。オペレーションの合理化をすすめて、可能なかぎり仕事のしやすい状況をつくら

ないと組合員満足につながらない。あるいは、職員への教育をすすめてサービスの向上

につなげなければいけない。これらすべての取り組みが完結するのが店舗であり、協同

購入センターである。

4つ目のポイントは、くらし創造本部の設置。組合員のくらしを立て直していくとい

う、この任務を真正面に据えて名前をつけたのが、今回のくらし創造本部だ。

もう 1つは、広報本部。今回の震災を機に、私たちの活動は単に組合員にとどまらず、

地域社会や市民のところへと広がった。すなわち、生協がメンバーを越えた働きと影粋

力を持つようになったということ。そうなると、生協の広報活動の社会的責任はさらに

大きくなる。私たちが考えていること、やろうとしていることをもっと社会に強くアピ

ールして、生協のイメージづくりを図らなければいけない。広報機能の強化は今後さら

に重要になるだろう。

機構というのは、そこで働く人間一人ひとりの動きによって大きく中身が変わってし

まう。がんばる人は仕事をどんどんふくらませていくし、遠慮深い人は仕事をとられて

存在感をうすくさせてしまう。人間が組織の質をつくる。辞令 1枚 1枚には相応の期待

が込められている。しかし、期待以上の仕事ができるかどうかは、自分の目標をどこに

設定するかによって決まる。目標を達成しようとする努力の過程でいろんなことができ

たり、自分自身が高まっていく 。

'95年2月1日から協同学苑の体育館に移転した本部
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3．広がる連帯のカ

震災の教訓の一つとして、連帯、連携、ネットワークの重要性があげられる。全国生協の支援

や協同組合間、取引先の応援などをはじめ、組合員間の助け合いに至るまで、協同の精神と連携

の力がいかんなく発揮された。

(1)播磨生協との合併

1995年4月1日、コープこうべと播磨生協

が合併し、新生「コープこうべ」が誕生した。

1988年から播磨生協への協同購入への支援と

して、協同購入システムやコープ商品の群入

など開始した。1992年には、両生協間で事業

連帯活動の強化が確認され、店舗運営、商品

計画、組合員活動の交流などが話し合われ、

合併への具体化が進んだ。そして1993年 9月

にオープンしたコープ赤穂では開店の計画段

ー I -, ... 

l..., 

l釦必、心・ふ．

播磨生協とコープこうぺの合併談会

階から両生協が共同作業をはじめた。1994年には両生協で合併委員会が組織され、 5月には通常

総代会で承認され、 11月の総会で合併が正式に決議された。

合併と同時期にコープこうべの事業エリア拡大が動きはじめ、丹波 ・但馬 ・淡路と県下一円に

生協活動が紹介されることとなった。

『にじの友』1995年4月号

生協の合併とは人と人とが結びつき協力し合うことだ

「組合員のためにどうすれば役立つのかを考えて行動を」

コープこうべと播磨生協との間では、 '88年から協同購入-'-胆業の支援、また '93年の

コープ赤穂のオープンに際しての共同作業と商品や運営、組合員活動など、さまざまな

分野で協力関係を築いてきた。昨年5月には、それぞれの通常総代で両生協の合併の方

向を提案し、さらに秋には総会を開いて、合併について止式な承認をいただいた。そし

て、 4月 1日をもってコープこうべと播磨生協が合併した。

これで兵匝県全域で 550万の県民のだれもがどこででも同じようにコープこうべの活

動に参加してもらえるようになった。もちろんそれだけ組合員の期待も大きくなってく

る。それぞれが白分で地域社会と組合員のためにどのようにすれば役立つのかをしつか

り踏まえて行動しなければな らない。

もちろん生協の活動は規模だけで測れるものではない。しかし、生協は株式会社と異

なり、単に生協と生協が合併するだけではない。もともと、生協は人と人が協同してで

きた組織であるから、合併することは人と人とが結びつき、協力し合うことでなければ

ならない。

名称やシステムの迎営などはコープこうべのものを引き継いだ形だが、今までと同じ

ことをやっていては絶対にいけない。とくに今回の阪神大震災で多くのものを失ったが、

これを機に新しいものを創造していこうとしている。今までとは迎う“新生コープこう
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ベ”が誕生したことを認識すべきである。

「県内全域の組合員の声を集め豊かな地域社会づくりを」

合併によって、今まで別々になっていた事業の効率化が図れるとともに、兵庫県全域

の組合員の声を集められ、商品の安心 • 安全はもとよりプライスリーダーとしての役割

をより強化できる。

そして、このことによ って組合員の経済的、文化的生活の向上をはかるとともに、心

盟かな地域社会づくりにより大きく貢献できるのである。

例えば、取り扱う商品の位が増えることによ って、コストが軽減され、物流などの効

率化がすすみ、それが商品を安く供給できることになる。また、環境や福祉、生活文化

など組合員の活動が社会的な地位を得ることで、より広がりができることになる。

兵庫県全域に生協運動と事業が広がり、 「愛と協同」の社会づくりが実現できること

となる。

「組織が大きくなっても組合員とは身近な関係を」

現在、全国の生協でも、それぞれの地域において連帯、合併への歩みを進めている。

長い不況と経済深境の変化のなか、事業的に必ずしも順調とはいえない生協もある。し

かし、各生協ともそれぞれの地域社会と自らの組合員のために、どのようにすれば私た

ちは役立つか念頭において日毎励んでいる。この意識は非常に大切なことで、私たちも

合併で大きくなっても決して忘れてはいけないことだ。

社会にはいろいろな問題が横たわっている。福祉、深境、さらに地域コミュニティー

などの問題は大きな課題として残されている。私たち生協が消費者、生活者の立場から

何に力を入れてなすべきか抱えている課題はたいへん大きい。

経済や社会が大きく変化するなかで、今、協同組合にとって大切なことは合併はもと

より協同と連帯のさらなる具体的な推進であると思う。

各生協が事業面で連帯、そして交流を深める、また合併するだけでは、この時代を切

り開いていくことはできない。職員が組合員一人ひとりとの関係を充実させていく、こ

れが前捉にならなければ今同の合併が成功しないと思う。

新生コープこうべが21世紀へ向かって新しいスタートを切ったところだ。

（竹本成徳理事長インタビュー記事を要約。 文貢：編集担当）

(2)Kネット協lIij連術機構 (Kネット）の発足

近畿、中国、四国、東海の11生協による相互連帯である。

この目的は1)低価格、そして品質を追求した商品の開発と仕入

2)組合員に指示される高水準の店舗づくり

1第7章創造的復興に向けて

3)協同のメリットをさらに追求し、各加盟生協のレベルアップを目指す

などである。



Kネット協同連帯機構の設立 rにじの友J 1995年4月号

“協同の力で組合員の豊かな暮らしづくりを実現”

4月1日の「Kネット」のスタートは、組合員の利益をより大きくするために、近隣

の生協の仲間同士が力を合わせて、共同の事業をすすめようとしてつくった連帯の組織

である。そうしたKネット設立の背景と意義について、 Kネット代表幹事の増田大成専

務理事（現副組合長）は語っている。

「変わってきた私たちの暮らし方」

「Kネット」設立の背景には、まず、私たちの荘らし方の変化がある。

生活者の生き方、葬らし方が、今大きく変わりつつあり、その要因としては、バプル

経済の崩壊とその後の不況。また、今年は第2次世界大戦後50年という節目だというこ

と。終戦から立ち上がり経済成長期を経て今日に至っているが、私たちは、この50年間

の経らしの洗い直しを行っているのではないか。 「本当の豊かさとは何か」を問い直し、

とくに心の盟かさや福祉、環境について、かつてない問題意識と関心が持たれている。

今回の大きな震災で私たちは非常に多くのものを失った。失うという悲痛な体験を通

して、 一方では、本当に大切なものと、そうでないものがよく分かるようになってきて

いる。

「組合員の望んでいることを実現」

こういった組合員の荘らしと意識の変化に、十分こたえられる商品づくりと供給活動

を生協は行っていかなければならない。

また、これらを組合員の立場からつくりあげていくことが生協の大事な役割であり使

命だ。組合員の 「代理」として、組合員の望む商品や供給活動をつくり出していくこと

が、生協の本来のあり方だからである。

Kネットの加盟生協には、まだ店舗を十分に展開できないところもあり、 「協同購入

だけでは不便なので、店舗がほしい」という組合員の要望は強ま ってきている。そこで、

加盟生協がそれぞれの力をさらに邸めることによって、店舗開発の可能性が大きくなる。

商品の仕入や開発を行う場合も個々の生協がそれぞれに行うより、お互い力を合わせれ

ば、より組合且の望む商品をつくり上げていくことができるようになるなど、さまざま

な分野で“協同の力”の発揮が可能となる。

「生協を取り巻く流通戦争の激化」

Kネット設立の2つめの背娯は生協を取り巻く競合の激化である。大手の流通資本は

もちろん、最近では地方のスーパーが勢力範囲を拡大し、大手流通に勝るとも劣らない

強敵となっている。

また、規制緩和のなかで、流通業界は新しい業態の開発を行い、激しい出店競争を行

っている。各地の生協は、これらのスーパーと兵っ正面からぶつかり合っているが、厳

しい流通戦争のなかで勝ち抜いていかねば、生協運動が後退してしまうだろう。そこで、
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各生協では危機感が邸まり、近隣の生協が力を合わせようということになった。

「全国ですすむ生協同士の連帯」

ここ数年間で全国の生協が地方ごとに連帯をすすめてきているという点である。

市民生協の多くは、創立以来20年から30年の歴史を刻み、飛躍的に発展してきた。21

世紀に向けても、その歩みをゆるめることなく、組合員の荘らしの向上に貢献し続けな

そこで、 北関束、東海、九州といった地方ごとに近隣の生協による事

1生協 l都道府県内の事業活動の

ければならない。

業の連帯がすすんできている。今回のKネットでは、

枠を超え、近隣の生協同士の相互連帯を実現していく党悟である。

文費 ：編集担当

4．被災者や組合員のために

組合員の自主的なさまざまなポランティア活動とともに、コープこうべとしても、多くの活動

を展開した。緊急物費の提供、配送をはじめ、炊き 出し、風呂の解放（ふるさと村と協同学苑）、

避難所 ・仮設住宅の訪問（協同購入センターや新入職員）、避難場所や逍体安附所、仮設住宅受

付所、案内所、罹災証明発行、解体中込場所として行政等に施設の提供をした。また用地の貸与

（生活文化センターやシーア駐車場など）の他、各事業所ごとのポランティア活動や救援活動は

数えきれない。その他、少しでも 「まち」

サートやイベントなど数多くの取り組みが繰り広げられた。

をきれいにしようとクリーン活動を展開、 そしてコン

以下そのいくつかを機関紙 rきょうとう」で紹介します。

'95年3月7日号

避慧所での炊き庸しと憤災應の総訪1111
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か
け
で
、
地
域
を
↓

t
r
"油
ね
て
ル
さ

祁
Ji
．
外
人
、
ホ
八
地
区
の
雑
へ
＂
ま
し
た

、
メ
ン
パ
ー
は
ら
ら
ば

H
と
載
貝
約
し
白
人
が
社
戦
所

っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
H
の
玲
人

で
あ
る
珀
か
戌
西
の
小
9
f校
の
や
永
の
中
の
片
づ
け
、
マ
ン
シ

佼
庭
で
炊
さ
出
し
を
し
．
珀
収

9

．
く
の
四
附
よ
で
の
水
述
ひ
な

兵
爪
‘
廷
田
区
の
稔
劫
問
を

L

ど、

4
ぐ
で
ヽ
る

r伝
い
な
ど

て
屯
見
や
屯
屯
を
聞
さ
ま
し
た
を
す
る
と
と
も
に
、
人
9
な
JJ

tハ
11の
似
布
小
{
f校
で
は
、
の
必
必
な
ガ
レ

4
の
111人
な
と

炊
さ
出
し
妍
が

rヒ
tj食
分
の
の
羹
吃
を
間
さ
取
り
よ
し
た
。

、

仔

と

、

そ

の

場

で

刻

ん

た

新

参

加

行

か

ら

は

：

だ

た

ら

に

＿L
 

r

"

な
サ
ラ
ダ
ミ
百
食
を
手
際
良
で
さ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
も
っ

―

熱
々
の
霧
it干

m貪
と
斬
鱗
な
野
菓
サ
う
ダ

く
巾
環
寒
空
の
卜
｀
逍
籠
し
と
お
千
仏
い
し
た
い
」
と
い
う

m貪
を
準
・

頃
冷
R
の
仮
＂
小

r校
を
て
い
る
人
々
に
文
ば
れ
よ
し
た
。
咄J

也
が
聞
か
れ
よ
し
た
。

1第7章創造的復興に向けて



'95年 4月18日号

ア→賣．！1
這心 街とくらしの復興をめざして

恩いやりと助け合いにささえられた心豊かな街に

コ
ー
プ
こ
う
べ
で
は
｀

「私
た
ち
の
街
｀
私
た
ち
の
力
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
渇
げ
て
、
く
ら
し
の
復
興
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ

ら
に
、
人
々
が
お
互
い
に
思
い
合
い
｀
助
け
合
う
よ
う
な
街
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、

各
地
で
ふ
れ
あ
い
の
場
を
つ
く
る
な
ど
、
心
の

復
興
を
は
か
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

“漏―--し-地蟻住民など約3万人が参加し、にぎわったrふれあい市民の集いJ

（須舒海沿で）

終
了
後
は
、
全

U
で
須
府
海

岸
を
清
掃
し
ま
し
た
。
参
加
し

須
磨
で
「ふ
れ
あ
い
市
民
の
集
い
」

三
月
二
十
五
日
、
須
府
海
岸
た
組
合

U
か
ら
は
、
「
全
国
か

で
、
「
明
る
＜
元
気
に
共
に
助
ら
生
協
の
仲
間
が
や
っ
て
き
て

け
合
お
う
／
．
ふ
れ
あ
い
市
民
元
気
づ
け
ら
れ
た
」
「
滋
岐
う
ど

の
集
い
」
（
主
催

・
コ
ー
プ
こ
う
ん
な
ど
名
物
を
食
べ
て
、
体
も

べ
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
心
も
温
ま
っ
た
」
な
ど
の
感
想

地
域
住
民
な
ど
約
三
万
人
が
参
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

各
地
で
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く

「
全
国
う
ま
い
も
の
市
」
と
し

E[[X
 

て
｀
四
月
一
日
発
足
の
「
K
ネ

ッ
ト
協
同
連
帝
機
楕
」
に
参
加

の
近
隣
八
生
協
が
各
地
の
名
産

品
の
屋
台
を
出
店
。
生
協
ひ
ろ

し
ま
の
広
島
焼
や
コ
ー

の
陶
器
市
な
ど
に
は
大
き
な
人

垣
が
。
ヨ
ー
ヨ
1
つ
り
や
金
魚

す
く
い
な
ど
の
緑
日
大
会
が
子

ど
も
た
ち
の
人
気
を
集
め
ま
し

-
J
o
 

f
 ま

た
、
各
種
模
擬
店
や
も
ち

つ
き
大
会
、
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
コ
ー
プ
こ
う
ぺ
で
は
二
月
か

ー
や
ス
テ
ー
ジ
で
の
ピ
ン
ゴ
ゲ
ら
三
月
に
か
け
て
各
地
で
、
「
復

ー
ム
や
劇
団
に
よ
る
公
演
も
。
興
へ
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ

劇
や
踊
り
な
ど
で
、
栞
し
い
ひ
ー
ト
」
を
開
悩
し
ま
し
た
。

と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
た
。

プ

ロ
の
劇
団
や
音
楽
家
の
協

カ
で
、
被
害
の
激
し
か
っ
た
地

域
を
中
心
に
、
公
演
。

秋
田
の

歌
舞
団
「
わ
ら
ぴ
座
」
は
二
月
中

旬
か
ら
の
べ
八
日
間
、
長
田
区

や
須
磨
区
、
西
宮
市
、
淡
路
島

の
避
難
所
な
ど
で
、
た
い
こ
ゃ

踊
り
で
被
災
地
の
人
々
を
激
励

し
ま
し
た
。

ま
た
、

束
灘
区
の
生
活
文
化

セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
ャ
ン
ソ
ン

や
オ
ペ
ラ
、
ピ
ア
ノ
や
パ
イ
オ

リ
ン
の
演
奏
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
閉
価
。

滴
員
の
参
加
者
た
ち
は
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
公
油
は
、
の
ぺ
六

十
回
に
（
三
月
未
現
在
）
。
コ
ー

プ
こ
う
ぺ
で
は
、
こ
の
活
動
を

さ
ら
に
す
す
め
る
計
画
で
す
。

'95年5月16日号

州填沿酎糟

-帽醐冒湯•渭噴99··―
ふれあい春市
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99 
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特穀ステージでは、ミニコンサートなどの催しも（阪急1町窮スタシアムて）

街とくらしの
復興をめざして

震
災
か
ら
三
カ
月
が
経
過
し
、
被
災
地
で
は
ガ
ス
、
水
道
、
電
気
の
復

旧
な
ど
の
緊
急
支
援
か
ら
｀
日
常
生
活
を
取
り
も
ど
す
た
め
の
長
期
的

な
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ー
プ
こ
う
ぺ
で
は
、「
私
た
ち
の
街
、

私
た
ち
の
力
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
褐
げ
て
、
ふ
れ
あ
い
の
場
を
つ
く

り
心
の
復
興
を
は
か
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
各
地
で
展
開
し
ま
す
。

新
し
い
r
扶
け
合
い
」
r
協
同
」
の

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す

内ののみンは三テ 市宮電春―1

を 卜 催 ず サ ‘ カ イ ニ 民市鉄市 1}i四 10西
中 ―．しき．Iア所ア R が― -L と 万宮
心牛がさトグにが問参でが - : - - 森 月 5で
と協行んやネ設‘で加

l;fl阪王十

しやなの ‘スけ会千し
か’‘,1itら五 千復

一 心： ・ し
た茂わ歌元

、 人 興

各 二 れと
宝 ・ら場人ま 1t!，Igコの十 でイ
塚チれ整をし約＇， 1．復 六

コ地まサ ャた理超 f・トス？ 旧l に ベ
I区しイスンスな又℃ •Jj ・ク9 - • 、日 ぎン
プ＾ f・ン
ク の

プ<西℃＾ I 

のテどる 万／つふ — わ卜
各’出•土 = ・ 、 Iでポ 干アベれ一 -
只 近な大ニジ活ラ 人全阪あ

B つ
会芭隣と‘浦コで蹄ン の西．急し、 Ill!

゜を兵か ク私 金 三 売 I 力 たり加も力 長る市地が
美叩け四 I
し ‘ー

）た と十 J-のいなぇ．にした 1 まいさやか‘
< i斤 し、互 1ち さ九釜 尤な iさと＇家たち教た行と各ら歴

せ万の 上 fー の 5矢矛!lの室‘列味 且台
す苗芦ト ン の て円一金しズ 祖成で合人なスが自地 I・共を
る の 澄 二 作街 いを部全た合煎楽且気と‘タ

の J§.

ク J‘U 滋 を た‘を額チ貝 ヵ、をもン
良゚名し出

’J R 住か だ災合とャの
f 碍もし~集行プ の 啓 ョ

±,, 
9 15R LI ら

に美 き害わ 出 ＇）み間むらめなラ コ ';.-uと野
ン因-‘ご： 500し ま復せ臭テな、かこ＇さまわ＇） ＇ど 11.菜

大辺ハ
1 人く す輿た多ィされと→しれ 1 ナ集とや

作 て
甲 ヒ °の約加 lんまが久 f‘ や 1めれ釦

戟，→迅日 義 ― 者パ↓→ しでし !tサに笙産を・

ロ［口］〗／；きふ53:
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'95年 6月6日号

ボランティア公演
3カ月で90回を超える
開催

全国の生協からの
義援金9億円を

兵庫県災害対策本部に贈呈

貝原知事に手渡される轟援金

五
月
十
二
日
、
兵
庫
県
庁
で

全
国
の
生
協
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
義
援
金

が
、
兵
庫
県
災
害
対
策
本
部
に

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
二
百
八
十
七
生
協

・

団
体

・
個
人
か
ら
四
月
＝
＿十
日

ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は

十
一
憶
二
千
七
百
九
万
二
千
九

百
七
十
三
円
。
そ
の
う
ち
九
低

二
千
七
百
九
万
二
千
九
百
七
十

三
円
を
兵
庫
県
に
贈
呈
し
ま
し

こ
。
t
 

募
金
し
た
組
合
貝
を
代
表
し

て
阿
部
よ
し
子
さ
ん
（
コ

ー
プ

か
な
が
わ
理
事
）
、
沼
倉
優
子

さ
ん
（
み
や
ぎ
生
協
理
事
）
、
谷

= ？•鳳1,i- 1 て様サ内シ‘ノプ~て

r響のふれあいコンサート」でクラシックプ五き ° I容 Iタ イば少
を演賽 セ月ま地卜、はア l ア‘し

ン十し域 でや公とで
I lほクトし人をあ夕四 た の 人 健 行 生 演 し 、 ヽ も
ク ク か ラ ‘ ま の 開 い 1 日゜組形康な活 L.. 心
を卜‘シギし組催コで‘ 合劇相わ文が2の
熱リモッタた合‘ン-,西 只 な 談 れ 化 各 で 復
唱オダク l °貝約 春 宮 にどかまセコ
°がン演にフが百

サ
の北喜 らしン

っ興
当 フ フ 奏 よ ル 参 二 iふ口 ば爵コ t・タプ

1ホ t-

て
ラ役

日オオのる 1加十 L.. れコ れ多ン ＼セン立

て公 をぱてはシ回康 でまポがでと 参る会
実演参行い楽 三 1の法はしラ中はシ

施者質
ま茄ぉ場

なまし月ア公入‘たン断 ‘l た者でで
でや いでも十力演門 ＝ °テ°被ア‘にんは
き講はまに‘
た師無し四 L..

っ九ルを講万生ィ六災力生好のポ

もの杜た十か
日チし座七活ア月のル活評、 ラ
のャま L..

の好 °四ら-, 1 しか
日文公のたチ文で誓ン

で意い 回五絵プ f.:.ら-,
の化演開めャ化し出テ

す に ず の月をラで四気ン
七を講定 1

実ま期プン
セ t-;しィ

もア
°よれ 公い描ザま十功夕施で講ラタ あに

つも 滅ついで t• 八健 I し‘座ザ 1 り、よ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
協
同
の
苑
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
」が
開
設

美
代
子
さ
ん
（
お
お
さ
か
パ
ル
『

コ
ー
プ
副
理
事
長
）
な
ど
生
協

か
ら
十
二
人
が
列
席
し
、
竹
本

成
徳
日
本
生
協
連
会
長
（
コ
ー

プ
こ
う
ぺ
理
事
長
）
か
ら
貝
原

俊
民
兵
庫
県
知
事
に
目
録
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
貝
原
知
事
か

ら
は
、
「
被
災
者
の
た
め
に
有
効

に
使
っ
て
い
き
た
い
」
と
謝
意

が
迩
べ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
残
り
の
二
位
円
に
つ

い
て
は
、
大
阪
府
と
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
に
そ
れ
ぞ
れ
一
億

円
賠
呈
し
ま
し
た
。

七
月
二
十
八
日
、
束
灘
区
向
洋
町

に
特
別
茨
護
老
人
ホ
ー
ム
「
協
同
の

苑
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
」
が
竣
工
し
、

八
月
一
日
に
施
設
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
樅
祉
法
人
「
協
同
の
苑
」
は
、

コ
ー
プ
こ
う
ぺ
の
支
援
の
も
と
、
九

-
1
年
に
設
立
さ
れ
、
r
愛
と
協
同
」の

梢
神
を
大
切
に
、
助
け
合
い
の
札
会

の
実
現
の
た
め
の
が
一
歩
と
し
て
六

甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
、
特
別
投
設
老
人

ホ
ー
ム
の
建
設
を
す
す
め
て
さ
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
は
十
四
隋
建
て
の
一
、

二
陪
部
分
を
占
め
、

一1
干
丘
百
，
m
の

広
さ
。
一
附
は
居
室
が
七
室
、
リ
ハ

ピ
リ
宅
｀
浴
室
な
ど
を
設
凶
、

二
階

は
居
室
が
二
十
室
、
デ
イ
ル
ー
ム
屎

食
党
、
浴
室
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

特
別
梵
浅
老
人
ホ
ー
ム
（
定
且
六

十
人
）
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
定
貝
ニ

十
人
）、
デ
イ
サ
ー
ピ
ス
（
定
具
一
日

二
十
人
）
を
社
会
福
祉
巾
業
と
し
て

活
動
し
ま
す
。

（
詳
し
い
内
容
は
、
『
き
ょ
う
ど
う
」

九
月
＿
週
号
に
掲
載
し
ま
す
）

'95年9月5日号

合唱に平和への願いをたくして
r平和と復興のつどい」に1,200人

八
月
四
日
、
親
和
学
園
（
灘
や
コ
ー
プ
こ
う
ぺ
の
粗
合
且
親

区
）
で
「
平
和
と
復
興
の
つ
ど
子
約
四
百
人
が
い
っ
し
ょ
に

い
」
を
開
催
、
組
合
貝
な
ど
約
『
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ
て
き

千
二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
た
ビ
を
合
唱
し
ま
し
た
。

紙
ふ
う
せ
ん
に
よ
る
「
平
和
•
最
後
に
、
同

つ
ど
い
の
実
行

復
興
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
続
き
、
委
貝
の
藤
田
智
子
さ
ん
が
「平

竹
本
成
徳
コ
ー
プ
こ
う
ぺ
理
事
和
へ
の
思
い
が
コ
ウ
ペ
か
ら
世

長
が
「
二
度
地
獄
を
見
た

・
ヒ
界
へ
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願

ロ
シ
マ
と
コ
ウ
ペ
を
体
験
し
う
」
と
「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ざ
と
題
し
て
講
演
。
ま
た
、
ジ
」
を
力
強
く
読
み
上
げ
ま
し

関
東
地
区
の
生
協
組
合
只
親
子
た
。

今
年
は
被
燥
五
十
年
、
コ
ー

プ
こ
う
ぺ
の
組
合
貝
親
子
百
匹

十
八
人
が
、
広
島
と
長
崎
の
平

和
の
旅
に
参
加
し
、
平
和
へ
の

願
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

広
島
へ
は
八
月
五
、
六
日
に

百
十
九
人
が
参
加
。
原
爆
資
料

館
見
学
の
あ
と
全
国
の
組
合
只

が
つ
ど
う
「
⑮
ヒ
ロ
シ
マ
虹
の

ひ
ろ
ば
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

翌
六
日
朝
に
は
、
広
島
平
和

公
園
で
行
な
わ
れ
た
、
広
島
市

主
催
の
第
五
十
回
平
和
記
念
式

典
に
参
加
。
午
前
八
時
十
五
分

の
「
平
和
の
鐘
」
の
音
を
合
図
に

参
加
者
全
貝
が
黙
と
う
を
捧
げ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
公
園
内
の
「
原
爆

の
子
の
俊
」
や
「
教
師
と
子
ど
も

の
碑
」
な
ど
の
慰
霊
碑
を
め
ぐ

り
、
二
度
と
戟
争
が
起
き
な
い

ょ
う
に
と
の
思
い
を
強
く
し
ま

し
た
。ま

た
、
八
月
八
、
九
日
に
組

合
貝
親
子
二
十
九
人
が
長
崎
平

和
の
旅
に
参
加
し
ま
し
た
。
日

赤
長
崎
原
爆
病
院
を
訪
問
し
被

爆
者
を
見
鐸
い
ま
し
た
。
長
崎

市
民
会
館
体
行
館
で
開
催
の

r
郊
ナ
ガ
サ
キ
虹
の
ひ
ろ
ば
」
に

参
加
。
九
日
に
は
、
平
和
公
園

で
原
爆
資
料
館
を
見
学
し
平
和

記
念
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

広
島
•
長
崎
平
和
の
旅
に1
4
8
人
が
参
加
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'95年II月7日号

仮設住宅の中に開店したコープミニポートアイランド

聾勺謬;:1

コープ憤尾は駅前ショ ッピングセンターの核店鯖と して開店

＾●ぶ・ 配-4砕占
旧店鰭の南東400メートルに改築オープンしたコープ浜芦屋

コ
ー
フ
ミ
ニ
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
が
開
店
、

コ
ー
プ
横
尾
、
コ
ー
フ
浜
芦
屋
が
改
築
オ
ー
プ
ン

九
月
三
十
R
、
コ
ー
プ
ミ
ニ

ボ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
が
開
店
し

ま
し
た
。
こ
の
店
舗
は
、
阪
神

大
震
災
で
被
災
し
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
内
の
仮
設
住
宅
に
入
居

中
の
組
合
且
の
み
な
さ
ん
の
生

活
を
さ
さ
え
る
た
め
、
第
二
期

埋
立
地
に
開
設
。
同
地
に
は
千

九
百
六
十
戸
の
仮
設
住
宅
が
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
隣
に

店
舗
が
な
く
、
不
便
な
状
況
に

あ
り
、
組
合
員
か
ら
出
店
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。
開
店
当
日

は
千
七
百
人
を
超
え
る
来
店
が

あ
り
、
食
品
の
ほ
か
布
団
ゃ
ミ

二
観
葉
植
物
な
ど
が
好
評
で
し

.
)
0
 

t
 

ま
た
、
十
月
六
日
、
地
下
鉄

妙
法
寺
駅
前
（須
磨
区
）
に
建
設

が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
シ
ョ
ソ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
リ
フ
ァ
ー

レ
横
尾
」
の
核
店
舗
と
し
て
コ

ー
プ
横
尾
が
改
染
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た

C

牛
鮮
を
は
じ
め
食
品

光
り
場
を
強
化
、
生
活
に
必
要

な
日
用
品
や
衣
科
の
品
そ
ろ
え

を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。
元
り
場

血
秘
も
こ
れ
ま
で
の
仮
設
店
舗

の
約
四
倍
（
三
千
二
十
四
平
方

メ
ー
ト
ル
）
に
な
り
ま
し
た
。

開
店
H
に
は
、
約

一
万
三
千
人

の
来
府
が
あ
り
、
「
楽
し
い
買

い
物
が
で
き
る
」
と
の
声
が
組

合
且
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
｀
コ
ー
プ
ミ
ニ
妙
法
寺
、

コ
ー
プ
パ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
は
、
コ

ー
プ
横
厖
の
増
床
改
築
オ
ー
プ

ン
に
伴
い
退
店
し
ま
し
た
。

衷
災
で
全
壊
し
、
組
合
員
集

会
至
敷
地
で
仮
改
店
舗
と
し
て

営
業
し
て
い
た
コ
ー
プ
浜
“
戸
届

は
、
十
月
ト
ニ
R
に
芦
屋
市
呉

川
町
に
売
り
楊
血
秘
を
拡
大
し

（
八
百
三
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル
）

移
転
オ
ー
フ
ン
し
ま
し
た
。
旧

店
舗
用
地
（伊
努
町
）
は
芦
屋
市

に
代
与
し
、
仮
没
住
宅
用
地
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

所
在
地

◇
コ
ー
プ
ミ
ニ
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

神
戸
市
中
央
区
池
島
南
町
］

の
］
の
1

◇
コ
ー
プ
横
厄

神
戸
市
須
底
区
横
尾
ー
の
5

◇
コ
ー
プ
浜
芦

li

芦
屋
市
呉
川
町
16
の
76
の
2
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コープこうべの主な行事

E/l 2/1 
生協本部、協同学苑に コープペルを開設

移転 2/3 
「コープこうべ災害復 CM桜ロオープン
興会議」の設四

2 2/6 
月 コープボランティア本

部設四

2/24 
コープボランティアセ

ンター始動

3/4 3/ 1 3/6 3/25 
合同慰霊祭（生文 C) 協同信用闊事務所移転 コモテック ・コウベの修講式と 「ふれあい市民の集い」須磨海

3/23 3/1 第四期開講式
戸~ • ~ 3万人参加

「Kネット」創立総会 口AYS西宮フルオー
24生協46名参加。 3期生33名を 3／ビB~3 /29 

プン
加え79名（協同学苑）

「コープ知ってる会」アワーズ

3/3 3/31 （相生市）

C苦楽図フルオープン
「兵庫県環境やさしい事業者賞」

を1日・播磨生協受寅

3 
3/10 
C北ロフルオープン 3/ 7 

月 協同購入が従来のシステムにも
3/17 どる
DAYS芦屋フルオー （配布のメームから）
プン

3/21 
C舞子仮設店オープン

3/31 
C六甲分店の C将軍

オープン

4/l 4/l 4/5 4/15~4/16 
播磨生協と合併 シーア全館オープン 「広がる仲間 ・希望の集い」合 「街と笞らしの復興 ・ふれあい

4/1 4/7 併記念（相生市民会館） 春市」 （コープこうベ ・阪急電

「Kネット」スタート C甲南フルオープン 4 /15~ 4 /27 鉄） l0万5千人参加

4/1 4/7 地区別総代会議（第6地区皮切

・95年度事業計画会議 C渦森台仮設店オープ り）

4/3 ン 4/22 

1995年度入所式(114人 4/9 賀川豊彦召天35周年塁前集会

4 入所）（協同学苑） C須磨仮設店オープン
（舞子墓園の賀川記念納骨堂）

月 4/l 4 /22~27 

KC統合（西宮・西宮
「街を美しくするクリーン大作

北）
戦」

4/26 4/27 

CLC甲南仮設店舗
「嗅民のつどい」でボランティ

で営業開始 ア活動紹介（兵庫県公館）

4／筏8
C仁川従来の場所で

営業開始

阪神友愛食品鞠入所式 5月上旬 5/7 

5 
l5人（能力開発 C) 「ポランティアコンサート」地 「れんげまつり」西区神出町

月
区中心 5/10 
5/25 「コープミニメイトマネジャー

「第12回コープこうべくらしの 研修」（生文 C)l65人全員参加

1第7章創造的復興に向けて



コープ委員会が発足

（合計1 06地域•C 委

員2.929人淡路 地

域 2懇談会）

5/12 
阪神 ・淡路大震災義援

5| 
金 (9憶2.709万円）を

月
贈呈（兵庫県庁）

助け合いの会総会」 （生文C)

5/27 
仮設住宅一斉訪閻 (KC職員

とボランティア）

5/11 
兵庫県生協連第45回通常総会

（兵庫県民会館）

5/25 
生活フォーラム「研究的視点で

くらしを観る」 （生協研究機構

主催）

5/26 
協同組合原則改訂問題謡演会

（生協研究機構主催）

5/16 
テーマ「復興計画と住まい ・ま

ちづくり」勉強会

5/El 
「まちとむらの交流プラン」

（千種町）

5/28 
「六甲アイランド復興イベンド」

5/27-5/28 
相生ペーロン祭

6/9 
第75期適常総代会（神

戸市中央体育館）

総代総数960/980参加

6| 6/12 
月 高村勧名誉理事長顧問

アルピン・ヨハンソン

賞受賞

6/9 
C御影北本仮設として

オープン

6/13 
健保会館竣工(|日研修

センター）

6/l 
「買い物袋再利用運動」環境月

間 コープのポリ袋有料化

6/27~ 7 /22 
組合1頁（復興伯）募集

6/10 
「コープグリーンネット」宝塚

コープセンターが誕生

6/17 明石コープセンター

7/ 5 神戸中コープセンター

7
月

7/5 
CM東舞子フルオー

プン

7/l 
PL法施行

7/7 
国際協同組合デー ・兵庫県記念

大会

7 /29-7 /30 
「ふれあい夏祭」 l0万人参加

（コープこうベ ・阪急電鉄）

8
月

8/1 
「協同の苑六甲アイラ

ンド」施設認可

8/4 
平和のつどい「平和 ・復興のコ

ンサート」

8
月

9/7 
CM川面オープン

9/22 
DAYS相生オープン

9/29 
C三田西オープン

9/30 
CMポートアイランド

開店

9 /20~23 
ICA創立100周年記念大会（マ

ンチェスター）

10/1 
兵庫県生協大会

（神戸文化会館）

10月

10/6 
C横尾オープン

10/12 
C浜芦屋オープン

10/20 
クレリ案内センター移

転

10/27 
リサイクル推進功労者の表彰式

（コープこうべは通商産業大臣

貧受賞）

lO/22 
「赤とんぽの里コンサート」
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震災後の店舗営業状況 ('95年 1月17日～28日）

＜コープ＞

◎フルオープン △店頭供給

0セミオープン X供給不能

店 名 1月17日 1月18日 1月19日 1月20日 1月21日 1月22日 1月23日 1月24日 1月25日 1月26日 1月27日 1月28日

山 本 X △ △ ム △ △ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ 
仁 JI( X 

゜゜
△ X △ 乙 △ △ △ △ △ 

宝 塚

゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

め ふ、 X 

゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

中 山 ム口 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
う ね の ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
安 倉 X △ △ △ 

゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

猪名川南 ◎ ◎ 定休日 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
けやき 坂

゜
◎ 定休日 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

伊 丹 ◎ ◎ X ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
や X 

゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ し

野 間 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
武庫之荘 X 

゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

塚 ロ X 

゜゜゜
△ △ △ △ △ ◎ ◎ ◎ 

園 田 X 

゜゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

斗-』 花 △ X 

゜゜゜゜゜゜゜゜゜
◎ 

大 庄 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

゜
◎ 

苦 楽 園 X 

゜゜
△ △ △ △ 乙 ◎ ◎ ◎ ◎ 

夙 JII X △ △ △ △ △ △ △ 乙 △ △ 乙

香 櫨 園 △ △ △ ム △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
甲子園口南 X X 

゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

浜 甲子園

゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

甲子園口北 △ △ △ △ X △ △ 

゜
△ △ 

゜゜北 口 X 

゜゜゜
△ △ △ △ △ △ △ △ 

甲 東 園

゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

甲 子園 中 X 

゜゜゜゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ 

浜 甲団地

゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

武 庫 JII 

゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

甲 陽 園 X 

゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

岡 本 △ 

゜゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

甲 南 △ X X X X △ △ △ △ △ △ △ 
ミ， 江 X △ △ △ △ △ △ △ 

゜゜゜
◎ 

渦 森 台 X X X X X △ △ △ △ △ X X 
浜 芦 屋 X X X X X △ 乙 △ △ △ X X 
打 出 浜 X X △ △ △ △ △ △ △ 

゜
◎ ◎ 

R l C X X X △ △ 

゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ 

鶴 甲

゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

御 早5しJ9 北 X X X △ △ △ △ △ △ △ △ △ 

摩 耶 X 

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜J...L.. ヽ 甲 X X X X △ △ △ ム △ △ △ △ 

ノ...... ‘ 甲 ム口 X △ X X X X X X X X X X 
か ら と

゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

有 野

゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

東 有 野 X 

゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

北神星和台

゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

鈴蘭台東

゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

北鈴蘭台

゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

西 鈴蘭台

゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

桜 が 丘 X 

゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

三木緑が丘

゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

月 が 丘

゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

志 染

゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

鈴蘭星和台

゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

白 JI( 台

゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

須 磨 X △ X X △ △ △ △ △ △ △ △ 

名 谷

゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

北 須 磨

゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

横 尾

゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

丸 山 △ 

゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

長 田 乙 △ △ △ △ △ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ 
サンパル X X 

゜゜
△ ム △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ 

青 谷 X 

゜゜゜゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ 

山 手 X 

゜゜゜゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ 

パークヒルズ X X X 

゜
X X X X X X X X 

大 久 保 X 

゜゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

桃 山 ムロ

゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

西 神

゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

福 田

゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

塩 屋

゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

神 稜 ムロ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
舞 子 △ ◎ △ 乙 X X X X X X X X 
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＜コープ＞
店 名 1月17日 1月18日 1月19日 1月20日 1月21日 1月22日 1月23日

朝 霧

゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ 

垂 水 東

゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

新 多 聞 △ 

゜゜゜
◎ ◎ ◎ 

高 丸 △ 

゜゜゜
◎ ◎ ◎ 

西 明 石 X 

゜゜゜
◎ ◎ ◎ 

大 蔵 谷

゜゜゜゜
◎ ◎ ◎ 

魚 住 ◎ 

゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

稲 美 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
東加古川 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
神 吉 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
高 砂 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
姫路田寺 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
姫路白浜 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
桜 塚 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
東 璧． 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
緑 が 丘 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
箕 面 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
吹 田 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
新光風台 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
泉 が 丘 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
千里が丘 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
高 槻 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
島 本 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

＜大型店＞
店 名 1月17日 1月18日 1月19日 1月20日 1月21日 1月22日 1月23日

シ ア X △ △ △ 

゜゜゜デイズ神戸西 定休日

゜゜゜゜゜゜デイズ芦屋 X △ △ △ 

゜゜゜デイズ神戸北町 定休日

゜゜゜゜゜゜デイズ西神南 定休日

゜゜
◎ ◎ 

゜
◎ 

デ イズ西宮 X △ △ △ △ △ △ 

<He. CLC > 
店 名 1月17日 1月18日 1月19日 1月20日 1月21日 1月22日 1月23日

H c 播磨 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
H C 北六甲 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
CL  C北須 磨 X 

゜゜
◎ ◎ ◎ ◎ 

C L C 甲南 X X X X X X X 
C L C 伊丹 X ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

※フルオープン：全フロアがオープンしているという意味（品ぞろえがフルではない）

セミオープン： 1階または食品フロアのみの営業

店頭供給：店頭または駐車場での営業

＜コープミニの営業状況＞

通常営業店舗数

店頭供給店舗数

完全休業店舗数

合計店舗数

通常営業店舗数

店頭供給店舗数

完全休業店舗数

合計店舗数

1月17日

42 

2 

16 

60 

月29日

58 

゜2 

60 

1月18日

55 

2 

3 

60 

1月30日

58 

゜2 

60 

1月19日

55 

2 

3 

60 

1月31日

58 

゜2 

60 

1月20日 1月21日 1月22日 1月23日

55 57 52 57 

3 1 6 1 

2 2 2 2 

60 60 60 60 

2月1日

58 

゜2 

2い『
60 60 60 

1月24日

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 

1月24日

゜゚
゜゚◎ 
△ 

1月24日

◎ 
◎ 
◎ 
X 
◎ 

1月24日

57 

1 

2 

60 

◎フルオープン △店頭供給

0セミオープン X供給不能

1月25日 1月26日 1月27日 1月28日

◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ 定休日 ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 

1月25日 1月26日 1月27日 1月28日

゜゜゜゜◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ 

゜゜゜゜゜
◎ ◎ 

◎ ◎ ◎ ◎ 
△ △ 

゜゜
1月25日 1月26日 1月27日 1月28日

◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ ◎ 
X X X X 
◎ ◎ ◎ ◎ 

1月25日 1月26日 1月27日 1月28日

58 58 58 58 

゜゜゜゜2 2 2 2 

60 60 60 60 

※2/2住吉台・ 2/3桜口開店、全店開店
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88-萬益齢2誓置ご℃？誓芍醤

'94/12末 '95/ 1末 2月末 3月末 4月1日 4月末 5月末 6月末 7月末 8月末 9月末 10月末 11月11日 94年 廻り別訪問状況

訪問軒数 訪問軒数 訪問軒数 訪問軒数 西播磨含む 訪問軒数 訪問軒数 訪問軒数 訪問軒数 訪問軒数 訪問軒数 訪問軒数 訪問軒数
前月差

12月差
3月末差

A廻り B廻り c廻り D廻り F廻り

西宮 30,542 18,372 20,148 22,712 22,712 23,505 24, 116 24,232 25,144 24,275 24,751 24,644 24,543 -101 -5, 999 1,831 5,320 5,823 5,626 5,320 2,454 

神戸東 42,135 18,535 22,349 27,059 27,059 27,825 28,259 28,721 29,815 29,549 29,053 29,177 28,803 -374 -13, 332 1,744 6,473 6,551 6,217 6,616 2,946 

鈴蘭台 20,642 17,745 17,745 18,263 18,263 18,450 18,575 18,794 18,776 18,782 18,977 18,945 18,948 3 -1,694 685 4,120 4,277 4,202 4,326 2,023 

須磨 16,518 11,997 12,413 12,875 12,875 13,767 13,978 14,060 14,293 14,323 14,477 14,583 14,611 28 -1,907 1,736 3,322 3,280 3,406 3,208 1,395 

計 109,837 66,649 72,655 80,909 80,909 83,547 84,928 85,807 88,028 86,929 87,258 87,349 86,905 -444 -22, 932 5,996 19,235 19,931 19,451 19,470 8,818 

宝塚 18,735 15,565 16,029 16,062 16,062 17,048 17,338 17,292 17,265 17,430 17,343 17,410 17,414 4 -1,321 1,352 3,797 4,011 4,246 3,884 1,476 

川西 17,059 17,065 16,970 17,024 17,024 16,727 16,758 16,777 16,880 16,858 16,841 16,912 16,917 5 -142 -107 3,819 3,943 3,994 3,865 1,296 

伊丹 17,397 16,021 16,057 16,233 16,233 16,708 16,632 16,817 16,797 16,678 16,975 16,959 16,986 27 -411 753 3,814 3,940 3,997 3,850 1,385 

尼崎 18,261 17,300 17,355 17,100 17,100 17,028 17,564 17,526 17,465 17,473 17,459 17,447 17,453 6 -808 353 3,738 3,813 3,842 4,287 1,773 

北神 8,544 8,544 8,501 8,337 8,337 8,613 8,971 9,005 9,091 9,105 9,031 9,077 9,076 -1 532 739 2,057 2,176 2,031 2,161 651 

三木 23,591 23,571 23,442 21,884 21,884 22,169 22,319 22,362 22,636 22,763 22,952 23,036 23,034 -2 -557 1,150 5,150 5,284 5,384 5,214 2,002 

丹波 12,294 12,359 12,341 12,458 12,458 12,416 12,502 12,748 13,100 13,344 13,566 13,834 13,893 59 1,599 1,435 3,011 3,296 3,376 3,250 960 

垂水 16,580 14,008 15,283 15,624 15,624 15,394 15,729 15,737 15,724 15,796 15,740 15,674 15,701 27 -879 77 3,621 3,488 3,933 3,322 1,337 

明石 29,378 27,552 27,653 28,157 28,157 28,613 29, 121 29,136 29,675 29,576 29,981 29,710 29,739 29 361 1,582 6,764 6,919 7,063 6,710 2,283 

加古川 24,830 24,012 24,012 24,366 24,366 24,457 23,886 23,865 24,078 24,312 24,452 24,566 24,482 -84 -348 116 5,473 5,623 5,624 5,481 2,281 

姫路 20,682 20,682 20,670 20,096 20,096 20,205 20,443 20,475 20,437 20,699 20,883 20,831 20,828 -3 146 732 4,901 4,707 4,744 4,758 1,718 

姫路西 19,091 19,091 19,082 18,611 18,611 18,561 18,538 18,747 18,835 18,892 18,875 18,906 18,935 29 -156 324 4,386 4,299 4,379 4,385 1,486 

但馬 6,241 6,283 6,309 6,500 6,500 6,749 7,159 7,504 7,768 7,929 8,245 8,472 8,512 40 2,271 2,012 1,921 2,020 1,984 2,149 438 

淡路 3,665 3,678 3,656 3,869 3,869 4,131 4,353 4,618 4,905 5,049 5,242 5,528 5,584 56 1,919 1,715 1,234 1,400 1,165 1,392 393 

計 236,348 225,731 227,360 226,321 226,321 228,819 231,313 232,609 234,656 235,904 237,585 238,362 238,554 192 2,206 12,233 53,686 54,919 55,762 54,708 19,479 

合計 346, 185 292,380 300,015 307,230 307,230 312,366 316,241 318,416 322,684 322,833 324,843 325,711 325,459 -252 -20, 726 18,299 72,921 74,850 75,213 74,178 28,297 

西播磨 11,218 11,218 11,218 11,218 11,218 11,328 11,473 11,516 11,607 11,530 11,667 11,702 11,709 7
 

491 491 2,819[ 2,845 2,758 2,776 511 

こうべ 357,403 303,598 311,233 318,448 318,448 323,694 327,714 329,932 334,291 334,363 336,510 337,413 337, 168 -245 -20, 235 18,720 75,740177,695177,971176,954128,808 

豊中 14,020 14,081 13,672 13,672 13,741 13,772 13,990 14,006 14,039 14,068 14,074 14,085 11 65 413 3,235 3,045 3,282 3,344 1,179 

箕面 16,346 16,304 15,866 15,866 16,190 16,300 16,298 16,389 16,361 16,648 16,626 16,578 -48 232 712 3,674 3,834 3,761 3,788 1,521 

高槻 12,937 12,598 12,098 12,098 12,537 12,274 12,407 12,317 12,342 12,373 12,466 12,478 12 -459 380 3,032 2,799 2,910 2,736 1,001 

南高槻 10,875 10,858 10,463 10,463 10,675 10,732 10,835 10,815 10,809 10,792 10,860 10,891 31 16 428 2,408 2,608 2,612 2,480 783 

吹田 11,801 11,511 11,102 11,102 11,335 11,358 11,433 11,462 11,436 11,551 11,517 11,507 -10 -294 405 2,766 2,704 2,525 2,578 934 

大阪北 65,979 

゜
65,352 63,201 63,201 64,478 64,436 64,963 64,989 64,987 65,432 65,543 65,539 -4 -440 2,338 15,115 14,990 15,090 14,926 5,418 

卜
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3
 コープこうべ関連会社の被災状況

会 社 名 主な被災内容 損害額（概算）

味コープム ー ビ ン グ ●本社社屋（山ロビル）…使用不能（賃貸） 19.1百万円

＊西宮市池田町に移転

●車両被害•••9 台（うち 7 台は修理不能）

●その他、器具・備品

闘コープフーズ ●加工センター…使用不能（賃貸） 110百万円

●加工センター機械設備（約30百万円）

●加工センター商品（約10百万円）

●加工センター設備除却（約60百万円）

●本社・直営店被害（約10百万円）

コンピューター・備品・車両など

＊新加工センター、 4 2より操業開始予定。

腕協同食品センター ●本社・東灘工場・兵庫工場損傷（明石工場は軽微） 71. 6百万円

●建物・施設（約58.5百万円）

●商品在庫（約13.1百万円）

協 同 信 用 （株 ●本社建物倒壊…使用不能（建物施設50百万円） 150百万円

●本社OA機器・備品損壊（ハード、ソフト、備品・約100百万円）

*3 1、元町に本社移転

コ プ 観 光（梯 ●本社全壊（コープこうべ本部lF) 14.5百万円

●本社リース物件 (8百万円）

●本社設備器具 (5百万円）

●本社消耗品 (1.5百万円）

*3 1、住吉南ビルに本社移転

システム物 流 （ 梱 ●各事業所、被害軽微 0.12百万円

阪神友愛食品味 ●建物・設備一部損傷 6.8百万円

コ ~ 

プ 住 宅（掬 ●本社全壊 (CLC甲南）、本社移設工事備品代 (2百万円） 3百万円

●本社OA器具（約 1百万円）

* 3 10、北区星和台に本社移転

昧コープライスセンター ●建物・設備一部損傷 6.5百万円

昧コープ環境サービス ●本社事務所半壊 0.1百万円

●本社OA器具修理代 (0.1百万円）

*2 14、住吉の新事務所に移転

（梱コープ情報システムセンター ●本社事務所損傷（六甲アイランド） 7百万円

●本社備品（約 1百万円）

●本社OA器具（約 3百万円）

●本社移転に伴う設備代等（約 3百万円）

※ 2/17、北区鹿の子台に本社移転。

計 388百万円
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分野別震災体験報告（一例）

組織供給チーム

日時 I事実項目（出来事） その時の課題と対策

1 17地震当日、各KCは 1 16（月）に入荷している、 A廻りの商品を出来る

し 何をしたか。 限り配達した。しかし施設の倒壊したKC西宮及

1 18 び西宮北では、ほとんど出来ていない。

(1 / 3) 

うまくいったことや問題点など

•その後の未収品管理の時に統一

した対応が出来た。

1. 171 KCとして今何をす •KC全体を大被災エリアと、周辺エリアに大別 ・被災地域と周辺地域の格差が大

し るのか。 した。 きく、マネージメントの内容も

1 23 

1. 221 KC全体休日返上で

し 被災エリアの応援を

1 23 行い、全戸訪問を行

う。

大被災エリアとして KC西宮、西宮北、六

甲、甲南、須磨、鈴蘭台の 6KCとした。

その他周辺エリアー~上記以外のKC

・当面の業務として、今ある商品を持ち出し、お

届けしながら、各組合員に被災のお見舞と激励、

ご無事の確認を行いリスト化した。

この時の状況は、西宮地域在住率 41.0% 

甲南六甲地域在住率 37.6% 

兵庫長田地域在住率 36.8% 

須磨区南方面在住率 42.0% 

であった。

・全KC職員が被災エリアの全戸訪問を行う目的は、

① 被災された組合員のお見舞と激励を行う。そ

して在住確認をリスト化する。

② KC職員の意識を、被災地域の組合員と同レ

ベルにする為の体感を行う。

結果、各KC職員から多くの生々しい感想が寄

せられた。

1 23I緊急センター長会議 ・センター長会議で共有化した事

を協同学苑で開く。 ①被災地域と、周辺地域に大別したマネージメ

ントを進めていく。しかし中心は、大被災を受

けた地域の業務遂行である。

各センター長は、自分で考え、自己完結型の

マネージメントを進めていくこと。

②商品確保の物流ルート（小野DC、HC北六甲、

協同学苑、コープ白浜、鳴尾浜DC) に、それ

ぞれが自分で取りに行くこと。

③ 各KCの連絡網として、 TEL、FAXによる流

れのルールを確認した。

④ 1 24~ 1 28、及び1 31~ 2 4の業務

内容を検討し確認した。

1. 24¥日東ベスト KK大阪 ・1 23~24の夜中までかけて、被災KCに納入

支店支店長、近野修 KC西宮北 1000P 西宮 1500P 六甲

様より商品部を通し 1500P 甲南 1000P KC須磨 1000Pの

てシュークリーム 合計6000Pを被災地域に無料で届けた。

6000P提供
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ちがう。この後、エリア戦略を

構築する題材となった。

・大被災エリアでは、その後当分

の間、商品の供給活動と、救援

物資の無料お届けの区別を組合

員が理解してくれなかった。

＊対応策として

原則として営業日、火～土は供給

活動を行い、日・月曜日の活動は、

県、市からの救援物資のお届けを

行うと区別した。

・全KCから被災エリアのKCに出

勤する事が大変であった。交通

の足がなく、車の大渋滞等で。

•これまで連絡がつかなかったが、

TEL連絡網で情報の流れが目に

見えて良くなった。しかしまだ

まだ60-70％位である。

・商品確保は出来るものの、必要

のない商品までどんどん入荷し、

その後処分、対策にこまった。

・ライフラインのストップした中、

又、大変つかれている組合員に、

シュークリームは大変よろこば

れた。



日時 I事実項目（出来事）

組織供給チーム

その時の課題と対策

1 /201指定休日返上の業務 ・ 1 /23 人事労政チームよりの指定休日付与中

内容の共有化 止に伴って 1/23、 1/30、2/6、2/13、

2/20、2/27の各月曜日の業務内容を以下の

通りとした。

① 県、市からの救援物資の引き取り及び被災者

宅へのお届け

② 各店舗に向けて、鳴尾浜DC等からの商品搬

入

③ 店舗フルオープンに向けての応援 等とした。

(2 / 3) 

うまくいったことや問題点など

1 /231 KC西宮、西宮北の ・鳴尾浜Kネットデポ、約 300坪X2をKC西宮 ・倉庫を急拠転用した為、水まわ

仮倉庫として鳴尾浜 と西宮北の仮倉庫として活用。頭初より建設中 り、トイレ等、不便であった。

Kネットデポを活用 の新KC西宮は 4日に稼動の予定 又、鳴尾浜から、地域までの交

1 /24 手板チラシ、 50品目

し によるご用聞き活動

1 /28 を始める。

1 /31 「め一む」ダイジェ

し スト50アイテムを発

2/4 行し、「配布、回収、

配達」のサイクルと

した。

・大被災地域版と周辺地域版の 2版に分け、チラ

シ配布、即注文を伺いその 1週間後にお届けを

する。という方式で供給活動を再開した。

伝票の発行は手書によるもので、受注集計は

「正の字」でまとめ、 FAXで発信した。

通渋滞にもこまった。

・チラシには写真もない、対応時

間も少なく、利用のしにくいも

のであった。

・手板チラシによる「即日受注」の継続と、新し ・手作業の経理事務（供給、未収

< B 4両面の「め一む」を発行。これには、切 の管理）が続いたが、それはも

り取り式注文欄を設け、翌週回収の通常サイク う大変であった。

ルとした。

・又この週より、臨時の物流体制を終了し、両集

配センターよりの搬入とした。

2/7 I受注入力を「手作業 I.これまでの手作業で行ってきた「地域担当者別 I・供給伝票の発伝の代わりに、ハ

し から」ハンデイター

2/11 ミナルの活用へ変更

l した。

3/11 

3/7 配布、 B4、8ペー

し ジ全面カラーの「め

ーむ」となる。

集計作業」をハンデイターミナルの活用に変更

し、各KCのローカルコンピューター端末から

出力を可能にした。これにより、数量、金額等

のミスは解消された。

・ 3 /14より HOSTコンピューターの稼動により、

400アイテムの対応が可能となる。以後、ほぼ

元に戻る。（システム関係）

2 /19 口座引落しに向けて、 ・12/20-1 /13の未収データーについては、 1

し 未収データーの作成 力月遅れで 3/6引落し、

2 /271協同購入センターと

してどんなボランテ

ィア活動が出来るの

か。

・ 1 /14-2 /18 1月～ 2月に手作業で作成、

4/4引落し

・ 2 /19-3 /18 3月に手作業で作成

3 /21-4 /20 自動計上

2カ月分 5/8引落し

•今しか出来ない「組合員のくらし復興を扶け

る」の支援活動を進めていく。

活動の内容は、「引越し、家の中の整理、そう

じ」等のお手伝い。

ンデイターミナルヘの入力作業

があり、作業の手間は同じ様な

ものであった。

・手作業による組合員別請求書作

り、多くの応援をもらったが、

各KCにおいては大変な作業で

あった。

・大変、組合員に喜ばれた。各地

区のボランティアセンターには

感謝の言葉が多く寄せられた。
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日時 I事実項目（出来事）

3 /10家電、家具に関する

し 商品の配達が多く、

各KCからアフター

サービスヘ配達応援

に行く。

3 /17 仮設住宅に向けた救

し 援物資（神戸市の

み）のセット作業と

お届けが始まる。

組織供給チーム

その時の課題と対策

•各地区ボランティアセンターに登録、連携

・対象者 ・大震災による被災者、 60オ以上の高

齢者及び病気、妊娠、身体障害者の

おられる家庭を優先する。

•その他

•各KCの専従係が、家電、家具等の配達応援に、

月曜日を中心に行く。合せて各KCの供給商品

は、 KC内で配達を行う事とした。

・市の依頼の中で、仮設住宅入居者に向けた救援

物資を一部各KCで引き受けた。その商品のセ

ット作業が大変で多くの人と時間がかかった。

・仮設住宅の総訪問時、又は入居前にセットした

商品のお届けを行った。

1 /241県農林・水産音いより ・六甲アイランドKCATまでオレンジ35t 

救援物資の対応 ・玉津集配センターヘキャベツ10t、白菜10t 

牛乳4t、みかん 7t、卵 5t 

各々 KCから取りに行き、各被災者宅へお届けを

行った。

1 /24 県、消防学校に救援 ・被災KCを中心に各KCが毎日トラック 2台～ 4 

し 物資を引き取り、対 台、商品を引き取り、被災された住民にお届け

2/10 応 を行った。（約トラック 100台分）

頃まで

2/6 I指定休日返上の中で、 ・県からの救援物資（トラック90台～100台）

全KCの応援に向け 毛布10,000枚、電気ポット400コ、防寒着4,000

て『救援物資のお届 枚、暖房器具500台、カイロ10,000コをひよど

けする』 り台県消防学校に取りに行き、お届けをした。

・マネジャー、チーフは所属エリアの避難所内で

の炊き出し等も行った。

(3 / 3) 

うまくいったことや問題点など

・救援物資の被災者宅へのお届け

は、大変喜ばれた。

しかし一方では、この交通渋滞

の中、ひよどりの県消防学校、

グリーンピア三木等に引き取り

が大変であった。

2 /131指定休日返上で救援 ・水10t車 2台分、発泡スチロールのたたみ、 ・コープかがわ よりの水、大変

物資のお届け、他店 県の救援物資の配送と、店舗商品の搬送及び店 喜ばれた。

舗応援を行う。 内陳列の応援を行う。

KC西宮、西宮北 それぞれ12名

KC六甲、甲南 それぞれ12名

第 5地区店舗応援 26名

第 6地区店舗応援 18名

第 7地区店舗応援 26名の応援をそれぞれ行

った。
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物流部 (1 / 4) 

日時 l事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /171• 低温物流C、農産 I 低温物流C は当日の配送停止。周辺道路液状化と 1 ・物流センター 7 カ所はストック

AM5: 46 センター、ミニデ

ポ深江・明石、深

江・玉津集配Cは

当日の出荷等作業

中。委託業者の作

出入口の橋が通行に危険な状態のため。（翌日も

御影エリアは LPガス漏れのため配送できず、 1

/19に可能な店舗のみ配送）

ミニデポ深江は配送停止。（床面傾斜、周辺液状

業されていた方は 1化のため稼働不可能）

全員無事。

品、備品等の散乱はあったが建

物設備（ソーター等）に大きな

損壊が生じなかったことが幸い

であった。（運用上支障をきた

す被害としては、ミニデポ深江

の床面の傾斜が生じたこと）

（作業者） （被害状 ミニデポ明石は当日配送可能店舗のみ配送対応し ・物流拠点鳴尾浜DC、低温物流

況） 不可能店舗分は魚住を中心に近隣のコープ店に振 Cの建物は基礎、謳体工事の耐

・低温物流C 30人 替配送した。 震性も高かったため、大きな被

建物被害少なし 害に至らなかったが周辺地や道

・農産センター15人 嗚尾浜DCは当日の作業、配送が対応できず停止 路における地盤沈下と液状化現

建物被害少なし した。（周辺道路液状化、構内作業者、ドライバ 象により、荷積み、配送業務が

ミニデポ深江 9人 Iーの出勤者が4人のみ）

建物床面傾斜

・ミニデポ明石13人

建物被害なし

・深江集配C 17人

建物被害少なし

・玉津集配C 20人

建物被害少なし

・鳴尾浜DC 2人

（常駐警備員）

建物被害少なし

六甲アイランド（低

温物流C、農産C、

食品工場）、深江浜

（ミニデポ深江、深

江集配C)、鳴尾浜

(DC、協食等）の周

辺道路、構内地盤は

陥没（液状化現象で

泥海状態）

困難となった。

．震災直後の交通不全状態（一般

道、高速道路とも）が輸送に大

きな支障をきたした。

AM6: 40 I玉津集配センターか 一刻も早い稼働にむけて、コープムービング、シ

ら各物流施設の被災 ステム物流、間口運輸関係者等と対策を協議。I 
状況を確認する。

（柳瀬）

深江TC、ミニデポ

深江が電話不通。

AMS:301鳴尾浜DCに生協職 各事業所の状況、職員の安否確認等を出勤者が対

員 8名出勤。（尚、 応したが、電話の不通で詳しく、正しい情報が得

当日の出勤者は最終 られない状況。

12名）
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物流部 (2/ 4) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /17 商品政策岡本部長よ

昼頃 り神戸市に救援物資

の出荷要請あり。

（すぐに食べられる

もの）

PMZ: 30 在庫品のうち菓子 5 当日出勤のドライバー 4人により、 4台のトラッ ・委託業者のドライバー、構内作

アイテム、 600ケー クでPM2 : 30鳴尾浜DCを出発。 業者の大半が震災地（灘、東灘、

スを神戸市 7区役所 ↓ 芦屋、西宮等）に居住しており、

宛に出荷。 目的地到着は、東灘区役所に夜中の 2: 30 (12時 家族、自宅が震災の被害にあわ

間）で最短、最長は須磨区役所に 1/19の午後 れたため、委託業務関係の出勤

(48時間）到着となった。 率は各センターとも 10~20％で

あった。

PM3: 00 「神戸市救援物資協

定」の鳴尾浜DC保

管書類を対策本部に

届ける。

午後 鳴尾浜DCのソータ

ー、コンベア等の設

備を点検し、使用が

可能であることを確

認。 1 /18より仕分

け作業を再開するこ

ととした。

夕方 商品本部を鳴尾浜

DCに設置する旨連

絡が入る。

臨時電話50回線を申

請c。l /18夜設置、）
1 /19より使用

PM9: 00 支援生協第一陣とし

て、いずみ市民生協

が来訪。

（職員 2名、協力運

輸会社のドライバー

2名及びパワーゲー

ト車 1台）

1 /18 ＊商品本部が嗚尾浜 大会議室、小会議室を充当

DC内に設置され、 夜、臨時電話工事完了 (50回線）

商品各チーム業務

開始。
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物流部

日時 I事実項目（出来事） その時の課題と対策

(3 / 4) 

うまくいったことや問題点など

1 /181＊店舗発注システム 商品部作成の割当表 (B表）にもとづき、仕分け 鳴尾側の情報システムが、ハード、

の不能のため、 ラベルを人海戦術による「カルタ取り方式」で店 ソフトとも無事であったため、ロ

RlDC在庫品の割 別の必要枚数を準備した。 (1週間後からはコン ーカル側のシステム変更と工夫に

当出荷をスタート。ピューターで自動出力できるソフトを開発し、人 より可能な限りシステム化をはか

（ソーターによる 海戦術から解放された。） れた。

店別仕分け）

＊西宮市に対し、救

援物資（毛布、水、

食器）を出荷。

＊協同購入センター

用の緊急物資の臨

時物流基地として

以下の事業所を指

定。各KCとの商品

の配送を開始した。

①嗚尾浜DC

協同学苑、 HC北六甲、姫路白浜の臨時物流基地 緊急事態のため、端緒では 4基地

に本部・地区本部の方から 2~3人の常駐担当者 の機能が統制不十分な状態で動き、

を配置し、支援物資の受け入れ、配送指示の業務 商品部を経由しない直接商品調達

にあたった。 が一部発生したため、仕入受払い

他生協応援者も各基地に入り込み、積み込み配送 管理が徹底しなかった。

の役目を担っていただいた。

②協同学苑

③HC北六甲

④姫路白浜

1 /191 *「いずみ市民」 I 2月15日までの物流での他生協支援 (30日間）

「大阪パルコープ」 21生協 人員

「コープやまぐち」 車輌

「ユーコープ事業

連合」各単協の応

援が鳴尾浜DC、

予津集配Cで支援

対応を開始。

337名

39台

交通状況が悪化のもとでの配送基

地の分散化は、物資輸送に効果を

もたらした（特に、垂水以西、北

神地域）。

各単協の支援は、日生協（関西支

所）の鳴尾浜DC駐在の担当者が

まとめていただき、支援単協、人

数、車輌台数等確認いただいた。

コープこうべ直接の支援申し入れ

は対策本部事業連帯部署ですべて

を受けつけ、日生協と連絡をとっ

た。

1 /20/第一次交通規制 (2 各配送委託会社が所轄署に「緊急許可車輌ステッ 鳴尾浜DC及び他の物流センター

/15まで） カー」の交付を申請。 の車輌に対しての規制道路の走行

「国道 2号線」「43 鳴尾浜DCは、許可ステッカー 150枚を受ける 許可にあたっては、コープこうべ

号線」の通行に「緊 （所轄署） の生活物資輸送の意義を理解いた

急車輌ステッカー」 だき（所轄署の理解）許可書を交

の許可証必要 付いただいた。

1/22I店舗発注システムの 1 /25より情報チームは鳴尾浜DCに常駐。

臨時措置として「オ 鳴尾浜DCのACOS-3400および商品マスターをベ

ーダーブックシステ ースに開発作業にかかる。

ム」の開発スタート。 （第一回目 2/1発行にむけて）

（商品政策、物流、

情報チーム）

1 /23 ニチリウ関係の企業、 4トン車持ち込みで各社 1~ 2台の応援、 2~3 装いのコープ・ニチリウ応援車は

し さとう・オークワ・ 日間ミニデポ深江、北六甲物流基地、ライス C等 地理にも詳しく、特に装いのコー

平和堂各社の配送応 へ物資輸送。 プは小回りをきかせて機敏に配送

援あり。 し、店舗にも喜んでもらった。

1 /25 装いのコープの西 各事業所 8-16台で各地区店舗への配送を応援。

し 宮・尼崎・大阪北の

配送応援あり。
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物流部 (4 / 4) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

2/8 オーダーブックシス 伝票仕分け (2/8-3/6の間に12回） オーダーブックシステムにより、

テムのスタートに伴 商品、物流チームの管理職 3~4名が交替で対応。 商品の送り込みから店舗要望の商

い夜間の伝票仕分け コープムービングに 4名の対応を依頼。 品発注に転換でき、地域状況に合

業務を開始 せた品揃ができだした。

（毎週水、木、月 発注から納品のリードタイムが 1

曜） 週間あり、スタート時は発注商品

の重複があったが、軌道にのると

円滑にすすんだ。

2 /16 ドライグローサリー フットワークエクスプレス（株）の遊休地を活用、開 播磨生協 (7店舗）を含む西方面

の西部方面店舗の配 発条件交渉も円滑にすすめられた。 24店の配送時間の安定化がはかれ

送時間の安定化に向 た。

けて「姫路デポ」を （鳴尾浜DCからの交通悪化状況

開設。 の対応策）

(2 /21より配送開

始）

2 /17 EOS発注システムの

再開にむけで情報チ

ームとの調整に入る。

(3 / 9より再開）

2 /23 Kネット商品物流部

会に出席し、 Kネッ

トのデリバリーの効

率化にむけて協議し

た。

運営本部・供給企画チーム (I) (1 / 4) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /17 ・地霙直後、ラジオ ・連絡徹底事項 ・電話不通により意志疎通がはか

AM7: 00 で本部倒壊のニュ 本部倒壊の連絡 れず。

ースを聞きすぐ出 緊急対策本部設置の連絡

勤。シーア横の緊 供給活動ができる店舗は開けることの連絡

急対策本部の指示 地区単位の被害状況の集約

を受け、第 5地区

本部へ伝令として

出発。

1 /17 ・対策本部にて、 ・受注方式をご用聞きによる手板方式とする。

PMl: 00 「め一む」復旧に ・ご用聞きのための供給伝票の有無を甲南堂へ確

向けて運営部大西 認。物の確保と追加印刷を依頼。

部長と打合せ。本

部HOSTダウンに

より OCR受注不可

能。
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運営本部・供給企画チーム (I)

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策

1 /17 ・甲南堂印刷訪問 ・供給伝票を所属届けへの手配。

PM 電話不通のため自 ・チラシの印刷、大阪の業者手配の依頼。

転車。社長の家倒 ・手板と合わせ、供給伝票、受注集計表、発注・

壊、印刷工場内は 出荷表等の現場帳票の作成依頼。

機械転倒、印刷が

できる状態ではな

いことを確認。

1 /181.協同購入Cの被害 ・A回り組合員への商品配達と B回り以降の組合

AM 実態調査 員安否確認

車は道路混雑で動 ・センター長へ手板方式でいくことの連絡。

かず、バイクを借り ・手板用プラスチックバインダー商品部へ発注。

て訪問3時間かかる。

西宮、西宮北、尼崎

1 /181 ・甲南堂印刷訪問 ・電話不通の不便さを知り、日本テレコムヘ携帯

PM 供給伝票を KC六 電話の借用をお願いする。

甲、甲南へ届ける。

しかし協同購入c
は近くの液化ガス

タンク爆発のおそ

れがあるため避難

勧告。誰もいず。

・手板作成のため、 ・依頼すると同時に協同購入Cの「め一む」復旧

商品の手配を鳴尾 案を作成する。商品リストの締切は19日とした。

浜DCの商品部へ 当面、 1カ月のスケジュールを作成。

依頼。しかし、慣 ① 2週間は手板によるご用聞き 3週目以降は

れていないせいか 「め一むダイジェスト」による予約受注方式と

問い合わせがしき すること。取扱点数は50点とすることを決定。

り。 ② 集配Cの物流の流れ作成。受注→初注→納

品のサイクル確定。

③ 協同購入Cからの商品部発注およびメーカ

ーヘの初注方法確定等

1 /191 ・深江集配Cが水道 ．冷蔵品、冷凍品の取り扱いを断念、集配Cを経

AM 管破損および電気 由しない協同購入c商品が商品を仮デポヘ取り

開通不明、なおか にいく方法を決定。デポは協同学苑、 HC北六

つ43号線へ接続す 甲、日生協小野、大阪北ハウリビング館

る橋脚破損のため

車両が通行できな

いとの連絡あり。

・大阪北生協 西坂 ・現況の中では、その方法がベターだと判断。お

常務より電話あり 願いをする。ただし、 30日以降はこうべのシス

大阪北生協として

難局を乗り切るた

めに独自の企画で

チラシを作るがい

いかと問い合わせ。

テムに合わせてはどうかと連絡。こうべに合わ

せると確認。

(2 / 4) 

うまくいったことや問題点など

・一挙に20年前に注文方法が戻る。

ただし、現場のセンター長や商

品管理チーフはご用聞き時代の

経険があり「手板方法のご用聞

きでやる」の一言で全てを理解

してもらえた。

・ 19日に日本テレコムより携帯電

話が届く。以後、スムーズに事

が運ぶ。

•取り扱い商品を50点に絞り込ん

だのは、現場の手集計、出荷、

配達が全て手作業になり、業務

がパンクすることを見越しての

判断。結果的に良かった。
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運営本部・供給企画チーム (I) (3 / 4) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /19 ・商品部より鳴尾浜 ・組織供給運営部、大西部長から運営部兼任で鳴

PM DCへ運営ラインか 尾浜DCへ行って欲しいとの旨を受ける。

ら1名常駐して欲

しいとの依頼あり。

・甲南堂印刷訪問 ・ 20日に嗚尾浜DCで手板チラシの出荷をする。

依然として電話不 デザイナーを鳴尾浜DCへ来てほしいとの旨連

通。 絡。

1 /20 ・鳴尾浜DCへ向か ・協同購入Cの「め一む」復旧に向けての打合せ ・物流の流れ決定。全てイ配送と

AM ぅ を行う。参加部局 各商品部、物流総務、組織 する。単純化することが緊急時

道路混雑、行くま 供給運営部 には大切。それと、誰かが一気

でに 4時間かかる。 深江、玉津両センターでの仕分けが可能だとの 呵成に全ての流れを作り上げ、

確認をする。ただし冷蔵、冷凍の扱いは無理と リーダーシップでやりきらねば

の結論。「め一む」復旧案に沿って進めること 上手くいかない。

の合意を取る。

・同時に 4週分の商品リストの提出を依頼。

1 /21 ・甲南堂印刷鳴尾浜 ・ 21日中にチラシ原紙の出来上がりを確認。 •一色で商品名と価格だけの手板

AM DCヘチラシ作成 B4一枚、商品名だけのチラシ完成。 チラシを見て、協同縮刷版の昭

のため 2名来る。 現場の負担を考え、仮Noと品番の設定をする。 和30年代の組合員ニュースを思

その場で手書きの ・チラシは 2週間分を作成した。 い出す。

チラシ作成にかか その頃のものより、体裁は下。

るが場所がないた

め甲南堂印捌の社

員の自宅を借りて

制作。

1 /21 ・甲南堂印刷訪問 ・チラシ内容の最終確認。と同時に現場負担を少 •この日は甲南堂に常駐、その場

PM なくするため受注集計表・出荷表・発注表も同 で変更や修正の指示をだす。

時作成にかかる。時間的余裕が少ないため、な

にを置いてもつくることだけに専念する。

1 /22 ・チラシ協同購入Cへの配送便がないことと、道 •西宮、西宮北、六甲、甲南、須

路混雑の状況では届けられないと判断。 23日の 磨の 5KCはコピー機械の破損

センター長会議では原紙だけ渡し各KCでコピ および停電のため自所属では無

ーする方法でやりきることを確認。 理、甲南堂のコピー機械で印捌

を開始。

1 /22 ・組織供給運営部大 ・供給企画室作成の「め一む」復旧案で進めるこ

PM 西部長と23日の緊 とを確認。センター長会議のための資料作成に

急協同購入Cセン かかる。

ター長会議の資料

内容の打合せをす

る。

1 /23 ・甲南堂印刷訪問 . 2月14日からの「め一むダイジェスト」版の作

AM 成について 4週分まとめて出校の打合せと内容

の確認。

① 「め一むダイジェスト」は手板方式から予

約方式への変更
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日時 1 事実項目（出来事）

1 /23 

AM 

運営本部・供給企画チーム (I)

その時の課題と対策

②サイズはB3 60点掲載注文承り書の刷

込

③ ダイジェストを被災地とそれ以外に 2パタ

ーン作成

④ チラシは文字のみからイラスト、写真掲載ヘ

そのため、甲南堂印刷へ全てのポジを商品

部ごとに整理し連番振りとリスト化の作成を

指示。

⑤ その他

(4 / 4) 

うまくいったことや問題点など

•今後の協同購入 Cへのチラシ納入の便確保の指 ・甲南堂印刷はマイカーを動員、

示。なんとしても自社配送便で、毎週月曜Hに チラシ配送便の確保に走った。

現場配送

1 /23 ・緊急協同購入Cセ ・被災地以外の所属からは、なぜチラシができな

PM ンター長会議参加 いのか。商品部の割当、他生協からの支援物資

「め一む」復旧案 の配布についての不満意見あり。

の説明を行う。 被災地の状況や道路の混雑状況、取引先からの

1 /24[ ・鳴尾浜DCへ向か

AM 
ヽっ。
道路混雑、行くま

でに往復 7時間か

かる。

1 /241 ・甲南堂訪問

PM 

入荷状況等を説明。合意を取る。

・手板チラシを手渡す。

・ 23日のセンター長会議を受けての「め一む」復

旧案の修正説明。

被災地とそれ以外の地域の 2パターンのチラシ

作成実施の確認。

「め一むダイジェスト」用商品リスト受取。

・深江、玉津両集配Cが動かせることを前提条件

に配送計画を組む。

「め一むダイジェスト」チラシ作成にかかる。

4週間分まとめて出稿、スケジュール確認。

1 /25 ・協同購入Cから供 ・供給伝票の徹夜をしてでも増刷をするように依 •この日、協同購入C では翌週配

AM 給伝票が足りない 頼。 達分の受注と翌々週配達分、 2

との電話連絡が相 単票で印刷だけはできるが、 50枚のセットがで 週間分の注文を組合員から承る。

次ぐ。甲南堂印刷 きないとの連絡。バラで良いと判断。翌日には この瞬間から供給伝票がたりな

訪問 伝票を届ける。ただし、まだ足りないので大阪 くなる。

北生協から足りない分を回してもらう。

運営本部・供給企画チーム (II) (1 / 4) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /17 ・予定していたチラ ．震災の被害状況から店舗の通常営業は当面困難 •取引先と電話連絡がとれず、甲

シ折り込みの中止 であると判断した。 南堂に歩いて行き指示した。

を手配した。 ・ 1 /19（木）、 20倫）のチラシの新聞折り込みを中止 ・地震発生が火曜日であったため

するよう手配した。 に、木曜日、金曜日のチラシの

新聞折り込みは中止できた。

・緊急時の連絡方法について約束

ごとがなかった。
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運営本部・供給企画チーム (II) (2 / 4) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /18 ・物資運送車両に掲 ・緊急物資を輸送するトラックに「神戸市民救援 ・ビニール製は黄色をベースに黒

示する横幕を制作 物資配送専用車両」と大書した横幕を制作する 字で印刷したが、よく識別でき

した。 ように指示があり。 た。

・すぐに必要ということで、早くできるビニール ・コープこうべの名前は表示しな

製で300枚を作り、後からさらに布製で300枚を かった。

鳴尾浜DCに納品した。 ・市街を走行する車の多くが、印

刷、手書きなど様々の形で「救

援物資輸送」と表示していた。

自衛隊車両でも「災害救助出

動」の手書もあった。

1 /18 •取引先にチラシな ・店舗の通常営業のめどがつくまでチラシ発行は ・デザイン会社自体も被害を受け

し ど制作物の進行を ないと判断して、デザイン会社に制作を現在時 ており連絡のついたのは、最終

1 /23 中止の依頼をした。 点で中止して、指示があるまで止めておくよう のところで一週間を費やした。

にした。 •取引先のなかにはこちらと連絡

もとれないため、マスコミ報道

からコープこうべがすぐに復旧

するのは無理と判断して、社内

体制を組み替えたところがあっ

た。

1 /18 ・部員の安否確認に

し 手間取る。

1 /23 

1 /20 ・鳴尾浜DCより供 ・商品部が鳴尾浜DCに集まっており、供給企画 •生活文化センターに運営部が集

給企画のことがわ のいる生活文化センターとの電話連絡が十分に まっていることから、供給企画

かるスタッフの派 とれないため供給企画スタッフを派遣してほし スタッフが誰もいないのはまず

遣要請があった。 いと要請があった。 いとの指摘があった。

・店舗と協同購入センターの両方がわかる人間と •生活文化センターの電話は絶え

いうことなので杉野がオートバイにより鳴尾浜 ず話中となり、電話回線数が絶

DCに出向いた。 対的に不足していたため電話一

・ 1 /20-22まで 3日間滞在した。 本をかけるのに半日がかりのこ

ともあった。

1 /22 •生活文化センター ・ 1 /23（月）より現場応援のスタッフを集めて、供 ・緊急時の連絡網がないため、連

に供給企画チーム 給企画業務の再開を決定した。 絡に手間取った。（後日、連絡

のスタッフを集め ・部員全員への連絡と出勤手段の確保。 ・一部の 網を作成した）

る。 避難者を除き、電話で連絡した。•西方面から ・交通規制、渋滞が日毎に変わる

の通勤者にはマイカー相乗りを指示した。 ため、通勤時間が一定しなかっ

•生文センターに確保した 5 Fの会議室に電話が た。

ないため携帯電話を取引先、友人から借りた。 ・裏道ルートを地元の人間に聞く

ことにより開発した。

・姫路からの通勤では片道 3~ 5 

時間かかった。

1 /24 ・供給企画スタッフ ・鳴尾浜DCとの情報交換を頻繁におこなう必要 ・尚品部と直接に話し合うことに

によるバイク連絡 に迫られ、供給企画スタッフによるバイク連絡 より、緊急対応の話を詰めるこ

員を配置した。 員を配置し、現状把握と情報交換に努めた。 とができた。
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運営本部・供給企画チーム (II) (3 / 4) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /26 ・被災後第一弾のチ •発行の決定が 1 /23旧）、出稿が 1/23の夕方、 ・営業の案内を「平常どおり」と

ラシ発行（片面が 校正は 1/24に即返し、印刷が夜中の 2時から 表示した業態があったが、必ず

店舗の営業状況、 スタートの超スピード制作 しもそうはなっていなかったと

片面が機関紙「き ・甲南堂が被災のため、大阪の印刷所で対応 いう問題があった。

ょうどう」で理事 ・折り込みは緊急対応のため通常 5杜のところを ・被災地域では新聞販売店も被災

長の震災お見舞い 対応が可能な 2社（城北宣広、新広社）で実施 を受けており、 2月の中旬まで

する。他社は配送ができないとの理由で受け付 はほとんどチラシの折り込みも

けてもらえず。 なかったが、避難所にもまとめ

て届けてもらうなどの方法で対

応してもらった。

•いままで使用しなかった「営

業」の語句を使った。その後、

定着させた。

1 /28 ・媒体での表現の規 ．震災後の状況から、組合員の心情を考慮して次 ・現場でもこの主旨は徹底され、

制 の言葉の使用を禁止する通報をおこなった。 被災地域の組合員からおしかり

〇祝辞（おめでとう、ありがとう、感謝、サン を受けるようなことはなかった。

クス、など） 0便乗（災害お見舞い、救援、復 •他社でも大手のチェーンではこ

興、応援、がんばれ、避難用品、震災準備 〇 の原則に近い内容で運用されて

過激（超、激、大、強烈、劇的、ビッグ、すご いた。

い、など） 0その他（さよなら、一掃、七転八 ・中小の専門店では、便乗ととれ

起、など） る表現もあった。

•特に期限を定めず、後に状況をみて 3 月末で解

除した。

1 /30 ・通常の供促チラシ ・定番商品が十分にそろわないなかで、供促チラ ・チラシ商品の手配はすでに終わ

第一弾 (2/ 3の シを発行するのは組合員感情からして好ましく っており、住関商品の一部はヘ

発行予定）の発行 ないと判断した。 リコプター空輸の手配もされて

が中止される。 ・当日に垂水の組合員から品ぞろえの不十分に対 いたが中止した。

して抗議の電話があり、木村組合長が直接電話 ・チラシは印刷の手前の段階まで

を受けた。 すすんでいた。

1 /31 ・バレンタインセー ・バレンタインセールを全面的に中止し、募金活 ・バレンタイン募金の使途が十分

ルの中止を決定 動に切り換えた。 に整合されておらず、二転三転

・組合員の被災状況を考えるとバレンタインセー したため、パネルの作りなおし、

ルを行える状況ではないと判断した。 プレスリリースの遅れが発生し、

・「今年は愛を被災地におくりました」のメッセ 実際に店舗で取り組めたのは 2

ージカード、パネルで展開した。 /12の直前になってしまった。

・すでに各店にはバレンタインセールの商品と . 2人の店長からバレンタインセ

POPは送られており、急遠使用の中止と商品 ールの中止は納得できないとの

の引き揚げをした。 抗議の電話があり、説得に時間

がかかった。

・百貨店も多くの店が派手なセー

ルを自粛したが、被災地神戸の

復興を救けるということで神戸

メーカーのチョコに大きくスポ

ットをあてた百貨店もあった。

・被災地域以外でもバレンタイン

の売り上げは控えめとなった。
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運営本部・供給企画チーム (II) (4 / 4) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /31 . 2月分の店舗 ・ 1 /25頃に店舗で流れているBGMが被災地域 •この間、店舗では BGMが無い

頃 BGMを発送 の状況に合っていないとの意見が現場から上が 状態や、音量ダウンで対応した。

ってきた。 ・店舗によっては、店長が判断し

•音楽は「暗い印象を与えないクラッシック」に てすぐに対応しているところも

切り換え、「品ぞろえ不十分のお詫び」のみに あった。

して、供促の内容は中止した。

・有線放送導入店舗には電話により別途、曲目の

指定をおこなった。

2/10 ・被災地域店舗で、 •岡本、深江は被災地域のど真ん中であり、営業 ・被災地域では看板、はり紙が重要

頃 道路に店舗の営業 告知が不足していると判断した。 なコミュニケーション・ツールと

案内を広報する捨 ・道路交通法では違法であるが、住民に営業を告 して活用されており、行政、住民か

て看板を設置 知することが緊急時には公共の利益につながる らとがめられることはなかった。

と判断した。 ・仮設店舗のオープン告知でも実

. 10枚ずつ作成して、設置は該当の店舗に依頼し 施し、好評を得た。

た。 ・D社も捨て看板を多用していた。

住居関連チーム (1 /2) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /17 ・ CLC甲南より緊急 ・ 1 /17当日店舗の状況把握が一

用自転車15台搬出、 部店舗しかできなかった。

生文へ持ち帰った。

1 /18 ・兵庫区役所へ緊急 ・交通寸断のためバイクで配送 ・緊急物資を受けとる窓口（行政

物資（電池配送） 側）担当者も明確で、商品納品

PM 8 : 30 がスムーズであった。

1 /19 ・玉津集配で第 8. ・玉津DCのトラックが大型で店舗納品ができな ・大阪方面の取引先が交通網寸断

7 ・ 6 ・ 5地区を かった。住関連チームで、商品手配係、配送係、 のため尚品の入荷が遅れた。

フォローするため 商品管理係（検収•発伝）の組織を確立 •一日 2 同、朝礼と夕礼（全員参加）

鳴尾DC部隊とは別 ・カドヤ産商、ハリマ共和と定番フォロー緊急物 を実施(1/19-2 / 3)、情報

に緊急物資の手配 資配送を協議 の共有化と意志統一を図った。

と配送体制を確立。 ・玉津DC西部住関本部開設 ・ KCより 3台配送車を借りた。

家電は近隣の藤田電 ・商品部が手配した商品と他生協

気に常駐体制をしき が緊急物資として入荷した商品

商品手配を実施。 が入り混じって混乱した。

1 /20 ・王津DCヘカセット ・配送車が 2台しかないため、デイズ北町、 HC •他生協から緊急物資として送ら

I コンロ・カセットボ 北六甲に一括納品、各店より商品を取りに来て れてきた商品の管理が不十分

1 /28 ンベ・ロープ・カイ もらった。 （特に地区を経由してきた商品）

ロ・水ポリタンク・ また予津DCに商品入荷時、各店にTEL連絡し、 ※伝票があったり、無かったり、

コーキングボンド 取りに来てもらった。 無料なのか発伝するのか分か

(2万本）・ストー らない商品が多かった。

ブ・調理家電等、緊

急物資を手配、西

部・北部地区のフォ

ローを実施した。
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日時 事実項目（出来事）

1エロ1 /28 分緊急物資として

玉津 DCに 在 庫

（カセットコン

ロ・ポリ袋•生理

用品・ラップ

・・・etc.) 

・日経よりカイロ

lOOOc/s釜山より

手配 (11t車トレ

ーラーで入荷）

住居関連チーム (2 / 2) 

その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

:;？二；胃巴；：こ：冒[Lを入れて優 1 ・門戸：｀｀ごì
・近隣店舗の状況把握のため車で訪問 取引先キクヤ等のメイン取引先

・コープミニ運営と連携750c/s嗚尾DCへ転送

コープミニ全店に配送、残りをコープデイズの

要望店に配送

以外の協力が大きかった。 (1

つの商品の窓口の広がり）

•山手、青谷等は鳴尾便も届かな

い状況だったのでバイヤーの独

自配送車が効力を発揮した。

2/ 3 I.アワーズ商品入れ ・2/20、21 アワーズ商品入れ替え実施 ・カセットボンベ等メーカーが異

なり（商品手配上）、 298円～

498円と売価ラインが違い組合

員に抵抗を持たれた。

替えのため播磨生 ・各取引先に陳列応援依頼

協訪問

2/6 I・シーア (2F) オ

ープンに向けて打

合せ会議

2/8 I.オーダーブック発

注による発伝、伝

票整理（深夜仕

事）

2 /241.デイズ西宮商品陳

列

日時 事実項目（出来事）

1 /17 ・緊急物資の調達、

し 電池、懐中電灯

1 /21 

1 /20 ・携帯電話の貸出し

協力

1 /21 ・電気ポット、電気

し 鍋、炊飯ジャーの

調達、照明器具等

・ 2 /17、18 シーア商品陳列

2/26 シーア2Fオープン

・3/1 西宮オープン

住居関連チーム・電化用品

その時の課題と対策

•取引先·メーカーより商品在庫状況、納入計画

打合せ

店舗については、割当て送荷を実施

・情報が伝えにくい中で取引先の協力により 13台

無償で協力してもらった。

・ライフラインの中で電気が一番早く普及すると

の情報があり、被災者として何を一番早く購入

したいかを検討し調理家電を中心に割当て送荷

を実施した。

・電話厠線が少なく、鳴尾DCと

の連絡に時間を要した。

(1 / 2) 

うまくいったことや問題点など

・家電売場については、メーカー

の協力で店舗巡回し、商品補充

を実施、品切れなく対応出来た。

・携帯の力で取引先への調達、連

絡等に大きな成果があった。

・協同購入センターについては被

災地エリアを中心に持ち出し企

画で対応した。

（所属間の取り組み較差が多く

でた）

・店舗に割当送荷したが好評で返

品もほとんどなく、利用結集が

はかれた。
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日時 1 事実項目（出来事）

1 /23 ・キャンペーン企画

のチラシの早期回

復

テレビキャンペー

ン

洗濯機キャンペー

ン

エアコンキャンペ

ーン

オーブンレンジキ

ャンペーン

ファックス・電

話・ワープロキャ

ンペーン

2/ 11 ．め～む II くらし

の百科

協同購入センター

臨時号の作成

住居関連チーム・電化用品

その時の課題と対策

・供給媒体が無く組合貝情報が不足した。

供給企画に原紙があり、キャンペーン企画のチ

ラシ作成を実施した。

2月～ 3月キャンペーンが中心であったがキャ

ンペーンを 4月まで延長して対応した。

• KCで被災者が至急にほしい家電品を中心企画

(27アイテム）

供給企画と連携し供給媒体の作成を早めた。

2/7 ・被災家電品の搬出、 ・メーカー取引先に被災商品の点検、引揚げ、処

~ 8日 点検 (CLC甲南 2 分等の協力要請を実施した。

14日 /7・シーア 2/

8.デイズ西宮 2

/14)被災商品の

補償交渉実施

廃品回収として修理がしやすい状況をつくった。

・課題として店まかせになっており、商品部が動

くまで何の指示もなかった。

(2 / 2) 

うまくいったことや問題点など

• AVキャンペーンの成果として

テレビ1740台、ビデオ・ビデオ

カメラ1191台、オーデイオラジ

カセ809台、金額180,000千円で

あった。

エアコンキャンペーン (3月～

9月）1500台、金額147,000千円

洗濯機キャンペーン4942台、金

額282,552千円

オーブンレンジキャンペーン

850台、金額33,830千円

ファックス・ワープロ・電話キ

ャンペーン1405台、金額82,818

千円

・結果として 2月28日現在67,225

千円と大きな成果が上がった。

・被災商品についてメーカ協力に

より補償してもらった。

補償額 47,416千円

商品引取額27,285千円

合計原価で74,701千円

2月初 1 ・展示会等企画が中

止になった場合の

代替対応策が遅い。

・決算展示会中止、仮設入居組合員対応チラシ等、 ・被災エリアでは緊急対応が望ま

商品部から要請しない限り、代替案が出ない。 れる。

2/241 ・家電売場づくりの ・メーカー、取引先の多くの応援により売場づく

復旧 りに協力をいただいた。

デイズ西宮

2 /24搬入

シーア

2 /29搬入

タイムリーな展開が重要である

が、企画・媒体等で遅れが発生

した。

・大きな被災にもかかわらず、取

引先の協力により早期に売場が

回復できた。

3/ 3 I.イベント音恥店頭 I.当初洗濯機・クリーナーで展開予定であったが、1・イベント部の積極的な取り組み

キャンペーン実施 1 調理家電・冷蔵庫． TV・ビデオ等を補強して

取り組んだ。

2月中煩 I•神戸市より依頻を ・被災者への生活復旧のため、協同購入センター

受け仮設住宅への の全面的な協力で25品目お届けした。

商品納品を実施 （神戸市から内、 5アイテムを一緒にお届け）
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で 195,781千円の実績を上げる

事が出来た。

. 4月末までのお届けで4397世帯、

今後お届け受注分2915世帯、供

給高123,000千円



商品政策企画 (1 / 2) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

3 /10 神戸市の避難所給食 1 物流基地での商品の仕分け ① 給食の配送は、メーカーから

し を補足するために、 ① しあわせの村 避難所へ直送されていた。し

継続 果物、缶詰、ジュー ・体育館にローラーコンベヤーを配置して作 たがって、 500ヵ所の避難所

ス類、カップ麺など 業をしているが荷受作業と仕分け・出荷作 へ毎日配送するために、 7~ 

を供給している。 業に多くの作業員を要する。 8社が分担していた。しかし、

※栄養士から神戸市 →最初は、ボランティアなどの応援で対応し コープこうべへの要請は、

に対して、避難所 たが、現在は、コープムービングに委託し 500ヵ所15万人への対応とい

給食のビタミン不 ている。 うことだったので、神戸市と

足やタンパク源の ※最大時20人、最小時 6人 協議し、緊急物資の配送ルー

不足など栄養の偏 •しあわせの村から各避難所への配送は佐川 トを利用できるようになった

りが指摘され、神 急便がボランティアで行っている。もとも こと。このことができなけれ

戸市は他のいろい と、緊急物資を避難所へ届けるためのもの ば、 15万人への給食補助食品

ろな企業に相談し だった。そのルートを有料の商品を届ける の配送は実現できなかった。

たが実現せず、コ のに使用するということになったので混乱 ② 物流基地の下見と物流計画、

7 ープこうべに要請 が生じた。 配送指図書の作成などは緊急

した。 →荷受けから仕分け・出荷の作業をコープこ を要したが、他部署の快い協

① 3月10日スタート うべが請負うことで解決した。 カで、夜を徹しての作業であ

避難者数 15万人 ※当初、神戸市との打合せでは、商品納入 ったが、神戸市との約束の期

(4月末4.8万人） だけということになっていた。 日にスタートさせることを可

避難所数 500ヵ所 ② 摩耶埠頭 能にした。

(4月末380ヵ所） ・港湾倉庫での商品の小分け作業に人貝を要 ③ 行政対応の専任体制の確立に

②しあわせの村と摩 する。 は少し時間を要したが、人事

耶埠頭（現在は住 →CLC甲南の定職 5人と生協職員で対応した。 の協力を得て行政の意向に十

吉浜）の 2つの物 2 受発注システム～配送指図書の作成 分に対応できる体制ができた。

流基地に納入し、 ① 各区から毎週 2回（月・木曜日）、避難所 今後は、緊急対応プロジェク

そこから佐川急便 の人数が生協にFAXされ、その人数をも トのタイムリーな結成が望ま

（ボランティア） とに、商品の人数に応じてケース数を計算 れるところである。

と日通の避難所へ し、メーカーに発注。同時に避難所への配 ④ 6月の人事異動で現在の専任

の配送）レートにの 送トラックに渡す、避難所ごとの配達ケー 体制がなくなることになって

せる。 ス数を記入する配送指図書を手計算で作成 いる。しかし、一方では避難

③供給物資と供給サ するのに多くの人と時間を要する。 所の給食対応は長期化の様相

イクル →当初は、緊急対応だったので人海戦術で対 を呈している。最後までキチ

果物セット 応したが、平行してパソコン入力を進め、 ッと対応するために、窓口対

（日・火・木曜日） 自動計算で出力できるようにした。（定職 応だけは残す必要があります。

缶詰類 1人で対応できるまでになった） ⑤ パン給食、給食補助食品、仮

（月・金曜日） 3 専任体制 設住宅の備品、その他行政の

カップ麺・ジュー ① 行政への対応としては、日常の仕事をしな 要請に応じて多くの部署や人

ス類（水・土曜 がら片手間で対応できるかという不安があ が対応しているが、神戸市と

日） った。 の実務レベルの打合せや支払

④供給状況 →行政対応窓口 1人、両物流基地の責任者そ い等についての窓口を一本化

. 3月10日～31日 れぞれ 1人ずつを配置した。 したために、スムーズな対応

供給高 ができた。

439,929,510円

純剰余

51,792,108円

. 4月 1日～30日

供給高

348,686,655円
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日時 事実項目（出来事）

⑤食材の提供も開始

豚汁セット (1セ

ット＝20人分）を

5月から開始。

⑥パン給食を開始

中央区の避難者

6,000人を対象に

5月から開始

日時 1 事実項目（出来事）

1 /18施設復旧に向けた緊

急組織を編成した。

（責任者：次家常務）

1 /24[専門スタッフ不足ヘ

の対応として、緊急

措置として建設やテ

ナント業務経験者、

他生協の専門スタッ

フ、設計事務所、建

設業者の応援人事を

投入した。

商品政策企画

その時の課題と対策

開発本部

その時の課題と対策

1 /19「施設復旧本部」を旧建設部・開発部・店

舗開発部の混成スタッフで編成し、塚ロ・住吉・

三木の 3事務所を開設した。 2/1には開発本部

に再編成し、以降、状況の進展に応じてチーム編

成・人員配置を流動的に再編していった。 (2/ 

16、3 /16に再編）

・OB等：金治（定年退職者）

•他生協等

横山（淡路事務所長：テナント対応）

小林課長・安藤課長・玉井係長・岸田

係長・西中主任・大木係長など

ユーコープ：小林理事・魚川課長

（ジャパンエステート）三沢部長・吉田課長、

塚本担当

みやぎ：仁本部長・長瀬課長・鈴木・山田・

高橋

さっぽろ：今野チーフM・ 永山担当（建築士）

•その他：黒田設計事務所等

(2/ 2) 

うまくいったことや問題点など

(1 / 3) 

うまくいったことや問題点など

・被災地の住吉と非被災地の塚

ロ・三木を組み合わせることに

より、情報の多角的収集や、業

者その他との連携をスムーズに

はかることが出来た。

・緊急時とはいえ、同じく被災地

の淡路の総責任者である横山部

長を 1ヵ月近くもテナントオー

ナー対応に拘束してしまった。

申しわけなく思っている。

•他生協からの応援者も宿泊先も

なく生文センターの椅子の上で

の仮眠、乏しい食料の配給の中

で酷使せざるを得なかった。申

しわけない。

・定年退職者や現役店長を含む旧

施設部スタッフを電話辞令で招

集し、 2ヵ月近く拘束した。被

災地のこと故、十分な慰労も出

来なかった。

1 /191優先度の高い応急対 1 連絡情報パイプの確保： 1/19 携帯電話10I ・店頭仮設営業施設への立入禁止

策を設定し、計画的 台確保、 FAX設置、学苑事務所への専用電話 について、組合員への食料供給

に復旧をはかった。 設置 の為の搬出立入の解除をめぐっ

2 ライフラインの確保： 1/17 生文C仮本部 て現場とのギャップが生じた。

への自家発電設置、ポリタンクでの生活用水の 判断責任者の派遣が困難な中で、

確保（学苑より運搬） 現場判断に委ねざるを得なかっ

3 余震対策の為、危険施設への立入禁止の常務 た。逆に、本郁の資料搬出は決

指示

4 危険施設からの資産・資料の搬出

CLC甲南屋上からクレーン車で車両を搬出等

1資料編4分野別震災体験報告（一例）

死隊の編成が遅れ、 1/19出火に

より資料を焼失してしまった。



開発本部 (2 / 3) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /17 コープこうべ 155店 ・塚口や丸山等の老朽店でも改装時に補強工事を実 ・老朽店は全店構造診断を行い、

中、全壊施設は 7 施していた店は倒壊を免れ、被害軽微であった。 必要な補強工事を実施していく

店・ 2KCなどで、 ・御影北は改装直後であったが、防火に投資が向 必要がある。

殆どが昭和47年以前 けられ、艦体補強せず震災により倒壊した。 •今後、陸屋根RC造や木造建築

の施設であった。 ・ 1994年12月に建設・店舗開発で今後のローコス 物の防災補強を行うとともに、

ト建築の方向コンセプトをまとめ出版していた 多層階施設から底層への出店コ

が、今回の震災により軽量化・ S造による柔構 ンセプトのシフトを更に進める。

造設計の方向性の妥当性が実証されたことにな

った。

・ハード上の課題

・外壁の改修：外壁タイル・固定ガラス・ガラ

スブロック

・店内防煙垂れ壁、ボーダー取り付け方法の改

善；落下防止対策

・埋立地：軟弱地盤の液状化現象防止の研究

・盛り土、埋立立地への用地開発の抑制

・天井工法の改善：システム天井の具体化を急

ぐ（既に開発中であった）

・設備上の課題

・エレベータ、エスカレータ、受水槽、高架水

槽、冷凍機、空調室外機の設置方法の検討

（メーカーと協議する）

・非常用発電機の運用について消防署と協議

・電話回線、通信施設、 TV・ラジオ放送、防

災店内放送システムの整備

・受電設備、配線、給排水、スプリンクラー配

管の耐震対策

・断水の中、水冷式 ．什器上の課題

ショーケース等が ・ショーケース、冷蔵庫、空調の水冷式から空冷 ・省エネ対策として空冷化を進め

機能停止した。 式への転換 てきたが、今回断水、通電状態

・ショーケースのアンカーボルト固定を進める。 の中で空冷式が機能した。

・ゴンドラの背面ブレス取付けを進める。

・ショーケース・ゴ ・カゴ車、カート、台車等の運搬什器の暴走対策 ・定位置管理以外に連結鎖の設置

ンドラの転倒やズ ．厨房、冷蔵庫などの転倒防止、固定化 などの方法が考えられるが、日

レが多発した。 常オペ上煩瑣になる。

1 /19 ・賃借物件の地主・ ・賃料等の支払い延期のお願い状を発送するにも ・担当 1名では手が廻らず、緊急

オーナーとの契約 リストがない状態→旧開発部スタッフが各事務 に応援体制を求めた。

書が本部倒壊によ 所巡回を行い、所属保管の契約書（写）を回収

り取り出せず、全 した。

資料の空洞化が生 ・店舗開発の担当課長が各所属をオートバイで巡

じた。 回し、契約書（写）回収とテナントヘの見舞い

•各店テナントヘの 入金遅延のお願いに廻った。

支払い業務も途絶

し、上記と同様の

問題を生じた。
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開発本部 (3 / 3) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /19 本部ビル、コンピュ ・消防署が対応したが、コンピュータデータの保 ・結果論だが、 1/19出火時点で大

ータ室より出火 護を優先するため、初期注水消火でなく、化学 量注水による完全消火をしてい

消火を求めた。結果として以降連日の出火によ れば、本部新館部分の資料の多

り資料の殆どを焼失してしまった。 くが確保出来ていたものと思わ

れる。（推論レベルだが）

1 /17 当初、生文センター ・労組の一部より労組員の宿泊勤務に対する非公 ・緊急時の施設保守担当等の勤務

し の自家発電維持等の 式のクレームがあり、部課長級に宿直が集中し 形態について、労使慣行のあり

為、施設復旧本部ス た。 方について今後の研究が必要。

タッフの宿直体制を

とった。

総務本部

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /17 ・電話回線不通によ ・ NTT神戸支店に午後出向き交渉したが、通信 ．何としても対策本部に電話を新

る被災状況の把握、 網が混乱しているため、兵庫県・神戸市・警察 設しなくてはならず、 2時間ほ

指示の遅れ。 など行政以外の民間企業団体の電話には一切応 どの交渉で最後の切り札として

えられないとのことであった。 神戸市との緊急物資協定の順守

．危機管理の面から非常時のため専用線を確保し に理解を示され、 18日開通した。

ておく。（西濃運輸などの例から） ・ 17日当日はジョイポット

453-5110と公衆電話の線を延長

し、 NTTから携帯電話（借

用） 2台で対応した。

. 1月26日現在 170回線、 2月8

日までに新設場所変更、合計

321匝線を閉通させた。

1/ •本部事務所（協同 ・運営・管理スタッフの事務スペースを学苑体育 ・体育館の床を痛めないよう床上

学苑内）設置 館に設置することが決まり、 OBの金治氏を現 げをしたため保温効果になった。

場責任者として配置。 2月1日移転のため、机．椅子

などの備品調達に苦慮したが、

商品本部分も同時仮発注し確保

出来た。

1 /18 ・霊園内部損壊 ・建物外観に異常は認められず。納骨堂内部の納 •これまでの横ゆれによる地震で

骨区画32区画が倒壊し、ご遺骨35柱落下散乱。 は、倒壊しない構造になってい

復旧工事にかかる前に阿弥陀寺住職に確認作業 たが、今回の工事では補強をし

と正念抜きを依頼。 直下型に耐えるようにしなくて

はならない。

・メール便および事 ・当初FAXが中継同報で使用できないためメー •取引先が被災にあい配送できな

務用消耗品配送に ル便を拠点へ配送し本部からの情報を所属へ届 いところが多く連絡もつきにく

支障 けた。 2月1日からは全事務所へ消耗品はまと い状況であったが 2社が対応さ

めて 3社による配送により事なきを得た。 れ現場に迷惑をかけることなく

配送した。

•重要書類の搬出 ・重要書類保管庫の書類は完全に回収した。 ・総務の指示通り、保管庫での管

理をされてなかった書類が焼失

した。
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コープ共済センター (1 / 3) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /17 ・住吉南ビルは倒壊 ・電話、電気、水、ガス等の途絶えたなかで、安 ・ライフラインの途絶。情報不足。

こそ免れたが、事 全確保を確認しながら、仕事のできる状況づく 人手不足。困惑の状況のなかで、

務所内はガラスの り。 とにかく職場復旧を目指した。

破片、書庫や事務

機器の散乱で入室

ですら困難な状況。

1 /18 ・阪神大震災への異 ・全国共済事業委員会の開催は緊急を要するため、 ・日生協共済本部との連絡を密に

常災害見舞金の適 文書FAX送付により議決する。 とり被災者への対応についての

用について、共済 《たすけあい共済》と《あいあい共済》の加入者 対策をする。被災者へのお見舞

事業委員会は委員 に対して、全壊で 2万円、半壊・一部壊で 1万 いについては組合員との連絡が

の書面決議を実施 円と決定する。 途絶えている折り、新聞の死亡

することにした。 者欄に基づき加入者を推定して

お伺いすること。交通手段は徒

歩または自転車とすること。共

済金・見舞い金給付マニュアル

作成。等々を決める。

1 /19 ・コープ共済センタ •本部長二宮、副本部長加田、他全員が臨戦 ・連絡不能、交通遮断等で出勤者

一対策本部の設置。 体制に入る。 50％のなか、水、タオル、地図、

日本生協連の堀江 ノベルティ等々お見舞い活動の

部長および伊藤課 諸準備を整えた。

長と今後の対策を (1 /20全労済も《火災共済》

協議した。 《あいあい共済》加入者へ見舞

金の支払いを決定した。）

1 /20 ・被災者へのお見舞 ・コープ共済センターの電話が不通のため、日生 •新聞でのお見舞広告は日生協の

とお見舞金のお支 協の共済本部のフリーダイヤル (0120-497000) 対応により 1月25日の朝刊に掲

払について、新聞 を組合員からの連絡先とすることを決める。 載することとなった。お見舞活

広告の掲載を決め 動の大きな前進となった。

る。（神戸、読売、

朝日、毎日、産経

の5紙）

緊急電話が 1本設

置された。

1 /22 ・全国の生協共済部 ・交通アクセス確保のため自転車、バイク等の活 ．訪問活動中に非難場所へもお伺

局からの支援によ 用や、訪問活動での相互の連絡のため携帯電話 いし、共済加入者の被災者への

るチーム編成が行 の導入、さらに訪問先が倒壊等で不在の場合、 告知を行った。あらかじめ行政

われ、 Aチーム 9 見舞の挨拶文をビニール袋に入れて置いてくる にも掲示目的の理解を得て、避

名を皮切りに組合 等を決めた。 難所一覧を入手していた。関係

員へのお見舞い活 者からも喜ばれた。生文センタ

動が展開されるよ ー等での罹災証明の発行場所で

うになった。 も臨時受付を行った。
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コープ共済センター (2 / 3) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /25 •お見舞とお見舞金 ・日生協に電話が殺到した。内容的には共済以外 •この時を契機として組合員と共

のお支払について の問合せも多くあった。 FAXが使えたので連 済センターとの連絡がいっきに

の広告を新聞に掲 絡に役立ち組合員へ対応できた。携帯電話も役 増加し、訪問活動が追われるよ

載した。問合先の 立った。 うになった。

電話は日生協のフ

リーダイヤルだけ

を載せた。 (1月

26日「きょうど

う」臨時号にも同

様に掲載）

1 /27 ・Bチーム14名がス ・不案内な土地での訪問活動、加えて他生協の組 ・コープ共済センターの職員も訪

タート。日報記録 合員へのお見舞いの言葉を掛けること等、疲労 問活動に加わり、現地を見たり

が支援にこられた 度は高い。しかし訪問先での組合員からの感謝 被災者との会話から意義ある共

人達で綴られるよ の一声や誠意ある声掛け等の会話が全てを超越 済の認識を新たにした。コープ

うになり、最後の した。 ながのからお見舞いの千羽鶴が

チームの人達にま 逆に、その感動とエネルギーを自らの生協で加 届けられた。コープながのの例

で受け継がれた。 入促進での訴求力、影響力を高めたと聞く。 に学び、書類送付の際に 2~3

(0チームの 4/ この度ばかりは生協間連帯を強く意識された。 羽の鶴とともに届けることにし

28まで支援を受け た。これが予想もしないほど、

た。日生協および 気持ちを伝える大きな役目を果

44の生協と、共栄 たしたことが、後日の組合員か

火災、小野英子事 らの手紙で知った。

務所等の団体から

でした。延べ人数

1,070人でした。

人的支援以外に名

勤生協のチャリテ

イーコンサートに

よる義援金やコー

プやまなし、コー

プみかわ等から沢

山の折鶴も恵贈）

2/1 ・全労済は新たな ・火災共済への加入問い合わせや地震保険に関す ・全労済は約100億円程の見舞金

COOP火災共済の る質問等が寄せられるなか、やむを得ない措置 を見込み、審査、給付を行った。

申込を停止するこ としてご理解いただけた。 組合員から高い評価を受けてい

とを決めた。 る。地震対応の共済がない現実。

今後の大きな課題です。

2/6 •前記 5 紙に日経を ・ 2/ 1現在、被災連絡はすでに 1,700件を超え、 ・受付事務応対マニュアルが整備

加え 6紙に 2回目 日生協もコープこうべも電話対応がますます増 され、応援に来ていただいた方々

の広告を行った。 加。広告が入る度に件数は増え、 2/13で3,700 にも同様の応対をお願いした。

(2/14、3/6、3/13 件、 2／末で6,500件、 3/27で 1万件を超えた。 8万件以上の共済加入件数から

と続き、計 5回行 (4月末で15,344件に達した。） すれば被災連絡は、まだまだ少

った。） ない。加入者へ郵便による直接

のお知らせも行った。今、口伝

えで知ったと連絡をくれる方も

ある。少なくともコープ共済の

認知度は高まったと確信する。
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コープ共済センター (3 / 3) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

2 /15 ・ライフプラン・ア ・専門的な立場からの情報であるため、《あいあ ・「住宅ローンの返済および住宅

ドバイザーでご活 い》推進員にはこのことを伝え、組合員からの 融資」、「税金の減免措置」「借

躍の小野英子事務 問い合わせに活用するように伝えた。 地権」、「保険料やクレジットの

所から、今後の被 支払いについて」、「行政からの

災者の復興のため 援助内容および手続きについ

に必要な情報を提 て」等々、貴重な資料をいただ

供したり、相談を いた。

受けることについ

て、ボランティア

で手伝うと申し入

れてくれた。

3/101. 「ライフステーシ •他の保険との比較記事のなかで、

ョン」でコープ共 ひときわコープ共済の優位性が

済が見舞金の支払 光りました。

いをしていること

が報道されて、問

い合わせが増えた。

4/ 11.コープ火災共済の ・家屋の修復完了を条件に再開した。 •新聞広告には保険の PRが増え

新規加入の受け付 るなか、明るいニュースでした。

けを再開した。

4/3 I.新潟県地方の地震 I・地震当日の報道では震度 4でした。その後の情 I・速くて正確な情報の大切さを思

につき、お見舞い 1 報で大きな災害であったことを知った。

の電話とともに、

見舞状を出した。

日 ＇ 1チーム名

う。

こ支援いただいた生協名および団体名 人数

1/22-1/27 I Aチーム 日本生協連（以下 “N"で表示）、京都生協 I 9 

1/27-2/ 11 Bチーム N、京都生協、ひろしま、かごしま、帯広、えひめ、なら I 14 

2/ 1-2/ 71 Cチーム N、おきなわ、ぐんま、大分、さが、エル、みやぎ、エフ、共栄 I 14 

2/ 7-2/141 Dチーム N、しが、埼玉、宮城、岡山、島根、新潟、ちば、広島、神奈川、長野 16 

2/14-2124 IEチーム N、埼玉、みかわ、かながわ、長崎、名勤、東都、宮崎、共栄、生活ク 13 

2/21-2/28 I Fチーム N、山口、群馬、栃木、岐阜、名勤、宮崎、熊本学校、水光社、茨城、埼玉、長崎、エフ I 15 

2/28-3/ 71 Gチーム N、宮崎、ながさき、 JO yコ、共済、宮崎、富山

3/ 7-3/14IHチーム N、Eコープ、ながさき、さいたま、大分、おきなわ、共栄、小松、福井

3/14-3/21 I Iチーム N、長崎、かごしま、埼玉、広島、おきなわ、共栄、石川、小野事務所

3/22-3/26 I Jチーム N、ぐんま

3/27-4/ 11 Kチーム N、ちば、岐阜地区、めいきん、京都、パル

4/ 3-4/ 91 Lチーム N、ぐんま、みやぎ、パル、おきなわ

4/10-4/15 IMチーム N、京都、おきなわ

4/17-41221 Nチーム N、水光社、ぐんま、帯広、ながの、大分県民、とうきょう、エル

4/24-4/28 I 0チーム N、共立社、さっぽろ、かごしま、グリーン

1

2

2

4

6

2

9

0

2

 

2

l

l

l

l

l

l

 

※ 4月末までの応援延べ人数…1,070人 ・訪問組合員数…2,806軒

※ 4月末現在で、お見舞金・共済金請求の受付件数…15,344件
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《たすけあい》共済お見舞金の支払実績 《あいあい》共済お見舞金の支払実績

(4月末現在・単位；千円）

全壊 I半壊 I一部壊 I合計

(4月末現在・単位；千円）

全壊お見舞い l半壊お見舞い l死亡：共済金：l合 計

ロ／竺
金額 62,460 

3,632 

36,320 

5,7681 12,525 

57,680 I 156,460 □—竺金額 11,430 

519 

7,780 

5 

15,000 

905 

34,210 

《たすけあい》共済の共済金の支払実績 〈火災》共済お見舞金の支払実績 (4/12現在）

(4月末現在・単位；千円）

死亡 1 入院 1 家族死亡 1 合計
件数…1,948件 ／ 金額…1,093,793千円

□―三金額 126,850 

43 

4,011 

日時 事実項目（出来事）

1 /17 ①地震が発生した。

7 : 30 

正午すぎ ②付近に住む、軽度

な被害の職員が出

勤し、照明のない

中、復旧作業には

いる。また、慶事

事業なので表の装

飾等を引っ込める。

1 /18 ①館内の倒壊備品や設備

以降～ の復旧作梁にはいる。

②レンタル衣装等の予

糸勺サ犬i兄を把握し、 ご

要望の集約にあたる。

また、キャンセルは

無条件返金を決定す

る。

1 /20 ①アニパの裏口のガラ

13 : 50 スが割られる。加害

者に事情を聞く。ア

ニパで式場を 6月に

予約したが、フィア

ンセが印時間生き埋

めになり、その後死

乙パジャマのまま

ではかわいそうなの

で、アニパのブーケ

をもらおうと侵入し

たもの。

4,2:: 1 135,：:］ 

サービス事業部 アニパ

その時の課題と対策

①館内の被害状況を把握し、保安措置を行う。

②本音餘経由のビル電話のため不通になり、公衆電

話を使用し、職員の安否確認とアニパの状況の

共有化をはかり、事情が許せば出勤するように

要請。

③アニパの初期復旧作業に入る。

④電気と水が不通、幸い地下トイレが使用可能。

①電気がないため、 3時ごろまでの作業で終了。

②電話がアニパも使用できなくなり、生活文化セ

ンターや付近の電話を使用し、確認を進める。

① 2階に上がりブーケとアートフラワーを渡す。

あとで、焼香に伺い、お海みを申し上げる。

②生活文化センターに遺体安置されており、お線

香もなにもない状態。お悔やみと手をあわせて、

ご冥福をお祈りする。

1資料編4分野別震災体験報告（一例）

(1 / 3) 

うまくいったことや問題点など

①フロアの責任者に連絡をとり、

定時職員等の安否確認を要請し、

被害状況の把握も比較的スムー

スにいった。

②被災状況は、アニパに常時就労

者31人中、 13人が半壊以上の被

災。内、全壊は11人。

③地下トイレの使用は可能だが、

給水タンクの残量のみ。

① 6人が出勤し作業にあたる。

②前日、成人式終了にともない、

160数点の振袖が返却になり、

地下メンテナンス室に陰干しを

していたが、大きな整理棚が倒

れかかるが、奇跡的に被害をま

ぬがれる。

①ご本人が後日、アニパを訪問。

激励する。



日時 I事実項目（出来事）

サービス事業部アニパ

その時の課題と対策

1 /21 ①裏口をあけて、時 ①電話の復旧を要請。

以降～ 間限定営業を開始 ②ご予約者のご意向の集約。

する。

当面、 10時～ 3時

とし、ご来館者へ

の問い合わせは 5

時までとする。

(2 / 3) 

うまくいったことや問題点など

1 /24①営業再開に向けて、①駐車場のパレットの復旧。カメラやストロボ点 ①修理を依頼しても、交通事情や

以降～ 修理や点検を本格 検、 FAX等の修理、施設の点検を開始する。 優先順位によりなかなか対応が

化。 進まない。

②電気が復旧し通電

チェックを受ける。

1 /25①電話が 2本新設さ ① 1本は組合員からの問い合わせ、 1本はFAX ①卒業袴への利用者不安解消や成

以降～ れる。 を開設する。アニパ保有回線を生文にまわし協 人式記念写真が無事という知ら

②アニパに何度電話 力。

しても通じないの ②発信には公衆電話を使用し短時間使用を心掛け

で、アニパは全壊 る。

したのでは？に対 ③電話番号変更とアニパは無事という簡易DMを

応する。また、電 13種類、組合員の利用内容別に制作し約1,500

話番号の変更のご 通発送する。また、『ラジオおはようコープで

案内を徹底する。 す』等でもアニパの状況を伝える。

③アニパの電話番号 ④NTT変更を案内入るが「引っ越しのため…」

変更のNTT案内 という案内、「都合により」に変更させる。

が、ビル電話の為

に入らない。そこ

を何とかしてほし

い。と要請。

1 /281①部門責任者連絡会 ①出勤者の調整

を開催し、今後の ② 1月24日チラシの中止を徹底

対応について協議 ③当面キャンセル対応の伝票の記人方法の徹底と、

を行う。 返金方法について確認。

④フロア毎の、復旧及び復興課題について協議

⑤トイレの対応について

⑥データーセーブについて確認、当面月次更新を

しない旨を確認。

⑦制服の着用については、当分見合わせる。私服

で名札を着用して接遇を行う。

せに役立つ。但し、宛先不在が

多かったのも事実。

1)建物、衣装は無事、電話番号

が変更。（電話告知は以下同）

2) ご返金方法のご案内 3) 

婚礼展は中止 4)被災職員へ

の近況連絡 5)衣装の返却方

法について 6) 写真撮影は可

能です 7) 写真が出来上がり

ました 8)結婚式の変更相談

承り 9)取引先への近況報告

10)衣装の精算は後日に 11) 

結納品のご相談承り 12) アニ

パクラブ通信は中止 13)衣装

ご予約の方へのご案内

①フロアにより出勤や作業量が異

なるため、出勤調整の協力を依

頼する。また、ノー残業の継続

をお願いする。

②出勤調整協力をいただき年休の

なくなった人に対して、事故欠

にならないような対応方法を人

事に要請し実現する。

1 /3叶①余震対策について ①浜岡スタジオが倒壊し、当分アニパを貸し出す。 〈日頃からの心がけ〉

協議し、当面の徹 ②卒業袴の配達体制について 1) EVやガスの使用を控える

底事項について確 ③フロア別の余震対策について話あう 2)整理棚上部に重量物を載せな

認する。 い

3)作業場から避難路を想定する

4) 組合員数を把握する習慣をつ

ける
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サービス事業部 アニパ (3 / 3) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

〈余震対策〉

1)発生時は頭と身体をカバー

2) アイロンとスチーム等のスイ

ッチを切る

3)慌てて外に飛び出さない

4)一段落したら怪我人の確認

5)事務所まで報告し指示を仰ぐ

2/1 ①トイレ用の水の給 ①開店をするがトイレの使用制限を実施。 ①給水

水を受ける。以降、 1) 2 / 1（水）水lt

定期的に給水を受 2) 2 / 3倹水2t

ける。 3) 2 / 4出水lt

4) 2 / 6（月）水lt

5) 2 / 8（水）水lt

6) 2 /10倹水0.7t 

2/7,. ①今後の営業体制に ① 2月中、 10時～15時（来館対応 5時）

ついて協議する。 3月から、 17時に開店時間延長を検討。

アニパ本格営業に向けて体制作りにはいる

2/10 ①本日より正面玄関

をオープンする。

2/11 ①本日より制服着用、 ①新聞告知の稟議を上げるが、 トップ判断で 3月 ① 3月21日から配付の「め一む」、

宝飾品の展示再開 中は広告活動停止の指示。 4月1日・ 2日の新聞折り込み

② 2月18日・ 19日に ②急遠、特別相談会を 1週間延期。また、卒業袴 に企画を変更し、 2月18日・ 19

婚礼特別相談会を の利用者や、記念写真の被災者への特別対応 日については、 25仕）～26（日）に変

計画。 DMや新聞 （焼きまし料を半額で実施）を計画する。 更し、 DMのみで広報を行う。

告知の準備にはい

る。

③開店時間の復旧時

期を 3月9日（木）か

らに決定。「きょ

うどう」等での告

知に努める。

2/25 ①国道 2号線のマイ ①アニパのカップル来店手段が制限される。 ①公共交通機関及び徒歩による来

カー使用規制がス 店方法の告知や、ご来館者への

タート。 感謝の気持ちと、接遇を丁寧に

行うよう指示。

4/1 ①新聞折り込みチラ

シを実施。同日 J
Rも1か月以上早

く開通し、チラシ

効果があがる。

4/29 ①本日より、日曜祝

日の国道使用規制

撤廃される
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サービス事業部芦屋シーサイドテニス (1 / 2) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /17 ①地震発生した。 ①当日定休日。 ①支配人が埒親の49日で帰郷して

②テニス場近くに住 いたが、テニスクラブ近くの定

んでいる定職員に 時職員が当日、職場に来て被災

TELして、被害状 状況の把握をしてくれた。

況を調べてもらう。

1 /18 ①被害状況の報告を ①被災状況の調査と営業休業の判断。 ②永年勤務の優秀な定時職員およ

うける。 ・営業休業をきめて、「当分の間、テニスコート び、近くに住む定時職員がいた

・テニスコートにキ は休業させていただきます」の張り紙を入口に ので、状況把握や組合員対応な

レツが入っている 掲示する。 どスムーズにいった。

ようだ。芝コート

が波打っている。

. 10面の内 5面位使

用できないと思う。

・クラブハウスは軽

傷、使用できる。

・インドアテニスコ

ート 2面、波打っ

ていて使用できな

Vヽ゜

1 /19 ①支配人が職員の被 ①職員の被害状況把握と出勤に対する理解を（自 ①被災職員1/3、また、近くの事

害状況の調査と出 宅近くの事務所へ応援か、自宅待機か）得る。 業所倒壊および本人職種が専門

勤指示を行った。 職（コーチ）などから大半の方

は自宅待機で了承してくれた。

1 /23 ②セキスイに、テニス ②被害状況調査と復旧にかかる費用・時間を知り ②全面改修が必要とのことで費用

コートの調査を依 上司に報告し、計画に組み入れてもらう。 がかかりすぎる。また、第 1線

頼し、来てもらう。 ・供給事業所と同じく復旧工事の計画化をしても 事業所復旧が優先順位であり休

・全面改修が必要。 らう。 業期間が長くなる。

・液状化現象による ．費用をかけず応急復旧工事をしてもらう。 ・クラブ会員、テニススクール会

地盤沈下。 （軽傷のところのみ復旧工事を行う。） 員、取引先、テニス協会などの

・業務理事に報告す 対応をどうするか。（問題点が

る。 創造される。）

1 /24 ①芦屋シーサイドテ ①早期復旧を前提にしつつ、クラブ会員、スクー ①早く決断し、対応したことで大

し ニスの被災状況と ル会員への年会費返還措置の承認を得て返還の きな問題は起こらなかった。

今後の対応につい 処理を行う。 （地域周辺の被災状況が大きか

て ②会員様他へのあいさつ状の作成。 ったこと。また、テニスを考え

・常任理事会への提 る時期でなかった。）

案書作成に入る。

2/1 ①上記、常任理事会 ①クラブ会員520人、スクール会員480人への返還 ①金田支配人、鯛地さん、笠井コ

し で承認される。 金の計算とあいさつ状、振込用紙の郵送作業を ーチの努力で返還者、 98％であ

. 1年間を目途に休 ノイ丁ー つ、 。 った。のこり 2％はサービス事

業とする。 ②会員の所在がつかめない人が多く、いろんな関 業部で引きつぐ。

②年会員などの返還 係をたぐって100％返還を行う。

処理を行う。
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サービス事業部芦屋シーサイドテニス (2 / 2) 

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

2 /24 1. 1年間を目途に 1. 一度決定した休業措置が再度変更決定された 1. 一方的にお願い、告知の郵送

休業決定していた ときの会員の反応への対応。 になったが、クラブ会員から、

芦屋シーサイドテ ・手紙の文面をよく考えて、ていねいに。 クレームの声は 2件のみであっ

ニスに仮設住宅設 ・協定書を交わしている自治会への対応をより た。

置を芦屋市から依 ていねいに対応する。 2. 1年間の休業から 2年以上の

頼される。 ・返還処理に対する反応、対応をどうするか。 休業期間になることから、再開

2. 常任理事会にて 時において、入会して 1年未満

2年間を条件に仮 の人の不在人数が多くなくと思

設住宅用地として われる。

貸与決定する。 ・不在の方に対しては返還金の

精算を行っていく。

3/1 1. 仮設住宅用地貸

与について、テニ

スクラブ会員約

1,000人に手紙発

送する。

3 /13 2. 地元潮見町南自 3.心配していた自治会からのク

治会に仮設住宅用 レームはなかった。

地貸与についての ・正式な文書回答はいただいて

手紙持参する。 いない。

3/20 1. クラブ会員 2名

から仮設住宅転用

の件でクレームが

あった。

3 /31 1. 芦屋シーサイド 1. 本人の希望にそった人事異動をしてやりたい。 1. 3月末に送別会を開いてあげ

テニスの職員全て 2. 明るく、元気に、又の再開、再会を願って別 て感謝された。

の人事異動、完了 れる。

する。

①金田支配人（コ

ープミニカスミ

ガ丘）

②笠井、岡田、松平、

竹谷、富賀見、青

山（生産部、クレ

リ、コープ店へ）

③退職者… 5人

4/1 2. 事後対応の部署 1. テニスコート再開時の対応

し ①会員への対応 ①約束ごとを守ること。

サービス事業部

②コープ冠大会

青少年スポーツ

磯部さん

③施設管理

経理部管財

大賀さん I 
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サービス事業部 ふるさと村推進

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /19 ふるさと村復興緊急 ①ふるさと村の予約宿泊対応について ①組合員の安否確認取り組みによ

PM18: 00 支配人会 ②キャンセルの予約金返却について るふるさと村職員の意識改革と

③炊き出し配送ルートと配送時短について 統ーがはかれた

④炊き出しによるふるさと村職員の作業時間変則 ②炊き出し 1日1,300食と水 1日

体制について 120 eの確保ができ、 2/1ま

⑤ふるさと村施設の風呂開放の取り組みについて で安定して供給ができた。

⑥職員被災地視察調査の取り組みについて（意識 ③風呂開放取り組みによってふる

改革） さと村の存在評価づくりに大き

く貢献した。 500人利用

④ 1 /20-1 /29の間に職員の被

災地視察実施により被災地の現

状把握と意識が大きく変わった。

2/7 第一回ふるさと村 ① 7月までのふるさと村来村復旧対策について ① 3つのふるさと村の協力強化と

PM13: 00 復興会議 ②ふるさと村PR活動展開について ふるさと村推進との連携がより

③新規エリアの組合員獲得について（非被災地P 一層強まった。

R活動） ②新しい企画商品が作成され、 3

④新たな商品企画について（デイスカウント政 つのふるさと村協同で、 PR活

策） 動を開始することができた。

2/8 八千代町合同企画 ①寄賭していただいた300万の有効活用 ①ふるさと村と町及び行政との協

被災者避難民 1泊 ②地元ボランティアの協力関係 力関係が深まり、ふるさと村や

2日受入開始 ③延べ600名受入れ体制組織づくり ちよが八千代町民として認めら

2 /11-3 /31 れた。

②被災者に大変喜ばれ、ふるさと

村PRに大きく貢献した。（延

べ586名受入れ）

2/11 第 2回ふるさと村 ①ふるさと村稼働率（前年比20%) を50％に復旧 ①ふるさと村元気応援合同企画が

復興会議 させる取り組みについて 好評に推移し 4月現在で前年比

②デイスカウントによる GPR確保の取り組みに 80％まで復旧させることができ

ついて た。

③ふるさと村食材協同仕入れによる GP確保につ ②新規エリアの組合員獲得にロー

いて ラ作戦展開することによって、

成果を挙げることができた。

3/1 ふるさと村元気応援 ①被災者の心のケア活動としての取り組み。 ①前もって職員に事前研修を実施

合同企画開始 ②受入れノウハウの職員の確立。 し、利用組合員に好評をいただ

3 / 1-5 /31 ③テーマにマッチした料理の提供。 いている。

②宿泊料金の10％をボランティア

募金として寄脳した。

③新たな料理メニューが各ふるさ

と村で誕生し、好評をいただい

ている。
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サービス事業部ふれあい便C

日時 事実項目（出来事） その時の課題と対策 うまくいったことや問題点など

1 /17 1. 正職・定職の確 1. 高齢者対象のふれあい便活動ですので物資の ふれあい便の会員が今回の災害で

し 認と被害状況の情 供給で生鮮・食品のお届けが出来ず会員さんに 約半分180軒までに減少してしま

1 /21 報収集 は申し訳な’く思った。 った。又会員さんに対しても商品

供給が希望通りの対応も出来ず、

2. 夙川、垂水東、 2. 交通事情が悪く訪問軒数が計画通り出来なか 不便さをあたえた。

こやの地区が大き った事。 今後の事も考えふれあい便の対応

＜災害にあってい は現状で活動を進めるよりも第 5

る事がわかり会員 地区方式のふれあい活動がより地

の家庭に安否の確 域の高齢者に対しきめ細いサービ

認をするため総訪 スが出来ると思います。

問を実施した。

1 /22 組合員を第一に考 3. コンピュータシステムの崩壊 ・会員数が増えると手作業システ

し え毎日訪問を実施 ・手作業システムに移行 ムでは逆に効率が悪くなる。

1／釦 し、水、ラーメン （旧家庭係システム）

を中品に物資提供

をくり返し組合員

から非常に喜ばれ

た。しかしあまり

にも大きな被害の

為に、会員数が夙

川、垂水エリアで

は約半分の在宅で

あり、他は身内の

所に避難されさい

わいにも会員の中

にはケガ，死亡者

が一人もいなかっ

た事に安心をした。

（全体で 225人減

少）

3. 配達者が定職の

ために被害を受け

て出勤が出来ない

状況が続き正職数

名で災害当時対応

をした。
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震災後の生活文化センターの状況

►地階体育館および二階ホールを東灘区のり災証明

(25,534件）発行所に提供。 (2/6-3/2)

1月17日の大地震後、比較的軽傷ですんだ生活文

化センターは、地域の中で数少ない広い会場をもっ

施設として活躍しました。

► 2月から地階体育館、 1階展示コーナー、 4階会

議室に商品本部ほか本部機能の一部が臨時入居中。

► 3 階の託児室を活用し、毎週月水金の午前、午後、

臨時のボランティア託児を実施。のべ499人利用。

►緊急対策本部が設置される。 (1 /17-1 /31) 

►地階体育館および地下駐車場を遺体 (247遺体）

► 3月から 5月にかけて、 2階ホールで復興のため

のボランティアコンサートをはじめ、気功教室や

フォークダンスなど無料のイベントをのべ44回開

催3,894人参加。

安置所に提供。 (1/17-1 /31) 

►地階ロビーを避難所（約60世帯）に提供。

(1 /17-4 /31) 

生活文化センター‘‘復興をめざして’'の催しもの ('95.3月～ 5月）

「3月の催しもの」《癒しと微笑の輪をひろげましょう！》

月 日 曜 時 間 帽 内 合六

3月7日 火 10:00-11:00 36 「気功健康法入門60分速成講座」

サービスを受けるというのではなく、一人一人が自分で健康管理をして、そ

の上で助け合うために身体をほぐし、頭を深く休ませ、イライラや不安を取

り除くための‘‘気功健康法”をご一緒に。

ボランティアの方はまず自分の健康のために“気功’'をして、自分が気持ち

の良かった体験を被災者の方に伝えましょう。

11: 30-12: 30 38 〔講師〕

津村 喬（関西気功協会代表）

藤井郁子（癒しの学校教員）

津山 鮎子（関西気功協会指導員）

林 茂美（中日気功研究所所長）

竜田美枝子（関西気功協会指導員）

松村健壱（生文センター気功講座講師）

橋本ひろみ（生文センター気功講座講師）

3月9日 木 10 : 00-11 : 00 45 「自己マッサージ法」

11:30-12:30 53 「香功（しゃんごん）」

香功は今、中国で一番人気のある音楽気功。脳を安静にして、心身の調和を

高める仏教気功です。

3月10日 金 10 : 00-11 : 00 35 「気功健康法入門60分速成講座」

11:30-12:30 40 「香功」ほか

13: 30-15: 40 88 映画「地球交響曲」上映

監督の龍村仁さんと闊オンザロードの協力で、実現した映画鑑賞会です。

フィルムを東京から運んだ佐川急便の手違いで、フィルム到着が15分遅れる

などのアクシデントがありましたが風雨の中、会場に集まった参加者は拍手

でフィルムの到着を喜んでくれました。

3月11日 土 10:00-11:00 51 「気功健康法」「自己マッサージ法」ほか

11:30-12:30 62 「香功」ほか

13: 30-14: 40 180 ‘苦悩のただ中から光を'’

「林晶彦ピアノコンサート」

京都の合同慰霊祭で鎮魂の曲を演奏した世界的ピアニストの林 晶彦さんは

ご自身も芦屋で被災されています。

演奏が終わっても、参加者は感動の涙で立ち上がることができませんでした。
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月 日 曜 時 間 類 内 合六

3月11日 14: 45-16: 55 195 映画「地球交響曲」上映

ご家族での参加が多かった。美しい映像と音楽、そして、何よりも真実のも

つパワーに癒され、自然と共に生きることの大切さを感じました。

3月15B 水 10 : 00-11 : 00 49 「気功健康法」「自已マッサージ法」ほか

11:30-12:30 60 「香功」「気功ストレッチ」ほか

3月17日 金 10 : 00-11 : 00 45 「気功健康法」「自己マッサージ法」ほか

11:30-12:30 55 「香功」「気功ストレッチ」ほか

3月21日 火 10:00-12:00 135 「香功大会」

音楽に乗っての「デイスコ気功」「静功」(“無'’にして座す）「香功」でここ

ろと身体を癒した 2時間。

〔講師〕

津村 喬（関西気功協会代表）

林 茂美（中 H気功研究所所長）

3月25日 土 10 : 00-11 : 00 35 「気功健康法入門60分速成講座」

11:30-12:30 47 「香功」「気功ストレッチ」ほか

3月29日 水 10 : 00-11 : 00 43 「気功健康法」「自已マッサージ法」ほか

11: 30-12: 30 51 「香功」「気功ストレッチ」ほか

3月31日 金 10 : 00-11 : 00 36 「気功健康法入門60分速成講座」

11: 30-12: 30 48 「香功」「気功ストレッチ」ほか

「4月の催しもの」

月 日 曜 時 間 帽 内 容

4月1日 土 10 : 00-11 : 00 43 「気功健康法」「自己マッサージ法」ほか

11:30-12:30 50 「香功」「気功ストレッチ」ほか

4月2日 日 10 : 00-11 : 00 52 「気功健康法入門60分速成講座」

11:30-12:30 54 「香功」「自己マッサージ法」ほか

4月4日 火 10:30-12:00 100 「秋吉道世先生とリズム体操を楽しみましょう」

生文センター講座講師の秋吉先生とリズム体操会のメンバーが幼児からシル

バー世代の方々まで幅広い年齢層を対象にホールいっぱい使い楽しく体操を

する。

4月7日 金 10: 00-11: 00 50 「気功健康法」「自己マッサージ法」ほか

11: 30-12: 30 62 「香功」「気功ストレッチ」ほか

4月12日 水 10 : 00-11 : 00 67 「気功健康法入門60分速成講座」

11:30-12:30 71 「香功」「自己マッサージ法」ほか

4月15日 土 10:00-11:00 72 「気功健康法」「自己マッサージ法」ほか

11: 30-12: 30 78 「香功」「気功ストレッチ」ほか

4月20日 木 10:00-11:00 83 「気功健康法入門60分速成講座」

11: 30-12: 30 85 「香功」「自己マッサージ法」ほか

4月22日 土 13: 00-16: 00 150 「ジョイントコンサートと落語会」

◆土井典子さんと一緒に童謡を歌う

◆小林忠夫さん（全日本ハーモニカ連盟理事）

◆桂都丸さんの落語会

4月24H 月 10 : 00-11 : 00 115 「気功健康法」「自己マッサージ法」ほか

11: 30-12: 30 121 「香功」「自己マッサージ法」ほか

4月26日 水 10 : 00-11 : 00 95 「気功健康法」「気功ストレッチ」ほか

11:30-12:30 102 「香功」「自己マッサージ法」ほか
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月日 I曜 時間
加
数

参
人 内 容

4月28日|金 |13:00-14: 301s201名曲鑑買で心も身体もリフレッシュ！！

「スト レス時代の音楽健康法」

〔出演〕

ヴァイオリン 佐藤 腸子（世界的ヴァイオリニスト）

ビアノ 森岡巽一郎（第一線の作曲、編曲家）

ツィゴイネルワイゼン（サラサーテ）

タイスの瞑想血（マスネ）

愛の悲しみ（クライスラー）

愛の喜び（クライスラー）

典子は今（森岡野一郎）

ゴッドファーザー 愛のテーマ

お話 日高敏夫（日本コロンピアDCS感性研究所）

演 題／名曲はなぜ人間の

こころやからだを癒すことができるか

〈心の癒し〉に音楽税法が取り入れられ注目されている。

名曲鑑伐をしながらリフレッシュ方法を知るひととき。

（日本コロンピアDCS感性研究所）

「5月の催しもの」

月 日 曜 時 間 窪 内 合六

5月8日 月 10 : 00-11 : 00 128 「気功ストレッチ」「波動功」ほか

11 : 30-12 : 30 139 「香功」「自己マッサージ法」ほか

5月9日 火 13 : 30-16 : 10 230 ボランティアコンサート

「ポピュラーを楽しく歌いましょう ！」

フォークソング、シャンソン、ジャズ• ••歌もいろいろ。 ギター、ビアノ …演

奏もいろいろ。

横山由紀子さんと仲削たちが演出する楽しいひとときです。

〔出演〕

クラシックギターリスト 山崎 繁

シャンソン歌手 山下有子

ポピュラー、フォーク歌手 横山由紀子

ポピュラー、ジャズピアニスト 猿渡由利子

'95年4月23日、生活文化センター2Fホールに170人が参加
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シーアカルチャープラザ

復興ボランティア活動

('95年 3月19日～5月28日）

シーアカルチャープラザでは、 3月19日

~ 5月28日にかけて復興ボランティア講

座を開催しました。使用できる会場が少

ないなか、シーア4F教室、シーア2Fセ

ントラルコート、生文ホールの 3会場で

46回開催。のべ3,000人あまりの方が参

加されました。

4月5日因パントマイムと古典講談「大久保彦左衛門」約100
人参加

4月2,日(±)「みんなで歌おうコンサート」（於：生文C)約70人
が参加

5月7日(8)「楽しくエアロピクス」（於 ：生文C)を開催。65人
参加

1資料繕4分野別震災体験報告（一例）

4月1日(±)r人形劇と朗読」人形劇団クラルテと小笠原町子さん

による朗読にのべ140人が参加

4月22日出「風かおるシャンソンコンサート」約150人が参加

4月30日(8) 九州若松児童文化会 「おこんじょうるり」人形劇に

のぺ130人参加

5月28日(B)「手話落語」桂福団治他 （於：生文C)には70人の参

加



震災時の協同学苑の対応

I.緊急第 2対策本部として

ガス・電気・水道・交通・情報・ライフラインの

すべてを断れた緊急対策本部〔生活文化センター

（神戸市東灘区田中町）〕は被災のド真ん中にあり、

目の当りにする悲惨な光景と喧喋の中で、組合員・

職員の安否をはじめ情報の受発信に呻吟していたが

1月19日、被害を免れた三木市にある協同学苑を第

2対策本部に定め、情報の中継基地とすると共に緊

急物資のデポにすることを決定した。

1月17日（地震発生日）の昼頃まで電話はほぽ正

常であったが、やがて電話・ファックス 1本と公衆

電話が時たま通じる程度となった。それに加えて、

近くの職員が情報（指示）を求めて集まり、そのタ

方より学苑は混雑を極めた。しかし、次第に電話と

ファックスが正常化するにつれて第 2対策本部の任

をどうにか果たせるようになった。

1)仮事務所（緊急対策処理のため）として

①開発・建設部②経理部③緊急物資配送、荷受ス

タッフの事務所に研修室を開放

ほぼ同時に新たに臨時電話を設置 (5ケ所 5個）

2) 臨時事務所として

①兵協連②労働組合③コモテック④第 6地区本部

が使用

]I．緊急物資デポとして

体育館、グラウンド、研修棟のピロティーを使用。

各単協（他生協）から支援物資及び緊急供給用商

品で満杯となり、昼夜を問わず、 10t車や協同購入

センター等の車が往来。後日、ボランティア本部の

デポとして使用。

皿．コープこうべの本部として

2月 1日から理事会は倒壊した住吉の本部ビルに

代わり協同学苑の体育館を本部と定め、 1月末から

設営が始まり、主として管理部署の引っ越しが順次

スタートした。

w．事務所用品及び資料置き場として

史料館内及びその倉庫に事務用品及び資料を仮収

納（倒壊した本部ビルで延焼を免れたもので、取り

出した物品トラック 10数台分）

V.被災者、支援者の宿泊所として

全国の生協の仲間延べ約3,500人の宿泊及び食事

を世話した。また、職員の被災者とその家族約10人

の宿泊及び食事を提供した。同様にコモテック研修

生、屋根工事関係者などの宿泊にも便宜をはかった。

VI.風呂を開放

当初は職員のみに対し24時間開放を試みたが、ボ

イラーパンクのため利用時間の制限を設けて提供し

た。 2月初旬からは一般組合員にも開放し 3月末日

までに約 4,000人が利用。

＊風呂開放は 5月中旬まで続く

w．炊き出し

震災の翌日の 1月18日から炊き出しを行い、 1週

間で約 7,500個のおにぎりを作り、対策本部の生活

文化センターに自転車 2台と共に届けた。（ふるさ

と村ちぐさと八千代と共催）

珊［．学苑の講座すべて中止

2月末月まで学苑の貸会場利用とふれあい講座等

すべての講座を中止した。 (3月 1日より開始）

＊中止期間中74講座のべ3,500人に影響

※学苑職員の宿直 (1/18-1 /31) 

【震災時学苑利用概要】 1995年1月17日～ 3月

1 月 2 月 3 月 備 考

工事関係者

宿泊者数 1,412人 1,546人 550人
10人～30人

（土廿を餘＜侮廿）

12月迄

食事 233万円 189万円 68万円

浴場利用 約800人 約2,600人 約650人 5月中旬ま

で開放

炊き出し おにぎり 7,500個

その他 自転車 2台

傭品提供 ゴミ手袋

箪 手l多数
ガムテープ

＊支援者・被災者 食事代概算 490万円
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5
 滋珀狸.店長日誌 （コープデイズ芦屋）

長
方

店
志 京三

1月17日図 天気：はれ

営 業 体 制（供給活動）

AM8時を皮切りに以下の者が出勤 （他所屈応援） 敬称略

出 ・ Mgr 西村 ・森岡 ・土FR.志方

悶
・チーフ 田中 ・森FR.宮本 ・古lll
・メンパー 上垣 ・ ヒ西 ・ 難波 ・ 大山 ・ 内橋 • 浜中 ・ 真柄 ・ 伊藤 ・ 高原 ・ COMO中村 ・ 日牛協 ： 板谷

況 ・メイト 谷「I
（注 ：Mgr＝マネージャー）

営業時間 ・場所 店頭に休店告知をした。

供
行政への供出対応を考え準備をした。

午後より芦屋市の要訪により 、毛布、水、ジュースをはじめ即食べられる食品を媒めるだけ集め供出した。 1トント

喜 ラックで引取にこられ、 3回ほど往復していただいた。

動 夕方再び食科品の供出要請があり 、対応した。バックヤードには商品在府はあったが、物品散乱しており取り出せる

状態ではなく大変苦労した。

翌日からの商品対応へ向けて、整理を中心に商品準備を夜遅くまでした。

まず、職員の安否確認を作業として急いだ。

悶Mgr単位で確認名簿を作成したが、確認のためのTELがまったく機能せず、夜遅くにくなっても確認できたのはごくわ

ずかであった。
員

しかし、残念ながらメイト岡FF1滋代さんご本人とお嬢さんの死亡が午前 9時ごろ宮本チーフにより確認された。合常

贋

本日の供給高 （ 円） 客数 — 人

建物設備管理（復元活動）

・スプリンクラーの欠損か、各階とも店内中央部付近が天井から落水し、床は水汝しの状態であった。

建 ・外壁や柱などに大きなヒピ，亀裂有り 。特に北東部が被害大。

・ 2. 3階西面のウインドーが破損。ピニールシートで応急に囲いをほどこした。

• 北側 B Y の階段および防火扉が変形。 とにかくいたる所に何らかの問題あり 。
物

（注 ：BY＝バックヤード）

・全てNGの状態。

設 ・照明は自家発屯で非常灯のみ点灯。博II脊く、犬井に設けたエアコン吹き出し□などの落下も懸念される。

・トイレ使用にあたってのマニュアル作成。地下のみ使Illと指示。

・店内全て火気厳禁の指示をした。
備 ・照明は自家発紺用の燃料確保のため午後l0時で完全梢灯した。

・地設のゆれで地階の冷凍ケースが大きく移動したり、ゴンドラが転倒するなどし、商品が散乱している。 しかし、キ

店 ャスター付きの什器は移動こそすれ、陳列商品の落下はなかった。

. I者内はいたる所で水漏れし、軍話機もはずれ許告音が嗚り開いていた。

内

ノゞ ・階段部分の喉面が大きく欠落するなど、通行に支1硲あり 。

ツ ・事務所内の什器は転倒し、コンピューター頬も棚から落ちていた。金脂も数10センチ移動。恐ろしい状態。

ク 足の踏み場もないくらい物品が散乱していた。 とにかく通れるようにするのがやっとであった。谷「lさんが来て下さ

ヤ り大助かりであった。
I 倉庫も尚品が散乱、転倒しており動けない状態であった。限られた人貝であり出来ることしか手がつけられなかった。
ド

そ ・地震発生時には店内に、西宮・苫備の鈴木特備員、コープムービングの野ITI氏、菊地氏がいたが全貝無事であった。

の ただし、東側駐車場に停めていた 2台の車（野円、菊地氏）は隣家の倒壊のため破捐した。

他
.'r-前JO時半ごろ運営部岸部長と、畑係長が現状確認のため来店。今後の対応の指示を受けた。

1資料編5店長日誌（コープデイス芦屋）



店長 H 誌
1月18日索天気：はれ コープデイズ芦屋

営 業 体 制（供給活動）

（他所属応援） 敬称略

出 ・ Mgr 西村・伊東・土田・志方 c吹田矢野

勤 ・チーフ 田中・森田 Lステーション 青柳

状 ・メンバ一 宮・上西・難波・道下•浜中・伊藤・高原 運営部畑係長
況 COMO中村・日生協板谷

・メイト 谷口•松浦

営業時間・場所 店頭に休店告知

誓悶

本日も芦屋市の要請にこたえ緊急物資の供出をおこなった。

昨夜準備した食料を供出しようとしたが、ベビーフード オムツなどのリクエストがあり、急遠変更対応した。

市に供出すべく用意した食料品の引取用車が手配できないとのことから、昨夜用意した食品類を袋に詰める作業をし

約1000袋作成、午後 1時より店外で配付した。本来無償対応してはならないと考えられるが、市に供出することと同

意であると判断した。イカリスーパーでも袋詰めにして無償配付をしていた。

＊夕刻に芦屋市ヘチーズ・ハム類を供出した。

昨日同様商品の入荷はまったくなかった。

應
明日よりの供給体制づくりをすすめた。（ら一めん、缶詰、お菓子などすぐ食べられるものを袋詰め）

状叫

況

職員の安否確認作業およびコープ委員、総代の安否確認作業をすすめたが、本日もTELが機能せず、公衆TELを捜しす

l 報

すめた。しかし、進展はほとんどない。

避難所をまわり該当者捜しも並行しすすめた。

本日の供給高 （ 円） 客数ー一人

建物設備管理（復元活動）

•本日の余簑で欠落部分、ヒビがさらに大きくなった。

建 ・店頭準備をすすめたが、余震による落下物の恐れもあり、慎重に判断した。

・タ刻に欠落したガレキの除去作業を行なった。

物

・全てNGの状態。

舌u几又 ・照明は自家発電で非常灯のみ点灯。

・EV点検にフジテックが来店すれど修復に時間がかかると告げたのみ。

備
•本日も照明は自家発電用の燃料確保のため午後10時で完全消灯した。
・ベーカリーコーナーのTELが使えることを発見すれど、かかりにくい状況は前日と同じ。

（注： EV＝エレベーター）

．昨日の水漏れは一応終息した。

店 ・店内落下の恐れある設備を落下防止の応急措置を行なった。

内

／ゞ ・商品移動ができるよう、通路確保の作業をした。しかし、店内照明が暗く作業がすすまない。

ツ ・事務所内の一定片付けができた。といっても棚に仮に戻しただけである。

ク
ヤ
1 
ド

・午後 8時ごろ 2階売場に高校生風の男 5~ 6名が侵入しているのを発見。 2名を取り押さえ保安に引き渡すが逃亡さ

そ れたと報告を受ける。

の
•その後破損した窓の補強を再度行い、夜間の警備巡匝を手分けし強化した。

他

資料編5店長日誌（コープデイズ芦屋）＇ 125



店長 H 誌

1月19日（杓天気：はれ風強し コープデイズ芦屋

営 業 体 制（供給活動）

（他所属応援） 敬称略

出 ・ Mgr 西村・伊東・土田・志方・森岡 c吹田矢野、運営部畑係長

胃 ・チーフ 摺崎・森田

・メンバ一 宮・上西・難波・道下•上野・浜中・大山・伊藤・高原・真柄•宮本・ COMO中村・日生協板谷
況 ・メイト 谷ロ・米田・大西

・バイト 安田 出勤記録簿を作成。

営業時間・場所 店外にて 店頭に休店告知

i 
・昨夜準備した食品袋に牛乳 1パックを入れ500円に設定。

•玉子 1 パック 100円、いちご400円、全てを利用すると 1000円になり、店頭であることから釣り銭のないよう工夫した
価格設定を行なった。

・午前11時からセット供給 食品袋がなくなったため単品供給は午後 1時より行なった。 3時ごろ終了した。
＊ 芦屋市ヘベビー用品・オムツ•生理用品などを供出した。

・午前 6時ごろ王子が台車 2台人荷

商 ・すぐあとに牛乳85ケース、いちご50ケースが入荷

品 EVがないため当直者 4名で地下売場への搬入。たいへん苦労した。夕方そうざい類入荷（明日用にした）
状 ・午後 8時半にポリタンク、ガスコンロ、ボンベ、紙コップが入荷。待ちに待った商品なので荷降ろしにも力が入る。
況 ム午後 9時まえにDC便入荷。内容は醤油やお菓子の定番。なぜこんなものが……

” 

職員の安否確認作業およびコープ委員、総代の安否確認作業をすすめたが、本日もTELが機能せず、公衆TELを捜しす

>毅
すめた。昨日に比べ大きく確認がすすんだ。

本日も避難所をまわり該当者捜しも並行しすすめた。

．震災前に承っていた配達品のお届けを開始、倒壊、不在で仲々進まず、不在宅へはメモを投入。

水をはじめポリタンク、ガスボンベなどのリクエスト多数。

本日の供給高 (546,602円） 客数 人

建物設備管理（復元活動）

•本日の余震で欠落部分、ヒビがさらに大きくなった。 1 階BY壁がさらに大きくなり人が通れるまで広がった。

建 ・余震による落下物の恐れもあり、店頭での供給活動は難しいと判断。明日より館内で行なうようにした。
．欠落したガレキの除去作業を行なった。特に外まわりに重点をおいた。

物

・電灯回線が復旧したがいたる所で漏電がおこっており点けてもすぐ消す状況。午後 3時のこと。

設 ・夜遅くになり、 3階バックヤードのみ通常点灯した。

. JVのフジタが点検に来店。

備
・ TELがかけられるようになった。

・店内散乱した商品のなかから緊急性の戦い商品を選別する作業をすすめた。

店 ・午後 3時すぎに通電したため動力も動き、止まっていた水が再び漏れだした。

落水の多い部分の天井裏へあがり、タオルで応急措置。

内

Jゞ
•明日よりの荷受け～品出し、店内清掃など様々な作業のチームづくりを行なった。

ツ

ク
ヤ
l 
ド

・午後朝日新聞より取材をうけた。

そ •本部に応援求め明 H よりの約束がとれた。

の
当直者を 6名にした。

他
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店長日誌

1月20日⑥ 天気：はれ コープデイズ芦屋

営 業 体 制（供給活動）

出勤記録簿を作成したので個人別記載省略 敬称略

出 （他所属応援）

勤 c吹田矢野、 C苦楽松窪、 CLC甲南柳、運営部畑係長・浦本係長
状
況

営業時間・場所 店頭に開店告知 11: 00-16時ごろ。

i 
・昨夜入荷したポリタンク、ボンベをはじめ緊急性の高い商品を主にしてリカーコーナー横の階段ゾーンでワゴン 7台

をワンウエーに配置し展開。

・レジはTECl台と電卓を使い都合 2台のチェックアウトを設けた。すべてTECレジにしたかったが、 1台しかキ

ーが合わず残りは電卓使用。

・多数のご来店があり、混雑したため入店制限を繰り返した。しかし、お詫び対応を行い混乱もまったくなく、かえっ

て感謝のおことばをいただいた。

・午前 6時ごろ玉子が台車 2台入荷

喜
・すぐあとに牛乳75ケース、プリン類50ケースが入荷

•いちご50ケースも入荷。

状 ・EVがないため当直者 6名で地下売場への搬入がたいへん苦労した。

況 •伊予柑、リンゴ、柿などもつづいて入荷。干柿には？価格設定は摺崎チーフに依頼。すべてコスト切れで設定した。
果物はすべて袋入りにした。イチゴ¥400 伊予柑¥500 リンゴ¥500 玉子¥100
•徳島から水1000本入荷とのうれしい情報。ただしガセであった。水がほしい。

・職員の安否確認作業およびコープ委員、総代の安否確認作業をすすめた。本日もTEL復旧 昨日に比べ大きく確認が

讐 すすんだ。安否確認表を掲示。職員安否未確認129名 死亡、ケガ 4名

・コープ委員、総代を訪問。あまりの被害の大きさにがっくり。半数の安否確認ができた。

［ 水をはじめポリタンク、ガスボンベなどのリクエスト多数。いづれも午前中で品切れた。

本日の供給高 (2,001,330円） 客数一人

建物設備管理（復元活動）

•本日の余震で扉のゆがみが進行した。

建 ・BF農産ゾーンのシャッターがはずれた。

物

設
・電灯回線が復旧したが本日も漏電がおこっており、 3階が比較的漏電が少なく、この階のみ点灯し作業した。

・ TEL回線復旧すれどかかりにくい状況はかわらず。

備

店
・入荷商品も増え、店内の商品整理も進んだため、明日より農産ゾーンでの展開をすべく準備作業を行なった。

ミニコープなみのスペースゆえ、だれかがコープデイズミニと命名。

内

ノゞ
・人員がそこそこになったので、 BY整理が進んだ。

ツ

ク
ヤ
l 
ド

•竹本理事長来店。激励を受ける。

そ •本部に応援求めていたが、ゼロに近い状況で作業計画がくずれた。

の
•明日より京都生協の応援が入ると連絡あり。
•本日よりワールド警備 2 名着任。夜間 2 階の保安体制を依頼。

他 ・復旧と運営の組織編成を修正した。復旧対策本部と正式に表示。（組合員集会室）
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店長 H 誌

1月21日由 天気：はれとってもさむい コープデイズ芦屋

営 業 体 制（供給活動）

出勤記録簿を作成したので個人別記載省略 敬称略

出 （他所属応援）

勤 c吹田矢野、 KC六甲 中島、 KC甲南北山・堀越、運営部浦本係長

状 京都生協 30名
況

営業時間・場所 店頭に開店告知 11: 00-17時ごろ。， ・昨夜拡大した農産ゾーンに食・住・衣で展開。

・開店まえには約100名近く並ばれた。列ができていたのは12時半ごろまでで、その間入店制限をした。

・レジスペースは 3台としたが、 TECl台あとは電卓対応とした。

・多数のご来店があり、混雑したため入店制限を繰り返した。しかし、お詫び対応を行い混乱もまったくなく、かえっ

て感謝のおことばをいただいた。商品が多くなったとよろこばれた。

・牛乳、ゼリー類が昨日並に入荷。

商 ・日配のかまぼこ、惣菜類がコンテナ 6台も入荷。夕方に再びそうざい類入荷。
ロ ・りんごもコンテナ 1台入荷。午後より水、パンが入荷した。さっそく並べ好評。パンは京都生協のパンが入った。日日

状 ・EVがないため当直者 6名で地下売場への搬入が今日もたいへん苦労した。
況 ・店内よりの商品と、入荷商品でほぼ品揃えができるが、いかんせん送り込みがやたら多いため、生物は廃棄となって

しまう。

・開店告知は店頭しかできず、かつ近隣は崩壊や避難しているため来店は少ない。
組 昨日に比べ大きく確認がすすんだ。安否確認表を掲示。
ムロ ・職員安否未確認100名弱 死亡、ケガ 4名
ク昌ヽ

水をはじめポリタンクのリクエスト多数。今日は入荷がなかった。

闊

本日の供給高 (2,023,402円） 客数 人

建物設備管理（復元活動）

建

物

・電気は昨日と同じ状態から一歩前進した。作業時間中は点灯。

設 ・POS点検に富士通が来店。事務所SLPはほぽ完全修復の見込み。 STCは2台ダウン、レベルはBとのこと。

・ガス、水道は依然見込みなし。

•都市管理、 JV、牛瀧理事長、山本東館理事長、丸岡氏を交え修復について打合せ。
備 東館の安全性は前回と同じ地震が発生しても倒壊はないとのこと。生協からは 1日も早い復IBを要望した。

・BF修復を最優先し、あわせて 1Fは荷捌きスペースとして必要のため、京都生協の応援者と共に作業をすすめた。

店

内

Jゞ
・人員がそこそこになったので、 BY整理がさらに進んだ。

ツ ・BFのガレキも処理できた。

ク
ヤ
l 
ド

・コープ出版より取材を受ける。

そ ・京都生協より 30名の応援があり、作業が大きく進展した。

の
応援受入れに対し、班編成での対応とした。

食料の差し入れに感謝。山本常務ほか 2名の本部職員の方が激励に来て下さった。
他 ・デイズ職員の出勤確保に苦労。車通勤に大きく支障がおこっている。

1資料編5店長日誌（コープデイズ芦屋）



店長日誌

1月228(8) 天気：あめ コープデイズ芦屋

営 業 体 制（供給活動）

個人別記載省略 敬称略

出 （他所属応援）

胃 運営部松浦課長・浦本係長・畑係長 イベント部 3名

（他生協応援）
況 京都生協 39名 三重県民 1名 ちば 4名 岐阜地区 9名

営業時間・場所 11: 00-17時

供 ．昨夜拡大した農産ゾーンに食・住・衣で展開。

>
•本日より開店時間を固定した。
・レジスペースは 3台としたが、 TECl台とあとは電卓対応とした。

．昨日に比べ開店時間待ちの組合員様は少なくなったが、入店制限はした。午後からはフリー入店とした。

・日を追うごとに品揃えがふえてきた。

・売場展開スペースを上回る商品入荷に頭をいためる毎日である。

喜
・食品類でのリクエストアイテムの変化が見られだした。生物への憧れが多い。

•各お取り引きへ個別発注する体制が整いだした。これで商品入荷調整ができそう。

状 ・EVがないため地下売場への搬人が今日もたいへん苦労した。

況 ・ガスボンベ、ポリタンク不足のため明日直引取を指示した。

・店内よりの商品と、入荷商品でほぼ品揃えができるが、いかんせん送り込みがやたら多いため、生物は廃棄となって

しまう。

・商品リクエストに応える体制をとった。バックヤードとの連携での対応。

讐 •安否確認がおおきく進行した。
・職員安否未確認 30名弱 死亡、ケガ 4名， 水をはじめポリタンクのリクエスト多数。今日は入荷がなかった。

本日の供給高 (1,944,417円） 客数 人

建物設備管理（復元活動）

建

物

・電気は昨日と同じ状態から一歩前進した。作業時間中は点灯。

設 ・農産ゾーンに POSレジ設置段取り。本体OK 信号線工事のみ。

・ポケベル復旧

備
・ガスは依然見込みなし。

水道は 2月末の見込み。

•他生協応援者とともに 1 F日用品ゾーンまで整理が完了。

店 ・ 2 F 良品、不良品の仕訳作業 1 F Lグッズ整理完了

・3F キッチンゾーンのガラス破片処理完了、催事ゾーンスペース確保

・BF 通路整理ほぽ終了 リカーゾーン床整理段取り
内 食品の商品整理段取りが進む。 本日で一気に整理作業が進んだ。

Jゞ

ツ

ク
ヤ
l 
ド

．勝手をしった千業コープの奥田氏の応援があり大きく進展した。

そ ・応援者への指示マニュアルを掲示した。

の
車通勤に大きく支障がおこっている。 本日よりワールド警備 2名配備

他

資料編5店長日誌（コープデイス芦屋）1129



店長 H 誌
1月23日(}=J) 天気：くもり～小雨～くもり コープデイズ芦屋

営 業 体 制（供給活動）

個人別記載省略 敬称略

出 （他所属応援）

勤 運営部 松浦課長・畑係長、 CLC甲南 田辺・柳、イベント部 3名

状 （他生協応援）
況 京都生協 1名 三重県民 1名 いずみ 3名 滋賀 5名 ちば 4名 みやぎ 36名

愛媛 3名 三重北 1名 岐阜地区 8名 和歌山 3名 徳島 5名 計 70名

営業時間・場所 11: 00-17時

I 
・農産ゾーンに食・住・衣で展開。

・レジスペースは 3台としたが、 TECl台とあとは電卓対応とした。

・昨日に比べ開店時間待ちの組合員様は少なくなったが、入店制限はした。午後からはフリー入店とした。

・ガスボンベ、ポリタンク不足のため直引取でもってきた。自転車15台手配 即完売

商
•生物への憧れが多い。
・必要としない商品の送り込み 座椅子、花と野菜の土（定番発注していたもの）

状品 ・量が考えられないくらい多いもの…サンマ缶詰・サバ缶詰でコンテナ 4台 Qちゃん潰け10ケース

況 ・EVがないため地下売場への搬入が今日もたいへん苦労した。

・店内よりの商品と、入荷商品でほぽ品揃えができるが、いかんせん送り込みがやたら多いため、生物は廃棄となって

しまう。

・商品リクエストの内容がかなりわがまま的になりだした。例…00ビール トマトジュースの00メーカー

喜 •安否確認がおおきく進行した。
・職員安否未確認 8名 コープ委員 6名

I 安否確認最新版作成

本日の供給高 (2,731,210円） 客数 人

建物設備管理（復元活動）

・外まわりガラス破損部を再補強した。

建 ・AM噂 45分の余震で 1F外壁が更に欠落し、職員階段からはっきりと中が見えるようになった。

物

・POS移設段取り完了 信号線はリカーより引き込むようにした。

設 ・東階段入口に簡易照明を取り付けた。

備

・BF 良・不良品選別完了。ゴンドラ移動完了。

店 ・ 1 F 良品、不良品の仕訳作業（日用品）什器移動段取り

・2F 水濡れ商品チェック段取り

・ 3 F キッチン80％完了 本日も一気に整理作業が進んだ。
内

lゞ
•修復は次のステップでの取り組み BF~ 1 Fの順で

ツ ・BY階段はほぽ通常な状態にもどせた。

ク
ヤ
I 
ド

・職員安否未確認者およびコープ委員未確認者宅をチーム編成し確認にまわった。

そ •宮城生協36名の応援行動はものの見事な体制で目をみはる行動をとっていただいた。

の
•さすが地震経験が生かされた行動と関心した。物心両面にわたる応援に感謝。

•松田青果が階段うえでトマト 1 コ 100円で販売 味小径がBF共用通路でヤキソバを販売。
他 ・芦屋市が大丸検収所まえで昨日に引続き救援物資の無料配付を実施 PM 1時より

車通勤に大きく支障がおこっている。 明石方面より 4時間かかる。

1資料編5店長日誌（コープデイス芦屋）



6
 暉臼江・私の震災体験と教訓 口

の立て直しに向けた対応が始まった。

E
 

～私の震災体験と
その中で学んだこと～

総務本部

山本健吾

1. 大震災を体験して

裟災当日午前 5時30分いつも通り起床し、新聞に

目を通していた瞬間、突然大音愕とともに部屋は真

暗になり、屯子レンジや食器類が音をたてて落下し

だした。あわててベッドに戻り布団をかぶり、枕を

頭の上に置き長い揺れに耐えるのみであった。

この状況では建物ぱ必ず倒壊するので、どのよう

な姿勢でいるのが安全かと思いながら揺れが止まる

のを待った。l0分近く揺れたように感じていたが、

実は短時問だったのである。多分高1習の 7階に居住

していたため錯此したのかも知れない。揺れがおさ

まり、 6時 5分頃ベランダに出て外に1-fを向けると、

いたる所から黒煙があがっていた。芦屋方面から兵

胆あたりまでに17ヶ所から火災が起きていた。これ

は大変と思い、いつもより旱く 6時30分頃バス停に

たどり着くと述休していた。仕方なくマイカーで出

勤しようと巾を取りに戻る途中、 本部職員に声をか

けられ同乗させていただいた。高羽あたりまで降り

てくると 、建物は倒壊し、墓地の石垣は崩れ、これ

は大惨事と気づいたのである。

ようやく仕吉までたどり着き駐車場から歩き出す

といたる所民家が倒壊していた。シーア北側道路に

出て、西側方向に目を移すと有馬道交差点にコープ

の看板が落ちているように見えた。小走りに近づい

たところ本部建物が倒壊しており 、しばし呆然とし

ていた。その矢先、誰かが建物内に守衛 2名が生き

埋めになっているとのことで救出作業が始まった。

晶速何から手をつけようかと思った瞬間、理事長

からの指示で、さらに銀行前に救護用テントを張り

用意せよとの伝言があった。取引先に急ぎ依頼しよ

うと虚話するが全然通じず、やむなく自転車でテン

トの依頼に本111方面に向かった。途中住吉川あたり

まで行くとまた理事長と出合い、テントより先に緊

急対策本部を作るので戻れとの指示でシーアまで戻

った。シーア東側非常階段の踊り場に集まり、緊急

会議を開催し、生活文化センター内ジョイポットに

緊急対策本部が設置された。

混乱と不安の中、被災された組合員の救済を最優

先に考えて今、何をすべきか組合員の社らしと事業

2. (1) 

緊急対策本部は出来たものの、屯話回線が寸断さ

れ対策会議での決定事項の伝達手段がジョイポット

の 1回線のみであった。全事務所への指示 ・情報の

共有化 ・確認が出来ない状況を打破するため、軍話

T事関係の取引先に依頼し、午前中 NTT神戸支店

へ走ってもらった。 しかし結果は行政以外の回線復

In・新股は一切断っているとのことで、早速午後に

NTTへと出向いた。着いてみると、全国各地から

神戸に電話が集中し、交換機がパンク状態であった。

NTT社員もわずか］5名程度しか出勤されておらず

混乱しており、午前中の解答と同様、民間の復1nは

一切お受け出来ないとの返答であった。

そこで、私どもコープこうべは、営利を II的とし

た企業と異なり 、しかも神戸市とは災害時の緊急物

査援助協定を締結しており、通信手段がなくてどう

して市民の要詔に応えられますかと交渉を重ねた。

コープに限らずどの企業も困っているのでなんとか

してほしいと来社されるとのことで固難を極めた。

副支店長から神） i市からの依頼状でもあれば何と

か最小限の1叫線を復旧させるとのことで神） i市市民

局へ屯話を借りて、依頼した。復1日まで少しでもお

役に立てばと NTTから携帯霊話を 2台無償でお借

りし、夜半に 2匝l線復旧出米た。

祖18「I、市民局に行き局長名の依頼状を受け取り、

NTT神戸支店へと 1h]かった。その後クレリ 、アフ

ターサービス、共済、三木の本部用、商晶本部 （幽

宮）、アニバ等多くの事務所回線取得に連II出向き

交渉にあたった。二木本音I¥用 150回線、商品本部

国宮） 50回線、生文25但l線等々、 1月27日時点で

300回線を超える回線復Inの新設をすすめ、そのI旦l

線数とスピードに、米組されるお取引先の方々に驚

きとお巻めの言葉をいただいた。

(2) 

(3) 

通信回線の復旧新設

9|：．活文化センター

場）杭保管所に

生文センター地 ,,・!t1：市．スペースが追体安誼所とな

り、翌18日避雅所であった体脊館が怠澁辿体安骰所

となった。 250にのぽる追体の検視がされないまま

3日間が過ぎ、納棺出米ない状態が続いた。

一方、さいたまコープの職日は束灘区役所の要訥

を受け、区内すべての追体安悩所に柁を運ぶ役割を

献身的に果たされた。

（体育館） 追体安骰所、（広

本部の消火 ・解体作業と、占類搬出

畔坦6私の震災体験（職員）1131



全壊した本都 4階から19日朝出火し、周囲への類

焼を防止するための消火活動が懸命に行われた。水

がないため住吉川まで消防ホースを延長し、昼夜を

問わず消火と警戒が実施された。この混乱した状況

の中、解体作業と併行して、重要書類、金庫などの

搬出が始まった。到底総務の数名ですべてを対応す

ることが出来ないため、組織拡大部の職員に本部建

物の警戒と書類搬出、保管の役割を担っていただい

た。

書類2800c/s、現金1.2億円、金券約100万の搬出。

(4) 包装資材および事務用消耗品

通信網の寸断でお取引先との連絡が数社以外はな

かなかつかず困難な状況が続いた。高頻度商品のみ

は品切れさせないよう店舗へ納品するルートを急ぎ

確立した。

運搬手段が間に合わないお取引先は、配送可能な

3社に委託し事なきを得た。

(5) 霊園の損壊

震災当日の午後、担当者が現地調査のため、芦屋

市霊園に向かった。霊園入口の鉄扉は閉門、立ち入

り禁止になっており、霊園事務所の話では全体の

75％の墓石が倒壊しているとのことであった。生協

霊園は外観こそ異常はなかったものの、内部の納骨

区画が33区画倒壊していた。現況を写真に収め、 1 

月23日の例祭中止のお知らせを霊園入口に許可を得

て掲示した。

2月4日落下している40柱にのぼる遺骨確認のた

め、お寺の住職に延べ 3回にわたり依頼した。 2月

10日の常任理事会に復旧工事の提案をし、以降 7月

下旬までに工事を完了し例年通り、 7月23日から例

祭を再開、 8月のお盆開扉、秋の大祭を無事終了し

た。これまで担当者は心労のため頭髪に影響が出る

ほどの惨状と長期にわたる困難な復旧工事であった。

(6) メール便

ムービングの基地が CLC甲南の敷地内にあった

のと、社員も被災され、書類の配送が 1月21日まで

出来ない状況が続いた。その間は、地区本部、関連

会社に生活文化センターまで毎日取りに着ていただ

く日が続いた。ようやく書類以外の消耗品を除き書

類のみをバイクで届ける話が 1月22日まとまり 26日

まで届けていただいた。翌27日から震災前 8コース

で配送されていたものを交通渋滞を考慮し16コース

に増員、増車し全事務所への配送が可能になった。

3.震災体験に学ぶ

コープこうべは今回の震災で想像を絶する大きな

被害を受けました。総代、コープ委員の方が 5人亡

くなり、仲間も 11人、両親を一瞬の内に亡くされた

職員もあり、家族を含めると 106人の大きな犠牲を

払った天災でした。このような体験を風化させるこ

となく、語り伝えていく責任があります。

(1) 協同する心

今回 1万人を超える全国の仲間に献身的に応援し

ていただいた。その活躍ぶりを連日目にして、どれ

ほどか支えられ勇気づけられたかわかりません。

『被災地に生協あり』と評価された根源は、生協

仲間の支援や組合員のボランティアなくしてあり得

ないことです。第一次支部改革で私が体験した、組

合員同士が協同し合うコミュニティが県下全域に広

がり、定着していくことこそが災害時の救助や防災

にも大きな役割を果たすことを改めて実感した。

(2) 危機意識

人事を尽くして天命（天災）を待つの諺ではない

が、日頃から危機意識を職員が持ち行動することで

はないかと考えます。

2年前、旧本部の建物内に重要書類保管庫を完成

させ、一部の重要書類を保管していたが、このたび

の本部倒壊および火災にもまったく影響を受けるこ

となく、解体工事の中で書類を無事搬出した。一人

一人の意識が万ーに備える心構えが非常時に役立つ

ことを学んだ。

(3) 社会的責任としての地震防災対策

私達は多くの職員や組合員、そしてあらゆる設備

を保有しており、防災対策について一定の社会的責

任を果たさなくてはならないと考えます。コープこ

うべの社会的責任としては、

『組合員や職員の安全を守ること』

『周辺地域への二次災害の発生源にならないこと』

『組織の財産保全を図ることにより、社会経済への

悪影響を防止すること』などがあげられる。

(4) 大規模地震対策上の留意点

地震がある程度おさまり、救助・救援活動、火災

など二次災害を防止したあとに、予想される問題点

および留意点をまとめて対策を講じることが重要で

す。

停電、断水、通信、輸送、ライフライン、業務継

続へのバックアップ体制、職員の出勤・退出時聞、

被災職員への対応、公的援助制度活用、災害記録、

復旧体制等々数多くのことがあげられる。

ヽ
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問題点 対策上の留意事項 問題点 対策上の留意事項

停電 ・停電後の再通電時、漏電による感電や

漏出したガスヘの引火・爆発に注意が

必要。

lオフィス・重要害類
バックアップ データ・情報

通信回線

・高圧電源を引き込み使用している場合 バックアップの有効活用により、紛失・

・防災用非常用電源は独立しているケー 損失停止による悪影響を軽微にし、早期

スが多く、一般の電気機器には給電さ 復旧につながる。

れない場合が多く、自家発電設備が必 職員の ・就業時間中に地震が発生する可能性は

要 出退 20％程度と言われており、勤務時間外

断水 •最大の問題は『飲料水』より『水洗便 に発生する可能性が高い。したがって

所の水』であり、水を必要としない簡 復旧対策本部の担当者は、通勤可能な

易トイレの準備が必要。 範囲から人選する。

・断水は意外な所に影響を与える。 ・勤務中に地震が発生した場合、帰宅ル

空調設備、自家発電機などの冷却水 ートの安全が確認できれば女子職員、

・断水後の再通水時、被害を受けた配水 身障者などを早めに帰宅させる。

管などからの漏水に注意しなくてはな •また遠距離通勤者が帰宅できない場合

らない。 の準備もしておくことが望ましい。

通信 ・電話回線の寸断や通話の集中により電 被災 ・持ち家が居住不能となった職員の仮住

話が不通になる場合に備えて、専用回 職員 居として独身寮その他を活用するため、

線、通信衛星、携帯電話、無線などの 非常食・寝具の準備。

準備が必要。 ・被災職員への見舞金、特別融資や災害

・災害時優先的に通話出来る重要加入回 特休などの規程も整備しておく。

線電話を取得し、普段から周知徹底を 職員へ ・激甚災害法の指定などによって、公的

しておく。 の援助 援助制度を活用できる場合があるので

輸送・ ・物資の輸送や職員の出勤・帰宅の手段 調査しておく。

交通 を確保するため、ヘリコプター、船の 記録 ・復旧時は復旧に重点をおいた活動にな

チャーターを事前に契約締結したり、 りがちで正確な記録が残されないこと

自転車、バイクを用意しておく。 になる。写真、メモなど重視し、記録

ライフ 電気、通信、ガス、上下水道、交通など しておくことが被害状況や地域貢献の

ライン のライフラインは相互に絡みあって都市 証となる。

全般 活動、市民生活を支えている。ライフラ ・防災計画の整備にも役立つと考えます。

インの復旧は事業体がそれぞれ異なるた

め、復旧時期も異なる。災害後、一番早
復旧対策本部の組織・任務

く回復するのは電気になるが、ケーブル 任務 行動基準

が地上に露出しているため早い。 本部 復旧対策本部は以下のことを掌

電話は局と一回線ずつ接続していくため 握する。

時間を要し、水道は破断個所の発見が埋 ・組合員、職員、関連会社およ

設された水道管であるため時間がかかる。 び家族の状況

ガスは一軒ずつ安全を確認しながら復旧 ・建物その他施設の状況

していくので長期にわたり一番あとにな ．什器、備品、商品その他収容

る。 物の状況

ライフラインは都市の設計から改善しな 管理 ・被災建物、動産の整理、仕訳

いと早期復旧は困難。 作業を早期に完成させる。

業務 業務への影響を少しでも抑えるために、 復旧対策 応援 ・担当者全員を召集して作業分

防災対策の基本は、バックアップの準備 （体制） 担を行い指揮および監督する。

とそれを機能させるための計画、日常訓 ・状況に応じて、応援者を動員

練が必要。 し復旧にあたる。
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任務

応援

建設

復旧対策

（体制）

広報

厚生

（人事）

署備

行動基準

・応援者は日生協、コモジャパ

ンヽ Kネッ トとの間で協約

を締結しておく 。

・損俗した建物、設備、機械類

の応急措置をし、営業を再開

させる。

・建設会社、エレベーター、フ

ォークリフトなどメーカーと

の間で有事に備えて対応、処

理について協約を締結してお

く。

• お取引先、行政、関係先およ

びマスコミなどの対応窓口と

する。

・給食および宿泊の準備、確保。

・施設、建物の復旧まで替戒体

制をとる。

盗難・火災

以 上

「こんなんで

生協やめへんから」

協同購入センター南高槻

小林希代子

今回の旋災で私が一番感心したこと、それは「神

戸の人たちは何て強いんだろう ！」 です。テレビや

雑誌でとりあげられたどの人も「神戸から離れな

い」「やったるで」「負けません」明るい笑顔、頼も

しさ。もし私が被災者だったら同じように出来るの

か考えさせられました。

私は募金しか出来ませんでしたが、まだまだテン

卜暮らしの方がいる現実に、国の対応の遅さにはあ

きれました。仕事での影響は、いかに生協をたよっ

てくれてるかも知りました。この時に日頃と違う組

合員さんの顔がはっきりしました。ガッカリさせら

れた事もありましたが、毎週の野菜の持ち出しに

「ずっとやってよ。」とか「うどん、豆腐、ホウレン

草、おいしかったよ」とか高額の募金、「大丈夫、

私らこんなんで北生協やめへんから」など人間の温

かみにも出会えました。親近感も強まりました。ゎ

ずかな商品、他の店ででも買えるものを遠くから取

りに来てくれる組合員さん、豆腐 1つだけ、焼きそ

ばだけ、頼んでもらったこと、注文がなくても米週
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も来てもらうようにお願いしたこと。

いろんな面を含めて日頃から組合員さんを大切に

しないといけないなとつくづく実感しました。今で

こそ通常の配達に戻りましたが、その中でたくさん

の人が苦労した事も、今回経験したことも、忘れて

はいけない事だと思います。

この事でコープこうべも大阪北生協もひと回り大

きくなったと感じます。今回の震災にてお亡くなり

になられた方々に心からのご冥福をお祈りします。

私の宝物、それは
組合員のこころです

協同購入センター甜槻

広沢 茂之

朝 6時前突然おこった。激しい揺れで部屋の中は

めちゃくちゃになった。＂す っごい大きな地震だっ

たなあ”大阪 ・茨木に住む私にとってはこの程度だ

った。 “KC（協同購入センター）はだいじょうぶか

な…”と、とりあえず、 KCに一番近い私は KCへ

急いだ。

KCにつくと西宮から通勤している商管さんがお

られた。通勤途上の車の中で地震にあったといって

いた。KCの事務所の中は棚から物がおちたり倒れ

たりで散乱状態。まず片付けることから始めた。

テレビなどで、予想以上の被害が神戸であること

を知った。私の親戚はみな神戸だし、私の彼女も垂

水区の海沿いなので、まさに震源地の真上、すごく

心配だが、電話が通じない。やっと通じたのが7時

頃だっただろうか、彼女のお父さんが出てきて‘'全

員無事です＂とのこと、とりあえず ー安心。

チェッ クインタイムにな っても出勤してこれない

人がおられた。まだ安否がとれない人もいたので、

すごく心配だった。何がなんだかわからないうちに、

とりあえず商品が入ってこないので A廻りの配達

に出る。ラジオからは被害を伝えるニュースばかり

が流されていた…。

あるグループにつくと組合員さんから拍手がおこ

った“さすが生協やなあ…”とのお言葉、なんとも

複雑な気持ちだった。その別のグループで“生協の

本部が潰れているらしいヨ…”とのこと、昼、 KC

で流されていたテレビで、それを確認した•••。

次の日、 一枚のチラシを組合員に配ることになっ

た。これを見たとき、涙が出てきた“これからどう

なるのだろう …＂と思いながら空荷のト ラックを走

らせ、組合員に事情を説明して廻った • • • 。 しかし、

今こんな事をしているだけでいいのだろうか、と、



KCのみんな、特に地域担当のみんなは思っていた。

金曜日の朝、更衣室で論議をしていた、被災地の

状況、被災地の KCの状況などが生の声で伝わり入

ってきた。“今、僕達がするべきことはないのか！！”

と・..。

そして、 KCの地域担当のみんなは暴走した、う

えの指示を待ってられない！！ 空荷のトラックに救

援物資を集めるべく、必要とされていた物資のリス

トを手板にはり、出発した。この時、今までつかえ

ていたものが取り払われたようにみんなの目は輝い

ていた。

1番目のグループにつくまで涙が止まらなかった。

そして、 1番目のグループについた、まず先週注文

していただいた商品がきていないことを説明した。

すると、ある組合員さんが、「私たちに届ける商品

が少しでもあるのなら、被災地のみなさまにわたし

てあげて ！ 私たちはこのあたりで買い物ができる

のだから…。商品が来なくてもぜんぜんこまらない

わ！！」といってくれた。そして義援金を募るお知ら

せをしたあと、救援物賓を募ったところ、維合員さ

んが必死になって探 してくれた。そのグループは小

さいお子さま連れの若い奥さんで、私と同じ年ぐ ら

いの組合員さんばっかりのグループだったんですが、

紙おむつやら生理用品やら日用品やら、ほんとにい

っぱいも ってきてくれた。中には「今、家にある紙

おむつ全部もってきたヨ …、私の子はまたあとで買

いにいくから全部もっていって！！」といってくれた

組合員さんもおられた。もう感激で声にならなかっ

た。

こちらのグループですがビラを組合員さん自身が

作って回覧していただいたんです。次の週に、うか

がった時に、救援物査の山がそこにありました。こ

のビラはもう、私の宝物として大切にKCのつくえ

の中にしまってあります。

どこのグループにいっても、どの組合員さんも

「ガンバってね！！」と声をかけてくださった。捉災直

後はいろいろと不安の毎日だったが、 “こんな組合

員さんがいる生協がつぶれるわけがない！！＂と思 っ

た。

実際のところ、この震災で、私と組合員さんとの

距離がグッと近づいたような気がするし、これがコ

ープこうべ全体にもいえることじゃないでしょうか。

期待をよせられている今こそ、も っと もっと組合

貝さんに信頼され、組合員さんのために応えられる

コープこうべを創っていくべきなのではないでしょ

うか。

ほんとは、もっともっと害きたいんですが•••乱文

にて申し訳ありませんでした…。

震災後
私は変わった

コープハウリピング館

山田浩子

・家庭内での変化

誕災後わが家では、食器棚・本棚が倒れた。又、

タンスの上部（上・下に分かれているタンスであっ

た）が飛ばされ、妹はあやう＜下敷きになるところ

であった。マンションの 7階のせいか、激しく揺れ

た。 食器棚•本棚は、もう新たに購入することはな

いだろう 。残ったものを有効利用し、余分なものは

処分しスッキリさせた。タンスは、分解できるもの

は分解し低くさせた。ビアノもほかした。（ピアノ

は母の寝室にあり、震災時大きく動いていた。母の

上に倒れなくて本当に良かった）その結果、わが家

は景観的には殺風景になったが、非常にすっきりし

て機能的になった。

・仕事上での変化

POSシステムや EOS発注になじんでいた私には、

仕事の原点を見つめ直す契機となった。今まで知ら

なかった商品の発注先を知ることで、個々の問屋の

長所及び短所を把握した。部門別に管理表をつける

ことで、仕入や価格変更を管理するようになった。

何よりも、自分が主体となって売場の維持を固り、

それが震災前のシステムに復Inしつつある今でも自

信となって、様々な物事に対処できる点が大きい。

「今日やれることは、明日にのばさない。いつ何時、

何が起こるかわからないから」 と常に考え、効率よ

く行動するようにな った。その結果は、倉崩の管理

に表れていて、曖昧な在庫がなくなった。売場にお

いても、細かい作業も大切にし、変えるべき点は変

えることをモットーにしている。自己満足というこ

とが本当になくなった。売場というものは、いつに

なっても完成するということがないこと、そして常

に苦しい事にチャレンジすること、その中に嘉びが

あることをつく づ く感じる。 1日働いて「働けて嬉

しい」と思う 。誤災は私に生きていることや、仕事

の喜びを認識させてくれた。様々なことに常に余裕

を持つこと、そして真剣であ りたい。
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自分が被災者になるとは！！

コープリビングセンター伊丹

中川三智子

になった。

被災証明書の書き方、農地から宅地へ転用届、税

金還付等種類や申請にほとんど縁のなかった私が家

族を代表して、消防局や法務局等に足を運んでいる。

5 /23現在も 。

1月17日早朝、いつものように母屋で朝食の用意

をしていた。突然ものすごい音がした。体が横に揺

れふぅと上へ、何が起きたのか立っている事ができ

ず、ガスをとめ下にしゃがみ込んだ。一瞬のうちに

停電になり、「地霰 ！」という声と同時にまた揺れ、

急いでテープルの下へ入り込んだ。主人と声をかけ

生存確認、主人の両親も無事を確認。懐中電灯を持

って外へ出た。そし て離れ家 (1階ガレージで、

車 ・自転車 ・農機具等おいてあり、 2階に二間部屋

がある）で哀ている子供 2人を助けに主人と行った。

壁が階段五段程にふさがり、上る事が困難だった。

手前の部屋にはタンスと勉強机があって、タンスは

倒れ子供達は家具の置いていない奥の部屋で寝させ

ていたので無事だった。

何が起きたのかわからず「ボー」としていた。外

へ連れ出し、家族の無事を確認した。明るくなるま

で、家の前の畑になっている所でいた。主人と私以

外は皆パジャマのままで、下の子は体が震え私にし

がみついていた。主人の母が、おでこにタンスが倒

れてくるのを手でおさえた時に1傷をしたが、今はも

うその偽は消えている。私、床にしゃがんだ時に瀬

戸物の破片で切ったらしく 、膝をケガした。 4か月

たった今もまだ消えていない。二人とも軽いケガで

良かったと思っている。

明るくなってびっくりした事は、瓦がほとんどな

く部屋の中は壁が落下、家は 2cm程こけ天井を見上

げれば空が見え、タンスは折れ食器は飛び割れる、

といった状態であった。雨漏りが心配だったので、

ブルーシートを分けて頂こうと 、真っ先にリビング

センターに行きお願いした。本当に有り難うござい

ました。

自分が被災者で、センターなどで生活をする事は

夢にも思わなかった。子供の為に、晩だけセンター

で 4日間世話になった。子供がいると言うことで、

毛布を余分に配布してくれたり 、食料を頂いた りと

…店舗での地震の後片づけに行こうと思っていまし

たが、家がひどい状態だったので行けませんでした。

（すみません）

家を修理する間、畑に家具等を入れるプレハプの

倉庫と、住むミニハウスを建てる為に、家族皆んな

で力を合わせて植木を掘りおこしたり、地ならしを

したりと …。植木を掘りおこした時は大喜びで、最

後まであきらめず頑張る事が、子供達にもいい勉強

゜
店を開けなければ！

コープリピングセンター北須磨

室 隆康

1)震災その直後

「お父さんー！」長女のこの一言で、私の 1月17

日・ AM5時46分は始ま った。家は激しく揺れ、こ

れ以上揺れたら家が壊れると思った。20歳になった

長女が 『いざ』となった時思わず出た叫びである。

私は無意識の中で「地震や、大丈夫や、落ち着け」

と言って家族を外に連れ出した。常日頃はあまり父

親と交わす言葉もなく、母親中心の丹系家族の我が

家にあって、家族における父親の存在感を自ら再認

識した一日でもあった。

2)店が気に掛かる

初めは単なる地震にすぎないと思っていたが、

TVに映し出される映像を見て、ただ事ではないこ

とを知った。AM7時45分、自宅を飛び出し店に向

かった。店に浩いたのは 8時30分だった。店に着い

たとたん、スプリンクラーの破損により滝のような

水が2Fから流れ落ちているのが外からでも分かっ

た。店内は商品が散乱し、床は水没し、薄暗い明か

りの中防災ランプは無数に点滅し、けたたましいサ

イレンとベルが鳴り響き、まるで SF映画そのもの

の様相だった。困難な状況にもかかわらず18人の仲

問がかけつけてくれ、復旧に全力を上げた。PM5 

時頃これなら、明日「店を開ける事が出米る」と思

い、店内マイクでそのむね伝えた。我が家を省 りみ

ず、駆けつけてくれた仲間の皆んなは、実によく頑

張ってくれた。私の頭の中は、「今店を開けて組合

員にお役立ち出来なければ、何の為の生協か」との

思いが強く込み上げていた。

3)翌日の開店

10時開店前に、既に約50人の組合貝の列ができ、

その後続々と組合員の米店があ った。「開けて良か

った」と思うと共に、 「開けなければ大変な事にな

っていた」と実感した。ライフラインの寸断にこま
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りはてた組合員が、生協を頼りに来店されたのだ。

1 Fだけの部分開店だったが、その役割は大きかっ

た。

4)現地を見たとき

姦災後一週間たって、無理やり休みを取って、娘

のバイクを借りて須磨～宝塚まで横断した。生協の

施設はもちろんのこと、昔住んでいだ懐かしいアパ

ートも訪ねてみた。訪ねた先はどこも無残な姿だっ

た。テレビで見る情景とは全く異なる地獄絵図だっ

た。その様相の中にあって、被害者の洛ち着いた行

動が不思議に見えた。この震災で亡くなられた方の

ご冥福と、 一 日も早い神戸の復典を願うと共に、私

自身もコープこうべの活動を通じて、神戸の復典に

役立ちたいと考えている。

あの時の出勤風景

ホームセンター述営

荒木 三男

95年 1月17日朝 5時……。誰もが忘れることので

きない出来事。改めて表現する事もない。ところで、

私の記憶の中でもう一つ忘れる事のできないのが、

翌18日の出勤である。それは、はがゆいばかりの思

いをした 1日であった。当日を思い起こすと次の通

りなのだ。

当然朝の出勤は混雑が予測された。朝もまだ暗い

5 : 30に、部長と F店長と 3人で西神を山麗バイパ

スヘ向けて出発した。予測では 9: 00本部着である。

ところが、学園都市まで来るともう大渋滞。思いは

誰でも同じ手である。 ノロノロを通り越している。

白川を過ぎる頃には 8:30を過ぎていた。すでに 3

時間の経過である。＂このままでは山麓は抜けれな

いだろう＂と、協議の結果鈴閾台回りの新神 戸トン

ネルヘ向かうことにした。無断で某レストラン（将

棋の名称）のチェーンをくぐり抜け、駐車場を横断

し……。一路新神戸トンネルヘと向かった。 ところ

が、世間はそう甘くない。何処も同じく大渋滞。神

} i北町あた りからは、止ま っている時問の方が長い。

2m進んで10分待ちの状態。

一時は本部行きも危ぶまれる中、“三人寄れば忍

の一筋＂で、何とかトンネル進入 。ホッとしながら

トンネルを抜けると12:00過ぎ。ここまでは何とか

我慢のしどころ。ここでの本部常は 3: 00の予定。

ところが、ここから先が性根居座った数珠滞（渋

滞）。 全く動きが止まった。店長持参のおにぎりを、

3人が交替で食べながら王子公園のところまで来た。

今思うに、店長弁当がなかったら昼はお預けのとこ

ろ。右も左も渋滞の連続。阪急ガード（王子公園

駅）を過ぎたところから、部長と店長は車をあきら

め歩き出した。この時、時計の針は 2: 00前。私は、

車を放骰するわけにもいかず、ねばりと根性で運転

を続けた。途中本部の某氏、困り果てている様子が

車の中に見えた。

回りには救急車 ・パトカー ・災害救援車そして、

救助物査輸送のトラック 。この地誤被害の大きさを

思いながら 、 何も出来ない私は出勤の為に•….. 。 何

とか石屋川を渡る頃には夕方の 6: 00過ぎ。 とうと

う出勤に12時間以上翡やした。ここまでくればどう

にかなると思いつつ、車は動かない。思いあまって

車を平尾記念館の近くに路上駐車することにし、私

も歩き出した。時すでに 7時数分前。あたりは暗く、

車の明かりの中に行き交う人の動きが映り出されて

いる。

生文センターの緊急対策本部に着いた時は、 7時

もだいぶ過ぎていた。やっと着いたのかと思いつつ

も、本部にこれでよいのだろうか、今日の仕事は何

だったのか。何で長時間かけて本部まで来たのか

…••• 出勤という義務を果たしただけであった。 あち

こちの店舗は大変忙しいと聞きながら、出勤だけに

こんなに特やしてよいのかと自問白答。翌日は店舗

応援に出かけることにした。

今日の出勤時間は、入所以来最長の14時問であっ

た。ギネスものだ。二度と経験したくない、又あっ

てはならないことだ。

阪神・ 淡路大震災、
シーアの記録

＇ 
コープからと

大下司郎

記録の内容は Seerで体験した出来事をまとめ、大

型店舗の震災対策に活用頻えれば幸いである。

主に私が取った行動と関連会社や対策本部での確認

事項の記録としてまとめてみました。

1月17日凶 Seerは下期棚卸しのため定休日

朝、明石上ノ丸の自宅確認（一部損壊であるが幸

いである）

10時頃、 JR明石駅北側の署察に出向き、情報を

収集 (Seerまで自転車で出向く決意をした）。明石

から Seerまでの自転車、約 2時間の体験（主に国

道 2号線を無我夢中で走破）。
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明石から舞子、垂水へ進むにつれ、家屋の被害は

大きく、人々の動きは、ただボウ然として、立ち止

まっている。空はオレンジ色で、 2次、 3次の災害

を予見するかのごとく感じた。進路はもちろんデコ

ボコ、ガスのニオイはいたる所であり、その対応は

全く手つかずである。須磨・長田では大火災、映画

で見た戦争と同じ風景だ。現実のこととは思われな

い。住民の人々はなすすべなく、ただ火災を見るだ

け。パジャマ姿のままや、はだしの人や、毛布をか

ぶっている人、家財を取り出す人は見当たらない。

火の廻りを見つめる人、人、人。消防車の活動は一

車も見当たらない。須磨まで約 1時間であったが、

その時間感覚はゼロである。

元町からは、同業者である大丸・ダイエー•そご

うの順に状況を確認、全壊である。 Seerの状況を

早く確認したい一心で、必死で自転車のペダルを踏

んだ。灘区、東灘区へ入ると、更に被害が大きく、

グチャグチャである。住吉神社から本部前へ、本部

がつぶれ、その光景はあわれである。ただ、 Seer

の外観は保たれているのが幸いである。 Seerの建

物の中へ入り、ガク然とした。対策本部の皆様と顔

を合わせ、 Seerの責任者としての任務を受けたそ

の言葉は、「大下君、あとはまかせるからたのむで」

その一言だけで対策本部は、生活文化センターヘ移

ると連絡を受けた。 Seer職員、 10数名と顔を合わ

せ、お互いの安否を確認、その後、 17時までは緊急

物資搬出対応で時間が過ぎた。

緊急物資の搬出は、行政が主で、神戸市、東灘区

役所、東神戸病院と対策本部で、防寒用具類、肌着、

ヒモ、手袋、電池、水、食料品（パン、寿司、缶詰

など）、毛布、布団、ろうそくと雑多なものを要求

された。

1月17日（火） 17時からの行動

Seer職員が集まり空腹を満たすため、コンロで

湯を沸かしぞうすいを食べながら男子職員の疲労感

を取るために、コップー杯のビールを飲み、今後の

取り組みを確認している最中に近隣の組合員の必要

物資の調達依頼が始まった。食事をとる時間もなく、

1階の非常扉を開けその対応を開始。

要求された主な品種：水、ロウソク、ラーメン、

腹にたまる食料品、懐中電灯、電池、コンロ、ボン

べ、カイロ等でそのアイテムは限られている。供給

価格は定額で10円から100円、 200円で設定し、水は

1人 1本の制約で利用をお願いした。

供給開始後、 Seerで物資提供の情報が近隣組合

員に伝わったのか、 22時頃まで、この供給が続いた。

組合員からは、生活の最低限の要望で、多くの事は

全く望まれず、今必要な物を皆んなで分け合う精神
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であった。素晴らしい組合員の皆様である。当然10

数名の職員は必死で対応した。

22時頃から、明日の供給手法について協議、方針

は、組合員の要望商品、 17日の供給動向より判断し

アイテムを選定し、パニックにならぬよう配慮する。

供給価格は分かりやすい価格で安価であることなど

を決め、各職員の作業分担を行った (1 職員の安

否確認係、 2 保安係、 3 物販係、 4 調達係、

5 告知係）。この夜は仮眠程度で、翌日を迎えた。

1月18日（水）

朝 6時頃から組合員が並び始めた。 8時頃で約

1,000人、 9時で約2,000人の長蛇の列である。対策

本部の応援を戴き、 9時より供給開始。 Seer北側

通路（出入口付近）で平台1,800、 2本を使用した

限定供給である。利用組合員は冷静である。燈光機

がなく、 H没までの供給開始である。思わぬことが

起こった。 Seerが供給開始した事に対し、報道人

（マスコミ）が殺到し、大変な騒ぎだ。各職員へは、

マスコミ関係者は浅田店長ヘ一本にしぽり対応する

ことを確認。

この日は緊急物資の要望がなく、店頭供給と今後

対応で一日が終了。今後の対応策は浅田店長が隊長

で取り組みを確認。方針は 3日後には 1階食品売場

をオープンさせることである。各マネージャーを中

心に任務分担、私は施設担当、復興準備体制の始ま

りである。

1月19日（木）

平台店頭供給 2日目である。 7時頃より組合員が

並び始めたが、前日程の行列ではない。前日の任務

分担により職員は活動を開始、完全に見て完結型の

体制だ。指揮官、浅田店長は報道関係に時間がとら

れて、動けない状況である。各マネージャーの動き

は俊敏である。統制のとれた体制になった。とにか

く、早く 1階の売場を立て直し、オープンさせるの

が先決である。既に21日（土）オープンの告知を行った。

対策本部や他生協の職員の力強い応援の下に、準備

を進めたがオープンできるか否か検討がつかない状

況である。店頭供給は、テント、燈光機の準備もで

き、精一杯の供給活動が続けられている。組合員の

皆様も安心感が生まれたのか、買いだめするような

動向は感じられない。

私の役割り（任務）は設備関連と、各部署との連

絡、神戸エス・ケイとの打合せが主となる。昼食は

炊き出し隊長、矢野武男さんである。抜群の料理人

だ。約 2週間炊き出し名人により食事が準備され、

職員は感謝極まりない（食べることが最大の喜びで

あった）。



職員の安否確認するものの、約 5割の職員は不明

である。さすがに疲れが出たのか21時過ぎには 1F 

レジ前で布団を敷き、グッスリ寝た。

1月20日（金）

平台店頭供給 3日目である。早朝からの組合員は

見られず 9時より供給開始。職員は手なれたもので

準備万全であるが、組合員からのニーズが変化し始

めた。防寒用具に対する要望である。前月のマネー

ジャーミーティング、その動向変化を確認していた

のが幸いである。食料品から住居関連商品へ少しず

つアイテムを増やして対応。水やパン、果物の物資

も入荷するようになり、店頭供給も充実してきた。

明日より、 1F臨時オープンである。設備担当の

私はその準備でフル回転である。徹夜組約20名。店

長指示で昼間の仮眠を取るように指示があったが、

仮眠をとる職員はいない。皆んな必死である。

対策本部での確認事項

・当面全日営業で閉店時間は可能な限り延長するこ

と。

・人員名簿の提出、現金在庫確認（この時点で 400

万円不明、 5日後その原因が判明）

・対策本部応援 9: 00 100名の確認

2階以上の商品の整理と在庫確認（棚卸し表に記

入）、清掃、他生協の応援が力強く急ピッチに作業

が進む。衣料品、住関品、 1階へ移動。店内レイア

ウトはワンウェイで陳列、動線マグネットは防寒用

品で一杯である。

1階臨時オープンの準備（店内レイアウトは店長判

断）

終了時間22時

1. POSレジの稼動、総合事務所 1kw電源で作

動確認

2. レジでの登録価格確認

3. 衣料品、住関品、供給価格はハンドラベラー

で全部貼りつけ

4. 衣料品、住関品、プライスカード小分類まで

取り付け

5. lFの照明（天井のみ）発電機（軽油） 3機

準備

6. 現金管理再度確認

7. 商品調達、各テーブルで責任完遂

8. 組合員への保安と警備体制づくり

1月21日（土） 震災 5日目

職員 9時よりミーティング

オープン（チェック）準備とその確認

この日の方針、組合員の安全性を優先し接客は万

全を尽くすこと。

10時に 1階オープン（営業時間10時～18時30分）

比較的落ち着いた雰囲気でオープン。オープン時

は入場制限を行ったが、 11時過ぎより制限なしで入

店していただいた。組合員様の姿はほとんど防災ル

ックで背中にはリュックサックが、頻付きや目線は

うつろである。チェッカーは 7台のレジの中で必死

の接遇である。 1時間後には、その声もガラガラ声

に変身していた。

近隣競合店：ダイエー住吉、長崎屋、外販なしであ

る。

待望の電気、関西電カ・低圧が通電。天井照明薄

暗いがつき、 POSレジも同時に通電（オフライン

管理）。しかし、 2階以上約 2ヶ月後の通電となる

見込み。

私は施設の打合せで、店内状況は上記以上確認が

できませんでしたが、各職員の頑張りで、オープン

第一日目は見事なまでの開店であった。組合員の信

頼度（安心感）も更に深耕したものと思われた。

午後の確認は、

1. 作業指示の有り方

2. 商品補充とコントロール

3. 組合員サービスの確認

4. 職員安否確認

5. 安全衛生の確認

6. 警備体制の確認

18日以降は、各職員とのミーティングが最大の武

器であった。何ごとも5WlHの確認と、確認の連続

である。各職員の想いは、復旧活動へと、その鎖り

は固くなった（想いは一つ、復旧への全力投入）。

対策本部確認事項 (1/21) 

・今日から再建に向かうと表明。

•本部は協同学苑の体育館へ設置する準備を進める。

・現場へぱ情報提供を常勤理事が出向き対応する。

•本部資料は Seer 第 2 バーキングヘ。

．にじの友臨時号毎日発行。

・日生協85名応援 (Seer中心に）

•一般車輌の交通が厳しく、通行証明書が必要とな

る。

・郊外のバス全部復旧。

Seerマネージャー会の確認 (1/21) 

・職員の出勤体制、シフト勤務体制でマネージャー

8時出勤。

．雨対策、シート、カサの集約。

・組合員のヒアリングの準備（要望のチェック）

. 4階時計の盗難が発生（警備体制の強化）

・職員の宿泊先確保（全壊・半壊者対応）

・牛乳、水、玉子は無制限で供給（商品確保済み）
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・ビール、米は制限あり （継続）

・組合員要望：引越しの手配、カットメン、生理用

品、くすり、マジック、手袋、大工道具

・職員の安全衛生、使い捨ての食器を指示

・組合員のお預かり品の保全（クリーニング、リフ

ォームetc.)

神戸エス・ケイの確認事項 (1/21) 

•関電通電に関する経費の取り扱い、条文通りとす

る。

つまり、丙工事として扱い、生協側負担へ文章化

する。

・復旧工事費の限度額確認を早期に実施したい。

・警備問題は全て生協側で対応（夜間警備はエス・

ケイ）

・防災関係は全館オープンが月度で対応。

・徹夜の連続で、休憩所（仮眠）エスケイ事務所の

使用。

．雨対策 6階クランクの点検。

・ 2 F、3Fスプリンクラーの水の影響と対策。

・東灘区民センター状況不明。

・簡易トイレ満杯、市へ要請。

・ Seerトイレ（全館使用禁止）

・ Seerは社会的役割り、使命がある。全日営業で

臨む。

・高圧電力のトランス 2月末に仮復旧、それまで 2

F~ 6 F投光機。

・熊谷組、 Seer立体駐車場の点検。

・ Seer第4パーキング、避難住民、テントの使用。

・ Seer持水、ボーメイで点検（飲料可能）

・ Seer立体駐車場の地下水が汚染されている。

・ Liv lFテナントの営業方向性確認。

・立体駐車場は道路事情が整い次第開放する。

・ 1 F正面玄関の開放早急に行いたい。

その他設備関係確認

（エス・ケイの確認事項と重複するものは省く）

・店内、丙工事船場対応で計画。

・建物、設備点検、 Jr西日本開発と実施。

復旧のメドがつかない。

対策本部の確認 (1/21 17 : 30~) 

・物資の供給がちぐはぐになっている。

•水道は低い所から修復。

•都市ガスは東灘、長田を優先するが40-50 日かか

る。

・家庭の通電、明日になんとかなる予定。

・職員死亡 7名、ご家族33名、負傷21名、
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全壊57軒、半壊42軒。

・給与 1 /25支払い、 11月分の給与で支給、差額

は後日精算。

・指定休日 2ヶ月間返上（労組確認済）

・現金送金可能 千円 2,400万対応。

•生産部8,000万円の被害 1/25~26稼動（水次

第）

・深江 PC、橋が危険、島へは渡れない。

・ニチリウの応援を確保する方向。

・阪神電車青木、 10日後運転開始予定（至・大阪）

•第 5 、第 8 地区コープ委員会、 G 連絡会。

・自主的募金活動が始まっている。

1月22日（日） 主な行動と確認事項

. 2階事務所、休憩場とするため整理を。

・出退勤、部外者が多く、入店警備を本来の形へ戻

す。

・ Livの商品搬出、警備の強化を。

・職員の暖房 2階セントラルコート前へ、消火器の

確認。

・JR住吉 2月20日、 1月25日JR芦屋開通見込み。

・全餡オープン 4月 1日を目標とする。

・ Seer立体駐車場、設備点検 OKだが当面、営業

はしない。

・衣料、住関の高額商品を搬出する整理が急務。

・船場の検証、復旧工事は約 2週間で可能。

. 1階のオープン後、徹夜組は 2泊 3日を限界とす

る。

．炊き出しの昼食は一文字食品へ委託する方向 (22

日より 3名）

・職員は全員チェッカー制とする。

・全壊、半壊者の宿泊先再度確認。

・ダイエーの方が安いとの情報あり、その確認を急

ぐ。

. 6階食堂、 H本電設が使用。

・水漏れ点検。

・ Seer市水、持水、雑用水のパイプ使用不可が判

明。

．冷却塔全部使用不可。

・カルチャーボイラー使用不可。

・職員の安否不明者、本日中で集約（自宅へ出向き

確認）

•本日の出勤者93名。

・被害チェック、項目別に提出要請。

. 2月1日より発注オーダーブックで対応、生鮮は

FAXで。

・ Seer地下倉庫、整理が手つかず、在庫確認を急

ぐ。

・女性職員、地元へ帰るよう両親より連絡が入って



いる。店長の判断に従って欲しい。

・職員の通勤、安価な自転車を手配する。

・東灘地区69,000世帯の内 4~ 5割が在宅。 Seer

はその 5割の組合員が利用されている。家族構成

2.9人と見る。

・従って、その絶対使用は減ると思われる。

・競合店価格、価格指向がなくなっている。

・品揃えの変更指示。

刺身・肉・衣料品、アンダーからアウターヘ（ス

キーウェアー） ・ショッピングカート・ポリタン

ク・防寒手袋・帽子・長靴・靴・マスク・うがい

薬・ボンベ・電磁調理機

・レイアウト変更、食品を減らし、衣料、住関を増

大する。

・携帯電話の準備

・衣料、住関、水漏れ商品、デメリット表示で供給。

・健康管理、体力が落ちている。下痢を防ぐため、

手洗いの励行。火を通した物の飲食。栄養カロリ

ー補強で風邪対策を。職員には無理をさせない。

・交通費の請求、マイカー・バイク通勤者は走行距

離の記録を。

・仕入れ伝票管理、各担当チーフで保管すること。

・一般郵便物は届く状況。

. 2階～ 5階の投光機300W20台設置。

•生ゴミ処理 11時の 1回のみ。

・売れ筋商晶の再確認。

トレーナー・ワイシャツ・リュックサック・シュ

ーズ・補修用品・収納 BOX・小型家電品・酒・

焼魚•生理用品・ゴミ袋・手袋・肌着・暖房器
具・タバコ

対策本部の確認 (1/23 8: 00~) 

・エリア戦略の発想を持っている。

・必要な物が必要な所へ届けられていない（是正が

必要）。

・低温物流、集配センター50%、生産部委託約70%

•本部の解体、明日より開始。

・JR南側10％の在宅、阪急北側50％の在宅。

・競合店価格競争が始まっている。

・配送能力60%

・エリア別に間屋を動かす。

・広報 1/26 協同の発行。

・ Seer立体駐車場 1/27-2 / 2仮設住宅申し込

みの受け付け (5,000人～ 6,000人）

•水道清報40％復旧、ガス工事7,800人投入。

1月23日（月） 神戸エス・ケイとの打合せ

•一方的に Seer より状況説明で終了。

・職員の安否不明者まだ15名未確認。

・設備、復旧の打合せで 1日中缶詰め状態。

・店内は DPE、クリーニング、リフォーム、愛菜

が復帰。

•他生協の応援73名。 2F以上の清掃、整理整頓の

繰り返しだ。

1月24日（火）震災後 1週間目

買物動向

・下着・ワイシャツ・リュックサック・タオル・ウ

ェットティッシュ・軍手・調理器具・水タンク・

バケツ・キャリー・自転車 (19,000円30台アッと

いう間で売り切れ） ・コンロ・乾電池・ボンベ・

肉・焼魚・鍋物食材・うどん・菓子パン不調・洗

濯機 2槽式

・組合員アンケート集約

タイトル：今、現在一番困っていること

No. 1 :水がなく困っている（トイレ、風呂、洗

濯）。水を運ぶのが大変。

No. 2 : ガス（電気）が使えず、煮炊きが出来ない。

No. 3 : 地域情報がない。どこに何が有るのか分か

らない。

No. 4 :交通機関が使えない。

No. 5 : その他

住む場所がない。

老人をかかえている。

救援物資が届かない。

倒れた家屋がそのままになっている。

余震に対する不安 (2次災害）

生鮮食品が手に入らない。

どろぼうが不安。

入院患者の食事を作る人がいない。

病院の看護婦不足。

近所のコープが利用できない（渦森台）。

以上のアンケート結呆である。

その対策は、情報ボードの作成と品揃えの再点検と

した。

・各避難先へ出向き、情報収集

本山東小学校 750人 暖房、図書が欲しい。

甲南小学校 500人 下着不足、衛生状態が悪

い。医療対策なし。

渦森小学校 400人栄養の確保を急ぐ。水の

給水なし。

神戸大学本部 1,500人 1 /29まで休校。

摩耶小学校 1,500人 医師が不足。救済の優遇

処置あり。

灘高 600人元気鍋。

他 3ヶ所、西土井マネージャーが確認。

この情報を持ち、早速、 Seerの車で不足されて

いる物を積み込み、約 5人で避難先へ出向き、対応。
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約20万円の供給。

1月25日困

・設備確認、打合せで店内状況はつかめずである。

・店長方針は前日の情報を確認し、商品で組合貝の

要望を実現することを方針とし、合わせて、 Seer

のグレード追求を指示。つまり、什器、備品のク

リンネス、身だしなみ等である。

・商圏マップづくりの開始（被害状況の確認）

西土井マネージャーにより、区役所での情報収集

及び競合店調査。合わせて、供給数値分析（大分

類）の開始。確認できたことは、 Seerは地域住民

の心と物のささえになっていることを確認し、職

員と共有化を図った。

1月26日困 他生協の応援77名

• 今日も一日設備の打合せで走り回る 。

．震災以後、初めて栗原部長のお家で風呂に入らせ

て戴き、 一晩泊めて戴き、有り難い思いである。

以上、私の震災メモ。大学ノート 2冊に記録した

内容を簡潔にまとめた内容です。

27日以降、 5月25日の JR西 日本開発との最終調

整会議までメモ程度の記録があるが、ま とめるの

は大変な労力が必要です。

震災以後、約10日間の記緑のみ、今囮提出とさせ

て戴きますので、御了承下さい。

震災以後10日間のまとめ

明石から Seerまで、白転車で走破した経験は今

でも忘れられません。被災の方々の御苦労は大変な

ものであることは体験の中で十分認識させられまし

た。Seerの復旧から復興への道のりは、職員全員

のエネルギーの結果と対策本部の皆様や他生協の支

援、ボランティアの皆様の力強い想いが通じて、今

の Seerが成り立っていると考えます。職員のお互

いの安否確認、来店される頻なじみの組合員様との

対面は感動的でもありました。一方では職員の死亡

や全壊 ・半壊の不幸に遇われた）］々に対し、その手

助けをすることが全く出来ず残念な想いも同時に体

験させられました。そんな中で出来ることは、 Seer

の復興です。Seerは、組合員あるいは生協職員の

心の支えとして、位置づけ、必死の想いで我を顧み

ず任務を遂行しました。厳しい寒さの中、 SeerlF 

レジでの寂泊まりは余震で不安もありながらも 、

Seerを守る意識と使命感で何の苦痛もなかった。

今回の体験で学ぶことは大変多いが、意志決定の

プロセスや、実践する能力は、指揮官に左右される

ことも大きな要素である。私は浅田店長の補佐とし
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て活動したが、その采配は見事この上なかった。

日々変化する組合員ニーズヘのスピード対応も素晴

らしい。設備対応や関連業者との打合せで店を離れ

ることもありながら情報はしつかり確認し、お互い

の行動の共有化も大変璽要であった。

以上

・95年 4月1日、フルオープンしたシーア



全国の生協からの支援。援助内容

1.他生協から職員派遣など人的支援

(1) 生協数 85生協 (3月10日現在）

日本生活協同組合連合会
1 

（関西地連）

都道府県連合会 4 

事業連合会 7 

地域生協 65 

職域生協 4 

大学生協 1 

住宅生協 1 

その他 2 

合計 85 

(2) 支援者総数 のべ 9,258人 (3月10日現在）

(1 7 -1 31 4,442人）

(2 1-3 10 4,816人）

生 協 名 支援者累計（人）

ならコープ 547 

コープかがわ 146 

コープおきなわ 100 

生協ひろしま 288 

おかやまコープ 414 

コープやまぐち 387 

京都生協 608 

エフコープ 199 

コープしが 227 

宮崎県民生協 195 

鳥取県生協 36 

いわて生協 40 

共立社 107 

CO-OPとやま 57 

千葉勤労者住宅生協 10 

いずみ市民生協

わかやま市民生協 640 

とくしま生協

みやぎ生協 452 

岐阜地区市民生協
57 

岐阜消費生協

ちばコープ 145 

三重県民生協 12 

播磨生協 149 

さいたまコープ 316 

コープながさき 105 

水光社 69 

三井造船生協

コープさが

大分県民生協

福井県民生協

弘南生協

パルコープ

コープぐんま

いばらきコープ

コープさっぽろ

九州大学生協

コープとうきょう

コープながの

福島消費組合

秋田市民生協

石川生協

トヨタ生協

コープかごしま

七尾生協

小松市民生協

ひたちコープ

コープあおもり

秋田県北生協

日田市民生協

三重北市民生協

いわき市民生協

コープあいず

福島県南生協

郡山市民生協

青森県庁生協

アイコープ

東都生協

とちぎコープ

呉生協

日立造船因島生協

名古屋勤労市民生協

みかわ市民生協

くまもと生協

東葛市民生協

市民生協にいがた

新潟総合生協

小計

生協名

首都圏コープ

コープ九州事業連合

57 

92 

62 

86 

30 

551 

24 

46 

346 

14 

523 

22 

44 

18 

59 

90 

77 

41 

8 

14 

42 

12 

12 

1 

6 

6 

12 

4 

87 

45 

31 

12 

46 

46 

15 

31 

29 

7,947 

支援者累計（人）

236 

47 
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生 協 名 支援者累計（人）

コープネット事業連合 103 

福島県生協連合会 44 

日生協関西地連 19 

北関東協同センター 15 

北海道生協連合会 68 

東海コープ事業連合 254 

青森県生協連合会 2 

愛知県生協連合会 3 

グリーンコープ事業連合 34 

ユーコープ事業連合 423 

全国酪農連合会
21 

高蔵寺農協

富山県生活協同組合 13 

生活クラブ生協ちば 12 

しまね生協 ， 
こうち生協 8 

小計 1,311 

総合計 9,258 

2.他生協から調達した供給活動向け緊急物資

(1) 調達総額（仕入金額）

10生協より 172,120千円 (1/17-2/10)

3.他生協から提供を受けた被災者配布向け

救援物資

(1) 受け取り総量

21生協より 43,607千円相当 (1/17-2/10)

(2) 被災市民への配布状況

・協同購入センターによる配送を中心に、

部店舗においても店頭で配布した。
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コモテック研修生。阪神大震災被災体験レポート

「愛と協同」の力が

神戸の街をきっと復活させる

研修店舗 C六甲

ちばコープ

石渡秀嗣

1月17日侠）コモテック研修生活も残すところ 1カ

月となった。この残り少ない研修生活に、私は研修

そのもの、神戸での暮らし、家族の事、帰ってから

の事など、たくさんの物をぶちこんで計画的に神戸

を後にするつもりでいた。しかし 5時47分そんな事

を全て吹き飛ばす歴史的な出来事に遭遇した。誰も

が体験した事の無い大きな揺れが一瞬にして神戸を

飲み込み人々の運命を大きく変えた。その時私は、

子供たちの上に覆いかぶさった。気がつくと部屋中

の物が倒れていた。少し落ち着いてから電話連絡を

と考えて受話器を取ったがかけられる状態では無か

った。外へ出てみた。ガス臭い、瓦やガラス・看板

が道路に散乱している、表のマンションがいつもよ

り低い。 1階が崩れ車がサンドイッチになっていた。

道路には人垣ができている場所が2カ所あった。 1

つは公衆電話の前、そして 1つはローソンの前だっ

た。ローソンは散乱した店内のままで営業していた。

入って見た。水や、すぐ食べれる物（パン、惣菜、

缶詰等）がすでに無くなっていた。レジは電卓計算

で価格は客本人が調べて申告していた。その会計を

するために店の外まで人が並んでいた。そのまま持

って帰ってもおそらく分からないだろう。それでも

整然と並ぶ人たちに私は驚きを感じた。その日私は、

コモテックのメンバーの安否を確認するために一日

を費やした。電話のかかり具合は 1~ 2時間で 1本

ぐらいで半分の確認もできなかった。次の日、コモ

テック事務局の井上さんと協同学苑で待ち合わせて

生活文化センターの対策本部へ六甲を越える道から

車で向かった。道は異常に混雑している。六甲山を

越え、灘へと出ると、その光景は私の頭の中に描い

ていた光景を遥かに越えた信じられない物だった。

私たちは車を途中で降り、歩いて対策本部へ向かっ

た。途中、生協本部の前を通ったがそこで見た物は

無惨な本部の姿だった。私たちは対策本部からコモ

テックのメンバーの安否を確実に取るために、数名

の不安に思うメンバーの所に行くことを決め、まず

中央区に向かった。途中研修店であるコープ六甲の

前を通った。入り口が埋まり大ぎく傾いていた。店

長と職員の数名が近くの駐車場に集まっていた。何

（『よみがえれ•こうべ』コモテック事務局発行より）

を口に出して話したらいいのか分からなかった。と

にかく、初めて私に生協の店舗とはを教えてくれた

「コープ六甲」が全壊したという事実だけが私に残

った。中央区まで歩き、やけに静かだった事を覚え

ている。三日目も住吉から立花まで歩いた。この二

日間の神戸の街の光景は、生協で毎年行っていた、

戦争、原爆写真展の写真とだぶっていた。その日か

ら私は対策本部の受付を手伝ってきたが、そこはま

さしく今回の震災の全てを凝縮した場所だった。表

の2号線の渋滞、鳴りやまぬサイレンの音、運ばれ

る遺体の山、避難する人、遣体や避難している人を

探す多くの人、私の目の前でこれらの今回の出来事

そのものが渦巻いていた。そしてその混乱と対比し

て全国から集まった生協の支援の姿が大きく力づけ

てくれた。 2号線を走る全国の生協のトラック。集

団で対策本部を訪れる全国の生協の職員の姿。当初

の混乱から、少しずつ復興へ向けての足音が進んで

いる事を実感させられた。増田専務の「今までと同

じ物を作るのではない。 21世紀に今までには無い新

しい生協を作るのだ」の「創造的復興」宣言。神戸

市民の「見とき、もっといい神戸創ってやるで。負

けへん！」の言葉を聞いた時、「愛と協同」このカ

が必ずやコープこうべをそして神戸の街を復活させ

る確信を得た気持ちになりました。私はそんな神戸

で自分の人生の一部を過ごした事に誇りを持つとと

もに必ずや復興する神戸の姿を今後も自分の事とし

て見守って行きたいと思います。

緊急物資の調達と供給が

生協の役割

始めに

研修店舗姫路田寺店

いばらきコープ

矢 口建 次

私にとって、 1月17日5時46分は、生涯忘れる事

のできない特別の日となった。

地震の後、加古川から研修店舗のある姫路までわ

ずか20数キロをバスを乗り継いで 5時間近くかかっ

てしまった。幸い、姫路田寺店は直接の被害はわず

かですんだが、震源地周辺では極めて大きな災害で

あった事が、時間と共に明らかとなった。

今回の大震災を直接店舗研修を通して体験した事

は自分自身の店舗についての考えを根本から構築し
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なおす事を求めていると思う。

・大地震は必ずやって来る。

今回の地震以前に「関西には地震が無い」と言う

話を何度か聞いたことがあった。行政や市民感清の

面からも、関西では地震に対する対策が弱かった事

が言える。

地震は、時と場所を選んではくれない。その意味

では、生協が大地震に備えてどの様な心構えと準備

をしておくかは、生協の規模に関わりなく生協自身

と市民生活にとって極めて重要である。

今回の大震災では、ライフラインが殆ど麻痺をし

た事が、更に災害の規模を拡大したといえる。しか

しむしろ、大規模な地震が発生した場合、殆どのラ

イフライン（電気、ガス、水道、電話、道路等交通

手段）が機能しなくなる事を想定して置かなければ

成らない事を今回の地震は教えていると思う。こう

したライフラインが大きなダメージを受けた時の危

機管理の検討が極めて重要となる。

① 地震は、各個人の体験した状況によって、そ

こから発生する行動が全く別のものとなる。

② ホストコンピュータの特別な重要性

電気の停止によるホストコンピュータの停止

はやむを得ないが、ホストコンピュータ自身が

破壊される事の影響の大きさは極めて大きく、

生協間の連帯によるシステムと機種の共通化等

のダウン対策が必要。

③ 物流の複数配置の重要性

物流のダメージは、商品の供給にとって致命

的な影響がある。物流の複数配置や生協間連帯

による危機管理協定の検討が必要と思う。

④ 自治体と生協との間での、緊急時の物資の緊

急供給協定の検討が必要。

⑤ スーパーマーケットの災害時の特別な役割

・市民生活を守るうえで、速やかな緊急物資の

調達と供給に、生協の役割は極めて重要である

し、それを進めるポイントは連帯の強化と言え

る。

・便乗値上げ等の混乱を未然に防ぎ、買い占め

やパニックを防止する役割がある。

⑥ 災害時こそ、地域地域によって、ニーズの違

いが大きい事は無い。緊急時における組織全体

の統制機能と地域重視の矛盾の無い機能が必要

となる。それぞれの店舗周辺の頻繁なアンケー

ト調査の実施が必要。

コープこうべの一日も早い復興を心よりお祈りい

たします。
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「コープさんが開いてて良かった」

この一言が忘れられない

研修店舗／c須磨

岐阜地区市民生協

伊藤祐一

1995年2月12日

被災して後、思うことは数多くあるが頭の中では

混乱した状態にある。その中から強く感じた以下の

2点を書き留めたい。

① 人間は大自然の上に生活させてもらっている。

そのことを今回は目の当たりにした。人間が築

いて来た物質文明はとても素晴らしいものであ

るが自然の中では砂の城であった。その砂の城

の上にさらに砂の城を作り続けてきたために下

の砂の城が土台だと思い込んでいたのだが、実

はそのずっと下に台地があることを意識できな

くなっていたのではないだろうか。水道、電気、

ガスがコックをひねればでてくることが当たり

前、車があればどこへでも行けると思っていた、

当たり前のこと全てが一瞬にして当たり前でな

くなり、水は給水車が来なければどこにもない、

電気のない暗闇の恐怖、凶器となったガスもれ、

など頼る物など何もない状態に置かれた時の人

間の無力さを思い知った。と同時にお互いに助

け合って生きていこうとする人々、何時間もか

かって目的地まで歩く人々の中に人間の知恵、

人間の力強さを感じた。人との共生、自然との

共生とは何なのかを考えさせられた。

② コープ須磨が倒壊し悲しいような寂しいよう

な、なんとも言葉にできない感情であった。そ

の後のテント仮設店を見てこれが生協の役割だ

と思った。被災され不自由な生活をされている

近所の人々が来店され「コープさんが開いてて

本当に良かった」と嬉しそうな表l肯で買い物を

されている姿が目に焼きついている。この期待

に答え、今組合員の求めている商品を品揃えし

て不自由な生活の中で少しでも役に立つことが

我々の使命である。組合員の求めている商品は

日に日に変化している。その声に耳を傾け的確

に要望を掴んで品揃えに反映させること、今ま

さにそれを真剣にやっていくことが組合員を勇

気づけることになる。

コープこうべは本部はじめ施設の倒壊、システム

の崩壊など多大な被害があったがその後数日の内に



営業再開している。今までコープこうべはシステム

の上に成り立っていると思っていたが、その底力は

システムのベースになっている本質の部分がしっか

りしていること、それを支える職員の力と知恵にあ

ることを忘れてはいけない。

一番大切なことは

「何とかしよう」という強い意志

研修店舗／c浜甲子園

大阪いずみ市民生協

辰己幸二

I. はじめに

非常に複雑な気持ちである。このレポートを書い

ている現時点でも、多くの方々が避難され、不自由

な生活を強いられていると考えると非常に胸が痛む。

このレポートは、単に私自身がその場（神戸）にい

たという単純なものではなく、つらい思いをした 1

被災者として、又、 1生協として、経験したありの

ままを書いているものである。全国の生協の方々に

何かの参考になれば幸いであり、又、決して人ごと

ではないと肝に銘じていただきたいと思う。

I[．当日の状況・行動

当日の朝、テレビニュースで最も報道され、焼け

野原になった長田区のマンションにいた。通常AM

6 : 00に起きるため、 15分前に目覚ましがなり、ベ

ルを止めたその時である。クラクラとマンションが

軽くゆれ始め「地震だ」と思った瞬間、「ドドドー

ン」。言葉では表現できないような地響きと揺れが

起きた。すぐさまタンスが倒れ、テレビは 3m程飛

び、食器は散乱、部屋の中は真っ暗でドアも開ける

ことができないほどの状態になった。揺れが終わっ

たあと、頭の中がまっ白になり、一瞬どうしていい

か分からずとまどったが、ある本で読んだことがあ

る、海が近くにある場合は地震が起こったあと、津

波の恐れがあるため高台に避難しなければならない

と。あわててタンスを起こし、服を身につけ、他の

研修生に声をかけにいったが、瀬戸内海は津波の心

配がないと言われ一安心。が、マンションの前に出

てみてびっくり、ほとんどの家がペシャンコ、その

ため道が瓦と土の山となっている。又その時点です

でに 4ヶ所ほど火の手も上がっており、まさかと思

っていたが約 1時間ほどで、マンションにも火の手

が。皆で荷物をまとめて、小学校へ避難をした。そ

の時感じたことだが、少しの火事なら恐ろしく感じ

るが、あれ程燃えると、開き直るというか、何とい

うか、周りの人を見ていても、パニックになる様子

もなく、冷静であったのが非常に印象的であった。

その後同じ長田区でも無事であった別の研修生の

マンションに身をうつし、食糧確保と気にかかって

いたコープ長田店の様子を見に行くと、店内は電気

が通っておらず、やむをえず店頭販売をされている

状況に出くわし、急遠応援に入ることになった。こ

こでも非常に貴重な体験をさせていただいた。今か

ら思えば、こうすれば良かったと思う点もあるが、

その時の店長以下職員の方々の団結と判断はやはり

すばらしいものがあった。こういう状況こそ、力菫

や経験が問われ、真価が発揮される時であると感じ

た。

皿．教訓

〈生活面で〉

1. 懐中電灯とラジオだけは絶対必要。メガネもさ

がすことができず困った人や、情報が入らず不安

になった人を多く聞く。しかし何かの上に置いて

あると物が散乱し、分からなくなるので、揺れて

も取れない所にひっかけておく必要がある。

2. 不幸中の幸いなことに、足にケガはなかったが、

食器が散乱し非常に危険。歩く前に布団、服など

を敷いて歩くこと。スリッパを枕元に置いておい

ても分からなくなる。

3. いわゆるライフラインは全て使用不可になるが、

電話線ば燃えてなくならない限り使用できる。し

かし、 1時間以上たっと、混乱が始まるので、 1

時間以内の安否確認が勝負である。

4. その他•••①非常用食糧はあまり意味がない。

〈事業面で〉

（あるにこしたことはないが）家がつ

ぶれるとそれどころではない。そもそ

も人間が死ぬ位あっけない時は、日本

自体がダメな時であると思う。② 2F

で寝ること。③マンションのドアは、

開けっぱなしにしておくこと。④家を

出る時、毛布が必需品。⑤ワンルーム

マンションは壁、柱が多いので安全性

が高い。⑥絶対に生きる、死なないと

いう、強固な意志を持ちつづけること

が一番大切。

1. 組織体制の再編。安否確認班•本部連絡班・店

内整理班・食事班など。店長・副店長など不在の

場合が十分に考えられるので、歩いて来れるもの

が代行して行う必要がある。店のオープンだけが

仕事ではない。

2. が、しかし、食糧を提供することが、我々の最

大の使命であることも忘れてはいけない。どんな
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形であろうとオープンをし、組合員や地域の人に

安心を与えるのが我々の宿命である。

3. こんな震災の時ほど、店長に限らず、指揮者は

絶対に作業に入ってはいけない。目が回りそうな

忙しい状況でも、手伝うことなく指示することが

任務である。（例えば、パン・牛乳の無料配布、

売る物・売ってはいけない物の指示、閉店など）

4. 売り方・値段について。値を上げることは論外

であるが、 POSを使用できない時は、切り捨て

の100円・ 200円コーナーを作り、売る方が良い。

ラベラーがなく、手書きの値段と電卓では、組合

員に混乱と迷惑をかけることになった。

5. 最後に、当日だけではなく、後日研修店舗でも

一番大切だと感じたことは、商品の有無やコンピ

ューターの有無ではない。「何とかしよう」とい

う強い意志を持つこと。そしてそれが組合員への

安心の提供になり、生協の宿命だと思うことであ

る。

以上何かの参考になればと思い、書かせていただ

いたが、だからマニュアル作りと防災訓練が必要と

いうことではない。（必要ではあるが）実際その場

にいれば、それどころではないし、今匝と同じ状況

なんて考えられない。つまり 5番目に書いた人作り

である。その点では、改めてコープこうべの素晴ら

しさを見ることができたと思う。

悲惨な被災地ほど、

無数の、無名の天使たちの働きがあった

研修店舗／D芦屋

大分県民生協

宮崎泰三

私が研修店舗に入ることができたのは、地震から

3日経過した 4日目であった。その日は、住吉まで

車で送ってもらい、シーアと倒壊した本部ビルを見

て、 2号線沿いを研修店舗のコープデイズ芦屋店ま

で歩いた。沿線には、テレビ画面で見た悲惨な風景

があった。実際に見た感想は、それ以上の迫力と凄

まじさ、言いようのないおもくるしい空気が漂って

いた。 4日目というのに、壊れた家をただ呆然と見

つめている人。仮の祭壇を設け、犠牲者の霊を弔っ

ている人などなど。歩道と車道の区別がつかないほ

どに瓦礫の山が続く。そこを多くの人々が行き来し

ていた。意外であったのは、報道された画面からは

想像できないような生気がみなぎっていたことであ

る。生きようとするエネルギー、手助けしようとす

るエネルギーに満ちあふれているように感じた。

「ご自由にお使い下さい」と書き添えられた洋服
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をいれられたダンボールが眩しかった。

大きな荷物をキャリーで運ぶ老人がいた。瓦礫で

なかなか前に進めない。すかさず、近くの若者が手

を貸して黙々と荷物を運ぶ。

家の前には、封がきられていないミネラルウォー

ターが数本置かれ、かがやいていた。

やっと着いたコープデイズ芦屋店では、地下の農

産コーナーで細々と供給活動がなされていた。わず

かばかりの品揃えにも、帰る組合員は口々に「あり

がとう」と職員に声をかけていた。外では、無料で

人々に配り続けるたこやき屋。館内では、組合員の

要望に応えようと、地階から 3階まで階段をかけあ

がる職員。

全国の生協の応援もうれしかった。初陣をきって

来店した京都生協の30名は各自 2個の弁当をもって、

2時間弱を歩いてやってきた。彼らは、自分の弁当

にも手をつけずに帰って行った。ありがたかった。

その後、数多くの全国の生協の応援者が、遠い道程

を歩いてやってきては、手、頻を真っ黒にして、賠

闇の道を再び歩いて帰って行った。

悲惨な被災地ほど、無数の、無名の天使たちの働

きがあった。あとかたもなくなったこの地を離れよ

うとしない人々。現実には、消滅してしまったにも

かかわらず、そこには、『わたしの街』が明らかに

存在していた。それほどまでに素晴らしい『わたし

の街』の存在を恨めしく思いつつ、この街の人々に

『負けるなぁ～』というエールを送り続けたい。

人間って本当に素晴らしいと思った。

混乱を最小限にくい止めるには、

情報を正しく伝えること

1.地震を感じた時

研修店舗／D神戸西

コープおきなわ

呉屋 武治

不思議なくらい落ちついていた。頭50センチに倒

れてきた本棚や散乱した食器等が目茶苦茶になった

部屋の中で、「明るくなってから片づけよう。もう

ひと眠りしよう」という余裕があった。しかし、外

廊下を走り階段を駆け足で下る、馬蚤がしさが外から

聞こえてきたので「ただ事ではないようだ」と思い、

倒れた本棚を越え、割れた食器で足を切らない様に

部屋を出る。マンションと周りの住民の人達で固ま

り余震を警戒したが、外も明るくなり体も冷えてき

たので部屋に戻り目茶苦茶になった部屋を改めて見



ても「後片付けが大変だ」と頭をかく程度で、これ

から大変になるとは全く思ってもみなかった。

2. 大変なことになった

その日は研修店舗の棚卸し（休館日）になってい

たので、そのつもりで出勤したら店内は停電とスプ

リンクラーの破裂で水びたしになり、交通マヒによ

る通勤不可能で出勤者も僅かな職員だけであった。

勿論、棚卸しは中止になり状態のひどい 3階から順

に後片付けに取り掛かる。その間、店内のラジオ放

送と食堂のテレビの情報から楽観的な私でさえ眉間

にシワを寄せるようになっていった。

「これは大変なことになった。」

3.研修店舗では

翌日から 1Fのみ（食料品売り場）の営業になっ

たが、当然、多くの組合員さんが開店前から並び、

午前中は入場制限しレジは中通路を越え生鮮売り場

の主通路まで列を作る状態が夕方まで続いた。今で

も (2/11現在）食品・日配の棚空きは続いている

が地震当日から商品調達に走る部門チーフ、そして

可能な限りの商品を納品させた「力」を見て、デイ

ズ業態のチーフだけはあると感心した。断水やガス

が復旧して、やっとテナントも含めた完全な形のオ

ープン (2/ 4) になる。比較的、被害の少ない西

区だったり、向かいに銭湯があるせいか多くの組合

員さんが来てくれている。しかし、職員の中には被

害の少なくないものもいる。必ず各ミーティングで

は被災者救済についての連絡事項を確実に伝えあっ

ている。混乱を最小限にくい止めるには、情報を正

しく、確実につたえるかどうかできまる。

4.私の生活 (2月11日現在）

マンション 8階の部屋のせいか傷みが激しく、 2

階の空き部屋に移動して布団だけの生活が続いてい

る。水道が 2週間目で復旧するが相変わらず風呂も

使えない。電気コンロなので湯だけは沸かすことが

でき、風呂に入れない日はタオルで体を拭いて済ま

している。電話が無いので、実家やコモテックの情

報交換に支障をきたしている。全然落ち着かない状

態が続いているが、長田のレオパレスに住んでいた

人達に比べれば、ズツーといい。この時期、不謹慎

かもしれないが東西の鉄道の遮断で、大好きな京都

にいけないのも辛い。

震災の教訓の 1つ、それは

“現場を見ずして論じない'’

研修先／水産食品部

みやぎ生協

和知 諭

●震災時の状況～その後の行動

1月17日伏） 5: 46AM、地震発生。この発生時の

様子は、各種のメデイアで言葉や映像で伝えられて

いますが、まさに「筆舌に尽くしがたい」ものでし

た。震源地である淡路島は居住地から目と鼻の先で

すが、断層が東北にのびていたため、明石市周辺は

震度 5~ 6程度（明石市には地震計が設置されてい

ないので正確な震度は不明）でした。しかし、日頃

から地震に慣れている東北人にとっても、体験した

ことのない恐怖でした。

揺れがおさまり、かなりの規模の地震であると認

識してから初めにとった行動は電話を掛けること。

自分と妻の実家、単協の人事担当に身の無事を伝え

ました。その次に十分な厚着をし、室内でもスリッ

パを履きながら座れる分のスペースを確保してから

室外へ。同じマンションのコモ留学生の各音間屋を尋

ね、無事を確認しながら 1階で隣のマンションのコ

モ生と合流し、全員の無事を確認しました。部屋に

戻り、ローソクで明かりを確保しつつ、周囲が明る

くなるまで多少の片付けをしながら待機していまし

た。

電気・ガス・水道はだめ。情報源の携帯ラジオか

ら刻々と被災状況が放送される中、 7時すぎにJRが

不通であることを聞き、さらに自動車での移動も無

理であると判断し、「災害時に、勤務する事業所へ

の出勤が困難な場合は、最寄りの事業所へ」という

単協でのマニュアルから、コープ西明石店にて出勤

することにしました。出勤前に、日生協ルートで研

修にきているコープおきなわの研修生が「地震は全

くの初めて。今からコープ大蔵谷に出勤しますが妻

が心配です」とのことだったので奥さんを私の部屋

によこして妻と一緒にいるように言いました。

●震災当日の行動から

8 : OOAMすぎコープ西明石店着。スプリンクラ

ーの送水管破裂で 3~ 2階がシャワー状態でした。

水の出るのが収まるまで待機し、その後はとにかく

水かきと、ありとあらゆるバケツ類で水受け。店長

は被害状況から、その日の臨時休店を決定し、当日

の復旧作業を的確に指示しました。誰もが体験した

ことのない状況のなかで、明確なコントロールを行
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える店長以下、店舗の職員さんは頼もしくさえ思え

ました。

当日は 1階部分を翌日に開店できるように復旧し、

2階郭分も翌々日に開店するために準備しました。

翌日以降の店舗供給活動では「組合員さんが今何を

必要としているのか？」が仕事の基準になっていま

した。しかし18日以降の入荷は極々わずか。求めら

れているものが分かっていながら、供給する商品が

ない悔しさ・申し訳なさを感じました。

●震災 2日目から今日 (2月11日まで）

19日までコープ西明石店に入り、 20日から（株）協同

食品本社・同兵庫センター・同明石センターの 3ヶ

所に分散した水産食品部に合流しました。寸断され

た陸路での物流に替わる手段として導入された漁船

（約 7トン）での商品配送（明石→鳴尾浜→兵庫→

明石）に乗船し、 4トントラック 2台分の商品の積

込み・荷降しを行いました。また、日々の店舗から

の FAX での受発注の集計•発注も時間のかかる作

業でした。

今までのシステムが全て失われたなかで、商品を

提供していく責任に対して、水産食品部の方達の仕

事ぶりは非常に前向きでした。萩森部長が「火事場

のくそ力」ではなく「くそ知恵」が大いに発揮され

たというように、どんどんと状況が進展していく様

には感心しました。特に、既存の商品の調達の回復

力は非常に早かったと思いますし、災害時の特需商

品（焼魚・煮魚等の調理済商品）を新規に調達した

スピードには脱帽でした。

また、今回を機会に「災い転じて福となす」取り

組みが考えられていることに、このような災害時に

限らず学ぶべき点が多いと思います。

ex. 0取引先のセグメンテーション（こういう時に

こそ真の信頼・協力関係が見えてくる）

〇全てのデータベース化（手書きはもちろん、

各人独自のフォーマットもやめていく。実績

やカルテ、念書など、紙で残さない）

0事務の合理化（いらないものは無いか？ 撤

底的に洗い出す）

〇発行文書のA版への統一

●今後に生かすべきこと

今回の震災での体験の全てが、人間・労働者・地

域住民・共同住宅の住人など、自分の存在している

様々な世界で、何人が教えてくれる有り難い指導よ

りも役に立つことだと思います。ひんしゅくを買う

言い方かも知れませんが「論より証拠」、体験した

ことの重大さ・貴重さを痛感しています。

今回の体験を単協に生かすだけでなく、自治体や
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地域、各種のコミュニティ、また自分自身の人間性

の成長へも反映させていかなければならないと思っ

ています。

強大な自然災害の教訓としてだけでなく、日常の

業務でも肝に銘じたいと感じていることを挙げてお

きます。

〇現場を見ずして論じない。

〇相手の立場に立って考える。

〇現場からの情報・要求を反映させる。

0事実の確認は人（の情報）任せにせず、自らが

つかむ。

〇出来ないのではない。やろうとしていないのだ。

●さいごに

未曾有の大災害が発生してから今日 (2月11日）

で26日目。当初、災害対策本部からの発信を中心と

しだ情報がふえるにつれ、被害状況の甚大さが明ら

かになり、職員の間にも悲しみ・つらさがたちこめ

ていましたが、その状況と戦うように奮闘するなか

で、職員が明るくなり、店舗が再生しだし、コープ

こうべの組織が元気になっていく様子を目のあたり

にし、嬉しさを感じています。

私自身も、この体験は人間としての考え方と、生

協運動者としての成長に必ず役に立つものだと思っ

ています。今後も何らかの形でコープこうベ・神

戸・兵庫に恩返しが出来ればと思っています。

仲間のありがたさを
つくづく思う

研修店舗／c浜甲子園

さいたまコープ

長谷島寿明

「ドーン」という下から突き上げるような衝撃で

目がさめました。「地震だ。震度は 3か 4か？ い

やそんなものじゃない」ただごとならぬ激しい揺れ

に、地震の多い関東で生まれ育った私も戦慄と恐怖

を覚えました。

やがて揺れが止まり、あたりを見回すと、部屋

の中は、足の踏み場もない程、物が散乱しており、

外に出るのがたいへんでした。そして外に出た私を

待ちうけた光景は、数キロメートル離れた所から上

がる10いくつもの巨大な炎でした。

1995年 1月17日（火曜時）午前、 5時46分、活断

層という魔物は、あっという間に5,000人もの尊い

生命を奪ってしまいました。被災されたコープこう

べの職員の方、組合員の方、コモテック研修生、多

くの市民のみなさんに、心からお見舞いを申し上げ



たいと思います。

今回の地震で得たもの、感じたものとして、まず、

地震慣れしていても、地震対策を何もしていなかっ

たことが、反省点として掲げられます。懐中電灯、

缶詰などの保存食料（アメリカセミナーの前だった

ので、冷蔵庫はほとんど空の状態）医薬品、ポリタ

ンク etc.ライフラインが寸断された場合の対策が、

ほとんど何もされていなかったことです。これは、

今回体験したあらゆる都市機能が停止した場合、非

常に困った事態を招くことになりますので早急に準

備したいと感じました。

第2に、仲間がいることの心強さです。同じマン

ションに 9人の研修生がいることは、組織的に動け

る強さがあります。 1人ではできないことでも、 9

人結束すれば、困難な状況も乗り越えられるでしょ

う。（レオパレスの研修生を合わせて20人以上の集

団で行動できた。）今回、仲間がいることの心強さ

を痛感しました。

第3に人の情けに触れたこと。ふだん、それほど

つきあいのない友人知人が心配して実家へ連絡を入

れてくれたそうです。そして勤務中であるが、焼け

出された店の職員の家族の引っ越しの手伝いに行く

のを「今はそれが優先だから」と快諾してくれた部

門チーフ。人間の本性はこういう時にこそわかると

いうことが、理解できました。

第 4に研修店舗にかけつけられなかったことが残

念です。倒壊したビル、家屋をテレビがリアルに映

し出しているのを見て、果たして自分の研修店舗は

大丈夫なのか？ という不安にかられており、すぐ

にでもかけつけたい心境でした。

最後に、全国の生協からの支援部隊がコープこう

べにかけつけたことに生協ならではの協同の輪を見

ることができたことが印象的でした。同じ生協とい

う名のもと、全国には何かあったとき、支え合って

くれる仲間がいることの頼もしさ。

今回の簑災でコープこうべも、大きな損害を受け

たわけですが、一日も早く被災された組合員の生活

を守る砦として、復興することを切に願ってやみま

せん。残された研修期間の中でその過程をしつかり

と見届けたいと思います。

情報を得るために

協同学苑に行ってみよう

研修先／店舗開発部

コープとうきょう

義家茂昭

その瞬間、私はその場に30分程ぽうぜんと立ちつ

くしてしまった。その後思わず涙が出てきた。倒壊

した住吉の本部ビルを初めてまの当たりにした時で

ある。冷静さを取り戻した私の頭によぎったのは、

「この 1年間の研修結呆が全てなくなってしまった」

「これからの 1年間研修を続けて行けるのだろうか」

といった事だった。後になって、これらの事は私の

杞憂であった事に気づくのだが……。

1月17日午前 5時46分、前日にやや夜ふかしをし

た私は例の「下からのつき上げ」というのには気づ

かず、激しい横揺れで目がさめた。初めは「でっか

い地霙だなあ」くらいに思っていたが、真っ暗な中

にも部屋の中の様々な物が倒れてくるのがわかり

「これはやばい！」という感じになった。隣室の加

藤さんからの「義家さん大丈夫ですか？」の声に

「大丈夫だよー」と返事をし、外に出ようとしたが、

ドアが開かない。いろんな物が倒れていて、 ドアを

ふさいでしまっていたのだ。それらの物を何とかど

けて外に出るとハイツ宮川内の COMO生が集まっ

ているところだった。すでに出勤した佐藤さんを除

く9人の無事を確認して、まずはひと安心。夜が明

け始めまわりを見渡すと倒壊した家屋、亀裂のはい

った道路、遠くには火の手も上がっており、たいヘ

んな事になったと改めて思った。電話が不通で全く

使えず、どこにも連絡がとれない。ラジオで電車が

全て止まっている事を聞き、こんな非常時に車はま

ずいと思い、出勤をあきらめる。とりあえず皆で自

分の部屋をかたづけようという事になった。

明るくなった部屋の中を改めて見ると、ぐちゃぐ

ちゃになっている。家財のほとんどは倒れ、食器は

割れている。先程までこの割れた食器の上を素足で

歩いていてよくケガをしなかったものだと、ぞっと

した。かたづけも半ばで、金山さんが「近所の様子

を見に行こう」と言うので、出かけた。コープ長田

に行くと店長らしき人と数人が何かを相談している。

おそらく店を開けるかどうか悩んでいるのだろう。

南に向かい金山さんの車の無事を確認していると、

何やらレオパレスの方向が火事になっている。 2人

でかけつけると、レオパレスの周囲の家は、ほとん

ど燃えており、レオパレスには誰もいない。半径

500m位をさがしたが誰もいない。おそらくどこか

へ避難したのだろうと思い、ハイツ宮川にひきかえ

そうとした時、被災者らしき人の 1人が私にだきつ

いてきた。よく見ると浅野さんだった。内堀さんも

いっしょだった。 2人に他のレオパレスの人たちが

近くの小学校に避難していると聞き、かけつける。

どうやら全員無事のようであった。

私は「ハイツ宮川は建物が無事なので皆で来て下

さい」と言って宮川に戻り、全員に集まってもらっ

てレオパレスの実態を話し、部屋のかたづけをいそ
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いだ。その後レオパレスが焼け、全員避難してきた。

私と、私の部屋に来た王鷲さんでコープ長田に買物

に行ったが、他の COMO生が店の手伝いをしてい

たので私達も手伝う。

夕方ハイツ宮川に戻り、加藤さんが買ってきた米

と水、自分が持っていた米で飯をたき、ハイツ宮川

の 1階ロビーに避難しにきていた人々に配り、私た

ちもみんなで分けて食べた。夜になり、近くにせま

っていた火事も気になったが、とにかく体を休めて

おこうということで寝た。

翌日、午後から加藤さんの提案で、協同学苑に行

こうという事になった。ちょっとムシがいいとは思

ったが、長田にいると食べ物の調達もおぼつかない

し、水とガスが止まってしまっている。何よりも学

苑に行けば、他の COMO生の安否や、種々の情報

もはいってくるだろうということで、全員意志統一

をし、移動した。

今回の大震災はなくなった多数の人には気の毒だ

が、私は多くの事を学ばせてもらった。学んだ事、

感じた事も合わせて以下に列挙する。

〇集団行動の重要さ……おそらく私 1人だったら何

もできなかったのではないか。非常時こそ、集団で

行動する事が大事である。

〇コープこうべ職員の市民に対する献身さ……自分

の家が焼けたり、倒れたりしているのに店に行き組

合員、市民のために物資の提供に努める。私が東京

にいて同じような立場にいたらできるだろうか。

〇自分が考えているより家族は自分の事を心配して

いた。やはり状況が分からないせいもあるだろうと

思う。

私の場合、店舗開発の研修という事で、今後の事

を考えると不安になりかけた事もあったが、毎日こ

うべの職員が復興に全力をつくされている姿を見て

いると、自分が恥ずかしくなってきた。確かに、本

来の研修からは若干ずれるだろうが、コープこうべ

の、ひいては日本の生協運動の復興のために微力で

はあるが、全力をつくそうと思う。

水と情報がいかに大事かを

思い知った

はじめに

研修店舗／c深江

コープかながわ

浅野素彦

だれの書いた小説だったかは、忘れましたが、あ

る朝、主人公が目をさまして見ると、自分が一匹の
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虫に変身していたという所から始まる物語を聞いた

ことがありました。人間がある日を境にして、虫に

変わってしまうなどという事は、あり得る事ではな

いと思っていたのですが…。今回、あの地震に会っ

た時、妙にリアルにこの事を思い出しました。人間

が虫に変わるわけではないのですが、今まで何十年

か、自分が営んできた世界がたった 1分足らずの後

には全く変わってしまっていて、これから先も、何

もわからない状態になってしまったというのは、同

じ事だと思います。そのような時から 1ヶ月、今、

自分がそれをふり返り、今後の自分の人生の糧とす

るために、まとめてみたいと思います。

当日の状況

当日は、 5時30分に目がさめた。いつも起床は 6

時なので、あと30分は眠っていられると思い、うと

うとしていた。不意に小さな音でカタカタと物音が、

数秒したと思った瞬間、強い縦ゆれがおそってきた。

自分の記憶では、縦ゆれは、 3回～ 5回位あったと

思う。部屋中のすべての物がさけんで（音をたて

て）いた。自分自身は最初のゆれの時、驚いて、壁

に頭をぶつけ、上半身をふとんの上に起こし、右手

で壁を支えて「何だこりやあ！」と大声でさけんで

いた。これは、何が起こっているのかがわからない

のではなく、その地震の今までに経験した事のない、

ゆれ方と、そのすさまじさに驚いていたのである。

ゆれが収まった時、まず、電気をつけてみたのだが、

つかない。まだ、部屋の中は爽っ賠で、見えない。

手さぐりで、玄関まで行ったのだが、そのたった数

メートルが進めない。あらゆる物が飛び散っている。

しかもそれが何なのかよくわからない。

やっとの事で、 ドアにたどりつき、 ドアを開けた。

幸い、非常用の電燈がついており、外は明るかった。

「おーい、みんな無事か」どこからとも、だれから

ともなく、コモ生の声がし、互いに呼び合っていた。

自分が、まず最初に見たのは内堀さん、その後すぐ

下のマンションの出口におりて行ったのだが一瞬、

その光景を見た時、頭の中が真っ白になった。道路

を隔てて建っている（いた）はずの家が、 2階を残

して、 1階がぺちゃんこにつぶれていたのだ。しか

もそれが 1軒ではなく、アパート出口より向かって

左側にかけて、すべての家が、である。コモ生を含

めて、 4~ 5名であろうか、そこに出てきた人間は

みな、しばらく何も言わずに立ち尽くしていた。と、

そこに赤ん坊を抱いた25オ位の女性がべそをかきな

がら、歩いてきた。すぐにアパートの人口に呼び、

部屋から毛布を出してきて、かけてあげた。又、ア

パートの西側のつぶれた家の玄関あたりで、 ドンド

ン、 ドンドンと戸をたた＜音がしたので、戸をはず



して見ると、 80オ位のおばあさんが、はい出してき

た。そのころには、前の道路には、裸足で、パジャ

マ姿の人が、何人かヨロヨロと歩き回っていたので、

何人かの人に余っていたくつとスリッパを渡して、

はいてもらった。

そのようにして、やっとひとここちついた後、部

屋に戻り、うす明るくなった部屋を見回して驚いた。

タンスは倒れ、ビデオ、テレビは 2mも飛んで、ゆ

かに転がっていた。そこで初めて、自分がメガネを

かけていない事、又、首がずきずき痛む事に気づく。

そうこうしているうちに、北側がオレンジ色にな

り、火が近づいてきた。消火活動はいっさい行われ

ていない。だれかれとなく、又アパートの入口に集

まりはじめ避難を考えはじめる。

8時30分、身の回りのもののみ、ボストンバック

1個位を各々持ち、入口にコモ生 9名と、専門学校

へ行っているという 19オの女の子、そして、前の家

より助け出された70オ位の老女とで、すぐ近くの御

蔵小学校へ逃げる。そこに 1時間位いる間に、単協、

家族、井上さんに連絡をとり、その後、ハイツ宮川

へ避難をし、そこで 1泊し、翌日、協同学苑に行く。

教訓

1. まず、水が大事である。 今回の展災に於い

て、水というものが、人間の生活のなかでいかに

重要なのかを身にしみて知った。単に飲み水とい

うのではなく、いやむしろ、それ以上にトイレを

使用するため、片付けをするため、火を消すため

などの生活、防災用の水がいかに必要で、大事か。

極端な話、十分な水があれば、救援物資が、多少

遅れても炊き出しなどをして、しのげるのだ。

（火は、簡単に起こせるし、その材料は、十分に

あった。）

2. 情報伝達の方法について一ー現在は、テレビを

中心にしだ清報社会であり、当たり前だが、テレ

ビは電気が必要である。今回気づいた事は、一番

情報を得るのが遅かったのは一番被害に会った人

だという事。なぜなら、電気が来ないのでテレビ

を見る事ができず、情報が得られない。迅速な、

正しい情報こそ、パニックを防ぎ、被害を最小に

食い止める一番の方法である。今後は避難所に指

定された所には、自家発電機と大型テレビ、そし

て、特別な周波数を使ったトランシーバーは必ず

必要である。

以上

「日生協の通報」が

最も新しく確かだった

研修店舗／c姫路白浜

福井県民生協

小形 巧

『コープ姫路白浜マニュアルDC

--—情報網寸断の中で 』

1. 今回の教訓ー情報は集めるものである

・コモテック研修生の中で最も西に住んでいる自

分としては、最も被害に遭遇しなかったわけで

報告書を提出するのも申し訳ない気持ちでいっ

ぱいです。ですが、比較的被害が軽微であった

姫路白浜も、今回の震災のなかでいくつかの貴

重な経験と教訓をえたように思います。二度と

あってはならないことですが、少しでも何かの

参考になればと思い報告・記録させていただき

ます。今回の場合、地震発生からほぼ 5日間、

おかしな現象が発生していました。コープこう

べの対策本部と連携し、日生協から各単協へは

定期的に状況の伝達がなされ、各単協では即時

に対応が検討されていたように思います。しか

しながら、少なくとも姫路白浜店と対策本部と

の情報の交換は断片的でありまた一方的でもあ

り、正確な状況把握は困難をきわめていたよう

に思います。結局、出身単協を通してえた「日

生協の通報」が一番新しく正確な情報源であっ

たようで、姫路白浜店が西の物流の拠点という

現実は、姫路白浜店よりも支援物資や緊急物資

を送っていただいた方々の方が先に認知してい

たということが発生していたようです。店舗職

員は当然 TVなど見る余裕もなく、一生懸命

復旧作業に取り組んでいた為に、「住吉本部の

火災」などTV報道を見た組合貝からの電話で

知ることもありました。日常当たり前のように

入手できている情報が、不通の電話回線を前に

しては努力して集めるべき対象であったことを

再認識させてくれたように思います。

2 地震発生から数日間の私の体験ダイジェスト

17日
地展発生店内落下物後始末店長宅崩壊

の訃報情報混乱

18日
農産・日配品出し 夕刻より支援物資の入

荷始まり荷受けへ

19日
緊急開店 昨日より入荷の始まった商品の

入出荷管理の補助ヘ
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20日
24時間体制の中続々商品入荷 電池類はシ

ーアなどへ向けて出荷。

福井より専務来神・早朝協同学苑で合流し

21日
住吉へ若干の支援物資を運ぶ道案内、生活

文化センターの対策本部・住吉本部・シー

アをまわる。

22日
商品の入出荷管理補助 住吉本部・シーア

の状況写真を掲示板に。

23日
商品の入出荷商品振替え伝票の起伝などを

始める。

この間福井に情報 FAXを継続依頼し、情

報の収集に努めました。

＊最後に微力ですが復興へむけてできるだけの分担

を担っていく決意です。

残り 1年間の研修期間ですが、宜しくお願いいた

します。

京都から西宮まで

12時間かけ出勤

1 /17図 AM5 : 46 

研修店舗／c立花

京都生協

加知正美

前日 C立花のマネージャーとコモのメンバーであ

る上床氏と石田氏らと奈良と京都のストコンをし、

京都の自宅で、起きて出勤準備をしようとした矢先

のできごとだった。自宅は築40年近くの古い家で、

置物などが降ってきて倒壊するのではないかと思う

ゆれであった。停電となり、とりあえず、主人と互

いの安全を確認し、電気が復旧するのを待ってテレ

ビをつけた。ニュースでは、 10人くらいの死亡と西

宮の被害を報じていたので、着替えてJRの駅に向か

ったがJRは不通状態で出勤できる状況ではなかった

ので、自宅に戻り電話をかけまくったが電話は不通

状態で全く連絡の取れる状態でなかった。

テレビでのニュースの報道を食い入るように見て

いたが、当初の情報では西宮市の被害が大きく、西

宮北口にすむ妹夫婦の安否が気遣われ、 PM4 : 00 

頃に京都を出発し、西宮に向かった。通常混んでも

2時間ぐらいでいけるところが、 Rl71や幹線道路

の至る所で渋滞し、西宮に近づくにつれ家の倒壊や

ビルの倒壊が賠闇の中で目に付きますます安否が気

になった。ようやく途中の公衆電話から田舎の実家

を通して妹夫婦の安全と避難場所を確認することが

でき、ようやく避難場所である、 C北口の検収所前
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のビルに到達したのはAM4 : 00であった。帰りは

早く Rl71を2時間ぐらいで帰ることができたが、

武庫川沿いの道は隆起し、亀裂がはいっていた。

1 /18（水）

軽く仮眠して10:00頃近くの公衆電話より、 C立

花に連絡し、みんな出勤し、営業はしていないが、

後かたづけをしていることを聞き、阪急も北口まで

開通していたので阪急で午後から出勤する事を伝え

る。続けて石田氏に電話をして無事を確認する。他

のコモのメンバーにも電話をしてみるがつながらず。

PM 3 : 00頃c立花につき、後かたづけに合流す

る。京都生協に連絡。コープこうべの本部や日生協

との連絡が付かないのでとりあえず、 19日より C立

花に応援を送ることで確認。

1 /19（木）

京都生協より応援者10数名

木曜日ではあるが営業するということとなり、農

産部門のチーフの家が倒壊、メンバーの身内が亡く

なられ、メイトさんも 1名の出勤ということで主任

の方と協力し、農産の売場をつくる。 10:30には組

合員が並んでおられるということもあり、オープン。

値入れなどができないままとにかく組合員に商品を

提供できるようにどんどん商品をだした。

共同購入出身者や本部職員の京都の応援ではあっ

たが京都生協ということもあり、全員まずは農産に

入ってもらい、慣れない仕事ながら手伝ってもらう。

午後からは明日からの 2F食品フロアーオープンに

向けて応援者に ZFに回ってもらう。

1 /20倹）

コープなら、京都生協より応援

リカーコーナーの散乱状態や 4F住関売場の散乱

の整理をお願いする。人海戦術で途方に暮れていた

売場がきれいになり、他生協の応援のありがたさを

痛感。また応援者の方も手弁当でさらに各自が差し

入れとしておにぎりやおかず、水などを持ってこら

れ、人の優しさを感じる。応援者の感想にはコープ

こうべ職員のがんばりに逆に感動したの声もあり。

その後 1月いっぱいならコープ、京都生協を中心に

コープしが、淀川市民生協、東都生協と多くの生協

の支援で、 C立花は予想以上に売場復旧ができ、 1

月27日より 1Fから 4Fまでのフルオープンにこぎ

つけることができた。

今回の大震災で、アメリカ流通視察や、コモの研

修の多くが流れたが、それ以上に通常では体験する

ことのできない多くのことを学んだように思う。

一つは、多くの生協の支援で、生協法から言えば、



各エリアごとの牛協ではあるが、生協という 一つの

一休感を感じた。そして多くの人の温かい心にふれ

ることができたように思う 。

二つめには、コープこうべの職貝のパワーである。

17日の震災当 Flから即店舗をオープンし、時間をか

け、通勤し、通勤が困難な時は、泊まり込み、果た

して我が生協にこの状況を重ねたときここまででき

るのだろうかと改めて頭の下がる思いがした。

三つめには、危機管理としての情報の大切さと状

況を見極めての行動の仕方である。情報はシステム

的なものと通常の術報があるが、虹の友臨時号で逐

次流されてはいたがそれ以上にこの非常時にはどれ

だけ多く情報をしいれていくかが大切だと思った。

ヽ 4 / / /―,'I  

それは競合の状態も含めてであり、早い時期に競合

のストコンを行い、競合の品揃えに差を歴然と感じ

たのも事実である。 システム的には、 POS禅入で

どれだけコンピューターにお世話になっているかを

痛感するとともにバックアップの体制の必要性を感

じた。そして、何よりも職員の結束を固める意味で

も職員のコミュニケーションの大切さと情報の共有

化の大切さを感じた。

1年コースの研修ということで、この時期にコー

プこうべを去ることは後ろ髪をひかれるが、このコ

ープこうべの職員の熱い思いが必ず今まで以上のコ

ープこうべとなることを確信し、逆に今後の単協に

帰っての励みにしていきたいと思う 。

/ /:// / I i : ¥ ¥ 后グ／ I I 
J - ／ 1 / I I l ¥ ＼ ＼ ＼ 

コモテック研修生の皆さん (•95年3月6日）
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神戸市との「緊急時における生活物資確保に関する協定」

緊急時における生活物資確保に関する協定

神戸市（以下「甲」という。）と生活協同組合コープこうべ（以下「乙」という。）は， 「緊

急時における生活物資確保の為の関係団体等との協力に関する要綱」第4条に基づき，次のとお

り協定を締結する。

（目的）

第 1条 この協定は，緊急時に際し，生活物資の確保及び安定供給を行うことにより物価の高騰

及びパニックの防止を図り，もって市民生活の安定に寄与することを目的とする。

（法令の遵守）

第2条 この協定の施行にあたっては，消費生活協同組合法（昭和 23年法第20 0号）その他

法令を遵守しなければならない。

（緊急時の認定）

第 3条 緊急時の認定は，甲乙協識のうえ，甲が行う。

（生活物資の指定）

第4条生活物資は，別表 1のとおりとする。

2 前項に定めるもののほか，必要に応じて甲乙協識のうえ，指定できるものとする。

（情報交換）

第5条 甲及び乙は，平素から物価及び需給の動向，神戸市内の各店舗状況その他必要な亭項に

ついて調査研究及び情報交換に努め，緊急時に備えるものとする。

2 甲及び乙は，緊急時に関する情報を知り得た時は，直ちに通報し合うものとする。

（緊急時体制）

第6条 緊急時に際し，神戸市域を行政区毎に地域割し，それぞれの地域にある乙の各店舗が主

として当該地域を管轄する。

2 乙の店舗のうち，別表2に掲げる店舗を重点店舗に指定し，特別監視体制をとるものとする。

（生活物資の確保）

第7条 甲は，緊急時に際し，乙に対し生活物資の確保及び安定供給について要請するものとす

る。

2 乙は，前項の要請を受けたときは，直ちに必要な措置を行うものとする。

3 緊急時における物資調達等の伝達経路は，別表3のとおりとする。
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（この協定書は、震災時点の協定内容を'95年9月に改めたものです）

（情報提供）

第 8条 甲及び乙は，緊急時に際し，甲乙協力して，迅速かつ的確な物価，商品等の情報を市民

及び報道機関等に提供するものとする。

（支援体制の整備）

第 9条 乙は， Kネット協同連帯機構等との連携を強化し，緊急時における広域的な支援体制の

整備に努めるものとする。

（物価問題研究会の設置）

第10条 甲及び乙は，この協定に定める亭項を円滑に推進するため，物価問題研究会を設置する

ものとする。

（その他）

第11条 この協定に定めのない事項または疑義を生じた車項については，甲乙協議のうえ決定す

るものとする。

附則

1 この協定は，平成7年 9月 11日から効力を有する。

2 昭和 55年 3月28日締結の「緊急時における生活物資確保の為の神戸市と生活協同組合コ

ープこうべとの協定」は，廃止する。

この協定を証するため，本書2通を作成し甲乙記名押印のうえ各自その 1通を保有する。

平成 7年 9月 1 1 日

神戸市中央区加納町 6丁目 5番1号

甲 神戸市

代表者神戸市長 笹山幸俊

神戸市東灘区住吉本町 1丁目 3番 19号

乙 生活協同組合コープこうべ

代表者組合長理事木村正人
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別表 l 生活物資

ア 神戸市民のくらしをまもる条例第28条の規定に基づき神戸市告示第 46号（昭和 49 

年 7月 16日）により告示された品目のうち液化石油ガスを除く 8品目

小麦粉， しょうゆ，上白糖，食用油，育児用粉ミルク，灯油，ちり紙及びトイレット

ペーパー，ノートブック の8品目

イ 緊急時に必要とされる品目

パン，ハム，インスタント麺，魚肉缶詰，容器入飲料水，洗剤及びせっけん，ポリバ

ケッ，飲料用ポリタンク，乾電池，懐中電灯，カセットガスボンベ及びカセット式ガ

スコンロ，ゴミ袋，ラップ，ローソク，軍手，運動靴， タオル，紙おむつ，紙コップ

及び紙皿，生理用品，毛布，肌着の 22品目

別表 2 重点店舗

東灘区

灘区

中央区

兵庫区

北区

長田区

須磨区

垂水区

西区

以上 3 0品目

Seer（シーア），甲南店，六甲アイランド店，渦森台店

六甲店，鶴甲店

山手店，青谷店

石井店

鈴面台東店，鈴面星和台店，有野店，デイズ神戸北町店

長田店，丸山店

須磨店，白川台店，横尾店，北須麿店

塩屋店，神陵台店，新多聞店，高丸店，福田店

西神店，デイズ神戸西店，桜が丘店，デイズ西神南店
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緊急時物資協定に関わる

K ネット加盟生協の協同支援確認書

Kネット加盟生協が地元各行政と交わす「緊急時における生活物資確保のための協定」の目的を達

成し、当該市民生活の早期安定を図るため、加盟各生協は総力をあげて当該生協およびその市民に対

して支援を行なうことを確認する。

（生活物資の調達）

第 1条 Kネット協同連帯機構は、加盟生協のエリアにおける緊急事態発生時に際し、当該生協の要

請に応じ、生活物資の調達と配送に関して相互に支援を行なう。

（供給活動支援）

第2条 当該生協の店舗等の供給施設および職員に被害があり、供給活動が困難な場合は、 Kネット

協同連帯機構が人的支援も含め全面的パックアップを行なう。

（情報交換）

第3条 Kネット協同連帯機構は、主要生活物資の動向や消費者の買物行動特性、その他必要な事項

について相互に情報交換を行い、緊急時に備えるものとする。

（対策本部の設置）

第4条 緊急事態発生時には直ちにKネット事務局内に「対策本部」を設置し、当該生協との連絡、

加盟生協への要請を行なう等、対策と調整を図る機能を果たすものとする。

（相互協力）

第 5条 対策本部または被災地当該生協からの支援要請があった場合は、加盟生協は万難を排して協

力するものとする。
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1 9 9 5年 9月 1日

神戸市東灘区住吉本町1丁目 3-19
Kネット協同連帯機構 代表幹事増田大成

奈良市恋の窪1丁目 2-2
市民生活協同組合ならコーブ 理事長逸見 啓

高松市新北町14-27
生活協同組合コーブかがわ 理事長白井弘治

新居浜市久保田町2丁目 4-2
生活協同組合アイコーブ 理事長高橋廣延

玉野市玉2丁目 5-5
三井造船生活協同組合 理事長喜岡融ー

滋賀県蒲生郡竜王町鏡1803-2
生活協同組合コーブしが 理事長細谷卓爾

山口市大字下小鯖1090-1
生活協同組合コープやまぐち 理事長田村茂照

京都市南区吉祥院石原上111原町1-2
京都生活協同組合 理事長横関 武

広島市南区比治山本町16-35
生活協同組合ひろしま 理事長冨田 巖

豊田市豊栄町2丁目 11 1番地

トヨタ生活協同組合 組合長理事神谷敏之

豊中市南桜塚2丁目 1-10
大阪北生活協同組合

神戸市東灘区住吉本町1丁目 3-19

理事長柏木 尚

生活協同組合コープこうべ組合長理事木村正人
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10 

コープこうべ機関紙『きょうどう』臨時号

臨時号 Vol. 1 

(1月19日号）

この度の兵庫県南部地震はかつてない被害をこの地域にもたらしまし

た。組合員のみなさまのご被災に対しまして心からお見舞い申しあげま

す。

1月17日、生活文化センター内に緊急対策本部を設置し、供給可能な

店舗での営業を始めました。可能な限り開店時間を延長するなどして、

必要とされる生活物資の供給に取り組んでおります。

コープこうべは神戸市をはじめ数市との間に「緊急物資協定」を結ん

でおり、兵庫県。阪神間各市の対策本部と連絡を取り合って、水、ラー

メン、肌着などの緊急物資の分配に努力しているところです。また、全

国各地の生協からの支援を得るなどして商品の確保に努めています。

コープこうべも本部をはじめ、 10余りの事業所が全壊するなど、神戸

市内東部の店舗を中心に多大な被害を受けました。すべての店舗が通常

どおりの営業に戻るまでは、今しばらく時間がかかりますが、食料品売

り場だけで営業したり、あるいは店内の商品を店頭に持ち出して供給す

るなど、大半の店舗が何らかの形で営業を続けています。

みなさまにはご不便をおかけしていますが、現在、総力をあげて、復

旧に努めております。今後継続して全力で復興に取り組んでまいります。

みなさまのご理解と協力をお願いします。

生活協同組合コープこうべ

資料編10コープこうべ機関紙『きょうと加臨時号'|61
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1995年（平成7年）1月26日

臨時号 でもヽ-シ
00コー不こうべ

枷巾巖量区仕古担」 1丁目瀾柑汚(〒658)
発行人＝竹本成犠 編集人＝湊 l!I! ・コミュニケーション郎「きょうどう l書響宰

コープこうべ

組合員のみなさまへ

このたびの兵庫県南部地震はかつてない被害をこの地域にもたらしましたo組合員のみ

なさまのこ被災に対しまして心からお見舞い申しあげます。

組合員のみなさまのなかにはこ家族の方、肉親の方で悲しい犠牲をだされた方も少なか

らずいらっしゃいます。心より哀悼の意を表しこ冥福をお祈り申し上げます。

コープこうべは本部をはじめ、10あまりの事業所が全半壊するなど神戸市内東部の店舗

を中心に多大な被害を受けましたが、被災当日から供給可能な店舗で営業を始めました。当

面は食料品をはじめとした生活基礎物資の供給に取り組んでまいります。

全国の生協からも救援物資が続々到着し被災された方のお手元に届けられるよう努めて

います。また毎日数百人におよぶ全国の生協の仲間が泊まり込んで復旧の応援にかけつけ

てくれています。一日も早く復旧して組合員へのサーピス強化ができるように最大努力い

たします。食料品売り場だけで営業したり、あるいは商品を店頭に持ち出して供給するな

ど、ほとんどの店舗がなんらかの形で営業を続けていまず。

協同購入センターではコンピューターによる『めーむ』の受注システムが損傷したため、

当分は手作業による活動になりますo取り扱い商品が限定された形となりますが、現品によ

るおすすめなど、できるかぎりの方法でこ家庭にお届けできるよう努めます。

コープこうべは史上空前の大きな被害を受けましたが、協同の力はいささかもゆるいで

いませんoこれまでの歴史の中でもいくたびか大きな災害に直面しましたo昭和13年の阪神

大水害、第二次世界大戦など、施設の大半を失ったこともあります。しかし、その都度その難

局を組合員といっしょになって克服してきました。今回の地震で崩壊した施設の損害は大

きなものがありますが組合員の協同の心と役職員の生協に対する熱い情熱があるかぎり

まちがいなくコープこうべの事業は復興できると確信します。現本部のビルが崩壊したた

め当分の間、本部機能の一部を協同学苑（三木市所在）に、商品関係は生活文化センターに移

します。

再建には時間がかかると思われますo組合員のみなさまにはたいへんこ不便をおかけし

ますがなにとぞこ理解の上こ支援いただきますようお願い申しあげます。

1995年 1月26日

生活協同組合コープこうべ
理 事 長 竹 本 成 徳
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事業所の営業状況 (1月23日現在）

■店舗
※道路事情により商品の入荷がなく、品ぞろえできない場合は繰り上げて閉店する場合があります。
※生鮮食料品など一部の商品の取り扱いができていない店があります。

宝塚市
●コープ・・・宝塚・めふ・中山台・安倉・山本・仁川（店頭供給のみ）
●コープミニ・・・・すみれガ丘・中山桜台

JIl酉市
●コープ・・・うねの・けやき坂
●コープミニ・・・・萩原台

川辺郡
●コープ・・・・猪名川南
●コープミニ・・•松尾台

伊丹市
●コープ・・・伊丹•こや・野間
●コープリピングセンター・・・・伊丹
●コープミニ・・・伊丹桜ヶ丘・萩野

尼崎市
●コープ…・武庫之荘・園田・大庄、・立花(1階食品のみ）、・塚口（店頭供給のみ）
●コープミニ・・・次屋・塚口西・上ノ島西武庫

西宮市
●コープ・・香櫨園·甲子園口南•浜甲子園·甲東園•浜甲団地・武庫川・甲陽園、

・甲子園中(1階のみ）、・苦楽園・夙川・甲子園口北・北口（店頭供給のみ）
●コープテイズ・・西宮（店頭供給のみ）
●コープミニ・・•生瀬·一里山・南甲子園・大森・樋ノ池・大谷

芦屋市
●コープ…•浜芦屋打出浜（店頭供給のみ）
●コープテイズ・・・・芦屋（地階食品のみ）
●コープミニ••・西芦屋・束山・芦屋浜

東灘区 （神戸市）
●シーア・・・・シーア(1階食品のみ）
●コープ..•岡本、六甲アイランド (1階食品のみ）・深江・甲南・渦森台・御影北

（店頭供給のみ）
·コープミニ・・•本山南・魚崎・深江南（店頭供給のみ）
※リピングセンター甲南、コープミニ住吉台は蛍業していません

灘区 （神戸市）
●コープ…・鶴甲、・摩耶(1階のみ）・六甲（店頭供給のみ）
・コープミニ・・・・やまと•水道筋・高羽
※コープ六甲台、コープミニ桜口は営業していません

ゴヒ区 （神戸市）
●コープ…•からと・有野・東有野・北神星和台・鈴蘭台東・北鈴蘭台・西鈴蘭台

・鈴蘭星和台
●ホームセンター…•北六甲
●コープデイズ・・・神戸北町(1階食品のみ）
●コープミニ・・・花山・大池・山の街

中央区 （神戸市）
●コープ・・・•青谷・山手 (1階食品のみ）、・サンバル（店頭供給の
み）
●コープミニ・・・春日野道熊内

長田区 （神戸市）
●コープ・・・・丸山、•長田（店頭供給のみ）
●コープミニ••真野・平和台

須磨区 （神戸市）
●コープ・・・・白川台・名谷・北須磨・横尾、・須磨（店頭供給のみ）
●リピングセンター…•北須磨
●コープミニ・・・南落合・須磨寺・東須磨・妙法寺・北須磨西
※コープパークヒルズは営業していません

兵庫区 （神戸市）
●コープミニ・・•石井御崎・荒田

西区 （神戸市）
●コープ・・・・桜が丘・月が丘・西神
●コープデイズ・・西神南、・神戸西(1階食品・2階衣料品のみ）
●コープミニ・・・枝吉

垂水区 （神戸市）
●コープ・・・桃山台・福田・塩屋・神陵台・垂水東・新多聞・高丸
※舞子は営業していません
●コープミニ・・・露ケ丘•清水が丘・城が山・西舞子青山台・川原

三木市
●コープ・・・・三木緑が丘・志染

明石市
●コープ・・・・大久保・朝霧西明石・大蔵谷・魚住
●コープミニ・・・太寺・別所凍二見・朝霧王子

加古川市
●コープ・・・凍加古川神吉
●コープミニ・・・水足・中津・城の宮

高砂市
●コープ・・・・高砂

姫路市
●コープ・・・・姫路田寺・姫路白浜
●コープミニ・・・姫路青山

加古郡
●コープ・・・稲美
●コープミニ・・・播磨•本荘・土山
●ホームセンター…・播磨

■協同購入センター 通常どおり営業しております。 ※コンピューターによる『め一む』の受注
システムが損傷したため取り扱い商品が限定された形となります。

■装いのコープ 通常どおり営業しております。

■住まいのコー7゚ 通常どおり営業しております。

■クレリ 通常どおり営業しております。 電話 078(413)2121 ●24時間受付

■コープ共済センター
CO・OP共済の加入者の方に、速やかに共済金とお見舞金をお支払いできるよう全力を尽くしております。CO・OP共済《たすけあい》、
CO・OP生命共済《あいあい》、またはCO・OP火災共済にご加入の組合員の皆様は、下記へこ連絡くださいますようお願い申し上げます。

フリーダイアル (0120)497000 
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事業の復興に向け全力で取り組みます

ご意見 • お問い合わせは

コープ ペ ル

函0120-443100
(2月1日から）

●重 ・ コミュニケーシ •ン圏”. 』 うどう』’●富

私たちの荘らしに甚大な被害をもたらし、多くの尊い命と財産を奪い去った阪神大震災から

2週間が過ぎました。日を追うごとに大切なものを失った悲しみと悔しさが心に込み上げてき

ます。地域のみなさまのご被災に対しまして、重ねてお見舞い申し上げるとともに、 1日も早

い復旧をお祈りいたします。

大きな打撃を受けた生協の店舗の改修工事も順調に進み、倒壊した東灘区住吉の本部建物の

解体が始まるなど、復旧に向けての準備が急ビッチで進んでいます。組合員のみなさまには依

然ご不便をおかけしていますが、現在、総力をあげて復興に取り組んでいるところです。

26日現在、 155店ある店舗のうち、全館オープンが131店、 1階のみのオープンが7店、店頭

や駐車場での供給が 9 店と、コープ舞子 ・ 渦森台 • 浜芦屋・六甲台・パークヒルズ、コープミ

二桜ロ ・住吉台、コープリビングセンター甲南の8店を除く、 147店が営業を続けています。交

通事情の影響などによる物流の遅れのため、品切れを起こすなど、まだまだご演足いただける

品ぞろえにはなっておりませんが、商品の手配を工夫して、事態の改善をはかっています。

協同購入もシステム面で大きな打撃を受け、配達に混乱が生じていま したが、 1月24日から

ご注文の承りを開始し、 31日からは従来どおりのサイクルでの注文書配布 ・回収 ・配達に戻っ

ていきます。当面、 『め一む』の掲載点数は約50~70点と、生活基礎商品に限られたお届けに

なりますが、 1日も早く、従来の協同購入が回復できるよう、努力しているところです。

装いのコープ、住まいのコープは通常どおり営業しています。また、電話がつながりにくい

状態が続いており、ご迷惑をおかけしていますが、クレリ、アニパ、コープ共済センターも従

来どおり営業しています。

今回の震災に際しては、 25日現在、全国か

らのベ1700人を越える生協糊只が神戸に駆け

つけ、店頭供給の応援や緊急物資の配送など

にあたっています。また救援の物資も続々と

到消しています。今後も荘らしを守るとりで

として、地震の混乱に便乗した値上げを許さ

ず、安心 ，安全な商品とサーピスの供給を通

して、全力で組合員の暮らしづくりを応援し 寄、9

ていきます。コープこうべの事業の復興に対

するご支援をお願いします。
地震役も通掌どおり営婁を紐けるコーブデイズ神戸北町(1月26日）

〈お知らせ〉
■協同学苑、生活文化センター・シーアカルチャーブラザは、当分の閤、休講します．
●コープセンターの状況 宝塚｀神戸北、神戸中、明石は当分の問、休讀します。

西宮北口、住吉は2月末まで休謂します。
塚口、姫路は2月から再1111します．
※休講の讀座がありますので、お悶い合わせください。

■生活文化活動や頂祉活動などで、しばらく休止するものがあります。ご了承ください。
●コーブ委員の立候惰・推薦の期間 第 1、2、5、7、8地区＝2月1日 （水） ～2月258（土）

第 3、4、6地区 ＝ 2月20日（月） ～3月16日（木）
● 2月～ 3月に予定していた「骨粗しょう症予防検診」は中止いたします。
●2月11日1111催予定の「ちびっこ億康マラソン大会」は中止します。

コ ープこ うべ へのお問い合わせは

コー プ ベル函0120-443100まで (2月1日から

貸料編10コープこうぺ機関紙厄ょうどう」臨時号1165



■店舗

行政区

長田区
（神戸市）

須磨区
（神戸市）

西区
（神戸市）

垂水区
（神戸市）

三木市

明石市

加古郡

加古川市

高砂市

姫路市

各事業所の営業状況(l月27日現在）
道路事情により、商品の入荷がなく、品揃えができない場合は繰り上げて閉店する場合があります。

生鮮食料品など、一部の商品の取り扱いができていない店があります。

営 業店舗 そ の他

コープ丸山、コープ長田

コープミニ真野、コープミニ平和台

コープ白川台、コープ名谷、コープ北須磨、コープ横尾 •コープ須磨は店頭供給のみ実施し

コープリピングセンター北須磨 ています。

コープミニ南落合、コープミニ須磨寺、コープミニ東須磨 ・コープパークヒルズは営業してお

コープミニ妙法寺、コープミニ北須磨西 りません。

コープ桜が丘、コープ月が丘、コープ西神

コープデイズ西神南、コープデイズ神戸西

コープミニ枝吉

コープ桃山台、コープ福田、コープ塩屋、コープ神陵台 •コープ舞子は営業しておりません。

コープ垂水東、コープ新多聞、コープ高丸

コープミニ霞ケ丘、コープミニ清水が丘、コープミニ川原

コープミニ城が山、コープミし二西舞子、コープミニ青山台

コープ三木緑が丘、コープ志染

コープ大久保、コープ朝霧、コープ西明石、コープ大蔵谷

コープ魚住

コープミニ太寺、コープミニ別所、コープミニ東二見

コープミニ王子

コープ稲美、コープホームセンター描疇、コープミニ播磨

コープミニ本荘、コープミニ土山

コープ東加古川、コープ神吉

コープミニ水足、コープミニ中津、コープミニ城の宮

コープ高砂

コープ姫路田寺、コープ姫路白浜

コープミニ姫路育山

■協同購入センター システムを変更して、営業しております。
コンピューターによる「め一む」の受注システムが損傷したため取り扱い商品が限定された形となります。

■装いのコープ

●住まいのコープ

■サービスセンター
電気製品の修理

■コープカタログセンター

営業しております。大切な着物、毛皮、宝飾品のクリーニング、洗い張り、しみ抜き、修理などのご要望がござ
いましたらお気軽にご相談下さい。
お問い合わせは下記フリーダイヤルまで
尼崎 0120-400129 西宮 0120-400145 灘 0120-400146 
垂水 0120-400174 加古川 0120-400175 

営業しております。
お問い合わせ先東部 0120-415271 

中部 0120-415272 
西部 0120-415273 

営業しております。お近くのサーピスセンクーにご連絡ください。ただし中央区以東は東部サーピスセンターに、
兵庫区、長田区と帰宅以北は西部サービスセンターにご連絡ください。
•東部サービスセンター（西宮市） 0798-48-6831
•西部サービスセンクー（明石市） 078-913-6490
・姫路サーピスセンター（姫路市） 0792-53-2561

営業しております。
※但しコンピュークー損傷のためお支払い方法は代金引き替えのみでお願いいたします。
お問い合わせは 電話0120-20-0088 （フリーダイヤル）へ

■CO-OPステーション ステーション誌は 3月号 (2/10発行）については休刊させていただきます。

●アニバ 営業しております。営業時間は当分の間午前10時から午後3時までとさせていただきます。尚、電話でのお問い
合わせは 5時まで承ります。（定休日：水曜日）
電話番号が 078-411-5769に変更となりました。

●クレリ葬 お問い合わせ先電話07 8 (4 1 3) 2 1 2 1 ●24時間受付

●コープ共済センター COOP共済の加入者の方に、速やかに共済金とお見舞金をお支払いできるよう、全力を尽くしております。
COOP共済〈たすけあい〉、 COOP生命共済〈あいあい〉、またはCOOP火災共済にご加入で給付申請をされる組合
員の皆様は、下記へご連絡くださいますよう、お願い申し上げます。共済掛金についてのお問い合わせも承って
います。
フリーダイヤル 0120-497000 （受付時間 午前 9時～午後6時） 生活協同組合コープこうべ

日本生活協同組合連合会

コープこうべへのお問い合わせは

コープベル醤0120-443100まで (2月1日から

1資料編10コープこうべ機関配きょうどう」臨時号
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このたびの阪神・淡路大裳災により被災されました地域のみなさまに、
心からお見舞い申し上げるとともに、一日も早い復旧をお祈りいたします。

当生協におさましても多大な損害を受け、

みなさまに大変ご迷惑をおかけしましたことを深くおわび中しあげiす。

現在、 •Ji業の復興に向け全力で取り組んでおります 。

紐合Uのみなさまには、大変ご不f更をおかけいたしますが、

なにとそてご理解のうえ、ご支援いただきますようお顧い［hしあげます。

生活協同組合コープこうべ 遭事長 竹本成徳

資料編10コープこうぺ機関係がきょうと刃 臨時号1167
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0コープポランティア本部を設置

被災地への救援活動に取り組むため、「コープポランティ

ア本部」を設置しました。ポランティアに参加してくださ

る方、また、ポランティアで手伝ってほしいこと（家の荷

物を出したいなど）を同時募集しています。各地から来ら

れているポランティアの人たちの宿泊先（1日だけでも可）

も求めています。

I>問い合わせ・申し込み：臨0120-445700へ。

0阪神・淡路大震災被災者「救援募金」を受け付けています

組合員のみなさんからお寄せいただいた募金はコープこう

べとしてまとめて、被災者の救援に役立てます。

I>問い合わせ：お近くの店舗サービスコーナーヘ。

マd'".> ヽ•シ
l l l l l l l lI’~ 

お知らせ

619碑度「コープ委員」と「総代」の

立候捕・推薦を受け付け中

「コープ委貝」はその地域の組合員の意見や要望を聞いて、

生協の運営に生かしたり線合員の活動を広げたりします。

また、「総代」は、協同購入センターや店舗を選挙区とし

て組合員数に比例して選出される組合員の代表のことで、

生協の民主的な運営をすすめ、総代会に出席したりしますc

ト立候補・推薦受付期間：すでに店頭ポスターでお知らせ

しておりますように、 2月25日出まで（一部の地域では 3

月16日（杓まで）
ト問い合わせ：お近くの店舗サービスコーナーまたは協同

購入センターヘ。

(2) 

0組合債「満期のご案内」を郵送

今年満期になる証書をお持ちの方には、順次「満期のご案

内」を郵送させていただきますので、ご確認ください。

●骨粗しょう症予防検診

3月末まで中止します。

o r生活文化・福祉賞」の応募は、 3月末までに

1月末までの締め切りを 3月末までに延長しました。

I>問い合わせ： ff0794-87-3616 （福祉）へ。

（電話番号が変わりました）

各事業所の営業状況 (2月14日現在）

0協同購入センター

システムを変更して営業しています。コンピューターによ

る受注システムが損倦を受けたため、取り扱い商品を限定

しています口 3月7日り0~11日出配布の商品情報紙『め一

む』からは、約300品目の商品の紹介が可能となります。

そのほかにも商品のご要望には、できる限りの対応をいた

します。地域担当にお申し出ください。

●店舗

コープ六甲台（灘区）、コープ舞子（垂水区）、コープリビ

ングセンター甲南（東灘区）の 3店を除いて全店営業して

います。ただし、店舗によって営業時間を変更している場

合があります。シーア、コープ、コープミニは 2月は休ま

ず営業。コープデイズ西宮、神戸西、神戸北町、西神南は

2月21日図が休み、コープデイズ芦屋は 2月22日困が休み。

コープリビングセンター、コープホームセンターは 2月21
日秋）は休み、 28日因は営業します。

0住まいのコープ

中部事業所は装いのコープ灘事業所内の仮設事務所で営業

しています。電話番号は従来どおりです。

ト東部事業所（宝塚市） ：臨0120-415271

ト中部事業所（東灘区） ：臨0120-415272
ト西部事業所（西区） ：固0120-415273

e装いのコープ

着物、毛皮、宝飾品などのクリーニング、洗い張り、しみ

抜きなどのご相談を承っています。

1>尼崎事業所：国0120-400129
1>西宮事業所：固0120-400145

1>灘事業所：固0120-400146

1>垂水事業所：臨0120-400174
1>加古川事業所：固0120-400175

0サーピスセンター

家軍品の出張修理を承っています。

1>東部（西宮市） ：tt0798-48-6831 
1>中部（東灘区） ：匹078-412-2051

1>西部（明石市） ：no 7 8-913-64 9 o 
1>姫路儘路市）：云0792-53-2561

0コープ共済センター

CO·OP共済「たすけあい」、 CO•OP生命共済「あ

いあい」、 CO・OP「火災共済」にご加入で、給付申請

される方、または簗災で20万円以上の住宅災害に遭われた

方は下記までお問い合わせくださいo CO・ 0 P共済の掛

け金振り替えは、コンピューター損倍により 2-4月の 3

カ月分を 4月5日に申し受けますので、ご了承ください。

なお、掛け金未振替期間 (2-3月分）につきましても、

保障は継続されていますので、ご安心ください。

1>問い合わせ：臨0120-529431または

tt078-842-2961 

0コープカタログセンター

営業しています。コンピューター損倍のため、商品のお届

け時にお支払いいただく方法のみでお願いしています。

l>注文・問い合わせ：臨0120-200088

魯 CO•OP ステーション（情報誌）

『CO・OPステーション』 3月号 (2月JO日号）は休刊

させていただきましたが、 4月号 (3月JO日号）は発行し

ますc

l>問い合わせ： ff078-842-3636へ。（電話番

号が変わりました）

0コープふるさと村（宿泊施設）

営業していますc

l>ふるさと村ちくさ（宍粟郡千種町）

ff0790-76-3600 

l>ふるさと村やちよ（多可郡八千代町）

云 0795-37-0848

l>エルムいちじま（氷上郡市島町） 2月21日囮～23日（木）は

休み。

ff0795-85-2501 

0クレリ案内センター（葬祭サーピス）

クレリのお葬餓・ご相談は24時間受け付けていますc 仏境

．墓石のご相談は9時～19時に。

l>問い合わせ： ft078-413-2121

0アニパ（ブライダルなどお祝いごとの承り）

卒業式用袴などの貸衣装は、ご予約どおり利用いただけま

す。式場紹介などのご相談も承っています。営業時間は当

分の間10時から15時までにさせていただきます。なお、祖

話でのお問い合わせは17時まで承ります。水曜定休。

I>問い合わせ： C078-411-5769へ。（電話番

号が変わりました）

0ふれあい見舞金事務局

「ふれあい見舞金」の登録をされている組合貝には世帯主

死亡の場合は10万円、ご家族死亡の場合は 1万円をお渡し

します。電話番号が変わりました。

I>問い合わせ： ft0794-87-3070（協同学苑内）

0コープふれあい便センター（高齢者や体の不自由な方の

ための会員制の宅配供給システム）

営業しています。営業地域に制限があります。

I>こ や（伊丹市）： ft0727-85-8l 95 

I>夙 川（西宮市） ：ft0798-72-6767 
I>垂水東（垂水区）：匹078-753-8110
I>姫路白浜（姫路市） ：合0792-46-4844

0商品検査センター

コープ岡本（東灘区）内の仮設事務所に移転しました。

I>問い合わせ： ft078-453-0l16 （電話番号は

従来どおりです）

●コープツーリスト（生協の旅行関連会社）

コープツーリスト住吉にご用の方は、コープツーリスト北

ロ（西宮市）または立花（尼崎市）にお露話くださいc 電

話番号は下記のとおりです。

!>問い合わせ：云0798-64-2251 （北口）

fl:06-426-5431 （立花）

0コープムーピング引越センター（生協の運輸関連会社）

!>問い合わせ：臨0120-861954

生活文化講座を受講中のみなさんへ

震災後、休講になっている講座があり、ご迷惑をおかけ

しています。再開の時期は各教室の被災状況によって異な

ります。詳しくは各センターにお問い合わせください。

0生活文化センター（ffll78-441ー1698・日曜休館）

※砥話番号が変わりましたロ

05月まで休み。定期講座は 6月から、通信講座は 4月か

ら開講01-3月の受講料前納分は原則として 6-8月分

に振り替え。受講できない方は4月1日田から返金〇春期

講座継統手続きは4月1日(±)~28日幽まで。

0シーアカルチャープラザ（ffll78-811-000B・火曜休館）

05月まで休み6月から開講01-3月の受講料前納分は

原則として 6-8月分に振り替え口受講できない方は4月

1日出から返金〇春期講座継統手統きは4月1日(±)-28El
幽まで。

●協同学苑 (ffll794-85-5500・休館日なし）

02月は休み口 3月1日（杓から一部の講座を除いて開講予

定〇休講分の受講科は基本的に 3月の講座日に返金。

0宝塚コープセンター (ffll797-74-7160• 木曜体館）

〇一部の講座を除いて開講〇休講分は原則として 4月に補

講〇春期講座継続手続きは 3月31日面まで。

魯塚ロコープセンター (ffll6-429-1510• 木曜祝日休館）

〇一部の講座を除いて開講〇休講分は返金〇春期講座継続

手続きは 2月28日ぬまで。

●西宮北ロコープセンター (ffll798-町-8444・日祝休館）

02月は休み。 3月に順次開講予定〇休講分は返金〇春期

講座継続手紐きは3月1日（加～15日（杓までロ

●神戸北コープセンター (ffll78-583-8140・日祝休館）

02月8日から一部の講座を除いて開講〇休講分は返金

参神戸中コープセンター (C078-362-2770・日祝休館）

02月は休み。 3月に順次開講の予定〇春の講座への継続

手続きは3月1日困～15日（杓までロ

0明石コープセンター（!!078-914-2636・日祝休館） ・コ

ーブデイズ神戸西カルチャー教室 (3078-975-5140・火・

日曜祝日休館）

02月6日から一部の講座を除いて開講〇休講分は返金

0姫路コープセンター (ffll792-22-2293・日祝休館）

〇休講中の講座は順次開講〇休講分については返金

コープこうべへのお問い合わせは：コープベル醤目012C》-4431C》〇まで

168,資料編10コープこうべ機関紙「きょうど加臨時号
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『にじの友』臨時号（コープこうべ職員向け内報）

I ¢¢-哀J犀崎号匹7:-；--1(1月19日号） I 

この度の兵庫県南部地震は未曾有の被害をこの地域にもたらしました。私たち

は、この地で尊い命を奪われ、営々と築きあげてきた財産を失い路頭に迷う組合

員のみなさまを救済することを最優先に取り組まなければなりません。真心をこ

めて、誠心誠意務めていただくようお願いたします。

なお、コープこうべの被害は筆舌につくせないものがあります。みんなで力を

合わせて、 1日も早く復興させなければなりません。痛手から立ち上がり、力強

＜元気を出して頑張りましょう。みなさんの心からなるご努力を切に希望してや

みません。

1995年1月18日

組合長理事木村正人

1月17日の兵庫県南部地震でコープこうべは甚大な被害を受けました。本部ビ

ルをはじめ約10所属が全壊、 18日に確認がとれた範囲で約半数の事業所が大きな

被害を受けています。

緊急対策本部を生活文化センターに設置し、復旧に向けて準備を進めています。

しかし、東灘区は被害の中心地であり、電話、電気の復旧がかなり遅れています。

みなさんへの情報が十分に伝えられない状況にあり、ご迷惑をおかけしています。

コープこうべは神戸市と「緊急時物資協定」を結んでおり、県、阪神間各市の

対策本部と連絡を取り合って、水、ラーメン、肌着などの緊急物資の分配に向け

て、取り組んでいます。

みなさんの所属、ご家庭でも被災状況が大変だと思いますが、私たちはできる

限り、組合員の救済を最優先に対応していかねばなりません。

また、全国各地の生協から救援の申し出をいただき、いろいろな救援物資や応

援の職員が駆けつけてくださっています。たくさんのみなさんの支援を得ながら、

本部機能の早急な回復と営業体制の整備に最善の努力をしてまいります。

資料編11 『にじの如臨時号'|69
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 1995年 1月21日発行

コミュニケーション部

:J-1か机わから支援0)トうック部隊、休日返上して練々神戸へ
罹災 5日目に入り、被災された組合員の暮らしの状態も深刻さを増しています。コープこう

ペも本部ビルをはじめ、多くの事業所、施設に甚大な被害を受け、本部建物は崩落しましたが、

ただちに生活文化センターに緊急対策本部を設けて復9日に努力しています。また、三木市の協

同学宛の体育館に仮本部を設置するための準備も始まりました。さらに全国の生協から支援の

物資、休日返上のポランティアが次々と集まり、急ビッチで復旧作業が進みつつあります。被

害を受けた店舗も損傷の軽いものから順次、工事に入り、 1日も早い営業再開に向け、調査が

進んでいます。全職員ファイトを出して、緊急対策本部委員長の木村組合長を先頭に総力をあ

げて頑張りましよう。

1月20日までに緊急対策本部で把握している状況は以下の通りです。

0事業所

く復旧不能の施設＞

本部ピル、コープ六甲、コープ御影北、コープ浜芦屋、コープ須庭、コープ仁川

コープリビングセンター甲南、協同購入センター西宮北、本山寮、商品検査センター

コープミニデポ深江、石栢ビル（協同信用、労働組合）・；コ＝プ渦森台、

※このほか、水損や一部破損事業所多数。
J-• •—·”• 

』止屑f
ぷq•五逼：

ぷ．、
＼ 

~·sピ·をらも
本自EルU全棗しtLt机、すぐ生活又ttンクーに塁a対薫本畠を屠りましt:.。

しかし、 145の店舗では職員皆さんの努力で部分営業や店頭を活用して営業を続けています

が、東灘区を中心に約10店舗が営業不可能となりました。

商品の面では鳴尾浜配送センター、新たに物流の基地となったコープ姫路白浜、小野エクス

プレス、協同学苑、コ＿プホームセンター北六甲での集荷も順調に進みつつあります。不足し

ていた物資の確保も順調に進んでいます。食品工湯も点検が行なわれ、再開に向けて懸命の取

リ組みが行なわれています。

1資料編II「にじの和臨時号
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 1995年 1月22日発行

コミュニケーション部

1 5 5店舗中11 1店舗洲ほI王7)レオープン
罹災 6日目に入りましたが、各事業所の復旧作業は着々とすすんでいます。開店不

能店舗も 5店舗になり、 （ほぼ）フルオープンが155店舗中111店舗、 1階だけのオ

ープンが15店舗、店頭供給が24店舗というところまで回復しています (22日現在）。

商品需要も、地震直後のそのまま食べられるものからカセットコンロ、暖房器など

の生活用品などに移り、紐合員も長期化への対策を始めています。

また、全壊した協同購人 C西宮・西宮北も、嗚尾浜にある「連帯東部デポ」に場所

を移し、 2月 1日に稼働する予定です。

●緊急輸送車輌確認証明書の申請について

全国から多くの救援物資が届けられていますが、交通事情が非常に悪く、そのため

に、商品が十分に届かないのが実態です。それに従い、公安の取り締まりも厳しく

なり、 22日には民間の車の幹線道路侵入がほぼ禁じられている状況です。許可がな

いと通れないことから、所轄警察署へ事業所ごとにまとめて許可を申請しました。

●組合員の自主的な助け合い活動（救援募金）が始まります

23日（月）に開催予定の第 5.第 8地区の代表者会議で、被災地域への支援が検討

されます。コープ姫路白浜、姫路田寺、東加古川などでは、すでに組合員の自主的

な店頭暮金などの救援活動が始まりました。

●メール便（地区本部など拠点事業所行き）が復活します

22日よりメール便が復活。地区本部、嗚尾浜DC、大阪北本部など拠点と本部（生

活文化センター）間を 1日1回走ります（午後4時回収。翌日配逹）。より確実に

届けるため、バイクを活用して行ないます。各所属には各地区本部と拠点事業所か

ら配送します。

●コープかがわ、アイコープが緊急物資配送の協力隊を組織

コープかがわ、アイコープが神戸市市民局の「小型トラックと運転手がほしい」と

いう要請にこたえて、緊急物資配送の協力隊を組織し、タオル、食料品や 112トン

の水を稲み込んだ140台、 170人の陣容（コープかがわ＝99台・ 118人、アイコー

プ＝約40台・約50人）で、 22日、 23日の 2日間、神戸市内の 4カ所を拠点として市

民の救援活動にあたっています。

●第 6地区本部が移転

雨漏りと漏電のため、 1月22日（日）午後 5時以降、協同学苑に事務所を移します。

く重要＞出退勤管理は必ず「出勤簿」で！

1月16日以降の出退勤管理は必ず「出勤簿」で管理してください。チェックイン端

末ヘカード投入してもデータ入力はできません。また、他の情報システムに大きな影

評を与える可能性がありますので、即時中止してください。 「出勤簿」の見本は、 19

日の拡大対策会議で地区本部長に渡し、所属への配布・徹底をお願いしています。

（人事労政部）

＜貨科1>臨時商品部組織体制（別紙）

＜貨科2> 「ほぼ全店で営業～コープこうべ、屋外店舗も」 （日本経済新聞 1月21日付）

資料編11 「にじの丸臨時号'|71



に じの友 臨時号

商品供給の正常化に向廿＼急ピッチで復18進む。 116店が7)Vオープン

VO l. 4 
1995年 1月23日発行

コミュニケーション部

地霞発生から 7日が過ぎ、大きな打眩を受けた供給体制も早いピッチで回復しています。 155の店舗の内、全階オー

プンが 116店、 1階のみのオープンが10店、店頭のみの供給が25店と、コープ舞子、六甲台、パークヒルズ、コープリ

ビングセンター [|J南の 4店を除く 151店がオープンしています。ここに至るまでの職員の献身的な努力に対して、多く

の組合員からねぎらいの言菜も届いています。職員の中には、避難所から通勁している人も多く、疲労も高まっていま

すが、糾合員の経らしを支えるために住湖中です。コープこうべを支援するために全国の生協の仲間が続々と神戸に集

まっています。私たちも挫けることなく、元気を出して頑張っていきましょう。

●定番発注の復旧に向けて準備作業がスタート

EOS発注が復旧するまでの間、オーダープック（発注台帳）方式を祁人します。食品、菜子は週 2回、衣料は辿 1

回、生鮮はファックスで紺 El、という方向で検討中です。オーダープックは商品部が作成し、オペレーションマニュ

アルは各述営部がまとめます。 2月 1日スタートを目標に関辿部署で準備が始まりました。

●道路渋滞で配送の遅れ続く

被災地域への救援物資の速やかな配送と同時に周辺地域への通常商品の供給が重要になってきています。嗚尾浜配送

センターでは全国の生協、関辿会社、ニチリウグループ、取引先などの支援を得て、通常以上の車両を稼働させてい

ます。交通状況の好転につれて配送状況も改善されていく見込みです。

●六甲アイランド生産工場の復旧状況

生産事業部では生廂再開に向け、設備の点検が進行中。硯在は委託生産で、とうふが 80%、厚揚げ 70％から 80 

％、めん類、薄楊げは 10 0%、生光できるようになりました。しかし、パンの生槌に関してはまだまだ不十分な状

態が続いています。水とガスがまだ復ll」していませんが、 1)j2 5 l」に稼働テストを行ない、 1日も早く通'iit生庄が

再開できるよう準備が進んでいます。

●他生協からの支援続々

1月 19日以後も全国の生協、農協などから多くの支援があります。全国の生協職具がコープこうべに駆けつけ、店

舗応援や廂品配送などに協力いただいています。前回お知らせ以降にも、 7生協 70人の人的支援のほか、商品の応

援、配送トラックの応援など、コープこうべの再建に向けて力強い支援が続いています。

●職員の消息確認のおねがい

職員の梢息について心配されている方も多いと息います。それに応えるためには戦具の被災状況の把握が必要です。

1月 19日付通報「職員の被災状況集約の件」で依頻した各所／属の職貝の被災状況を一日も早く報告してください。

報告内容は全L1分が必要です。現在、辿絡のつかない職貝が約 20 0人います。

この件についての問い合わせは、岱 078-441-1687 緊急対策本部人事労政部まで

●お悔やみ (1月23日午後 1時現在）

古川公子さん（シーア・定時職員）

今回の被災で亡くなられた職具は 8人となりました。こころからお悔やみ申しあげます。
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に じの友
通常営業の回復に向け、復IB作業が急ピッチで前進

臨時号
VO l, 5 
1995年 1月24日発行

コミュニケーション部

被災した店舗の復旧も進み、 12 7店がオープン、また 24店が店頭供給をしています。すでに通常に近い営業に戻

った店舗も多く、復旧作業が確実に前進しています。また、 『め一む』も 2月 7日（火）から復活します。発注システ

ムの整備も進むなど、徐々に震災前の営業体制に戻りつつあります。コープこうべの総力を結集し、再建の取り組みは

急ピッチで前進しています。依然としてたいへんな毎日が続きますが、元気を出して頑張りましょう。

●建物設備の復旧作業進む

•立ち入り禁止だったコープ甲子園口北と甲子園寮の復旧作業が始まりました。

・アニパと住吉南ビルで配電工事をすすめています。

・被災した店舗のショーケースやゴンドラ、コンプレッサーなどは、再利用のため嗚尾浜のグラウンドに集めていきま

す。

・シーアは 2月20日（月）にフルオープンさせるため、建物設備の復旧をすすめています。

●発注体制の整備すすむ

• 2月1日（水）からのスタートを目指して、オーダープック方式による発注体制の準備をすすめています。それまで

は、各運営部がエリアごとの商品需要を収集し、商品手配に反映していきます。

・深江のコープミニデポを23日（月）から稼働させました。

●24日からはクレリ相談コーナー、協同購入の受注が復活

・協同購入センターでは24日（火）から商品受注カード（週間『め一む』ダイジェスト）の配布を始めました。当面の

取り扱い品目数は50~70程度です。

・クレリの組合員窓口を24日（火）から生活文化センター 1階に設けます。

●コープ委員会が救援活動を開始

• 1月23日（月）、第 5地区と第 8地区で代表者会議が開催され、第 5地区では①被災者への義援金と生協の復興支援

金の募金活動②被災地への人的ボランティア、必要な物資を送る活動をすすめる、ことなどが話し合われました。ま

た、第8地区では、①カンパ活動をする②2月のグループ連絡会を開催することなどが話し合われました。いずれの

会議でも「私たちができることは何でもしたい」という意見が多く出されて、コープ委員の稼極的な生協支援の意向

がありました。 1月26日（木）には第 2地区でも代表者会議が開催されます。

●お知らせ

1. • 1月分 (12月16日～ 1月15日）の給与は、 1月25日（水）に銀行振り込みで11月分と同額が支払われます。ただ

し、 11月16日（水）以降の入所者や銀行口座が変わった人などは、現金で所属から支払われます。

・住居が崩壊した戦員のため、寮への入寮の便宜をはかっていきます。

・住所と勤務先の位置を考慮した人員の配罹転換をすすめていきます。

問い合わせは人事労政部 ff078-44 H 687まで

2.健康管理室から

①94年度下期で 1月17日（火）以降の定期健康診断と環境測定は中止をします。

②定期検便についても、検査機関の被害も多大なため、当面中止します。衛生面に十分注意してください。

今後の健康診断などの実施は、各検査機関と調整し、追って連絡します。

＊ダイエーとジャスコは 1月26日（木）に陣中見舞いセールのチラシを入れる予定です。コープこうべでは 1月26日

（木）に、臨時『きょうどう』を新聞に折り込み、糾合員へのお見舞いとコープこうべの再建の決意、全事業所の営業

状況を組合員に伝えます。
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にじの友 臨時号

「コープこうべ災書復貝会鼠lを設置して、本格仰な再彗恒i机スタート

VO I, 6 
199碑 1月25日発行．

コミュニケーション部

兵犀県南部地震による本部建物の倒壊など一部事粟所の被災に対し、 1月17日当日に「コープこうぺ緊急対策本部」を設置して、全

力投入で復旧作業を続けてきました。今後、長期化を余儀なくされているコープこうぺの復興に向けて、 2月1日からは業務機構を変

更して事業の早期立て直しをはかります。あわせて、 1月末日で「緊急対策本部」を解消して、常任理事会「コープこうぺ災害復興会

議」を設置します（業務機構の変更の匝要は明日発行の rにじの友・臨時号vol.7」でお知らせします）。

●エリアごとの需要商品を把握して第一線を支援

・商品部の割り当て計画と第一船の必要商品を一致させるため、インスペクターを地区に配置してできるだけ第一綜の声を聞くこと

を始めています。香典袋、ペットフードなどが足りないとの声を聞いたので、対応をしていきます。

・住まいのコープの受注・相談件数は落ち箔きをみせてきました。県外の業者にも応援を依顆しています。

・クレリは25社中8社が営業困難です。特に、神戸市の業者は8社のうち7社が被害にあいました。

クレ l)相談コーナーの連絡先云078-413-2121

・ふれあい便では全戸訪問を行ないましたが、留守の家庭が多いのが現状です。

・衣料品部甲南分室にあった和装の預かり品は全部無事でした。

●オープンに向け準僅すすむ

・コープデイズ西宮は売り場を復旧し、仮設電源がつきました。安全面をさらに調益し、オープンに向け準備をすすめています。

・コープ塚口は、建物構造の安全が確認できたので、 26日フルオープンに向け準備しています。また、コープ北口も安全が確認でき

たので、地下1階・ 1階のオープンに向けて準備をしています。

・断水地域用に「キャスター付き大型水栖」を40台を用意しました。生活m水用として役に立つと忠うので、必要な場合、建設部に

申し込んでください。

●商品配送にきめこまかい対応

・物流で「特別ルート 2」をつくりました。単品でかさばるものを鴫尾浜配送センターに納品し、問屋の配送をさらにきめ細かくし

ていきます。 24日から早朝配述を実施し、混んでいても早く到着するようになりました。午後は、配送センターから近い事業所へ

配送を行なっています。

・食品工場の電気、ガス、機械の点検が完了し、あとは水とガスがくるのを待つのみです。六甲アイランドヘの水道管2本の内1本

が破裂しています。なお、規制されていた六甲アイランドヘの松の車両の重伍制限はなくなりました。

●播磨生協から義援金

• 1月27日から 2月2日まで、行政の仮設住宅の中し込み受け付けがシーアの立体駐車場で行なわれます。 (9: 00~ 17: 00)。問い

合わせがあれば、直接行政までしていだくようお願いしてください。

• 1月27日（金）、揺磨生協の代表者がお見舞いに来られます。紐合員のみなさんが義援金 160万円を集めてくださいました。

●識員の消息を確認中

・職員で消息不明者が40人います。 1月25日、人事労政部が不明者の確認のための訪問を行ないました。

・甲子園北寮の避難勧告は解除されました。

・コープ共済は新聞の情報をもとに、紐合員宅を確認のため訪問しています。

●お知らせ

・住まいのコープ中部事業所とコープ住宅（株）は下記に移りました。

◇住まいのコープ中部事業所装いのコープ滋事業所（内） ff078-H2-2020（電話番号は従来の住まいのコープ中部事業所と同じ）

◇コープ住宅（株） 住まいのコープ西部事業所（内）云078-928-2777

・小野、社方面に緊急物資翰送の表示をした窃盗団が出没中。事業所の保守について十分な注窯をお顧いします。
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にじの友臨時号
2月1Bをもって業務機構を変更

VO I. 7 
1995年1月268新

3むニケーシ3ン畠

1月17日の阪神大匹災による本部建物の倒壊と一部事業所の被災に対し、当日に「緊急対策本部」を

設凶し、役職員による全力投人で再建に向け努力してきました。今後、長期化を余儀なくされるコープ

こうべの復典に向けて、 2月1日（水）から業務機構を変更します。あわせて、 「緊急対策本部」を解

梢して、＇常任理事会による「コープこうべ災害復典会議」を設悩します。

●業務機構図の変更内容

1. 「担当」体制を解梢し、 「管掌」のもとに「本部」体制をしき、本部長に‘li~•任理事を再配凶します。

これにより、事業執行のスビードアップと執行買任体制の明確化および復典に向けた重要機能につ

いての統合と分割を行ない、早期の事梁の立ちあげをはかります。

2. 「本部」体制としては、次の本部を設協します。

a. 「経営企画本部」 （「経営政策担当」を改称）

b. 「地区事業本部」

c. 「述営本部」

d. 「晦品本部」

c. 「物流本部」

f. 「生産事業本部」

g. 「人事総務本部」

h. 「財務経理本部」

i. 「開発本部」

j. 「糾識・広報本部」

（「地区・事業担当」を再編し「述営管掌」より分割）

（「運営管掌」を再編）

（「食品担当」・「衣住I閲担当」・「Iむi品開発部」を統合）

（「物流担当」を改称）

（「生症担当」を改称）

（「管理担当」を分割）

（「管理担当」を分割）

（「I開発担当」を改称）

（「糾織政策担当」と「糾合員活勁・広報担当」を統合）

3. 「地区本部」は「地区事業本部」のもとに磁きます。これにより、 「地区本部」の自立的経営執行

カの発揮をすすめ、非常時下における第一線での不定形な問題解決のスピード化をはかります。な

ぉ、地区内人事巽勁の哨切的な述川をするために、地区内のマネジャー以下の人事樅を地区本部長

へ委譲します。

4. 「地区事業本部」については、本部長に専務理事があたり、そのもとに副本部長として常任理事を

配磁します。

5. 「地区事業本部」の設悩にあわせて、 「述営本部」の機能を店舗業務・協同購人センターの業務の

述営システムの再構築に特化します。これにより、安定的な日常業務述営の早期確立をはかります。

6.各「本部」の機能を総合的に円滑に発揮させるために、 「管掌」、 「本部」のもとにある本部部署

については、各「本部」のもとにその機能を集約し、 「部」、 「室」などは廃止します。ただし、

人事上の処辿については現状のままとします。
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●「コープこうべ災害復興会議」の概要

地笈災古に対して、総合的視点に立ったバランスのよい実効ある復1日対策を策定し実施することを目

的とします。内容は、施設復旧、商品・迎営•生賄·財務・経理などの各システムの復lHにあたりま

す。会議メンバーは、常任理事に第3、第4、第6地区本部長。議長は木村糾合長。 1面週月1屈日に開

他します。

●1 4 0店舗で供給活動

。15 5店舗中 140店舗が開店し、供給活勁を力強くすすめています。

・コープデイズ西宮は 1月26日（木）地階オープン。コープ北口の南館は1月27日（金）オープン。コ

ープ立花は3階、 4階を 1月27日オープンを目椋に準備をすすめています。

・協同購入センターは2月7日（火）から「め一む」による受注になります。協同購入センター淡路は、

コープかがわの協力のもとに、コープかがわの協同購入のシステムを活川していきます。

●救援活動ポランティアの窓口を設けました

・組合員と職員の被災者への自主的な救援活動の意向が高まっています。そこで、 1月26日（木）から

組合員とその家族、職員とその家族のボランティアに関する窓口を設けました。

◇コープこうベ・ボランティア支援窓口（糾合員活動部・福祉） ff078-411-5615 

●4月1日スタートをめざし 95年度総代・コープ委員を選考

• 9 5年度の総代とコープ委員の改選は、 4月1日（土）スタートをめざしスケジュール化します。被

災のない地区と少ない地区（第1、第2、第5、第7、第8地区）は、 2月1日（水） ～2月25日

(±)を推囮・立候補期間とし、 3月中旬にそれぞれ選考します。被災の多い地区（第3、第4、第

6地区）は推曲・立候補期間を延期し、 2月20日（月） ～3月16日（木）とします。 3月22日（水）

までにそれぞれ選考します。

●お悔やみ (1月26日午前11時現在）

・総代とコープ委員で4人がお亡くなりになりました。

・職員本人死亡 油島好子さん（コープ六甲アイランド・エルダー）

岩元なつ江さん（コープデイズ西宮・定時戦員）

今回の被災でお亡くなりになった職員は10人になりました。また、虹友会（職員OB)会員が2

人、職員の家族は69人お亡くなりになりました。

こころからお悔やみ1|lしあげます。

・昨日配布の「にじの友・臨時号」 VOl. 6でii1息不明の職員が「40人」と掲載しましたが、正し

くは「40所屈」でした。お詫びして訂正します。現在は、 49人の確認がとれていません。

●事業所の奄話・ FAX回復のお知らせ

・アニパ 合 078-Hl-5769 !?AX 078-~11-6019 

・コープムービングな078-851-8013 FAX 078-8~1-3085 

1資料編11 『にじの丸臨時号
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『運営通信』臨時号（コープ委員向け通信）

運営通信臨時号
Vo 1。 1

(1月19日号）

この度の兵庫県南部地震はかつてない被害をこの地域にもたらしまし

た。組合員のみなさまのご被災に対しまして心からお見舞い申しあげま

す。コープ委員のみなさんからはいろいろとご心配いただき、また、ご

自身の被災にもかかわらず心のこもったご支援などもいただき、本当に

ありがとうございました。

1月17日、生活文化センター内に緊急対策本部を設置し、供給可能な

店舗での営業を始めました。可能な限り開店時間を延長するなどして、

必要とされる生活物資の供給に取り組んでおります。

コープこうべは神戸市をはじめ数市との間に「緊急物資協定」を結ん

でおり、兵庫県曇阪神間各市の対策本部と連絡を取り合って、水、ラー

メン、肌着などの緊急物資の分配に努力しているところです。また、全

国各地の生協からの支援を得るなどして商品の確保に努めています。

コープこうべも本部をはじめ、 10余りの事業所が全壊するなど、神戸

市内東部の店舗を中心に多大な被害を受けました。すべての店舗が通常

どおりの営業に戻るまでは、今しばらく時間がかかりますが、食料品売

り場だけで営業したり、あるいは店内の商品を店頭に持ち出して供給す

るなど、大半の店舗が何らかの形で営業を続けています。

みなさまにはご不便をおかけしていますが、現在、総力をあげて、復

旧に努めております。今後継続して全力で復興に取り組んでまいります。

みなさまのご理解と協力をお願いします。

組合員活動については次のようにさせていただきます。

1. コープ委員会、グループ連絡会になどの諸会議は当面中止させて

いだきます。

2。地区主催での諸会議についても同様といたします。

3。活動を再開する場合については、 『運営通信』およびコープ委員

会事務局からご案内いたします。

資料編12『運営通信』臨時号'|77



コープ委且・総代 様、コ -ブ委日会’l1務局 様（巾務屈はコ ープ委員 ・総代に配布ください）

1運営通信臨時号 l(NO 2) 1995年 IJJ 25 H 

コープこうべ

緊急対策本部

みんなで救援募金活動の輪を大きく広げましょう。
コープこうべとして、被災に対する支援基金活動を地域のすみずみまで広めましょう。

●Jープ委員会が救援活動を開始
1月23H（月）には、第 5地区と第 8地区で代表者会議が開かれ、それぞれの地区で I私たちができるこ

とは何でもしたい」という意見が相次いで、今回の地震被害に対して救援活動に取り組むことなどが話し合

われました。

第 5地区では①被災者への義援金とコープこうべ復囲への努金活動②被災地への人的ボランティア③必要

な物資を送る活動…•••などに立ち上がろうと、梢極的な話し合いが行われました。

第 8地区では①救援カンパ活動②2月のグループ連絡会は開催し、そこでも呼びかける...…などが話し合

•9れました。

く`すでに、募金や救援活動を始めている地域＞

・稲美地域コ ープ委貝会（店頭努金、 神戸市への炊き出し）

・姫路 I'1浜地域コープ委且会（l占頭袋金）

・東）Jn占川地域コ ープ委員会（／占頭努金）

• 名谷地域コ ー プ委 fl.会（／占頭募金）

・播磨生協のコープ委H会（店碩努金）

※その他のコ ープ委只会も、続々と救援活動を準{/iiil|l

9今後、 J ープ委員会 • 戦員といっしょになって、

このような活蘭を大き〈爪げてし＼きましょう。
▲姫路白浜地域コープ委員会の募金活動

I総代，Jープ委員の被災状況 (l/24現在、分かっているも(]))
今l!!lの阪神人震災では、多くの総代 ・コープ委貝も被災にあわれています。心からお見舞い申し上げます

本人死亡 目宅全壊 自宅半城 確認状況

●第 1地区 1人 3人 10人 ほぼ確認

●第 2地区 2人 ほぼ確認

●第 3地区 1人 20人 15人 12中7地域

●第 4地区 1人 19人 24人 14中7地域

●第 5地区 3人 ほば確認

●第 6地区 4人 8人 半分確認
------- ·--------••- •.'- -

●第 7地区 3人 ほぼ確認
•• 9 I - - -.  • →9• ＇に—. --

＇ 

●第 8地区 ほぼ確，認

―----. - ．—-―-一• l ■,  _,• - - -
9 - - --

1資料編12r運営通信J臨時号



・生協0)戒うンティアに関する緊急対策窓□O)設置について
標記の件、去る 1月23日に行われました第 5.第8地区の代表者会議にて、代表者を始め、コープ委員などから、

生協の事業の再建や各地域での救援など、ボランティアにたずさわりたいという意見・要望が多数出されました。

このような大変嬉しいご要望が、他の地区でも強く出されており、こうした声を受けて、紐合員活動部にボランテ

ィアのコーディネートの窓口を設置することになりました。

つきましては、グループ・個人を問わず、様々なボランティア活動があるかと思われますので、最寄りの所属（店

舗または協同購入センター）の所属長までお問い合わせください。また、下記の窓口でも情報提供しておりますので

ご連絡ください。

く記＞

1) 問い合わせ窓口…組合員活動部・福祉に設置（コープこうべ •_,iミランティ＿ア支援窓口）

2) ポランティア活動の参加対象者…組合員またはその家族、および職員またはその家族

3)ポランティア活動内容～具体的な内容～

・役所などに入荷した物資の仕分けや運搬、事務処理など

・避難所における炊き出しや品物の仕分けの手伝い

・地域での安否確認の訪問

・避難される個人の荷物の配達

・地域の家庭の片付けの手伝い

・地域での包帯交換などの簡単な手伝いなど

・被災者の受け入れ（ホームステイ）

・コープの事業所での店頭供給や品出しの手伝い、前進陳列や荷受けの手伝い、事務処理、伝票の管理など

・コープの事業所の戦員の昼食や当直の職員の夕飯の炊き出しなど

・コープの事業所の被災箇所の後片付けなど

・コープの店頭における救済募金活動

＊その他さまざまな活動が考えられます。是非とも稲極的にご参加下さい。

＊ボランティアは、個人でもグループでも可能ですので、お気軽にお問い合わせください。

＊また、本部窓口の拡大と、各地区におけるボランティア窓口も設置する予定です。これらの窓口においても、

ボランティアで受付けを受け持っていただく方を募集しています。詳細は、下記の窓口まで。

コープこうベ・ボうンティア支援窓Dff078-411-5615 

資料編12『運営通信』臨時号'|79



●コープ委員会事務局 様（事務局は、総代・コープ委員に配布してください）

総代・コープ委員のみなさまへ

運営通信 腐時号(No3) 

1995年2月10日
コープこうべ

組織・広報本部

TEL(0794) 87-3,098 

被災地救援に、みんなで救援募金・ボランティ7活薗〇輪を大き〈広lfましょう。

92月1廿から、本部機能を協屑学苑（三木直）に移転
本部ビルが倒壊したため、生活文化センター（東灘区）に緊急対策本部を設けていまし

たが、 2月1日から協同学苑の体育館（三木市）に、本部機能（商品本部関係を除く）を

移転しました。機動的な本部体制を整え、復興に向けて全力をあげています。

9地区・地域で、救援募金や尿うンティ了活蘭が広がる
地区や地域で、被災者のための救援募金やボランティア活動が急速に広がっています。

被災地での炊き出しや救援物資提供のお手伝いなど、 「被災者に求められていることを、
できるところから」と、具体的な行動が始まっています。例えば、第 3地区では地元・西

宮市への被災者「救援募金」のほか、ボランティア活動の参加者を職員・組合員に呼びか
けています。

9J -1こうべに、被災者救援の「ボランティア本部」を設置
被災地の救援活動に、コープこうべとして本格的に取り組むために 2月4日から「ボラ

ンティア本部」を設置しました。 「ボランティア本部」は①救援ボランティアの窓口②職

員・組合員のボランティア活動支援③全国の生協からのボランティアとのネットワーク化
④地域コープ委員会や福祉サークルなどの連携……などをはかりながら、被災者救援活動

を展開していきます。 2月6日には、 12の協同購入センターのトラック約 10 0台で、
兵庫県に寄せられた救援物資を各避難所や在宅の被災者に届けました。なお、一般の組合

員からのボランティアの申し込みは、 37 6人となっています (2月6日現在）。

9糾合員から0)問い合わせに、コープベルを再開
2月 1日からの本部機能の協同学苑への移転に伴い、コープベル(7リーダイヤルff0120-

443100)を再開し、組合員のみなさんからのさまざまな問い合わせにおこたえして

います。 「営業中の店舗の場所と時間を教えてほしい」 「電気製品の修理、住居の補修は
どこに頼んだらよいのか」など、供給事業所に関する問い合わせが多くを占めています。
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195年度コープ委員の立候補・推員を受付巾
(1) コープ委員の立候補・推薦の受け付け

｛● 2月1日（水） ～2月25日（土） ：1, 2， 5, 7, 8地区。

●2月20日（月） ～3月16日（木） ：3, 4, 6地区。

(2)選挙区別の総代の会議（コープ委員の選任）

※現在の総代のみなさんにお集まりいただきます。

●3月上旬～中旬

(3) コープ委員の就任承諾書の依頼

●3月下旬～末日

(4) 95年度コープ委員会の活動がスタート

●4月1日（土） ～ 

195年度総代選挙も、立候補を受付車
(1)立候補の受け付け

｛● 2月1日（水） ～2月25日（土） ： 1， 2, 5, 7, 8地区。

●2月20日（月） ～3月16日（木） ：3, 4, 6地区。

※1月25日に総代選挙管理委員会を開いて選挙管理委員長を互選する予定でしたが、

開催できませんでしたので、今年度は常任理事会として選挙管理委員長の推薦と総

代選挙の進め方について確認させていただきました。

｛選挙管理委員長：北鈴蘭台・神戸北町選挙区

金澤栄子 （履訊） ｝ 

I総代・コープ委員の被災状況 (2/6現在）

本人死亡 自宅全壊 自宅半壊 確認状況

●第1地区 1人 3人 14人 ほぼ確認

●第2地区 2人 ほぼ確認

●第3地区 1人 29人 43人 ほぽ確認

●第4地区 2人 70人 49人 ほぼ確認

●第5地区 3人 ほぼ確認

●第6地区 1人 14人 34人 ぼぼ確認

●第7地区 4人 ほぼ確認

●第8地区 ほぼ確認

阪神大震災で被災された総代・コープ委員のみなさんに、心からお見舞い申し上げます。

まだ、被災地を中心にたいへんな状況が続いております。みなさまのご健康をお祈り申し

上げます。

IJ-1こうべの施設・職員〇被災状況 (2/6現在）
①施設の被害：本部ビルをはじめ、 10余の事業所が倒壊。被災地の事業所・建物の多く

に、地震の影響。

※店舗は 15 5店中、 15 1店が営業中（うち、部分営業が24店）。

②峨員の死亡： 11人。職員家族の死亡： 95人。職員家庭の全壊・半壊： 1,074軒。

8
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「コープこうべ写真ニュース」
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散乱した高品を片づける職員
（尼蜻市のコープ大庄）

駅ピル晨上から見た本郭

JR西宮駅前にワゴンを出し．店内からもち出した高品を供給（コーブデイズlli官）

I -:-
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｀ 
組合員の生存確認と賽望を1111くため2人1組で訪間 (lil同鱗入センター六甲）
電池、ウエットティッシュ、紙皿、ミネラルウォーターなどを層けた

甕品の整翌、噸出を手伝う他生協の繊員

（コーブデイズ西宮）
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生活文化センターに設置された r緊急対策本郎」

復18に向けて連日、朝夕2Rの会議が拷たれた
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鱗つき大会も行なわれ、つきたての小鯖を安く供給

- 會,,,.：
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一
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仮
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鯛
内
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市
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旬
や
中

市
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西
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の
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m
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8
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會＂鼠

i
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うまいもの市では各生協とも地元の名蔵を出品

立体駐軍湯を改擬して仮設店鑓1こ
(4月II日 コープ六甲）

コープ六甲の分店として斬たにオープン
(3月318 コープ朽●通）

一1鼈と2庸の営集だったが4月
18に全鱈オープン （シーア）

云ーリサイクルでは貪彗などが人賃だった

J 

コー '1 

地域の冨祉団はな どもたくさ ん参加

仮設店のオープンを待らかわた組合員が閏店豹から長いJJをつく った
(3月218 コープ舞子）

新しいホストコンピュ ーターは北区麗の子台の酎震設計
ピルに設置された (2月178 情帽システムセンター＼

店来が員合組の 9
 

品
ど
ブ

ほ
一

】

冥一口
-
r
”
コ

を

B
限

31

割
月

場
3

入
（

置一

コープこうペ

写真ニュース

v «• 9. i 1り191 tt, 
" •F 霞鴫 •C帽拿＂

住民の憶い賽望で公園内にプレハブの仮＆
店饒を遵＆ （4月78 コープ漏森台）

須
磨
海
岸
の
市
民
の
集
い
に

3
万
人

9

地
域
団
体
や
全
国
9
生
協
の
仲
間
た
ち
も
出
店
念
》

コ
ー
プ
こ
う
べ
で
は
阪
神
人
t
性
災
で
被
災
し
た
街
と
作
ら
し
の
復
典
に
向
け
て
、
各
地
域
で
尤
氣

が

111
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と

つ
と
し
て、

3
1
1
2
5
日
に
は

「
ふ

れ
あ
い

rli民
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
ゲ
ー
ム
大
公
な
ど
た
く
さ
ん
の
他
し
か
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

コープこうべ
写真・ュース

Vo I. 4 -1 JI 11日発行＂ 蜆鴫．C..亭鱚

地
震
に
よ
る
影
響
で
売
リ
場
の
一
部
を
閉
鎮
し
て
い
た
店
舗
も
順
次
フ
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
倒
壊
し
た

店
鯖
も
近
隣
用
地
に
仮
設
店
鱗
を
餃
置
す
る
な
ど
、
通
常
と
お
り
の
宮
婁
を
再
開
し
て
い
ま
す
，
ま
た
、

め`
1
む
」
の
歌
り
扱
い
品
目
も
震
災
前
に
戻
り
｀
急
ピ
ッ
チ
で
事
霙
の
復
興
が
す
す
ん
で
い
ま
す

仮
設
店
舗
な
ど
で
組
合
員
の
く
ら
し
の
復
興
を
応
援

被
災
し
た
事
業
所
の
復
旧
す
す
む

00、
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トラックで次々と届けられる食料や
衣料品などの較邊物資を館内へ
（西宮渾生年金スポーツセンター）

•— ＂．． 

レ史料館で写真など農示物を見ながらコープこ
うぺの歴史について学ぶ（協同学苑 ・史糾鎧） [l 

盛り付けなどお年寄りが貪ぺる昼食準傭の
お手伝い（老人ホーム 「こまどりの家J)

~ · 
「コープこうぺの宝物」をテーマに研修で
学んだことを各既ごとに発褒 （協同学苑）

セレ ッソ大阪の少年サッカー教室

全国12の生協の仲間もふる
さと味自慢コーナーに出店

ぃソ[
｀
‘
 

＇ • 

物資を選鱈看の人歎に合わせ
て仕分け （西宮市民体育鱈）

真剣な表情で組合員の籟災体験を聞く （北ロコープセンター）

合五しいパナナのたたき売リも登場

----
ペッタンペッタンと1l1つき大会も行なわれた

入所式で新入識員を代表して松本殷生さんが「地域の
復舅のために努力したい」と決意表明 （協同学苑）

困っていることなど屡望を聞くため、先輩臓員

と一緒に組合員宅を訪問 （コープデイズ西宮）

" "....~,こか ........ 

コーブ委員会のうまい
もの店には行列ができた

t 

コープこうペ

写厚ニュ ーズ

Vo I. 5 4Jll7R兌行
U・陀繕••広耀事瓢

コープこうペ

”ニュース
Vol. 6 1 JI 2611允ti

11 ·1" 組● •It蝙拿霧

1
1
4人
の
新
入
職
員
が
入
所

研
修
で
は
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験

4
月

3
n
（月）

‘
-．． 
木
巾
の
協
伺
学
苑
ホ
ー
ル
で
入
所
式
が
行
な
わ
れ
、
今
年

b
フ
レ
ッ
シ

ュ

な
新
人
職

U
が
顧
を
揃
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌

n
か
ら
始
ま
っ
た
新
人
研
修
で
は
実
際
に
内
宮

rli

な
ど
の
被
災
地
を
油
間
、
避
薙
所
で
の
物
沢
の
迎
搬
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
柄
動
を
行
な
い
ま
し
た
。 eo 

「ふ
れ
あ
い
春
市
」
に
10
万
5
千
人

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
熱
唱

4
月
15IJ
と

1611
、

「
街
と

i

牡
ら
し
の
複
典
：
ふ
れ
あ
い
作
dj
」

(
t催
・
コ
ー
プ
こ
う
ぺ
、
版

ヘ
字
心
鉄
）
が
阪
急
西
宮
ス
ク
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
妓
の
名
廂
品
を
集
め
た
ふ
る
さ
と

味
目
役
」
コ
ー
ナ
ー
や
｀
‘
、
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
大
迫
坐
な
ど

b
l
J
だ
く
さ
ん
の
催
し
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ぷ
川
＂
血
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
の
元

Ic^
山

1
2
6
J
j
円
は
及
援
金
と
し
て
奇
付
し
ま
し
た
。 00 
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f溢しくエア0 ピクス」0本和攣さんの帽畢

で元鸞にエア0 ピクス (5月78、生清文化

センター、 主催・シーアカ／"•-プう.,)

ポ9ンティアによるおでんの炊専出しは"”
(r●のふれあいコンサート」）

「ジ•イントコンサートと蕩II
彙Jで小林念央さんによるハー
モニカ濃● (4,218．生澤文

化センター） ―---
rきょうどう』 6月1遇号 6月6日し火）発け

曇面を一翫し菫Lた

情鼻 コ←ブ膏11e亥わり置ず4

私たち，，臀、祉たらのカ

(Uえ、企貴・・人瑣アイ.,,が一体とな9 て復痴9こ口り鴫む

コーブ漕贔彎闘 鴫ょ 3 ●星•

くらしの1 99鸞噴り"'0取り嶋み

にしのひるば 亭ーマ投亀 1、9璽●（鼻議“ 子員のブロ99と参＂書 募臭．

ヽ
rコーブくらしの動19合い活動」 99 1993摯から鑓•9置した

•tt会員と量鯰e畳ける彙員 13合わせて 1. 2ヽ4 人
(95年 3月床舅1[)

＼ l._』L • , 1 
II肋内零で量も多いのは．家の内9，，暢麟

（金は，，46%）

..l•一- ---r●のふれあいコンサー ト」で7* -9ミュージ，クの漬貫 (5月1』a.11書itaコープセンター）

’ ’!‘.．,9 

「みんなで歌おうコンサート」 で檜＂ジュニ
79-9 スが出漬 ( 4 ~ '98 . 会鴫• 生素文
化センター、シーアカルチ ャープ9ザ主偏）

rス 9レス鴫代の●羮彎重浸」で佐●漏子さんに
よ●バイオリン濱● (4月99B．生濯文化センター）

「みんなで●を●り合い富しょうJ
という9ーマで11し合い覺曇をする會員

・ ［さりEうJi月］a96月28B(J:I'6-----, 

: rさょう［うJfft,りましt. ! 
：如u直． i 
, ．．..・—..．．ら●●●心に●● ・： ， 
l.... '^“" →●』に●●9」•"”仝● 9●,.a・ •,.x, ; 
直二2-1

I 
‘’‘v'，．．．た●●9"・一編9 ~・ブ'“の9 a" . ， 

;8tti9菖しませんb<9ルー1ftt> ： 
．＂●^ ’̀  ,． 9 99 9ルを•’’

I 

滋.Utt,,- • シー79”'-159•各9-1t99-omn ; 
！ 

;9-1、う9997はり ， 
:.一•一·• ・ •--------• •一—• --• : 

「ll胃 への●いをこめて •Itの二●胄 J
ビアノとつ99ー トで書のメド レーを漬慶

(.月158、シーア 2輪セントラ99コート）

富
＂＂

;
J

[[ 
J

ァ
II-

含へ

耀．9

鼻

．

古

a

一
と

5
ム
員
＂

ィ
ヽ

マ
（

a
ト
ム

ン
イ

バ
マ

_rト

, : r 

‘ 論彙會鳩の笠活文化セン9ーは食員でいっ"’‘

3、999鱒聞．l．9DD鴫閾．

999輪閾以上苫鯰した●仕食員を繹介

コープこうペ

写稟ニューズ

fol. 7 5 /l23£1兌tr
ll •R 岨量・エ帽本鯰

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
公
演

3
カ
月
で
90
回
を
超
え
る
開
催

5
月

11n、
洒
宮
コ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
で

「
朴
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
閑
他
、
約

121人
の
組

^
"
Uが
参
加
し
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
拙
癸
や
フ
ォ
ー
ク
の
熱
油
で
地
域
の

11̂
n且
に
喜
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
各
コ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
や
小
活
文
化
セ
ン
タ
ー
、
シ
ー
ア
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
で
は
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
公
板
を
夷
施
。
コ
ン
サ
ー
ト
｀
乱
功
健
康
法
の
実
油
な
ど
＾
い
わ
せ
て
90
阿
を
超
え
ま
し
た
。

,., 
コープこうペ

写厚ニュ ー ズ

rol. 8 6 H I31 1兌tr
U•E 組●● 広＂本鶴

広
が
る

「く
ら
し
の
助
け
合
い
活
動
」

最
高
を
記
録
し
た

94年
度
の
活
動
時
間
数

5
月
虹

n、
「
r生
12回
コ
ー
プ
く
ら
し
の
助
け
合
い
の
会
総
会
」
が
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
が
仕
会
員
や
援
助
＾
付
U
な
ど
磁
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
94年
度
の
活
動
報
佑
で
は
、
阪

一神

・
淡
路
人
店
災
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
間
の
延
ぺ
活
動
者
数

(4
千
固
人
）
、
活
動
時
間
と
も

周
学
苑

こ
れ
ま
で
の
最
ャ
9

を
記
蘇
。
地
域
に
根
ざ
し
た
助
け
＾
い
い
活
動
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

沼
資
料
ー

｀^量-•. 
t
 

活鯰して，，

．．を覺覺

に1l裏する

男子X零生

,., 
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「コープこうベポランティアニュース」

—フ。こう
| 1 9 9 5 • 2 • 1 | 

IN。ol
〒658神戸市束混区田中町5-3・

t!:078-411-5615 

編集／コープこうペ

ポランティア支援窓LI

〇◎コー不こうべ

この度の“阪神大震災＂お見舞い申しあげます。

「早く水・匹気・ガスのあるくらしを！」

「ご近所づきあいの有り難さが良くわかったワ！」•••など。

いろいろな思いをされたことでしょう。

こんな時だからこそ、コープの「一人は万人の為に、万人は

一人のために」の精神で、ポランティアに参加くださる方を

雰集しています。 1月27日に開設した「コープこうペポラン

ティア支援窓口」に寄せられた、数々の声を紹介します。

(1月31日視在 10 0件受付け）

「こんなことなら私もできるワ！」と思ったら、コープの

店長まで、ぜひお声をかけてください。

＊避薙所で泊まり込みで作業しますロゴ

且正旦〗 i 岐阜県本巣郡上野さ 1 
I 

＊針灸治疫します。 2月 5日 ， i 

（明治針灸大学同窓会有志） ！ 
＊学生です。学校が休みだから、

>>;:;][] ; l l 
＊カウンセリングできます。 l 

（宝塚市 墨田さん） ！ 
神戸市灘区 堀田さん 1 

＊キャンプリーダーの経験を生かし、 i 

子供とつきあいます。

（大阪市東住吉区 安西さん） ！ I 
＊沼陵婦の資格あります。

（神戸市北区 児玉さん）

支援希望の方はポランティア支援窓口に
＼ 

ご速絡ください。

ー ホ—いス千イ乙＂をま可。O --------
----------------- ------＊神戸市北区有野台・大阪へ50分• 3日閲・大阪方面の大学受験生 (tt078-981-2505 布藤さん）

＊大分市者年会出会いの村里鋭協会・小中学生 300人 (ff0975-43-4445 安東さん）

＊京都市伏見区・女子中忘生2人・ 8盈・食事付き・受験終了まで（匹075-821-9080 橘本さん）

＊神戸市須踏区・女子受験生 1人・高 3の娘と相部属・猟料 (ff078-741-6490 北林さん）

＊神奈川屎忘座郡・受験生 1 人・ 1 か月・ 8•盟 (ff0467-75-6863 野口さん 17時すぎ）

＊大阪府和泉市・音大受験生 2 人・ビアノ有 •4. 5盗 6盗・食事付（匹0725-45-3822 岸本さん）

＊松山市•愛級梨の大学受験生 8 名・西浜池まで出迎える (tt0899-82-0104 大西さん）

＊沖細屎那湖市・沖縄梨の大学受験生 3人・男女l関わず（匹098-884-6773 筵本さん）

＊茨城梨水戸市・受験生 2~3人・男女1月わず・食事煉料（匹0292-25-781711(野辺さん）

＊加四市・受験生女子 4~5人・食事は各目で (ff0790-44-0064 竹内さん）

＊岐阜眼海津郡・築13年・ 4DK. ，｛ス• MV・家四不要・期限応相談 (ff0584-53-2765木村さん）

＊白馬リゾートホテルアウゼ• 5 家族まで• 3月末別餡もオープン (ff078-332-5012谷口さん）

―-ー・ 一―-.—.—-_ 9m—• ·一ー·—•-.--9. ．．．．ー•.—•9~---―・ー・・・-• 9・ ^h —• .＿ • -・-・--・--^ 一～い

利n]ご希望の力は、ポランティア支援窓口か直接ご述絡ください。

その他、東ふi.神奈川・埼玉・静岡の生協を通じ受験生のホームろテイ受入れの

述絡が入っています。ご希望の力はボランティア支扱窓口までおみねください。

あなたもボラソ令了しま亡ん勺‘t"

r• -．-----•-••一•—•一—....••一·-•-•-••一•一••一·1

! i ： コープこうペポランティア支援窓口 i 
i ! 

！ 
i 匹 078-411-5615 t 

i 

L—·—·ー·--•—••-•—..ー····-·--•—·—•一—•—•ー•一•-•...J 

• 

ぶ

4

!

ーれ

い
あ

さ

が

だ
方

＜
る

て
ゃ

け

し

か
つ

を

ら

声
い

ン

て

ド
っ
ン

困

ド

f

I

I

.

 

こん
t‘
こ3

し
て
J
亡
さ
い

o.

＊倒れたタンスをあげてください。

（灘区下河原町 山崎さん）

＊ガラスの散乱した家の片付けを。

半日くらいで。

（宝塚市川面

こ
ん
店

‘
"
Y
 
炉‘

漉辺さん）

て
ラ
、
ま
す
よ

,9。
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編集／コープこ，うペ

ボランティア支援窓口

e〇コー7•こうべ

r ~'7-.;ティ了します-'の声ヵが支至11.、
テレビや新聞誌上で紹介された“コープこうベボランティア支扱窓口”

「テレビで見るたび、いても立ってもいられない」
♦ポランティア支扱窓口受付件数(2nlll狂）♦

巾込み数 活勁致(U位）

「我が家もやっと落ち酋いたので、もっと困っている人のお手伝いをしたい」

「学校は春休み。寝袋持参でどこでも行くヨ！」

「会社が休みの土日だけでも何かできないか・・・」 ・・・などなど。

学生・主婦・社会人から、たくさんのボランティア希望の声が寄せられました。

ボランティア登録後、さっそくに活動していただている例をご紹介します。

こんなことできます

（ホームステイ含）

こんなこと

してください

こんなラ合璽力が始まっていま可
*“春休み・フットワーク・体力•特技”をいかす学生パワー← ーヘ、

＼ 
＊神戸市北区の福田さん 泊まり込み OKなので、長田区の避難所を紹介。

＊尼崎市大島の野上さん もよりの避難所をと、尼崎の窓口を紹介。 i ＼ 
大の学生仲間で子供を遊ばせることで忌

西宮市の避難所を紹介。

＊神戸市中央区の福永さん語学力を生かした活動をとのことで、 ．I 
／ 

＊三木市緑が丘の柏田さん 外国人地震情報センターを紹介 ．．／ 

1 8 8 7 8 

7 3 

、？了竺中竺＊Ir五三」三t三•三二こ田は詳しここ：
墨 助け合いの会員さんの安否確認を依頼。 ＼ 臼 j ＊加古川市の西浜さん 剪金活勁をし：こ。次は助け合い活動のお手伝いをと、 I 

姫路コープセノターの福祉推進員に紹介。
／ ・＼ぺ心"o 感’‘... ＾ } ＊神戸市市湿灰の三島さん 洗確ボランティアをと、東滋区の小学校を紹介。 ／ 

／ 
I 

鶴野さん 平日しか勁けない。．は取県の方からの依頼で ‘/' 
兵庫区に住む知人の安否確認に。 ' 

／^ 

→ •9 

- -•一・--•- -.．． •ジ・ ．．．．． ．．．．、．．．．．．
・・・・・・-・-------・--・・-・・・・・... 

＊「休み返上もかまわないヨ！」と社会人パワー一-

-～--̀-＊茨木市の北野さん 職場グループ 3人で雑用しますとのこと。 ～ヽ‘‘

まだガラスが散乱する i匂齢者のお宅へ片付けに。 ‘¥ 
＼ 

＊神戸市西区の森田さん 大学病院の石設婦だけれど、休みに何かお手伝いを。 ＼、

明石コープセンターの船祉推進風に紹介。
径 ・L

＊神戸市兵庫区の呉田さん 地震の影密で会社再建まで 2か月。連搬・片付け何でもする。 ／ィヽノニ水9コープの店の整理を手伝ってもらうことに。
• -. - ----.．．-••一•ヽ...‘””―•-‘“-,．．．．．- -9^-•- -～‘̀ _, ｀ 4 9 9 --• --—•一... -......、--・-・..●-・............`―

コープこうベ・ボランティア支援窓口

078-411-5615 

(9時～ 18時まで）

「こんなことできますよ」と

ポランティアに参加してくださる方

「こんなことしてください」と

•T··助けを求めていらっしゃる方！

ご辿絡ください。

資料編14「コープこうベポランティアニュース」'|87



ーフ。こう

ラプ宕仁子ズN。3
回 5•国

〒658神戸市東滋区mrhnr5-3-18

tt078-411-5Gl5 

編集／コーブこ，うペ

ポランティア支扱窓口

~·~コーコこラベ

あなた汀‘ノテ註僧飩七がきだ｀まだ｀てきる事a祁）ます．少
今日 3日は節分。地震という“鬼”は外！ ！ 

「私にも何か山来ると思って…」 「何でも言ってください」と、

ボランティアしますの中込みが相次いでいます。

ボランティア支援窓口では、 「こんなことできますよ」の声と

「こんなことしてください」の声をつないでいます。

2つの声をうまくつなげるには、 「何ができるか」 「何を頼みたいか」が

はっきりしていることがポイントですネ。 . 
避難していらっしゃる方、

水汲み・洗濯・子供の相手・買い物代行・

1 ;：［叫竺い:[：、ど］曇Ii旦三〗。こ竺；!:

♦ポランティア支援窓口受付件数(2n2B9t) ♦

申込み数 活動数（m雑）

こんなことできます 239 11 0 

（ホームステイ含）

こんなこと 8 4 

してください

気遵甘起とla伺乙＇芍炉‘？ち、尋ねす切ヽ も大事百仕事乙` 弓 9
＊コープこうベボランティア隊、暖かい飲み物を届ける。、＼

（池田さん・武尾さん・谷口さん•本田さん・牧田さん）とコープ栃木

ん•田中さん）、コープこうべ職員 3 人の計10人で 3 つのグループを作り、

所を尋ねました。水・プロパンガス・肌着・カイロなどを山梢みにした車

木老人いこいの家・本庄中央公園などに到箸したメンバーは、皆さんの

合うものをお届けすると共に、コーヒー

ィア隊、物資の配布や炊き出しだけが仕事ではありません。

t::：に‘が：：：；；；；J：:：Tて:::：::：/0
ー・ - -

＊遠い烏取から心配する方の足こ石ごマ‘‘、 ----

「神戸にいる知人の安否を確かめねば」と思っても、

なかなか磁話がつながらなくって…。日本全国でイライラしましたね。

ボランティア支援窓口では、烏取で心配する大坂さんの代わりに、

神戸市兵庫区の鶴野さんが見にいってくださいました。

避難していらっしゃいましたが、張り紙をして辿絡がつきました。ホッ！ ！ 

交通網が整ってなくて気になるところにまだ行けない方、

代わりに探しにいってもらう人につなぎます。

ご近所でヤキモキしていらっしゃる方いらしたら、

コープこうベボランティア支援窓口を教えてさしあげてください。

••一—•9 _ 

.．．．．．-/ 
―- -—•一••,．

¥
＼
¥
＼
|
_
！
!
！
 

¥

/

 

＼
 

-/9' 

コープこうベ・ボランティア支援窓口

078-411-5615 

(9時～ 18時まで）

「こんなことできますよ」と

ボランティアに参加してくださる方！

1こんなことしてください」と

手助けを求めていらっしゃる方！

ご連絡くださし＼"

1資料編14「コープこうベポランティアニュース」
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ねらい 1.原体験を通して人への思いやり、扶け合いの心を体感する。 2. 自立とはどのようなことかを具体的につかむ。
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“自分の足で被災地を歩こう’' （職員掲示用ポスター）

庫釦駆則

自分の知＇被災氾を歩；ぅ！

今、饂麟謳薗い5腐研妬鐸鰭‘
°を印叩諷砧鯰

紐合転喜らしを考えよう！
”―l,丘

庄協の諏巖とし1

1人の人閉として

r椅1..‘'豆 2と...1

rふKh‘らすか八＇もこと ..l

4;；t：ごご；：cl:.§顎真

1901資料環16自分の足て被災地を歩こう

象族t.、｛副ぶ‘

•私匂碍9t見t.叫よう！

・みしなのtめに；千をがこう！

J平遁ゃ協l司睛責入

｛衰衛ゃ馬t枯l‘⑱I)

そ2む嘉、らす人々 I'J.

今ビ`うし7-l 1がゆ‘、.．
発行 ：粗織 ・広 報 本 部 （組 合匹の声推進）
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協同購入用週間商品情報誌「め一む」

協 同購入ご利用の組合員様へ

このたびの阪神大震災による組合員のみなさまのご被災に対し、心からお見舞い

申し上げます。組合員のみなさまのなかにはご家族の方、肉親の方で悲しい犠牲を

だされた方も少なからずいらっしゃいます。心より哀悼の意を表しご冥福をお祈り

申し上げます。

コープこうべは本部をはじめ多大な被害を受けました。協同購入センターでは、

コンピューターによる「め一む」の受注システムが損傷したため、充分な協同購入

活動ができていません。様々な面で組合員様に大変ご迷惑をおかけしておりますこ

とを深くお詫び申し上げます。

当分の間は手作業による活動になります。取り扱い商品が限定されたかたちでは

ありますが、できるだけの対応をしていきたいと考えておりますのでご遠慮なくお

申し付けください。

コープこうべではこれまでの歴史の中でもいくたびか大きな災害に直面しました。

昭和 13年の阪神大水害、第二次世界大戦など、施設の大半を失ったこともありま

す。しかし、その都度その難局を組合員のみなさまといっしょになって克服してき

ました。再建には時間がかかると思われます。組合員のみなさまにはたいへんご不

便をおかけしますが、なにとぞご理解の上ご支援いただきますようお願い申し上げ

ます。

1 9 9 5年 1月31日

コープこうべ協同購入センター職員ー同

資料編17協同購入用週間商品情報紙「め一む」 '191
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函劣o円

コ勺°スタイIレ
ちくわ

4本劣

一
召[:噂震盈門`正I-|芦
/78J≪珈1拗 2%円

コ—ア芍利／．

J::白栄居
1に2

19'6円

コ-70スタイIレ

競愚米

51 

コ—70ズ呪Iレ

緯韓．．、．
コシt.tJI)7レ斗
5に2

1切OI加5

〈
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a
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編
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1コ
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仰
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%8円

コァノンロールl30
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コ勺°ロー1レ
）ヽ7トシンゲlレ
rro而 XIZロー＼レ入

締円
回産麻祖背0-ス布砒夕）

し灼ぶし緑'i用 もも田・様姦ltil嗚

函屁。円
胃

8
霜
〇
ヽ

ぢ
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匹麟粉

マ・マ—7.）咋
蜘 g

筋8円

和 T7ェ．
工I]もラ
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約8円

アンデね
＼）フトデーズ午キ
8コ

2OO円

北越
や応n＼縣もえび・
8og 

/60~ 

弔舒

6Pヂーズ
170~ 

／％円
〖
狙
ぬ

戸年

2

が）ーンキポ芍返—
'2.らwx4:i.f::H..

3如
讐色l)1詈99羞

l38<ll298円

芦餓珈

し毛滑梅千
750~ 

"印
日璃食品

ラ壬しょうゆ

i殆 如^
＂i

[
〗
屁

揺同睛入用
l-文ーナ‘‘/

碗円
兄 繹

アル乃ベット酒Jレ十
300~ 

Z銹円
西 ".r.ッグ

却屯翠麟

続円
コ勺°ス'9{1レ

ホ°リ袋誠畑
岱 ll.f¥゚北用険110m)
6mx750t窮0,03.

-rヽ彩円
コ—アスタイ1レ
ポリ袋台所郡Ii)
ィ紐渾岱99:rチレン
芍Xぷ•C点．厄taoみm

％円
お質得沼ンr-

函円 I
V
8
 

コ^x)
怨
J謬

10

3ーアスタイ1レ
Jじ瑠崖3.6キ乳
l畑鴫

199円

羅ミll伍警k

¢98円1188円

砂喘菓
邸ねア予洒キ

lloo円

孔環葵
ぽ叱Td1f和 'r-キ

loo円

アサ｀エッグ

意熙侃阻（赤卵）
10コ話

2佑円
コ勺’予（シュ
（屯n枚•200組）．
X5J碑

398円

つ-m•岱ト

ベC._絲オム‘‘/
ピけな'8竹女入

’“60円Hサク 100拉入

32的 PJ



,.,週間「めーむ」
I ダイジェスト

[I]闊讐布（ふりかけ）

398円

2]誓えび
398円

⑱雹雰ティックウインナー
350g 298円

i4雰雲ベーコン
180g 295円

固9。戸こ：；一 ――7ブランデーケーキ

298内

61バック(5コ入）

| ［通］ 298円 268円

7歴墾入）
［通］ 300円 288円

⑭iー、羹タイル
5kg 2,470円

釘―；ごこレカリブレンド 1囮原卵

2,645円

3kg［通］ 938円
700円

[]赤玉原卵 ⑫コープスタイル
30コ入［通］ 938円 北海道3.6牛乳

> 863円 1,000ミ9リ円リットル
［通］ 21

⑬臨ビヒダス 闘キリン安曇山水
``l 
—逹+• 

520g 2リットルX6本入

回l 168円
［通］ 1,770円

： ⑮キリンきりり ⑯コープスタイル
1.5リットルxs本入 本醸造特級

眉 （通］ 2,520円 1,980円
しょうゆうすくち

亜 1.000ミリリットル

199円

1,480円

158円

: ！ ⑰ミッカン味ぽん 隠日の出料理酒
360ミリリットル l.000ミリリットル
（通］ 258円 198円 直］ 623円 398円

一L.. 古
⑲味の素ほんだし ⑳這屋おにぎりのり

GIil8g] X40袋入 3袋x8入臼DJ1,280円732円
468円“3 

898円 1

Q ■表示価格には消費税は含まnておりません．OOは生協通常価搭．（メ］はメーカー希望小売価格の略号です．

図i雷昆布
300g随］ 1,280円

図；位らt5コ組
8バックX5コ組
［通］ 550円

980円

500円

蕊晶烹翌X24缶入

随］ 4,752円 4,380円

翌雪昆布
3バック65gx3バック
（通］ 384円

蕊認認レク
300g 

298円

280円

図雰トチップス詰合せ
3袋入随IJ394円 298円

認コーズケーキ（丸型）

298円

随ご菜雰オル
醤雫誓カットX2ロール 128円

闘［三轟五洗い（本体）

600ミリリットル国］260円 198円

露―エ雰昇シュー（ボトル本体）

70枚入 G/ll]270円 250円

53 

四噂ヮー小麦粉

148円1kg 随ll189円

砂雪印
228円

ネオソフト
450g 

蕊タカラ

398円

本みりん

600ミリリットル

認森永
380円

クリープ
280g［通］ 648円

⑳ t25言0g 」＼梅
780円

⑫切りカステラ
8切入

298円

⑳ i琴塩w70ソフトダブル

闊梵翡3xl 6ロール 498円

随］器昇論こコ組
［通］ 690円

398円

⑱孟言窃・しーチ
醤躍苗ットル 正 8円

囮lレギュラー

ソフィサラサイドギャザー

84コ入［メ］ 1,220円 850円

罰ご塁盃イル レ ギ ュ ラ ⑫:-＿雰芯レギュラー

25cmX10m国］ 158円 148四＿1 30cmx20m頃］178円 128円

⑫ごg字，］戸 ⑭蒻亜i裕，巴字謬翌
498引 M L LL i伝臼＝ 各500円



-
9

4
-
玲
咄互

誓
巴

儡
暑

g
e,
§

—

C
」

54 

人

い

て

礼

を

お

舞

し

受

使

て

兄

け

の

ぷ

し

正

し

砂

枷

oJ
仁

履

和

丘＜
 

し

か

を

一
き

努

●騒こ
こ

碑

巳
{
口
[
紅

：ら

j

小

ま

ぺ

か

ま

K
し

g

j

-

し

+
I
f
ぅ

j

t
こ

憲

し

プ

。

叫

5

霊［

ま

な

に

フ

戦

h
―
す

さ

み

11
一
役

w
コ

ま

な

め

卯

ル

に

卿

合

きだ

お

組

み

，

11
ク

う

う
同

た

＾
’
人
り
よ

紺

の

虹
碑

志

U

、
購

よ

る

＾
，
け
川
こ
き

ま
生

せ

乱

受

即

5
で

き

さ

を

、

な

某

E
“

〖
二北

れ

屈

通

形

咽

泊

さ

す

交

な

赦

日

災

多

ま

て

党

容

曜問

被

も

げ

せ

tE
ご

ー

オ

、
を

訪

り

は

よ

し

あ

き

便

ー

，
今

小

ナ

こ

ま

11

付

紀

き

び

ん

さ

ご

受

也

ゎ

詑

せ

引

）

の

お

ま

v
文

ヘ
間

g
く

き

す

ら

注

ま
lnぷ
＂
＇
深
で
ま
ぱ

f
J
 

さ

郎

｀

を

働

り

し

閻

な

兵

す

と

稼

お

今

の

ま

こ

が

て

で

分

す

ム

し

の

盛
炉

員

た

t
ま

テ

け

す

合

の

し

り

ス

か

ま

当

組

こ

巾

お
・
ソ
お
り

,＇J
 

む一
訥”r
 

闊晶．
 

Q-e
 

■注文書回収日

2月7日（火）→11日（土）
■商品配達日

2月14日（火）→18日（土）

DJ ~ .'
匡ニ9
"".o 

.... ．． ． 
タイジエスト54

コープ

北海道3.6牛乳 1,"----← 

1,000ミリリットル 雪印ネオソフト
［通］219円

原卵
199円 450g 228円 5kg

4 [5J ⑥ 

●l竺ー和叫竺
[2]マ:る~ 1[8]ヽ

[1D]字認・みざわ産) - []]累99し村産）

李写-- 1袋 (1.5kg) 398 l袋 (2kg)
=•一，9

円

腐:昇;他) [3]厚フレーク

琴茎1¥11,11~17コ入 1,880円 100gx2 

⑭四
50gx3 
もすくスープ（麟味) [5J暦 ．低価格

298 スライスベーコン

1.143円

円 180g

[16]軍臣価格 国
ロングスティックウインナー

⑰ 良品・低価格

35。 298円 g-Xぅハム
囮忍~~~~;芯;~;;) ⑲麟ノ（スライス） 150円

298円 む互お円笠9：：：笠品翌忠翌古．霜窃霊せん．

398円

480円

295円

l疇

288円

的翌バードライ
醤訪晶命トルX24本入

863円I~屋§昼虚翌詣昇こ；（ッグ
野＂遇 9 1[9] 

50バック［通］ 538円

-・ I図誓認誓x30缶入

図i濯のたより星ふるまち

4.380引 880円

蕊『ールドブレンド
290円 I==.,15og直］ 1,088円 798円

蕊l塁え訳古后；．060円

1.780五
.... - コープスタイル

む .．.．..'， 
111 I _.  

- 国室11蕊本醸造特級こいくちしょうゆ
釦 コーブス盆包⇔

1リットル

・::.̀ コーブスタイル 兵庫県産
兵庫米5kg コシヒカリブレンド コープスタイル

2A70円5kg 2,645円 上白糖 198円I蕊lら；贔だし1kg 150g頃］ 239円

匂l古菜―ーズ
158円 1~ 700g［通］ 465円

2.180円

・表示価格には消賣税は含まれておりません。［通］は生協通常tli褪［メ］はメーカー希望IJI売価格の略可mr;

蕊
コープスタイル
却農翠栽培大根伎用

198円 1 きさみたくあんかつお味
160g［通］ 178円

368円

158円
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⑳ いなl;fホワイトツナフレーク3缶バック [3J] タケヤみそタケヤ特醸

総量85gX3缶 298 1kg［通］ 392円 298円［通］ 444円 円

紹 小倉唇切出昆布 ⑱l 江戸乃一番味付けのり
90g［通］398円

378円
100束入［通］ 1,185円 948円道高塵毘布を使用しています．

⑳ 田中食品徳用ふりかけミニバック 函］雪印ナチュレ

2.5gx40袋入［通］338円298円 500g［通］ 233円 168円

⑱ 宮田あんドーナッ 勺］宮田l＼ニードーナッ

10コ入 200円
300g 200円

⑱
 

コープスタイル切りもち

300g 320円

高
立
諧

9
’'{-
"
 

．．
 
三
[
]

面
一
⑫

ブルボン

エリーゼファミリー

62m  298円

⑲
一
吐

岩塚割れせんべい
330g 250円

カルビーかつばえびせん

33gX12袋入 380円

コープハミガキデンタル コープラ ップ ミ ニ

170g 

165円

22cmx50m 

250円頃］ 170円 ［通］ 360円 ［通］1,350円 980円

中国製

[55]ふ婦人丈長ショーツ10枚組
綿100%(40番手、天竺編）
ヒップ／M :85~93cm、

L: 90~98cm、 韓国製 ＞ l● LL : 95~ 103cm 婦人裏起 fツ ックス
暉］ 1,980円 3色組23~25cm、

チャームナップナイトガード 1認図l翌 カラー：ワイン・ダークグリーン’
ダークプラウン

20コ入
アクリル・ ボリエステル・毛 ・

［通］ 580円 430円 名1,680円
ポリウレタン 780円［通］ 980円

1
7
 

誓
溺

A
9
面
扉
誓
喜
「
さ
ーC

」-

コープスタイルコー プロール
紙管なしシングル
130mx12ロール 880円

円8
 ，
 

ル

2

，ン1_ノ

・

ク
トJ

円

ダ

ッ

ー＇

ジ
I
J
9
5

マミ
3

⑮

戸

800
園

⑬
 

郎瓜

叫
I'絹・"＇’’

1
9
5
 

エリカEテ ィ シ ュー
400枚 (200組）X5コ組

（通］ 590円 368円

⑱
 

た
i

コープスタヤル濃稲ソフター
800ミリリットル

頃］395円 ー 298円

⑰ 

コー

円8
 ，
 

4
 

g
 

k
 

5
 

7

円

窟

598ご円8
 ，
 

`
[
 

゜

＼

リリ

5
ミ
2

レ認園
・表示価格には消費税は含まれておりませんふ員］は生協通常価裕．［メ］はメーカー希望小売価格の略号で孔

'---------------------------—ーキ リ ト リ線 ·----------------------------------

： ： 商品注文書（お届け伝票•9青求書）54 ご注文は、数量のみご記入ください。

I おなまえ おところ
I 
I 

： 組合員番号［ ―' l ; 区域番号No,

価格ー駐量晶・

19四 21 コープ虹のたより星ふるまち

22Bl'll I 22 フルックポンドII茶和ーバ・
I, 143円 23 ネスレゴールドフレンE

I 

＇ 

[戸；ノヒカ）プレ.,ト:：｀口：：｀二： 

［［鼠二：［〔青□ニ誓二；；三お::〗二＇こもれちせんニ ―;Z 
＇ 
1 I 20アサヒスーパードライ 4, 3801'11 I 40フルポンエリーゼファミリー おBl'l

！ 
1 

ん

ングル
ンユー,-

44 I@濃縮‘ノフター→ 

45~ヱ・ックリン
46 トイレハイター

•プ米ぬか粉せつけん

TEL 

（遷終先TEL)

5
 

蝉

翠

一年
年

ムナップナイトガード 430l'l 

畠人丈長ショーツ1曲絹M 1,680f'l 

繕人丈長ショーツ10枚絡L 1,680円

11人丈長ショーツ1暉 籠LL1, 680Pl 

i11人裏

-L 

．
 

※
切
り
取
っ
て
地
域
担
当
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い

口し消費：］／？:
eo 主匂協同籍合コー7•こうべ
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茄
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•·• i麟「りーむ」
組合員のみなさまへ

協同講入ゼンターご利用の商品代金請求のお知らせ

麻品(t金のn1’J求が遅れてご迷惑をおかけしています

1 I I、2i13)―l分の，91’j;KII程は(i,！し(/)とわりとなります

0）でよろしくお馳いします。尚、4!l以降は通常どおり

U) I I相となります，911求lOIIlilについては巡IIijめーも・

などでその邪度お知らせいたします

問い合わせ先►担当の協同講入センターへ

I'求期間
鱈fj霞 現 ●金

匹 a ●盆8

'941238 月19B~

1月分の翡求
1月1 と

3月6日 2月末1月14日の
め一むの
お層け商品

23月分の即哀
め131月月月一11む14518以日80)外～0) と

4月5日 3月末12カ月分）
お層け謎品
のすべて

■注文書回収日

2月14日（火）→18日（土）
■商品配達日

2月21日（火）→25日（土）
しじみ

かねふく辛子明太子

-- '. 5日どり
[1]国丸大食品ビーフシチユー

200gX5 
匝国ブラックタイガー （大L)600g もも肉・むね肉切り身 ［通］1，280円

暉］ 2.780円 1,780円600g 680円

[4] ;-「 忘~:rr~
⑬食バン5枚切

こ • 四..  ~•• 2—.. ... -:..0 1[5]□晉:戸スチーズ10枚入

醤~90円 580円
使い易いバラ；東結です。
必要な分だl:tお使いください。

コープスタイル
北海道3.6牛乳LL

溢翌唱四 199円

◎
 

9'，;＇ 

コーブスタイ1じ ● 

兵鹿県産=
こしひかりブレンド
Skg 2,645円

蕊

863円

340叫
[8J回 めかぷ納豆50gx3

278円

[0] :：ふ一ポンレスハム

470叫 278円

⑫己4コープスタイルてりやきミートボール

880叶［通］ 360円 340円

閲話誓ケーキ2コ入

150円 1 158円

． 

198酎
⑮ ら打ご犀温糖1kg

198円

⑰ヒガシマルうどんスープ8gX20袋入 （香川巴）

［通］ 358円

328円

[8]ぃりし350g血` ［通］ 1,140円
コープフ巧オL,

980円

翌全，470円⑲□百『8戸ダ油1,500g ---1[20認盆忍は：ロット
.,..=- 298円 ［通］ 2.088円 1,980円

芦盆のたまこ 1ぼ〗孟ここ:‘無塩トマトシュース 厄2孟ご為盆ルフルーツミックス
...,Sっ” ［通］ 2．040円 1,890円 ［通］ 2．940円 2,780円

厨~3~蕊胃メ料亭の味 1kg た 厄4国730円 ［通］ 525円 398円

会津喜多方ラーメン（しょうゆ）
5食入 ［通］980円 580円

翌勺1g73円蕊 閤翌琵ルクココア370g 350円 26 晶尻隠督；ラーコー、ヒ—スペシャ合'66:

• 

■表示価格には消費税ば含まれておりません。［通］は生協通常価格．［メ］はメーカー希望9JI売価格の略号です。



訂
コープスタイル（中国産）
ホワイトアスバラガス
250g 218円

蕊 赤かぶ刻み洒170g 
［通］ 248円

箇

⑱
 

100円

コープスタイル国内産小麦粉

湖 165円 138円

日沼こんぶときつねうどん277g 
［通］228円 198円

蕊

oo 

． ·—-コープスタイル粒より苺ジャム200g 
［通］ 258円 248円

田中食品鮭わかめこはん

誓1.160円 880円

．
 

随

翌

播州錦佳撰

富鳴レ9円 698円

プルポンターツクッキー （缶入）
60枚入

［通］ 438円 298円

笈

⑱
 

oo 圏

コーフスタイルカットわかめ50g ［通］288円

258円

バドワイザー350mlX24缶入
［通） 4,752円 3,980円

不二家ホームバイ徳用（増直）
58枚＋12枚入

［通］ 438円 298円

協同摘入用ドーナツ詰合せ
12コ入

298円

四

l コープセフターE

品kg年 380円

図

⑲
 

ナビスコチップスター55gx4箱入

［通］ 432円 350円
⑩
 

ぽんちほんち揚33gX 10袋入
頃］ 450円 380円
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ロリエセフティロング36コ入X2袋組

［通］ 1,660円 1,280円
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霞
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一甜刃襲雪雪
ジャンポロールソフトS
18Qmx6ロール 598円

翌
言
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涸
益
塁
喜
言

i:―
1
9
7

コープスタイル
コープティシュー400枚(200組）x5コ組

［通］640円 398円

⑬ 
～’ここ．-! ... !.... ! 

コープスタイル
弱酸性食器洗い（替）500mlX6コ入
［通］ 930円 880円

且l

リジョ
リンスインジ、ヤシ.::J=600ml
頃）990円 798円

和
．い。-
四四

こ< `“・ ,., 

_._,,.. ・・-・ 
コープスタイル水切り専用袋

喘岱謡湘 450円

⑯
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ご注文は、数量のみご記入ください。

TEL 

（遷絡先TEL)

コープラップレギュラー

醤mlう言 128円

・表示filli格には消賣税は含まれておりま切v.じ釦は生協通常filli格、［メ］はメーカー希望小売filli格の略号です．



1:
:`
9
「奮且喜「さー
C
」

璽 5_§_ 

週 間 商 品 情 報 紙•. , 組合貝のみなさまへ

地域のみなさまのこ被災に対しまして重ねてお見舞申し上げるとともに
1日も早い復旧をお祈り致します。
| 2月のグループ連絡会は中止させていただきます。
2)1に予定しておりましたグループ連絡会は各父通機ll!Iの氾乱3高 Jrti'iを考慮し中止させていただきます
29lのグループ述絡会でお渡しするr定でした rグルーフBl}191.,.8遠元金」t9,I年8Ĵl~11月分1について、すでに
,iHIを済ませていましたが本部コンヒューターさが紺出を受けたため作業が人幅に遅れています
IIIし，沢ございませんが．次M6月のグルーフ連絡会でお渡しさせていただきますまた04年12Jl以綿のグルー
フ利）1!甜還元金の取り扱いについては辺ってお知 らせさせていただきます

コーブこうペ

■注文書回収日

2月21日（火）→25日（土）
■商品配達日

2月28日侠）→3月4日（土）

・----m ' 6] ー•-·~
ロ；

口 b

旧零1箱(1kg、5~8コ入） 680円

囮累苺ゃこ産
1袋(1.5kg)

338円

． 
円

⑰；勺雰凡を‘（中玉）
1袋6コ入

M吋絹

[8]野閉鴫
580円

295円

⑲塁需、直
68gx2 288円

冷凍-
アメリカ

牛肉サーロインステーキ
1バック(150gx3枚入）

頃］1,791円 1,000円

生すわいがに（オピリガ副
650g 1,580円

n]--lr'' --= 
•:1i朴•
--

1尾(lOSg)-650円

コ

893円圧湛ふ。凸 2,645円
．消賣税は畠まnて四涅ま切叫過］は生協過常価格、（メ］はメ一カー希望1J1売儡格の略可〇~．

塗
カナディアン
スモーク・サーモン
5QgX2パック 580円

⑲ Fヽ •→←

-戸4.，可l

色-っ，075円

印彎溢迄—躙
、30酎

5九匹却］豆笞鵬—ル
馬路汲

四--4iii底瓢瓢亭）

羞 三靡函 388円
認謳溢

450g GIJ213円

298円

340円

298円

380円

198円

．
 



蕊蘊誓裔mしょうゆうすくち
1リットル 158円

蕊l誓『し太郎lパック(4人前）［通］378円

5
-

498円

蕊ぅけ穴＆バラエティーミニバック
園］215円 148円

⑳l開／プヌードル76g頃］135円

198円

⑱裟i油漬ライトフレ→1缶総185g［通］198円

． 

翌
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罰 冥シム150g Gm]l,088円

割 翌センガム詰合せ50コ

図忍望澁謳
98叫 王王五聟蕊． 3,

⑱猛：：dぁ水
698』- 2リットルX6本

⑫塁ぷっこ

2, 

円
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8
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⑭
 

298叫
翫謳rーしの素（粉末） 窃益踪寸のり

400g頃］668円 598円 畠翡閤器入50束

阻 ］嵐詰の中華そば好きやねんしょうゆ
98叫 蔀謳99gX5) 258円

蕊 翠ヵ釦ケ水煮1缶 紀210g［通］348円

随l如伝揺蒜蓄黒
O叫 祖皿躙蕊

随l汎冨翌芹オレンジ
1,188酎 1リットルX6本

随l記塁款りむ匹バック

0叫
500g(50袋入）

直J398円 298円

如認占這フルーツミックス

888叫 醤翡為周 2,480円

コープスタイル

スクールソックス4足組
398円 女子用：2四 5cm

知虚雰レ麟袋器亙も芦盃
l袋(250g)298円翌元雰誕ら釜 各880円

’―----------------------------- • ----------------------------------キリ トリ線

： 固 司商品注文書（お届け伝票・精求書）
：おなまえ おところ

1 組合員番号 ニエプ亡「「］ 区域番号No. -

;軍:̀ I喜］ロ・[1 13 匡斬潟県麿コシヒカリ~g 13~LJ35 ジョニーウォーカー黒

し 口＝軍字：口:叫Z < I 且 笠 本みりん ＿ ~n36 匹＿沈茶入りむぎ茶バック 、 2981'!I I sal§;スク心が往員衝訂軒胃• 780円 だ
卓広寸l!子艮 .:.7~ さ

730F! し‘
↓ 
1, 1731'! 

ーツ5.9 コ19・年 1 9 S9 9、かだま厚卵30コ誌

まごを二こ
． 

小計 匹町
税 合計

如-声盆回はコーポポト、□91テ如戸ィド虚号a「― ・・←- e： 誌協同藉合コースこうべ

コ＿プスタイル

スクールソックス4足組
男子用：

甜m7cm蕊?~29,rfi
素材：綿・アクリル・ナイロン・ポリウレタン
カラー・ホワイト つま先、かかと補強
頃］96o円各780円

ご注文は数量のみご記入ください。

TEL 

（遍絡先TEL)

ッション痘ィ
500ml [JAJ880P3 

780円

コープラップミニ
22cmX50m園 360円

250円
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芦滋遍＼9月
奎

..ヽヽヽヽヽヽ ．ヽ ．．．．．．．．． ． ． 
"”‘’“‘‘“ コマブスタA'ル、

" ＂”‘‘‘‘...‘‘‘”"コ；；オわ存ン
””””•…ぷ：・・・飯翌・・

1遇]245円

220l'l拉器岳認。t茄埠［過]5901'13681'1 

図 ＝ ⇔ =雪詈紬且謡f

ダイジェスト 包四四豆

孔官重

松竹梅徳用
約860本入
［過Jl.B40Pl

1,480Pl 

舌 認

閲宅・白元
I 

ミセスロイド
aダンス月t,8JB90F 
598円

コーフスタイル
コーブ
バラゾール
ノンカット
1kg 
園 88叩

698円

蕊-系謎 プラウン系紐迫

M1--'-四 T
コ＿プスタイル 閉実％俎•

量儡〇羹：~三l6;
98円 面盆品 680円
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日
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1
11日
土

累泊
-、

羞戸

洗していない新鮮な卵を
グル

⑱l 

海粉末や楢物油（アマニ油）を加えた飼料で育てた
鶏の5閾癌片たまこ本来のうまみがたつぶり。． 

． 
トしたときのサクッとした歯ごたえとし北りした

ろやかな口当たりを大切にしました• 貪品工量目己這品n]蕊西壺笠字
噌戸ブレッド
19(6校切l[il)163円

亨ゞ元年旧

コーブスタイル
こしひかりプレンド
5kg !i1J2.645円

2,595円

ホルスタイン●〇牛）を日に生まnた
コクがおつてのよい疇鴫の干で言．

爆で育った
,¥ためものに。

図忠零デ
11;1(6コ入）

直]147円138円

邸駆こつEaX芳P日
コーフスタイル

兵庫米 ・5U 頃）2.470円

2,420円

． 十勝清水牛肉かたうすぎり
1バック(300il

.̀2年 980円
再生ミルクカートンを配合し、紙誓を省きました。
ケースでお届けします．

霞言冨I. .. -l ,•-?ょ..．

疇

想虞400で室内や曇りがちの
日にもくつきり鱗やか。オート
フォーカスカメラでもピッタリ。
バッケージには古紙100％の
再生紐を使用しています。

「―

｀ ーヒコ＿フスタイル
新潟県産コシヒカリ
5kgじ］3,075円

3,025円

コーフスタイル
コアノンロール130
ソフトシングル
(1釦 X60-Jレ）X4QIII
（遇］1.92叩

1,580円
・証蒻臼口溝●認口mnて芍澤叫心止聟謳釦m ．［メI..,.→9....Ifd-中m.

コーブ
カラーフィルム400
24牧盪りX2コ組

458円
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＇アミリーサイズ
入 (ii1)348円I・; 
298円 げヽふぞ、三・:3ちO円

⑫ 屯
•a占•• `コーフスタイル

北海道
3.6牛乳
1,000叫
直］21晒

199円
I 

蒻
コーフスタイル
低脂肪1.5
ロ—ファ叶
ミルク
l,OOOnf 

178円



’ くらU)百科ロー〉
．こ注文は裏面の注文書もしくは、お電話にて承ります。

■商品配達日について
ぉ/1111プは商品によって翼なります。

群しくは担当醤までおたすねください。

薩品は十分用意いたしておりますが万一

品切れの場合は憑しからすこ了承ください。

■価格有効期限：3月末日

胃理用品から景電品まで多覇品備えしていま忠
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くらしの品々を集めて、コープがお届けしま忠
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主；彎二喜［
お問い合わせ、こ注文は訪問協同隕入センターへ

協問鵬入センター

北神 (078)952-0811 I Ill西(0727)94-0453宝畢 (0797)72-0701 
伊丹 (0727)72-0634 尼嶋 (06)421-4391 丹濃 (0795)94-3682 
西富 (0798)74・2611 西宮北 (0798)54-0101 犀爾 (078)822-6789 
六甲 (078)822-6262 三＊ （0794)85-0090 鱈●台 (078)591・1061
須● (078)732-5881 量 水 (078)921-0580 睛 石 (078)921-0570 
加iS川 (0794)26-2424饂躇 (0792)64-5230 耀扇酉 (0792)76-5600 
但欝 (0796)62•8515 1 淡踏 (0799)46•O080
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広告の品取り扱い店舗

■コープめ ふ
苦楽園
武庫川
深江
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（店鶴の修復状況により、営禦時間が異なりまTo
生鮮食料品など一邸の商品の取り扱いができていない店がありまT.ご了承ください。）

■コープテイズ
芦屋l西宮

(JR芦塵駅北） （JR西ノ宮駅南）

地階で食品と一部日用品、

衣料品で営業しています。
地階で食品と一部日用品、

衣料品で営業していま1'o

ヽ▼^ 
袋リポ手

円
厚
158回

ク一
入

ラ

枚

ク

10

■シーア
(JR住吉ターミナルピル内）

1階で食品と一部日用品、

衣料品で営業していま"9o

店頭や駐車場など店舗の
一郁で習業を観けています。

(2/2現在）

1

8

 

-、砂';3
 

＿芦

•白水の水
12田100円←

（下記店舗は広告の品は実施しておりません）

■コーブ

f― 川甲 南
面 川御影北
北口六甲
甲子園口北摩 耶
浜芦屋須 磨
渦森台

店●の修置状況により、営纂詩閏が異なります。
（生鮮貪料品など一郎の醒品の取り扱いができていない店がありま1".
こ了承くださしし ） 

50円 1

缶¥認ヤ9- | •訊ジ品沿望コマカダミア •磁翠2（益合 •チャームナップミニ
78円 298」248」102コ蕊8円

-●●999,I ---------.,＿プ1:t組全□mぉ店です牛に1己-•1,n 1”、 I-.-.干IIm，，～＊＇ ヽ

上記店鶴の2月定休日

2116（木）
■コープ霙子は

営業しておりません



00 
名事業所の
営業状況
(2月2日現在）

装いのコープ
営纂しておりま宴大切な着物、毛皮宝飾品
のクリーニング、i先い張り、しみ抜き、修理
などのこ要望がこざいましたらお気軽に
こ相談ください。
●お問い合わせは下記フ1}-ダイヤルまで
尼繭 0120-400129
西宮 0120-400145
灘 0120-400146
垂水 0120-400174
加古JII 0120-400175 

サービスセンター
（家電品の修理）

営 業 し て お り ま す。
家電品の修理はお近くのサーピス
センターにこ連絡ください。
東部（西宮市） 0798-48-6831 
中部（東灘区） 078-412-2051 
西部（明石市） 078-913-6490 
婚（婚路市） 0792-53-2561 

協同購入センター
システムを変更して、
営禦しております。

コンピューターによる「めーむ」の

受注システムが損傷したため、取り扱い

商品が限定された形となります。

l 111コープカタログセンター I
営業しております。

※ただしコンピューター損傷のため、

お支払い方法は代金引き替えのみで

お願いいたします。

●お問い合わせは
フ1)-ダイヤル

0120-200088へ

I 住まいのコープ | 
営業しております。

住まいの補修・改修のこ相談承りま式

●お問い合わせは下記フ1J-ダイヤルまで
東部 0120-415271
中部 0120-415272 
西部 0120-415273 

| アニバ I 
卒業式用袴など貸衣装については
こ予約通りこ利用いただけます。
営業時間は当分の間午前10時から
午後3時までとさせていただきます。
尚、電話でのお問い合わせは5時まで
承ります。（定休日：水曜日）

電話詈号が078-411-5769に
変更となりました。

Iコープ共済センター-

コーフミニ
全 店 営 業しております。

ただし店舗により営業時間が変更に
なる場合があります。

年中無休
（ただし正月3日間は休み）

コーフこうべへのお問い合わせは

コーブベル醤i0120-443100まで

|CO-OPステ＿ション I||［クレリ案内センター

硲
深
午
曲
i
l
8

,f,1205 

ステーショスまは3月号(2/10発行）に
ついては休刊させていただきました。

●お問い合わせは
ダイヤル HOTLINE 

078-842-3636 
（電話番号が変わりました）

●お問い合わせ先

078-413-2121 
(24時間受付）

CO・OP共済こ加入の組合員様に、速やかに共済金
とお見冥金のお虹ムいに向けて、全力を尽くして
おります。 CO·OP共済〈たすけあい〉、CO·O~命
共済〈あいあい〉、またはCO・OP火災共済にこ加入
で給付申請をされる組合員の皆様は、下記へこ連絡
くださいますようお願いいたします。共済掛金に
ついてのお問い合わせも承っています。
●お問い合わせ先 078-842-2961 
またはフリーダイヤル 0120-497000 
（受付時間 午前9時～午後6時）

生活協同組合コープこうペ
日本生活協同組合連合会

••••••••••••••••••• ． 
~1995年麿

． ． ． 
•地コープ蜃員の舅簗について.．．  
● ●コーブ委員とはその地域の組合員 ・・の声を間き生協の運営に生かしたり ・． ． 組合員の活動を広げたりします。 ● 
• •組合員とその家族ならだれでも

． ． 
●● 立候補できます。 ● ． ．  
•・立候襴、措薦、畳付期閻 ● 
• 1 2月25日出まで受付け中。 • ． ・※一部地域により2月20日旧）～ ． 
• 3月16日（木）となりま'To ． 
•・店舗サービスコーナーにて曼付けて • 

． 
● いま'To • ．．  
••••••••••••••••••• 
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広告商品こ奉仕日

2111 （土）•12（日）

生協組合員のみなさまへ
このたびの阪神大震災により、被災され乱た地破のみなさまに対しま

して、心からお見舞いを191し上げるとともに、一日も早い復lUをお祈りいたし

まT•当生協におさましても多大な損害を受け、組介Uのみなさまに大変
ご迷惑をおかけLましたことを深〈お詫び申し上げまT.現在、,,,業の復興
に向け全力で取り組んでおります。

柑合目のみなさiには、大変こ‘不便をおかけいたしますが、なにとぞ：：

罪解のうえ、ご支援いただきますようお願いl「Iしあげま't.

生活協同組合コープこうべ 組合長 木村正人

広告の品取り扱い店舗〉
●コープ 下記店●の2月定休日 2月168(;f;)
山 本試朧之荘1浜甲団地からと欝I量罰台北須●1覇 霧賣加古Jll
宝 塚塚 口甲陽園膏 野サンパル横 尾量水軍1:吉
中山台園 田甲 軍● 鈴● 台賽 青 谷桃山台斬多聞冨 砂

？ね百癸塁1店＇悶翡翡腐悶が出＆翡盟
伊 丹香櫨●穴皐？イランド桜が丘白川台福 田大薦谷
こ や翠子1口胃鶴 甲三木縁が丘墨 田壇 ●急 住
野 閏浜甲子■I岡本志染名谷神贖台1稲養l

※コープ冥子は営●しておりません。

●コープデイズ 下記店●の2月定休日 2月218図
神戸西•神戸北町•西神南

纏の修複状況により、 道路・情により商品の入荷がなく、品指えができない場合は繰り上げて

纂時闊が異なります
閉店する湯合があります。生鮮食料品など一部の商品の回り扱いができ
ていない店がありま"§'，

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・... ・.................................................. 

-

阪神大震災績災者 l阪神大震災敦援活動
漕橿募金」を曼付けていまTolポランティア募集
組合員のみなさまからお寄せいただい；「愛と協同」の理念のもとにコーブこうべ

た募金はコープこうぺとしてまとめて、：ではボランティアに参加してくださる方

被災者の救援に役立てま"go j手悶字悶醤溢芯::

I 醤ぶ百謳ア支援窓口 1
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Lサイズ4コ 1品寄霜‘篇調理用）

2’゚円 150g入29、
（愛媛県西宇和農協八協から）

•伊予柑

因日外装衣料品・バジャマ類

蒻りつくb
通常、衣料取り扱い店のみのこ妻仕です。ただし、被災により取り扱いのできない店舗がありま~0
こ了承ください。詳しくは店舗にてお問い合わせください。

ニ日価格、回はメーカー希望小売価格の略です。

e -----------------------●,、1 .9,．．古鼠を心叫応た庄紙を如してい” ． コープは組合員のお店で~.生協にこ加入の上、こ利用ください。



生協組合員のみなさまへ ~·'"'裕・「' : n胃,,'含99Cわり．…でん------------------------
,., 2'11(±)•12(8)属り呪翻：品

■取り扱い店舗は表面店名をこ確認ください。
•こ竪仕品は多数品揃えしておりますが、万ー、品切れの節はこ容赦ください。

1995年匿
地域コープ委員の募●について

・コープ委員とはその地蠅の組合員の声・立鰈襴擁●、受付期閾
を闊き生協の運営に生かしたり組合員 2月258出まで受付け屯
の活動を広げたりは””. ※一瓢地域により2月208(1!)-

・組合員とその家族ならだれでも立鱗襦 3月168困となりま式
幽ます． ．躙サ士スコ→ョこて蜘穴しぼ"'.

編

｀ 
叫ヽ，
 

ン卜

[3
 

16
円

X
9
2
 

プ
一E
7

コ70
叩．
 ヽ，

 
九、

円
ソ品

年
盛
5

，
 

．
 ，

 

乳一0一
〗

晨['，
 

浪花ン
m

メ
ゅ

函

各

ラ
↑

プ
49

品麿

塩

沿

UF円
i
g

清

清

138
が
父

日

日
国

寿
偽

．．． 

各事業所の営業状況
(2月28硯在）
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•ちくわ
4本 95 

クラーク

•厚手ポリ袋
10枚入回158円

49 
況

',1207

花王

•マジックリン

配平日価格必］はメーカー希望小売価格の略です

- -5畑囲260円t‘‘| 399仕三玉西込四盛

------------------------比，．，e・,＂ 古訊を叩ぬ卜伎つ叫年証していまワ・ コープは組合員のお店です。生協にこ加入の上、こ利用ください。
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•チャ—ムナップミニ
102コ@iil760円

騒協同購入センター
システムを変更して、営婁しております。コンピューターに
よる「め一む」の受注システムが損傷したため、取り扱い頑品が
限定された形となります．

■コーブミニ
全店言●しております。ただし店蹟により営纂時間が変更にな
る場合があります．年中需体 （ただし正月3日間は休み）

ー・肇いのコーブ
営叢しておりまも大切な着物、毛皮、宝飾品のクリーニング、
洗い張り、しみ抜き修理などのこ妻望がこざいましたらお気軽
にこ相駁ください。
●お問い合わせは下9tフリーダイヤ）しまで
尼崎 0120-400129 西宮 0120-400145 
翼 0120-400146 里水 0120-400174
加古川 0120-400175 

に住まいのコーブ
営纂しております。住まいの補修・改修のこ相際承ります
●お問い合わせは下記フリーダイヤルまで •• 賽 0120-415271 中部 0120-415272 
碑 0120-415273

■サービスセンター（蒙電品の修理）
営農しております。家電品の修遅はお近くのサーピスセンターに
こ遷絡ください．
輝（酉面）0798-48-6831 噸 （賣諏）078-412-2051
醒（明石市）078-913-6490 饂 暉 市）0792-53-2561

・コーブカタログセンター
営纂しております．
·;•ただしコンピューター損傷のため、お支払い方法は代金引き
彗えのみでお圃いいたします。
お悶い合わせは フリーダイヤル 0120-200088へ

IICO-OPステーション
ステーション誌は3月号(2/10発行）については休刊させて
いただきました。
●お問い合わせは ダイヤルHOTLINE078-842-3636 

（電話番号がかわりました）

●アニバ
卒纂式用袴など貸衣姦についてはこ予約通りこ利用いただけ
ます。
宮纂時間は当分の閏午前10時から午復3峙までとさせて
だきます。尚、電区でのお問い合わせは5峙まで承ります．
（定休日：水曜日） • 電括酋号が078-411-5769に変更となりました。

■クレリ藁内センター
●お闊い合わせ先 078-413-2121 (2磁 llll受付）

■コーブ共濱センター
CO・O呵こ旧入(/)Ill合員様lふ遠やかに共済金とお見貫金のお
支払いに向けて、全力を尽くしております。CO・OP共済〈たすけあい〉、
CO・OI注命共済〈あいあい〉、 またはCO・OP火災共演にこ加入で給
付申請をさnる組合JI(/)后様は下記へこ遭絡くださいますようお願
いいたします。共濱団金についてのお1JII,ヽ合わせも承っています．
●お閑い合わせ先
078•842•2961またはフリーダイヤル 0120-497000
（受閏午前璃ィ廿羞6吋）

生活協同組合コーフこうペ
日本生活協同組合遷合会
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長．，ヽ•,.,., . n●9四Itrわりt此------------------------eo 生協絹合員のみなさまへ
このたび阪神大震災により被災されました地域

のみなさまに対しまして、心からお見舞を申し上

げますとともに、一日も早い復1口をお祈りいたし

ます。

広告商品こ奉仕日 2117（金）一19（日） ］望暑墨王

く広告の品取り扱い店舗＞
■コープ ■コープデイズ

● 武庫 JII 芦屋
も0798(49)6503 (JR芦屋駅北）

2月は休ます ff0797(31)2222 
営業します。 地楷で食品と一部日用品、

衣料品で営業しています。

2月定休日
2月22日（水）

■シーア西宮
(JR住吉ターミナルビル内） （JR西ノ宮駅南）
ff078 (811) 0001 ff0798 (26) 5660 
1階で食品と一部日用品、 地階で食品と一部日用品、
衣料品で営業しています。 衣料品で営業しています。

2月定休日 2月定休日
2月21日（火） 2月21日（火）

※店鴎へのお竃話は、壽彎をお11かめの上おb¥7くださいますようお●いします。

下記店舗は広音の品は実施しておりませんが

店頭や駐車塀など仮設売場で

営業を縞けています。

■コープ 2月は休ま＂富●します

仁 川甲子園口北御影北摩 耶

夙川渦森台六 甲 須 磨

北口甲南

”ヽ
 

09

各

6
9
4
9
2
3
 

2
2
2
3
ん

ん
ん
交

ど
ど
鍋

う
う
みT

向

鍋
鍋
込

ゃ
天
ね

び
つ

きが胄
え
き
力
g
-

．．． 

お湯をそそぐだけで簡嵐おみそ汁

旭松

•生みそすい
（合わせ・赤だし•白みそ）
4人前閉158円

各'‘’電子レンジであたためるだけ

さとう

•こはん（銀シャリ）
200g密148円 IOO円

花王

•ファミリー
フレッシュ
600叫
囲198円,2、

詈守款翌299円

ロッテ

•ミルクチョコレート
300g密43肥1
プルポン
•エリーゼファミリーサイズ
62本入 l!l348Pl
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宮名レノト各'’‘

•ゆきひら鍋
18叩
密398円

”‘ 
•コープ舞子は営業しておりません

圏t平日価格逗 はメー了-望小売価格の略号で安------------------------.35、:..,..年を-立った＂生畢-していま". コープは組合員のお店で式生協にこ加入の上、こ利用ください。

る
髯

フリーザーから電子レンジ玄で

•サランラッブレギュラー
30anX20m、
ポリ塩化ピニリデン
密188円

•クリネックス
ティシュー
400枚(200組）X5コ
閉790円



名事業所の
営業状況
(2月11日硯在）

「―装いのコープ
営婁しておりまl"0大切な潜物、毛皮、宝飾品
のクリーニング、洗い張り．しみ抜き、修理
などのこ要望がこざいましたらお気軽に
こ相談ください。
●お問い合わせは下記フ1J-ダイヤルまで
尼崎 0120-400129
西宮 0120-400145
灘 0120-400146
垂水 0120-400174
加古川 0120-400175 

] I I I 住まいのコーフ
営業しております。
住まいの補修・改修のこ相談承りま式

●お問い合わせは下記フ1}-ダイヤルまで
東部 0120-415271 
中部 0120-415272 
西部 0120-415273 

' -

l¥ i [ サービスセンター
（家電品の修理）

営業しております。
家電品の修理はお近くのサービス
センターにこ連絡ください。

:：｛醤雷器閉は認盟｝
霊醤悶霜翡娑踪

協同購入センター アニバ
「めーむダイジェスト版」によるこ注文の

承りを開始し、従来どおりのサイクルでの

注文書配布・回収・配達に戻っています。

当面掲載点数は約50~70点と、生活

基礎商品に限られたお届けになってい

ますが、3月からは従来の協同購入シス

テムがこ利用いただけるよう準備をす
すめております。

||I~プカタログセンター 1111
営業しております。
※ただしお支払い方法は代金引き替え

のみでお願いいたします。

●こ注文の受付けは
フリーダイヤル

0120-200088 
●お問い合わせは

078-795-9000 

卒業式用袴など貸衣装については
こ予約通りこ利用いただけます。
営業時間は当分の間午前10時から
午後3時までとさせていただきます。
尚、電話でのお問い合わせは5時まで
承ります。（定休日：水曜日）

電話番号が078-411-5769に
変更となりました。

コープミニ

涵
決
＃
罰
一
8

旦
雷
翌
厄
＞
一20
9

全店営業しております。
ただし店舗により営業時間が変更に
なる場合があります。

年中無休
（ただし正月3日間は休み）

|CO-OPステ＿ション I
ステーション誌は3月号(2/10号）は
休刊させていただきました。
4月号(3/10号）については発行します。

●お問い合わせは
ダイヤル HOTLINE 
078-842-3636 
（電話番号が変わりました）

I クレリ案内センター | 
クレリのお葬儀こ相談(24時間受付）
仏選・墓石のこ相談（午前9時～午後7時）

●お問い合わせ先

078-413-2121へ

コーフこうべへのお問い合わせは

コーブベル~0120-443100まで

]||fコープ共済センター、
CO•OP共済の掛金振り替えについて
2~4月分の掛金につきましては4月5日に申し受け
ますのでご了承いただきますようお願いします。
なお掛金未振替期間(2、3月分）の保障は継続され
ていますのでこ安心ください。

●お問い合わせは下記フリーダイヤルまで
0120-529431 0120-497000 

生活協同組合コーブこうペ
日本生活協同組合連合会

••••••••••••••••••• ． 
~1995年麿

． ． ． 
•地域コープ委員の募集につい

． ．ヽ
● ●コーブ委員とはその地域の組合員 ・
● の声を聞き生協の運営に生かしたり ・・組合員の活動を広げたりします。 • ． 
・ •組合員とその家族ならだれでも

． ． 
● 立候補できます。 ● ． ．  
• •立傾補、推薦、受付期間 ・
• I 2月25日（土）まで受付け中。 ● ． ・※一部地域により2月20日（月）～ ・
• 3月16日（木）となります。

． ． 
• •店鶴サービスコーナーにて受付けて • 
● います。 • ．．  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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eo 
広告商品こ奉仕日

生協絹合員のみなさまへ
このたび阪神大虚災により被災されました地域のみな

さまに対しまして、心からお見舞を申し上げますとともに、

-LJも早い復Inをお祈りいたします。

2/17（金）一19（日） 言饂四？ご

く広告の品取り扱い店舗＞． 
■コープ

山 本うねの塚 口甲子園口南苦楽園岡 本
ff0797 (88) 7733 ff0727 (94) 5501 ff06 (421) 1503 ff0/98(67) 6カ1 ff0798(73)4593 ff0/8(◄11 ) 1651 

宝塚伊 丹園 田浜甲子園甲子園中鶴 甲
ff0/97(71)6881 t!0/27(72)0631 ff06(491)0281- ff0798(◄/)2761 ff0/98(46) I珈 ff078(821)1151

め ふこ や立 花浜甲団地打出浜サンバル
ff0/97 (84) 1131 ff0/27 (83) 2501 ff06 (427) 6000 ff0798(47) 4529 ff0797 (22) 3882 ff078 (231) 3801 

中山台 野― 問大 庄甲陽園穴日アイランド青 谷
ff0797(89)2n8 ff0/27(79)1321 ff06(419)6041 ff0/98(73)5カ5 n0/8(857) 1870 n078(241)054J 

安 倉武庫之荘香櫨園甲東園深 江山 手
t!0797(8/)1500 ff⑯ (436)0001 ff0/98(34)1088 ff0/98(52)7501 ff0/8(441)0731 含078(241)3066

~2月は休ます営纂いたします 宝裟零芋9:.t字 ．めの上、

● •コープ霙子は営業しておりません

（中国産）

•生しいたけ
1バック

一、-
:-9
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阪神大震災救援活動 叩叩輝って

ポランティア募集
飲UA疇も

妥JIJてい詈石

「愛と協同」の理念のもとにコーブこうべでは、
ポランティアに参加してくださる方を募集しています。

また、ポランティアで手伝って欲しい事（家の荷物を
出したい等）も同時募簗しています。

●お問い合わせ、応募は下記の窓口まで

お電話でお願いします。
コーブこうベポランティア支撞窓口

フリーダイヤル0120-44-5700

阪神大震災被災者

「救援募金」を
受付けています。

組合員のみなさまからお寄せいただ
いた募金はコープこうべとしてまとめ
て被災者の救援に役立てます。

1店鶴サービえコーナー1戸／
紐 I9ています。

四外装衣料品・バジャマ類

売りつくし市 ;fi=•~11:1,
四四．出ー●ジャケット●コート € ●シャノハー●コート ●ジャノハー●コート
●トレーナー●スカート●バンツ ●トレーナー●カジュアルシャツ ●トレーナー

※通常、衣料取り扱い店のみのこ奉仕です。ただし、被災により取り扱いのできない

店舗があります。こ了承ください。詳しくは、店舗にてお問い合わせください。

呵lな平日価格昼］はメーカー希望小売価格の略号で90 ― ---------------------------●、., •· ... i511l匹-使った阿立を証していま9・ コープは組合員のお店で90生協にこ加入の上、こ利用ください。
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雪，袋'‘
．雰虐温霜‘ら）'

翡 490 •翌芍認うすぎり
守養殖）鍋用 gg$ g220 背身

i
 

（ロシア産）

•生たらばがに
500g入 ・

1,780円

〇お待たせし就危しました
墨い閾こ起謳をおかけ

ており蒙したがコ—ブの
甲アイランド貪畠工蠣
生●をやっと1111鵬させ
ことができました。
全lli肩開までにはもうしばら
かかりますが生屋可舵な醒品1
翠 店9遭 l沢まいり農T.
今績ともおいしくて安全な嚢品
の生塵になお一層努力してまい
り攣すので．ょ引メお●いいたし
ます

”ヽ
 

竺

各

ど

ど

み

Og

r
i

つ

う

込

23

鍋

鍋

煮

ん

翌

ね

一

ど

訥

が
ひ
69
つ
49レ
う
18

寿
え
22
き
23
カ
鍋

密

．．． A
R
 

屈
ぽ

各

て
ん

う
て

?
A9
、

必

ぞ

朽

ぽ

く
r
」
か．．
 •ゆきひら鍋

18叩密398円

”‘ 川卜かDI：問外91
（津軽平賀農協）

•サンふじりんこ
1袋

”‘ 
（カナダ・フレーザーリパーから）

•塩紅さけ（中塩）
100gにつき

198円

（アメリカ産）

•牛肉サーロインステーキ用
密1009につき 398円

3枚入(SlOg) 1,280円

•国産豚肉背ロース
（うすぎり•トンカツ用）
100がこつき囲218円

各188円

•ロッテミルクチョコレート
300g密4381'1

•プルポンエリーゼファミリーサイズ
62本入密348円

各2981'1

•ミッカン味つけぼん酢
36四 密258円

198円

花王

•ファミリーフレッシュ
600叫 l'll198円

128円

埠
平
溢
一
8

況誓塁喜塁一2

し協同爾入セ~ l 疇 タログセンター 1 [____zニバ 二 亡ー 装いのコーブー］ 戸一君竺ンタ- -）

各事業所の 「め一Cタイジェスト販」によるこ注文の承りを 言禦しております。 ●`式用愕などA衣裏については
の●なこク相●ど'の麟rしてこくニお璽だンり望さグまがい気事^こいさ大員い切り，，.... ．ししみた絃ら.毛おe皮．気鑢．宝闘a麟に品

CO・OP共濱の111金璽り11えについて

鵬し．匹どおり切イクル如奴•屈• 汝ただしお支払い方法は代食引き輩え こ予”通りこ利用いただけます• 2-4月分の讚會につe零しては4月5Bに攣し鸞り蒙
●●闘Illは当分の闊午fl10峙から Tので7最いただe●Tよう昂•いし零T.

営業状況
回0・配遍に戻っています.!!1蒻．褐鑢点霰は約 のみでお願いいたします．

午●3闘までとさせていただe蒙Y. なお．譜金未璽II..2.3月刃力U•は1!織さn

迂匹と生活墓覆厖品に履らnたお編け ．こ注文の受付けは 鱗．電Jgでのお闘い合わせは5闘攣で
●おII!悶い嶋合わせは下記フ1}--11イヤルまで ていまTのでこ安心くだこい・

フリづイヤル 0120-400129 
になっていますが．3月からは窪来山泣員直い、 承ります• (Ii!休日：水竃日） 西葦 宮 0120400145 ●お閾い合ottは下記フリーダイでル置で

(2月11日覇 在 ） システムがこ利用いただけるよう準titをすす
0120-200088 

電が078-411-57691こ 0120-400146 0120-529431 0120497000 
●お問78い合-7わSせは 璽更となりました。 ● *0120-400174 

笠8寡‘生"渇岬畠合鴫コ嶋ー8プ遍こ合う舎べめておりまT. 0 95-9000 加古1110120叩 0175

サービスセンター l ［ コ ー ブ ミ ニ 1 四:.@テ＿声 「クレリ嘉内竺2牙ご］し 住塑墨酒＝ ブ 7 コープこうべへの

（家電品の修理） 全店営璽しております。
体4ス月テ刊彎ーさ(シtt3ョ/て10ンい誌彎たはXだこ3きつ月まい号して(2/たは．異10行碍し氾まT.

クUゆお剛厭渭嶽(2應讀劉寸） 営璽しております。

お問い合わせは営●しております。 ただU耳員により営婁時間が変更に “.'珈譴刊漏 ー＂＂峙） 住まいの補修・改鑢のこ相餃承りま予

蒙セ電ン品ターのに修こ環運は絡おく近だくのさいサー。ビス
なる場合があります．

コープベル臨年中無休 ●お悶い合わせは ●お閲い合わせ先
●お賣中問露鱒い合0わ12せ0-4は下1記5フ2サ7ク1イヤルまで賣冨(iiff) 0798-48•6831 ダイヤル HOTLINE 078-413-2121へ

疇償（胴a石皿市）） 078-412-2051 （ただし正月3日間は休み）
0（電7話8雷-8彎4が変2-わ3り6ま3し6た）

0120-415272 0120-443100四匹鬱 078-913約 90 西纏 0120-415273
鱚賂0"町Ii) 0792-63-2661 

••••••••••••••• ．．  
: 19~5年11 •E 
． •地域コーブ委員の・． 
•募集について ・． ．  
••コーブ委員とはその地域の組合員の●
・ 声を聞き生協の遍言f;:!紅)'L/tl.).． ． 組合員の活動を広げたりしま武

•組合員とその蒙族ならだれでも

立帳補できます．

•立鱗襴、1U1、畳付1111111
2月25日（土）

まで畳l9中。
※一麓鯰蠅1;:.より
2月20日（月）～

3月16日（＊）
となります。

●店●サービスコーナーl::t:
費付けています。

陀は、平日価格の略です。------------------------~5. (i• ··•心4知）住 Iし，．19説を費用し心エす コーブは組合aのお店で究生協にこ加入の上、こ利用ください。

．．．．．．．．．．．．． 
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このたび阪神・淡路大震災により被災さ

叫した地械のみなさまに対しまして、心力•

らお兄舞を19IL.kげますととも（こ、 •Hも ',!

い復1Hをお祈りいたしま1"o

（福岡県みい農協から）

•サニーレタス
澤 98円

（青森県津軽平賀農協から）

•サンふじりんこ

•国産豚肉もも

醤t?E97

00 
L
 

こ奉仕日

2/2墜）I 

産若どりむね肉

■開店時間：朝1嗚 ～夜晦
濠店鯛により閉店闘間が
胃Cが 合＂あり烹 T，

誕くのコープ
コープテイズ
シーアを
召帰ください
ただし下記の店舗
は広告の品は実施
しておりません

□コーブ
i::JII・夙II・
北口•浜芦屋・
渦年・御影北・
甲南・六甲 ・須磨

＊また、コーブミニ全店・コープ
東野・六甲台・北神量和台・
猪lI爾 ・けやさ塚 •月ヶ丘・
バークヒルズ・リピングセンター・
ホームセンターは広告の品は賽II!
しておりません

•ちくわ
3本入 団150円

心．．ぶ，••'.．．マ ヤマサ

•シーフードスマイル
10本入

100円---------------------".＂ベ li!そ使用して心＂・ コープは組合豆のお店で究生協にこ加入の上、こ利用ください。
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つばす（養殖）

•国餡エ函_J干_J --、I —~ 
i冊瑾

3’゚円“゚円

｀ "•·"" 
•カルピ文
55、0性
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3/1（水）・2（木）
お近くのコープ
コープテイズ
シーアを
こ利用ください
ただし下記の店饉は広告

寄？サ＇ておりませ
仁JII・即 II・
北口•浜芦歴・渦森台・
御影北・甲南・六甲・須阻

＊また、コープミ＝紐・コーフ
攣賓99 ・ブ甲臼•北樗畳印白・

這名II閏•"ゃ匹・月ヶ丘・
ハークヒルズ・リピンクセンター・
ホームセンクーは広色の品は寅鵬
しており拿口ん．

●コープ識子は宮稟しておりません

3/2（木）も

1木ます営業
＊ コ ー フ 這 層 量'"'

体 蒙せていただき蒙す

諜
深
士
聟
ー8

且
囲

f,1
2-3

生活文化講座を受講中のみなさまへ
霞災緻休闘になっている講座があり、こ迷惑をおかl:tl,ています。再関の時期は各敦室の

被災状況によって異なります。詳しくは各センターにお問い合わせください

■生活文化センター ■神戸北コープセンター
078-441・1698(8体） 5月蒙て体み 078-583-8140（日珈11)2月8日かう

■シーアカルチャープラザ ー記のlll甕そ櫨いて闘慎
078-811-0008 （火体11)5月まで休み ■神戸中コープセンター

■協同学苑
078-382 2770 18・祝休II)2月は休み

0794-85-5500（体重日なし） 2月は休み ■明石コーフセンター

■宝渾コーフセンター
078-914 2636 (8•巴体II) 2月6日から

0797-74-7160（木体鼈）一“のlllJll!を鯰いて闘講 ー駐の11寝を鰭いて闘鵡

■塚ロコープセンター
■コーブデイズ神戸西カルチャー教室

06-429-1510（木・祝休露）一腿の鱈襄を戴いて鱈隕
078-975-5140 （火•8・祝休） 2月6日から

■i!!i宮北ロコーフセンター ■姫誼コーブセンタ＿
ー記の鼠墨を尊いて闘慎

07筵 67-8444(B・祝体鱈）2月は休み 0792-22-2293 (8・沢体鑓）

会談相
バ
こ

二
礼

ア
婚

ー

―

―

―

石
中
亭
5

臼
）

畑

墓

付

工
ま
て
窃
n
賣

88

竺

の
受
咋
呼
｀
供
九
g
駅

Ill
ぃ
?
i
m
B
f
i
5遭
う

応
つ

に

5
811会3
翌

R
直
の

t
g
〗
茫

墓
置
の承

子

品
誓
9呻

0
7
m
i

越
事
れ
し
碩
忠
悶
i
g
m
乖“

咋
澁
翌
5

咋i
ら

さ
申

壊
の

輯
ェ

し

容

惰

閾

先

日

立
旧
昂）

市
復
ば

内

源

3

四

承

吼

協

て
＂

人冨

ii
エ

戸
急

神
庄
心

大
(
O

O
@
o

@

コープこうべへのお問い合わせやくらしの相談（健康、法律、｛主まいなど）は

臨 0120-443100までに三昂公"'

嗣胃
阪神・淡路
大震災への
募金を
受け付けています。

今年こ結1l1を予定されていて

この度の震災で式場が演災して

お困りの万々に、アニバでは

祖駁会を開催しています．

式場のこ紹介からお二人だけや

こ両1J1だけの挙式フラン• 組合日のみなさまから

また婚礼写賣だけをお撮りする

ブランなどを承っています．
お寄せいただいた募金は

アニバの電鱈が賣わり宣した コープこうぺの行なうポランティア宇 芦t

ポランティア活動支11のために召地区にポランテイアセンターを設置し攣した
こんなポランティア活●ができ蒙了こんなことがしてほしいという]11をおIllaくだと
＜例在宅訪闘、支置物lllli?il..奮活馳、氾嶋清撮など

（こ濃縫はお住いの地誡のセンターヘ） ●受付ば平8(月～土）です

センター名 1 対象蕊 I TEL I受付時閲

＂：ポランティ7tンターI111印・ヨ畢円

戸喜三二18;：：ミ10塁。。
]● 

誼

“ボ9ンテ97t99-1如ヰ
Jーフ、ランティ7這 い）伶0暑竃 アJ-9イ91し 01勾44•57001 9.00--l700 

醤望公'95 e ---------------------更ヽヽ ● 鴫.',か4か吐J,9鳴1“”'T," • コープは組合口のお店で9• 生協にこ加入の上、こ利用ください。
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広告商配曝仕日 3：以金）～5（日）

＇似9r-i甜、II.iiilIIif'やHI袢，＂ 咀忠宮雰翌
（広告の品取り扱い店〉ァ巧品宮宮苺索”

●コープ

うねの武庫之荘鈴●●和台大久保“”... 囀 l;.,.,..，誡 ＇ 贔 鴫 綱副鰤霜 l

中山台鈴麗台稟魚 住西明石
- .. m...”"‘"..,....•田9 “`｀"’’

• 邑",9ま9呼益昂，．貧烹態固＂
宝 塚桜が丘新多聞高 砂
.. ”’'＂・編 9 嘩 渾m1 ..,.，｀U編~ ●9̀"'“‘ 
園 田青 野西 神姫路田寺
...“'心鑢9"'＂“"＇‘' ”'”..199... 囀疇つ饉99
こ や北鈴II台神霞台姫路臼浜
.””n.. m .”"” .. ＂’算 99●9..,.,“A囀
立 花志染
°“"”... 0如 "’9...，

囮閉』需需讀
●コーブデイズ •コーブデイズ ●コープデイズ
神戸西神戸北町西神雨

●m8(97り””叩78(髯2)1900 1如 11l1輝 11l1l
0D78(四 1601

コープデイズは3/13月まで休ます営鑽しまt".
（口しコーフデイズ西神爾は3n匹体家せていただe".）

＇ 
r広奮の品は寅篇しており拿せんが．

営業は続けていま90匝甕'
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158PJ 転ヽ．吋•こで 1 ：苺蒼盆ア

各178円 ．，忠’・冶88円 ”am各198円

はろ

•さば缶駆蟻＂・パ，．` 

叫“'円

-- --、 一'
.-乳ヽ99鼠“'ご諏

・字元P!|:==Ip;.,;;~1,\＼＇し
空は油；38門 •為窃竺蕊 ·蓉帆螂

響の生活文化講座募集 コーカ祖済センターからの
m•た●瓢99...,0 ... “”“一●●m•“‘’
“北”'”'ml“'9 ...，mo..魯衷m.“軍如“°‘~

お知らせ
CO·OPII潤「た..99あい』．CO•OP隻編

.""'""'"ン•- ．檜戸エコーフU力— 只洟rllい墓いJ.CO•OPf火火昂濃Jにこ
匹心匹 9●鋼●I 07●-·匹 1●緬わ•J

•シーアカル9
扇入で．鱒”..IIさnる加下記攣でお●

””'uxno い叩•”....コ—プ心9-
いSOください•CO·OP汽漏逼け●●

1...… 。m噂四 9"'’a..., ＂‘えはコンピュークー識•によ02~4n
°”“”匹.1“'叫）・疇石コーフが99ー の3””'書心E8に攣し費19,... ので．こ

·宣•コーフセンクー 匹が4嗚,.・ぷ叩 T象ください．gお、IIり"11l1.,．(2-

●●0コーフe99-
.,.,•9ヽ •9匹 9“叩•コーブ，，，イズ戸動l”ヤー籟童 3郎）につeましても．匹I•IIIIさnて

......鴫09べ臼 ）剛碩 コーブ心クー
＂＂況匹 9“"鋼●） い置書ので．こ冒らない．

●〇●工コーフC-:,ク- 01拿,.....,,●R直 l ●鵬心9・•匹叩1mu.,..●9.“.,...., llil0120-497000 

コープこがへのお問い合わせやくらしの相駁(111膿．法律．住まいなど）は

に冨粒副9 臨 0120-443100まで

裟菜唸。晶目元気な生追ー

言讐9噌讐攣：し
苔言疇ビl戸宅．？．？？ ••l；一二1Ill器．OO
こ匹漏畠はサ93祖いた 。

フリ→ィャル
匹る内窪む墳介し攣T• I --0120-44310011,..,.,,.,,.. I t..... ,^””m（叫咄・正匹

•こ丸 1言琵9
~ 8&1 ffi'鼻―

豆 平B臼格の鯖です．----------------f e・ 鴫・・祖匹％叫知m立を（畑ばい”• コープは組合員のお店で~.生協lここ加瓦り上．こ利用ください。
加入f..では綸皿ワーヒスコーアー攣ておこしください

1資料編18店舗用新聞折込チラシ
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/(,tン麟麟クリームカラー

.,...,,.,.380" • ~ブースタンド(8)425 ＂゚．． 1,叩叩 '""' •西
• 四.. “..,4，•乃9．、円9＋G心8•5G’’ •IG 

• 澤"' " 980.. 338 .. 

"@・.鼠●.,..^●,...' コーフば組合員のお店です。生即ここ1JO入の上こ利用くたさい。..綸●は'l•9-ビスコーアー•mュ←mし

資料編18店舗用新聞折込チラ、ン1215
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生協組合員のみなさまへ------------------------
河
盤
速
禁
当
苓
秒
中
J
V

,., このたびの仙神・淡路大祝災によりt内

災さiばした地政のみなさまに対L士L

て、心・カ•らお兄日を1|IL l.！9士すととも

に、 IIも ','·l ヽ復Il lをお抑ll•t;L ます

ロ 告商品こ妻仕日 で 10（金）～12(8)I 

1-＇苓＇ 1也配；ill桑9浮印：I品9四 湿塩翌零名
（広告の品取り扱い店〉＊茫醤忠菜芯君累”

■コープ
山 本塚 口三木緑が丘桃山台神陵台
“”9..ml mI心 ‘l.., nomw庄 9...mm;l191 ...mm)151

め●吻 ふ園 田桜が丘福 田大久保
Ulllll 面 （芍llO鵡） 0011釦 221) 00""51”0 ,"919Un2201 

う ね の こ や有 野高丸稲 美
叩’”',.，＇”' 007279)I匹' .,.,.’"；亀191 "”8(,.,1鑢S9 ”om"”’’ 

中山台立 花北鈴蘭台魚 住神 吉
m”"＂”" “‘9●99瓢. "綱洲（お,. ""清：切、●1●l ... m 又 13139

安 倉 武庫之荘志 染大蔵谷東加古川
”"'119991” “‘‘蔦IOOOI 匹 加おl“' m和 991)1951 nomm•漏

宝 塚からと 鈴蘭星和台新多聞 高 砂
叩 99m...，吋n贄 m心 ..."”、I00I 訓 n頃 39000, ... m '”お9

野 問西鈴蘭台塩 屋西 神姫路田寺
ロ"”99/Il21 0071591'匹 I nom,s1．碑 口 71%I:l"’ "＂””1%“

大 庄鈴闇台東 朝 霧 垂水 東 姫路白浜
"“●19い 1...,.，591,911I mmm m ”°”'乃llか I no匹 1..4加

伊 丹
U01と7fnlOlll

・；•お竃区は昌号を讀認の上、おかけくださいます
ようお願いいたします。

くらしを元気づける100品目
す。ぜひこ利用ください。

追•100
(3月31日までのこ攀

-,'  

［仮設売場のため、広告の品は実施しておりませんが、

営業は読けています。
――
1

、

曇

‘,
I．．
 川●浜芦 屋 ●渦森台●御影北●甲 南

甲●須 磨 ●コーブ胃子は●●しておりません。

訓沿暉田社咽月m.＂

罰日1

I I ~:、;1 .~1号 一I •ローリーエースà - •国産牛肉もも赤身ブロック （製II躙否邦】曇11111協から） •ローリーフルーツ
咽 1こつき叩3年 ・伊予柑

半額(19釣） 炉 290円 杵丘ぷ＇プル 各99Fl-I f 

--

詈 ;し)`入れ”|？琴喜 1．閂竺閉o j包扇i じ：
1m  ’’゚1 各‘’』剛792円 399 I •匹豚まん

、．．ニ--
500円 円 円昔知し．雹，00円詈竺芯

平は、平曰価格の略です。------------------------翌 e .9̀ …^企 卜紗,,,..,,...~.,.,11` てい9 ， コープは組合只のお店で式生協にこ加入の上、こ利用ください 加入打紅;闘lll．ワーヒスコーナー立ておこしくたさい
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-

狂

覇

4

口永

•フィンガーチョコレート26"'
•チョコポールピーナツ1磁入
'iiコ4叩

•ガトーショコラ徳用Iに入

-.:,コ4記 !§E5001'l
-

疇

”
 

な順鵬
り

信
うぷ狂

{`’ 日の出
•新味料エレガント
●料 理 酒

宝円 各198円

呼9昇Iヽ'19』
•とつ焼きりあん・白92あん

.,!11コ珀

~ 100円 露P9-

油ダi
g
i
 ．

 

―――――――-＝ 

... 

-... 
―
 

円

、
組。
1
枚

9

で

2写

3

5

空

B

苔

芯守¢9::；翌吝芦孟i9しま

団!4•I•I昌IIIl_1
•大人用歯ぷつし

5本組 160円

14•t•9曇I‘"'
•クラフトテープE

5alX釦 ・138円

1"•1曇!119』
•粘着布プープE

So,X:?5,n 278円

1本あ／,,132円

14•1•1曇1“"
●子供用歯砂し 14•I•1曇I‘’"
5本岨180円 1•土、 トイレそうじ
1ふあたり記！ 198円

匝mot四％咄l

14•I:.I贔19‘’’
•キャノトフートフレーク

埒OO% 68円

•レンジバネル

?芯i298円

’‘ 
が一｝（-タオル

忠~X2ロー"118円

£’ 

..... ~.... :・・・ 
.. ·::;.·_·:．吝 ． ． ． ． ．．．•・ • ・ • . .,·•···· · --... •• ̀;． .... .ヽ.....

1噌•1•1贔1119!
•コープナプキノ・9•つう用 ●せつけんシャンプー

芦 13& |ご円 645円

埠
洪
訴
一
8

,f,12-7
 

旱霊翌f．催1£髯云叶翌霊＝ニニニ~Ii歌一手卜（；ここ°鴫)"..）ほか雪：ょユ謬謡
"匹 l0;()()-120011 I!:珊所：生活文化センター2隅ホール（賣漏区）

・住まいの祖談 第3木躍 13:00-16:0Q 

◆相駁料需料 ●予約舅です
♦車し込み、問い合わせ

..塁H脳l9
フリーダイヤル0120-443100

明石コ-1センタ
078•9M aョ

一貴災を暑に考える 3月15日（水）
B呪呪＇ ライフブラン 10:00-12:00 ー’引トl=＂岳'-
宝葛コーブセン9-
m97•74•716C 住まいのOIY

3月26日（日）1”.... -- --・-・--・・ 13:()(曰5'.00

参力堅9 無料

（申5込み）各コープセンタ—ヘ

歌閃団「わらび座」冑空公演

■II所 ： 棗須磨小学校 (12:00-)
閾取中学校 (14:00-) 
板宿小学校 (15:30-) 

■蓼聞胃：無料

■主饉： 生活協同組合コーブこうペ
■1111い合わせ ：組罐•広靖本部（組合Jll活動）

0794-87-3616ヘ
“●●鴫"•nたり．．．．．．．言●●●＂畠り蒙言 こ7..ください

コーブリピングセンター甲爾からのお知らせ
店●は富纂しており鸞せんが配遣品，鑢環Iii
などに闘するお問い合わせ(a

コーフリピングセンター甲南仮誼・務所攣で

， 電ll!078-412-2001 
闘闘A.M11900~PM5:00(＊圃8定休）

阪神・淡路大震災救援活動ボランティア募集 避難所の炊き出しと襖災地の総訪問

宝均忠字芯宰盆ば、；：出茎さし、12日間で約700人のポランティアが活
＜例〉在宅訪悶．支頂惚資配遁・金沼II．地憾溝層など
（こ遭剛“3住いの地域のセンターヘ） ●受付は．平8(月～土）です

センター名 対叡函 TEL I受付時1111

旱 100f6OO

. • 一ー・ 2月16日と198の28悶兵●ポ

ランティアセンターの呼びかけ

，． で、組合員と塁員約700人が遵

ll所である須訥区内の小学校の

校底で炊き出しをしゥ頁晒、兵
重反田区の紀訪問をして患見
や妻望を闘きました。

板百小学校では、炊き出しlflが
1,700食分の蒻汁とサラダを準

霞．潤難している人々に璽ばれ

ました．また、認訪問！fili.地図
を片手に分担地域を一軒一軒訪
ねて歩き．すぐできる手伝いなど
をするとともに、被災者の饗ii!
を聞き取りました．

平は、平日lilli格の略です。---------、'95 
u 9 9 le・ •疇 凸鳳匹如五r,阿工紙知91してい;i;.-. 9- - - r一9-....•一ー一 99, 9-‘―999 - -

コープは組合員のお店で式生協にこ加入の上、こ利用ください。 no入手紐きは謁皿ワーヒスコ→＾—;J:ておこしください
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生協組合員のみなさまへのお知らせ

このたびの阪神人一甜災により、被災されました地域のみなさまに対

しまして、心からお兄砕tヽを1|lし上げるとともに、ーIIもいい復IUをお祈

りいたします‘り生協におきましても多大なill害を受けAl合Uのみな

さまに大変ご迷惑をおかけしましたことを深くお詑びII.Iし上げまT0現

(.f.、'li業の復興に向け全）Jで取り紐んでおります

紺合只のみなさまには、人・変ごイ叶便をおかけいたしますが、なにとぞ

ご理解のうえ、ご支援いただきますようお刷い11Jしあげます

生活協同組合コープこうべ 組合長 木村正人

阪神大量災儘災響徴置舅金J

を曼付ています

性翌モ←｝

-［喜［嘉！
凹エー

阪神大震災敦橿活動
ポランティア募纂

「愛と協同」の理念のもとにコー

ブこうぺではポランティアに参加

してくださる方を募集していま

~0お問い合わせ、応募は下記の

窓口までお電話でお願いします。

惇i・閻 3t櫨

サービスセンター糾弧渇員5せ
（電璽●曇の●●｝

雹気製品の修理は、お近くのサーピス
センクーにご述絡ください

•東部サーピスセンター（西宮市）
TEL. 0798-48-6831 
•中部サーピスセンター（東灘区）
TEL.078-412-2051 
•西部サーピスセンター（明石市）
TEL. 078-913-6490 
●姫路サーピスセンター（姫路市）

TEL. 0792-53-2561 

eo ご奉仕日

2/11（土）•12（日）
• A.II10:00~1'117:00 J （土·日•祝日）A.119:00～凶7:00

茶椀・湯呑・和皿・浅鉢・クンブラーなど

100円均一 翫思密邸年 22S

・ニ80円l●20'9 920円 ●・0111 980円l吋レ／ 各11:.U円

琴諏．k7吟

980円

3段引出しケース
● 32.SXヽ1.SX7な

1,980円 円

゜
絨手

鍋

け白品

8

気電

の五
9`

 

リピンクセンター

北須磨
e(078)143-56. 

リビングセンター

伊丹
n(0727)77-8315 

ホームセンター

播磨
も(078)944-0239

ホームセンター

北六甲
合(078)982-4141
， 
コープリピングセ
4t営業しておりません。

ンタ・

旱こンレスボトルスリム 1匹一
1,980円

お茶ハック2コ組， 叩•L”年 各280円
砂・パラス（袋入）

●約18り 各390円

カラーBOX四 タイガー電気沸とうポット PFU・F220
.l"J43.9X29.3X89.-プ）ントitll1“ | ·嘗●22c•フッ霧虹冨紐←ウイト

1,980円 012.000円 6,980円 匿置昌
ステンレス3層鍋片手紺8cm・両手鍋20cm

各980円

厚手ポリ袋ペール用
●10杓入

58円

ホットカーペットカパー
"う186XIB加＂グレー

1,980円

食器棚 遵空t―
・約59X29.5X93. 9プリント化紐合豆16,000Pl

6,800円

ぅ戎—洋風ペンダント
KP-8851 
•32W+30W 2)7,500円

ラッキー和風ベンダント
MP-8848 
• 32W+30W 7,8,000円

匹
3,480A 

匹
3,980i'I 

折りたたみカーペット

598円 ごご5 3,600f'! 岳孟北ゑ；ッロッカー四

t1•I•1曇I9['i
フイフルノク丸管球

陀1が平日儡格、(J'11メーカー希望小売fl裕の略号です サイズはすぺて（暢）X(臭行）X（裏さ）で裏示してい”

| 4800f'!| 29804二::ユ：：： 1!翡念
● ラシ膚載のイうストはイメージにつき襄檜と翼なる湯合があります------------------------JS. G・・＇況••4（ 心 r"！已心IIて 9 コープは組合口のお店で玄

18-8ステンレスケトル

e2.5. 1,980円

ロリエ
蛉口入X29(-/7
'!11,1叩

お知らせ

現在、クレジットカ
ードのこ利用がで
きかねます。
今しばらくお待ち
ください。



生協組合員のみなさまへ
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壁の補

●細かいヒピが

入ったとき
1..くらいのわずかなヒヒ割
れの鳩介は、コンクリート、モ
ルタルURIi1のFIぃ水ス／レー
を吃9)ます
トフィックス
達物用防水剤スブレー

ぢ口:〗三〗` て;ご-よ：ノト39&［二互亜亜亘ニコ

し—•
芦閉詈屈塁塁ご胃I詈笠序:言言こ

29&| 39& 2,9801'l 52& 

なにかと便利な道具が揃っています。
数量に限りがありま丸品切れの節はご容赦ください。

［補修用品

ピニールテープ

左官5点セット
●中羹りゴテ．囀刃ゴテ．中目地コテ、レンガゴテ．軍予

1,280Pl 
298Pl 

9ビンクセンター北須眉

叩 l”ツ四＇染＼
ー ・w的尺 ＼ 

も亨こ：言
ご」『9し、三
ニア

リビングセンター伊

埠
来
＃
函
一
8

:＇
1
2-9 

神戸市須騒区多井畑字渋人谷上4-1

も(078)7 43-5678 

丹

ヽ. ~ 

伊丹市荒牧字東鑽田8番地

ft(0727)77-8315 

l電動工具

●1如 XlOm

I'llかぇし1111の水もれ帽饉Iし

ニトムズ防水アルミテープ
蛉 5..X3m2)1.50叩 1,120円

＊寡さ．lllllf`こすれに慎い．；；ャパラキースの鳩鰭に
二トムズホーステープ
•30..X0.5呻ビニールテープ付 Z65叩 490-i 
＊＊切、コーナー紐の水もれ1o1修I•
ニトムズ防水コーナーテープ
●30..X2m 12!60叩 450-i
スチール紺勾濯の類もれ請修ヤポリバケ1のヒピ割れ鳩修に
ニトムズ粘着補修アルミテープ
.？匹X2m●密●用ヘラ付 048叩 360h 

］ 
＊ング発電讚ヒポ（交流専用）EG-550N

店宕ら 39,800円

掌：コードリールS・JO 1,980円

z；；＄ランプ（作業灯） 598円

投光器
●200W 

●300W 

1,580円

1,980-i 

I道具・エ具 その他
リヨーピエンジンチェーンソー ES-293S
●バー長さ：350-.•重●●2.9這●檜気●：28．丘£

匹 2,000円 29,800円

両 ロハンマー（柄付）
●900—•3ゆ
~.550円

パラシパール
●900 .. 
巴3.60岬

2運はしご

禁ぷ霜 30台限り 9,8001'1
台車（小）
●734X48-•i1高●：150ゅ 3,980円
ヘルメット 1,480円

軍手・12双 . • . . 298円

1,980円

2,980円

砂ばこ9/(f)立つ作璽＂に

防慶マスク
はこりから目を守ります
防襲メガネ

PPテープロープ
●10伽 Xl,OOOmo愕這り用
，，る＜．すぺりrくく↓ばりやすいロープ
KPロープ
・直往如 X20m

贄員の2色便いの〇ープ
標謹ロープ
・直包如嘱X20m

土ヽ 入れて防災対t¥119らまた’"＂at橋てる闘9-b侵利

土のう袋 1枚35円

298 
380円

650円

1,6801'1 

980円

eo 

酎名14骨
祁帥（火）
誌． す•

！ i゚21
... 9鴫 ・ I ，（火）

加古郡播磨町野添267-1 ;； ヵi
ー合(078)944-0239

匹メーカー希望小売儡格9出平日11格の鴫号でT. (CLClt'l'I版）―------------------------` e・ •99 吝島そ匹心応m心臼l,ていい， コープは組合口のお店で9o

ホームセンター北六甲

神戸市北区有野町有野3307

も{078)982-4141

ホームセンター播

b.,’̀ 

臨

コーブネーLセン•=..... 
u£..l, 

リビングセンター
ホームセンター

ご奉仕日 ゴ

□11（土）•12（日）_J
■A.1110:00-1'117:00 

（土・日祝日）四．00-1'117:00

サービスコーナー
の各種サービス

望
木•フラスチック・大環石の累材11)
中から選んでいただけます。
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暉珀荏■新聞報道

産経新聞

・95年2月20日

「信
じ
ら
れ
ん
。
あ
の
時

と
同
じ
だ
。
本
当
に
こ
こ
は

神
戸
な
の
か
」

「
コ
ー
。
フ
こ
う
べ
」
の
理

事
長
、
竹
本
成
徳
さ
ん
(
-
ハ
――-）

が
、
阪
神
大
霰
災
直
後
に
み

た
光
棗
は
「
忌
ま
わ
し
い
あ

の
日
」
と
そ
っ
く
り
だ
っ

た
。
五
十
年
前
の
八
月
六

日
、
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
日
で
あ
る
。

当
時
十
四
歳
だ
っ
た
竹
本

さ
ん
は
、
爆
心
地
か
ら
わ
ず

か
一
討
の
地
点
で
被
爆
。
奇

跡
的
に
生
き
残
っ
た
が
、
姉

と
多
く
の
学
友
を
失
っ
た
。

街
は
一
瞬
の
う
ち
に
が
れ

き
と
化
し
、
真
っ
黒
な
雲
と

炎
が
空
を
覆
っ
た
。
至
る
所

か
ら
聞
こ
え
る
悲
痛
な
叫
ぴ

や
つ
め
き
声
…
。

「
あ
の
時
、
自
分
は
何
も

で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
：．
」

]
 

甦
れ
9
．

宙

¢

1

9

9

1

ー

・

9

1

便
利
で
住
み
よ
い
と
言
わ

れ
た
阪
神
地
区
。
消
四
生
活

の
向
上
を
目
標
に
掲
げ
た

「
コ
ー
プ
こ
う
べ
」
は
、
そ

の
象
徴
的
存
在
だ
っ
た
。
組

合
反
百
十
四
万
人
を
誇
る
全

国
最
大
の
生
活
協
同
組
合
と

し
て
、
百
五
十
五
店
を
展

開
。
市
民
生
活
を
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
き
た
。

涵
災
は
、
神
戸
市
東
灌
区

の
本
部
ビ
ル
と
七
店
舗
を
直

撃
し
た
。
生
活
物
賓
を
供
給

す
る
た
め
の
連
絡
網
は
ズ
タ

ズ
タ
に
破
壊
さ
れ
た
。

「あ
の
時
の
無
念
さ
が
よ

み
が
え
っ
た
。
市
民
を
飢
え

と
寒
さ
に
霙
え
さ
せ
て
お
け

な
い
と
苗
い
立
つ
思
い
で
し

た」
被
害
の
少
な
か
っ
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
「
生
活
文

化
セ
ソ
タ
ー
」
（
東
濡
区
）

コ一プの灯消さ ず
に
仮
本
部
を
四
き
、
不
通
の

軍
話
に
代
わ
っ
て
、
職
具
た

ち
が
バ
イ
ク
や
自
転
車
で
走

り
回
っ
た
。
地
裳
当
日
に
九

十
八
店
が
営
業
に
こ
ぎ
つ
け

た
。
神
戸
市
か
ら
の
要
詰

で
、
避
難
所
へ
の
救
援
物
資

の
供
給
も
行
っ
た
。

「頑
張
り
」
は
す
ぐ
に
報

わ
れ
た
。
知
人
が
伝
え
て
き

た
被
災
住
民
の
反
応
だ
。

「避
難
所
の
主
婦
た
ち
が

E
Fi
 

『
生
協
が
開
い
て
て
く
れ
る

限
り
安
心
よ
』
と
ニ
コ

ニ
コ

笑
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
状
況

な
の
に
不
思
議
だ
」

信
頼
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
、
竹
本
さ
ん
は
自
頭
が
じ

ん
と
熱
く
は
り
、
将
来
へ
の

不
安
が
吹
き
飛
ん
だ
。

「こ
の
街
は
前
よ
り
ず
っ

と
素
昭
ら
し
い
街
に
生
ま
れ

変
わ
る
。
そ
う
確
信
し
ま
し

た」
霙
災
か
ら

一
カ
月
余
り
。

店
舗
に
は
連
日
、
リ
ュ
ッ
ク

姿
の
人
々
が
生
活
物
資
を
求

め
て
詰
め
掛
け
て
い
る
。

全
国
百
の
生
協
の
協
力
で

一疇
2

届
く
商
品
は
、

三
木
市
の
集

積
本
部
か
ら
店
舗
に
運
ば
れ

る
。
集
ま
っ
た
応
援
職
員
は

の
ベ

一
万
人
。
明
石
な
ど
の

漁
協
も
、
神
戸
へ
の
物
資
輸

送
に
協
力
し
て
く
れ
た
。

「す
べ
て
を
失
っ
た
か
ら

こ
そ
、
人
の
心
の
湿
か
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。

『
自

分
が
生
き
て
い
る
』
こ
と
も

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
が
こ
れ
か
ら、

市
民
の

か
け
が
え
の
な
い
財
産
に
な

る
で
し
ょ
う
」

広
島
で
被
爆
し
た
体
験
を
持

つ
竹
本
さ
ん
。
「
あ
の
日
を

思
い
出
し
た
」
と
い
う
1
1神

戸
市
東
濡
区
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阪神・淡路大震災の主な被害の概要と交通規制

1 地震の概要と特徴

(1) 地震の発生状況

「阪神・淡路大震災—兵庫県の 1 カ月の記録」より
（阪神・淡路大震災兵庫県災害対策本部発行）

平成 7年 1月17日、 5時46分、兵庫県南部に裳度6、場所によっては霙度 7の強い地震が発生し、その

後、現在まで余震が断続的に起こっている。この地域としては、昭和27年に記録した霙度4をはるかに上回

る大きなものであった。

震源地

震源地の深さ

各地の震度

淡路島北部 北緯34度36分 東経 135度03分

1 4km 

6 神戸、洲本 5 豊岡 4 姫路など

（神戸市、芦屋市、西宮市、北淡町、一宮町、津名町の一部では7)

マグニチュード 7. 2 

(2) 地震の特徴

① 人口350万人余が密集し、我が国の経済活動の中枢を担う淡路北部から神戸市及び阪神地域の直下で発

生した内陸・都市直下型地震であった。

② 深さ14kmという比較的浅い部分で発生し、断層が横にずれることにより起こったもので、大きなエネル

ギーが一挙に解放されるタイプであった。このため、地震の継続時間が短い反面、振幅が最大18cmと観測

史上最大になるという強い揺れを観測した。

2 被害の概要

(1) 被害の特徴

① 大都市を直撃した地震のため、電気、水道、ガスなど被害が広範囲となるとともに、新幹線、高速道

路、新交通システム、都市間交通・地下鉄が損壊し、生活必需基盤（ライフライン）に壊滅的な打撃を与

えた。

② 古い木造住宅の密集した地域において、地震による大規模な倒壊、火災が発生し、特に神戸市兵庫区、

長田区などでは大火災が多発した。

③ 戦後50年間、近畿には特に大きい地霙が無く、各分野において緊急事態への備えが十分であったとは言

えないなか、未曾有の大地震により災害の規模が広がった。神戸・阪神地域という我が国有数の人口密集

地に発生したため、多数の住民が避難所での生活を余儀なくされている。

2341資料編20阪神・淡路大震災の主な被害の概要と交通規制



「阪神・淡路大震災 兵庫県の1カ月の記録」より

（阪神・淡路大震災兵庫県災害対策本部発行）

(2) 被害の概要

① 災害救助法指定市町数 10市10町

② 指定市町面積 l,657.60kni 

③ 指定市町人口 3,588,288名

④死 者 (2月17日14時45分現在） 5,359名

⑤負傷者 (2月17日8時現在） 32,898名

⑥行方不明 (2月17日14時45分現在） 2名

⑦焼失家屋 (2月17日8時現在） 7,456戸

⑧倒壊家屋 (2月17日8時現在） 144,032戸

⑨ 避難箇所数・人数 (2月17日8時現在） 961ヵ所・ 209,828名

⑩ ライフラインの状況

区分 霙 災 直 後 2月17日 現 在 復旧見込み

電気 約 100万戸停電 1月23日復旧完了

ガス 約84万 5千戸が供給停止 48,650戸が供給停止 3月末約90数％復旧

（復旧率92.8%)

水道 約 127万戸が断水 断水戸数17万 5千百戸 仮復旧としては 2月完了

下水道 被災 管 渠 総 延 長 約 260km 未復旧延長72km （通水率99%) 本復旧には 2年を要するが、早期仮

復旧をめざす

電話 不通回線数 1月末復旧完了

交換機系約28万 5千回線 （倒壊家屋分除く）

加入 者 系 約19万3千回線

⑪ 鉄道の状況

区 分
震災直後 (1月18日） 2月17日現在 運転再開予定

不通区間 (km) 不通区間 2月17日現在
JR 新幹線 京都～姫路 (130. 7) 新大阪 ～姫路 5月連休明け
JR （東海道・山陽本線） 尼崎～西明石 (48. 2) 神戸 ～灘 2/20 

灘 ～住吉 5月連休明け

（福知山線） 塚口～広野 (37. 2) 

（和田岬線） 全線 (2. 7) 

阪神（本線） 甲子園～元町 (18. 0) 御影 ～西灘 未定

西灘 ～岩屋 3/1 
岩屋 ～三宮 2/20 

（武庫川線） 全線 (1. 7) 

阪急（神戸線） 西宮北口～元町 (16.7) 西宮北口～夙川 8月末

夙川 ～岡本 4月上旬

岡本 ～御影 ワ月中旬

王子公園～三宮 3月中旬

（宝塚線） 宝塚～雲雀丘花屋敷 (6. 4) 1 /19 
（甲陽線） 全線 (2. 2) 全線 3月上旬
（伊丹線） 全線 (3. 1) 新伊丹 ～伊丹 3月中旬

（今津線） 全線 (9. 3) 

神鉄（有馬・三田・粟生・公 全線 (66. O) 長田 ～湊川 8月上旬
園都市線） 有馬口 ～有馬温泉 4月上旬

山陽 西代～明石 (15. 7) 須磨寺 ～東須磨 2/21 
須磨浦公園～須磨寺 5月中旬

東須磨 ～西代 ワ月中旬
滝の茶屋～須磨浦公園 ワ月中旬

神戸市営地下鉄 板宿～新神戸 (8. 8) 

神戸新父通 全線 (6. 4) 貿易センター～市民広場 8月下旬

（ポートライナー） 貿易センター～南公園 8月下旬
三宮 ～貿易センター 未定

（六甲ライナー） 全線 (4. 5) 全線 8月下旬

神戸高速（東西線） 全線 (7. 2) 西代 ～新開地 6ヵ月目標

花隈 ～阪急三宮

（南北線） 全線 (0. 4) 全線 8月上旬

資料編20阪神・淡路大震災の主な被害の概要と交通規制'235



⑫ 道路の状況

区 分 震災直後不通区間

阪神高速道路

（神 戸 線） 全線

（湾 岸 線） 全線

（北神戸線） 全線

名神品速道路 西宮 ～府県境

第二神明道路 伊川谷～須磨

中国自動車道 西宮北～府県境

国道 43 号 西宮 ～岩屋

国道 2 号 若宮 ～岩屋

⑬ 港湾の状況

震災直後
公共岸壁

蒲岸不能バース

神 戸 港 I 186 

尼崎西宮芦屋港 10 

⑭ 被害総額の状況

項 目 金 額

1 建 築 物 約5兆 8,000億円

2 鉄 道 約 3,439億円

3 高 速 道 路 約 6,000億円

4 公 共 土 木 施 設 約 3,138億円

（高速道路を除く）

5 港 湾 約 1兆 400億円

6 埋 め 立 て 地 約 64億円

7 文 教 施 吾ロ又I¥, 約 3,228億円

8 農 林 水 産 関 係 約 1, 117億円

9 保健医療・福祉関係施設 約 1,689億円

10 廃棄物処理・し尿処理施設 約 41億円

11 水 道 施 吾o几又 約 561億円

12 ガ ス 電 気 約 4,200億円

13 通信 放送施設 約 702億円

14 商 工 関 係 約 6,300億円

15 その他の公共施設等 約 751億円

計 約9兆 9,630億円

1資料編20阪神・淡路大震災の主な被害の概要と交通規制

「阪神・淡路大震災ー一一兵庫県の1カ月の記録」より

（阪神・淡路大震災兵庫県災害対策本部発行）

2月15日現在不通区間 復旧見込み

尼崎東以西 早くて3年

魚崎浜～六甲アイランド 10月頃

西宮 ～尼崎（東行のみ） 8月頃

2月17日現在

着岸不能バース 復旧見込み

（仮復旧）

79 | 2年以内

| 2年以内

（平成7年2月15日現在推計）

概 要

倒壊・使用不能建物等

〔＊注：建築着工統計の建築単価から推計〕

JR西日本・阪急電鉄・阪神電鉄・神戸電鉄・山陽電鉄等

阪神高速道路・中国自動車道・名神高速道路等

道路約 1,099億円、河川約 263億円、海岸約6億円、

砂防約8億円、下水道約 1,062億円、街路約40億円、

公園約 134億円、国直轄事業約 526億円

神戸港、尼崎西宮芦屋港等 公共施設，約 8,000億円、

民間施設約 2,400億円

佐野・志筑地区約ワ億円、南芦屋浜・芦屋浜地区約40億円、
西宮・甲子園地区約17億円

県立学校約 141億円、市町立学校約 1,705億円、

社会教育施設約 326億円、体育施設等約 206億円、

文化財約97億円、県立大学約3億円、私立学校約 215億円、
国公立大学約91億円、私立大学約 379億円、

文化施設（ホール等）約65億円

農地・ため池等約 224億円、治山施設約82億円、

漁港約 199億円、農業生産施設等約 105億円、

水産業施設約36億円、林産施設約15億円、

卸売市場約 245億円、食品関係施設等約 211億円

病院約 634億円、診療所約 267億円、

試験研究機関約9億円、看護学校約19億円、

火葬場約11億円、保健センター等約27億円、

福祉関係施設約 400億円、生活協同組合施設 約 322億円（医紺餘〈）

上水道約 513億円、工業用水道約48億円

ガス約 1,900億円、電気約 2,300億円

電気通信施設約 484億円（うちNTT約 300億円）

放送施設約35億円、ケーブルテレビ約 175億円

兵庫衛星通信約8億円

機械・装置等設備約 6,300億円

（建築物 1兆 7,700億円除く）

県庁舎等約 136億円、市町庁舎等約 515億円、

警察庁舎等約 100億円



阪神・淡路大震災による避難所及び避難者数

1．兵庫県下

月 日 避難所数（ヵ所） 避難者数（人）

1月23日
・--------

2月1日
---------

3月1日
---------

4月1日
---------

ワ月16日

1, 137 

1,029 
- -

910 
----

719 
----

332 

304,595 
--------

258,478 
-------・ 

115,491 

62,668 
-------

17,629 

※兵庫県庁災害対策本部事務局調査数値

2.震災直後における神戸市内の避難所数及び避難者数

(1月23日 17:00現在各区役所からの情報）

区 名

東灘区

灘区
-__＿ ＿--＿ ＿ 

中央区
- -

兵庫区
_＿ ＿----＿ ＿ 

北区

長田区
-_ ＿-＿----
須磨区

垂水区

避難者数（人）

西

67,767 
_ _＿ ＿---

30,390 

32,500 
•~__ ----

25,500 

2,171 

44,865 

-＿＿----
19,948 

3,980 
----

698 

合

区
一
計

避難所数（ヵ所）

120 
-----

66 
----

8 1 
・---

93 

2ワ

ワ6

66 

39 
.~. 

1 6 

584 227,819 

※神戸市災害対策本部調査数値
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震災前後交通量調査結果（被災地エリ ア ）

01日あたり平均通行車輌数（台） ・対6年比（％）

阪神高速道路公団管理エリア 建設省直轄の被災地エリアの主要道路

調査日時／場所

①阪神高速
対6年比

②須磨ーノ谷
対6年比

③ 芦屋川
対6年比 ④武庫川

対6年比

震災前 平成6年注1) 914,000 ＝＝ 180,000 ＝＝ 250,000 ＝＝ 320,000 ＝＝ 

平成ワ年 1月 524,000 57.3 調査デ ー 夕 な し

苧辰
------_＿_＿_＿ ＿ ＿_ ------------------- ---------------

平成ワ年2月 556,000 60.8 105,000 58.3 60,000 24.0 130,000 40.6 
---------------------------- ---------------- ------------------------

く火くく 平成7年3月 640,000 70.0 110,000 61. 1 70,000 28.0 140,000 43.8 
---------------------------------- ---------------- ---------------------------------------·— 

後
平成ワ年4月 ====  ＝＝ 120,000 66.6 90,000 36.0 160,000 50.0 

-------------------------

3ヵ月平均 574,000 62.8 112,000 62.2 73,000 29.2 143,000 44. 7 

1.平成 6年度数値調査日時

注 1) ［阪神高速道路公団：平成 6年4月～12月の 1日平均

建 省：平成 6年10月の 1日平均

2.調査道路

設

,---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------7 

！ 各料金所通過車輌数合計（入・出のいずれか） ｛ 

i ①阪神高速 ： 1号環状線 3号神戸線 4号湾岸線 5号湾岸線 7号北神戸線 ！ 

! 11号池田線 12号守口線 13号東大阪線 14号松原線 15号堺線 ： 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
： 調査場所を横切る道路の通行車輌合計（各地点の調査道路の内訳は以下の内容）

！ ②須磨ーノ谷：西神戸有料道路第二神明道路国道 2号線 ， 

i ③芦 屋 川：国道 2号線国道43号線 ： 

④ 武 庫 川：国道 171号線国道 2号線国道43号線阪神高速湾岸線
L---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------.J 



交通規制区間

(1月18日～2月24日）

〇復興物資輸送ルート

路 線 名 規制時間 対 象 区 間 等

尼崎市武庫川2丁目54番地先（武庫川2丁
国 道 43 号 6時～23時 目交差点）から

神戸市灘区岩屋南町 1番地先（岩屋交差

点）までの区間
復興等除外指定車 大阪市西淀川区中島 2丁目先（中島フン

阪神高速湾岸線 両及びバスを除く プ）から
（嗚尾浜から南芦屋浜まで 神戸市東灘区魚崎浜町崎（魚崎浜ランプ

の湾岸側道を含む） 終 日 ウェイ）までの区間

名神高速道
尼崎市名神町 1丁目（尼崎IC) 先から

西宮市今津水波町（西宮IC) 先まで
（下り線）

※以上に関する「復興標章」は警察署で取扱っていません

0生活・復興関連物資輸送ルート

路 線 名 規制時間 対 象 区 問 等

尼崎市大島町 1丁目 1番 1号先（西大島父
c:, 

6時～23時
貨物車、バス、タク

差点）から国 道 2 方、
シー、二輪及び除外 神戸市灘区岩屋南町 1番地先（岩屋交差
指定車両を除く 点）までの区間

明石市魚住町清水先（明石西IC) から第二神明道路
（第二神明道路・阪 神戸市須磨区西須磨先（須磨IC) までの

（東行き） 神高速北神戸線・第 区間

ニ新神戸トンネルに 神戸市西区伊川谷町潤和先（伊川谷JCT)

阪神高速北神戸線 ついては、二輪車は から
6時～22時 125cc以上の自動二 神戸市北区山田町下谷上字五池谷先（箕谷（東行き）

輪車） ランプ）までの区間

神戸市北区山田町下谷上字池の内先（箕谷

第二新神戸トンネル 料金所）から

神戸市中央区国香通ワ丁目 2番6号先（ニ（南行き）
宮橋交差点）までの区間

※以上のうち、標章取扱は国道2号のみです。

通行許可申請案内

◎国道 2号線
貨物車・ニ輪車は許可証はいりません。

自家用乗用車は

〇国道 2号沿いに自宅・駐車場がある方

〇国道 2号沿いに営業所等があって、営業用に使用

する車 に限ります。

※営業所等への通勤使用は許可しません。

◎国道43号
〇国道43号沿いに自宅・駐車場がある方

〇国道 2号沿いに営業所等があって、営業用に使用

する車

についてのみ区間を限定して許可します。

「高速道路・湾岸側道」及び「復興標証」について

は警察署での取扱はしていません。

資料編20阪神・淡路大震災の主な被害の概要と交通規制'239



『阪神・淡路大震災（神戸市域）における消防活動の記録』

神戸市消防局発行より

阪神・淡路大震災の区別被害状況
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兵庫県下生協の被害状況一覧（兵協連発行の資料より）

(1) 施設・備品の被害

県内生協数 | 被災地内生協数

4 0 (1) I 3 5 (1) 
損壊事業所数

全壊 | 半壊 | 一部損傷

24 | 6 | 30 

I 被災生協数

I 24 

| 備品のみ

I 22十0:

1995年 3月 15日現在

兵庫県生活協同組合連合会

事業停止生協数

2 
被害総額

304億45百万円

＊被災地内（＝神戸市、尼崎市、明石市、芦屋市、西宮市、宝塚市、伊丹市、三木市、川西市、

洲本市、津名郡、三原郡）

＊事業停止生協／兵庫ユーザー生協（事業所全焼のため／現在、尼崎市で事業再開）、大手前女

子大学生協（学生会館倒壊のため／4月末、仮設店舗で再開）

＊撤去費用、商品被害、営業機会損失等を加えた総被害額は、 500億円をこえる。

＊生協数には、兵庫県生協連および活動休止中の生協を含む。ただし、（ ）は、連合会未加入

の生協数

(2) 役職員の被害

被災生協数

（集計生協数）

22 

死亡者

3生協

1 6人

負傷者数

6生協

59人

家族の犠牲者数

ワ生協

1 1 7人

＊生協別の被災状況は、兵協連だより 3月号をご参照下さい。

兵庫県南部地震による農林水産業関係被害発生状況

区 分 被害額 被害面積
摘 要 区 分

（千円） 頭・羽数・件数等

農地・農業用
24,375,000 4,049件

畦畔、ため池、水路等のひび割 農林水産業

施 設 れ・崩壊等 環境施設

治 山 8,206,000 75件 山腹崩壊、落石等
水産業共同

利用施設

漁 港 19,883,000 17件
防波堤、護岸、物損場等の沈 水産業個人

下・崩壊等 施 却双

農作物 17,500 
3ha トマトの落果、ハクサイ、タマ

養殖加工等
64t ネギ、原乳の在庫品の損傷

畜 産 25,150 漁 船

乳用牛 11,100 29頭 畜舎損壊等による死亡 林産施設

肉用牛 3,300 8頭 ，，， 卸売市場

ブロイラー等 8,200 11,000羽
停電のための換気不良及び断水

米穀卸商
による死亡

種 卵 2,550 15,000個 落下等による破損 米穀小売商

林産物 72,000 360m' 
製材倉庫の倒壊による製材品の

食品産業
損壊

農業用共同
5,380,093 27件

育苗施設、農業倉庫、家畜市場、
関係団体施設

利用施設 精米工場、牛乳工場設備等の損壊

農業用個人
4,852,350 2,070件

農舎、畜舎、たまねぎ小屋、温
合 計

施 叫敢 室等の全半壊

1資料編21 兵庫県下生協の被害状況一覧

家屋の損壊戸壊
699戸 864戸

（平成7年3月14日現在）

被害額 被害面積
摘 要

（千円） 頭・羽裂・件致等

182,561 6件 農業公園等の建物の損壊

3,559,209 57件
荷桐器設、餘康栂設、 ([)1}伽工慕設、貯氷施

設、冷藍庫、倉庫等の全半壊及び一部捐誤

1,277,515 

1,258,015 402件
のり生産施設、ちりめん加工施

設等の損壊

19,500 40隻 漁船の一部損壊等

1,689,600 103件
製材工場・倉庫及び製材機械等

の損壊

24,487,300 9件 市場建物の全半壊

1,170,800 9件 精米工場、倉庫等の損壊

5,504,400 1,609件 店舗、精米機等の損壊

14,963,400 106件 食品工場、倉庫、機械等の損壊

2,500,000 2件 農業会館、林業会館の損壊

118,145,878 

（兵庫県農林水産部調査）



(3) 生協別施設・備品（商品を除く）被害状況一覧（兵協連発行の資料より）

損壊事業所数

全壊・全焼 半 壊

コープこうべ 1 8 6 

都市生活

関西学院

神戸大学

甲南大学

神戸商船大学

神戸薬科大学

神戸親和女子

神戸市外大

神戸商科大学

大手前女子大学 1 

神戸事業連合

兵庫県学校生協

西宮市職員生協

全日海生協神戸

地方法務局

神戸医療生協

尼崎医療生協 1 

阪神医療生協

宝塚医療生協

灘医療生協 2 

兵庫医療生協

神戸市民生協 1 

西宮市民共済

尼崎市民共済

兵庫労働共済

県民共済

兵庫ユーザー 1 

兵庫福祉生協

住宅生協

兵庫生協

総合計 24 6 

兵庫労慟金庫 1 

兵庫経済連

＊全壊、全焼には、当面の立入が禁止されている建物を含む。

＊コープこうべは、関連会社の被害を含む。

一部損壊

14 

3 

3 

1 

1 

1 

3 

1 

1 

1 

1 

30 

＊大学生協の建物は、大学の所有のため、損害額には含んでいない。

備品のみに 損 害 額 概 算

被 害 （万円）

+ex 3,000,000 

500 

1 50 

1 305 

1 ワ〇

2 1,030 

1 1 5 

1 1 1 

1 45 

1ワ〇

1 1 

1 200 

1 300 

1 

6 1 3,000 

2 2,000 

255 

1 50 

ワ， 600

1,565 

1 3,ワ00

100 

軽 微

3,4ワ0

1 100 

2 2+0: 3,044,537 

＊コープこうべをのぞく建物は、いずれも賃貸物件のため、損害額には含んでいない。

＊被災地内で被害のなかったつぎの生協は除いた。（佐曽利生協、建設一般、尼崎信用金庫職員、住友電気伊丹生協）

資料編21兵庫県下生協の被害状況一覧1243



(4) 生協職員の被害状況 (3月15日現在調査） （兵協連発行の資料より）

死 亡（計） 負傷者

コープこうべ 正2定6バイト3 (11) 44 

都市生活

関西学院 組織部 1(1) 

神戸大学 パート 3 (3) 

甲南大学 4 

神戸商船大学

神戸薬科大学

神戸親和女子

神戸市外大

神戸商科大学

大手前女子大学

姫路工業大学

神戸事業連合

兵庫県学校生協

西宮市職員生協

全日海生協神戸

地 方法務局

神戸医療生協 2 

尼崎医療生協 ワ

阪神医療生協 1 

宝塚医療生協

灘医療生協 1 

兵庫医療生協

姫路医療生協

神戸市民生協 1 （外務員）

西宮市民共済

尼崎市民共済

姫路市民共済

兵庫労働共済

県民共済

兵庫ユーザー

兵庫福祉生協

住宅生協

労慟金庫

経 済 連

総 合 計 1 6 59 

＊家屋の損壊については、調査中の生協もあり、今後増える見込みです。

＊家族の犠牲者数は、 3親等内の人です。

1資料編21兵庫県下生協の被害状況一覧

家族の犠牲

104 

1 

7 

1 

1 

1 

2 

1 1ワ

家 屋 の 損 壊

全壊 半壊

5ワワ 669 

5 5 

1 7 1 8 

35 25 

1 0 25 

5 2 

1 

2 

5 ワ

2 1 

2 

1 6 45 

2 1ワ

5 

3 5 

3 1 0 

1 

避難者 → 23 

2 

2 

2 

6 8 

699 864 
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ワーのみ）

I>東灘小学校（深江北町2-4-1匹078(411)0556)

I>本庄小学校（青木町4-4-1匹078(411)0339)

I>灘中・高等学校（魚崎北町8匹078(411)7234)

”戸市灘区

I>西灘小学校（船寺通3匹078(882)8567、シャワー

のみ）

I>鶴甲小学校（鶴甲 2匹078(821)0444、2人用風呂

とシャワー）

I>灘小学校（千旦通1匹078(871)0481)

I>稗田小学校償哉り4匹078(871)0721)

~神戸市兵庫区

I>須佐野中学校（松原通1!1078(671)4261、シャワ

ーのみ）

I>平野小学校（下三条町10!1078(521)3801、1人用

風呂とシャワー）

I>湊川中学校（松本通1匹078(521)4874)

I>水木小学校（水木通9匹078(575)8360)

I>兵庫中学校（永沢町4!1078(577)0744) 

~神戸市長田区

I>室内小学校（前原町1匹078(691)0917、シャワー

のみ）

I>長楽小学校（野田町6匹078(731)0190)

I>大橋中学校（細田町1匹078(691)2201)

I>御蔵小学校（一番町4匹078(575)2226)

~神戸市須磨区

I>板宿小学校⑥§池町1匹078(732)4055)

I>飛松中学校〇祠三町8匹078(731)9494)

以上、シャワーのみ。

I>大黒小学校〇温し町4匹078(732)2441)

I>鷹取中学校（青葉町3匹078(731)0066)

~芦屋市

I>総合保健福祉センター建設予定地（呉川町匹0797

(31)2121、大型風呂、 2人用風呂、シャワー）

I>精道小学校（精道町8匹0797(32)1111)

I>岩園小学校（岩園町23!10797(32)1114)

~宝塚市

I>宝塚市役所（東洋町1!10797(71)1141、2人用風

呂、シャワー）

I>武庫川河川敷公園（東洋町匹0797(71)1141)

~西宮市

I>香櫨園小学校（中浜町3!10798(22)4129) 

~北淡町

I>北淡東中学校（富島240匹0799(82)0071)

※翌日の準備の都合上、終了間際の入浴はご遠慮願

う場合もありますのでご了承ください。入浴時間は

場所により異なりますので、入浴しようとする方は電

話などでの確認をお願いします。

●一般公衆浴場等及び被災者に浴場開放するゴルフ場

の開業状況

各避難所に掲示していますのでご覧ください。~問い

合わせ＝県生活衛生課匹078(362)3257

.番組のお知らせ

サンテレビ

月～金 12:55、18:00

土 12:55、16:45

日 9:00、17:45

AM神戸

月～金 7:36、16:53、20:14

土 11:50、17:54

日 8:50、17:00

亭゚ 1[i
※番組編成上、多少の時間変更があります。

Kiss-FM 

NHK（うリオ）

●被災者の「こころのケア」シリーズ 2 

《心と身体の変化にとまどっていませんか？》

災害後は誰でもこんな気持ちになりやすいもので

す。

〇愛する人や家族が亡くなったり、俗ついた悲

しみ。住まいや仕事を失った悲しみ。

〇再び災害に会うのではないか、家族と離れ離

れになるのではないか、自分ひとりがとり残さ

れるのではないかという恐れ。

〇なぜこんな目に会わなければならないのか、

自分の気持ちをほかの人に理解してもらえない

ことへの怒り。

〇将来、どうしたらよいのかわからない不安。

〇人間とは何と無力か、という無力感。

〇自分だけが無事だったことの気兼ねや後ろめ

たさ。

こういった気持ちになっても、限さずに、索直に

おもてに出す方が、心と身体には良いのです。

※心の悩みについては、お気軽にもよりの保健所

や精神保健センターff078(511)6581へご相談くだ

さい。
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●災害対策本部

I>兵庫県21078(360)2430-3 I>洲本市!10799(22)3321

I>神戸市ff078(322)5117-22I>津名町!10799(62)0001

I>尼崎市ff06(489)6824 I>淡路町ff0799(72)3111

I>明石市tt078(912)1111 I>北淡町匹0799(82)1144

I>西宮市tt0798(35)3600 I>一宮町ff0799(85)1122

ff0798(35)3626-7 I>五色町!10799(33)0160

I>芦屋市ff0797(38)2099 I>東浦町tt0799(74)4101

I>伊丹市ff0727(83)1234 I>緑町!10799(45)0390

I>宝塚市匹0797(71)1141 I>西淡町ff0799(36)3311

I>川西市ff0727(40)1111 I>三原町ff0799(42)0320

I>三木市tt0794(82)2000 I>南淡町ff0799(52)0426

●救護対策現地本部

県災害対策本部では、救護対策現地本部を設囲し、

被災者の方々の支援を行っています。

主な内容は①避難所緊急パトロール隊への要望等の

集約と迅速な措謹②医療スタッフの常駐による診療

施術③その他救護に必要な措置です。被災者の皆さ

んでお困りのことがあれば、最寄りの救護対策本部

ヘご相談ください。

►救護対策現地本部
I>神戸市・・・

野寄公園（東灘区西岡本3J 3030(62)96470 

浜田公園（灘区浜田町2J B078(811)2970, 2984 

宮本公園（中央区宮本通3JB078(252)0907,7946 

門口公園（兵庫区門口町2)匹078(671)7952,7946 

県立文化体育館東側（長田区蓮池町1)

匹 078(612)9738-9

I>西宮市…安井小学校グラウンド（安井町1)

匹 030(62)39990-1

I>芦屋市・・・芦屋（松浜）公園（浜芦屋町5)

B0797(31)4263 

●避難所緊急パトロール隊

神戸市、西宮市、芦屋市の避難所と避難住民を対象

に、警察官と県災害対策本部員の合計4人で 100班

5号面
（平成7年2月11日発行）

の避難所パトロール隊を編成。関係各市と一体と

なって毎日、避難所を巡回し、避難住民などの安全

確認に努めています。ご意見、ご要望をお申し出<

ださい。

●のじぎくパトロール隊が発足

阪神、神戸市域 (11警察署管内）の避難所と仮設住

宅を“のじぎ＜”の腕章をつけた150人の警察官が

巡回します。高齢者や病弱者、身体障害者の方など

住民の皆さんの各種相談に応じます。

●緊急災害復旧資金

り災証明を受けた中小企業者などを対象に店舗・エ

場などの設置に必要な設備資金や災害復旧のための

運転資金を貸し付けます。信用保証が必要です~限
度額＝5,000万円~利率＝年2. 5％~叶引寸期間＝10年(3

年据え置き） ►利子補給や無担保貸付が行われるこ
ともあります~取扱期間＝ 2 月 15 日～ 7 月 31 日 ►申

し込み＝各取扱金融機関~問い合わせ＝県金融課匹
078(362)3321、阪神県民局商工課匹06(481)7641、東

播磨県民局商工課ff0794(21)1101、淡路県民局商工

課ff0799(22)3541

●緊急特別資金

額の輝で売t紬暉年に比べて20％以上減少す

ることが見込まれる中小企業者などで、緊急災害復

旧資金の対象とならない方に貸し付けます。原則と

して信用保証が必要です~限度額＝2,000万円~利率

=2.8%~漬付期間＝5年(1年据え置き） ►取扱期間＝

2 月 15 日～ 7 月 31 日~申し込み＝各取扱金融機関~

問い合わせ＝県金融課ff078(362)3321か各県民局商

工課

●県中小企業金融制度の償還期間延長

県中小企業金融制度を利用した中小企業者で、被災

したため返済資金の調達ができない方などの償還期

間を延長します~取扱期間＝ 2 月 15 日～ 7 月 31 日~

申し込み＝各取扱金融機関~問い合わせ＝県金融課
ff078(362)3321、阪神県民局商工課匹06(481)7641、

東播磨県民局商工課ff0794(21)1101、淡路県民局商

工課ff0799(22)3541
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●環境衛生金融公庫災害融資

飲食店、喫茶店や氷雪販売業、食肉・食鳥肉販売業、

理・美容業、クリーニング業、興行場営業、旅館業、

浴場業（銭湯のみ）などの方に、損害の復旧に必要

な資金を融資します►種類＝一般設備貸付、振興事

業貸付など►限度額・貸付期間＝業種・資金の種類

によって異なります►基準利率＝4. 9%（被害証明書

の交付などで特別な利率が適用されることもありま

す） ►申込期間＝ 7 月 31 日まで►問い合わせ＝帥兵
庫県環境衛生営業指導センター匹078(361)8097

●阪神大震災特別融資

兵庫労働金庫の会員などに生活の立て直しや事務所・

家屋の建て替え資金などを貸し付けます►限度額＝無

担保•••500万円以内。担保がある場合•••3,000万円以

内►利率＝無担保・・・年2. 5%。担保がある場合・・・年3%

（疇） ►償還期間＝無担保•••10年以内。担保がある

場合•••30年以内►申込期間＝12月末まで。ただし、100

万円以下の生活関連資金は 3 月末まで►問い合わせ＝

兵庫労働金庫本部匹078(371)1176

●農林漁業施設資金（農林漁業金融公庫資金）

農業や漁業施設などの復18に必要な資金を貸し付けま

す►種類＝個人の施設用、漁船用、共同利用施設用な

ど►限度額•利率・償還期間＝資金の種類によって異

なります►問い合わせ＝農林漁業金融公庫近畿支店〇

075(221)2147または県農林経済課8078(362)3416、県

水産課8078(362)3478、洲本農林水産事務所80799(2

2)3541、各農協・漁協へ。

●沿岸漁業経営安定資金

漁業に従事する方の経営再建に必要な資金を貸し付け

ます►限度額＝200万円以内►利率＝年3. 8%►申込期間

＝随時►償還期間＝20年以内►問い合わせ＝農林漁業

金融公庫近畿支店、兵庫県信用漁業協同組合連合会な

078(681)8185、漁協へ。

●自作農維持資金（農林漁業金融公庫資金）

農家の経営再建に要する費用などを貸し付けます►限

度額＝個人・・・ 2do万円以内、農業生産法人・・・ 1.000万

円以内►利率＝年3. 8%►申込期間＝随時►償還期間＝

20年以内►問い合わせ＝農林漁業金融公庫近畿支店ま

たは県農林経済課、各農協へ。

●豊かな村づくり資金

農業や漁業に従事する方の住宅新築資金や農家の生

産資材代金の支払い資金などを貸し付けます►種類
＝新築資金、増改築資金、災害資金►限度額・利率

・償還期間＝資金によって異なります►申込期間＝

随時►問い合わせ＝県農林（水産）事務所、県農林

経済課、農協、漁協へ。
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●日本育英会奨学金

歎した学生•生徒を対象に、学力基準や収入基準を

弾力的に運用して奨学金を貸与します►金額＝学校の

種類などで異なります►問い合わせ＝各高校・高等専

門学校・短期大学・大学へ

●母子寡婦福祉資金

母子家庭（配偶者のない女性で20歳未満の児童を扶養

している方）や寡婦の方に生活の安定と向上を図るた

め貸し付けます►種類＝就学資金、就学指導資金、住

宅資金など►金額・償還期間・利率＝資金の種類に

よって異なります►問い合わせ＝各県・市福祉事務所

ヘ

●災害援護資金

被害を受けた世帯主に生活の立て直しのための資金を

貸し付けます►限度額＝ 350万円以内►利率＝ 3%►

償還期間＝10年 (3年据え置き） ►所得制限がありま

す►問い合わせ＝各市・区•町役場へ

巨
●洗濯機の設置

避難所で使っていただけるよう洗潅機を設置します。

すでに一部の避難所には設置済みですが、今後、水道

の復旧状況に合わせて順次、設置します►設置する市

町＝神戸・西宮・芦屋・伊丹・宝塚の各市と北淡町

巨
●がれきの処理

一日も早く日常生活を復活させるため、壊れた住宅や

中小事業者の建物などを国・県・市町が自衛隊の協力

を得ながら解体、収集、運搬、処分します。所有者の

申し出が必要です►問い合わせ＝被災地域の各市・区

役所、町役場

●住宅復旧相談センター

戸建て住宅の応急診断の実施や詳細な診断実施機関の

紹介、補修工事などの相談に、ボランティアの建築士

が応えます►日時・期間＝毎日午前10時～午後 4 時、

3 月末日まで►場所＝神戸市・・・中央区下山手通 5 古河

ビル 3階1!078(351)67791>西宮市・・・江上町 1（元神戸

地方法務局西宮出張所跡） tt0798(26)7761

●民間宿泊施設などの特別あっせん

住宅をなくした高齢者、問害者などで他の施設に避難

することが適切と医師に判断された方とその家族など

に、中期的な避難所として、旅館やホテルなど、民間

の宿泊施設や公的宿泊施設をあっせんします►費用＝

原則として無料►相談窓口＝各救護対策現地本部
●ホームステイ相談コーナー

一時的に一般家庭での生活を希望する人にホームス

テイ先をあっせん►開設場所＝神戸市・・・

宮本公園（中央区宮本通3)

ff030(92)90004 

野寄公園（東灘区西岡本3)

ff078(441)4 780、4807

浜田公園（灘区浜田町 2)

匹078(842)3280

門口公園（兵庫区門口町 2)

ff078(671)7946、7952

県立文化体育館東側（長田区蓮池町1)

匹030(92)90044~5 

I>西宮市•••安井小学校グラウンド（安井町 1)

匹0798(34)4167

I>芦屋市・-•芦屋（松浜）公園（浜芦屋町 5)

ff0797(34)4578、4573、4558

I>尼崎市…尼崎市役所ホームステイ受付（中館7階

ボランティア相談Jーナー） ff06(489)6880

I>伊丹市・—•伊丹市役所 1 階相談コーナー（千僧 1)

ff0727(83)1234) 

I>宝塚市••宝塚市役所ボランティア本部横
（東洋町 1)な0797(74)1500

I>川西市・—•川西市役所 1 階総合相談所横
（中央町12)ff0727(40)1111 

I>淡路各町・—•淡路県民局（洲本市塩屋 2)

ff0799(22)3541 

►受付時間＝午前 9 時～午後 6 時（土・日も可） ► 
問い合わせ＝県統計課ff078(362)3861へ

●電話法律相談

兵庫県司法書士会淡路支部の司法書士が土地・建物

に関する疑問に応えます►日時＝ 2 月 11 日・ 12 日・

19 日・ 25 日・ 26 日の午前10時～午後 4 時►電話番号

＝フリーダイヤル0120(26)2015

l健康S：医療）

●難病相談

難病で悩んでおられる方や家族の方のさまざまな相

談に相談員や専門医が応えます►電話相談＝月～金
曜日の午前 9時～午後 5時15分匹06(482)7205また

は匹06(482)1521の内線795 へ►面接相談＝県立尼

崎病院難病相談センター（尼崎市東大物1：阪神電

車大物駅北側）へ►専門医による医療相談は電話で

の予約が必要です。

●避難所救護センター a'の一時医療

救急対応、流行性疾患の早期治療、乳幼児などの健康

管理など。症状によっては専門医療機関への転送や後

送もします。 ►開設場所＝神戸市•••宮本公園（中央区
宮本通32!030(62)96464)、野寄公園（東灘区西岡本

3 2!030(62)96034)、浜田公園（灘区浜田町22!078 

(842)3272)、久遠寺（兵庫区門口町22;'078(651)650 

9)、県立文化体育館東側（長田区蓮池町 1tt078(61 

2)9738~91>西宮市••安井小学校（安井町 1'll0798(3

4)4153) I>芦屋市•••芦屋（松浜）公圏（浜芦屋町 5 n 
0797(31)4262) I>北淡町・北淡東中学校（富島240'Zr

0799(82)0071)、育波小学校（育波1345'll0799(84)030

3)診療時間は、各センターにお問い合わせください。

►問い合わせ＝県医務課tt078(362)3242

巨
●再就職のための特別訓練

被災して仕事を失った方で、災害復興事業などでの就

労を希望する人を対象に特別訓練を行います►訓練内

容＝建設機械運転コース（移動式クレーン運転技術、

車両系建設機械運転技術） ►定員＝15人►対象＝被災
者で這糊沫自動車覇伝免許取得者など►訓練期間＝
3 月 2 日～ 4 月 21 日までの22日間►受講料＝無料（免

許受験手続料などは必要） ►申込期間＝ 2 月 10 日～ 2

月 24 日 ►申込者に面接 (2 月 28 日）して受講生を決定

します►問い合わせ＝住居地の公共職業安定所か県立
神戸高等技術専門学院2t078(796)0657

区
●仮設風呂など

県と自衛隊では各地の避難所などに仮設風呂などを設

置しています。

►神戸市中央区
[>諏訪山小学校（中山手通4n-078(221)2539) 

[>北野小学校（中山手通 3l0'078(221) 1325) 

[>春日野小学校（宮本通 7l0'078(241)3109) 

[>若菜小学校（神若通7匹078(241)7501)

[>埃小学校（東川崎町 1l0'078(360)1200) 

以上、シャワーのみ。

[>小野柄小学校（小野柄通2l0'078(221)0003) 

[>新港第一突堤（新港町）

[>港島小学校（港島中町3l0'078(302)1661) 

►神戸市東灘区

[>本山第1小学校（本山北町3l0'078(411)1974、シャ
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神戸市災害対策本部「こうべ地震災害対策広報」

全 けられた義

■嗣疇遍昌壽困疇IIl:ll1 疇
神 戸市 内に住民登録・外国人翌録を有 L、今

回のり災に より、死亡・行方不明の被害および
全壊・全焼・半壊・半焼の住民登録。外国人登
犀上の住家の被害を受けた世帯。

I輌藝祠畔鰤濯璽，碍遭鯛疇
(1)死亡者
(2)行方不明者
(3)住家（全纏・全焼・半纏・半焼）

100.000円
100.000円
100.000円

1 ll 1l1祁，雌土11-

2月 6日 か ら 当 分 の 問 （ 土 ・ 日 曜 ・祝日は除
く）午前 9時～午後 5時（整理券などによる受
付制限の場合あり）
l 当初はかなり混雑が予想されますので、余裕をもって申請してください。

1 -'，戸， 11誓t,ll1

今回の震災の被害者が、震

災に関する給付金の受給や官

公署あての申請などの際に必

要な「り災証明書」を 2月 6日

から下記の場所で発行しま

す。

＜証明の内容＞建物の全壊・半

壊・一部破損・全焼・半焼・水損

に伴うり災

※設備や動産（土地・建物を除く

もの）の被害は対象外です。これ

らは「り災届出証明害」での対応

となります

くり災者＞り災者は建物の倒

壊などによって、被害を受け

た居住者・家主など

＜証明書発行に必要なもの＞

印鑑（手数料は無料）

なお、申請書には、り災者

氏名、り災場所の住所、持ち

家・借家（所有者名が必要）．

住宅・非住宅の別を記入して

いただきます

く発行期間＞

2月 6日（月）から

午前 9時～午後 5時

（土・日曜・祝日は除く）

く発行枚数＞

居住者 1世帯につき 1枚

（家主が別の場合別途 1枚）

※複数の提出先がある場合は、相

手方に提示し、原本は返却しても

らってください

【郵送での請求は…】

申諸害に記入すべき内容を使

せんなどに記載し、住所地の区役

所に郵送してください。折り返し

証明書をお送りします

原則として世帯主本人
※世帯主本人が来られない場合は、お問い合わせ〈ださい

●問い合わせは、各区役所・支所へ

- 嘗llI’l乳蓼＇疇疇■ 東灘区役所〒658東灘区住吉東町
E-3-28 合841-4131

灘区役所〒657灘区神ノ木通
3-6-18 ff871-5101 

中央区役所〒651中央区雲井通

長田区役所〒653長田区北町
3-4-3 合579-2311

須磨区役所〒654須磨区中島町
H-1 H731-4341 

北須磨支所〒654-01須磨区中落合
2-2-5 ff793-1212 

垂水区役所〒655垂水区日向

•本人を確認する証明書（遍転免許証、傭慶保槙証ほか）
•印鑑
・住家被害については、り災証明書（届出証明書は不可）
。死亡被害については、埋火葬許可書か死亡診
断書か住民票除票

5-1-1 合83を4411
兵庫区役所〒652兵庫区荒田町

HH  ff51Hlll 
北区役所〒651-11北区鈴蘭台西町

H5-1 ff593-l lll 

1-5-1 合708-5151
西区役所〒651-21西区玉津町小山

字川端180-3ff929-000l 

量（醗耀卿岬謹諏嘩輝纏 ※義援金の交付申請については住

民登録まだは外国人登録をして

いる区の左記受付場所にお越し

ください。また、り災証明書の

交付申請には、り災しだ建物の

ある区の左記受付揚所にお越し

下さい

●東灘区……コープこうぺ生活文化センター
●灘区•…••都賀川公園（上河原橋南）

●長田区••••••長田区役所

●須磨区……須磨区役所
●北須磨…•••北須磨支所•中央区……覆上公園内クラプハウス（入口は西側）

●兵庫区……兵庫区役所（公会堂）
●北区本区•••北区民ホール

●垂水区••••••垂水勁労市民センター（レパンテ垂水内）
●西区・9••••西区役所（公会堂）

●北区出張所…各出張所

二；ニ―.|9如ぎら=妥:；|『I
~受け入れ期間＝ 3 月 31 日まで（大学受験者

は受験期間中） ~転校など学校の手続き＝受

け入れ家庭が行う~ホームスティの費用＝無

償※受け入れ先は市外・県外になる場合もあ

ります。

⑱「被災児童生徒」ホームスティ相談センタ

- （f:322-5795 • 5814、FAX322-6144)

99 哨，［［謳尼，，贖蜘l9991 翡置
~受け入れ期間＝ 2 月 16 日まで。午前 9 時

～午後 8時30分［お願い】品目と数量の明記、

大量の搬入は到着予定時刻を連絡

≫受け入れ先（郵送でも可） ＝〒650 神戸市

中央区楠町4-1-1 市立中央体育館内「学用品

受入センター」（fi341-7972•3、 FAX341-7974)

，い＾!，＼＇，，9lli' ：＇’9'llll1 紅9:’’lll99:,llll,；： •llllll,ll1 ， 99 圃
~兵庫県公立高校＝1> 推薦 A … 2 月 13 日に変

更I>推蕉 B…2月22日に変更I>一般入試・・・ 3
月 16 日（変更なし）~市立工業高等専門学校

=2 月 26日に変更~私立中学校＝ 3 月 1 日か

らに変更~私立高校＝ 2 月 26日からに変更

.肩且＇＂懃991119轟I’lll:ll[＇］祇lll;lllll91

開校予定は、校門などに提示していますの

で、こ注意ください。また、すぺての学校園

では、幼児・児童•生徒の所在を確認してい

ますので、各自学校へ連絡してください。

⑱指導第 1課（も322-5786)
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讀i店mにも復真の息吹が・・・・・・

皆さんと共に力を合わせて
一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）

一
月
十
七

□午
前
五

時
四
十
六
分
に
発
生
し
た
兵
庫
県
南
部
地
湛
か
ら

一

か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
災
害
で
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
に
対

し
、
心
か
ら
お
悔
や
み
を
中
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

け
が
を
さ
れ
た
方
、
大
切
な
家
柑
や
財
産
を
失
わ
れ

た
方
々
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
中
し
上
げ
ま
す
。

神
戸
を
襲
っ
た
こ
の
地
煤
は
、
近
代
化
さ
れ
た
日

本
の
大
都
市
で
は
初
め
て
の
直
下
型
大
地
虚
で
あ

り
、
家
出
の
倒
壊
、
火
災
を
は
じ
め
水
辺
・
ガ
ス
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
切
断
さ
れ
、
港
窃
施
設
な
ど

の
産
某
甚
盤
や
生
活
碁
盤
の
施
設
が
打
撃
を
受
け
る

な
ど
未
行
布
（
み
ぞ
う
）
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

市
で
は
、
災
害
対
策
本
部
を
設
沼
し
、
関
係
機
関

と
協
力
し
て
、
避
難
所
で
困
難
な
生
活
を
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ
の
物
沢
の
供
給
、
医
僚
の
提
供
な
ど
被
災

者
支
援
活
動
を
行
う
と
共
に
、
一

日
で
も
平
い
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
活
動
、
さ
ら
に
は
港
誘
機
能
な
ど
、

市
の
産
業
甚
盤
•

生
活
甚
盤
回
復
の
た
め
に
総
力
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
認
直
後
か
ら
の
被
災
者
支
援
活
動
や
復
旧
活
勁

で
は
、
海
外
や
全
国
か
ら
の
多
数
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
お
り
感
謝
に
た
え
ま

せ
ん
。

現
在
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
間
で
も
、
商
店
街
や
オ

フ
ィ
ス
が
再
開
さ
れ
る
な
ど

H
常
の
生
活
の
中
で
、

復
典
の
息
吹
が
聞
こ
え
て
き
て
お
り
心
強
い
限
り
で

す
。今

後
復
興
に
あ
た
っ
て
は
、
復
奥
朴
画
を
つ
く
り
、

「
災
方
に
強
い
新
し
い
ま
ち
神
戸
」
の
実
現
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
世
界
の
打
数
な
同
際
港
湾
都
市
と
し

て
再
生
を
目
指
し
、
ホ
タ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、

一
日
で
も
早

<rti民
生
活
の
安
定

に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
こ

の
苦
境
を
釆
り
切
っ
て
い
き
た
い
と
息
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

神
戸
市
災
害
対
策
本
部
長
（
神
戸
市
長
）

さ

さ

や

上

か

ず

と

し

甚

山

す

ぺ
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広帽こうぺ培鑽災害対策符別号 1995年（平成7年） 2月17日 (2) 

全国ガら届けられだ

義援金を配分しています

P災
証朋書発行中

I 盟贄旦ださい1 

干
壊
•

一
部破
相
・

全
焼
・

半
焼

に
伴
う
り
災

棗
設
備
や
動
産
（
土
地

・
建
物
を

除
く
も
の
）
の
被
古
は
対
象
外
で

す。▼
り
災
行
1
紐
物
の
閃
壊
な
ど
に

よ
っ
て
、
被
害
を
受
け
た
居
住

者

・
家
主
な
ど

▼
交
付
対
象
＇
神
戸
市
内
に
住
所

を
有
し
、
今
回
の
り
災
に
よ
り
、

死
亡

・
行
方
不
明
の
被
害
お
よ
び

全
蹟

・
全
焼

・
半
壊

・
半
焼
の
住

家
の
被
害
を
受
け
た
世
荀

▼
交
付
金
額
’
▽
死
亡
存
…
ト
ガ

円
▽
行
方
不
朋
打
：
’
卜
万
円
▽
住

家
（
全
壊
：
全
焼
・
半
壌
・
半
焼
）

…
ト
ガ
円

▼
申
碕
者
1
原
則
と
し
て
世
荀
主

本
人
。
た
だ
し
、
死
亡

・
行
ガ
不

明
の
蓑
援
金
申
請
の
場
合
は
、
配

偶
行

・
子

・
父
母

・
係

・
祖
父
舟

も
可
（
代
理
人
も
可
）
。
く
わ
し
く

は
各
区
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

`~ 
しT

必
要
甚
類
等
本
人
を
確
認
す

る
証
明
樹
（
運
転
免
許
証
、
健
ば

保
険
証
ほ
か
）
、
印
鑑
、
住
家
被
害

に
つ
い
て
は
、
り
災
証
明
円
、
住

民
登
緑
が
な
い
場
合
ば
届
住
を
証

明
す
ろ
占
類
、
死
亡
被
ャ
“
に
つ
い

り災 筐鴫 ●

1-...,...... _.. 

..,. | ・ •. -．． 

-・ I : :—•…•-
I 

今
回
の
震
災
の
被
害
名
が
、
震

災
に
関
す
る
給
付
金
の
受
給
や
官

公
苫
あ
て
の
巾
汎
な
ど
の
際
に
使

川
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
「
り
災
証

明
？
」
を
左
記
の
場
所
で
発
行
し

て
い
ま
す
。

▼
址
明
の
内
容
U
紐
物
の
全
凛

．

【
発
行
期
間
】

当
分
の
間
（
土
•
H

瞳
・

祝
日
は

除
く
）
。
午
前
九
時

1
午
後
五
時

（
幣
理
券
等
で
受
け
付
け
を
制
阪

す
る
場
合
が
あ
り
よ
す
）

【申
精
受
付
場
所
】

▼
り
災
証
明
内
ー
り
災
し
た
建
物

の
あ
る
区

・
支
所

・
出
張
所

▼
汲
援
金

1
住
所
の
あ
る
区

・
支

所

・
出
張
所
の
左
記
受
付
湯
所

◇
束
灘
区
・
・
・
コ
ー
プ
こ
う
ぺ
生
活

文
化
セ
ン
タ
ー

◇
灘
区
・
・
・
都
買
川
公
園
（
上
河
原

り
災
証
明
書
・
義
援
金
の

発
行
期
間
・
申
請
受
付
湯
所

▼
証
明
胄
発
行
に
必
要
な
も
の
I

印
鑑

(
F数
料
は
無
料
）

な
お
、
申
諮
書
に
は
、
り
災
者

氏
名
、
り
災
場
所
の
住
所
、
持
ち

京
・偕
＊
（
所
有
者
名
が
必
要
）

．

住
宅

・
非
住
宅
の
別
を
記
入
し
て

い
た
だ
さ
ま
す▼

発
行
枚
数
1
一
家

屋
に
つ
き
一

枚
発
行

．
 

．
 

a
 

"
（
家
主
が
別
の
場
合

-i
畿．． ”̀ 

．

＂
m

は
別
途
一

枚
発
行
）

＂

峯
複
数
の
提
出
先
が

.i
a"

.

 

倉―

•P 

,．-. 

g
•

あ
る
場
合
は
、
相
手

方
に
提
示
し
、
原
本

.• 

m
9
.
 

-
•• 

．
 

f

●
“
 

”

”

は

返

却

し

て

も

ら

っ

．

．
 紀
．

て
く
だ
さ
い

●

I
 

．
 

• 
吋

【
郵
送
で
の
請
求
は

・:
】申

研
行
に
記
入
す
ぺ
さ
内
容
を

便
せ
ん
な
ど
に
記
載
し
、
住
所
地

の
区
役
所
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
折
り
返
し
証
明
占
を
お
送
り

し
ま
す

♦
問
い
合
わ
せ
は
、
各
区
役
所・

文
所
へ
。

て
は
、
埋
火
＃
許
可
邁
ま
た
は
死

亡
診
断
F
か
住
民
察
除
菜

♦
問
い
合
わ
せ
は
、
各
区
役
所
・

支
所
へ
。

解
体
の
必
要
の
あ
る

家
屋
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い

閃
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
家
屋
な

◆
申
し
出
は
、
直
接
各
区
の
災
害
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
手
続
さ
は
、

ど
の
解
体
は
、
原
則
と
し
て
市
が
対
策
本
部
へ
。
（
霞
話
に
よ
る
受
け
後
0
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行
い
ま
す
の
で
所
有
者
は
申
し
出
付
け
は
し
ま
せ
ん
。
先
店
町
で
は
/
解
体

・
撒
去
の
標
準
単
価
＞

て
く
だ
さ
い
。
同
意

mが
必
要
と
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
木
（
鉄
件
）
●
3
1延
ぺ
床
面
積

な
り
よ
す
の
で
、
名
類
を
お
渡
し

▼
受
付
期
間
1=l-Jjト
五
日
ま
一
平
方
＂
い
あ
た
り
約
一
万
二

f
円

し

ま

す

。

で

。

午

前

九

時
1
午
後
四
時
（上
・

▼
鉄
筋
（
鉄
竹
鉄
筋
）

コ
ン
ク
リ

対

鼠

と

な

る

の

は

、

①

一

般

家

口

町

休

み

）

ー

ト

造

I
延
ぺ
床
面
積
一
平
方
ば

◇
あ
た
り
約
-
-
＿
万
円

屋
②
中
小
企
業
甚
本
法
第
二
条
に

該
当
す
る

m業
者
の
建
物
③
宗
教
既
に
ご
自
分
で
解
体

・
撮
去
さ
濠
延
べ
床
面
積
は
課
悦
台
帳
に
よ

法
人

・
学
校
法
人
な
ど
の
非
営
利
れ
た
人
に
つ
い
て
の
＂
用
は
、
襟
る
（
地
下
部
分
は
除
く
）
。
撤
去
の

法
人
の
紐
物
、
神
社
・仏
閣
、
中
小
冷
巾
価
の
範
囲
内
で
巾
が
負
担
し
み
の
場
合
は
前
記
単
価
の
二
分
の

企
菜
の
組
合
の
建
物
等
、
市
及
が
ま
す
。
手
続
さ
な
ど
は
、
決
よ
り

i

以
下

必
要
と
認
め
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
証

◆
ま
た
、
こ
自
分
で
解
体

・
撤
去

作
業
は
、
公
共
性
、
緊
念
性
の
渇
拠
と
な
る
施
工
前

・
施
工
後
の
各
を
し
よ
う
と
さ
れ
る
人
は
、
各
区

い
も
の
か
ら
処
理
し
ま
す
の
で
、
写
真
、
見
積
打
、
領
収
が
、
契
約
の
災
害
対
策
本
部
へ
お
問
い
合
わ

全
体
で
は
艮
期
間
を
要
し
ま
す
。
山
、
り
災
証
明
丙
な
ど
を
保
行
し
せ
く
だ
さ
い
。

八
道
路
上
の
廃
材
・
ガ
レ
キ
＞

【手
続
き
】

0
m
前
に

「
お
知
ら
せ
」
の
掲
示
や
避
熊
所
へ
連
絡
を

行
う
〇
所
打
者
か
ら
述
絡
お
よ
び

承
諾
を
柑
た
後
、
順
次
撤
去

濱
撤
去
ま
で
に
で
さ
る
だ
け
貨
丑

品
な
ど
の
搬
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
よ
た
、
謙
去
の
際
、
江
ら
会

い
を
希
屯
す
る
人
は
中
し
出
て
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合

b
せ
先
（
午
前
几
時

1
午
後
四
時
）

嬌
南
）

◇
中
央
区
：
磯
上
公
園
内
ク
ラ
プ

ハ
ウ
ス
（
入
口
は
内
側
）

◇
兵
庫
区
・
・
・
兵
血
区
役
所
（
公
会

堂）◇
北
区
本
区
・
・
北
区
民
ホ
ー
ル

◇
北
区
出
彊
所
・
・
・
当
該
出
張
所

◇
是
田
区
・
長
田
区
役
所

◇
須
府
区
・
・
・
須
的
区
役
所

◇
北
須
店
：
北
須
店
支
所

◇
垂
水
区
・
・
産
水
勤
労
市
民
セ
ン

タ
ー
（
レ
バ
ン
テ
垂
水
内
）

◇
西
区
：
西
区
役
所

（
公
会
堂
）

倒
纏
し
た
家
●
な
と
の
靡
材
・
ガ
レ
キ

の
撼
去
は
原
則
と
し
て
市
が
行
い
ま
す

◇
束
濱

・
灘
区
：
束
部
土
木
事
務

所

(6
凶
ー
ニ
ー
九
一
）

◇
中
央
・
兵
庫
区
・
・
中
部
上
木
瑾

務
所

(6
511
ー
0
五
一
五
）

◇
北
区
…
北
上
木
市
務
所
(
6
如

ー
丘
一
九
i

)

◇
長
lJl
．
須
屈
区
・
・
西
部
土
木
111

務
所

(C
742
ー
ニ
四
二
四
）

◇
垂
水
区
：
垂
水
土
木
ボ
務
所

(
6
而

I
O二
三
四
）

◇
西
区
・
・
西

L
木
平
務
所

(n
912

ー
三
七
五

O
)

八
そ
の
他
の
場
所
の
廃
材
・
ガ
レ
キ
＞

撤
去
ば
、
原
則
と
し
て
辺
路、

河
川
な
ど
に
囲
ま
れ
た
区
域
ご
と

に
行
い
ま
す
。
事
前
に
お
知
ら
せ

し
、
相
当
の
期
間
を
甜
い
て
か
ら

実
施
し
ま
す
の
で
、
そ
の
間
に
代

爪
品
な
ど
の
搬
出
を
行
っ
て
く
だ

9

0

 

さ
し手

続
き
な
ど
は
、
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
は
、
市
災
古
対
策

本
部
荘
境
部
(6
321
ー
五
四
四
三
）

へ。

◇東灘区役所 〒658束灘区住吉束町2-3-28

◇ 灘区役所 〒657灘区神ノ木通3-6-18

◇中央区役所 〒651中央区芦｝F辿5-1-1

◇兵庫区役所 〒652兵庫区荒田町 1-21-1

◇ 北区役所 〒651-11北区鈴閾台匝町1-25-1

◇長田区役所 〒653長111区北町3-4-3

◇須磨区役所 〒654須閉lえIt島町 1-1-1

◇北須磨支所 〒654-01須磨区中落合2-2-5
(1)尖証 明●、載 環傘の問い合わせのみ）

◇垂水区役所 〒655垂水l:?.．日向 1-5-1

◇ 西区役所 〒651-21西区屯祁町小111字川端180-3

ff841-4 1 3 1 

合871-5101

も232-44 1 1 

ff511-2 1 1 1 

も593-1111

ff579-2 3 1 1 

ff731-4 3 4 1 

ff793-5 5 5 1 

ff708-5 1 5 1 

も929--00 0 1 

I説金や便用料なとの
納期隈を延長 Lます

霞
災
後
に
納
期
が
来
る
左
記
の

も
の
は
、
原
則
と
し
て
三
月
木
日

ま
で
、
納
期
限
の
延
長
、
ま
た
は

徴
収
の
打
ヤ
を
行
い
ま
す
。

●
市
税

（
納
期
限
よ
た
は
巾
告

・

申
請

・
語
求
な
ど
の

C

類
の
提
出
）

●
市
営
住
宅
使
用
料

●
国
民
健
康
保
険
料

●
幼
稚
園
保
育
料

●
保
育
所
な
ど
の
福
祉
施
設

徴
収
金

●
港
湾
使
用
料

●
上
下
水
道
料
金

(
1
月
28
日
か

ら
3
月
18
日
の
間
に
納

期
限
が
到
来
す
る
料
金

に
つ
い
て
、
一
期
r

二

か
月
」
分
を
徴
収
捐
予
）

◆
問
い
合
わ
せ
は
財
務
課

(6
3221五
一
三
七
）
へ
．
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(3) 広帽こうぺ叫 災如環特叩亀 年（平成7年） 2月17B
． 

被
害
に
よ
る
ご
み
が
大
貸
に

目
団

現
在
、
今
回
の
地
震
で
被
害
の
が
、

大
さ
か
っ
た
地
域
で
は
、
ま
ち
中
で
て
い
る
こ
と
、
よ
た
、
交
通
渋

に
ご
み
が
あ
ふ
れ
て
い
る
状
況
で
滞
に
よ
っ
て
収
集
車
の
通
行
が
妨

げ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
な

市
で
も
こ
の
ご
み
を
一
掃
す
べ
か
な
か
決
め
ら
れ
た
日
に
収
集
で

く
他
都
市
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
き
な
い
の
が
実
情
で
す
。

全
力
を
学
げ
て
収
集
し
て
い
ま
す
こ
の
段
階
で
市
民
の
粁
様
に
細

1
日
も
早
い
復
旧
に
向
け

神
戸
市
内
の
地
下
に
埋
設
さ
れ

漏
水
は
、
地
域
ご
と
に
試
験
的

た
水
道
行
を
合
わ
せ
る
と
約
四
千
に
水
を
流
し
、
水
圧
の
変
化
な
ど

・
ロ
に
も
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
地
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
訂
接
水
道

震
で
こ
れ
ま
で
に
三
千
か
所
以
上
管
に
流
れ
る
水
の
音
を
聞
い
た
り

の
水
辺
行
か
ら
の
砧
水
が
発
見
さ
し
て
発
見
し
、
修
理
を
進
め
て
い

•
水
道
管
が
地
中
に
あ
り
、
被
害

e
 

゜

間
罪
げ

ー

復
旧
作
業
に
困
難
な
状
況
で
は
あ
今
回
の
地
震
で
災
を
救
助
法
が

り
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
復
旧
に

適

川
さ
れ
た
地
域
お
よ
び
近
隣
の

向
け
連
日
全
JJ
を
傾
け
て
い
ま
地
域
の
お
客
さ
ま
に
は

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

・
屯
気
料
金
の
支
払
い
期
限
の
繰

り
延
ペ

・
基
本
料
金
の
一
部
免
除

の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

【
お
願
い
】

油
水
を
発
見
す
る
た
め
の
試
験

ま

た

、

引
き
込
み
線
工

mに
つ

通
水
で
、
水
道
管
の
破
川
部
分
か
い
て
は
、
一
部
の
ケ
ー
ス
を
餘
き
、

ら
水
が
猛
れ
、
家
氏
な
ど
に
思
わ
無
料
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ぬ
被
害
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
の
で
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

す
。
こ
の
た
め
、
玄
関
付
近
に
あ
さ
い
。

＇由口員幽[

,

賃
が
安
全
を
確
認
す
る
ま
で
使
わ
な
い
て
．

現
在
、
二
次
災
害
を
防
止
す
る
詳
細
な
復
旧
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
検
し
安
全
を
確
認
す
る
ま
で
は

た
め
都
市
ガ
ス
の
供
給
を
停
止
知
ら
せ
で
き
な
い
こ
と
を
お
わ
ぴ
絶
対
に
ガ
ス
を
使
わ
な
い
で
く

し

、

被

害

の

激

し

い

一

部

地

域

を

中

し

あ

げ

ま

す

。

だ

さ

い

。

除
い
て
三
月

t
句
を
目
揉
に
作
菜

▼
大
阪
ガ
ス
か
ら
の
お
●
い

・
供
給
継
続
地
区

中
で
す
が
、
怯
害
が
激
し
い
こ
と
、

・
供
給
停
止
地
区

①
ガ
ス
の
に
お
い
が
し
た
ら
栓
を

地
中
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
ガ
ス
供
①
ガ
ス
栓
、
器
具
栓
、
メ
ー
タ
ー
し
め
、
す
ぐ
に
大
阪
ガ
ス
ヘ
連

給
設
伍
の
破
捐
状
況
の
全
容
把
担
ガ
ス
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
絡
を
。
火
を
使
わ
ず
、
換
気
扇

が
雌
し
い
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、
②
人
阪
ガ
ス
の
社
只
が
設
錨
を
点
は
ス
イ
ッ
チ
か
ら
火
花
が
飛

・1日も早く水を．を合言葉に懸命の復1B作集

か
い
お
願
い
を
す
る
の
は
恐
縮
で

す
が
、
次
の
点
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
ご
み
は
従
釆
ど
お
リ
家
庭
ご
み

（燃
え
る
も
の
で
、
カ
サ
の
小

さ
い
も
の
）
と
荒
こ
み
（
燃
え

な
い
も
の
、
カ
サ
の
小
さ
い
も

荒,Jみの誹出抑制にこ協力を

地 域 閲い合わせ先

東（旧凜宇区治・）遭区 ・中央区 三宮営叢所
11以西を防く） !!391-6041 

中区央・長区田（旧中・治須）磨II以区匹・）北・区兵（庫北 兵庫営稟所

神を除く区） !!681-3151 

重水区 ・西区（北西部を除く）
明石営震所
!!912-2651 

北区（北神郎）
＝田営票所
ff0795-63-2484 

匹区（北西部） •北区（淡河町）
加古）II営稟所
ft0794-21-3201 

~ 

三宮臨時 神戸駅前

定期券発売所 定期券発売所

総合ィ・999メーシ3:,JR神戸駅北償

センター デュォ神戸地下街

＇営藁時間 12:00~19:aa 112:00~19:aa 

閲 い 合 わ せ 1:1392-2571 云341-4455

灘問 ご 断域 なまか止 ＇当テ不従を荒の
［濤公 注水でおすじ水 面 l能 来 こヘノ

ロ意 すも‘よめ栓 空シのの みに
わ くる‘現う閉＾ きヨ場ス の分

目東 せ だこ復在おめ水 缶 ン合テ 捨 91
［部 は さと旧‘願て辺 のへは 1 出て

いがエ水いおの 収 ‘シ 抑<
°あ ・＊ がしい元集 最ヨ 制だ

目所 りの出まてg は寄ンにさ
またてすい で りが こ・ぃ

；岳 ぷ爵し》゚；iiI t？乱問 ゜
Z 北垂長中 l 課◆ と努規 ． 
＝ ^ 区 ＾ 水 ＾ 田 ＾ 央 ー 問ごめ則一荒めン使荒いせ
呈n：ロ ・ロ・ロ・ ヒ aぃ 協 ま 正 日 こ ・ 必 ぺ 用 こ ・ ° ん
目泣北乃1西 7l19月J.11兵九 322合力すしも みずは済み保 の
百 Iセ 1区 1磨 1庫 ＝ 1わをのく早に 使 ‘みに管で
［四ン 0 ：六 区 五 区 五せおで収く出い 発力出し ‘

, 8イ羞翠杏自翌ギ 天it門五農悶七！益tとえ誓
[ g gt一部一部 四毀し様きらく‘ 故卜くなし

ノ-セ-セ -境まのるれだ穴防式だいて
ヘ局すごよたさ を止ガさ湯＜

1 タ タ °計°理う日いあのスい 合だ
画解に 1こ けたボ °はさ

・i9四酎閏閲直i冨濯雌'ti訊濯9
次の定期券発売所は当分

の間、無休で常菜しますの

でご利用ください。

［取り扱い婁務I
・定期券の払い戻し、再発

行、新規販売

・市パス回数券の販売、払

場 所

ぴ
、
引
火
す
る
の
で
採
作
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

②
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
赤
い
ラ
ン
プ

が
点
減
し
て
い
る
と
き
は
｀
安

全
装
収
が
作
動
し
て
ガ
ス
が
と

ま
っ
て
い
ま
す
。
F

」
自
分
で
燥

作
し
て
く
だ
さ
い
。

品
の
こ
理
解
、
t
J

協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

♦
t
g
J
い
合
わ
せ
は
、
大
阪
ガ
ス
地

震
対
策
4
用
受
け
付
け

(tl
O
六

ー
庇
ー
八
八
0
0
)

へ。

地下鉄西神中央駅

定期券発売所

地下鉄名谷駅構内I地下鉄西神中央
駅ビル 2F 

12:00~19:00 

ff991-3004 

地下鉄名谷駅

定問券発売所

戸ft79l-1160 

[ a病気、Iナガのときは一―- ］ 
[Ill鑽している市内の医憲●●の紹介］
►印院·診窯所ー地域訳嶽源
ff:!22 5246・5248 

►心奴1祈神,,,＂医師会
ff:351 1410 

► 隕科診窯所一神9’市せ利医師会
ff:351 0087 

►市民印院
中火市民印院••…•一般外来(9 : 00~15 : 00) 

ff:302 4321 敦念外来(24時間対応）
東漬わ叙所・・・・・・内科・小児科・外科ほか

ff:411 7012 (9 : 00~17: 00) 
匹rド民が院・・・・・・内科・外科系ほか

ff:576 5251 (24時1111対応）
匹 神9'仄叡センター

a!l97 2200••••• •一般外来(9 : 00~12 : 00) 
救怠外来 (24時Ill]対応）

箪 西rliJ.↓病院は、 2n20日(fl)に仮設．ら叙所と

して移転します(18[lは休唸、19日は救忌対応
のみ）。
I>移転先駁田区北町 3 4-3 

良m区総合rr令 6陪 a576-5251 

【急冑のときは…】
匹 戸 市 匡躙i会急病鯰讀所

中央区橘通 4-l←20 神戸市医師会館本貪1内
C341・2313 

・内か1・小児科…………餌El(21 : 00~23 : 40) 
..!Till-咽喉科·…………••上瞭(2 1 : 00-23 : 40) 

［いんこう） 休日 (9: 00~16: 40) 
・ 眼科・．．．．．．．．． ．••…· • ・・・・・・休日 (9: 00~16: 40) 
年日躙科診讀所00:00~15: 00) 

中央区山本過 5 3 27 C351 1722 
軍 2n中は ャnも診飢
OX木口急病●記漬韮炎所(9:00~16: 30) 

瀾区 C871 3300 中央区 C371 7500 
兵印区 て5773390 北区 つ58J3300 

必田区 U579-0753 須田区 U734-1400 
限水区 U781 14ヽII 匹区 n961 1400 

軍l1!讀区はほかの区で受け付けます．

直璽所では…］

,Ii内約130か所の避輝所で、灰餌刀護娼など
が救畏活動を行っています。111l設出所について
は、 F記の災＃f関連情鴨ファクスか、俣健所まで
110い合わせてください。

災害関遍情輯ファつス FAX360 0200 
（メニューコードは「 3」です）

束濃録健所 U841 4131 
襴［保健9折 U871 5101 
中央傑健所 U232 •1411 
兵庫保健所 口5]1211J 
長 m保饒所 U579 2311 
須如紐所 云 7314341 

軍 t.，記俵健所では、精神科灰による心の相該も
行っています(9: 00~17: 00). 

2501資料編24神戸市災害対策本部 ・広報「こうぺ」



瓢 広帽こうぺ地●災害灯m 叩 1995年（平＇ 年）2月17日

こ●5重島』．真●●1"しm•99

巨震匝偏臣l委因全匝l
． 

神戸机EIll印嗣物登縁 平成6年度第265号ー 1（広鴫印刷物規格A-I類） （4) 

今後も余俎が起こることが考えられます。
次のことに注意して、身の安全を確保してください。

・与紐舷1．謂油遭藝利渭看l
．褥などの高い所に危険な物を●かない

（特に覆床やペピーペッドの周り）

・家異は転倒防止金異などで壁に固定

• 本棚や茶ダンスには、●い物を下の方に収
納し、重心を低くしておく

・食器棚のガラス製品なとの漕り出し防止枠

を設●
・IIIJれそうなガラスにはテープや飛散防止フ

ィルムをはる
・開き戸式のものには止めがねを

・軍直付さのものには渭りとめを
・電灯は金興や鎖で天井に固定

．撞木鉢などをベランダに●かない

・プロック塀なとを補強

・木造住宅の柱なとを襦強

憤11渭.H.JI常nl燃t1、マッチやライ

クー、新聞紙．ナイフ、ひも、か切り、

ティッシュベーバー、'，l(T・、ス 1).,

バ．ポリ＆防水シート．石けんなど

濠裏齢者や乳幼児に必要な物の用意も

IIl: •ーI”叫’'“'1朧 9.Jt，1馳臥3↓'-··- ．鴻1 宵幽1船，UI皿9.Ill"＂“'1911991,．4n....'.:.,,疇9J麟l聞,.,.,_：爾I~晴9馴爛''""' 1"＂III 曲9J眉ll9999 999l,1W119.,Jj’1.O 贔 ．999.』9l9. 

槻目訊M川口
テレビ、ラジオで

お届けします
神戸市では、地震災害対策情報を、次の番組の

中でお知 らせします。

-
【ラジオ 】 ►AM KOBE 558 (558KHZ) 

月曜～土曜／10:15~10: 20 

► Kiss-FM KOBE (89.9MHZ) 

毎日／15:00~15: 05 

豪月曜～金曜は 「デイライト ・キッス」（英語によ

る情紺提供もあり）、土曜は「サク デー・キッス」、

日曜は 「サンデー ・キッス」の中で放送

［ テレピ】 ►サンテレビ
月曜～土曜／17:30ごろから 5分間

峯月曜～金曜は「ニュースeyeランド」、土曜は「ニ

ュース ・サタデー」の中で放送-1-【ラジオ 】 ►AM KOBE 558 (558KHZ) 

「サンデー神戸」毎週日曜9:00~9:30

［テレピJ►サンテレビ
「ウイークリーこうぺ」 毎週日曜

18: 15~ 18: 20 

峯手話通訳1こよる情報提供

FAXで災喜情報を提供

ガス ・水道、住宅、医祓、福祉など9つに分類し

た情報を24時問提供。市外からでb取り出せます。

提供時間 毎日24時間（休みなし）

提供情纏の内容 次の 9つのメニュー別に

最新情報を提供

〇：最新情報の抜粋

l ：生活情報 （ガス、 水道、電話など）

2 ：住宅情報（一時使用住宅、公営住宅など）

3 ：医杖情報

4 ：福祉情報

5 ：交通情報 と復旧見通し
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●住宅修理の契約は慎重に

悪質業者占五閉ばしの窓；ぅ
相該事項 実算団体 電話番号 受付時間等

戸●住宅の応急修繕等 神戸市裏築協力会 (078)362-5591 10: 00~16: 00（土・日曜も闘設）

かわら工事 兵庫県瓦工事婁協同姐合 (078)391-2978 10: 00~16: 00（土・日曜休み）

明石瓦工事業協同姐合 (078)936-2103 9: 00~16: 00（土・日噸休み）

（社）全日本瓦工事繋連盟 (06) 762-6721 10: 00~16: 00（土・日曜休み）
兵庫県粘土瓦協同組合連合会（淡鯰） (0799)38-0570 9 :00-11:00（日電・舅2土疇休み）

兵庫県酉蜀瓦工事震協同組合（姫路） (0792)84•2333 9 : 00~16: 00（土・日曜休み）

住宅関連（富貫・璽會尊） 総合住宅相餃所 (078) 362-5219 10: 00~17: 00（土・日鴫U開設）

社（土璽"地会1係碩・険●失物・税金・ 兵Ill会保庫査士険県会労司法務・近書士士畿会会税瑾・兵士庫会県・土兵庫熾拿県社慶 (078) 794-4006 10: 00~17: 00（土・日曜＆闘設）
員l' 弓霞1)

よ[11mろ蠅ずl1)饉法還軍m律の相権II鼓利関等係、］ {(0g 78) i 362-5 I 58 
神戸弁謹士会 78 362-5171 10: 00~17: 00（土・日曜も闘設）

78 362-5178 

契約・解約に関する相該 神戸市生活情籠センター闘疇消費生活相槙iii (078) 361-6979 神神戸戸市市生中央活学区蝙誓通セン3-タ4ー-内3 

6 ：合同慰璽祭 ・ 環境 • その他
7 ：各問い合わせ先一覧

8 :こ うぺ地震災害対策広報

9 :メニューコードのご案内

（注） メニューコードの内容は状況により変更す

る場合があります

―・、1・＇1-一OFAXの受話器をと って下記の番号へ電話をか

けてください。

ft (078) 360ー0200
0 「災宮関連情報を提供します。ご利用の前に 0

（ゼロ）をプッシュしてください」 の音声案内

の後、ゼロを押して ください。

@ roから 8のメニューコードをどうぞ。メニュ

ーコードをお知りになりたい方は 9をどうぞ」

の音声案内の後、希望の番号を押してください。

〇 「ピーという音がしましたら、スタートまたは

通信ポクンなどを押して、町話をお切りくださ

い」の音声案内の後、スタートまたは通僧ポタ

ンを押して、受話務を置くと、情報がFAXで

受償できます。

l199i99 晶 199.,9999111滑雌喧u,9吋199頃1"'19苫庄罪1閲渭l馳11，濯渭l而IUllIIIHIr1|lllHillJIIIll/91nl』11D99馴111!1lll11111匹珈即111J:JJJJ訓咄9哺lI圃渭皿叫鴻胤叫皿IU晶l鴎l

一霞嗣闘喜
リュックや袋にひとまとめにして

畑に必璽だと思われる物は下表のとおりです

4く類

仄仮品

IA1H3Rの飲料水をげ保
--

＇ぶ族の数にあわせて 2~3  n分．

カンパン、{m:5、ドライフーズなど保

什性の品いもの

印鑑亀現金、健I＊保険正、h＼令，Iii糾、権

利注9分正明．下など

F rt、くつ卜、由具（防寒）．t布（寝

袋）、ヘルメット（ずさん）、タオル

軟こう．il'fふ必．Ill.111i綿、包布｀ガー
ゼ、¥'I脱長

ラジオ

その他

（・漏の屯池も /If.~

電話相談をこ活用ください
•練災看の心の電話相該宣

（生活字詈センター）
•中小企霙鯰合相該所

（中小企震指瀑セ ンター）

• Consultation by Telephone 
～外111人電話相駁
(English＆中Ill霞）

・身体庫書襴祉センター
（陣喜着向19)

・ふれあい育児相鱗宣
(9リ児の育児）

・児童相E所

， ＇ ， 漏

al61-a935 
(10:00~16:00) 

巨旦S795-4、OO
an2-so16 

as11-6sos 

a691一7867

a382-2s2s 

神戸市災害対繁本鵬 ff322-5 I 17~5 I 22 
各区の災害対策本螂は 2面鳩載の区役所の代表書号へ
．震築制限区域について C2ヽ2-2131

（まちづくり区域姐出） （10:00~18:00) 
．餡111府県（兵庫県・大阪府を院く）
の公営住宅や住宅Ill市璧鑽公団 ff06-9ヽ5-2832
の空さ軍状況の紹介 (9 :00~20:00) 
（禎災看用公営住宅鴫あっせんセンター）

資料編24神戸市災害対策本部・広報「こうぺ」1251
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震災からの復興に何けて 建築が制限される区域が
指定されま Lた

神戸は、 1月17日夜明け前の地震によりたいへんな被害を受

ナました。しかし、市民の皆さんは、再生に向けて歩き出され

ています。皆さんのこうした動きこそが、神戸の復旧、復興へ

と実を結んでいくものです。こうした新しい街づくりを市民の
ふ． ＾ ダ9、、ヤA、/9で 999,．公-‘'し土ヽ ．．．---・・▲・てて：r9 4 • 9.-

さ

皆さんと共に取り組むために、総合的な市街地、住宅の整備を

行ううえで必要な区域については、一定期間、そこで建物を建

てることを辛抱していただき、その間に皆さんと共に、災害に

強い街づくり計画を定めていきたいと考えています。

”-'~ _.,, -・')'.O 

建築が制限される区域の指定
指定された区域はとこですか？

（森南地区） （六I田道駅周辺地区） （三宮地区）

（松本地区） （御菅地区） （新長田駅周辺地区）、

以上計 6地区です。

詳しくは裏ページの図面をご院ください。

とういう街づくり計画が予定されていますか？
次のような街づくりが予定されています。そのた

めの話し合いをこれから始めさせていただきます。

0土地区画整理事業が予定されている区域

（森南地区） （六甲道駅周辺地区） （松本地区）

（御菅地区） （新長田駅周辺地区）

0市街地再開発事業が予定されている区域

（六甲道駅周辺地区） （新長田駅周辺地区）

0地区計画が予定されている区域

（三宮地区）

建物は全く建てられないのですか？
次のような建物は建てることができます。

①2階建てまでの木造、鉄骨造り、コンクリートプ

ロック造りなどの建築物

②応急仮設建築物、工事用仮設建築物など

いつまで制限するのですか？
平成 7年2月17日までです。ただし、さらに 1か月

延長する場合があります。

凡例

置函l麟が制限される区域

1,,  1 
0 l 2 3km 

時間

242-2 1 3 1 

サンボーホール2陛
（中央区浜辺通5丁目・貿易センタービルの北隣）

午前10時～午後6時
（当分の間土・日曜日・祝日も行います）
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で麒復員まちづくりニュース（第3号）；；！竺
地、パ庄：：xぃ吋，．ス;,i ',,:. 6予？コ264サー）ぷ応況9り999'名A- ：h 

防災モデル都市をめさLて

，＂ 震災が起こ ってから、早くも 1カ月がたちました。神戸市では、今回の震災で特I 1に被害が集中した新長田駅周辺地区、御行地区、松本地区、 三宮地区、六甲辺駅周

1辺地区、森南地区の6地区について、今回のような災苔を二度と起こさないよう、

「災害に強いまちづくり」を検討してきました。

このたび、まちづくりの秦を取りまとめましたので、お知らせいたします。

.............. -...... ...................................... ..................................... .. 
； 【土地区画整理事莫区域J '若松町10丁目 ・II丁目

：畏田区 ； 海遅町2丁目• 3丁目

，戸崎通3丁目（一部） ［大橋町10丁目

西代通4丁目 i野田町4丁目

， 大辺通4丁目 • 5丁目（各一郎） ［須磨区

，御屋敷通 1丁目～6丁目 ；戎町 1丁目

川西通4丁目 • 5丁目 ！大田町 l丁目

水笠通1丁目～6丁目 ！寺田町 1丁目 ・2丁目

細田町4丁目～7丁目 l大池町 1丁目 ・2丁目

神楽町3丁目～6丁目（各一部） i千級町 1丁目～4丁目

松野通 1丁目～4丁目（各一郎） ［常盤町l丁目～4丁目（各一郡）

日吉町5丁目 • 6丁目 ！ 

＂息贔罰 d
■JRの北側と鷹取駅の東側は土地区画整理事業を行います。千級小

学校の東側及び、 JR新長田駅と山因の西代駅の中間の2カ所に大き

な防災関点となる公隣を整偏するとともに、いざという時のためにも

I輯等の追路を広げるなどふi災機能の向上を図ります。
・ 焼けた商店街の復興を

図るとともに、ケミカ

•シューズなどの工場

集め、住宅と工場と

；共存共栄できる快適

まちづくりをめざし

す。

IJ R新長田駅の南側

市街地再開発事業を

•います。若松公閲を

きくするとともに五

鯨などの迅路を広

ます。また、再開発

ルを建設し、商店や

！、住宅の供給

図るとともに地霞や

事に強いまちづくり

進めます。

i街地再間発事業区域］

田区日吉町 1丁目 ・

丁目 • 3丁目（一郎）、

松町 3丁目 • 4 丁目

一郎） • 5丁目（一郎）

丁目 • 7丁目 （一郎）、

橋町2~5丁目 （各一

;). 6丁目 • 7丁目・

丁目（一郡）、腕塚町

丁目 • 6丁目、久保町

丁目 • 6丁目、 二葉町

T目 • 6丁目 （一邦） 、

1ケ林町 1丁目（一郡）

資料編25神戸市住宅局・都市計画局「震災復興まちづくりニュース」'253
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-国滋28刃をはさんだ

東西で土地区画整理'"
稟を行います。この両
地区にそれぞれ身近な
公園を設けるととも
に、この公園をつなぎ、

まちの主軸となる道路

を整偏し、火”や地霞
に強いまちを目ざしま

す。
地域に親しまれてき

た行臣市均、打臣商店

街の再生を図るととも
に、できるだけ共同し

て娃物を建てていただ
くことなどによ って安

全で親しみのあるまち
づくりを進めます。

［土地区函整理事婁区
域】長田区
御蔵通3丁目 •4T

目（一郎） • 5丁目• 6丁

目、菅原通3丁目（一
部） •4丁目（一邦） 、

北町3丁目（一部）
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災害に強いまちづくり計画を進めるため、これまで市渠に笞手していな

かった昴市計画辺路の整偏も怠ぎます。

都市計画迂路整帽に関するお問い合わせは、サンポーホール2閉 「まち

づくり区填担当Jts242ー2131へ。

計甑幅員

'll m 

整 E

約1.910m

27 m 

閉霰

約l.llOm

15 m 

15 m 
27 m 
2!J m 

約絡Om

約 2拍m
約泣om
約 160m

三山露霰

15 m 

J5~2'2m 
約 IOOm
約 400m

！中央幹翫 ”～泊m

須磨劉闘編

1千森麟

'l/~36m 

Zl m 

約 900m

約 f,OOm

約 45()m

遍路塁鑽にかかる区域
—| 

寄点祝紹；杏
厄心『、IM＆砂押

面屑禁な竺
面霞区 住 吉初J丁目の一郎
賓●区 戴影山手1丁目の一団

・区傭後町3T目、桜口町3
丁目の各一郎
灘区神如3丁目の墨

嬰怒眉嘔閲渭
の各一ん

闘戸沼
可、蹂卯麟際
噸

り％噂説T髯名

璽置国
松本通と大井通一帯は、土地区画整理事業を行います。この地区

の東と西に身近な公園を整鯖するとともに、上沢通と松本通の間に

ある東西の辺路を広げ、選霞路を置保し、火事や地震に強いまちづ

くりを目ざします。

できるだけ共同して建物を建てていただくなどにより、安全で快

適なまちづくりを進めます。

［土地区画苔事之区壌］兵庫区

大井通 1丁目～3丁目、松本通

2丁目～7丁目

2541資料編25神 戸市1主宅局 ・都市計画局「震災復興まちづくりニュース」 資料編25神戸市住宅局・都市計画局「震災復興まちづくりニュース」1255



(4) 

一 • 
三宮地区のまちづくりについて

三宮地区では、地区計画制度を活用して防災に配慮した空間と娃物づくりによ

って災昏に強いまちづくりを進めます。

【まちの防災性、安全性の強化J
辺路や建物の地下、地上、上都レベルでの歩行者空間の充実を図るとともに、

建物を建てる際に氾路から建物を後退していただいたり、街角広坦を設置するこ

とによ って、安全で快適なまちづくりを進めます。

[ij震性の高い建物の銹導】

できるだけ多くの方々に共同でピルを建てていただくとともに、建物の構造の

強化や窓ガラスの落下防止への杞慮をするなどにより、災習時に強いまちづくり

に、こ・協力いただきたいと思います。

［都心にふさわしい街並みづくり】

建物の用途を制限することによって都心の商業や業務機能などの充実を図ると

ともに景観に配慮した建物を建てていただき、昴心にふさわしい街並み形成を進

めていきたいと考えています。

建物の耐棠性の強化 ビルの共同化

壁面線後退による歩行者空間の確保

誘導サインの設置

広場の確保

f ◆都市計面函及び地区計画索案の縦覧について 1

森南地区、六甲逍駅周辺地区、松本地区、御哲地区、新長田駅周辺地区の5岨

区において尖施する土地区画整理市業、市街地再開発＂業お よびこれらの事業に

llll連する用途地域や辺路、公園などの都市計画稟と三宮地区の地区計画素案の縦

覧を今月末頃から行う予定です。

またJR住吉駅南地区の市街地再開発事業、 JR新駅と板宿駅の自転庫駐車闊

および神戸三田鯨ほか3路鯨の嘉市計画案の巖買も併せて行う予定です。

なお、現在国において「被災市街地復興特別措鱈法」が検討されておりますが、

この法nが制定されれば、同法に基づく「被災市街地復興推進地域」を指定し活

用していきたいと考えています。

＜縦賣を予定している都市計画案及び地区計画素案＞

①用途地填②高度地区③高肛利用地区④防火地填および準防火地域R逍路 (3.3.
13刃山手幹鯨ほか4路綿） ＠追路 (3.4.4i:}細田線ほか30路線） ⑦駐lJl場（第29
号JR新駅駅前自転車駐m湯、第30刃板宿駅前自転事駐車紺） R公隈 (2.2.6号
森公隅ほか6公園）＠上地区画整理m業 （森南地区震災復興土地区画整理事業、

六甲辺駅西地区霞災復興土地区i!i整理事業、御せ地区霞災復興土地区画整理事渠、

新長田 ・鷹取地区震災復興土地区画整理亨渠） ⑩土地区画整理事業 （松本地区震

災復興土地区画整理専業） ⑪市街地再開発事渠 （六甲道駅南地区震災復興第二種

市街地再開発腎渠）⑫市街地再開発事業 （新長田駅南地区震災復興第二穫市街地

再開発市菜）⑬市街地再開発事業 (JR住吉駅南地区第一糟市街地jlj開発濱業）

⑭地区計画 （三宮地区）

昴市計画案の襲覧、意見書の提出はサンポーホール2陪 ~242-2131で行う

予定です。日時は決り次第お知らせいたします。

【地区計画区域】中央区琴ノ餡町5丁目（一部）、布引町4丁目（一

郊）、雲井通7丁目 • 8丁目、小野柄通7丁目 • 8丁目、御幸通7丁目

• 8丁目、 磯上通7丁目 • 8丁目、八幡通3丁目 • 4丁目、磯辺通3T
目 • 4丁目｀浜辺通5丁目 • 6丁目、加納町4丁目（一部） • 5丁目 ・

6丁目、北長狭通 1丁目（一邸） ・2丁目（一部） • 3丁目（一那）、

三宮町 1丁目～3丁目、東町、伊藤町、江戸町、京町、 浪花町、播磨町、

明石町、西町、前町、海岸通

I ◆璽互竺9～門門且；戸 I 

まちづくり案について、みなさまのこ只問、こ意見にお笞えするため、 2月22
日（水）から20日間、現地相捺所を開設します。時間は午前10時から午後6時ま

で。土罐日、日躍日も行います。

i森南地区 I
_Jl IL 

llJ手畔●
」|

コI || 1こ

』口顧昌□
コ□二］1 |二
コ亡ニコI I［二

戸疇
· ···•-·······••一••• • •-····•····-··•·-·•·．-··-い

I松本地区 ！

六甲道駅周辺地区 ］

—J~匹点ILW手鱒●-←

］日二—--L-

御菅地区・新長
田駅周辺地区

剛曝闘囀
場所サンポーホール2階

（中央区浜辺通5丁目

・貿易センターピル北

隣）

242 -2131 
午前IO時～午後6時

（当分の間、土・日曜

日・祝日も行います）

竺
呻

『
噂~
―i

」し

Ii

]0JRニ
ロ
/

頃
[

LJ[-
コ
ロ
]

~]7~ 
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市
内
の
被
災
状
況

1
月
21日
午
後
10時
半
現
在
、
市
内
の
被
災
状
況
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

・
死
者

1
0
5
6人
（
う
ち
身
元
不
明
者
33
人）

・
倒
壊
家
屋
全
壊

1
万
1
6
4
1
戸

半

壊

5
4
3
1
戸

・
火
災
件
数

44件

・
行
方
不
明
者
数
約
50
人

．
避
難
場
所

1
9
2
カ
所

．
避
難
者
数

3
万
3
8
6
3人

．．．．． 

市
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、

1
月
21
日
現
在
、

1

9
2カ
所
で
す
。
主
な
避
難
所
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

◎
市
役
所
本
庁
舎
▽
嗚
尾
・
瓦
木
・
山
口
支
所
▽
北
ロ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

◎
小
学
校
・
・
・
浜
脇
▽
香
櫨
園
▽
安
井
▽
夙
川
▽
北
夙
川
▽
苦
楽
園

▽
大
社
▽
神
原
▽
甲
陽
園
▽
広
田
▽
平
木
▽
甲
東
▽
上
ヶ
原
▽
上
ヶ

原
南
▽
段
上
▽
段
上
西
▽
樋
ノ
ロ
▽
高
木
▽
瓦
木
▽
深
津
▽
瓦
林
▽

上
甲
子
園
▽
津
門
▽
春
風
▽
今
津
▽
用
海
▽
鳴
尾
▽
南
甲
子
園
▽
高

こ
の
た
び
の
兵
廊
県
南
部
地
痕
に
よ
り
、
惇
い
人
命
を
落
と
さ

れ
た
方
の
ご
遺
族
の
皆
様
、
家
屋
川
壊
等
に
み
ま
わ
れ
た
皆
様
に
、

謹
ん
で
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を

111し
上
げ
ま
す
。

観
測
史
上
初
の
霞
度
7
と
い
う
大
激
霞
で
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど

の
地
域
で
甚
大
な
被
害
が
出
た
た
め
、
市
民
の
皆
様
に
は
避
難
所

あ
る
い
は
各
ご
家
庭
に
お
い
て
、
不
安
で
大
変
不
便
な
生
活
を
強

い
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
＇
現
在
、
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
救
助
・
救
援
活
動
や
水
道
・
ガ
ス
・
道
路
な
ど
の
復

m作

業
に
全
力
を
傾
け
、
応
急
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
馴
い

111し
上
げ
ま
す
。

西

宮

市

長

馬

場

順

三

避
難
場
所

須
東
▽
高
須
南
▽
浜
甲
子
園
▽
鳴
尾
東
▽
鳴
尾
北
▽
小
松
▽
生
瀬

◎
中
学
校
・
・
・
浜
脇
▽
大
社
▽
上
ヶ
原
▽
甲
陵
▽
平
木
▽
瓦
木
▽
深

津
▽
上
甲
子
園
▽
今
津
▽
真
砂
▽
鳴
尾
▽
浜
甲
子
園
▽
嗚
尾
南
▽
学

文
▽
甲
陽
学
院
中
等
部

◎
高
校
・
・
・
西
宮
西
▽
県
立
西
宮
▽
仁
川
学
院

◎
西
宮
賛
護
学
校

◎
幼
稚
園
・
・
・
大
社
▽
門
戸
▽
高
木
▽
瓦
木
▽
安
井
▽
こ
ば
と
▽
西

宮
公
同
▽
マ
リ
ア
の
園

◎
保
育
所
・
・
・
津
門
▽
安
井
▽
大
社
▽
今
津
文
協
▽
北
夙
川
▽
上
之

町
▽
幸
和
園

◎
公
民
館
・
・
・
中
央
▽
嗚
尾
▽
鳴
尾
東
▽
南
甲
子
園
▽
今
津
▽
上
甲

子
園
▽
春
風
▽
夙
川
▽
浜
脇
▽
用
海
▽
高
木
▽
若
竹
▽
上
ヶ
原
▽
越

木
岩◎

体
育
館
・
・
・
中
央
▽
中
央
分
館
▽
北
夙
川
▽
甲
武
▽
今
津
▽
嗚
尾

◎
市
民
館
・
・
・
網
引
▽
市
庭
▽
今
津
南
▽
上
ヶ
原
▽
大
箇
▽
苦
楽
園

▽
甲
陽
園
▽
習
櫨
園
▽
甲
子
園
口
▽
北
甲
子
園
口
▽
夙
東
▽
中
▽
平

木
▽
安
井
▽
六
軒
▽
夙
川
西

◎
共
同
利
用
施
設
（
セ
ン
タ
ー
）
・
・
・
上
甲
子
園
▽
瓦
林
公
園
▽
北

瓦
木
▽
高
木
▽
段
上

◎
そ
の
他
・
・
・
動
労
会
館
▽
教
育
会
館
▽
西
宮
市
職
員
会
館
▽
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
▽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
西
宮
警
察
署
▽
県
総
合
庁

舎
▽
一
里
山
荘
▽
寿
園
▽
西
宮
母
子
寮
▽
今
津
研
修
セ
ン
タ
ー
▽
上

ヶ
原
七
番
町
団
地
集
会
室
▽
市
営
住
宅
上
ヶ
原
四
番
町
集
会
所
▽
江

上
町
市
営
住
宅
集
会
所
▽
獅
子
ケ
ロ
町
市
営
住
宅
集
会
所
▽
蒜
下
町

集
会
所
▽
日
野
町
集
会
所
▽
津
門
西
口
公
園
集
会
所
▽
西
田
公
園
▽

嗚
尾
町
3
丁
目
自
治
会
館
▽
厚
生
事
業
会
館
▽
香
櫨
園
会
館
▽
西
宮

福
音
教
会
▽
大
手
前
女
子
大
学
▽
西
宮
神
社
会
館
▽
一
羊
会
す
ず
か

け
第
1
作
業
所
▽
大
塚
会
館
（
大
塚
集
会
所
）
な
ど

...... 
~,~:•••, 

．．．．．．．． 
げ．
9,
．．．．． 
ー

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． …
：
~
~
~
~
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水

道

◎
上
水
道
施
設
の
復
旧
な
ど

各
配
水
所
の
機
能
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
ま
た
、
各
家
庭
な
ど
へ

の
配
水
管
も
各
所
で
断
絶
し
て
い
る
た
め
、
配
水
が
不
可
能
に
な
っ
て

い
ま
す
（
北
部
地
区
を
除
く
）
。
水
道
局
で
は
、
す
で
に
復
旧
作
業
に
着

手
し
て
お
リ
、
可
能
に
な
っ
た
地
域
か
ら
給
水
を
始
め
ま
す
が
、
全
市

で
給
水
が
可
能
に
な
る
ま
で
に
は
4
カ
月
ほ
ど
必
要
で
す
。
問
合
せ
は

水
道
局
配
水
課

(
0
7
9
8
.
3
2
.
2
2
1
7
)
へ。

◎
給
水
の
状
況

給
水
可
能
に
な
る
ま
で
の
問
、
次
の
場
所
（
計
37
カ
所
）
へ
給
水
車

が
行
き
、
対
応
し
ま
す
。
午
前
8
時
に
出
発
し
ま
す
が
、
道
路
の
状
態

な
ど
に
よ
リ
、
各
給
水
場
所
へ
到
鶴
す
る
時
問
が
異
な
り
ま
す
。
な
お
、

終
了
は
日
没
ま
で
と
い
た
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

•
市
立
中
学
校

1
5校

浜

脇

大

社

上

ヶ

原

甲

陵

平

木

瓦

木

深

津

上

甲

子

園

今

津

真

砂

嗚

尾

浜

甲

子

園

嗚

尾

南

高

須

学

文

・
市
立
小
学
校

20校

浜

脇

香

櫨

園

安

井

夙

川

北

夙

川

大

社

甲

陽

園

広

田

平

木

甲

東

上

ヶ

原

上

ヶ

原

南

段

上

段

上

西

樋

ノ

ロ

高

木

瓦

木

上

甲

子

園

津

門

鳴

尾

北

・
若
竹
公
民
館
・
中
央
体
育
館

．．
 
~
・
・
・
・
・
・
・

1
•
1

・
・
・

1

・
・
：
；

9
9
9
,
•
1

・
・
・
・

9
9
9
9
9
9
9
9.......... 9
9
'

・・・・
1

・・・・・・・・・・・・
9,
＇：
............... .
 

ご
遺
体
の
搬
送
と
火
葬

◎
ご
遺
体
の
搬
送
な
ど

ご
遺
体
の
搬
送
や
納
棺
な
ど
を
順
次
行
っ
て
い
ま
す
が
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
の
数
が
非
常
に
多
く
、
火
葬
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

遺
体
撥
送
申
込

0
7
9
8
.
3
5
.
3
2
3
3
（
環
墳
衛
生
課
）

納
棺
（
個
人
で
対
応
で
き
な
い
場
合
）

0
7
9
8
.
3
5
.
3
2

4
7、
3
5
.
3
2
4
9
（
暉
墳
衛
生
課
）

◎
火
葬

市
営
満
池
谷
火
葬
場
の
使
用
が
可
能
と
な
リ
ま
し
た
の
で
、
各
遺
体

安
置
所
ご
と
に
順
次
、
火
葬
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
問
、
個
人
か

ら
の
お
申
込
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
あ
わ
せ
て
近
隣
市
で
の
火
葬
に
つ

い
て
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
市
役
所
本
庁
舎
2
階
の
西
宮
市
斎
園
サ

ー
ビ
ス
公
社

(
0
7
9
8
.
3
5
.
3
3
0
5
、
3
5
.
3
3
0
6
)

ヘ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
自
宅
に
ご
遺
体
を
安
置
さ
れ
て
い
る

方
は
、
同
公
社
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
そ
の
際
、
埋
火
葬
許
可
書
を
所
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件

と
な
リ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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物
資
の
調
達

各
地
か
ら
の
温
か
い
ご
庫
意
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
救
援
物
資
が

届
い
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
バ
ー
、
紙
お
む
つ
、
生
理
用
品
、

ご
み
袋
な
ど
は
、
一
部
で
足
IJ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
当
面
、
各
避
難
所
を
中
心
に
、
随
時
皆
さ
ん
に
配
布
し
て
い

き
ま
す
。

垂
れ
下
が
っ
た
電
線
や
倒
頃
し
た
竃
柱
な
ど
は
大
変
危
険
で
す
の

で
、
絶
対
に
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
余
鑽
な
ど
で
屋
外
に

退
避
す
る
と
き
は
プ
レ
ー
カ
ー
を
「
切
」
に
し
て
く
だ
さ
い
。
送
電

が
回
復
し
た
家
庭
で
は
、
特
に
コ
ン
ロ
・
ス
ト
ー
ブ
・
こ
た
つ
な
ど

の
使
用
時
に
、
ろ
う
電
．
感
電
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
問
合
せ
は

関
西
電
力
西
宮
営
業
所

(
0
7
9
8
.
6
7
.
3
1
3
1
)
へ。

山
口
町
、
す
み
れ
台
、
北
六
甲
台
以
外
は
停
止
し
て
い
ま
す
。
復

旧
の
め
ど
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
問
合
せ
は
大
阪
ガ
ス

(
0
7
9
8

•
2
6
.
3
1
0
1
)
へ
。

ガ 電

ス 気

．
 
配
布

仮
設
住
宅
の
建
設

市
と
県
は
、
西
宮
市
民
で
家
屋
が
全
壌
、
ま
た
は
全
焼
さ
れ
た
方

を
対
象
に
、
市
で
5
0
0
戸
、
県
で
5
0
0
戸
程
度
の
応
急
仮
設
住

宅
を
、

2
月
下
旬
を
め
ど
に
建
設
し
ま
す
。
ま
た
、
公
団
住
宅
、
県

営
住
宅
、
大
阪
府
営
住
宅
の
一
定
戸
数
の
提
供
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
は
、

1
月
23
日
か
ら

1
月
28
日
ま
で
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
8

時
ま
で
、
市
民
会
館
1
隋
大
会
謹
室
で
受
け
付
け
、
後
日
、
抽
週
に

よ
り
入
国
者
を
決
定
し
ま
す
。
問
合
せ
は
市
住
宅
郎

(
0
7
9
8
.

3
5
.
3
2
3
7
、
3
5
.
3
2
4
3
)
へ。

鉄
道
は
、

J

R
が
東
行
き
は
甲
子
國
口
駅
か
ら
運
行
し
て
い
ま
す
が
、

西
行
き
は
西
明
石
ま
で
不
通
で
す
。
阪
急
電
車
は
西
宮
北
口
駅
か
ら
大

阪
方
國
行
き
が
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
今
津
線
と
甲
陽
線
、
伊
丹
線
は

不
通
で
す
。
ま
た
阪
神
電
車
は
、
甲
子
園
駅
か
ら
東
行
き
は
運
行
し
て

い
ま
す
が
、
西
行
き
の
元
町
ま
で
と
武
庫
川
線
は
不
通
で
す
。

阪
神
バ
ス
、
阪
急
バ
ス
は
道
路
事
情
に
よ
り
、
運
行
可
能
な
と
こ
ろ

か
ら
運
行
し
ま
す
。

••••••••••••••••••• 

利
用
可
能
な
交
通
機
関

一
般
回
線
よ
り
公
衆
電
話
の
方
が
、
若
干
つ
な
が
り
や
す
い
状
況
で

す
。
た
だ
し
、
神
戸
方
面
な
ど
電
話
が
込
み
合
っ
て
い
る
地
域
に
は
か

か
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
電
話
を
つ
な
げ
や
す
く
す
る

た
め
に
、
通
話
は
必
要
最
小
限
に
、
短
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
臨

時
公
衆
電
話
（
無
料
）
を
主
な
遍
難
所
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

：
・
~
~
~
~
：
~
~
~
~
~
」
．
~

ご
み
収
集

燃
や
す
ご
み
は
19
日
（
木
）
か
ら
収
集
開
始
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
は

23
日
（
月
）
か
ら
収
集
開
始
予
定
で
す
。
た
だ
し
、
道
路
損
墳
、
交
通

渋
滞
な
ど
で
遅
れ
る
場
合
が
あ
lJ
ま
す
。
な
お
、
相
大
ご
み
は
硯
在
収

集
し
て
い
ま
せ
ん
。
問
合
せ
は
本
庁
地
区
は
業
務
第
2
課

(
0
7
9
8

.
2
6
.
5
0
4
1
)
、
鳴
尾
地
区
は

(
0
7
9
8
.
4
1
.
6
2
6

5
)
ま
で
。

•, 

．．
 

'

，

 

．．．．． 
ー・・

9

9

9

9

9

9

9

.

.

.

.

.
 

し
尿
収
集

収
集
車
が
回
っ
て
い
ま
す
。
問
合
せ
は
業
務
第
1
課

(
0
7
9
8
.

3
 

3
9
.
0
7
7
9
)
へ。

.

.

.

.

.

.

：

,

．

9

9

:

I

・・・・・・・・・・
9
9
9

・・・・
1

1

・・・・・・・・

幹
線
道
路
の
状
況

現
在
、
道
路
状
況
が
大
変
悪
く
な
っ
て
お
リ
、
緊
急
車
両
の
通
行
に

も
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
の
ご
利
用
は
、
で
き
る
だ
け
避

け
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国
道
2
号
は
、
西
行
き
は
大
阪

府
県
界
1
神
戸
市
瀾
区
の
区
間
で
、
東
行
き
は
明
石
市
魚
住
町
1
神
戸

市
垂
水
区
の
区
間
で
、
緊
急
輸
送
の
専
用
通
行
の
た
め
通
れ
ま
せ
ん
。

電

話

●
●
●
●
’
 窓

口
業
務
な
ど

被
災
証
明
書
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
被
災
状
況
の
調
査
終
了
後
に
発

行
す
る
予
定
で
す
。
問
合
せ
は
福
祉
総
務
課

(
0
7
9
8
.
3
5
.
3

1
3
3
)
へ。

．．．． 

~••’’999999999999999999',11 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 9

9
9
9
9
9
9
,
9
9
9
,
 

.

.

.

.

.
 .
 

倒
壊
家
屋
の
処
理

家
屋
の
倒
壌
に
よ
り
道
路
上
に
散
乱
し
て
い
る
廃
材
処
理
は
、
市
が

行
い
ま
す
。
敷
地
内
の
廃
材
の
片
付
け
は
各
家
庭
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
は
西
宮
市
災
害
対
策
本
部

(
0
7
9
8
.
3
5
.
3
5
4
6
、

3
5
.
3
6
7
1
)
へ。

窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
業
務
に
つ
い
て
も

復
旧
に
努
め
て
い
ま
す
。

.........•••• 

~
~
．

0
•
1
1

・
~
ー
・
・
・

1
:
.
.

•• 
:~ 

．．．．．． 

今
後
の
余
震
、
火
災
の
注
意

今
後
も
余
霞
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
亀
裂
が
入
っ
て
い
た
り
傾
い

て
い
た
り
す
る
住
宅
な
ど
は
倒
墳
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
絶
対
に

住
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
火
災
が
非
常
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

タ
バ
コ
や
ろ
う
そ
く
、
た
き
火
な
ど
屋
外
で
の
火
の
取
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

対害

の

災の

郁

ド

種
各

本

で2
す

策

イ
対

ガ

ベ

匝

L

壇

4
6
4
7
0
0
2
6
2
7
2
9
7
1

ノ
る
456144
は

3

ド

ナ

5

5

6

6

6

6

6

ヽ

.... 
：
ホ
知
・
―
Iii

災
号
3

3

3

3

3

3

3

2

コ
ぉ

ス
を

2
 

．

．

．

．

．

 
レ

ち

・

ピ

報

市
番
3
5
3
5
3
5
3
5
3
5
3
5
3
5

9
8
9
8
9
8
9
8
9
8
9
8
9
8
9
8
 

宮
話
・

西
電
0
7
0
7
0
7
0
7
0
7
0
7
0
7

テ
ま
07

」

被
災
証
明
の
発
行
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(1) 地震災害広報 平成7年1月28日 発行

市
内
の
被
災
状
況

1
月
26日
午
後
6
時
現
在
、
市
内
の
被
災
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
死
者
ー
0
6
2人
（
う
ち
身
元
不
明
者
16人）

・
倒
壊
家
屋
全
壊
ー
万
1
6
4ー
戸
半
壊
5
4
3ー
戸

・
火
災
件
数

44件

．
避
難
湯
所
ー
7
4カ
所

．
避
難
者
数
約
2
万
8
7
0
0人

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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.
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.
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避
難
場
所

市
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
さ
れ
て
い
る
場
所
は

1
月
26日
現
在
、

1
7
4カ
所
で
す
。

主
な
避
難
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

い
市
役
所
本
庁
舎
▽
鳴
尾
・
瓦
木
支
所

◎
小
学
校
・
・
・
浜
脇
▽
香
櫨
園
▽
安
井
▽
夙
川
▽
北
夙
川
▽
苦
楽
園
▽
大
社
＞
神
原
▽
甲

陽
園
▽
広
田
▽
平
木
▽
甲
東
▽
上
ケ
原
▽
上
ケ
原
南
▽
段
上
▽
段
上
西
▽
樋
ノ
ロ
▽

高
木
▽
瓦
木
▽
深
津
▽
瓦
林
▽
上
甲
子
園
▽
津
門
▽
春
風
▽
令
津
▽
用
海
▽
鳴
尾
▽

南
甲
子
園
▽
高
須
東
▽
高
須
南
▽
鳴
尾
東
▽
鳴
尾
北
▽
小
松
▽
生
瀬

◎
中
学
校
・
・
・
浜
脇
▽
大
社
▽
上
ケ
原
▽
甲
陵
▽
平
木
▽
瓦
木
▽
深
津
▽
上
甲
子
園
▽
令

津
▽
嗚
尾
▽
浜
甲
子
園
▽
嗚
尾
南
▽
学
文
▽
甲
陽
学
院
中
等
部

◎
高
校
・
・
・
西
宮
西
▽
県
立
西
宮

◎
西
宮
養
護
学
校

◎
幼
稚
園
・
・
・
大
社
▽
門
戸
▽
高
木
▽
瓦
木
▽
安
井
▽
こ
ば
と
▽
西
宮
公
同

◎
保
育
所
・
・
・
津
門
▽
安
井
▽
大
社
▽
令
津
文
協
▽
北
夙
川
▽
幸
和
園
▽
月
影

◎
公
民
館
・
・
・
中
央
▽
鳴
尾
▽
嗚
尾
東
▽
南
甲
子
園
▽
令
津
＞
上
甲
子
園
▽
春
風
▽
夙
川

▽
浜
脇
▽
用
海
▽
高
木
▽
若
竹
▽
上
ケ
原
▽
越
木
岩

◎
体
育
館
・
・
・
中
央
▽
中
央
分
館
▽
北
夙
川
▽
甲
武

◎
市
民
館
・
・
網
引
▽
市
庭
▽
令
津
南
▽
上
ケ
原
▽
大
箇
▽
苦
楽
園
▽
甲
陽
園
▽
香
櫨
園

▽
甲
子
園
口
▽
北
甲
子
園
口
▽
夙
東
▽
中
▽
平
木
▽
安
井
▽
八
ツ
松
▽
夙
川
西
▽
生

瀬
◎
共
同
利
用
施
設
（
セ
ン
タ
ー
）
・
・
・
上
甲
子
園
▽
瓦
林
公
園
▽
北
瓦
木
▽
高
木
▽
段
上

◎
そ
の
他
…
勤
労
会
館
▽
教
育
会
館
▽
西
宮
市
職
員
会
館
▽
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
▽
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
県
総
合
庁
舎
▽
寿
園
▽
令
津
研
修
セ
ン
タ
ー
▽
上
ケ
原
七
番
町

団
地
集
会
室
▽
市
営
住
宅
上
ケ
原
四
番
町
集
会
所
▽
江
上
町
市
営
住
宅
集
会
所
▽
獅

子
ケ
ロ
町
市
営
住
宅
集
会
所
▽
森
下
町
集
会
所
▽
日
野
町
集
会
所
▽
津
門
西
口
公
園

集
会
所
▽
西
田
公
園
▽
鳴
尾
町
3
丁
目
自
治
会
館
▽
厚
生
事
業
会
館
▽
西
宮
福
音
教

会
▽
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
▽
西
宮
神
社
会
館
▽
一
羊
会
す
す
か
け
第
T'作
業
所

▽
大
塚
会
館
（
大
塚
集
会
所
）
▽
仁
川
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
（
学
院
）
▽
関
西
学
院
大

学
学
生
会
館
▽
船
坂
公
会
堂
な
ど

発
行

西
宮
市
政

ニ
ュ
ー
ス

水

道

◎
上
水
道
施
設
の
復
旧

浄
水
場
・
配
水
所
か
ら
の
配
水
管
と
、
各
家
庭
へ
給
水
す
る
た
め
の
引
込
管
に
大
き

な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
南
部
地
域
の
全
域
が
断
水
状
態
で
す
が
、
漏

水
箇
所
の
修
繕
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
一
部
地
域
で
は
損
傷
箇
所
を
発
見
す
る
た
め

の
通
水
を
し
て
い
ま
す
。
通
水
し
て
い
る
の
は
、
南
部
地
域
の
う
ち
、
東
部
区
域
の
一

部
と
北
部
区
域
の
一
部
の
約
40％
で
す
。
こ
の
試
験
通
水
の
際
に
ご
家
庭
の
蛇
口
か
ら

出
る
水
は
、
極
力
節
水
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
配
水
管
な
ど
の
漏
水
修
繕
の
た
め
断

水
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
水
道
局
で
は
、

E
月
末

を
目
途
に
全
市
で
復
旧
す
る
よ
う
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
修
繕
工
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
合
せ
は
水
道
局
配
水

課

(
0
7
9
8
.
3
t
.
2
2
1
7
)
へ。

砂
給
水
の
状
況

給
水
可
能
に
な
る
ま
で
の
間
、
次
の
場
所
（
計
40カ
所
）
へ
給
水
車
が
行
き
、
対
応

し
ま
す
。
午
前
8
時
に
出
発
し
ま
す
が
、
道
路
の
状
態
な
ど
に
よ
り
、
各
給
水
場
所
へ

到
着
す
る
時
間
が
異
な
り
ま
す
。
な
お
、
終
了
は
日
没
ま
で
と
い
た
し
ま
す
の
で
f

J

了

承
く
だ
さ
い
。

•
市
立
中
学
校

1
5校

浜

脇

大

社

上

ケ

原

甲

陵

平

木

瓦

木

深

津

上

甲

子

園

令

津

真

砂

鳴

尾

浜

甲

子

園

鳴

尾

南

高

須

学

文

•
市
立
小
学
校

2
3校

浜

脇

香

櫨

園

安

井

夙

川

北

夙

川

大

社

甲

陽

園

広

田

平

木

甲

東

上

ケ

原

上

ケ

原

南

段

上

段

上

西

樋

ノ

ロ

高

木

瓦

木

上

甲

子

園

津

門

嗚

尾

北

高

須

南

瓦

林

鳴

尾

・
若
竹
公
民
館
・
中
央
体
育
館

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• ガ

ス

山
口
町
、
す
み
れ
台
、
北
六
甲
台
以
外
の
ほ
ぽ
全
域
で
停
止
し
て
お
り
、
全
力
で
復

旧
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
問
合
せ
は
大
阪
ガ
ス

(
0
7
9
8
.
2
6
.
3
1
0
1
)
へ。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••.•••••••••••••••••••••••••••••••• 住
宅
の
危
険
度
判
定

市
は
、
住
宅
の
危
険
度
判
定
を
、
関
係
各
機
関
の
協
力
を
得
て
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

問
合
せ
は
市
街
地
建
築
課

(
0
7
9
8
.
2
6
.
9
6
6
7、
2
6
.
9
6
6
8
)
へ。

◎
戸
建
住
宅
等
（
店
舗
、
事
務
所
等
を
含
む
）
・
・
・
外
観
目
視
で
判
定

◎
共
同
住
宅
お
よ
び
長
屋
住
宅
（
公
共
建
築
物
を
除
く
）
・
・
・
外
観
目
視
に
よ
り

r
危
険
II

伎
用
不
可
」

r
要
注
意
1
1
一
時
立
ち
入
り
の
み
可
」

r
調
査
済
11
使
用
可
」
の
3
段
階

で
判
定

熾
霞
災
書
広
輻
211

〔は
26B現
在
〕

こ
の
広
報
紙
で
は
、
災
害
に
対
す
る

最
新
構
報
を
随
時
掲
載
し
ま
す

西
宮
市
災
害
対
策
本
部

救
出
活
動
に
情
報
を

西
宮
市
災
害
対
策
本
部
で
は
、
皆
さ
ん
の
通
報
に
よ
り
救
出
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
周
り
で
、
ま
だ
救
出
さ
れ
て
い
な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
情
報

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
問
合
せ
は
消
防
局

(
0
7
9
8
.
2
6
.
0
1
1
9
)

‘^

火
災
の
損
害
届

こ
の
ほ
ど
の
地
震
で
火
災
に
遭
わ
れ
た
方
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
へ
損
害
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
各
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
問
合
せ
は
消
防
局
管
理
課

(
0
7
9
8
.
2
6
.
o
l
1
9
)
へ。

••••••••••••••••••••••••••••••• 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

被
災
証
明
の
発
行

被
災
証
明
書
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
被
災
状
況
の
調
査
終
了
後
に
発
行
す
る
予
定
で

す
。
問
合
せ
は
福
祉
総
務
課

(
0
7
9
8
.
3
5
.
3
1
3
3
)
へ。

•.••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

遺
骨
仮
安
置
所

市
で
火
葬
し
ま
し
た
こ
遺
骨
は
、
現
在
、
市
民
会
館
4
階
会
議
室
に

1
月
31日
（
火
）

ま
で
仮
安
置
し
て
い
ま
す
が
、

t
月
1
日
か
ら
満
池
谷
納
骨
堂
に
仮
安
置
し
ま
す
。
問

合
せ
は
西
宮
市
斎
園
サ
ー
ピ
ス
公
社

(
0
7
9
8
.
3
5
.
3
3
0
6
)
へ。

••••••••••••••••••••••••••••• 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

他
府
県
住
宅
な
と
の
入
居
申
込

岡
山
県
、
和
歌
山
県
、
広
島
県
な
ど
30自
治
体
・
約
1
0
6
0
0戸
の
公
営
住
宅
な

ど
へ
の
入
居
申
込
を
兵
庫
県
住
宅
管
理
課

(
0
7
B
.
3
6
t
.
3
6
E
B
i

3
6
3
2
)
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
入
居
期
閻
は
3
カ
月
1
1年
。
家
賃
は
お
お
む

ね
無
料
。

神
奈
川
県
鎌
倉
市
は
、
被
災
者
へ
の
住
ま
い
の
あ
っ
せ
ん
（
ー
カ
月
程
度
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
含
む
）
を
行
い
ま
す
。
問
合
せ
は
鎌
倉
市
福
祉
総
務
課

(
0
4
6
7
.
2
3
.

3
0
0
0
内
線
3
6
5
)
へ
。
ま
た
、
岡
山
県
和
気
郡
日
生
町
は
、
民
問
住
宅
な
ど

約
30
戸
の
宿
泊
施
設
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。
問
合
せ
は
日
生
町
役
場

(
0
8
6
9
.

7
2
.
l
l
o
l
)
へ。

.•••••.••••••••••••••••••••••••••.••••••••••••• 

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 証
明
手
数
料
の
免
除

家
屋
が
倒
壊
・
焼
失
し
た
人
は
、
当
面
の
閻
、
住
民
票
の
写
し
・
外
国
人
登
録
済
証

明
書
•
印
鑑
証
明
な
ど
証
明
手
数
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
問
合
せ
は
市
民
課

(
0
7
9
B

.
3
5
.
3
l
l
t
)
へ
。
ま
た
、
市
県
民
税
の
課
税
証
明
（
所
得
証
明
）
・
納
税
証

明
・
固
定
資
産
評
価
証
明
に
つ
い
て
は
、
使
用
目
的
が
兵
庫
県
南
部
地
震
に
起
因
す
る

も
の
は
手
数
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
問
合
せ
は
税
制
課

(
0
7
9
B
.
3
5
.

3
E
5
1
)
へ。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

電

話
ご
家
庭
の
電
話
よ
り
公
衆
電
話
の
方
が
、
若
干
つ
な
が
り
や
す
い
状
況
で
す
。
ま
た
、

臨
時
公
衆
電
話
（
無
料
）
を
、
前
記
避
難
所
の
ほ
と
ん
ど
の
箇
所
と
、
一
里
山
荘
、
西
宮

母
子
寮
、
北
ロ
サ
—
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
郷
免
町
老
人
い
こ
い
の
家
な
ど
に
設
置
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
r
J

利
用
く
だ
さ
い
。
問
合
せ
は
N
T
T西
宮
支
店

(
0
7
9
B
.
3
?
-

•
9
3
0
6
)
へ
。
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中
小
企
業
総
合
相
談
所

被

災

事

業

者

の

事

業

再

開

や

今

後

の

経

営

計

画

な

ど

の

各

種

相

談

に

、

市

な

ど

の

職

員

が

応

じ

ま

す

。

午

前

10時
か

ら

午

後

5
時

ま

で

西

宮

商

工

会

議

所

で

。

問

合

せ

は

同

会

議

所

(
0
7
9
8
.
E
6
.
4
3
3
6
2
6
.
4
3
7
6

....... 、................................................... .
 

こ
み
収
集

燃

や

す

こ

み

、

燃

や

さ

な

い

こ

み

の

収

集

を

始

め

て

い

ま

す

。

た

だ

し

、

道

路

損

壊

や

交

通

渋

滞

な

ど

で

遅

れ

る

場

合

が

あ

り

ま

す

。

問

合

せ

は

業

務

第

E
課

(
0
7
9
8

.
2
6
.
5
0
4ー
・
・
・
本
庁
地
区
）
、
業
務
第

3
課

(
0
7
9
8
.
4
1
.
6
E
6
5

…

嗚

尾

地

区

）

へ

。

な

お

、

燃

や

す

こ

み

、

燃

や

さ

な

い

ご

み

の

収

集

が

落

ち

着

き

ま

し

た

ら

、

粗

大

こ

み

の

収

集

も

行

い

ま

す

の

で

、

し

ば

ら

く

お

待

ち

く

だ

さ

い

。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• し
尿
収
集

く

み

取

り

便

所

と

設

置

済

み

の

仮

設

ト

イ

レ

に

つ

い

て

は

、

収

集

車

が

回

っ

て

い

ま

す

。

問

合

せ

は

業

務

第

1
課

(
0
7
9
8
.
3
3
.
0
7
7
9
)
へ
。

医
療
機
関
な
と

豪
市
外
局
書
の
な
い
も
の
は
〈
0
7
9
B
〉
で
す
。

避
難
場
所
で
開
設
さ
れ
て
い
る
救
護
所
は
、

1
月
24
日
現
在
で
次
の

11
カ
所
で
す
。

そ
の
他
の
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
医
師
や
看
護
婦
が
巡
回
診
察
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
｀
全
避
難
所
へ
医
師
と
保

健
婦
が
巡
回
し
、
健
康
状
態
な
ど
の
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
大
社
小
学
校
(
7
2
.
2
2
7
4
)
▽
香
櫨
園
小
学
校
（
22
．
1
0
3
0
)
▽
樋
ノ

n小
学
校

(
6
5
.
6
5
5
8
)

▽
大
社
中
学
校

(
7
3
.
5
3
9
L
)
▽
中
央
体
育
館

(
7
4
.
0
7
2
0
)
▽
平
木
小
学
校

(
6
4
.
4
0
0
0
)

芝
広
田
小
学
校

(
7
4
.
4
2
1
3
)
▽
夙
川
小
学
校

(
7
2
.
1
2
2
1
)
▽
北
夙
川
小
学
校

(
7
4
.
7
0
0
9
)

▽
津
門
小
学
校
(
2
2
.
2
2
8
6
)
▽
安
井
小
学
校

(
3
6
.
1
4
2
2
)

現
在
開
業
し
て
い
る
医
療
機
関
は
、

1
月
24
日
現
在
｀
次
の

2
7
9
カ
所
（
全
医
療
機
関
の
約
75%)
で
す
。

◎
浜
脇
：
石
本
眼
科
（
22
．
5
4
6
4
)
▽
海
野
医
院

(
2
2
.
1
8
0
8
}
▽
江
原
床
院

(
3
3
.
5
9
7
9
)
▽

小
林
医
院

(
3
3
.
0
3
1
8
)
▽
面
栂
産
婦
人
科

(
3
3
.
0
1
5
0
)
▽
面
橋
内
科
循
環
器
科

(
2
6
.
3
6
0
0
)

▽
谷
脳
神
経
外
科

(
3
6
.
1
3
2
0
)
▽
中
鴫
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
3
6
.
8
3
3
0
)
▽
日
野
小
児
科
内
科

(35.

1
0
0
3
)
▽
乎
＊
医
院

(
2
2
.
2
6
5
8
)
▽
別
所
内
科

(
2
6
.
0
4
5
3
)
▽
保
坂
診
療
所
(
3
4
.
7
0
6
0
)

▽
星
野
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
（
35
．
5
9
6
5
)
▽
宮
本
ク
リ
ー
『
、
ク

(
3
5
.
5
0
7
1
)
▽
横
山
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
2
3
.
6
7
5
5
)
▽
洪
立
西
宮
病
院

(
3
4
.
5
1
5
1
)

◎
看
櫨

Ill.：
赤
松
小
児
科

(
2
2
;；
8
3
2
ご
＞
石
井
診
療
所
名
2
3
.
2
5
1
7
ご
＞
大
野
眼
科

(
3
4
.
6
5
0
6
)

▽
西
川
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

(
2
6
.
3
4
5
o
j
▽
西
山
医
院

(
3
4
.
2
5
3
7
)
▽
西
宮
回
生
病
院

(33.

0
6
0
1
)
▽
笹
生
病
院

(
2
2
.
3
5
3
5
)

◎
用
潅
・
'
一
宮
医
院

(
3
6
.
5
6
1
8
)
▽
佐
治
婦
人
科
内
科

(
2
2
.
1
1
4
5
)
▽
浅
井
診
療
所

(22.

3
1
3
6
)
▽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
3
5
.
1
0
1
5
)
▽
森
下
医
院

(
3
3
.
1
4
1
4
)
▽
山
内
産
婦
人
科

(
2
3
.
2
8
8
0
)
▽
勝
呂
病
院

(
2
2
.
1
5
6
7
)

◎
広
田
・
平
木
・
：
朝
比
奈
胃
腸
科
外
科

(
6
7
.
1
6
3
6
)
▽
イ
ソ
ハ
シ
外
科

(
6
7
.
7
0
1
1
)
▽
高
岡
皮
膚

科

(
7
1
.
8
8
7
4
)
▽
高
畠
医
院

(
7
4
.
1
1
0
5
)
▽
田
村
小
児
科

(
7
3
.
4
6
8
2
)
▽
津
田
内
科

(51

•
7
9
5
8
)
▽
緬
田
胃
腸
科
内
科
(
7
2
.
2
5
9
o
)▽前
田
耳
鼻
い
ん
こ
う
科(
7
2
.
5
9
6
3
)▽浅

井
内
科

(
6
6
.
3
3
3
8
)
▽
加
藤
外
科

(
6
7
.
3
6
5
0
)
▽
長
尾
整
形
外
科

(
7
3
.
3
1
6
0
)
▽
広
川

内
科

(
6
4
.
2
7
0
7
)

◎
安
井
・
・
・
坂
口
桜
尿
器
科

(
3
4
.
3
4
3
1
)
▽
藤
堂
眼
科

(
3
6
.
4
1
8
8
)
▽
永
井
医
院

(
2
3
.
1
5
6
1
)

▽
日
高
医
院

(
3
4
.
1
4
3
o
)
▽
松
澤
整
形
外
科

(
3
3
.
4
1
8
1
)

◎
夙
川
・
北
夙
川
・
苦
楽

Ill.,
．
衣
笠
医
院

(
7
2
.
2
4
7
9
)
▽
木
村
整
形
外
科

(
2
6
.
6
6
3
4
)
▽
ピ
ュ
ー
ハ

ィ
ッ
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
2
3
.
4
4
3
5
)
▽
撫
順
医
院

(
2
2
.
1
2
7
4
)
▽
林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
7
4
.
2
2
8
8
)

▽
保
坂
夙
川
診
療
所

(
2
3
.
7
0
1
1
)
▽
松
岡
医
院

(
7
2
.
3
5
8
8
)
▽
安
藤
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

(71.

3
0
3
9
)
▽
大
森
内
科

(
7
4
.
5
0
3
0
)
▽
勝
部
北
夙
川
医
院

(
7
2
.
5
5
5
5
)
▽
芝
産
婦
人
科

(72.

3
3
3
3
)
▽
高
橋
小
児
科
内
科
循
環
器
科

(
7
1
.
1
5
1
5
)
▽
竹
政
ク
リ
ニ
ッ
ク
窃
i
.
5
9
5
1
)
▽
田

中
整
形
外
科

(
7
0
.
3
6
2
5
)
▽
西
岡
医
院

(
7
4
.
4
4
3
0
)、
▽
西
本
医
院

(
7
2
.
6
2
2
2
)
▽
結
城
泌
尿

器
科

(
7
4
.
7
7
5
5
)
▽
吉
田
小
児
科

(
7
4
.
0
1
1
0
)
▽
桜
が
丘
ホ
ス
ピ
テ
ル

(
7
3
.
3
1
7
1
)

留
学
生
な
と
の
問
合
せ
相
談

生

活

情

報

・

ホ

ー

ム

ス

テ

イ

希

望

な

ど

に

つ

い

て

、

留

学

生

な

ど

か

ら

の

問

合

せ

や

相

談

を

受

け

付

け

ま

す

。

問

合

せ

は

西

宮

市

国

際

交

流

協

会

(
0
7
9
8
.
3
5
.

3
4
5
9
)
へ
。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 令
後
の
余
震
、
火
災
の
注
意

今

後

も

余

震

が

続

く

と

思

わ

れ

ま

す

。

亀

裂

が

入

っ

て

い

た

り

傾

い

て

い

た

り

す

る

住

宅

な

ど

は

、

倒

壊

す

る

恐

れ

が

あ

り

ま

す

の

で

絶

対

に

住

ま

な

い

で

く

だ

さ

い

。

ま

た

、

火

の

取

扱

い

に

は

十

分

注

意

し

て

く

だ

さ

い

。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 義
援
金
の
状
況

全

国

各

地

か

ら

の

温

か

い

ご

厚

意

に

よ

る

義

援

金

は

、

1
月
26日
午

後

4
時

現

在

で

合

計

1
5
e
6件
、

1
億

7
3
5
3万
7
0
0
t円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
大
社
・
甲
陽
園
・
神
原
・
・
阿
波
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
7
4
.
7
6
6
6
)
▽
市
川
床
院

(
7
3
.
1
2
5
8
)
▽
小
松
原

朕
院

(
7
1
.
7
5
5
o
)
▽
杉
本
整
形
外
科
（

72
．
8
8
2
2
)
▽
中
川
産
婦
人
科

(
7
2
.
1
1
5
3
)
▽
山

戸
外
科

(
7
2
.
3
3
2
3
)
▽
李
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
7
3
.
5
9
2
5
)
▽
西
宮
渡
辺
病
院

(
7
4
.
2
6
3
0
)
▽

板
野
甲
山
珍
釈
所(
7
0
.
2
2
0
1
)
▽
片
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
7
3
•
O
8
7
1
)

▽
西
林
底
院
(
7
2
.
1
6
5
5
)

▽
や
ま
だ
小
児
科

(
7
1
.
9
8
2
1
)
▽
ア
ガ
ペ
甲
山

(
7
3
.
5
1
1
1
)
▽
仁
明
全
病
院

(
7
1
.
3
0
0
1
)

▽
鍛
治
内
科

(
7
2
.
2
3
2
1
)
▽
勝
呂
阪
院

(
7
2
.
1
5
5
1
)
▽
園
Hl
内
科

(
7
2
.
4
6
0
1
)
▽
寺
井

小
児
科

(
7
3
.
0
9
2
2
)
▽
小
林
医
院

(
7
1
.
3
2
1
1
)
▽
広
＊
外
科

(
7
4
.
1
1
1
1
)

◎
上
ケ
原
・
上
ケ
原
南
・
・
・
伊
束
小
児
科

(
5
1
.
0
6
1
8
)
▽
関
西
学
院
保
健
館

(
5
3
.
6
0
2
3
)
▽
玉
濯
医

院

(
5
1
.
6
6
1
6
)
▽
上
ケ
原
病
院

(
5
2
.
2
0
0
1
)

◎
甲
東
・
段
上
・
段
上
酉
・
・
・
天
野
整
形
外
科

(
5
2
.
1
0
7
1
)
▽
幾
井
皮
膚
科

(
5
4
.
0
8
7
8
)
▽
池
田
内

科

(
5
1
.
3
2
3
2
)
▽
岩
田
医
院

(
5
1
.
2
4
4
8
)
▽
円
満
字
外
科

(
5
1
.
3
9
9
8
)
▽
奥
田
医
院

(54

.
0
1
3
1
)
▽
お
り
た
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

(
5
4
.
3
3
9
1
)
▽
風
川
梃
院

(
5
2
.
2
0
1
8
)
▽
高
田
医

院

(
5
1
.
0
7
6
8
)
▽
田
上
眼
科

(
5
3
.
3
6
7
2
)
▽
古
沢
眼
科

(
5
3
.
0
0
3
8
)
▽
松
浦
皮
膚
科

(53

•
7
9
8
3
)
▽
松
浦
産
婦
人
科
(
5
1
.
0
8
0
8
)▽経
仁
堂
松
田
医
院
(
5
3
.
1
4
4
9
)▽森
耳
鼻
い

ん
こ
う
科

(
5
2
.
3
3
8
7
)
▽
山
内
朕
院

(
5
2
.
0
3
0
6
)
▽
熊
野
病
院

(
5
2
.
3
2
2
1
)
▽
大
楠
内

科

(
5
3
.
0
3
5
6
)
▽
大
田
黒
医
院

(
5
3
.
3
0
6
2
)
▽
相
生
胃
腸
科
外
科

(
5
1
.
o
l
o
o
)
▽
川
村

医
院

(
5
1
.
0
4
5
9
)
▽
清
田
診
療
所

(
5
4
.
2
2
5
0
)
▽
中
村
医
院

(
5
1
.
6
8
8
o
)

◎
高
木
・
樋
ノ
ロ
・
・
・
稲
川
医
院

(
6
7
.
8
6
1
8
)
▽
井
上
眼
科

(
6
5
.
5
7
0
8
)
▽
岩
沢
神
経
科

(64.

5
1
3
1
)
▽
小
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
6
7
.
8
8
2
2
)
▽
か
に
え
整
形
外
科

(
6
4
.
6
5
0
0
)
▽
須
澤
医
院

(
6
7
.
5
2
0
8
)
▽
法
貴
皮
膚
科

(
6
5
.
0
2
0
2
)
▽
法
貴
眼
科

(
6
4
.
1
6
5
5
)
▽
松
本
内
科

(67

.
3
6
0
0
)
▽
山
内
内
科

(
6
7
.
1
8
0
8
)
▽
山
崎
底
院

(
6
7
.
1
2
8
8
)
▽
市
立
中
央
病
院

-64.

1
5
1
5
)
▽
奥
野
内
科

(
6
5
.
0
0
7
7
)
▽
み
や
う
ち
内
科

(
6
3
.
3
1
0
0
)
▽
瀬
戸
内
科

(67.

6
4
2
2
)
 

◎
瓦
木
・
深
津
・
瓦
林
：
岩
城
医
院

(
6
6
.
1
7
7
o
)
▽
江
原
産
婦
人
科

(
6
7
.
1
1
6
2
)
▽
木
塚
医
院

(66

.
0
2
1
3
)
▽
茂
山
診
療
所

(
6
5
.
9
2
9
2
)
▽
中
島
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

(
6
5
.
0
0
1
1
)
▽
村
尾
内

児
科

(
6
4
.
5
2
5
2
)
▽
横
山
眼
科
（
67
．
4
0
0
1
)
▽
大
石
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
6
6
.
8
0
8
0
)
▽
小
串

外
科

(
6
7
.
3
o
o
c
)
▽
相
馬
胃
腸
科

(
6
5
.
3
1
6
0
)
▽
日
和
佐
医
院

(
6
5
.
8
5
3
4
)
▽
山

F
冑

腸
科
外
科

(
6
4
.
3
5
4
6
)

◎
上
甲
子
園
…
社
団
太
陪
健
康
会

(
6
5
.
3
6
0
0
)
▽
岩
崎
診
釈
所

(
6
5
.
4
7
8
o
)
▽
日
ド
医
院

(67.

1
6
5
5
)
▽
執
行
耳
鼻
科

(
6
6
.
1
9
2
6
)
▽
中
川
眼
科

(
6
7
.
8
8
0
8
)
▽
新
澤
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

(
6
6
.
0
8
4
4
)
▽
林
医
院

(
6
4
.
1
5
5
1
)
▽
久
岡
医
院

(
6
7
.
0
4
8
8
)
▽
広
田
皮
膚
科

(63.

6
1
6
9
)
▽
福
武
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

(
6
6
.
1
8
1
7
)
▽
三
好
（
病
院
）
函
院

(
6
7
.
0
6
0
5
)
▽
三

好
病
院

(
6
7
.
3
5
0
5
)

◎
津
門
・
・
・
伊
賀
医
院

(
3
3
.
5
8
7
0
)
▽
伊
賀
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

(
3
3
.
0
8
7
2
)
▽
池
田
眼
科

(33.

0
0
8
6
)
▽
大
西
内
科
循
環
器
科

(
2
6
.
3
7
5
1
)
▽
金
森
医
院

(
2
2
.
1
1
7
2
)
▽
緬
田
医
院

(34

.
6
0
9
3
)
▽
山
縣
皮
膚
科

(
2
6
.
1
7
6
7
)
▽
坂
上
田
病
院

(
3
4
.
0
0
0
2
)
▽
西
宮
協
立
脳
神
経

外
科

(
3
3
.
2
2
1
1
)

◎
響
風
・
吉
本
内
科
外
科
（
46
．
8
5
9
7
)
▽
勝
部
医
院

(
4
8
.
1
1
8
8
)
▽
高
井
医
院

(
4
7
.
0
5
2
5
)

▽
て
い
外
科
冑
腸
科

(
4
1
.
7
3
3
3
)
▽
中
川
医
院

(
2
6
.
0
1
3
3
)
▽
中
原
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

(22.

8
1
1
8
)
▽
林
眼
科

(
4
1
.
0
7
6
5
)
▽
半

Ill医
院

(
4
1
.
1
7
1
6
)
▽
平
井
眼
科

(
4
6
.
5
4
5
9
)

▽
藤
井
整
形
外
科

(
3
4
.
3
8
8
0
)
▽
御
幡
医
院

(
3
3
.
0
2
7
3
)
▽
山
縣
眼
科

(
4
1
.
1
5
2
6
)
▽

山
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
3
5
.
0
7
7
0
)

◎
今
津
・
・
・
赤
沢
医
院

(
3
4
.
6
3
1
3
)
▽
市
立
わ
か
ば
園

(
3
4
.
3
3
6
1
)
▽
栗
本
医
院
名
3
4
.
6
6
3
0
)

▽
牧
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
2
3
.
6
7
0
2
)
▽
松
本
整
形
外
科

(
3
5
.
5
5
3
5
)
▽
谷
向
病
踪

(
3
3
.
0
3
4
5
)

◎
南
甲
子
園
・
東
甲
子
園
：
大
西
医
院

(
4
1
.
1
7
2
7
)
▽
堅
田
医
院

(
4
1
.
0
4
0
8
)
▽
沢
田
ぽ
院

(41

•
1
9
1
8
)
▽
辻
医
院
(
4
1
.
6
4
1
3
)
▽
津
田
内
科
(
4
8
.
9
2
1
8
)
▽
橘
本
医
院
(
4
1
.
4
1
3
3
)

▽
長
谷
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
4
0
.
5
5
1
4
)
▽
浜
岡
医
院

(
4
7
.
3
3
5
3
)
▽
伊
藤
整
形
外
科

(45.

2
3
2
1
)
▽
松
崎
距
院

(
4
1
.
1
6
2
0
)
▽
山
田
産
婦
人
科

(
4
1
.
0
2
7
2
)

◎
鳴
尾
•
浜
甲
子
園
・
浅
井
産
婦
人
科(
4
7
.
4
4
1
4
)
▽
石
川
産
婦
人
科
(
4
8
.
2
2
6
0
)
▽
甲
斐
小
児
科

(
4
1
.
0
7
3
6
)
▽
兼
子
医
院

(
4
1
.
1
4
1
3
)
▽
栗
本
医
院

(
4
7
.
5
5
1
5
)
▽
志
水
医
院

(48.

1
4
1
4
)
▽
新
川
医
院

(
4
0
.
0
2
5
1
)
▽
恒

IlI耳
鼻
い
ん
こ
う
科

(
4
1
.
0
2
4
6
)
▽
土
井
整
形
外
科

(
4
7
:
i
2
8
0
)
▽
中
田
内
科
医
院

(
4
0
.
5
0
5
3
)
▽
西
村
産
婦
人
科

(
4
1
.
6
3
3
6
)
▽
野
田
ク
リ

ニ
ッ
ク

(
4
9
.
2
1
1
1
)
▽
縞
田
整
形
外
科
（
41
．
7
1
7
7
)
▽
松
尾
外
科

(
4
1
.
6
4
0
1
)
▽
み
ぞ
じ

り
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
4
0
.
5
0
6
5
)
▽
森
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
4
0
.
8
8
8
8
)
▽
仁
眼
科

(
4
1
.
6
5
2
0
)
▽
山
本

医
院

(
4
1
.
1
0
2
9
)
▽
吉
岡
医
院

(
4
1
.
1
1
2
1
)
▽
砂
子
療
育
園

(
4
7
.
4
4
7
7
)
▽
伊
熊
竪
形

外
科

(
4
0
.
1
3
5
0
)
▽
浜
甲
子
園
菊
池
診
療
所

(
4
1
.
4
5
3
0
)
▽
は
り
ま
小
児
科

(
4
1
.
9
9
3
6
)

◎
鳴
尾
東
・
高
須
東
・
高
須
西
・
高
須
南
，
・
・
エ
ガ
ワ
診
釈
所
（
46
．
6
1
8
4
)
▽
加
古
医
院

(
4
1
.
0
1
2
3
)

▽
小
寺
外
科

(
4
7
.
1
2
4
6
)
▽
菅
外
科

(
4
7
.
1
0
9
3
)
▽
杉
谷
内
科

(
4
8
.
0
8
6
2
)
▽
鈴
木
医

院

(
4
1
.
1
9
2
5
)
▽
羽
田
皮
膚
科

(
4
1
.
5
5
5
6
)
▽
真
崎
眼
科

(
4
5
.
1
0
8
4
)
▽
松
居
耳
鼻
い

ん
こ
う
科

(
4
7
.
8
5
4
1
)
▽
郡
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
4
0
.
5
2
2
2
)
▽
布
谷
整
形
外
科

(
4
6
.
7
7
7
0
)

▽
古
田
泌
尿
器
科

(
4
9
.
6
7
7
1
)
▽
ウ
ヤ
マ
眼
科

(
4
0
.
7
1
4
7
)
▽
大
岡
内
科

(
4
1
.
5
2
1
1
)

▽
お
お
の
ひ
で
こ
小
児
科

(
4
1
.
6
7
6
7
)
▽
佐
古
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

(
4
2
.
0
3
0
2
)
▽
ジ
ン
医
院

(40

.
6
0
9
1
)
▽
丸
山
小
児
科

(
4
8
.
3
0
6
3
)

◎
鳴
尾
北
…
大
植
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
4
6
.
0
0
7
0
)
▽
岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
4
1
.
3
3
2
2
)
▽
緒
方
整
形
外
科

(
4
0
.
6
0
5
8
)
▽
奥
窪
医
院

(
4
8
.
2
7
9
5
)
▽
神
吉
医
院

(
4
1
.
1
0
6
6
)
▽
小
島
内
科

(47.

3
6
6
9
)
▽
坂
牧
眼
科
(
4
1
.
1
2
7
0
)
▽
関
小
児
科
（
47
．
0
0
1
5
)
▽
曽
我
診
療
所
(
4
7
.
2
7
9
6
)

▽
店
橋
内
科

(
4
1
.
0
0
2
5
)
▽
斯
橋
ク
リ
ニ
＇
ク

(
4
5
.
1
2
2
6
)
▽
タ
ダ
ノ
外
科

(
4
6
.
3
1
5
5
)

▽
中
村
医
院

(
4
7
.
3
3
2
2
)
▽
難
波
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

(
4
6
.
6
5
0
7
)
▽
西
本
内
科

(
4
7
.
0
0
8
1
)

▽
橘
野
医
院

(
4
1
.
6
3
2
8
)
▽
ほ
づ
医
院

(
4
5
.
2
7
1
1
)
▽
松
塚
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
4
7
.
6
7
8
8
)

▽
渡
部
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
4
7
.
9
9
7
1
)
▽
明
和
病
院

(
4
7
.
1
7
6
7
)

◎
小
松
・
・
・
有
馬
整
形
外
科
（
48
．
1
5
5
5
)
▽
大
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
4
1
.
8
1
8
6
)
▽
国
武
小
児
科

(41.

1
1
8
3
)
▽
坂
田
医
院

(
4
8
.
1
5
1
5
)
▽
臼
潟
医
院

(
4
1
.
6
3
6
0
)
▽
福
井
医
院

(
4
7
.
o
1
9
0
)

◎
山
口
•
北
六
甲
台
（
市
外
局
番
は
〈
0
7
8
〉
)
・
・
・
上
垣
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

(
9
0
1
.
4
5
0
0
)

▽
阪
神
掘
祉
セ
ン

タ
ー
診
叙
所

(
9
0
3
.
1
6
6
7
)
▽
白
川
外
科
冑
腸
科

(
9
0
4
.
2
0
2
0
)
▽
ち
か
し
げ
ク
リ
ニ
ッ
ク

(903.

1
8
1
1
)
▽
エ
ル
ダ
ー
パ
ー
テ
ィ
ズ

(
9
0
3
.
3
3
0
0
)
▽
高
田
外
科

(
9
0
3
.
0
5
2
5
)
▽
有
馬
病
院

(904

.
0
7
2
1
)
▽
金
山
診
釈
所

(
9
0
4
.
3
4
6
1
)

◎
名
塩
•
生
瀬
宙
外
局
番
は
〈
0
7
9
7

〉
)
：
・
南
堂
底
院(
6
1
.
0
6
3
8
)
▽
春
原
医
院
(
6
1
.
1
4
5
3
)

▽
川
上
診
釈
所

(
8
6
.
3
0
1
6
)
▽
谷
田
小
児
科

(
8
7
.
2
3
1
3
)
▽
北
摂
中
央
病
院

(
8
4
.
8
2
8
1
)

▽
シ
ル
パ
ー
ハ
ウ
ス

(
8
5
.
8
5
9
1
)
▽
浜
野
朕
院

(
8
6
.
9
8
8
1
)

西宮市災害対策本部の

電話番号

0798・35・3600 
35・3626 
35・3627 
35・3629 
35・3546 
35・3547 
35・3巳52

テレホンガイド
まち知るべ

0798・22・3456 
サービスコード144、9E2で各種の災害対策情報

をお届けしています。

1資料編26西宮市災害対策本部「地震災害広報」



(1) 辿震災書広輯 平成7年 E月3日 発行

市
内
の
被
災
状
況

t
月
1
日
午
後
6
時
現
在
、
市
内
の
被
災
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
死
者

1
0
6
2人

・
倒
壊
家
屋
全
壊
1
万
1
6
4
1
戸

半

壊

5
4
3
1戸

．
避
難
場
所

1
6
8カ
所

．
避
難
者
数
約
t
万
2
0
0
0人

震
災
復
興
本
部
を
設
置

E
月
1
日
付
け
で
、
西
宮
市
震
災
復
興
本
部
（
本
部
畏
・
馬
場
順
三
市
長
）
を
設
置

し
ま
し
た
。
兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
る
震
災
か
ら
、
迅
速
か
つ
着
実
に
復
興
を
図
り
、

本
市
の
都
市
墓
盤
を
計
画
的
に
整
備
し
、
「
震
災
に
強
い
秩
序
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

救
出
活
動
に
情
報
を

西
宮
市
災
害
対
策
本
部
で
は
、
皆
さ
ん
の
通
報
に
よ
り
、
救
出
活
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
周
り
で
、
ま
だ
救
出
さ
れ
て
い
な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
情

報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
問
合
せ
は
消
防
局

(
0
7
9
8
.
E
6
.
0
1
1
9
)
へ。

水

道

◎
上
水
道
施
設
の
復
旧
水
道
施
設
が
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
た
め
、
配
水
管
な

と
を
復
旧
さ
せ
る
た
め
の
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
す
、
浄
水
場
か
ら
近
い

配
水
管
の
幹
線
の
水
圧
を
上
げ
て
漏
水
箇
所
を
発
見
し
、
修
繕
し
な
が
ら
調
査
を
進

め
、
そ
の
後
、
枝
管
の
調
査
を
同
様
に
進
め
ま
す
。
現
在
、
水
の
出
て
い
る
区
域
は
、

漏
水
薗
所
を
発
見
す
る
た
め
の
試
験
通
水
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
昼
閻
は

断
水
し
、
調
査
作
菓
を
し
な
い
夜
に
水
が
出
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
は
翌

日
の
調
査
に
必
要
な
も
の
な
の
で
、
極
力
節
水
し
て
く
だ
さ
い
。

2
月
末
を
め
ど
に

全
市
で
復
旧
す
る
よ
う
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
試
験
通
水
に
よ
り
水

の
届
い
て
い
る
地
域
は
お
お
む
ね
60％
で
す
。
問
合
せ
は
水
遭
闇
企
画
調
査
課

(
0
7
9
B
.
3
2
.
E
E
0
8
)
へ。

◎
給
水
の
状
況
給
水
可
能
に
な
る
ま
で
の
間
、
市
立
中
学
校
15校
、
市
立
小
学
校
23

校
な
ど
の

41カ
所
へ
給
水
車
が
行
き
、
対
応
し
ま
す
。
午
前
8
時
に
出
発
し
ま
す
が
、

道
路
の
状
態
な
ど
に
よ
り
、
各
給
水
場
所
へ
到
着
す
る
時
閻
が
翼
な
り
ま
す
9

な
お
、

終
了
は
日
没
ま
で
と
い
た
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
水
道
料
金
・
下
水
遍
使
用
料
の
取
扱

1
月
17日
の
兵
庫
県
南
部
地
震
以
降
、
正
常

給
水
と
な
る
ま
で
の
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
は
全
額
免
除
し
ま
す
。
ま
た
、

1

月
17日
以
降
の
口
座
振
替
お
よ
び
納
付
書
に
よ
る
料
金
な
と
の
支
払
に
つ
い
て
は
、

3
月
27日
ま
で
納
期
を
延
期
し
ま
す
。
た
だ
し
、
い
す
れ
も
北
部
地
蠅
（
塩
瀬
・
山
口
）

で
通
常
給
水
さ
れ
て
い
る
地
域
は
除
き
ま
す
。
問
合
せ
は
水
道
局
営
業
課
(
0
7
9
B

•
8
E
.
E
2
1
4
)、
鳴
尾
営
業
所
(
0
7
9
B
.
.
4
7
.
4
0
B
l
)
へ
。

発
行

西
宮
市
政

ニ
ュ
—
ス

ガ

ス

山
口
町
、
す
み
れ
台
、
北
六
甲
台
の
ほ
か
に
、
約
8
3
0
0戸
が
復
旧
し
ま
し
た
。

現
在
、
作
業
を
続
け
て
お
り
、
順
次
復
旧
し
て
い
き
ま
す
。
問
合
せ
は
大
阪
ガ
ス

(
0
7
9
8
.
2
6
.
3
l
o
l
)
へ。

電

気

被
災
か
ら
の
復
旧
の
た
め
に
、
臨
時
的
に
使
用
す
る
電
気
の
申
込
に
伴
っ
て
関
西
電

力
が
行
う
工
事
に
つ
い
て
は
無
料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
被
災
に
よ
り
い
っ
た
ん
電
気

の
契
約
を
廃
止
し
、
そ
の
後
、
復
旧
の
た
め
に
電
気
の
申
込
を
し
た
場
合
、
関
西
電
力

が
実
施
す
る
引
込
線
・
計
量
器
な
ど
の
新
設
に
要
す
る
費
用
な
ど
に
つ
い
て
も
無
料
と

な
り
ま
す
。
申
込
は
7
月
31日
ま
で
。
問
合
せ
は
関
西
電
力
西
宮
営
業
所

(
0
7
9
8

.
6
7
.
3
1
3
1
)
へ
。
電
気
料
金
の
支
払
期
限
の
繰
延
や
墓
本
料
金
の
一
部
免
除

も
あ
り
ま
す
。

電

話

地
震
発
生
日
か
ら
、
か
か
り
に
く
か
っ
た
電
話
は
、
ほ
ぼ
平
常
時
に
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。竃

話
の
休
止
、
移
転
は
営
業
窓
口
か
1
1
6番
か
0
1
2
c
:
:
,
.
5
1
9
1
1
6番
へ
。

電
話
の
故
障
は
1
1
3番
か
o
l
t
o
.
7
5
3
1
1
3
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

被
災
地
に
お
け
る
電
話
基
本
料
は
、
地
震
発
生
日
か
ら
2
月
28日
ま
で
無
料
に
な
り
ま

す。

3
月
以
降
も
利
用
で
き
な
い
電
話
の
基
本
料
は
引
き
続
き
無
料
に
な
り
ま
す
。
な

お、

2
月
1
日
の
料
金
改
定
に
関
し
て
、
被
災
地
に
お
け
る
基
本
料
に
つ
い
て
は
、

7

月
31日
ま
で
改
定
前
料
金
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

倒
壊
家
屋
の
処
理

倒
蠣
家
麗
な
ど
の
解
体
・
除
去
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
市
が
処
理
を
し
ま
す
。
対

象
は
、
木
造
戸
建
住
宅
・
集
合
住
宅
（
鉄
筋
な
ど
）
の
個
人
所
有
住
宅
、
木
造
•
R
C

構
遺
な
ど
（
大
企
業
は
除
く
）
の
賃
貸
住
宅
、
中
小
企
業
（
従
業
員
3
0
0人
以
下
、

資
本
金

1
億
円
以
下
）
の
事
業
所
（
店
舗
、
事
務
所
な
ど
）
。
緊
急
や
む
を
得
す
個
人

で
解
体
処
理
を
す
る
場
合
は
、
事
前
に
市
に
運
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
は
午
前
9
時

か
ら
午
後
5

時
ま
で
市
民
会
館
1

階
大
会
議
室
で
。
申
込
書
•
印
艦
・
身
分
を
証
明
す

る
も
の
が
必
璽
で
す
。
問
合
せ
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
に
西
宮
市
災
害
対
策

本
部

(
0
7
9
8
.
3
3
.
6
7
2
3
、
3
3
.
6
7
4
9
、
3
3
.
6
7
5
0
)
へ。

被
災
証
明
の
発
行

被
災
証
明
書
が
必
要
な
人
に
は
、

2
月
中
旬
以
降
に
順
次
発
行
す
る
予
定
で
す
。
問

合
せ
は
噸
咄
鵬
務
課

(
O
7
9
8
.
3
5
.
3
1
3
3
)
へ。

熾
霞
災
書
広
輻
頭
〔
昇

1
戸
現
在
〕

こ
の
広
報
紙
で
は
、
災
害
に
対
す
る

最
新
惰
報
を
随
時
掲
載
し
ま
す

西
宮
市
災
害
対
策
本
部

臨
時
休
業
の
市
立
学
校
園

臨
時
休
業
の
市
立
学
校
園
は
次
の
と
お
り
で
す
。
カ
ッ
コ
内
は
再
開
予
定
日
▽
幼
稚

園
・
・
・
大
社

(e月
6
日
）
、
門
戸

(e月
10日
）
▽
小
学
校
・
・
・
大
社

(
2月
6
日
）
、
広

田

(
8月
6
日
）
、
甲
東

(
E月
6
日
）
▽
西
宮
養
護
学
校

(t月
20日
）
▽
西
宮
高

校

(
3月
当
初
）

前
記
以
外
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
高
校
は
再
開
し
て
い
ま
す
。

相

談

◎
震
災
に
係
る
消
費
生
活
特
別
相
談
ー
1
0蓄
県
立
神
戸
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
は
、

次
の
特
別
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受
付
時
間
は
？
月
28日
ま
で
（
日
霞
‘
・
祝
日

除
く
）
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。
受
付
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
▽
損
害

保
険
1
1
0番
（
火
災
、
家
屋
・
家
財
の
損
害
な
ど
）

．．． 
0
7
8
.
3
6
t
.
 

4
5
6
6、
3
6
E
.
4
5
6
7
▽
生
命
保
険
ー
1
0番
（
支
払
、
証
書
紛
失
な
ど
）

... 0
7
8
.
3
6
E
.
4
5
6
9
、
3
6
2
.
5
0
1
7
▽
家
電
製
品
1
1
0番
（
安

全
点
検
、
応
急
対
応
）

．．． 

0
7
8
.
3
6
E
.
5
1
8
E、
3
6
2
.
5
E
7
3
▽

物
価
相
談
（
急
騰
や
便
乗
値
上
げ
な
ど
）
、
一
般
相
談
（
借
地
・
借
家
な
ど
の
契
約

問
題
、
倒
壊
家
屋
の
ロ
ー
ン
返
済
方
法
な
ど
）

．．． 
0
7
8
.
3
6
0
.
0
9
9
9
 

◎
震
災
に
伴
う
教
育
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
市
教
育
委
員
会
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
9

時
ま
で
、
児
童
•
生
徒
の
教
育
電
話
相
談
(
0
7
9
8
.
E
6
.
9
5
0
4

、

2
6

•
9
5
0
5
)
を
実
施
し
て
い
ま
す

◎
電
話
に
よ
る
特
別
豊
記
相
談
大
阪
法
務
局
な
ど
は
被
災
者
を
対
象
に
、
不
動
産
お

よ
び
商
業
・
法
人
登
記
に
関
す
る
電
話
に
よ
る
特
別
登
記
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
時
間
は
2
月
17日
ま
で
（
土
・
日
曜
、
祝
日
除
く
）
の
午
前

9
時
半
か
ら
午
後

4
時
半
ま
で
、
番
号
は
0
6
.
9
4
E
.
1
0
4
1

中
小
企
業
者
の
融
資
な
ど

◎
西
宮
市
制
度
融
資
兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
特
別
融
資
・
・
・
対
象
は
市
内
で
被
害
を
受

け
た
中
小
企
業
者
な
ど
。
融
資
額
は
1c::,c::,0
万
円
以
内
。
貸
付
期
間
は
10年
以
内

(
3年
据
置
可
）
。
貸
付
金
利
は
年
2
.
5
%。
申
込
は
2
月
6
日
か
ら
9
月
29日

ま
で
（
土
・
日
曜
除
く
）
。
受
付
は
、
当
分
の
間
、
西
宮
商
工
会
議
所
、
さ
く
ら
銀

行
、
三
和
銀
行
、
関
西
西
宮
信
用
金
庫
、
尼
崎
信
用
金
庫
で
行
っ
て
い
ま
す
。
問
合

）
へ

せ
は

(
0
7
9
8
.
3
4
.
4
l
e
B
3
5
.
3
3
2
6

◎
国
民
金
融
公
庫
貸
付
期
閻
は
い
す
れ
も
10年
以
内

(
2年
据
置
可
）
。
問
合
せ
は

国
民
金
融
公
庫
尼
綺
支
店

(
0
6
.
4
8
1
.
3
6
0
1
)
へ
▽
災
害
貸
付
・
・
・
対
象

は
直
接
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
者
か
、
売
掛
金
回
収
不
能
な
ど
の
閻
接
被
害
を
受

け
た
中
小
企
業
者
。
融
資
額
は
3c::,c::,0
万
円
以
内
。
貸
付
金
利
は
年
4
.
9
％
▽

特
別
災
害
貸
付
・
・
・
対
象
は
直
接
ま
た
は
閻
接
的
に
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
者
で
、

被
害
の
程
度
が
甚
大
な
も
の
。
融
資
額
は
災
害
貸
付
の
う
ち
1
0
0
0
万
円
以
内
。

貸
付
金
利
は
当
初
年
3
.
0％
か
4
．
4
5
%

◎
繭
工
中
金
対
象
は
商
工
中
金
所
属
団
体
と
そ
の
構
成
団
体
。
貸
付
期
間
は
い
す
れ

も
設
備
資
金
印
年
以
内

(
3年
据
置
可
）
、
運
転
資
金
10年
以
内

(
3年
据
置
可
）
。

問
合
せ
は
商
工
中
金
尼
綺
支
店

(
0
6
.
4
8
1
.
7
5
0
1
)
へ
▽
災
害
復
旧
貸

付
…
融
資
額
は
組
合
E
0
0億
円
以
内
、
組
合
員

eo億
円
以
内
。
貸
付
金
利
は
当
初

年
4
.
9％
▽
特
別
利
率
貸
付
・
・
・
対
象
は
被
害
の
程
度
が
甚
大
な
も
の
。
融
資
額
は

組
合
3c::,c::,0
万
円
以
内
、
組
合
員
1c::,c::,0
万
円
以
内
。
貸
付
金
利
は
当
初
年
3

．0
％
か
4
.
4
5
%

◎
中
小
公
●
災
害
復
旧
貸
付
・
・
・
対
象
は
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
者
。
融
資
額
は
直

接
貸
付
1
億
5
0
0
0
万
円
以
内
、
代
理
賞
付
7
0
0
0
万
円
以
内
。
貸
付
期
胃
は

10年
以
内

(
2年
据
置
可
）
。
貸
付
金
利
は
年
4
.
9％
ほ
か
。
問
合
せ
は
中
小
公

庫
神
戸
支
店
仮
事
務
所

(
0
6
.
3
4
5
.
4
0
4
1
)
へ。
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西
宮
市
中
小
企
業
勤
労
者

福
祉
共
済
の
給
付
金

市
は
、
被
災
し
た
西
宮
市
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
共
済
の
会
員
に
次
の
と
お
り
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。
問
合
せ
は
同
共
済

(
0
7
9
B
.
E
3
.
3
7
7
5
)
へ。

・
死
亡
弔
慰
金
・
・
・
会
員
10万
円
、
配
偶
者
5
万
円
、

1
親
等
の
血
族
2
万
円

．
傷
病
見
舞
金
…
業
務
上
の
傷
病
に
よ
る

10日
以
上
30日
未
満
の
欠
勤
2
万
円
、

傷
病
に
よ
る
30日
以
上
の
欠
勤
3
万
円

・
災
害
見
霙
金
：
・
全
焼
全
壊
3
万
円
、
半
焼
半
壊
2
万
円

応
急
仮
設
住
宅
な
ど
の
抽
選

応
急
仮
設
住
宅
な
と
の
第
1
次
募
集
の
抽
選
を

E
月
7
日
午
前
10時
か
ら
市
民
会
館

4
階
中
会
議
室
で
行
い
ま
す
。
会
場
の
都
合
も
あ
り
、
公
正
な
立
会
人
を
選
任
し
て
行

い
ま
す
の
で
、
申
込
者
の
入
場
は
r
J

遠
慮
く
だ
さ
い
。
市
は
さ
ら
に
応
急
仮
設
住
宅
を
、

当
面
約
1
0
0
0戸
提
供
す
る
こ
と
と
し
、
建
設
場
所
な
ど
を
県
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

第
2
次
募
集
は

E
月
中
旬
こ
ろ
を
め
ど
に
行
う
予
定
で
す
。
詳
細
は
決
定
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

仮
設
住
宅
の
提
供
を

市
で
は
震
災
で
住
宅
を
な
く
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
応
急
仮
設
住
宅
の
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
建
設
用
地
の
取
得
が
困
難
で
あ
り
不
十
分
な
状
態
で
す
。
企
業
の

社
宅
・
寮
な
ど
で
仮
設
住
宅
に
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
が
あ
れ
ば
こ
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
問
合
せ
は
住
宅
部

(
0
7
9
8
.
3
5
.
3
7
7ー、

3
5
.
3
7
e
E
)
へ。

住
宅
な
と
の
情
報

◎
梼
原
町
が
被
災
者
受
入
高
知
県
梼
原
（
ゆ
す
は
ら
）
町
は
、
被
災
者
へ
の
住
ま
い
の

あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。
定
員
は

100人
程
度
、
期
間
は
6
カ
月
程
度
で
す
。
問
合
せ

は
午
前
8
時
半
ー
午
後
5
時
に
同
町
総
務
課

(
O
B
B
9
.
6
5
.
l
l
l
l
)
へ

◎
住
宅
提
供
な
と
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ス
ト
を
設
置
西
宮
市
災
害
対
策
本
部
は
、

住
宅
提
供
な
ど
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
し
出
を
ま
と
め
た
リ
ス
ト
を
各
避
難
所
・
支

所
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
r
J

利
用
く
だ
さ
い

◎
住
居
な
ど
の
相
談
自
治
省
消
防
庁
現
地
連
絡
調
整
本
部
な
ど
は
、
他
府
県
へ
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
や
公
的
宿
泊
施
設
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
に
つ
い
て

E
月
10日
ま
で
の
午
前

9
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
、
安
井
小
学
校
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
電
話

で
す

も
可
。
番
号
は
0
7
9
B
.
3
4
.
4
1
6
7
0
3
0
.
9
2
.
9
0
0
5
4

個
人
住
宅
資
金
と
住
宅
整
備
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
の
特
例

受
付
は

E
月
中
旬
ご
ろ
行
い
ま
す
。
従
来
の
貸
付
金
利
を
引
き
下
げ
る
ほ
か
、
既
融

資
の
支
払
い
困
難
者
に
対
し
、
返
済
猶
予
や
返
済
期
間
の
延
長
、
最
終
償
還
期
限
の
年

齢
制
限
緩
和
を
行
い
ま
す
。
特
例
期
間
は

1
年
の
予
定
で
す
。
具
体
的
な
金
利
な
ど
に

つ
い
て
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

r
J

注
意
く
だ
さ
い
I.

現
在
、
避
難
所
の
方
々
な
ど
に
対
し
‘

r

家
屋
の
解
体
を
市
に
か
わ
っ
て
と
り

ま
と
め
る
」
な
ど
と
、
何
ら
か
の
あ
っ
せ
ん
行
為
や
商
行
為
を
行
っ
て
い
る
人
が

い
ま
す
が
、
市
や
県
な
ど
か
ら
は
、
決
し
て
そ
の
よ
う
な
依
頼
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
F
J

注
意
く
だ
さ
い
。

生
活
福
祉
資
金
特
別
貸
付

被
災
者
に
、
生
活
福
祉
資
金
の
特
別
貸
付
を
実
施
し
ま
す
＞
対
茨
・
・
・
今
回
の
地
震
で
、

市
民
で
あ
る
世
帯
員
の
死
亡
や
璽
傷
、
住
居
の
破
壊
な
と
に
よ
り
、
生
活
が
困
窮
し
、

緊
急
に
資
金
の
融
通
を
他
か
ら
受
け
る
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
＞
貸
付
金
額

... 10万
円
以
内
。
た
だ
し
世
帯
員
の
死
亡
な
ど
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
湯
合
は
20万

円
以
内
▽
期
閻
と
利
率
…
償
還
期
間
は

5
年
以
内

(
1年
閻
据
置
後
、

4
年
以
内
に
償

還
）
。
据
置
期
間
中
は
無
利
子
で
据
置
期
間
経
過
後
は
年

3
%
＞
申
込
受
付
・
・
・

E
月
6

日
ま
で
は
午
前
9
時
1
午
後

5
時
に
動
労
会
館
で
。

e月
7
日
以
降
は
西
宮
市
社
会
福

祉
協
議
会
で
受
け
付
け
ま
す
。
対
象
者
の
確
認
は
、
免
許
証
や
健
康
保
険
証
、
住
民
基

本
台
帳
な
ど
で
確
認
し
ま
す
。
連
帯
保
証
人
は
原
則
と
し
て
ー
人
必
要
で
す
。
問
合
せ

は
同
協
議
会

(
0
7
9
8
.
3
4
.
3
3
6
3
)
へ

日
本
赤
十
字
社
な
と
の
義
援
金

兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
義
援
金
の
配
分
に
つ
い
て
、
報
道
機
関
な
ど
で
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
支
給
日
な
ど
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
の
で
、
詳
細
を
決
定
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
問
合
せ
は
日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部
西
宮
市
地
区

(
0
7
9
8
.
3
4
.

3
3
6
3・
・
西
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
へ
。

市
税
の
納
期
限
な
と
を
延
長

市
税
に
つ
い
て
の
申
告
や
申
請
、
納
付
な
ど
の
期
限
が
平
成
7
年
1
月
17日
以
降
に

到
来
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
限
を
3
月
31日
ま
で
延
畏
し
ま
す
。
対
象
税
目

は
市
民
税
（
個
人
・
法
人
）
、
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
の
申
告
＂
で
す
。
問
合
せ
は

市
民
税
に
つ
い
て
は
市
民
税
課

(
0
7
9
B
.
3
5
.
3
t
l
l
●
、
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
は
資
産
税
課

(
0
7
9
8
.
3
5
.
3
2
2
3
)
へ。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

震
災
な
と
に
よ
っ
て
、
所
有
す
る
住
宅
や
家
財
に
著
し
い
損
寓
A
受
け
て
保
険
料
の

支
払
い
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
年
金
保
険
料
の
支
払
い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

免
除
さ
れ
る
金
額
は
月
額
ー
万
1
1
0
0円
で
、
期
間
は
平
成
6
年
12月
分
か
ら
平
成

8
年
3
月
分
ま
で
。
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
墓
礎
年
金
の
額
を
計
算
す
る
と
き
、

納
付
済
期
間
の
3
分
の
ー
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
印
鑑
を
持
っ
て
、
年
金
課

(
0
7
9
8
.
3
5
.
3
1
2
3
)
か
各
支
所
・
地
区
市
民
サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
ヘ
。

国
民
健
康
保
険

c
医
療
機
関
な
ど
で
診
療
を
受
け
る
場
合
災
害
時
の
紛
失
な
ど
し
よ
り
保
険
証
を
提

示
で
き
な
い
と
き
は
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
西
宮
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
あ
る
こ
と
を
申
し
出
れ
ば
、
全
国
と
こ
で
も
保
険
で
診
茄
ん
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
問
合
せ
は
国
民
健
康
保
険
課

(
0
7
9
8
.
3
5
.
3
l
t
o
)
へ

り
保
険
証
の
再
発
行
災
害
時
の
紛
失
な
と
で
、
保
険
証
の
な
い
方
に
は
、
再
発
行
し

ま
す
。
印
鑑
と
免
許
証
な
ど
本
人
で
あ
る
と
わ
か
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
や
身
分
証
明
書
が
ま
っ
た
く
な
い
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
申
惰
が
あ
る
方
も
、

再
発
行
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
相
談
く
だ
さ
い
。
問
合
せ
は
国
民
健
康
保

険
課

(
0
7
9
8
.
3
5
.
3
1
1
7
)

へ

◎
保
険
料
納
期
の
延
畏
平
成
6
年
度
1
月
分
と
2
月
分
の
保
険
料
の
納
期
は
、
平
成

7
年
3
月
31日
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
徴
収
猶
予
や
分

割
納
付
の
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
問
合
せ
は
国
民
健
康
保
険
課

(
0
7
9
B
.
3
5
.
3
l
E
l
)

へ

3
保
険
料
の
減
免
災
害
で
資
産
の
3
割
以
上
の
損
失
を
受
け
た
世
帯
を
対
象
に
、
前

年
の
所
得
に
応
じ
、
平
成
6
年
度
保
険
料
を
減
額
ま
た
は
免
除
し
ま
す
。
該
当
者
に
は

後
日
連
絡
し
ま
す
。
問
合
せ
は
国
民
健
康
保
険
課

(
0
7
9
8
.
3
5
.
3
1
1
7
)
へ

こ
み
収
集

簡
易
コ
ン
ロ
の
ポ
ン
ベ
は
、
収
集
車
が
火
災
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
く
ぎ
な

ど
で
穴
を
開
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
r
J

み
を
紙
袋
で
出
す
と
雨
で
破
れ
や
す

く
な
る
の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。
問
合
せ
は
業
務
第
？
課

(
0
7
9
8
.
2
6
.

5
0
4
1・
・
・
本
庁
地
区
）
、
業
務
第
3
課

(
0
7
9
B
.
4
1
.
6
E
6
5…
鳴
尾
地

区
）
へ
。
な
お
、
燃
や
す
こ
み
、
燃
や
さ
な
い
r
J

み
の
収
集
が
落
ち
着
き
ま
し
た
ら
、

粗
大
こ
み
の
収
簗
も
行
い
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

文
化
振
興
財
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

震
災
に
よ
り
次
の
施
設
の

t
.
3月
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん

(
4月
以
降
は
未
定
）
。

問
合
せ
は
西
宮
市
文
化
振
興
財
団

(
0
7
9
8
.
3
3
.
3
l
l
l
)
へ。

◎
使
用
不
能
の
施
設
市
民
会
館
、
ア
ミ
テ
ィ
ホ
ー
ル
、
フ
レ
ン
テ
ホ
ー
ル
、
フ
レ

ン
テ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
な
る
お
文
化
ホ
ー
ル
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

リ
ゾ
鳴
尾
浜
で
ふ
ろ
の
無
料
開
放

リ
ゾ
嗚
尾
浜
は
、

8
月
7
日
ま
で
、
ふ
ろ
の
無
料
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。
時
間
は

午
後

1
時
か
ら
8
時
ま
で
。
タ
オ
ル
は
各
自
こ
準
備
く
だ
さ
い
。

1
人
20分
間
（
男
女

各
約
50人
づ
つ
計
約
1
0
0人
）
で
1
日
合
計
約
1
0
0
0人
の
方
の
利
用
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
交
通
は
、
阪
神
甲
子
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西宮市災害対策本部の電話番号
0798・36・3600 

35・3626 
35・362フ
35・3629 
36・3646 
36・3647 
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~ ~ •一•-•-•-•・~ ~ ●．．~ー．．~ー•.—. •—• ~..~ ~ •..~-•. 
！災害の状況 (1月27日12時硯在）
i ●避難者数9843人

i ●避難所数55ヵ所

i ●収容遺体395体

i ●全壊家屋360戸・半壊家屋363戸（現在引き続き調査中）

i ●負傷者数2759人

・ •-•-•一•一•-•一•-•一·-•一•一•一•-•―•―•―•-•―·―•―•―•-•-•―•―•―•—•-•―•一•一•→-•ー•-•―•―•-•-•―•―•-·-•一•-•一•-•一•一•一•一•一•一•一•―·―•-•一•一•一•一•一•-·-•—•一．」

1 ．保育所入所措置更新•新親入所申請について
提出期限は1月23日までとなっていますが、災害のため、期限を延長しております。

提出書類が全てそろわない場合には、申請書・家庭状況報告書等だけでも先に提出してください。

事後に必要書類を提出していただきます。

提出先：南館地下1階受付（経済課） 保健福祉部保育課

2.水道復旧状況（平成7年1月26日 16時硯在）
・給水率 12.5% 復旧延長 23.0km 
・給水可能戸数 約4,100世帯

•各戸給水開始区域奥池全域
奥山一部

山手町 一部

朝日ヶ丘町一部
東芦屋町 一部

・臨時給水所増設 (24時間可能）

朝日ヶ丘小学校

朝日ヶ丘幼稚園

山手小学校

3.兵庫県香住町からの小学生受け入れについて
このたびの大震災で学校に通えない芦屋市の小学生を受け入れたいとの温かい申し出をいただきました。
l.受け入れ先：香住町の67の小学校

2．人 数：およそ80人
3.期 間： 2月中

4.内 容 ：ポランティア家庭でホームステイし、学校に通う

5.費 用：無料

6 
申し込み

・問い合わせ
:2月2日までに各市内小学校へ

4.住宅金融公庫災害復興住宅融資
住宅金融公庫では、被災者の方々に対して、次のような融資を行っています。

(1) 建設資金：住宅に5割以上の被害を受けた方。

融資額は木造住宅で1020万円。金利は4.15%
3年以内の元金据置可能。その期間の金利は3%

(2) 補修資金： 10万円以上の被害を受けた方。

融資額は木造住宅で550万円。金利は4.15%
1年以内の元金据置可能。その期間の金利は3%

芦屋市教育委員会

詳しくは、住宅金融公庫大阪支店サーピス相談室UOS-281-9290までお問い合わせください。
また、現在返済中のかたは、被災の程度に応じて返済方法の変更を行うことができます。返済中の金融機関にお申し出ください。

5.生活福祉資金（災書援護資金）の特別貸付
貸付額： 10万円（保証人1人必要）

返 済 ：据置期間1年経過後4年以内に返済。利率年3%
申し込み ： 1月27日から（午前10時～午後5時）

社会福祉協議会（福祉会館2階受付カウンタ＿）へ
必要な物 ：印鑑（借受人・保証人とも）、身分を証明する書類（身分証明書・運転免許証・健康保健証など）を持参
問い合わせ：社会福祉協議会 0797-32-7530 

6.アレルギー食品の配布
愛知県アレルギ＿友の会よりアレルギ＿食品が28日（土）に届きますので、必要な方は保健センタ＿まで取りに来てください。

問い合わせ：保健センター 0797-31-1586 
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7.浴場設置のお知らせ
1月27日より仮設共同浴場を設置しています。
浴場設置場所：精道小学校校庭

受付場所 ： 同上東正門入口
入浴時間 ：11時～21時

入浴所要時問制限：男性20分 女性30分
浴槽設備 ：男性用1基女性用1基
利用数： 1基当り60名
入浴方法 ：・整理券発行（赤•青・白） 3色

・翌日以後の予約受付可

お願い ：車輌等の入場は御遠慮して下さい。

8.箇易仏壇の無料配布について
山中大仏堂と花岩さんのこ好意により、簡易仏壇（各宗派別）を無料配布します。希望者は下記の場所に直接取りに行ってください。
配布場所：松ノ内町1-20-113 （株）花岩 31-2313 
配布開始： 1月28日から

配布数量：約1,000個

9.兵庫県南部地震にかかる風害等の防止について
強風による看板、瓦、ガラス、瓦礫等の飛散、及び被災建築物、ブロック塀等の倒壊による二次災害が心配されておりますので、こ注意ください。

10.大学等受験生への日本下水道事業団研修掴泊施設の無料開放について
兵庫県南部地震により被害を受けられた皆様で、東京都及び埼玉県内の大学等を受験される方のために、当事業団の研修宿泊施設を無料開放する
ことにいたしました。

申込方法等は、次のとおりです。
1.受入れ人数及び期間： 2月 1日（水） ～2月20日（月）は、先着順で30名程度

2月21日（火） ～3月31日（金）は、先着順で10名程度
2.宿泊施設等の概要：洋室 (2人部屋または4人部屋、風呂・トイレは共同）

食事は3食付き（施設内食堂）

勉強のための設備あり
3.所在地：〒335 埼玉県戸田市下笹目5141 日本下水道事業団技術開発研修本部
4 交通：叢寄り駅は、 JR埼京線戸田駅 戸田駅まで東京駅から45分、新宿駅から24分

＊戸田駅到着後、こ連絡を下さい。（戸田駅より車で10分）
5.宿泊料：無料

6.申込方法：日本下水道事業団技術開発研修本部管理課佐藤へ直接電話でお申込み下さい。
受付開始： 1月30日より

受付時問： 9時30分～17時30分
電話： 048-421-2691
FAX : 048-422-3326 

11.小槌幼稚園で「きつねうどん」の炊き出し
日 時：平成7年1月29日（日） 10:00-
場 所：小槌幼稚園

食数： 2,000食
問い合せ：大阪めん類組合代表者：紅菜さん 06-697-7577 

窓口情報
芦屋浜市民サービスコーナーで、市民課で発行している各種証明書
を発行します。

【芦屋浜市民サービスコーナー1
(1) 業務内容：市役所市民課で発行している各種証明書

・住民票の写し

・住民票掲載事項証明書

・戸籍謄抄本

・除籍謄抄本

・戸籍の附票

・年金現況届

•印鑑登録証明書
・外国人登録済証明書

・身分証明書
(2) 場 所：芦屋市高浜町7番2号 芦屋浜センタービル3階

0797-23-6636 
(3) 時 間：月～金、午前9時～午後5時15分

※ラポルテ市民サービスコーナーでは、まだ、取り
扱いができませんので、こ注意ください。
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［市役所】

(1) 業務内容：市民課：戸籍の届け

住民異動届の一部

戸籍謄抄本

場所：芦屋市役所南館経済課内

（南玄関入り、向かって左側）
時間：月～金、午前9時～午後5時15分

福祉部総務課：り災証明

福祉課：相談窓口

（障害福祉
保護・母子福祉

高年福祉課：相談窓口

堀所：芦屋市役所南館経済課内

（南玄関入り、向かって左側）
時間：日～土、午前9時～午後9時

税務管理課：原付登録

場所：芦屋市役所南館税務管理課

（南玄関入り、正面階段上がって左側）
時間：月～金、午前9時～午後5時15分



災害の状況 (1月29日18時珊在）
●避難者数 8967人
●避難所数 54ヵ所

●収容遺体 395体

●全壊家屋 2543戸・半壊家屋1519戸・一部損壊3182戸警察署、消防本部調べ (25日現在中閻報告、引き続き調査中）

●負傷者数 2759人

！ 1.倒壊家屋等の解体・処理について
！ この度の震災により損害を受けた建物等の解体・撤去・運搬等の処分を、所有者の申し出のあったものについて市が無料で行ないます。 i 
！ 申し出の受付は1月31日（火）から始めます。所有者が申し出るにあたっては、建物等の所有権の放棄についての文書を市に提出していただきます。処理について ！ 
I はできる限り自衛隊に要請します。
. 《申込方法》

i l．申込場所：精道幼稚園（芦屋市川西町11番10号）
! 2.受付日時：平成7年1月31日（火）から当分の問i ,:30~17:00 毎日 l 
！ 3．対象となる物件： 1）個人住宅
! 2)民問マンション i 

①分譲 ②賃貸（中小事業者のものに限る）
! 3)”所等（中小事業者のものに限る） ！ 
！ 4．実施方法： 1）解体撤去は一定区域ことに実施します。解体および災害廃棄物を撤去する区域は申し込みされた方に対してお知らせし、一定期間を置いてから ！ 
i 実施しますので必要なものは事前にできるだけ搬出して下さい。
I 2)申し込みが多数予想されますので、進入路の確保や隣接建物所有者等の同意等を考慮して、公共性、緊急性が高いものから順次処理します。な ！ 
・ ． お、独自に撤去をされる場合は各自で処理して下さい。
I 5.注意事項： l）共同住宅の場合は所有者全員の連名による申込が必要です。
・ 2)賃貸住宅の場合は所有者と借家人の連名による申し込みが必要です。
・ 3)申し込みをしなかった場合は各自の負担で処理願います。
! 6.問い合わせ：芦屋市役所 TEL 0797-31-2121 内線 2102• 2171 (l/31より）
j 7．その他：既に各自で処理した方も、公費負担の対象となるよう、現在国・県と調整しています。

! 2. Jヽい中学校の再開について
I 2月2日（木）午前10時から学校を再開します。
i 児童生徒のみなさんは、安全に気をつけて登校してください。
． （予定）
! 2月2日（木） ～2月4日（土） ・・・・午前10時から12時まで
i 2月6日（月）以降・・・・午前9時から12時まで（当面）
I 学校給食は実施いたしません。
i 問い合せ先 l!l:0797-38-2088 教育委員会学校教育課

| 3．水道復l日状況（平成7年1月29日 15時硯在）
・給水率 18.8% 復l日延長 34.4km 

！ ・給水可能戸数 約6,300世帯

i •各戸給水開始区域 奥池全域・奥山（一部） •朝日ヶ丘町（一部）・東芦屋町（一部）・山手町（一部） i 
I ・臨時給水所増設 (24時間可能）
！ 朝日ヶ丘小学校、朝日ヶ丘幼稚園、三条小学校、山手小学校、山手町33番、山手町1番、六麓荘町3番、芦屋神社前、朝日ヶ丘町9番、 ↓ 
i 朝日ヶ丘町7-33、朝日ヶ丘町24番、宮川小学校向い側、春日町そこう配送所前、滴水美術館

! 4.精道小学校仮設共同浴場の入浴時閻の変更について
: 2月1日から精道小判諏設共同浴場の入浴時間が、午後1時から午後8時までとなりますので己注意ください。 i 
！ また、グランド修復工事のため、 2月6日（月）は臨時休業となります。

! 5.芦屋カンツリークラブ浴室の休日について
i 2月1日から月曜日は休日となりますのでこ注意ください。

！ 6.大阪ガス提供シャワ→レーム
↑ (1)開始日： 1月30日午後2時から
I (2)時問：午後2時から午後8時（変更になる場合あり）
↓ (3)場所：朝日ヶ丘幼稚園

i (4)規模：シャワールーム5つ
！ 問い合わせ朝日ヶ丘幼稚園云0797-32-0278

↓ー•-•-·-•-·-•一•一•-•一•一•-•一•一•―·―•一•ー•一•-·-•一•一•一•一•-·-•—•-•一●ー•一•一•一•一•-•-•一•一•一·―•一•- •-•一•一•.—•-•一•一•一•一•一•ー•-•一•-•一•一•- •—•—•_i 
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8.仮設住宅の申し込み結果および抽選会の実施について
(1)1月29日に締め切った仮設住宅等の申し込みの結果は次のようになりました。

旦直：等市住空室I募：忌百I 応：写言：I 1音：芸
(2)応募者多数のため、次の通り抽選会を実施します。

日時：平成7年1月31日（火） 午前10時から

場所：芦屋庭球場（松浜公園北端）

抽選結果を、市役所南玄関｀市内各小・中学校の避難所に掲示します。電話でのお問い合わせはご遠慮ください。

芦屋市建設部住宅課

9.義撲金の状況
全国各地からの温かいこ厚意による義援金は、 1月29日午後9時現在で、合計538件、 1億281万2,050円となっています。

芦屋市災害対策本部

10. 1月30日（月）現在の常設の救護所
［外科・内科・小児科系l

場

精道小学校 (1年2組の教室）

県立芦屋高校（運動場）

精道中学校（保健室）

芦屋（松浜）公園（北端部）

芦屋保健所（精神科）

開設時間

終日

終日

9:00-18:00 

8:30-17:00 

9:00-17:00 

電話番号

030-266-7079 

0797-32-2325（呼）

030-355-0400 

0797-31-4262 

0797-32-0707 

［歯科J
会

歯科医師会館

場 開設時間

1 0:00-15:00 
電話番号

0797-23-6471 

11.診療可能な医院及び病院
耳鼻科 ハザマ耳鼻咽喉科病院 22-3688 

山本耳鼻咽喉科医院 31-8226 

古JII耳鼻咽喉科医院 23-4187 

眼科 安並眼科医院 22-9640 

矢野眼科 34-1577 

皮膚科 藤原皮膚科 31-5112 

小児科 京極小児科 31-2735 

かわもり小児科 34-6321 

永井小児科 32-8165 

鈴木小児科 34-0766 

白井小児科 22-0445 

婦人科 平岡産婦人科 22-3880 

宮本産婦人科 31-0380 

柿沼産婦人科 31-1234 

甲陽医院 31-0003 

外・整 林整形外科外科医院 32-8880 

安東整形外科 32-1660 

蕗崎整形外科 38-0107 

内科

大谷整形外科クリニック

平林医院

本田外科胃腸科

坂東診療所

広野医院

福岡外科医院

大森医院

上田内科

北井内科クリニック

筋師医院

幸原医院

高内科

松葉医院

上條医院

高田診療所

石井内科

松岡内科

堂野前医院

34-7077 

22-3548 

31-2221 

32-3399 

23-1363 

31-5588 

32-3997 

34-1878 

38-4188 

23-0627 

22-0338 

38-0022 

22-1641 

34-0787 

31-0680 

32-2810 

22-4592 

32-6458 

精・神

全科

内・外科

岡崎医院

重信医院

瓜谷医院

野村医院

岡内科小児科医院

大谷クリニック

宮川医院

山田医院

花岡医院

多田医院

藤井医院

吉田内科クリニック

甲陽医院

冨永医院

大崎メンタルクリニック

市立芦屋病院

伊藤病院

22-0700 

31-2480 

22-5226 

22-5505 

23-0401 

22-4460 

32-0011 

22-9351 

22-4604 

32-3884 

31-2531 

38-7210 

31-0003 

22-3823 

31-4556 

31-2156 

22-4040 
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災害の状況 (1月31日6時珊在）
●避難者数 8912人
●避難所数 53ヵ所

●収容遺体 396体
●全壊家屋 2543戸・半壊家屋1519戸・一部損壊3182戸 警察署、消防本部調ぺ (25日現在中間報告、引き続き調査中）
●負傷者数 2759人

1.在宅者の医療相談や往診について
在宅のかたで、身体の調子が悪く、通院も不可能でお困りのかたを対象に、 1月31日から、医師または保健婦による電話相談、および訪問活動を実施します。

問い合わせは、救護医師団詰所 1!0797-32-2345 

2.震災に係わる消費生活特別相談110番
(1特別相談内容と特設電話番号

譴害保険110番・・火災、家屋・家財の損害等の相談

8078-362-4566-4568 
R生命保険110番...支払い、証書紛失等の相談

8078-362-4569 8078-362-5017 8078-362-5036 
③家電製品110番…安全点検、応急対応

8078-362-5 l 82 8078-362-5273 
④物価相談・・・物価急騰や便乗値上げに関する相談

⑤一般相談・…借地・借家などの契約問題、倒壊家屋のローン返済方法など
いすれも（代表） 8078-360-8530 8078-360,0999 

(2澗問および受付時間

2月末までの月～土（日・祝休み）午前9時～午後5時
問い合わせ兵庫県立神戸生活科学センター

神戸市中央区東川崎町1-1-3 神戸クリスタルタワー6階
匹078-360-8530 FAX 078-360-8536 
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3.水道復旧状況（平成7年1月31日 正午硯在）
・給水率 25.2% 復旧延長 46.1km 
・給水可能戸数 約8,400世帯

•各戸給水開始区域
全域：奥池地区

一部：奥山、朝日ヶ丘、東芦屋、山手、東山、岩園、若宮、春日、打出1J1槌

・臨時給水所増設 (24時間可能）

学校・避難所 (7ヶ所） ：山手小学校・山手中学校•朝日ヶ丘小学校•朝日ヶ丘幼稚園・岩園小学校・西山幼稚園・市立芦屋高校
路上施設 (16ヶ所） ：山手町33-1市立芦屋高校バス停前・山手町1-8双葉屋芦屋バーキング前・東芦屋町20-3芦屋神社南・

朝日ヶ丘町7-33 第三マンション芦苑南西角•朝日ヶ丘町26-14 霊園南北参道・東山町22-13 東山公園北lOOm•
六麓荘町3-24岩園調整池前・朝日ヶ丘町9-8グリーンテニスクラブ北・山芦屋町15-1芦屋山手マンション西南・
春日町3-6そこう発送所前歩道・若宮町9-10宮小北50mR43線北歩道・東山町7-26バークマンション南歩道・
春日町16-6春日集会所東50m北歩道・打出町1-15スーバー大松東歩道・打出1J1槌町13-16安並眼科北歩道・
船戸町1-25アルバ芦屋北歩道

4.電話菫記特設相談所の開設
被害を受けられた方を対象に、不動産及び商業・法人登記に関する電話による特別登記相談を行います。

l.期間： 2月1日（水）から2月17日（金） （土日祝日を除く）

2.時間：午前9時30分から午後4時30分
3.電話： 06-942-l 04 l（代表）

大阪法務局2階特設相談所

4.相談員：大阪司法書士会会員・大阪土地家屋調直上云会員
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； 神戸市中央区：やまと湯（中山手通7-34-8)、相生湯（再度筋町7-2)

！ 神戸市兵崖区：松竹湯（矢部町30-15)、湊湯（湊町2-1-5)、．大同湯（大同町2-1-5)、東湯（西宮内町17-4)、新湊!II湯（湊川町9-2-15) : 

i 神戸市長田区：戎湯（東尻池町4-3-26)

i 神戸市垂水区：高丸湯（泉ヵ丘4-4-36)、鶴の湯（川原2-1-2)、宝来温泉（御霊町5-23)、天水湯（天ノ下町12-9) : 

． その他の営業中の浴場

； ヵラカラテルメ（宝塚市弥生町）、天然温泉石道（川西市石道）、グリーンピア三木（三木市細川町）、神戸ラドンセンター（神戸市西区伊川谷有瀬）、 ・

！ 神戸ぽかぼかランド（神戸市西区池上）、ラジウム温泉大山寺（神戸市西区伊川谷町前）、有馬温泉会館（神戸市北区有馬町）、ゆうゆうの里（神戸市北区嗚子）、 ： 
． しあわせの村（神戸市北区山田町）、有馬船員保険保養所甲北苑（神戸市北区有馬町）、厚生年金姫路鵞山荘（姫路市御立）、 ； 
i 国民年金健康保健センターハイランドビラ姫路（姫路市広峰山）

! 6 診療可能な医院及び病院 (1月31日現在）

l 

岡崎医院耳鼻科 ハザマ耳鼻咽喉科病院 22-3688 : 大谷整形外科クリニック 34-7077 . 22-O700 

山本耳鼻咽喉科医院 31-8226 : 平林医院 22-3548 : 重信医院 31-2480 

古川耳鼻咽喉科医院 23-4187 : 本田外科胃腸科 31-2221 ・ 瓜谷医院 22-5226 : 

眼科 安並眼科医院 22-9640 : 坂東診療所 32-3399 : 野村医院 22-5505 • 
矢野眼科 34-1577 ; 広野医院 23-1363 ; 岡内科小児科医院 23-0401 ・

皮膚科 藤原皮膚科 31-5112 ; 福岡外科医院 31-5588 ; 大谷クリニック 22-4460 . 

小児科 京極小児科 31-2735 ・内科 大森医院 32-3997 ; 宮川医院 32-0011 ! 

かわもり小児科 34-6321 i 上田内科 34-l 878 j ll.Jfl3~~ 22-935 l j 山田医院 22-9351 

永井小児科 32-8165 ; 北井内科クリニック 38-4188 ; 花岡医院 22-4604 . ; 

鈴木小児科 34-0766 ; 筋師医院 23-0627 ; 多田医院 32-3884 : 

白井小児科 22-0445 ; 幸原医院 22-0338 ; 藤井医院 31-2531 . 

婦人科 平岡産婦人科 22-3880 ; 高内科 38-0022 ; 吉田内科クリニック 38-7210 

宮本産婦人科 31-0380 ・ 松葉医院 22-1641 j 甲陽医院 31-0003 ・

柿沼産婦人科 31-1234 j 上條医院 34-0787 j 冨永医院 22-3823 i 
甲陽医院 31-0003 j 高田診療所 31-0680 j 中村医院 23-0468 i 
由っ子クリニック 38-7291 j 石井内科 32-2810 j精・神 大崎メンタルクリニック 31-4556 : 

外・整 林整形外科外科医院 32-8880 j 松岡内科 22-4592 j全科 市立芦屋病院 31-2156 

安東整形外科 32-166~ j 堂野前医院 32-6458 j内・外科 伊藤病院 22-4040 

藤崎整形外科 38-0107 i 

7.緊急事態に於ける芦屋市歯科診療所
診療所電話 診―§月所

明石歯科 31-1560 '岡歯科'’’

有本歯科 31-1087 上住歯科

小野歯科浜風 23-6474 岸田歯科

楠瀬歯科 23-0555 市民病院

高田歯科 31-2229 西田歯科

多田羅歯科 32-1913 小寺歯科

増田歯科 22-5359 藤本歯科

村岡歯科 34-6430 荒巻歯科

シーサイド溝井 32-1008 長谷川歯科

錦歯科 23-6439 依藤歯科

電話

22-0139 

34-1560 

22-1723 

31-2156 

34-6731 

32-3836 

31-4193 

34-6483 

34-0212 

22-5941 

診 療 所

翠ヶ丘歯科

聖愛歯科

仁木歯科

稲垣歯科

能治歯科

橋本歯科

花岡歯科

平嶋歯科

土田歯科

電話

22-6947 

32-0356 

32-6544 

22-2870 

32-3386 

22-3393 

38-5533 

32-3380 

22-2759 

お問い合わせは 芦屋市歯科医師会館

住所芦屋市公光町4-29 も0797-23-6471

！窓口情報 一 -- ； 
！ 
！ 芦屋浜市民サーピスコーナーで、市民課で発行している各種証明書を発行します。

！ ［芦屋浜市民サービスコーナー】 ff0797-23-6636 

I (1) 業務内容：市役所市民課で発行している各種証明書

［市役所JH0797-31-2121 （代）

1： 業務内容： 市民課：戸籍の届け

・住民票の写し 戸籍謄抄本

! •住民票掲載事項証明書
・戸籍謄抄本

！ ・戸籍の附票

i ・年金現況届

： •印鑑登録証明書 福祉部総務課：り災証明

i ・外国人登録済証明書 福祉課：相談窓口（障害福祉

l ・身分証明書 ［保護・母子福祉 ： 

場所：芦屋市役所南館経済課内

（南玄関入り、向かって左側）

時間：月～金、午前9時～午後5時15分

(2) 場 所：芦屋市高浜町7番2号 芦屋浜センタービル3階 高年福祉課・保育課：相談窓口

(3) 時問：月～金、午前9時～午後5時15分 場所：芦屋市役所南館経済課内

※ラボルテ市民サーピスコーナーでは、まだ、取り扱いができ （南玄関入り、向かって左側）

ませんので｀こ注意ください。 時 間：月～金、午前9時～午後5時15分 ！ 

［分庁舎1水道部 合 0797-38-208l、2082 税務管理課：原付登録

（1) 業務内容：転出精算、水道の一時中止等の受け付け 場所：芦屋市役所南館税務管理課 ・i 
（ただし、営業再開後の事後処理となります） （南玄関入り、正面階段上がつて左側） ； 

・ （2) 場 所：市役所分庁舎1階（市役所本庁舎東） 時間：月～金、午前9時～午後5時15分 ・
； 

l i (3) 時 間：月～金、午前9時～午後5時15分 ， 
保険年金課：国民健康保険・国民年金・医療の相談 ． 

↓ 場所：芦屋市役所南館保険年金課各窓口 ． 

i 
（南玄関入り、正面階段上がって右側） ； 

i 時間：月～金、午前9時～午後5時15分 ・ 

i 
ー•一•一•一•ー・ー•一·-·一•-•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•ー•ー•-•一•一•一・一•一•ー・—•一・三一•一•--•一・ー・ー・ー・ー•一•一•一•一·-•一•一•一·-·-•一•ー・ー•一•一・一ー・ー・一•一•一•一•一•一・一•一•—●←ー・ー•一•一•一•一•一・一•一•一•一・ー・＿•一•一•一•ー・-·-
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阪神。淡路大震災関連図書（コープこうべ。震災記録室保有分）

No. 書 名 著者／発行 発行日 備 考

I I阪神大震災全記録 県南部被災地からの報告

2 I阪神大震災 朝日新聞大阪本社版紙面集成

3 I報道写真全記録 阪神大震災

4 I緊急出版 県南部地震特別報道写真集 阪神大震災

5 I読売報道写真 阪神大震災全記録

6 I大阪読売 阪神大震災特別縮刷版

7 I大阪読売 阪神大震災続•特別縮刷版

8 1 ドキュメント 阪神大震災全記録

9 I阪神・淡路大地震における消防活動の記録 神戸市域

10 I阪神大震災全記録 県南部被災地からの報告

11 I阪神・淡路大震災神戸市域における防災活動の記録

12 I平成 7年度理事会

13 I M7.2の報告 その時、東消防署では

14 I芦屋女性市長震災日記

15 I大震災の企業防衛ケーススタディ

16 I兵庫ルネッサンス計画

17 I神戸発阪神大震災以後

18 I阪神大震災 その時企業は

19 I阪神・淡路大震災 明日の町へ

20 I阪神大震災 被災した私たちの記録

21 I愛の奇蹟阪神大震災 語り継ぐ感動実話集

22 Iじしん大きらい あの瞬間 阪神大震災

23 I瓦礫の街から 阪神大震災のうた

24 I正午 2分前外人記者の見た関東大震災

25 I雪 '95.2特集・阪神大震災

26 I雪 '95.3その時、消防職員の胸に去来したものは

27 I雪 '95.4特集・阪神大震災 (III)

28 I雪 '95.5検証・阪神大震災

29 I雪 '95.6検証・阪神・淡路大震災II

30 I Voice特集大震災と戦後50年

神戸新聞社

朝日新聞社

朝日新聞社

神戸新聞社

読売新聞社

読売新聞社

読売新聞社

毎日新聞社

神戸市消防局

神戸新聞社

神戸市消防局

神戸市東灘防火協会

神戸市東灘消防署

下川 裕治／朝日新聞社

朝日新聞社大阪本社経済部編

小室豊充編著／六甲出版

酒井道雄編／岩波書店

日本経済新聞社

山田利行著

阪神大震災を記録しつづける会
／朝日ソノラマ

松田美智子編著／早稲田出版

奥田 富子編／国土社

「眩」短歌会編／学生社

ノエル F・フッシュ著
／早川書房

神戸市防災安全協会

神戸市防災安全協会

神戸市防災安全協会

神戸市防災安全協会

神戸市防災安全協会

PHP研究所
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31 I THE KOBECCO 月刊神戸っ子 I 1995. 3. I 

32 I男女共生のまちづくり提言 兵庫県立女性センター

33 I神戸新聞奥さま手帳別冊阪神大震災 神戸新聞社

34 Iサンデー毎日臨時増刊第 l弾 平成 7年兵庫県南部地震毎日新聞社 I 1995. 2. 4 

35 Iサンデー毎日臨時増刊第 2弾 緊急分析阪神大震災

36 Iサンデー毎日臨時増刊第 3弾 緊急報告阪神大震災の30日

37 I日経マネー

38 I旺文社ムック 地震の知恵119

毎日新聞社

毎日新聞社

日経ホーム出版社

旺文社
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No. 書 名 著者／発行 発行日 備 考

39 I SAPIO 

4DITHE21 地震に強い都市・弱い都市

41 Iほんとうの時代 4 

42 Iアサヒグラフ3.3

43 I神戸大震災

44 Iコーポロ「ライフライン」としての生協

45 こーぷらいふ、 特集 大地震を乗り越えて

46 I AERA 

47 I週刊読売 阪神大震災がんばれ！！神戸

48 I週刊文春

49 I食品衛生 阪神淡路大震災支援体験記

50 I商業界 商店破壊阪神大震災の教訓

51 I震災フォーラム全記録

52 I阪神淡路大震災地図

53 I日経ピジネス 復興の研究〔神戸〕

54 I食品グラフ 震災復興に立ち上がる食品界

55 I AERA 関西大震災に学ぶ

56 I月刊ホームセンターと新フォーマット 被災地企業の再建状況と教訓

57 I週刊金曜日 引き裂かれた大地は問う

58 I AERA 大震災30万人の漂流

59 I Network 

60 1かけはし

61 Iがす燈

62 I FACT 3月号

63 I週刊金曜日

64 I Newsweek 日米欧に見る災害ボランティア

65 I週刊文春

66 I新潮45 東海大地震はまだきていない

67 I AERA 大震災神戸市は復興計画に民の声をきけ

68 I週刊文春

69 Iサンデー毎日 大震災

70 I週刊現代 いよいよ来る M7の恐怖

71 I FRIDAY 関西大震災

72 I SYORYU 阪神大震災 復興に向けて全力投球

73 I AERA 日本の頸動脈が切れた

74 I SAPIO大東京圏「地震崩壊」詳細地図

75 Iぜんろうさい 阪神大震災特集

76 I都市政策季刊第79号特集阪神大震災と神戸市復興への提言

77 I阪神大震災 ガス復旧の軌跡

78 I空色のオルゴール 扇あきの十九年

小学館

PHP研究所

PHP研究所

朝日新聞社

産経新聞

京都生活協同組合

コープ出版株式会社

朝日新聞社

読売新聞社
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文藝春秋 I 1995. 3. 16 

日本食品衛生協会 I 1995. 5. I 

商業界 I 1995. 4. I 

日本科学者会議他／兵庫労働総研 I1995. 3. 17 

日地出版株式会社

日経 BP社

食品新聞

朝日新聞社

日本 HC研究所

諒金曜日

朝日新聞社

NHK総務局

JI|鉄物流株式会社／）l|鉄物流椋

大阪ガス（樹

FCOOP 

（株）金曜日 I 1995. 2. 3 

1995. 3. 6 

1995. 3.30 

1995. 2. 5 

1995. 3. I 0 

1995. I. 27 

1995. 2. 6 

1995. 4. 

1995. 3. 

1995. 3.20 

TBSブリタニカ I 1995. 2.15 

文藝春秋 I 1995. 3. 9 

券斤；朝社 I 1995. 3. I 

朝日新聞社 I 1995. 3.20 

文藝春秋 I 1995. 3.3□ 

毎日新聞社 I 1995. 2. 12 

講談社 I 1995. 6. 17 

言青請炎ネ土 I 1995. 2. 7 

メイテック（梯 I 1995. 3. 

朝日新聞社 I 1995. I. 30 

小学館 I 1995. 2. 23 

全国労働者共済生協連 I1995. 3. 

神戸都市問題研究／勁草書房I1995. 4. 

大阪ガス（株） I 1995. 7. 17 

扇 千恵／扇進次朗 I1995. s. 17 
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No. 書 名

79 I風に想う 関西学院、阪神・淡路大震災〔学生，職員犠牲者追悼文集〕

80 1週刊朝日 関西大地震

8| Iかわけん

著者／発行

関西学院大学

朝日新聞社

川鉄建材工業

発行日
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．
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82 Iモスラ MOSCOMMUNICATIO MAGAZINE FOR YOU阪神大震災その時わたしは Iモスフードサービス／もすらII 995.看；

備 考

83 I働く広場 阪神大震災／被災地で働く障害者たち

84 Iモスラ 阪神大震災そのとき、モスバーガーは

85 Iニューひょうご がれきのまちに若葉の芽吹き

86 I P & G MOON BEAMS 阪神大震災 会社復興への日々

87 I家庭と朝日新聞 阪神大震災 くらし再生ハンドプック

88 I FRONTIER 阪神大震災 その時、ライフは

89 I INTER LINK 震災。そして、これから

90 I Seiwa 

91 I 15番館

92 Iその日 その朝神戸常盤女子高校 3年9組卒業文集

93 I大地震 その時、わが街は

94 I阪神・神戸大震災 生協関連情報と資料

95 I阪神大震災被災体験報告書 よみがえれ•こうべ！

96 I災害に負けないための生活の知恵

97 Iステーション 4 震災なんかに負けない

98 Iステーション 5 震災特集

99 I阪神・淡路大震災と家族 一面接調査による事例研究報告書一

100 I 「震災・活動記録室」中間報告

IOI Iおまえらもはよ逃げてくれ

102 I 21世紀ひょうこ｀ VOL65

103 I阪神・淡路大震災と家族 一面接調査による事例研究報告書一

104 I阪神・淡路震災復興計画のあらまし

105 I神戸市復興計画（概要版）

106 I毎日新聞は何を伝えたか 阪神大震災

|07I都市製作 阪神大震災と応急体制

108 Iダイエー・中内功の生活文化大革命

I 09 I電気と保安 1995/ 9 No.347 

110 I阪神・淡路大震災 ひょうご創生への提言

111 I協同

112 I協う

113 Iゆうわ臨時号

114 Iグリーンファミリー

115 Iかわしょう

116 Iひびき

| | 7 Iふぃーるど

118 Iいきいき兵庫

労働省／日本障害者雇用促進協会 I1995. 4. 20 

モスフードサーピス／もすらI1995. 3. 

兵庫県広報部

p & G 

朝日新聞大阪支社

ライフコーポレーション

ZOJIRUSHI 

西日本建設業保証／せいわ編

（掬ノザワ

神戸常盤女子高校／拗エピック

神戸新聞社

生協研究機構

コモ・ジャパン

生活協同組合コープこうペ

生活協同組合コープこうべ

生活協同組合コープこうべ

家庭問題研究所

震災活動記録室
／阪神大霞災弛元NGO救援連絡会議

神戸医療生活協同組合

21世紀ひょうご創造協会

家庭問題研究所

兵庫県

神戸市

毎日新聞社

神戸器市問題研究所／勁草書房

岩淵 明男／オーエス出版

関西電気保安協会

ひょうこ°創生研究会

兵庫県農業協同組合

くらしと協同の研究所

三星堂社内報

朝日新聞

JI!鉄商事株式会社

富士通テン株式会社

JA兵庫中央会

JA兵庫中央会
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No. 書 名 著者／発行 発行日 備 考

119 Iコープこうべの概要と創造的復興

120 Iこーぷらいふ、 特集 大地震を乗り越えて

121 Iこうべからのメッセージ

122 I COOP 

123 I第45回通常総会議案書

124 I第45回通常総会議案書 1 

125 I日本生協連合会会報 第45回通常総会集合

126 I日本生協連会報

127 I日本生協連会報

128 日本生協連会報

1291 COOP 

130 I COOP 

131 I全国組合員活動情報 6月号

132 I生協l青報

133 I関西総連ニュース 9月号

134 I阪神・淡路大震災ー兵庫県の 1ヵ月の記録

135 Iピル管理の研究と開発

136 I日経 BPプレミアクラプNo.2 

137 I日本生協連会報

138 I雪 '95.ID検証・阪神・淡路大震災VI

139 Iボランティア元年

14□ I防災白書平成 7年版

141 I阪神大震災の教訓

142 I防災基本計画

143 I市民のグラフ こうべNo.268

144 I市民のグラフ こうべNo.269

145 I農村と都市のきずなを求めて一阪神・淡路大震災と JAの活動

146 Iガレキの中に見つけた虹

147 I雪 '95 検証・阪神・淡路大震災 IV

148 I食品商業 3 阪神大震災、商業奮闘ス

149 I Chain Store Age 

|50I販売革新 3

|51 I販売革新 4

|52I阪神大震災全記録 県南部被災地からの報告

153 I震災ダイジェスト

154 I大地震 日ごろの備えが身を守る

155 I第 7地区別総代会議用作成ピデオ

156 I公開講座「創造的復興と中～長期計画」 増田副組合長 95. 9. 7 

157 I代表者研究 増田副組合長「震災と復興」 95. 9. 2 

158 I近商研ゼミで 大森守男「店の復旧」

生活協同組合コープこうべ

コープ出版株式会社

くらしの創造本部
／生活協同組合コープこうべ

日本生活協同組合連合会

日本生活協同組合連合会

日本生活協同組合連合会

日本生活協同組合連合会

日本生活協同組合連合会

日本生活協同組合連合会

日本生活協同組合連合会

日本生活協同組合連合会

日本生活協同組合連合会

日本生活協同組合連合会 I1995. 6.15 

東京都生活協同組合連合会 I 1995. 6. I 

日本生活協同組合連合会 I1995. 9. 16 

阪神淡路大地震兵庫県対策本部 I 1995. 7. 

関西環境開発センター I1995. 6.30 

日経 BP社

日本生活協同組合連合会 II 995. 5. 15 

神戸市防災安全協会 I 1995. I 0. I 

車月日ソノラマ I 1995. 4. 30 

大蔵省印刷局／国土庁編 I1995. 6.30 

日経BP社 I 1995. 3.30 

国土庁防災局 I 1995. 7. 

神戸市広報課 I 1995. 7. 

神戸市広報課 I 1995. 9. 

JA兵庫中央会 I 1995. 7. 31 

首都圏コープ事業連合 I1995. 5. 11 

神戸市防災安全協会 I 1995. 8. I 

商業界 I 1995. 3. 15 

ダイヤモンド・フリードマン社 I 1995. 3. I 

商業界 I 1995. 3. I 

商業界 I 1995. 4. I 

神戸新聞社 I I 995. 4. 20 

第 7地区本部
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No. 書 名 著者／発行 発行日 備 考

159 I 「コモテック生に期待する」 増田副組合長 95. 4. 4 

160 I激震の記録 Vol.I 朝日放送株式会社

161 I激震の記録 Vol.2 朝日放送株式会社

162 I第15回日本協同組合学会大会 報告要旨

163 I雪 '95.7. 検証・阪神・淡路大震災III

164 I震災を乗り越えて

165 I神鉄 3

166ISUN雇用促進事業団ニュース「サン」第37号

167 I復興に向けて 阪神・淡路大震災の記録

168 I'95消費者問題神戸会議

日本協同組合学会 I 1995.10.13 

神戸市防災安全協会 I 1995. 7. I 

第4地区・住吉コープセンタ― | |995. 11. 12 

神鉄観光 I 1995. 3. I 

雇用促進事業団 I 1995. s.2s 

西宮市役所 I 1995. 9. 30 

神戸市消費者協会

169 I協同 11 兵庫県農業協同線合中央会 I 1995. 11. I 

170 I農村・都市の絆（阪神・淡路大震災の活動事例より） 兵庫県農村都市システム研究会 I 1995. 9. 

111 I兵庫県地域研究通巻 2号 神戸新聞情報科学研究所 I1995. 11. 

172 I MOBILITY 1995秋季号 運輸経済研究センタ― |1995.10.31

173 I建築と社会 10 日本建築協会 I 1995. Io. 

174 I六甲アイランド店長としての震災体験と今後の広報活動について 前田 勉

175 I緊急対策行動と壊減的打撃を受けたドミナントエリアの復興計画 山元 敏儀

176 Iコープこうぺの創造的復興と21世紀ビジョン 増田 大成

177 I震災後のポランティアI!)組織づ〈 I)と課題第6地区兵庫ポランティアC生原寛治

178 Iシーア店長・浅田茂神戸東 KC・豊島博

カセットテープ

ピデオ

ビデオ

1995. 11. 8 Iカセットテープ

| 995. | 1. 7 lカセットテープ

1995. 11. 9 カセットテープ

1995. 11. 7 Iカセットテープ

1995.11. 8 Iカセットテープ
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あとがき 人には忘れたいこと、決して忘れてはならないことがあります。

阪神・淡路大震災においても人それぞれの“想い”があるでしょ

う。

コープこうべは、この震災の体験を通じてさまざまな教訓を得ま

した。特に震災の初期の“助け合い’'救援・支援をいただいた人の

情け、そして組合員・職員の頑張りなど、いわば“協同の心’'は決

して忘れてはならないことの 1つでしょう。

この『震災の記録』は地震発生直後から 1~2ヵ月を中心にまと

め、 “協同の心”がいかに自然に湧出したかを確認できれば、と思

っています。また、 “創造的復興の思い”がすでに地震当日からス

タートし、 21世紀に向けて飛躍できる新しい生協づくりや、新しい

くらしづくりの一端を、この記録から垣間見ることができれば幸い

に思います。

この記録は概ね次の編集方針でまとめました。

①各部署や個人から寄せられた震災直後の状況をできるだけ原文に

近い形で表わしました。従って混乱の真っ只中での出来事で、勘

違いや小さな誤りは止むを得ないと思われます。

②万が一の今後の災害を視野において、少しでも参考になれば、と

考えて編集しました。

③全分野・全事業形態の活動記録をここに収録することは不可能に

近く、資料編を含め断片的にその活動を掲載せざるを得ませんで

した。

なお、編集・執筆を次の方に協力いただきました。

井上淳信さん

森畑哲洋さん

池上彰さん

浜田昌文さん

橋口文博さん

（コモジャパン）

（広報本部）

（第 3地区本部）

（コープステーション）

（くらし創造本部）

震災当初の混乱期のできごとは当事者でないと不明な点も多いと

思われます。それだけに以上の諸氏の苦労も多かったと思います。

みなさんの協力に心から感謝申し上げます。

1995年12月30日

常 任 理 事 西義人

震災記録担当 矛爵田厚志:
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